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聖學七 

六 四 陰陽の 說を 論ず 

師曰 はく、 陰陽 は、 夭 地 人物の 總管 なり。 天地 旣に 陰陽 を 以て 成る， 故に 天地の 間 

に 盈ちて 造化 を爲す 所以の 者、 陰陽 を 出で ず。 其の 本 を 以て 十れば、 皿ち 理氣 なり、 

形氣 なり。 身に 氣血 向背 あり、 人に 男女 あり 上下 あり、 君子 あり 小人 あり。 物の 飛 走 

動植、 事の 開闔動 靜常變 * 理の善 惡邪正 明喑、 時の 治亂 盛衰 畳 凶， 地の 高下 磽确， 何 

に 適く として 這の 裏面 を 離る ベ からず。 凡そ 消長 • 屈伸 • 生長 . 收藏 して 犬 地 人物 遂 

な、、 是れ 陰陽 自然の 道な り。 

n) 說卦傳  師曰 はく、 易に 曰 はく、 一大の 道 を 立つ、 陰と陽と 曰 ふ。 地の 道 を 立つ、 柔と剛 と 曰 

ふ。 入の 道 を 立つ、 仁と 義と曰 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 陰陽 は、 天地人 物の 總管 にして 

七 陰陽  九 


山 鹿 語 頻卷笫 三十 九  一 〇 

而も 陰陽 を 以て 天に 屬」 柔剛 • 仁義 亦 陰陽に して， 地と 人と は 其の 用 異なり。 聖人 

辭を 建てて 之れ を辨 ずる こと 尤も 著明な り。 夫れ 大 は 萬 物の 大原 にして、 聖人 皇極を 

立て、 大を 以て 之れ を稱 す。 地 及び 人物 は 悉く 夭 に屬 十。 大の道 は 陰陽 を 以て 之れ を 

立つ、 是れ 物の 極、 陰陽 を 管す る 所以な リ。 

師曰 はく， 易 は、 聖人が 夭 地 人物に 因りて 道の 大原を 立て、 日用 事物の 始終 を 示せ 

る もの、 其の 書た る 只 だ 陰陽 を 以てする のみ。 大 傅に 曰 はく、 「一 陰 一 陽 之れ を 道と 謂 

ひ、 陰陽 不測 之れ を 祌と謂 ふ」 と。 凡そ 卦畫 の奇耦 其の 變化ニ 儀 を 出で ず、 故に 曰 は 

く、 「太 極 兩儀を 生ず」 と。 

六 五 陰陽の 形象 を 論ず  , 

師曰 はく、 輕 くして 昇る 者 を 陽と 爲し、 重く して 降る 者 を 陰と 爲す。 輕 くして 0^ る 

者は氣 なり、 重く して 降る 者 は 形な り。 是れ天 は 陽に 屬し地 は 陰に 屬す、 而 して 犬 地 

の 陰陽 を 離れざる 所以な り。 凡そ 陽の 物に 於け る や、 燥な り、 奇 なり • 剛 なり、 炎な 

圓 なり、 浮な り、 明な り、 動な り、 出な り， 合な り、 聚 なり。 陰の 物に 於け る や， 


濕 なり、 轔 なり、 柔 なり、 ：-w なり、 方な り、 沈な り、 晦 なり、 靜 な"、 入な り、 分な 

P, 散な り。 天地人 物の 間、 其の 用 陰陽 根 を 互にして 相 對し相 偶す。 

師曰 はく、 陰陽の 形象 其の 著明なる 者 は 水火 を 出で ず.。 陰陽 は 天地 萬 物の 惣管 にし 

て、 其の 形象 は 水火 以て 計 會し來 る。 故に 天地人 物の 形象 は 水火 を 離れず.。 水火 相 合 

とほ 

し 相 分れて 其の 用 遂に 亨る、 水火の 用大 なる 哉。 凡そ 氣の輕 く揚る や、 其の 間溫 便ち 

之れ に隨 ふ。 其の 重く 凝る や 便ち 下って 水と 爲る、 是れ 火の 炎上し 水の 滑 下して、 自 

然の 形象 已 むこと を 得ず して 然るな り。 1K 地 は 水火. を 以て 立ち、 水火 を 以て 運行し、 

人物 は 水火 を 以て 成り、 氣血を 以て 營衞 す。 其の 間 昇降して 其の 用を遂 ぐ。 

師曰 はく、 天地 運行して 生々 息む となく、 人物 各丄 E 了る、 是れ 陰陽 昇降 循環して 

お-) IT 間斷 なきの 謂な り。 大傳に 曰 はく、 「日往 くと き は月來 り、 月往 くと き は曰來 る。 日月 

相 推して 明 生る。 寒 柱く とき は暑來 り、 暑 柱く とき は寒來 る。 寒暑 相 推して 歲 成る。 

(5, 信 1e 往は 屈な り、 來は 信な り。 屈伸 相 感じて 利 生る」 と。 是れ畀 降の 說 なり。 故に 這の 一 

通し のぶ る 

2S.> 箇の 氣輕揚 運行して、 其の 間 許 多の 査滓 降り 留まりて 這の 形質 を爲 す。 這の 形質 は氣 

に 通じて 又 昇り 揚り盡 して、 其の 査淳相 留まる。 是れ 人物の 生死 榮枯、 都べ 來 つて 此 
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の 裏面 を 出で ず。 生じ 來り 死し ぷる， 皆 往來屈 信の 問- 生々 更に 息む ことなく， 陰陽 

相 推して 周 環 運轉十 るな り。 

師曰 はく、 凡そ 萬 物 陽 を 得る とき は發 し、 陰 を 得る とき は 凝る。 發 するとき は 陰 成 

n  . 凝る とき は 陽 生ず、 是れ又 自然な り。 草木 暖を 得て 陽に 向へば 便ち 萌芽 發 生す、 

是れ陽 を 得て 發 するな り。 旣に發 生 すれば 則ち 形象 全く 具 はる、 是れ 陰の 成るな り。 

寒 を 得て 陰に 向へば 則ち 花 葉 凋 蒙" す、 是れ陰 を 得て 凝るな り。 旣に 凋-ぶ 十れば 則ち 結 

聚 して 萌芽 を 含む， 是れ 陽の 生ずるな り。 其の 實は、 陰陽が くも 離れず、 往來屈 信 生 

生息む ことなき なり。 能く 這 筒の 裏面に 通ず る、 是れ 陰陽 不測の 謂な り。 

師曰 はく、 夭 は 陽に して 日月 星 風の 凝滞して 象 あり、 地 は 陰に して 人物 水火の 氣ぁ 

n. 是れ 陰陽 各- '陰陽 を 具へ て 四 象 成るな り。 四 象 生ずる とき は 陰陽に 老少 あり、 變 

動 あり て、 iK 下の 用 全し。 

六 六 陰陽 相 根ざす を 論ず 

師曰 はく、 陰陽 偏 輕す ベから ず、 天地 は 陰陽 を 以て 立つ。 -大 あれば 地 あり-入 あれ 


(一) * 子 易 

St* に 、「天 一 

水 を じ、 地 

六 之れ を 成す。 

地 二 火 を 生じ 

て 天 七 之れ を 

成す」 t 出づ 

(二) 說卦傳 

に出づ 

(三) 相 厭. は 

すの 意 


ば 物 あり， 更に 偏 立せ ず 偏 長せ ず。 故に 陽 を 謂 ひて 陰 を 論ぜ ざれば 陽 立たず、 陰 を 謂 

ひて 陽 を 論ぜ ざれば 陰 立たず。 理 氣形氣 共に 相 合して 大地 人物の 用 成る。 是れ 乃ち 天 

一水 を 生じ、 地 二 火 を 生ずる の 謂な り。 そ 一 筒の 氣 あれば 其の 象 あり、 一 箇の形 あ 

れば 其の 氣 あり。 先 後 を 論ぜず 次序 を 謂 はず.、 陰陽 互に 周 轉し來 るな り。 

ニー)  —  (一  5 いと  . 

師曰 はく、 陰陽 支 離すべからず。 易に 曰 ふ、 「水火 相 射 はず」 と は是れ たり。 故に 陰 

陽相對 して 夭 地 人物 行 はる。 上下 四方の 相 待、 晝夜 明暗の 相對， 皆然 り。 近く 諸れ を 

とほ 

人に 取る とき は、 男女 あり 君臣 あり、 各 》 '相 因って 其の 用亨 る。 陰陽 を 離れ 陽 陰 を 離 

るれば. 乃ち 陰陽 支 離 間隔して 陰陽 立たず。 天 は 地に 因る が 故に 1K たり、 君 は 臣に因 

るが 故に 君たり。 地な くして は 天 立たず、 臣 なくして は 君 立たず、 是れ支 離せざる な 

3 ラこ < 

り。 水大 は、 相 赶の甚 しきな り、 然して 水 は 火に 因って 循環 流行し、 火 は 水に 因って 

盛 長す。 水火 旣に然 り、 や 其の 餘を や。 陰陽 根 を 互にす， 故に 支 離せず。 

師曰 はく， 陰陽 根 を 互にす、 故に 火 は 陽に して 內 暗し. 是れ陰 を 含むな り。 水 は 陰 

り くわ  かん 

にして 內 明かな り、 是れ陽 を 含むな り。 離の 卦は 火に 屬 して 二 陽 一 陰 を 包み、 坎の卦 

は 水に 屬 して 二 陰 一 陽 を 包む。 易の 卦畫、 其の 象 以て 見る ベ し) 

SS 子 七 陰陽  一 三 
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師曰 はく、 陰陽 は偏廢 せず、 支 離せず、 根 を 互にす、 而 して 陰陽 同じく 長ぜ ず。 陽 

長ず ると き は 陰 消 じ、 陰 長ず. ると き は 陽 消ず.、 是れ又 自然の 道な り。 其の 間 陽 は氣の 

輕く淸 める ものにして 必ず 昇り 進む、 故に 其の 象、 上たり 大 たり 君たり 高たり。 陰 は 

形の 重く 濁りて 必ず 降り 退く、 故に 其の 象、 下たり 地たり 臣 たり 卑 たり。 天地 本と 尊 

くして、 其の 用 或は 仰ぎ 或は 俯し、 或は 戴き 或は 踏む。 聖人 是れに 丙 つて 禮を 節し 品 

(1) ヒ を 定め、 尊卑 上下の 道 明かな り。 大傳に 曰 はく、 「大 尊く 地卑 くして 乾坤 定まる。 卑髙 

S の i, つ  つら 

以て 陳 ねて 貴賤 位す」 と。 愚 謂へ らく、 凡そ 陰、 陽に 隨 ふとき は 順な り。 陽、 陰に 隨 

ふとき は 逆な り。 順 なれば 便ち 長久な り、 逆 なれば 便ち 久しから ず。 君臣 • ： 父子. 夫 

婦の 道、 日用 平生の 間皆然 り。 故に 遠く 天地人 物 自然の 誠 を 観察して、 近く 諸れ を 身 

に 取る とき は、 陰陽の 實理 なり。 

六 七 或 ひと 陰陽の 說を問 ふを辨 ず 

或 ひと 問 ふ、 陰陽 未 生の 前 如何。 師曰 はく、 易に 曰 はく、 「太 極 兩儀を 生ず」 と。 是 

れ 陰陽 未 生 以前 は 猶ほ太 極と 曰 ふが ごとし。 凡そ 太 極 は 陰陽 旣に 極まる の 象な り。 天 


地の 道 は 未 生 を 以て 之れ を 論ずべ からず、 故に 陰陽 未 生の 前な し。 旣に 陰陽 あれば 乃 

ち 1K 地 あり 人物 あり。 是れ 這の 一 箇の太 極、 天地人 物 を 含 藏し盡 す。 何ぞ 陰陽な きの 

前に 別に 這の 太 極 あらん や。 

或 ひと 問 ふ、 陰陽の 生ずる に 先 後 あり や。 師曰 はく、 先 後な し。 陰陽 相對 待して 更 

に 先 後の 論ずべき なし。 推して 謂 ふとき は、 動 を 以て 先と 爲 すに 似たり と雖 も、 動 は 

是れ靜 に 根ざし、 靜旣に 動 を 具 ふ。 故に 動けば 則ち 靜 裏面に あり、 靜 なれば 則ち 動 裏 

面に あり、 動 靜根を 互にす、 何 ぞ先後 を 以てせん や。 

(一一 ) 

3  * ま S  或 ひと 問 ふ、 陰陽 は 一 か 二 か。 師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「陰陽 を 一箇と 做して 看る も 亦 

13 せ 六十 五に 

もつ  #. 兩箇と 做して 看る も 亦 得。 兩箇と 做して 看れば、 是れ 陰に 分れ 陽に 分れて 兩儀立 

つ。 一箇と 做して 看れば 只 だ是れ 一箇の 消長な り」 と。 愚 謂へ らく、 旣に兩 儀と 曰 ふ 

とき は、 陰陽 是れ 兩箇 なり。 凡そ 犬 下人 物の 用 各し 兩箇 にして 成る。 天地人 物皆然 り。 

兩箇叉 一般にして 其の 道亨 る。 天地 氣を 通じ 上下 相 和し、 內外 表裏 相 因って 而 して 後 

2) 前 頁る に 其の 用 全し。 是れ 兩箇叉 一 般の 意な り。 大傳に 所謂、 太 極 兩儀を 生ずる の 謂な り。 

照 

太 極 は 兩儀を 具へ て 一 般と爲 る。 若し 之れ を 分^せば、 乃ち 陰 あり 陽 あり。 天地人 物 
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の間皆然^^。 是れ 自然の 道に して、 造作 を須 たざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 I 子 曰 はく、 コ氣 分れて 陰陽と 爲る」 と。 igs^ss! ま？^、 是れ陰 

陽 以前に ー氣 あるな り。 師曰 はく、 邵子專 ら數を 以て 之れ を 論ず。 數 各-  一 二 先 後 あ 

り、 故に 旣に 天地の 始終 を 謂 ふ も、 是れ 未だ 陰陽の 實 に通ぜ ざるな り。 其の 指 十 所の 

一 氣、 何ぞ 陰陽 を 離る るの 一 物 あらん や。 旣に氣 と 曰 へ ば、 乃ち 形象 相 根ざし、 陽 は 

陰に 因るな り。 

ffl 物 外篇に 出.. つ 

或 ひと 問 ふ、 陰陽： ：4: 降の 理 尤も 正しき も， 古人 曰 はく、 「陽 下りて 陰に 交 はり、 陰 上 

りて 陽に 交 はる」 と。 义ロ はく、 「大氣 降る」 と。 是れ陰 亦 上る こと あり、 陽 亦 降る こ 

と あり や。 師曰 はく、 陽は輕 浮に して 昇り、 陰 は 童 沈に して 降る、 是れ 理氣形 氣の必 

然 なり。 故に 陽 下るべからず、 陰 上るべからざる は， 自然の 理 なり。 十 ：！ 人の 說 未だ 其 

の赏を ず、 錯雜 して 正しから ず。 陰陽 根 を 互にし 相 因循し 來る、 故に 凡そ 形象 あれ 

ば氣 あり、 氣 あれば 溫水 あるな り。 今 火 をして 水 を 熱せし むろに、 其の 氣是れ 0^ る。 

(wn  お ほ 

其の 間に 溫水 惟れ 含む。 或は 以て 之れ を盖 ふとき は、 氣聚 まり 點 滴と 爲 りて 下る。 是 

わ 陰陽 i: 降の 近く 考ふ べきな り。 地氣外り て寒陰の爲に^.苷.はれ. 凝滞して 雲と 爲り、 


其の 陰 結聚し 雨と 爲 りて 下る。 地氣は 陽に して 昇り、 其の 間 陰 水の 相 因る あり、 陰の 

上り 交 はるに あらず。 陰 水聚結 すれば 雨と 爲る、 是れ 陰の 降るな り。 雨の 下る ゃ氣亦 

相 因る、 陽の 下り 交 はるに あらず。 

或 ひと 問 ふ、 形 は是れ 陰に して 氣 は是れ 陽な り、 形 あれば 乃ち 氣 あり、 氣 あれば 乃 

ち 形 あり、 陰陽の 自然な りと せば、 凡そ 器物の 情なき も亦氣 ありと 爲 すか。 師曰 はく、 

器物 何ぞ 天地の 氣 なからん や， 天地の 間、 萬 物の 出生 制作 未だ 嘗て 這 箇の氣 なくん ば 

あらず。 水 を 以て 之れ を涵 せば 乃ち 濕 腐して 去り、 火 を 以て 之れ を燒 けば 乃ち 炎上し 

て 去る。 豈氣 なしと 謂 ふべ けんや。 

pma- 或 ひと 問 ふ、 相^^の甚しきは水火に如くはなし。 易に 曰 ふ、 「水火 相 射 はず」 と、 子 

叉 曰 はく、 「水 は 火に 因り、 火 は 水に 因る」 と。 此の 說 未だ 通 ぜずソ 師曰 はく、 相 赴 は 

幷合兩 長す るの 謂な り。 相 井合し 相兩長 するとき は、 相！ して 消長す。 水火 は 南北に 

位して 相 近づかず， 能く 相對 す。 故に 水 は 火に 因り、 火 は 水に 因って 支 離せざる なり。 

夭 地の 相隔 り、 東西の 相 向 ひ、 南北の 相對 する、 各.^ 相 iiS を 以てして 立つ、 其の 自ら 

然る こと 見るべし。 君臣 相 近づく とき は 狎れて 犯し、 父子 相 近づく とき は 恭敬 を 失し. 
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男女 相 近づく とき は 淫れて 溢れ、 日月 相 近づく とき は 食して 光 を 失 ふ。 是れ 聖人の 禮 

儀 品 節を定 むる 所以な り。 其の 相 遠ざかる も 亦 節 あり、 天地 日月の 相 間り， 南北 東西 

の相對 する を 以て、 近く 日用 募 倫の 上に 取る とき は、 其の 用粲 然として 明. ni なり。 

或 ひと 問 ふ、 火 は 水に 因って 盛 長す るの 說 未だ 通 ぜ ずと。 師曰 はく、 人 は 水分 盛な 

れば元 氣强剛 なり、 草木 は 寒 陰の 包む に 因って 生々 の氣を 盛に す。 凡そ 萬 物の 理皆此 

の 如し。  ， 

^^^.^M  或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 ふ T1K 地の 間兩 ながら 立つ の理 なし、 陰陽に 勝つ に 非 ざれば 卽 

. ち 陽 陰に 勝つ、 物と して 然ら ずと いふ ことなく、 時として 然ら ずと いふ ことなし」 と。 

今 子が 所謂 陰陽 相對 すると は、 雨ながら 立つ の理に 非ず や。 師曰 はく， 朱 子の 所 IS 兩 

ながら 立つ の理 なしと は、 兩箇幷 び 立たざる の 謂な り。 南北 雨ながら 立ち IK 地兩 なが 

ら 位し、 皆兩 立す、 是れ叉 自然な り。 這 裏 消長 あるとき は 長久なら ず、 是れ 陰陽 相對 

十るな り。 陰陽 井び 立たず と は、 一所 一時 一 用に 兩箇幷 行す るな きの 謂な り。 水火 相 

合すれば； し、 木金 相幷 ぶと き は 勝つ、 是れ 大地の 道な り。 


五 行 

六 八 五行の 說を 論ず 

2) 書 校 周 . 師曰 はく、 五行の 說、 1 範に 出づ。 五行 は、 水火 金 木 土に して、 五 者 1K 地の 間に 行 

» の 名  i 

る 所以な り。 五行 は 本と 作爲を 待たず、 自然の 形勢な り。 凡そ 1K 地 人物 は 陰陽 以て 總 

管して、 五行 は 陰陽の 其の 形象 を 著 はす ものな り。 故に 五行 は 形に して 陰陽 は氣 なり I 

S 一一 は 陰 五一 仃は 也に 靄し 陰陽 は 天に 屬す。 人 は 二 五に 因って 日用 を 爲し來 り， 陰陽 五行 は 人 を 

得て 以て 其の 用 を 正す。 陰陽 は 形より して 上なる 者な り、 五行 は 形より して 下なる 者 

なり。 

師曰 はく、 陰陽の 形象 は 水火 を 出で ず， 水火 は 以て 五行の 主たり。 水火 は 象 ありて 

形な く、 見るべく して 取るべからず。 故に 天に 在りて 陰陽と 謂 ふとき は 只 だ 其の 氣を 

論じ、 地に 在りて 陰陽と 謂 ふとき は旣に 其の 形象 を 論ず。 1K に 在りて は、 暧冷 寒暑の 

氣 あり、 地に 在りて は、 水火 金 木の 形 あり。 水火の 用 尤も 大 なる 哉。 

師曰 はく、 水火 相對 待し 相 流行して、 其の 間 萬變盡 く。 凡そ 形象 ある 者 は、 未だ 嘗 
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て 五行 を 出で ず。 易に 曰 はく、 「地の 道 を 立つ、 柔と剛 と 曰 ふ」 と。 柔剛は 五行の 體な 

り。 五行 相錯 はりて 天下の 用 成る。 其の 五 者 は 自然の 形に して、 之れ を 用 ひ 之れ を錯 

0 ご  たが ひ 

ふる 者 は 不測の 祌 なり。 其の 神 又 陰陽 を 出で ず。 易に 曰 はく 、「陰 を 分ち 陽 を 分ち 迭に 

S) 

柔剛を 用 ふ、 故に 易 六 位に して 章 を 成す」 と。 愚 謂へ らく， 其の 本 を 論ずる とき は、 

分 陰 分 陽に して 其の 用 を 異にす、 然れ ども 迭に柔 剛を用 ふ、 是れ 其の 章 を 成す 所以な 

り。 章 を 成さ ざれば 事物の 用 行 はれず。 

六 九 五行の 生 序 を 論ず 

(En  はじめ 

師曰 はく、 洪範の 初の 一 に 曰 はく、 「五行。 一 に 曰 はく 水、 二に 曰 はく 火、 三に 曰 は 

じゅんか 

く 木、 四に 曰 はく 金 * 五に 曰 はく 土。 水を^ 下と 曰 ひ、 火 を 炎上と 曰 ひ、 木 を 曲直と 

じラ かく  ここ かしょく  かん な 

曰 ひ、 金を從 革と 曰 ひ、 土は爱 に稼穡 す。 潤 下 は： « を 作し. 炎上 は 苦 を 作し、 曲直 は 

酸 を 作し、 從革は 辛 を 作し、 稼^ は 甘 を 作す」 と。 愚 謂へ らく、 五行の 序 は 洪範に 初 

ts) 

めて 之れ を 出す、 乃ち；！！？^ の數、 天地 萬 物 生々 の 序な り。 朱 子 曰 はく T 陽 變じ陰 合し 

そんれ き 

て 初めて 水火 を 生ず。 水火 は氣 なり、 流動 閃灤 して、 其の 體尙 ほ虛 にして、 其の 成形 


猶ほ 未だ 定まらず。 次いで 木金 を 生ずれば 則ち 確然と して 定形 あり。 水火 は 初に 是れ 

自生し、 木金 は 則ち 土に 資る。 五行の 屬皆 土中より 旋り生 出し 來る」 と。 竊に 按ずる 

に、 旣に 水火と 曰 ふとき は須 らく 氣と曰 ふべ からず、 只 だ 金 木に 對 して は 乃ち 象 あり 

て 形な し。 故に 陰陽 は氣 なり、 五行 は 形な り。 洪範に 五行の 形 を 言 ひ、 五行の 用 を 論 

じて， 以て 五行 曰 用の 道 を 明かに する こと、 尤も 切なる 哉。 

師曰 はく、 五行の 生 序 は 水 を 以て 首位と 爲十。 是れー 氣旣に 通 ずれば、 其の 氣蒸慰 

(六)  を か りんり  (七) 

3  I 本， して 便ち 濕潤を 含む。 濕潤聚 結して 汗 下淋濟 たると き は 雨と 爲る。 是れ天 一六 を 得て 

Mi を？ J に 作る 

sii^*- 水生ず るの 謂な り。 雨水 下れば 氣と爲 り、 叉 り 又 降る、 生々 息む ことなき の理な 

り。 故に 水 を 以て 五行の 首と 爲す。 魯齋の 鮑 氏 曰 はく、 「物の 初めて 生ずる や 其の 形 皆 

水な り、 水 は 萬 物の 一原、 皆 夭ー の 造化に 根ざす。 夫れ 金石の 產 其の 初め 亦^な り、 

一 陽の 氣 * 一  日の 時、 一年 十一 月 冬至 皆 子に 肇 まる。 子 は 水の 位な り。 夫れ 水 は 陽に 

生じて 陰に 成る。 氣 始めて 動いて 陽 生じ、 氣聚 まりて 靜 かなる とき は 水と 成る。 呵氧 

を觀て 見るべし。 蓋し 水 を 生ずる の 初めは 一 に屬 す、 故に 微かな り。 水と 成る 時に 至 

れば 則ち 六な り」 と。 或 ひと 問うて 曰 はく、 「犬 一水 を 生ずる こと、 亦 物の 験むべき あ 

0?學 七 五行  一一 一 
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f  I 一 

二)  n 中の り や」。 曰 はく 、「人の 一身に 験むべし 、貪 心 動けば 津 生じ、 哀心 動けば 淚 生じ、 愧心動 

^  あた 

けば 汗 生じ、 慾 心 動けば 精 生ず。 人心 寂然と して 動かざる の 時に 方れば 則ち 太 極な り。 

此の 心の 動き は、 則ち 太 極 動いて 陽 を 生ずるな り。 所以に 心 一 たび 動いて 水生ず、 卽 

ち 天 一 水 を 生ずる の 證と爲 すべし。 神 は氣の 主たり、 神 動けば 氣隨 ふ。 氣は 水の 母た 

り、 氣聚 まると き は 水生ず」 と。 愚 謂へ らく、 氣 あれば 乃ち 濕を 含む、 是れ 1K 1 の 象 

にして 其の 凝滞 是れ 水な り。 心 一 たび 動く とき は旣に 水の 濕を 含み * 動 極まりて 水生 

ず、 是れ 陽極 まりて 陰と 爲る なり。 #： 齋が說 略 ぼ說き 得て 未だ 精し からず、 況ゃ太 極 

の理に 未だ 通ぜ ざるな り。 凡そ 水 は 正北 方の 首位に して、 其の 質 純 陰に して 其の 用 は 

かん  t  二) 

(：1) gst 純 陽な り。 外 暗く 內 明かに して、 卦は 坎に屬 す。 易に 曰 はく 、「萬 物 を 潤 ほす 者 は 水よ 

り 潤 ほす はなし」 と。 萬 物の 歸 する 所に して、 天に 在りて は 月と 曰. ひ 雨と 爲り、 地に 

在りて は 水と 爲り、 人に 在りて は 腎と爲 る。 火 は 正南 方の 位に して、 其の 質 陽に して 

(ヨ) S 其の 用 は 陰な り。 外 明かに して 內 暗く、 卦は 離に 屬す。 易に 曰 はく 、「萬 物を漢 かす 者 

は 火より 燻く はなし」 と。 萬 物 皆 相 見 はるる ところに して. 夭に 在りて は 日と 曰ひ電 

と爲 り、 地に 在りて は 火と 爲り、 人に 在りて は 心と 爲る。 萬 物 を 生殺し. 顯仁藏 用， 


神妙 窮まりな し、 火の 用 尤も 大 なり。 ー氣 は是れ 火の 本な り。 氣は 必ず 動く、 動く と 

き. は暖溫 あり、 是れ 火の 初にして、 其の 聚 結して 形 を 成し 火と 爲 るな り。 古人 曰 はく、 

「水 は 精と 爲り、 火 は 神と 爲る」 と。 夫れ 水は濕 潤の 聚結 せる もの、 故に 形に 屬す、 

火は氣 の動旋 する もの、 故に 神と 爲る。 形氣相 合して 其の 間に 不測の 靈妙 あるな り。 

さ し 

是れ 水火 を 五行の 主と 爲す 所以な り。 土 は 水火の 査滓 なり。 水靜 かなる とき は 下に 結 

(En  か す 

ふ おう 

S)  St ベる 滯の物 あり、 動く とき は 上に 浮 の 形 あり、 是れ 土な り。 火炎 上 するとき は煙氣 結滞 

沫 

して 形 を 爲し， 其の物に 就く の 下に は 灰燼の 成る あり、 是れ 土な り。 故に 土 は 水火の 

査滓 なり。 土、 水火の 査 滓に 因って 生じて 能く 水火 を藏 し、 水火 叉 土に 因って 行る。 

故に 土 を 五行の 因る 所と 爲し、 其の 位 中央に 在るな り。 金 木 は 土の 生ずる 所に して、 

金 は 土の 精^ 聚 まりて 金と 爲り、 木 は 土の 氣 生じて 草木と 爲る なり。 是れ 五行 生々 の ■ 

本 原な り。 其の 本 原 を 知ら ざれば、 其の 用 正しから ざるな り。 

師曰 はく、 五行に 生數 あり、 行數 あり。 洪範の 次序 は、 對待を 以て 之れ を 論ず、 故 

に 水火 木金土な り、 先 儒の 所謂 生數 なり。 木 火 土 金 水の 如き は、 春夏秋冬の 序にして、 

流行の 數 なり。 朱 子 曰 はく 、「五行の 序、 某 は 三 句に 作りて 之れ を斷 ぜんと 欲す。 曰 は 
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く、 數を 得る の奇稱 多寡 を 論ずる とき は， 水火 木金土と 曰 ひ、 始 生の 序 を 論ずる とき 

は、 水木 火 金 土と 曰 ひ、 相 生の 序 を 論ずる とき は、 木 火 土 金 水と 曰 ふ。 此の 如くして 

其れ 庶幾 からん か」 と。 愚 謂へ らく、 先 儒の 所謂 生 數. 行數は 恐らく は 此の 如くに あ 

らじ。 朱 子 嘗て 之れ を 疑 ふ、 故に 三 句の 斷 あるな り。 天地の 理は 本と 造作なく、 叉模 

樣 なし。 造化の 本 原、 人物の 生育 は 初より 兩樣 なく、 又 先 後の 論ずべき なし。 然れど 

も 其の 說を 推して、 强 ひて 以て 之れ を 言へば、 水 を 以て 先と 爲す。 是れ 質の 著明 以て 

見つ ベければ なり。 火 は 水の 氣 なり、 水生 ずれば 則ち 火 這 裏に 旋轉 し、 水火 旣に 生ず 

れば土 成る。 土 成れば 木 生じ 金 全し。 是れ 水火 土木 金の 序な り。 天地人 物の 生々、 此 

の 次序 を 出で ず。 近く 諸れ を 身に 取る に、 陰陽の 始めて 交 はる や、 其の 氣 凝りて 水と 

爲る、 其の 間 運行の 火 ありて 此の 質 を 生ず、 是れ 水火 土な り。 質の 初めて 成る や 筋骨 

を 生ず、 是れ 木な り。 長ず るに 及びて 堅 厚なる、 是れ 金な り。 故に 其の 生數を 論ずれ 

ば 則ち 水火 土木 金と 爲り、 其の 行数 を 謂へば 則ち 木 火 金 水に して、 土は惣 括たり、 惣 

郭 たり。 四時の 循行は 春夏秋冬 を 以てして、 土 は 四時 を統 ぶ。 木 火 相 生ずれば 土 成り 

て 堅 厚な.^。 草木の 子 實枝根 以て 見つべし。 今 水 を 金 器に 入れて 之れ を， るに、 木以 


て 初めに、 火 以て 次ぎ、 金 以て 受け、 水 以て 成る。 是れ木 火 金 水の 證 なり。 故に 天地 

人物 流行 日用の 間、 猶ほ 四時の 生長 收藏の 如し。 是れ 行数の 序な り。 人の 臓腑 も亦此 

の 如し、 飮食 以て 元 氣を養 ひ、 元氣 盛に して 肺 金 之れ を禀 く。 肺 金 水 を貯へ ざれば 火 

やぶ 

の 爲に壞 る。 木 火 金 水 共に 和 調して、 身 體是れ 潤 肥す。 

師曰 はく、 凡そ 天地人 物 其の 您郭は 皆 土な り。 水火 は 上下に 在りて、 金 木 は 其の 裏 

面に 在り。 金 は 水に 馬す るが 故に 能く 火に 敵す。 水 は 金に 因ら ざれば 其の 質 を 全うせ 

ず。 木 は 火に 屬す るが 故に 能く 火を傳 ふ。 火 は 木に 因ら ざれば 其の 德を發 せず。 水 A 

相 對し金 木 相 守りて 天地 日月 周旋 運行し、 生々 息む ことなし。 

師曰 はく、 凡そ 水 金 は 陰な り、 火木 は 陽な り。 然して 陰陽 根 を 互にし 相錯 はりて 更 

に 支 離せず。 水 は 正北に 居る、 故に 陰の 盛たり、 其の 象を大 陰と 爲す。 陰極 まれば 陽 

始めて 生ず、 故に 水 を 陽 称と 爲 して 少 陽と 爲す。 火 は 正南に 居る、 故に 陽の 盛たり、 

其の 象 を 太陽と 爲す。 陽極 まれば 陰 始めて 生ず、 故に 火 を 陰 稗と 爲 して 少 陰と 爲十。 

木 は 東方な り、 故に 陽 禅たり 少 陽たり。 然して 陽の 木 を 生ずる に 到って は 已に强 盛な 

り * 故に 木 を 陽 盛と 爲し 太陽と 爲す。 金 は 西方な り、 故に 陰 禅と 爲 して 少 陰と 爲す。 
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然して 金 を 生ずる に 到る とき は 已に質 を 成す、 故に 金 を 陰 盛と 爲 して 太陰と 爲す。 是- 

れ 陰陽 根 を 互にす るな り。 夫れ 陰陽 各- 穉少 なれば、 陰 は 陽の 助 を 受け、 陽 は 陰の 助 

を受 く。 盛老 ゆれば 陽ば 陰の 根 を 含み、 陰 は 陽の 根 を 含む。 是れ 陰陽 錯綜して 萬 物 生 

成す るな り。 

師曰 はく、 洪範の 水火 木金土の 序 は、 對待を 以て 之れ を 論じ、 向背 左右 中 を 以て 一 

二三 四 五 を 言 ふ。 是れ 天地人 物 五行 生々 流行 共に 以て 成るな り。 先 儒 是れを 以て 生々 

の 序と 爲す、 故に 甚だ 附會 の說 あり。 水火 木金土 は、 天地人 物 自然の 形に して、 天 一 

地 二 天 三 地 四 天 五の 數は、 聖人 只 だ 生 數の序 を 論ずるな り。 故に 易に 水火 木金土の 序 

を 言 はず。  、 

師曰 はく、 洪範に 五行 を 論じて 具に 其の 用 を 言 ふ。 潤 下 • 炎上 • 曲直. 從革. 稼穑 

は、 皆 五行の 德 なり。 五行に 此の 德 なきと きは實 用な し。 聖人の 五行 を舉 ぐる は、 其 

の德に 因って 其の 用 を 明かに する 所以な り。 水 は 能く 萬 物 を 潤 ほして、 其の 質 下って 

ひ タタ を  かわ  たかき を 

卑に處 り、 火 は 能く 萬 物を瘼 かして、 其の 氣 上って 高に 處る。 木 は 曲って 直く、 金 は 

とろ か 

之れ を It 十と き は 能く 從 つて 耗 損せず、 其の 性變ぜ ず、 是れ 革な り。 土 は 稼 JtJ に 因つ 


て 其の 德を發 す。 是れ 五行の 德用 なり。 潤 下 は鹹を 作し， 炎上 は 苦 を 作し， 曲直 は 酸 

を 作し、 從革は 辛 を 作し、 稼 ill は 甘 を 作す、 亦 五味の 自然な り。 

さう せい  さう こく 

師曰 はく、 五行に 相 生 あり 相 S あり、 天地の間相^^對待して其の道立っ。 其の 道 立 

つと き は 相 生す、 是れ相 生 相. 尅の 循環 周旋な り。 人物 亦 此の 如く 相； 1^ 對待 するとき は、 

其の 用 成りて 長久な り。 故に 相 生 相 鼓 は 一 理 なり。 

師曰 はく、 夭 地 人物の 間 五行 立つ は、 是れ 自然の 道な り。 人身 は 五行 を 以て 成る、 

故に 其の 情に 喜 怒 哀樂の 欲 あり、 惻隱 • 羞惡. 辭讓 • 是非の 發 あり。 之れ を 正しくす 

2-  *| るに 道 を 以てすれば 仁義 禮智 と爲 る。 洪範 次の 二に 曰 はく 、「敬んで 五 事 を 用 ふ。 一に 

範- 前 出 二  0 

^ は 「_1」 の 曰 はく 貌、 二に 曰 はく 言、 三に 曰 はく 視、 四に 曰 はく 聽、 五に 曰 はく 思」 と。 是れ叉 

五行に 合するな り。 彝倫叉 五 を 以てす。 所謂 君臣. 父子. 夫婦. 兄弟. 朋友な り。 故 

に 五行の 天地人 物に 於け る、 其の 用 尤も 大 なり。 唯に 五行の み を 言 ひて、 平生 日用の 

間 を 明かに せ ざれば 實 なきな り。 

七 0 或 ひと 五行の 說を問 ふ を辨ず 
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或 ひと 問 ふ、 1K 地の 間 萬 物 あり、 何 ぞ只だ 金 木 水火 土 を 以て 五行と 爲寸 や。 師 《1 は 

く、 五行の 水火 土 金 木 を 以てする は、 聖人 天地人 物を考 へ、 巳む を 得ざる の理を 以て， 

巳む を 得ざる の 物 を 窮め、 巳む を 得ざる の 用 を 行 ふなり。 聖人 窮め 盡 して、 天地 叉 之 

れに應 ず。 凡そ 天地の 間、 只 だ 水火の 二 儀 萬 物の 主たり。 水 は 以て 之れ を 潤 ほし、 人 

か b  じゅんかん  めぐ 

は 以て 之れ を漢 かす。 潤 焼 は 水火の 氣 なり。 水火 旣に形 すれば、 夭 地位し 日月 運る、 

故に 水火に 因って 土 成为、 土 成りて 木金 生ず。 是れ 更に 造作 假合を 待たず、 自然の 勢 

なり， 自然の 形な り。 天地人 物 因って 著明なる 所以な り。 1K 地 人物 は 五行 を 以て 生成 

し來 る、 故に 其の 質 其の 情 其の 用 亦 五行 を 出で ず。 水火 以て 體を爲 し、 木金 以て ffl を 

爲す。 民生 日用の 間、 水 以て 之れ を 潤 ほし， 火 以て 之れ を 摸 かし. 土 以て 之れ を 養 ひ. 

金 以て 之れ を 制し、 木 以て 之れ を 用 ひ、 飮 食. 衣服 • 居 宅 • 用器 更に 五行 を 外にせ ず • 

是れ 水火 土 金 木 を 五行と 爲す 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 水火 土の 三つの 者 は 其の 說 著明な り。 金 叉 玉石 あり、 木 叉 草 あり 五穀 

ly よべ つ  あ 

あり、 又鳥獸 魚敝 あり、 而 して 只 だ 金 木 を 以て 五行に 充 つる は、 其の 說 あり や。 師曰 

はく， 聖人の 萬 物 を 定め 天下の 用 を盡す は、 已 むこと を 得ざる を 以て 本と 爲す。 金 木 


は剛柔 なり。 而 して 金 は 從革を 以て、 或は 隨順 It 磨して 其の 用 以て 從ひ、 或は 斷制 i 

かつ  あらた  なほ 

割して 其の 用 以て 革 まる。 木 は 曲直 を W て、 或は 曲り て 用を爲 し、 或は 直く して 之れ 

さ. 4 

を 支 ふ。 天下の 間、 人物の 用 未だ 嘗て 金 木な くんば あらず。 玉石 は 土の 精に して、 之 

れ なしと 雖も亦 以て 足りぬべし。 草に 五穀 あり、 洪範に 土と 謂 ひて 稼 穑を稱 す。 稼 は 

五穀 を 種うる なり、 II は 之れ を敛 むるな り。 旣に 土と 曰へば 乃ち 稼 穡の用 以て 全きな 

り。 且つ 金と 曰へば 玉石 以て 具 はり、 木と 曰へば 乃ち 草 苔 以て 擧 ぐるな り。 竊に 按ず 

るに、 上古 は 穴居 野處 して、 未だ 稼 稳の事 あらず、 況ゃ 百藥の 制な きを や。 大傳に 曰 

けつじょう な  ま 5 こ  つく  でん  こ  01 二 

はく、 「結繩 を 作して 網 罟を爲 り、 以て 個し 以て 漁す。 蓋し 諸れ を 離に 取る。 包 犧氏沒 

して 祌農氏 作る。 木を斲 りて 耜と爲 し、 木 を 揉めて 耒と爲 し、 耒耨の 利 以て 天下に 敎 

(巧)  すきの え 

ふ。 蓋し 諸れ を 益に 取る」 と、 是れ なり。 故に 上古の 民 は 血 食して 以て 生くべく、 引 

導して 天 年 を 終 ふべ し。 五穀 藥 草の 全きな しと 雖も * 人民の 生く る こと 叉 可な り。 金 

木の 用、 水火の 體、 人物 以て 生成し、 日月 以て 輔 養す。 是れ 木金 を 以て 五行に 充 つる 

ぎよべ つ 

の 謂な り。 鳥 獸魚鼈 は、 物の 五行 を 得た る ものにして 人の 類な り。 金石 草木 を 以て 之 

れを 論ずべ からず。 
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或 ひと 問 ふ、 邵氏曰 はく T 太柔を 水と 爲し 太剛を 火と 爲し、 少柔を 土と 爲し 少剛を 

石と 爲し、 水火 土石 交りて 地の 體 之れ を 盡す」 と。 如何。 師曰 はく、 是れ觀 物 內篇の 

(き S  お 

言な り。 邵伯溫 が 解に 曰 はく、 「或 ひと 曰 ふ、 『皇 極經 世に、 金 木 水火 土を舍 いて 水火 

(邵： mss) 

土石 を 用 ふる は何ぞ や』 と。 曰 はく、 『日月 星辰 は 天 の 四 象な り、 水火 土石 は 地の 四體 

なり、 金 木 水火 土 は 五行な り。 四 象 四體は 先天な り、 五行 は 後天な り。 先大 後天の 自 

つて 出づる 所な り、 水火 土石 は 五行の 自 つて 出づる 所な り。 水火 土石 は本體 なり、 金 

木 水火 土 は 致 用な り e 其の 致 用 を 以てする の 故に 之れ を 五行と 謂 ひ、 1K 地の 間に 行 は 

るる 者な り。 水火 土石 は 蓋し 五行 其の 間に 在り。 金 は 石より 出で て、 木 は 土に 生ず。 

石 ありて 而 して 後に 金 あり、 土 ありて 然して 後に 木 あり。 金は從 革して 後に 成り、 木 

は 植物の 一類な り。 是れ豈 五行 を舍 いて 用 ひざらん や。 五行 其の 間に 在りと は、 此れ 

の 謂な り。 皇極經 世 は 水火 土石 を 用 ふるに 其の 本體を 以てする なり。 洪範は 金 木 火 

おもむき 

水 土 を 用 ふるに 其の 致 用を以 てす るな り。 皆 主と する 所 ありて、 其の 歸は 則ち 一 な 

り』 と。 叉 曰 はく、 『混成 一 體 之れ を 太 極と 謂 ふ。 太 極旣に 判れて 初めて 儀形 あり、 之 

れを兩 儀と 謂 ふ。 兩儀义 判れて 陰陽 剛柔 と爲 る、 之れ を 四 象と 謂 ふ。 四象义 判れて 太 


陽. 少陽. 太陰. 少陰 • 太剛 • 少剛 • 太柔 . 少柔 と爲り て 八卦 を 成 十 。太陽. 太陰. 

少陽 . 少陰は 象 を 天に 成して 日月 星辰と 爲り、 太剛 • 少剛 ， 太柔 . 少柔は 形 を 地に 成 

して 水火 土石と 爲る。 八つの 者 具備り て 然して 後に 天地の 體備 はれり。 天地の 體備は 

りて 而 して 後に 變 化して 萬 物 を 生成す るな り。 所謂 八つの 者 は 亦 四つに 基づく のみ。 

(三) 

i うす 

天に 在りて 象 を 成す は 日な り、 地に 在りて 形 を 成す は 火な り。 陽燧は 日に 取りて 火 を 

得， 火と 日と ー體 に本づ く。 1K に 在りて 象 を 成す は 月な り、 地に 在りて 形 を 1g す は 水 

(ran  . . 

なり。 方 諸 は 月に 取りて 水 を 得、 水と 月と ー體 に本づ く。 天に 在りて 象 を 成す は 星な 

り、 地に 在りて 形 を 成す は 石な り。 星隕 ちて 石と 爲る、 石と 星と ー體 に本づ く。 天に 

在りて 象 を 成す は M なり、 地に 在りて 形 を 成す は 土な り。 日月 星の 外より 高く して 蒼 

蒼た る 者 は 皆 辰な り。 水火 石の 外より 廣 くして 厚き 者 は 皆 土な り。 辰と 土と 一 體に本 

あら 

づく。 天地の 間 は猶ほ 形影 聲 響の 相應 ずるが ごとく、 象 上に 見 はるれば 體 必ず 上に 應 

ず、 皆 自然の 理 なり。 蓋し 日月 星辰 は猶ほ 人の 耳目 口 鼻 あるが ごとく、 水火 土石 は獍 

ほ 人の 血氣 骨肉 あるが ごとし ヒ と。 愚 謂へ らく、 邵氏 先天 後天の 說を發 明し、 四 象 

の 儀に 因って、 夭の 日月 星辰 を禀 け、 地の 火水 石 土を設 く。 尤も 所以 あるに 似たり。 
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然して の 四 象 は 陰陽 又 陰陽 を 含む の 謂に して、 日月 星辰 水火 土石 を 論ぜず。 是れ皆 

附會 の^しき なり。 聖人 易 を 謂 ひ 五行 を 論ずる、 人物 日用の 間 を 出で ず。 故に 體 用の 

差な く、 唯 だ 近く 諸れ を 平生に 取る のみ、 何ぞ 先天 後天 本末の 異 あらん や。 且つ 1K に 

日月 星辰 河漢 あり、 日 は 以て 之れ を漢 かし、 月 は 以て 之れ を 潤 ほし * 星 は 木に 屬 しほ 

は 土に 屬し * 河漢 は金氣 なり、 是れ IK の 五行な り。 地 又 水火 木金土 あり。 邵氏は Hyii を 

以て 石と 爲す、 是 れ星隕 ちて 石と 爲 るの 說に 因る。 石 は 陰な り。 星 常に 明 ありて 以て 

炎上す、 豈 陰と 謂 ふべ けんや。 其の 隙ち て 石と なる 如き は、 灰燼の 餘 なり、 其の 赏^ 

るべ からず。 伯 溫以爲 らく、 「石 ありて 而 して 後に 金 あり、 土 ありて 然して 後に 木 あ 

り」 と， 凡そ 金石 草木 は 皆 土の 屬 なり。 土 あれば 則ち 金 を 生ず、 金 氣土を H きて 之れ 

を 圍 む。 石 は 土 及び 木の 以て 結聚 して 道の 堅剛底 あるな り。 木 は 地の 氣 以て 之れ を 生 

じ、 土 之れ を爲 りて 潤 煤の 用 あり、 木 は 以て 人物の 用と 爲る。 故に 金 木 は 各-水 太の 

屡に して、 或は 水 を 生じ 或は 火 を 生ず。 金 惟れ 水 を 生じて 火 を 含み、 木 惟れ 火 を 生じ 

て 能く 水を來 す。 其の 德 以て るべ し。 邵氏^ 說を 以て 附會 し來 る， 尤も 取るべきな 


(一) w 代， s 

州の 人、 字は 

it. に^ 正たり • 

^_s!^3して生第 

も ム， H めす， こ 

i に-おせ J な 

ケ： K 八 脈！ ivi,"- 

の 著 あり 

(二) 人ョ 

BS 中間 


或 ひと 問 ふ、 五行 皆 一つ 广ぶ？ も. 惟 だ 火の み 二つ あり。 二つと は 陰 火な り 陽 火な リ 

と。 此の 說 如何。 師曰 はく、  (i 一時 珍が 曰 はく、 「陽 火 . 陰 火、 其の 綱凡モ 三つ、 其の a- 凡 

そ 十 有 二。 所謂 三つと は、 1K ナ、 なり、 地 火な り、 人 火たり。 所謂 十 有 二と は 、夭の^ 四 

つ、 ^-^^^^^^131 地の 火 五つ、 0S^^^.^§^ 

？ 人の 火 三 つ f。 お？ よ £ 相 、の IS さ 5 ゆ， 愚 謂 へ らく、 是れ醫 家の 說 なり， 

此の 如く 論じ 來れ ば、 乃ち 五行 各 i 數品 あるべし. 何ぞ 必ずしも 唯に 火の みならん ノ、 

然 ぶ」 五亏 Q 間、 火 甚だ 烈强 にして 物 を 害す、 故に 醫家 火に 於て 其の 說を 具にす。 

或 ひと 問 ふ、 水火 は 五行の 惣管 にして、 唯 だ 火 以て 其の 烈强甚 しと は、 何と 謂 ふこ 

とぞ や。 師曰 はく、 水 は 形の 象な り、 火 は氣の 象な り。 形 ある 者 は 重く 沈みて 結滞し， 

氣 ある 者 は M く 浮びて 通 莨す。 故に 火 は 萬 物 をして 運動 流行 生殺變 化せし め、 其の 祌 

靈謂 ふべ からず。 水 は 萬 物 をして 靜定安 止 長久 緩 平なら しめ、 其の 潤德謂 ふべ からず， 

火と 水と 相對 し- 其の 用 亦 同じう して、 火 は 急速な り、 水 は緩遲 なり。 故に 專ら火 を 

以て 烈强 と爲 す。 火甚 し. 故に 只 だ 炎上し 去る。 水 緩し. 故に 潤 下して 退く。 其の物 

を 害する や- 水 尤も 深 浸に して 去るべからず。 是れ 水火 共に 能く 物 を 生じ、 能く 物 を 
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殺 十な り。 

或 ひと 問 ふ、 五行の 生と 相 生と、 其の 分ち 如何。 師曰 はく * 生と は 其の 初の 出生な 

り。 W 生と は 流-ねの 序な り。 然して 生 序 流行して， 序 叉 相 支 離せざる なり。 黄躲 が：：： 

はく、 「五行に 生數 あり 行數 あり、 知らず、 何の 故ぞ や。 初生 是れ 一 樣、 流行 又是れ 一 

樣。 其の物た る や 二なら ざれば、 其の物 を 生ずる こと 測られず。 易 簡の義 恐らく は此 

の 如くなら じ。 此の 故に 嘗て 疑 ふ、 • 其れ 只 だ是れ ー樣、 迭 化の 本 原 を 以て 之れ を 人物 

の 生育に 參十 るに 及ぶ、 初より 兩樣 なし、 只 だ是れ 水木 火 金 土 便ち 是れ 次序な りと。 

古.^ 陰陽 迭 化の 殊 なる を 分別 せんと 欲 十、 故に 水 太お 金 土 を 以て 言を爲 すの み。 一よ 

り 十に 至る の數， 特に 奇稱多 窖を言 ふの みに して、 次. 序 此の 如しと 謂 ふに 非ず。 蓋し 

^^實の數にして次第の數に非ず。 天. 奇を 得て 水を爲 十、 故に 曰 はく、 『一、 水 を 生ず』， 

丁 N れ極 まりて 三と 爲る、 故に 曰 はく、 『三、 木 を 生ず』。 一 極まりて 三と 爲り、 一 運 

の阆を 以て 三 を 生ず、 故に 一 にして 三と 爲る なり。 地 耦 を 得て 火と 爲る、 故に 曰 はく， 

『火 を 生ず』。 二 之れ 極まりて 四と 爲る、 故に 曰 はく、 『四. 金 を 生ず』。 二 極まりて 四 

と爲 り、 二 周の 方 を 以て 四と 爲る、 故に 二に して 四 と爲 るな り。 水 は 初： の 陽， 水 は 


極 盛の 陽 >  火 は 初生の 陰 * 金 は 極 盛の 陰。 陽極 まりて 陰 を 生じ， 陰極 まりて 陽 を 生ず。 

故に 但だ當 に 水木 火 金 土 を 以て 次序と 爲 すべし。 初生より 流行に 至る、 皆是れ 此の 如 

し >  若し 陰陽 奇稱 一 初 一 盛 を 看ん と 要せば、 當に 水火 木金土と 曰 ふべ し。 次序 此の 如 

しと 謂 ふに 非ず。 へ r 以て 第一 水 を 生じ、 第二 火 を 生じ- 第三 木 を 生じ、 第 四 金 を 生ず 

と爲 して、 以て 次序と 爲す とき は 則ち 誤れり。 水木 火 金 土 は 五行の 序な り、 水火 木金 

土 は 其の 奇耦初 盛 を 分ち て 言を爲 すなり。 此れ を 以て 之れ を 観れば、 只 だ是れ 一様 • 

初より 兩様 なし。 所謂  一二三 四 は、 但だー 多 ー少、 多の 極， 少の 極. を 言 ふなり。 初よ 

り 次序 を 以て 言 ふに 非ざる こと、 祸ほ 人の 一文 兩文を 言 ふが ごとし、 第一 の 名 第二の 

名と 謂 ふに 非ず」 と。 愚 謂へ らく * 黄 榦が論 少しく 其の 所以 あり。 夫れ 五行 は 一 なり， 

而 して 以て 生と 行との 異なる こと ありと 爲す とき は、 誠に 支 離に 近き 者の 若し。 然し 

て 生と 行と 合して 一 と 爲る底 は、 太 極の 謂な り。 太 極 未 分の 時、 象數 悉く 具 はって 闕 

如す る 所な く、 此の 裏面 先 後 次序の 謂 ふべき なし。 故に 夭 地 人物 只 だ 一 氣 にして、 共 

に 出生し 來る なり。 若し 先 後 次序 を 言 はば、 則ち 第二義に 落ち、 作 爲造設 に涉り 了る。 

是れ 夭 地 自然の 道な り。 今 民生 日用 を 以て 之れ を 謂 はば， 乃ち 已 むこと を 得ざる の 言 
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あり。 是れ兩 儀 を 生じ 四 象 を 生ずる の 謂な り。 故に 日用 流行 底， 未だ 嘗て 其の 次序な 

くんば あらず。 黄餘が 水木 火 金 土 を 以て 自然の 序と 爲す は、 是れ叉 一 三 二 四の 數 形な 

り、 自然の 序と 謂 ふべ からず。 洪範の 水火 木金土の 數は、 是れ 乃ち 生. 數の 序にして、 

流行の 序 亦 之れ を 含む。 竊に 案ずる に、 水火 は 五行の 惣管 にして 天地人 物の 主な り。 

故に 火 は 炎上し 水 は 潤 下して、 火 は 上に 在り 水 は 下に 在り、 此の間 木金 以て 成る。 木 

は 浮んで 火に 屬し， 金 は 沈んで 水に 屬す。 此に 於て 火木金 水の 體 全し。 其の 相 生 流， n 

を 以てする とき は、 中央の 木 上りて 火 を 生じ、 中央の 金 下りて 水 を 生ず。 火、 木 を は 

るが 故に 盛な り、 水、 金 を 得る が 故に 長ず。 此れ 以て 流行に 充 つれば、 乃ち 木 は 火 を 

生じて 左より 炎上し、 金 は 水 を 生じて 右より 潤 下し、 進退 样降 更に 違 はず。 是れ河 

圆 書 GI 然の數 にして、 夭 地 人物 生成 日用の 道な り。 故に 水火 先づ 生じて 全 體と爲 

り、 木金 後に 生じて 體 用と 爲る。 是れ 水火 木金に して. 而も 見 來れば 火木金 水な り， 

木 火 金 水 也。 是れ 生. 1g 流行 日用の 序 >  分 合 聚散して 一 氣と爲 るな り。 凡そ 人物の 生 は、 

氣 以て 生じ 水 以て 包む。 木金の 象 這 裏に 在り。 土 は郛郭 體 なり，， 火水 を 以て 生成す。 

故に 四方に 配 するとき は 中央に 位し、 數を 以て 十れば 生數の 終， 萬 物の 十る 所な 


是れ洪 範五を 以てして、 河洛 中央に 位するな り。 

或 ひと 問 ふ、 水火 は 先に 在り、 木金土 は 漸次に 長 成して 堅 硬と 爲る、 n 疋れ先 後の 謂 

か。 師曰 はく、 是れ 木金土の 形 を 以て 論じ 來る なり、 天地人 物の 實理 は然ら ず。 ^金 

土 漸次に 長 成 するとき は、 則ち 水火 も 亦 長生す。 人物の 生 は 其れ 穉柔 なり、 五行 共に 

然り。 其の 壯 長す るに 及びて は、 五行 亦壯 長す。 何 ぞ只だ 木金土の み を 以てせん や。 

是れ太 極 象數を 含んで 漸次に 洪廣 遠大な り。 這の 洪廣 遠大 は 一 彼 1 此に 非ず。 人 其の 

象數の 暗に 全き こと を 知らず して、 其の 形體 旣に顯 はるる を 見る。 故に 木金 を 以て 遲 

成と 爲す。 其の 間 都て 象形の 差 あり。 水火 は 象な り、 土木 金 は 形な り。 水火の 始終 は 

るべき なく、  土木 金 は 其の 生ずる を 人 未だ 見 ざれ ども、 其の. IS る や 以て 見るべし。 

故に 竟に先 後の 說 あり。  . 

さかん 

或 ひと 問 ふ、 四時の 序 は 木 火 金 水に して、 土 は 四時に 旺 なり。 夏の 後 は 便ち 繼 ぐに 

秋 を 以て 十.。 相 生の 序 明かなら ずと。 師曰 はく、 黄榦 之れ を 疑 ひて、 以て 火 能く 金 を 

生ずと 爲す。 李 氏 希 濂詳に 之れ を辨 じて 曰 はく 、「惟 だ 土 定位な く旺を 四季に 寄 十.。 M 

未 戌 丑の 月 は 土の 旺 なる 所な り、 土 狂 なれば 皆 以て 金 を 生ずべ し。 然して K 未 は 陽な 
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り、 戌 丑 は 陰な り。 陽 は 則ち 生じ 陰 は 則ち 成す。 辰 未 固より 皆 陽たり。 ま 木の 氣. 盛な 

ると き は、 土 之れ が爲に 傷つき、 夏 火の 氣 盛なる とき は、 土 之れ が 爲に息 ふ。 故に 季 

夏 は 本と 土旺な るの 月に して、 又 之れ に 加 ふるに 火 を 以て 十れば， 尤も 吓- と爲 る。 故 

に 能く 金 を 生じて 秋と 爲る。 此れ 其の 相 生の 序豈 瞭然と し て 甚だ 明かなら ざらん や。 

(二  ) 

(二  ビ  そ もん  (一一 U 

月 令に、 中央の 土 を 以て 季 夏の 後に 繼ぎ * 素 問に、 四時の 外に 於て は、 長 夏 を 以て 土 

に屬 す。 皆是れ 此の 意 十干の 序と 合す。 炎. 黄より 今に， るまで 未だ 之れ を改 むる 

こと あらず，、 周 子 . 朱 子 蓋し 皆 之れ を 取る。 今 一 旦孤論 を 創立して 以て 其の 獨 ：3- を：：；： 

かな 

ふ。 愚 恐らく は 其の 迭化 本然の 體に合 は ざらん こと を」 と。 愚 謂へ らく、 黄餘が 火よ 

り 金 を 生ずる の說 尤も 疏論 にして 正しから ず。 凡そ 土 は 水火の 査： ：^、 五行の 因る 所藏 

むる 所な り。 に 五行 を 謂へば 乃ち 土を惣 體と爲 し- 四時 を 謂へば 乃ち 土 を 四時の 離 

-づ 

れ ざる 所と 爲し、 四方 を 謂へば 乃ち 土 を 四 維と 爲し， 五常 を 謂へば 乃ち 信 を 土と 爲寸。 

河 岡の 數 各-中央の 五 を 得て、 洛 書の 數を 成し >  四 維 各-十 數を 得。 是れ土 を 四 行の 

歸 藏と爲 すなり。 土 は 以て 四 行 を 離れず， 四 行 は 土 を 得て 全 f| あり。 故に 土の 位 を 別 

つべ からず して、 其の 寄 好-を 謂 ふとき は 中央と 爲し. 專ら相 生 を 以てする とき は 火よ 


^.0S0 り 土 を 生ずと 爲す。 是れ 四時 を 謂 ひ 四方 を 謂 ひ SI 端 を 謂 ひて， 土 狂 • 中央 • 信に 及ば 

仁 智を云 

お、 る？ ず、 易に 四 象 を 生ずる を 曰 ひて 這 裏に 及ばざる ものな り。 夫れ 萬 物の 生成， 人生の 日 

用 は， 陰陽の 交易 變化 のみ。 陽 生長の 極 は 便ち 變 じて 陰と 爲り、 陰 生長の 極 は 便ち 變 

じて 陽と 爲る。 是れ木 火 は 陽の 生長 • 金 水 は 陰の 生長， 板 を 互にして 交易す るな り。 

天下の 間 人物の 用 は、 火 以て 炎上して 止むべからず， 故に 陰 以て 包藏 して 其の 事 成る。 

夏の 陽 盛に 炎上す る や、 金 は 以て 之れ に 敵 當し， 水 は 以て 之れ を 援助し， 而 して 後に 

陰陽 相 循環し 四時 相 運行し * 萬 物 生々 して 息む ことなし。 木 火 金 水 炎上 • 潤 下. 相 

生. 相 i& 一して、 土 全く 備 はる。 今人 物 を 以てすれば 乃ち 人物 是れ 土な り、 水^の 査滓 

なり。 木 火 金 水 能く 循環して 人物 全く 備 はる。 物の 惣體， 人の 一身、 皆 土な り。 大の 

全體 は-,^ を 以てし、 地の 全 體は土 を 以て 十、 四時 四方 皆然 り。 故に 其， の 生成す る や、 

木 火 金 水 を 以て 悉く 相 和 調す。 世の 夏 已後相 赴す る を 疑 ふ 者 は、 唯 だ 相 生を必 として 

說を 立つ るの 蔽 なり。 或 ひと 曰 はく， 然 らば 乃ち 月 令に 中央の 土 を 以て 季 夏の 後に 繼 

ぐ は 非な り や。 師曰 はく.， 四時 各-土 旺 ありて、 其め 主位 を 論ずる とき は、 中央の 土 

を 以て 季 夏の 後に 繼ぐ べし。 月 令此に 於て 之れ を 行 ふ、 是れ湘 生の 說を 以て 四 特を論 
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ずるな り。 凡そ 四時の 循行 は- 陰陽の 交易 生尅の 生成な.^。 春. S に 木より 火 を 生じて 

左より 上に 至る、 炎上の^ なり。 秋 冬 は 金より 水 を 生じて 右より 下に 至る， 潤 下の §1 

なり。 炎上す るが 故に 萬物發 生し、 潤 下す るが 故に 萬 物歸藏 十。 其の14:降進^r お を 

容れ ざるたり。 或 ひと 曰 はく、 夏と 秋との 間相尅 して， 欠 A と 春と 相繼 いで 相 生 を 以て 

十る こと- 未だ 其の 說を 得ず と。 師曰 はく- 是れ相 生 相尅の 交易な り。 季夏は 相； 5^ を 

以てし * 季冬も 又 相^ を 以てせば、 乃ち 皆お を 以てして 交易せ ざるな り。 季冬は 相 生 

を 以て 相 機ぎ- 季夏は 相尅を 以て 相受 くる は、 大地 四時の 循環 自然の 妙に して， 生々 

念む ことなき なり。 四時 を 以てすれば 乃ち 木 火 は 陽， 金 水 は 陰、 季 S は 陽の 終， ^冬 

は 陰の 終に して、 四時の 尾な り。 此れ 相繼 ぐに 相^ を 以てすれば、 乃ち 隔 して 通ず 

まざ 

ベから ず。 四時の 將に 終らん とするとき 相 生 を 以てする、 是れ 天地 生物の 理 な"。 木 

火 は 金 水の 爲に 相尅 す， 其の 間 火 金に 赴ち て 陰 長ず る こと 能 はず、 水木 を 生じて iii は 

陽 を 養 ふ。 若し 火 は 金に 尅っ こと あらず、 水 は 木 を 生ずる こと あら ずん ば、 陰 常に 勝 

つて 陽 行るべからず、 陰陽 隔絶して 生成すべからず。 大地の 自然， 此の 如きの 安 抓 を 

もち 

須 ひず。 而 して： a 來れば 乃ち 此の 如きの 妙 あ. =。 


或 ひと 問 ふ、 子 或は 木 火 金 水 を 以て 次序し、 或は 水 金 木 火 を 以て 次序す 是れ 未だ 

一定せ ざるの 論 か。 師曰 はく、 木 火 金 水 を 以てする は 四 行 流行の 序な り、 水 金 木 火 は、 

< 一) 河 1K 地 人物 自然の 形勢な り。 火木金 水 は、 炎上 潤 下 相 生の 序たり。 合一 すれば 乃ち、 

參 i 出 一一 の 生成に して、 洪範に 所謂 水火 木金土な り。 聖人の 敎は 初よ n 多端な きも  >  後 率皆實 

を 失 ひて 數說を 具へ 異論 を 立て、 舉者竟 に 疑惑して 步を失 ふ。 夭 地の 陰陽 は 水火 を 出 

でず、 木金 之れ に 次ぎ >  土 以て 之れ を 終る。 是れ 洪範. 河洛の 意な り。 今 錯綜 すれば 

乃ち 四時 木 火 金 水に して、 其の 理用 を詳に するとき は、 陽 はお 上して 季 s に 至って，^ 

し， 陰 は 潤 下して 季 冬に 至って 大 ぬす。 其の 次序 木 火 金 水の 如き T 似て， 而も ズ火 

は 以て 極と ill り、 木金 は 以て 之れ に屬 して 四時 成る、 是わ 水火 木金土な り。 水 は 分.^ 

て 上に 在りて 金に 因り、 火 は 分れて 下に 在りて 木に 因る。 水は润 下し 火 は 炎上 十。 其 

S 一本. の 氣相交 はり、 (i) 陽錯雜 し、 地 天交泰 して、 萬 物 成る。 是れ水 金 木 火 は， 猶ほ 夭の 北極 

箱綜に 作る は 上に 在り、 南極 は 下に 在り、 地の 南北 は相對 し、 金 木 は 中に 在り、 人の 百會は 上に 在 

り， 元氣は 下に 在り、 肺 金 肝 木 は 裏面に 在り、 物の 水 W て 金 器に 依り、 木 以て 火を傳 

へて 相 成る がごと し。 是れ 水火 木金土な り。 火木 は 炎上して 相 生じ、 金 水 は 潤 下して 
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相 生ず。. ナ、 木 は 陽の 穉壯， 金 水 は 陰の 穉壯 にして， 左旋 し右轉 して 四時 行 はれ" S 物 成 

る。 . 是れ又 水火 木金土な り。 故に 水火 木金土の 次序 は 是れ想 管、 而 して 其の 裏面 錯 

して 生成し 來る なり。 先 儒 五行の 實理を 知らず、 竟に 多端 を 立て 異說を 論 ずるな り。 

. 或 ひと 問 ふ、 萬 物の 生ずる や、 木金 以て 遲く 成り、 其の 壞 るる や 木金 叉遲く 除く。 

是れ 水火 は 先んじ 來 るが 故に 先んじ 去り、 木金 は 後れて 成る が 故に 遲く. W るる や。 師 

曰 はく、 水火 は 更に 支 離せず、 氣絕 するとき は 水 行らず、 水 行らざる とき は氣絶 十る 

な"。 木金 は 水火 相 丙り 以て 屬す るの 形 器な り. 木金 は 水火 を 得ざる とき は 成らず。 

水火 は. 1^ 金 を 得ざる とき は 其の 用な し。 木金 は 形の 祸 なり、 故に 遲く 壞れ丫 る。 た 

敗壞 せざる 底 は， 猶ほ 水火の 在る あるが ごとし， 形 體盡了 すれ. ば 乃ち 水火 亦絕盡 十る 

たり。 

或 ひと 問 ふ、 金石 も 火 を 生ず、 而 して 五行 は 木より ナ、 を 生ずる を 以てす。 土石 も 水 

を 生ず、 而 して 五行 は 金. より 水 を 生ずる を 以て 十。 其の 說 未だ 赛 ならず。 師曰 はく、 

木金 は 水 人に W つて 生ず、 故に 木 も 水火 を 有す 金 も 水火， を 有 十 * 是れ 五行 支 離せざる 

の 道な り。 や 七 は 水火の 查洋 にして 水火の 歸藏 する 所な り。 土 尤も 水^ を 有 十。 凡 


そ 所謂 相 生 は 四時 流行 を 本と し， 其の 生長 を 指して 相 生と 爲 す.。 故に 火 は 木 を 得て 生 

長し. 土 は 火 を 得て 增 長し、 金 は 土 を 得て 蝤 根し、 水 は 金に 因りて 生成し、 木 は 水 を 

得て 繁茂す。 是れ相 生の 謂な り。， 木 を 1  一って 火 を 取り、 金鑠 けて 水 形 爲 し， 太 J^- に 

じて 金 汗し- 水 西して 東す、 是れ 金より 水 を 生ずるな りと。 是れ 等の 說皆 陰陽 術數： 豕 

の 言 ふ 所に して 信ずる に 及ばざる なり。 其の 大源を 論ずる とき は， 則ち 水火 進退 昇降 

周旋 運轉 して、 査滓は 土と 爲る。 土の 氣 浮びて 木と 爲り， 土の 精 沈みて 金と 爲る なり。 

故に 木金 は 水火の 形す る 所たり。 或 ひと 曰に く， 四 行 の 相 生に 旣に 的當し 了る も， 金 

より 水 を 生ずる の說猶 ほ通ぜ ず。 師曰 はく、 水 は 金 を 得て 萬 物の 用と 爲る。 水火の 相 

敵す る は 尤も 烈し、 水火の 中間 は 金 以て 相 支へ て、 火 以て 長 じ、 水 以て 成る。 人生 日 

用の 間、 天地 四時の 行、 人物 臓腑の 定， 皆是れ なり。 或 ひと 曰 はく • 四 行の 相 生は壯 

も i ^すけ (はつ 盛 を 以てす。 而 して 火より 土 を 生ずる は、 滅却し 去る • 壯 盛と 爲す こと 未だ 明かなら 

火が 滅却して 

S ひ、 る" の"：^ ず。 師曰 はく、 人の 元 氣剛壯 にして 飮食 能く 消 すれば * 皮肉 膏 肥して 身 體健剛 なり。 

二  t ると 

で 却 是れ 火より 土 を 生す るの 謂な り。 草木 季 夏に 至って、 其の 枝葉 子實堅 硬に して 盛 熟す。 

も 壯« なる か 

との 問な り 是れ 4 八より 土 を 生ずるな り。 凡そ 天下の 萬 物竟に 水火に 因り 混合して 土と 爲り、 又 生 
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生して 枯滅 す。 枯滅 すれば 乃ち 土と 爲る。 是れ 四時 生長 牧藏の 道， 進退=^:降更に^斷 

なし。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 世の 所謂 木 を 讚り て 火 を 作る 等の 相 生 は 用 ふべ から 

ざる か。 師曰 はく、 何ぞ用 ひざらん や。 天地 自然の 理又 此の 用 あるな リ。 陽 は 動 * 陰 

は靜 なり。 木 を鑽る は是れ 陽、 故に 火 生ず。 火 生ずれば 乃ち 水 之れ に隨 ふ、 走れば 乃 

ち 熟， し， f (すれば 乃ち 汗 十。 水火 は相對 する 者に して 而も 相 附く。 金 木 は 水火の 用た 

るな り。 

<1) n 曰  或 ひと 問 ふ、 洪範に 土 を 以て 五と 爲 すの 說 未だ 審 ならず。 師曰 はく、 水火 木金 生じ 

水、 二 曰 火、 

i?SS 日 曰 て 土 を 以て 終るな り、 土 は 地の 全體 なり。 水火 木金の 四 は、 土 を 以て 綱^と 爲す、 故 

に 五 を 以て 生數の 終と 爲し、 十 を 以て，. g 數の 極と 爲 十.。 木 火 土 金 水 を 以て it^ 序す るが 

若き は、 只 だ 相 生の 序にして 土の 全 體を謂 ふに 非ず、 故に 洪範は 水火 木金土 を 以て 相 

序づ るな り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 所謂 土と は 水火の 査 滓なる に、 火 は 土 を 生じて、 水 は 土 を 生ずる 

にあらざる は何ぞ や。 師曰 はく、 八卦の 方位 は坤 ile- 相對 す， 坤は 土な り、 見 は 山な り。 

しるし 

離 火の 次は是 れ坤， 坎 水の 次 は是れ 《iT 是れ 水火 以て 土 を 生ずる の效 なり。 火 は 土 を 


生じて 金 生じ、 水 は 土 を 生じて 木 生ずるな り。 其の 土 を 以て 水火の 查 滓と 爲す は、 本 

と 生々 の 論に 原づ くな り。 

或 ひと 問 ふ， 相^の 說 得て 聞くべき や。 師曰 はく、 相 赴は對 待の 位な り。 相 a して 

夭 下の 用 立つな り。 所謂 水 は 火に 赴つ、 故に 火 烈しから ず。 火 は 金に；^ つ、 故に 金 用 

を爲 す。 金 は 木に 尅っ、 故に 木 能く 隨ふ。 木 は 土に 赴つ、 故に 稼 穂すべし。 土 は 水に 

；?^ つ、 故に 水 潤 下す。 是れ相 赴 を 以て 天下 萬 物の 用と 爲 すなり。 凡そ 稼嵇 して 五穀 給 

木 を 伐り 水 を 熱し， 地 を 穿ち 水 を 埋め、 利用 出入 之れ に 因らざる なし。 其の 次序 

を 謂 ふとき は、 則ち 水火 金 木 土に して、 水火 相 守り 金 木相對 して、 土 又 中央に 在り。 

火 は 土 を 生じ、 土 は 水に 赴ち， 木 は 土に 尅ち、 土 は 金 を 生ず。 其の 相 生相尅 互に 交易 

して 天. 地 人物 生成す。 

或 ひと 問 ふ- 火 は 木石に も尅 つ、 而 るに 必ず 火 は 金に 赶ち、 金 は 木に 赴つ と 謂 ふ、 

其の 所以 あり や。 師曰 はく- 相 生 相 赴 共に 以て 民生 日用の 間 を 論じ 來る。 太の 能く 傳 

はる こと 尤も 木に 在り。 是れ 火の 長 盛に して、 火の 用を爲 すべき も、 木の 用 を 得と 謂 

ふべ からず.、 故に 是れ木 は 火 を 生ずるな り。 火 金に 55 ちて >  金 は 天下の 利用 レ-爲 り、 
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木 は 火の 爲に尅 たれて 則ち 滅盡し 了り、 金 木に：！ a ちて， 木 は 天下の 利用と 爲る。 或 ひ 

と 曰 はく、 然 らば M ち 水 は 火に お】 つ、 乃ち火は水に^3たれて、 _ 犬 下の 利用と 爲 るに 足 

らざ るか。 師曰 はく、 水 は 火に^つ、 故に 火 天下の 利用と 爲る なり。 凡そ 火 は 炎上し 

て 潤 下せず、 水 を 得る とき は 炎上 十る こと を 得ず- 故に 陽 氣結聚 して 散ぜ ず、 火の 德 

を 全うする なり。 金石 木 は 皆 穴 を 有する も 陰の 爲に 包まれて 發 せず- 炎上の 穴 は 金 水 

の 對待を 得 ざれば、 ^ち 常に 溢れて 全から ざる こと- 稱ほ 日の 寒 陰に： g ちて 光 輝 烈し 

からず、 -c^ 火の 秋 冬に 赴ち て 萬 物 伏藏十 るが ごとし。 

或 ひと 問 ふ、 木 は 土 を 得て 生育し、 土 は 水 を 得て 浸潤 十る こと、 猶ほ土 は 木 を 生じ， 

水 は 土 を 生ずと 謂 ふべき がごと くにして、 而も 木 は 土 に^ち， 土 は 水に 尅 つと 曰 ふ は 

何ぞ や。 師曰 はく、 草木 は 土 を 得て 蟠根茂 生す、 是れ 土に 尅っを 以てな り。 且つ 木 は 

以て 土を华 つべ く、  土 は 以て 水- ヒ 通じ、 水 は 能く 萬 物 を 化し、 而 して 土 は竟に 化せず。 

是 れ相尅 以て 相 生し， 而 して 萬 物 成る の 謂な り。 

或 ひと 問 ふ、 萬 物 は 相尅を 以て 相 生す るの 說は 聞く を 得たり。 四時 何 ぞ相生 を 以て 

一 E も W 生す る や。 師臼 はく、 四時 亦 相 して 相 生す。 所謂 春 夏 は 陽に して 秋メ 又. 一は 陰な 


り。 生長す るの 萬 物 は收藏 して 全し。 收藏は 陰の 尅 たり。 收藏に 因って 生長す る を 得 

る. 是れ相^3の相生なり。 木より 火 を 生ずる は 陽 中の 禪老 なり、 金より 水 を 生ずる は 

陰 中の 穉老 なり。 季 夏に 繼 ぐに 秋 を 以て 十る、 是れ火 金に 尅 つなり。 天地の 生成す る 

IT 水火 相對 し- 金 木 相 守れば なり。 人民 日用の 間 * 敬 以て 戒め 嚴 以て 莊に、 父兄 以 

て 敎へ師 灰 以て 輔け、 君臣 相對し 上下 以て 位する、 皆 相 赴 配偶の 道な り。 

或 ひと 問 ふ， 水 は 火に 赴ち て * 而も 火先ん じて 水 和す る は、 其の 理 あり や。 師曰は 

く、 水火 は 本と 一元 氣 なり、 相 近づく とき は 乃ち 相：^ し. 相 遠ざかる とき は 乃ち 相附 

く。 火 は 一 氣の旣 に 形せ るな り、 故に 內暗 くして 陰 を 含む。 水 は 一 氣の 未だ 形せ ざる 

(1) 易の 孙 なり、 故に 內 明かに して 陽 を 含む。 是れ坎 離の 象、 自然の 道、 水火 根 を 互に 十るな り。. 

名 は 水な 

00^,. 水 は 本と； m を 含む、 故に 火 氣の相 昇る に 因って 相附 き相聚 まるな り。 且つ 陽样 りて 陰 

の 爲に覆 はれ、 其の 氣益. -强 し。 水 下に 自 つて 附く は、 是れ 陰が 陽 を 包めば なり。 身 

體は 皮肉の 爲に 包まれて、 氣 以て 進み、 血 以て 附く、 皆 一 理 なり。 一 器に 4<S 一，】 貯へ 之. 

(二  > 

あう すゐ お ほ  きち to う 

S  § れにゅ 水 を t 益へば、 水 器 中に 聚 まる も、 亦是れ なり。 一箇の 器 一 茵の身 は 乃ち 小天地 

にして、 其の 流行 以て 之れ を 見るべし。 

s£ チ七 五； t  .  四 七 
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. 或 ひと 問 ふ、 極い：^ に は 乃ち 水 悉く 洞る， 是れ 4<- 盛に して 水 却って 藏る なり。 火の 水 

を聚 むる の說 と應ぜ ざる か。 師曰 はく、 極：： 者 は 乃ち 水 悉く 涸る， 是れ 水の 火に 附 くな 

り。 極： 者に 炎上 尤も 甚し、 水氣 蒸し 昇りて 地上 乾きよ る。 故に 夏 雲は髙 く：：^ りて 奇峰 

稍 や 多く，. 人身 は！ に 因って 汗を發 し、 器物の 潤 皆 去る、 是れ 人物の 水氣も 亦乾涸 

する たり。 夏 太 だ 炎！^ なるとき は- 秋 冬 雨 雪 あり， 炎：^ 極し から ざれば 秋义 A 雨 雪 少し- 

共に 是れ 火水 を聚 むる の理 なり。 

或 ひと 問 ふ. 五行 は 天に 屬 十る や、 地に 屬 十る や。 師曰 はく、 五行 は 天地人 物の 流 

に， に？" £ ほ 行 底な り。 天地人 物 は 五行 を 出で ざるな り。 洪範皇 極 內篇に 曰 はく 、「五行 は 天. に 在り. 

*r ^  ^.  X  ニー〉 

0  t-^'-ffot  う やういく かん *v つ 

iHm^ て は 則ち 五氣 たり、 雨噪燠 寒風な り。 地に 在りて は 五 質たり、 水火 木金土な り。 天の 

立 はに 立てる 

5； おおな り- 五氣： €=』 は 質たり、 地の 五 質 水火 は氣 なり。 天、 地に 交 はりて 雨暢 質と 爲り、 地、 K 

？ 4.-1^ の. h 傳は 

^^s^.i に 交 はりて 水火 は 氣と爲 る。 ニ變 じて 三 IT せざる 者 は、 二 は 陰陽の 正 を 得て、 三 は 陰 

(二) 

* ふまの S 陽の 雜を 得れば なり。 故に 一 は 能く 變 じて 三は變 ずる こと 能 はざる なり」 と。 愚 謂へ 

らく、 五氣を 以て 五行と 爲す、 其の 說 正しから ず。 天の 五行 は、 日月 星；；^ 河漢 なり。 

地の 五行 は、 水.^ 木金土な り。 日月 は 天の 水火な り， 星に 木に 屬し少 陽な り、 河漢は 


天の 金氣 にして 少陰 なり、 おは 天の 土な り。 五氣は 五行に 充っ べしと 雖も、 皆氣 にし 

て定數 なし。 天 を 以て 氣を 論じ、 地 を 以て 質 を 論ずる は、 尤も 其の 理 あり。 然れ ども 

-大 地 各-' 氣と 質と なくん ば あらず。 唯だ氣 質の み を 以て 天地 を 論ずれば 偏 著な り。 偏 

錢 すべから ず。 氣質相 因って 天地人 物 生成す。 

或 ひと 問 ふ， 五行の 人物に 於け る、 其の 說 如何。 師曰 はく、 夭 地 は 五行の 大成せ る 

たり， 人物 は 五行の 小成せ るな り。 人物に は氣， i 筋骨 皮肉 あり。 氣血は 水火な リ、 筋 

S 城郭の 骨 は 木金な り、 皮肉 は 土な り。 人の 一身 は、 皮肉 を郛 郭と爲 し、 氣血 以て 主たり、 筋 

如し 

骨 以て 用たり。 是れ 五行の 質な り。 氣は 以て 炎上し 血 は 以て 汗 潤し、 毛 爪 以て 生長し- 

皮膚 以て 厚 堅に、 五臓 は內に 秘れ、 耳目 口 鼻 手足 は 外に 用 ふ、 皆 五行の 流行な り。 人 

物 は 五行 を 以てせ ざれば、 則ち 天地と 類せ ざるな り。 凡そ 水火 は 五行の 慰 括な り。 人 

物の 生成 尤も 氣 血に 在り。 氣血對 待 するとき は 水火 能く 流行して、 其の 査滓は 土と 爲 

る、 故に 皮肉 充満す。 皮肉 充滿 するとき は 筋骨 生成す、 是れ猶 ほ 木金の 土に 因る がご 

とし。 木 は 氣に屬 す、 故に 輕浮 にして 昇り 易く して、 土の 皮膚に 在り。 金 は 質に 屬す. 

故に 重 沈に して 降り 易く して， 土の 根蒂に 在り、 猶ほ 人の 筋の 皮膚に 附き、 骨の 內裏 
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に 在る がごと し。 天 は 地に 附き、 地 は 1K に附 き、 人物 は 中に 在り。 故に 人物 は 犬 地に 

附 きて 生成す。 其の 大を 論ずれば 則ち 唯 だ 1K 地の み。 人物 は 悉く 地の 理氣 にして、 其 

の 間數" 差異 あり、 而れ ども 叉 陰陽 氣 質の 生成 を 出で ず。 

或 ひと £ ふ、 聖人の 詳に 五行 生 赴 を 論ぜざる こと は何ぞ や。 師曰 はく， 易 は 聖人 道 

の 綱領 天下の 用法 を 論ぜる ものにして、 其の 卦畫は 皆 五行の 交易 變 易に 在り。 聖人の 

敎は唯 だ 日用 事物の 間に 在り、 故に 其の 象 を 取り 辭を繁 くる、 亦 近く 諸れ を 身に 取り 

「 I 1  ろん げん 

< 一) S0 て、 遠く 諸れ を 物に 求めず、 其の 說卦. 大傳の 論 言に 於け る、 以て 考ふ べし。 凡そ 五 

に 行 相 赴 相 生の 說、 見 來れば 乃ち 自然の 理 にして、 安排 すれば 乃ち 整す。 故に 聖人 專ら 

水火 陰陽の 道 を 以てして、 其の 生 赴 術數を 論ぜず、 後 來の醫 家 及び 數術， 推 及ぼして 

以て 多端に 到り、 竟に數 家の 說 あり。 聖人の 道豈 此の 如く 造作 せんや。 

或 ひと 問 ふ、 五行の 說博學 審問 すれば 乃ち 大いに 人生に 益 あり、 聖人 何ぞ詳 にせ ざ 

る や。 師曰 はく、 陰陽の 妙 合 更に 知識の 及ぶべき なし、 是れ 陰陽 は 不測の 神な り。 博 

學蕃問 十と 雖も、 竟に 窮め 盡 すべから ず。 一箇の 眇身も 以て 窮め 盡 すべから ず， 况ゃ 

萬 物 を や、 や. 大地 を や。 少く め 知る が 如き も、 亦術數 して 吉凶 禍福 を 論ずるな り。 


<• 三 J 「初の 

一 に 曰 はく、 

五行、 次の 二 

に 曰 はく、 敬 

しんで； 立 事 を 

用 ふ」 ち さす 


>、£) 張 子 全 

省 卷ニ正 紫の 

き： €*1 註に 出 

-づ 


(五) 張子 全 

* 卷ニ正 象の 

篇の 首な 

(六) 前卷ニ 

七 EIR 參照 

< 七) 帝の 


且つ 醫 家に 論ずる 所 亦 厚生の 術に して、 聖人の 執らざる 所な り。 洪範に 唯 だ 五行と 曰 

ひて 五 事 を 次ぐ、 皆 其の 用 其の 德を 論じて、 以て 平生 日用の 道に 充 つるな り， 更に 不 

測の 妙を識 らんこと を 要せず。 凡そ 1K 及び 地、 人 及び 物、 數般の 模様 を須 ひず • 自然 

の 形勢の み。 人 之れ を 推して 其の 說を附 し 其の 術 を 益す、 故に 術數は 聖人 之れ を必と 

せず。  . 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「五行の 說、 正 蒙の 一 段說き 得て 最も 好し、 一 字 を 下す も 

輕 i しくせ ず」 と、 然り や。 師曰 はく- 正蒙參 兩の篇 は洪範 五行の 說に 因って 五行 を 

論じ、 水火 を 以て 氣と爲 す。 然れ ども 旣に 水火と 曰 ふとき は 其の 象 あり、 專ら 氣と爲 

すべから ず。 土  *木* 金に 對 すれば 只 だ 象 ありて 形な し、 故に 水火 は 質 中の 氣 なり、 

木金 は 土中の 氣と 質と なり。 木 は 土の 氣生々 し * 金 は 土の 精蟠 沈す。 土木 金 皆 水火 あ 

S)  ,  < 

り、 水火 亦 土木 金 を 離れず、 是れ 五行 相 因る の 道な り。 其の 所謂 「土 は 物の 始を 成し 

て 終 を 威す 所以に して、 地の 質な り 化の 終な り」 とい ふ は、 其の 理 最も 得たり。 

或 ひと 問 ふ、 十干 十二支 五行の 配當 如何。 師曰 はく、 元の 吳澄曰 はく、 「十 幹 一 计ニ支 

の 名 立って、 相 配して 六十と 爲す も、 其の 始まる 所 を 知らず。 世に 傳ふ、 黄 帝 大撓に 
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< ご * の <H 

の g,  £ 十 «s、 

兵 ii: なり 
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に 五行。 一 に 

01 は- 、水、 二 

に： n はく 火、 

■1!: に ZI はく 木， 

E に 曰 はく 金、 

五に： n はく 土。 
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ひ、 火に &上 

i 曰 ひ、 木に 

レ wi 曰 ひ、 
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>. ニー」 cu--4iv-.iF 、つ ン /  --0 戈 .H4<"  0  V  -0 武 s^sesi- に 曰 は.、、 帝 大搏に 命じて， ： 人 地 S 德を 推し IfUt の W 

<M- して 甲-. T を f らし もと T= 一は らス」 を 探り、 W て 斗 Ms 建す 所 を 占 ひ、 始めて 甲子な 作る i  。註に：；！ 

sllf  £ ？-愚 謂へ らく、 十 幹 は 五行の 氣の 夭 に 行る ものな り、 故に 天 千と 口 ふ。 

S カウ 

十二支 は 五行の 質の 地に 具 はる ものな り、 故に 地 支と 曰 ふ。 十干 は 五行 各-陰陽 を a: 

へ、 十二支 は 地の 四方 各！ 陰陽 あり、 四 維に 土 を 以てする なり。 十干 は 甲乙の 木に 因 

ひのえ ひのと  つちのえ つちのと  かのえ. 5-0 と  みづ のえ み づ のと 

り， 而 して 丙 丁の 火、 而 して、 戊 己の 土、 而 して 庚 辛の 金、 壬 癸の 水" 此れ 氣を 

以て 其の 行の 序 を 語る 者な り。 十二支 は 子の 水に 起り、 然して 後に 寅 卯の 木と 爲り、 

已 午の 火、 申 西の 金、 亥の 水に 歸 して、 辰 戌 丑 未の 四 維 を 以て 土と 爲す。 此れ 質 を W 

て 其の 生の 序 を 語る 者な り。 是れ叉 生 赴 相 循環して 自然の 理相應 ずるな り。 術 家が^ 

琅 の說- 執り m ふべ からず と雖 も、 其の 理相具 はりて 異ならず。 子 夏が 所謂 「小道と 

雖も 必ず 觀 つべき もの あり」 なり。 

. 二 5 

成 ひと 問 ふ、 五味 を 以て 五行に 配 十る は 如何。 師曰 はく， 洪範に 五味 を 以て 五行に 

配 十。 先 儒 曰 はく 、「五味に 必ず 作す と 言 ふ は れ^. S 水の 源を發 する や 未だ 嘗 

て ：！ ならざる も、 流れて 海に 至り、 凝結 旣に 久しう して 鹹 なる 者 なれば、 潤 下の 作す 

所、 火の 始めて 炎 ゆる や 未だ 嘗て 苦から ざれ ども、 炎上 已 まず 然灼旣 に 久しう して、 


苦の 味 成る なれば、 苦 は 炎上の 作す 所， 木の 初めて 生ずる， 金の 初めて 讚る， 土の 始 

めて 稼 JfJ する、 亦然れ ばな り」。 愚 謂へ らく、 水の 鹹き者 は、 水の 海 潮 を 以て 本と 爲 

せば なり。 Jlil 各-潤 下す る， 是れ 水の 味なり。 火の 苦き 者 は、 火 烟管薰 するとき は 

其の 味 苦く、 心 熱すれば 乃ち 味 苦し， 煤 燼皆然 り。 是れ 炎上 は 苦 を 作すな り。 は！！ >に细 

^^ESB^^. 木の 味ぎ き 者 は、 春 結ぶ 所の 草木 子實 必ず 酸し- 久しう レ 

て 酸 酌 を 食 ふとき は肝膽 以て 養 益す。 金の 味 辛き 者 は、 金鐵の 新しき 者 は 其の 味 辛 

からき 

し- 人 辛 を 食へば 乃ち 汗水 以て 生ずる、 金より 水 を 生ずる の理 なり。 凡そ 味 辛ければ 

乃ち 熱 を 生ず、 故に 辛 は 火に 屬 すべし と雖 も、 火の 味 は實に 苦な り。 土の 味の i き賓 

は- 人 五穀 を 食 ひ 以て 脾胃を 養ぶべく、 五穀の 味 は 差異 ありと 雖も 悉くせ に屬 す。 是 

れ 五味 は 五行に 馬 すれば なり。 夫れ 五味 は 必ずしも 水火 木金土の 味 を 論ずべ からず。 

味に 這の 五 あり、 此れ を 以て 五行に 配 するとき は 此の 如し。 而 して 之れ を 推せば 乃ち- 

自然の 理 あるな り。 强 ひて 五行の 味 を 以て 論じ 来れば、 乃ち 附 食の？ ばめ るな り。 
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聖學八  ■ 

天地 

七 一 總 じて IK 地 を 論ず 

币， 曰 はく、 天地 は 陰陽の 總管 にして、 陰陽 は 天地の 1K 地た る 所以たり。 旣に 陰陽 あ 

丄ズ W ら 昇降 進退して 這 "筒の 大 地 あり。 凡そ 陰陽 ある 底 は 皆 夭 地に 因って 夭 地に 歸 す- 

陰陽の 名 も 亦 夭 地 を 以て 之れ を 立つ。 故に 夭 地 は 萬 物の 宗源 にして 道體の 至極な り。 

なら 

聖人 極 を 立て 敎を設 くる、 法 を 1K 地に 效 ふなり。 

師曰 はく、 夭 地の 天地た る 所以 は、 造作 安排を 待たず、 唯 だ 已むを 得ざる の 自然の 

み。 故に 能く 長久に、 能く 傾 額せ ず、 能く 始終な く、 其の 極 は數を 以て 焉れを 論ずべ 

からず、 事 を 以て 之れ を 計るべからず。 の 陰陽に 自然の 形象 ありて、 夭 たり 地たり 

聖學八 天地  五  k 
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日月たり 山川たり 人物たり。 ぎ 裏 安 排計較 を 下さば、 乃ち •  大地 自然 底に 非ず。 故に 15： 

家 及び 術數 (家) の、 天地 を 論じ、 犬の 形 迹を窺 ひ、 數般 の說を 建つ る も， 亦盡 すべ 

からざる の處 あり。 是れ 陰陽 不測の 祌 なり。 

師曰 はく、 天地人 物の 生成、 其の 本源 を 言 ふとき は、 次. 序の 論ずべき なし。 陰陽の 

で) 10  二 氣絪^ ：^: 降して 天地人 物の 形象 あり、 其の 流行 を 言 ふとき は、 未だ 嘗て 前後な くん- 

ば あらず。 是れ叉 自然の 道 各. -已む を 得ず して 然り。 聖人の 敎を 設け 道 を 示す は、 悉 

く 大地 人物の 定法に して 又 自然な り。 

師曰 はく、 凡そ 夭 地 は 其の 本運轉 なし。 是れ 陰陽 各  >  其の 位 を 定め、 能く 安寧に し- 

て 上下 違 はず，  古今な く 消長な し。 天に 運轉 する 者 は 日月 星宿 及び 河漢 にして、 皆 犬 

の氣 な.：^。 地に 運轉 十る 者 は、 水 潮の 消息、 草木の 榮枯、 人物の 飛 走 死生に して、 皆 

地の 氣 なり。 故に 天地の 實は 動な く又靜 なくして、 其の 氣 運動 周旋して、 天. 地 人物の 

i 用 遂に 亨る。 此れ 自然の 形勢な り。 聖人の 1K 地 を 論ずる、 皆 其の 用 を 以てして， 其の 

^^^^^^ 無用 底 を 窮めず。 故に riK 行 健な り、 晝 夜を舍 かず」 と 言 ふ。 

r て r おして 

1r」 をい 師曰 はく、 氣掉 りて 止まる ことなき、 是れ 天 なり。 其の 重 濁 降って 凝 聚寸ろ * 是れ 


^^^^^^ 地な り。 邵子曰 はく 、「 一 氣 分れて 陰陽と 爲り、 判れ 得て 陽の 多き 者 を 天 と爲 し- 判れ 

S) 邵子ゃ 得て 陰の 多き 者 を 地と 爲す」 と。 叉 曰 はく、 「天 は 動に 生ずる 者な り- 地 は靜に 生ずる- 

*- お 之 一-一に 出  § 

^,0 朱 子 語 者な り、 一 動 ー靜交 はりて 1K 地の 道盡 く」 と。 朱 子 曰 はく T 天地の 初 間 只 だ是れ 陰陽： 

賤！ の ニ氣、 這の 一箇の 氣 運行し、 磨り 来り 運り 去る。 磨り 得る こと 急 了 なれば 許 多の 査ー 

の 出 人 あり  せまり え  」■ 

滓 を 桜 得て、 裏面に 在りて 出 づる處 なく、 便ち 結びて 地と 成り、 中央に 在り。 氣の淸 

める 者 は 便ち 天と 爲り 日き と爲り 星お と爲 り、 只 だ 外に 在りて 常に 周 環運轉 す。 地 は 

S  S 便ち 只 だ 中央に 在りて 動かず、 是れ 下に 在る にあらず」 と。 叉 曰 はく T(s^ 地の 縱 ^ 混 

沌 として 未だ 分れざる の 時 は、 想 ふに 只 だ是れ 水火 二者 あり、 水の 滓 i 便ち 地 を 成す。. 

£Sk 梓? S 今 高に 登りて 群 山 を 望めば、 皆 波浪の 狀を爲 す も、 只 だ 知らず、 ^^麽の時に因りて^ 

a り 了れ るか を。 初 間 は 極めて 軟 なり、 後來 方に 凝り 得て 硬し」 と。 愚 謂へ らく、 ー氣 

六 字 あり 

旣に 生ずる とき は、 陰陽 相 具 はり、 氣 昇り 象 降って、 竟に 這の 天地 あり。 水火 は氣の 

形 あるな り。 氣已に 形 あれば 乃ち 水火 昇降す、 故に 火 は 炎上し 水 は 潤 下して、 天地の 

全 體唯だ 水 太に して、 水の 査滓 凝って 土 を 成す。 地 は 本と 水、 土 は 水火の 査滓 なり。 

火の 査滓 は輕揚 して 皆 雲 氣と爲 る。 今 水の 極めて 濁れる は 便ち 地 を 成 十。 火の 烟炎萬 
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き は 下り、 輕きは 上りて 雲と 爲る、 是れ なり。 故に 水の 査滓凝 硬して 此の 國土を 成し， 

海 裏の 處々 に國嶋 の點象 あり。 火の 輕查も 叉 凝って 天 裏の 處々 に 星宿の 點象 あり。 是 

や はら  こ 

れ 夭 地の 形體は 陰陽 水火の 極致な り。 朱 子の 所謂 「初 間 極めて 顿 かに、 後來 方に 凝り 

得て 硬し」 と は、 是れ唯 だ 人物の 初生に 就いて 論じ 來る なり。 天地の 形 登然 らん や。 

にト， f 、子 t  師曰 はく、 先 儒に 天地 始終 あるの 說 あり。 邵>^ 曰 はく、 「旣に 消長 あり、 豈 始終な か 

らん や。 天地 大 なりと 雖も是 れ亦形 氣のニ 物な り」 と。 愚 謂へ らく、 夭 地 本と 形な し， 

故に 始終な し。 陰陽の 形 は 水火な り。 水火 は 象 ありて 形な し、 形な きとき は 始終の" ili" 

ふべき なし。 今古 今 ある を 以て 始終 ありと 爲す、 是れ人 其の 見る 所 を 以て 之れ を 論ず 

るな り。 夭 地 は 萬 古より 此の 如く、 叉 萬々 世を經 ても變 ずべ からず。 是れ 自然の 形勢 

已むを 得ざる なり。 數 寧に 夭 地の 始終 を 立つ る は、 數術は 始終 を 立て ざれば 總計 すべ 

きなければ なり。 邵子は 十二 萬 九 千 六 百年 を 以て 一 元と 爲し、 夭 地の 始終 消息 を 論ず。 

3 十干 十 是れ 一 元の 氣甲) 子に 始まり、 漸々 に 推し 竟 むるな り。 天地 は 本と 甲子の 建つべき なし、 

is  (一-一) 

S  2S に 何ぞ 十二 萬 九 千 六 百の 數 あらん や。 天 地 人物 一般に 出で 來る、 其の 始の 求むべき なく、 

% 食屬 

其の 終の 知るべき なし。 旣に 出で 來 ると 言へば 乃ち 始 あるに 似たり、 始 あれば 乃ち 終 


あり。 天地 は 常にして 古今な し。 古今 唯た 一般なる も. 人 以て 古べ！' ありと 爲 すなり。 

夭 地に 始終 あるとき は、 則ち 無窮と は 言 ふべ からず.。 朱 子 曰 はく、 「動靜 端な く 陰陽 始 

なし、 先 後 を 分つべからず」 と。 叉 曰 はく、 「晝 にして 夜、 夜に して 晝の 如し， 晝の前 

ナで 

巳に 夜 あり、 夜の 前 已に畫 あり」 と。 是の說 尤も 理會 せり。 IK 地 は 先 後な く 始終な し。 

若し 流行 循環の 序 を 立て、 强 ひて 論說 すれば 乃ち 又 始終の 儀 あるな り。 

複の 象に 言 ふ  大壯の 象に 言 ふ 

師曰 はく、 易に 所謂 「復は 其れ IK 地の 心 を 見る」 と。 又 曰 はく 、「正大に して 天地の 

情 見つべし」 と。 愚 謂へ らく、 天地 は 唯 だ 自然の 形勢に して、 氣 以て 昇り 質 以て 降る、 

其の 間 更に 一 事を設 くべき なし。 聖人 仰いで 觀 俯して 察し、 其の 應用 正大に して、 其 

S)  (六】 

の實 生々 息むな きなり。 大傳に 曰 はく、 「天地の 大德を 生と 曰 ふ」 と。 文 言に 曰 はく、 

しげ  (七)  (八) 

「天地 變 化して 草木 蕃し」 と。 彖に曰 はく、 「天地 交 はら ざれば 萬 物 興らず」 と。 叉 曰 

はく 、「天地 感じて 萬 物 化生し、 聖人、 人心 を 感ぜし めて 天下 和平な り。 其の 感ずる 所 

を觀 て、 1K 地 萬 物の 情 見るべし」 と。 是れ 天地 生々 の 謂な り。 又 曰 はく、 「天地 は 順 を 

以て 動く、 故に 日月 過たず して 四時 弋^ はず」 と。 大傳に 曰 はく、 「大 尊く 地卑 くして 乾 

(5)  えき  (二〕 

坤 定まる」 と。 又 曰 はく、 「天地 位 を 設けて、 易 其の 中に 行 はる」 と。 又 曰 はく、 「1K 
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地の 道は貞 しくして 觀 るる ものな り」 と。 是れ 天地 正大の 謂な り。 夫れ 1K 地 は 正大な 

り、 故に 能く 長久に して 安靜 なり。 天地 相 感じ 水火 以て 交 はりて、 萬 物 化生す。 故に 

能く 生々 して 息む ことなし。 聖人 易 を 作り- 其の 法 象變通 著明、 悉く 天 地 四時 日月に 

" S 上 因る。 是れ (き) を 立て 道を敎 ふる、 天 地 を 出 

づる なし。 天地 這箇の 模様な くして- 其の 流行 周旋、 萬 物に 於て 正大 生々 ありて、 嚿 

S 朱 ま S 末の 違な し。 是れ 誠の 道に して、 其の 用大 なり。 朱 子 曰 はく、 riK 地 は 別に 勾當 する こ 

ほ I に. =^ つ 

S  It.i となし、 只 だ 是れ物 を 生ずる を 以て 心と 爲す。 一元の 氣運轉 流通して 略 ぼ 停 間な し- 

只 だ 是れ許 多の 萬 物 を 生じ 出す のみ」 と。 

師曰 はく- 易の 乾の 象に 曰 はく， 「天の 行る こと 健な リ、 君子 以て 自疆 息まず」 と。 

坤の 象に 曰 はく、 「地勢 は坤 なり、 君子 以て 厚德 ありて 物 を 載す」 と。 愚竊 に-おず るに， 

夭の 象 は、 夜運轉 して 一息の 停まるな し。 君子 其の 象 を觀て 以て 自彊 息まず。 坤は 

地の 勢に 法る。 地 は 能く 萬 物 を 生じ 萬 像 を 載せ， 含弘 光大に して、 品物 咸く努 る。 君 

モ}  ■: 

(5 お C* 子 其の 象 を觀て 以て 厚德 ありて 物 を 載 十。 故に 复に曰 はく T 大 なる 哉 乾 元 * 萬 物資り 

*c*  て始 む。 乃ち！ K を統 ぶ。 1*1 れ る：！ 坤元、 萬 物資り て 生ず。 乃ち 順にして 天 を 承く」 と e 


是れ 天地 乾坤の 用な り。 凡そ 聖人の 天地 を 言 ふや、 近く 諸れ を 人物 日用の 間に 取る。 

故に 其の 度數曆 術， 皆充 つるに 其の 人 を 以てして、 聖人 自ら 是れ が辭を 作らず。 只 だ 

天地 日月 四時に 資り、 詳に 日用 を 察. r。 是れ 聖人の 易 を 論ずる、 1K 地 日月 四時 を 以て 

するな り。 後世の 術數曆 家、 皆 天 文 を 弄し 變異を 占 ひ、 星 度 を 諳じ箅 法 を 立つ る も、 

1 も 日用に 徵 むる こと あらず。 故に 其の 術 悉く 一  技に 陷る。 豈堯舜 の 天 地 七星 を 正す 

しるし 

と问 じからん や。 古人 曰 はく、 「善く 天 を 言 ふ 者 は 必ず 人に 徵 あり」 と は是れ なり。 

師曰 はく、 陰陽の 形氣、 其の 至り は-大地 なり。 其の 精 を 日月と 爲十。 日月 運行して 

天地 四時 惟れ 行 はれ、 人物 各-其の 處を 得。 日月 縣象 著明、 是れ 夭 地の 大德、 天地の 

知の 至りな り。 

■< 七) 注 

霞； 後、 セ 一一 天 

is4'.ve^ss^§^- し、  あつ  つく 

ズ？^^ぉし 師曰 はく、 夭 は 氣の鍾 まる 所な り、 覆うて 外な し。 億兆の 上に 盡し 昇る と雖 も又此 

、にして-今  ht 

の 如し。 是れ氣 の 積れば なり。 楊惊 f^f$^ 子 を 註して 曰 はく、 「天に 實形 なく、 地の 

、，、) *  -  ラへ  (八)  な 

が" 上 空虚なる 者 は 皆 天な り」。 程 子 曰 はく， 「凡そ 氣 ある もの！ K に 非ず とい ふこと 莫し」 
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と。 朱 子 曰 はく、 「天 は 只 だ 是れ氣 なり」 と。 愚 謂へ らく、 世の 所謂 1K なろ 者 は 廿八宿 

を 指して 之れ を 論ず、 故に 形體 あるに 似たり。 廿八宿 は是れ 天. 氣結聚 して 星 荷と 爲れ 

るな り。 1K 是れ 窮まりな し， 故に 始終な し。 唯 だ氣の 輕く揚 りて 停まらざる 底な り。 

まろ 

日 nc 星宿 は 這 裏に 列瑗 す。 人 其の 圓く覆 ふ を 見て IK の 形質と 爲す。 天 何 ぞ圓く 覆 はん 

や。 菜 は 太虚に 炎上す、 太虚 更に 形質の 名づ くべき なし。 程 子 曰 はく 、「天の 天た る 所 

以は 本と 何 爲るぞ や、 蒼々 焉 たるの み。 其の 之れ を 名 づけて 天と 曰 ふ 所以 は、 蓋し 自 

然の理 なり」 と。 

師曰 はく、 聖人、 夭 を稱 して 或は 1K と 曰 ひ、 或は 帝と 曰 ひ、 或は 乾と 曰 ふ。 程 子 曰 

< 一) i はく、 「形體 を 以てすれば 之れ を IK と 謂 ひ、 主宰 を 以て 十れば 之れ を 帝と 謂 ひ， 至妙 を 

，，は 以てすれば 之れ を 神と 謂 ひ、 功 用 を 以てすれば 之れ を 鬼神と 謂 ひ、 性情 を 以てすれば 

*1 なく 购 i^f* 

^0^^ 之れ を 乾と 謂 ふ も、 其の 實は 一 のみ。 自る 所に して 之れ を名づ くる 者 異なるな り」。 

(5 l;9i ほ 叉 曰 はく 、「凡そ 箇の 主宰 底の 意思 ある 者 は 皆 帝と 言 ひ、 一箇の 包含 徧覆 底の 意思 あ 

ると き は 皆 天と I 百 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 程說 之れ を詳 にす。 凡そ 天と 曰へば 則ち 其の 

指示 十る 所 太だ廣 し。 帝と 曰へば 則ち 國君 王者に 對し、 天 を 以てし 上帝と 爲 すの 詞な 


者 も () 後の 衡ふ n, 衡 典: P 出 類； ji*;? か 二 照 出 南行 卞に はづ畚 r:^ 

不の解 suii 具^ の BS はしても あの； 5 つ' 卷 C 卷 S  S  —下のに 、北 。卷 こ- 


朋古^ 等 
書せ の 草 天 1? 
'る 名木 地 ま 
作 支 物 •  • . 


に^の 七 34： きつ 
天 し fiS 註 政 仕 ラ糠 fi) 


に 朱に 二 傘 
儀て 玉 。をに *1S 書 一子 出投 の 
な '衡 驚し 玉舜 部 語つ' 誥 類 


五な 說作南 高但之 
—り はる 下 もし 31 邵 

M  。北 、も 南 S に 子 
g= 後 高 素 北 高 典 出 全 


り。 且つ 全體を 論ずる に は 乃ち 夭 地を稱 し、 德を稱 する に は 則ち 只 だ 天と 曰 ふ， 是れ 

氣は 以て 主宰たり、 質 も 亦 氣の成 なれば なり。 地と 天と 相 並び 配す る も、 而も 地は專 

ら 夭 を 以て 用を爲 す、 故に 萬 物の 極 は 以て 天と 稱す。 

師曰 はく、 先 儒 天の 形體を 論じて 曰 はく  、「夭 の 體は彈 丸の 如く、 外に 運 旋し、 地平 

つ  (三) 

を 中に 著く、 此れ 其の 常體 なり」。 邵子曰 はく、 「天 は圓 くして 地 は 方な り、 天 は 北 高 

くして 南下し- 是を 以て 之れ を 望めば 倚 蓋の 如し。 天 は 地 を 覆 ひ、 地 は 天 を 載せ、 天 

地相 函む、 故に 1K 上に 地 あり、 地上に 天 あり」。 flH 〔職 其 g 相 S お^， 程 子 曰 は 

(五) 

く T1K 地動靜 の理、 天圓 なれば 須 らく 轉 ずべ く、 地方 なれば 須 らく 安 靜 なるべし。 南 

北の 位豈 定め (下さ) ざるべ けんや」。 朱 子 曰 はく、 「天 の 形は圓 にして 彈 丸の 如く、 朝 

夜に 轉 運す」 と。 叉 曰 はく、 「(f 書 幾 衡の疏 に、 王 is?  一 sgKi! ，が 揮 天の 說 一段 を 載 

する こと 極めて 精密な り」 と。 其の 說に曰 はく、 「天の 形 狀は鳥 卵に 似て、 地 其の 中に 

居れり。 天 は 地の 外 を 包む こと 猶ほ殼 の 黄を裹 むが ごとく、 圓 きこと 彈 丸の 如し。 故 

に渾 天と 曰 ふ は、 其の 形 體の渾 々然 たる を 言へ るな り」 と。 愚 謂へ らく、 爾雅 の疏に 

H はく、 「夭 は是れ 太虚、 本と 形體 なし。 伹だ諸 星の 運轉を 指して 以て IK と爲 すの み」 
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t に 一一  と。 按ずる に 古今 天 を 論ずる に、 皆 日月 星宿 を 以て 極と 爲す。 其の 形體を 論ずる に、 

だ 人？ -1^ は 其の 法 二 あり。 一 に 曰 はく 渾天、 其の 圖 丸の 如し。 一 に 曰 はく s<、 其の^ i 盗の 如し。 

*c 山、 sftlfK  かたど  ひろ  ニー 

«r も 好み、 M 渾 夭 は 全く 1K 體に 象り、 1 杳： 天 は 南方の 度 反って 濶し、 類せ ざる 所以な リ。 漢末揚 子 雲 

1W に； » に、 こ  (さ  (さ 

は蔬 天の 八 事 を 難 じて 以て 渾 夭 に 通ず。 桓譚 • 都玄 • 蔡 S3  . 陸績 各-周^ を陳 ぶ。 卽 

ひられし も、  (七) 

s^i ち MK の說 なり。 其の 本 は包羲 氏の 周天曆 度、 ，.ュハ の傳 ふる 所 は 周 公が 殷 商に 受けて、 

せし によ  .る 

コ 周 人 之れ を 志す、 故に 周 牌と 曰 ふ。 姊は なり、 は 表な り。 其の 言、 夭の 居 は 4ti 企 

十九 篇  ちね う  い ま 

S  «s の 如く、 極 は -大 の 中に 在りて、 而今 犬の 北に 在り、 天の 形 倚 t 査の 如き こと を 知る 所以 

彬の 人、 {+ は  ろ卜 

^^H^ なり。 夭 の傍轉 する こと 磨 を 推して 左に 行く が 如く、  H 月 は 右 行して 大に隨 つてん 轉 

こ 1,1 千 餘人、 

化 人な 十。 之れ を 嫂の 磨石の 上 を 行く に譬 ふ。 磨左旋 して 蟒右 行し 去る、 磨は疾 くして^ は 

«L て  一！？ 4 

けべ、 ふ？ む I 逢し。 故に 磨に 隨 つて 左 旋 せざる と を 得ず と。 此れ 蔬 1K の說 なり。 ；碑大 は 先 儒 皆 之 

ひず- >5 れに 因る。 而今の 星圖 凡そ 以て 木に 鏡め 石に 勒 すべき 者 は、 皆 蓝-大 の 遺な り。 ，2^ は 

t  ,  •  5  つく 

以て 木に 鍰め 石に 勒 すべ からず。 亦 二分 二 至と し 四 阖を爲 りて 木 に^め 石に 勒 する 者 

rlriis ある も、 却って 蓥 天 の 鬪の 一 に歸 する に 如かず。 然 らば 則ち 莕： 犬 /辨 天の 說 以て 並行 

ほ；， リ *-  十べ し。 惟 だ是れ 犬の 圖は 南方め 度當 に^かるべく して 反って 濶く、 其の！ # ほに密 


ss にして. 仕 

-in の 後 も 令名 

あり、 .^0 & 

作り、 又 後？ S 

紀：： S 下 多 

し。 事に 坐し 

て！： S 死す、 年 

六十 一 

(五) 一一： 國 as" 

の 人、 ネは公 

紀- 長 じて 博 

お数？ §ぜ ざ る 

なし。 孫權に 

召されて K 首 

レて IE られ、 

m でて 林 太 

守と なる。 »s 

て渾 天^ を 作 

Hy. 注 易 釋玄 

ち はす t 狡 

年 三十 二 

(六) 支那 古 

代 の 一 、 

： 人 も 覆 盆に 似 

.ji り とし、 中 

高に して 

下く、 所 si.t 

天の 說を なす 


の 書に 因って 之れ を 推す 

師曰 はく、 說卦に 曰 は 

と。 是れ犬 を 以て 圓 なり 


なるべくして 反って 竦な り、 亦 勢 ひ 雨らざる を 得ず。 觀者意 を 以て 之れ を會 りて 可な 

り。 是れ先 儒の 論ずる 所な り。 凡そ 犬の 形 體を詳 に 十る こと 竟に 得べ からず、 是れ乃 

しばら 

ち自. おの 形勢 なれば なり。 只 だ少く 星宿の 運轉を 以て 箅 計し 來 りて 此の 說 あり。 天文 

し 0 

、 「乾 を 天と 爲し 圜と爲 す」 と。 叉 曰 はく、 「天 を參 にす」 

爲 すなり。 邵子曰 はく， 「天 は圓 なり」 と。 程 子 曰 はく 、「天 

圓 なれば 須 らく 轉 ずべ し」 と。 愚 謂へ らく- 犬 能く 覆 ふ。 覆へば 乃ち 包 (a して 外な し》 

是れ 便ち 圓の 謂な り。 星宿 日月 は 皆！ K に附 して 旋轉 す、 旋轉 すろ 者は須 らく 圓な るべ 

し。 是れ天 を 以て 圓 形と 爲 すなり。 凡そ 物圓 なれば 乃ち 能く 轉 じて、. 始終な く 端末な 

し。 此れ 之れ を 無窮と 謂 ふ。 故に 其の 數奇 にして 止まらず、 其の 應用 自由にして 滯る 

ことなし。 是れ圓 にして 神な り。 天 本と 形體 なき も. 星宿 日月の 繁る所 を 以て 論じ^ 

れ ば- 乃ち 圓を 以て 之れ を稱 すべし。 

師曰 はく、 上 犬は氣 積り て絪縊 し、 更に 正色な く、 明暗の 論ずべき なき も、 這 裏に 

(八) 春分 秋分に 分ち、 夏至 冬至に 分ち て 合計 四^と するな り (九) 圔を 意味す。 圓は 一にし v> 


(七) 二百； ハ 

十 度 を W て 周 

天と はす 歷； ！マ HT 大 は大圓 一周 を繞 るの SS なり 

周 K 一-: なれば な り (一 〇) 二 程 語錄卷 二に 出づ 


杂 jff  ノ  .ナ お 


六 五 


c: る m         つ は 述 しす' ft  ;a も 代 二 

1^,  しせ J     ごすして 、！ ！せ で 同 、 

^■H^-.--      a 莊せ 《にし - L- 

isP 地淬に 朱に お ィ- r- :V: て - - :>  十 戰 
雍 に 地 出 子 出 •"；■■   4 な な 仕 世 し i  t« 
作 は づ語づ is 著 祖» へ をて 時時 
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H 月 ありて 以て 見るべく * 此に 於て 正色 明 喑の說 あり。 莊周氏 曰 はく、 「大 の 蒼々 たる 

、三 J 

は 其の 正色 か」 と。 朱 子 曰 はく、 「大 明か なれば 則ち：：： 月明 かならず， (故に) 天 に 明 

なし。 夜半の 黑谇 (淬) 地、 天の 正色な り」 と。 愚 謂へ らく、 犬に 色な きも. H„T 明か 

にして 其の 明暗 を 知る、 黑色を 以て 之れ を 論ずべ からず。 唯 だ氣の 太虚に 結聚 十る の 

み。 故に 無色 を 以て 正色と 爲 すなり。 

師曰 はく、 康節 六合の 外 を 論ず、 是れ箅 術に 因 つて 以て 此の 說 あり-。 暦 家の _ 林 數は， 

皆 曰 月 星お の 形象 あり て 運 行す る處を 算 得し 到る なり。 He そ 形體ぁ る 者 は 必ず 內 外め 

ii^^n り。 故に 康 節が 六合の 外 を 論ずる も、 上犬豈 這の 外 あらん や。 若し 外 あらば 乃ち 上.： K 

„  に 非ず。 上大は 形象な く、 唯 だ 一 氣 のみ。 猶ほ 人物の 外 を 太 虛相圍 むが ごとし。 其の 

度數を 立て、 氣 候を箅 する は、 皆 運行の 迹を 以て 焉れを 推考す るな り。 推考すべき の 

迹 あるとき は、 必ず 須 らく. s: 外 あるべし。 

七三 地 

師曰 はく * 地 は 氣の査 滓 降って 結聚十 * 其の 實體は 水に して， 其の Ja^ るべき は 土な 


と 溪 3£ 子 

い 遣に 語 Hi 

に れ卷照 前 
見 は' 百 "出 
ゆ it 十 朱 


S) 部 千 全 

書卷之 七浼樵 

問 サ广" に 出で、 

X 朱チ 詰類卷 

百 十五に 出づ、 

前者に 於て は 

「機 "tffj 者に 

間うて 曰 は 

く」 として 出 

せり 

(六) 朱 子 

Ig 卷百， 邵子 

之 書に 出づ 


り。 故に 字 は 土 也 を 以て 地と 爲す。 是れ 其の 之れ を 名 づけて 地と 曰 ふ 所以な り。 蓋し 

自然の 理 なり。 

師曰 はく、 地 は 天の 中に ありて 偏 倚 傾 側せ ず。 古人 其の 說を 立つ。 邵子曰 はく、 RK 

何に か 依る。 曰 はく、 地に 依る。 地 何に か附 く。 曰 はく、 天に 附く。 曰 はく、 然 らば 

則ち 1K 地 何れの 所に か依附 する。 曰 はく、 自ら 相 依 附寸。 天 は 形に 依り 地 は 氣に附 く 

か ぎり 

其の 形ゃ涯 ありて、 其の 氣ゃ涯 なし。 有無の 相 生ずる、 形 氣の相 息む. 終りて は 則ち 

始 あり、 終始の 間" 天地の 存 する 所 か」 と。 朱 子 曰 はく、 「康 節の 此の 言、 『天 は 形に 

依り 地 は 氣に附 く』 と、 重複して 言 ひて 此の 意 を 出で ざる 所以の 者 は、 惟れ 人、 天地 

この^- si 

の 外に 於て 別に 去る 處を 尋ねん こと を 恐る るが 故な り。 天地 は 外な し * 所以に 其の 形 

かた  あ  とど 

は涯 ありて 其の 氣は涯 なし。 其の 氣 たる ゃ緊 し- 故に 能く 地 を扛げ 得て 住む。 然らざ 

れば则 ち 继 つ、 (故に) 須 らく 樞殼の 甚だ 厚き もの あるべく、 此の 氣を 固う する 所以な 

(七 > 

り-。 若し 夫れ 地の 動く は 只 だ是れ 一 處の 動く なれば、 動く も 亦 遠き に 至らず」 と。 邵 

伯溫曰 はく > 「伊川 先生 康節 先生に 見 ゆ。 伊川 食卓 を 指して 問うて 曰 はく、 『此の 卓 地 

いづれ 

上に 安在す、 知らず 天地 甚の處 に 安在す る』 と。 康節 之れ が爲に 極めて 其の 理を 論じ 

. 聖學八 天地  六 七 
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(一に ほ，， 以て 六合の 外に 至る。 伊川 嘆 じて 曰 はく、 『平生 惟 だ 周 茂叔に 見えて 論此に 至る， 然れ 

こ じ， tlo  く は L さ  おもへ  そ-一」 

il;^ か- 大 ども 康 節の 詳に 及ばず』 と」。 問 ふ、 「晉 志に 渾天を 論じて 以爲 らく、 天の 外 は是れ 水， 

天 を 浮べて 地 を 載す る 所以な りと。 是れ 如何」。 朱 子 曰 はく、 「天の 外に 水な く、 地下 

ヽ-ニ  .:  -httu  ニニ  . 

是れ水 載す」 と。 叉 曰 はく、 「天 は氣を 以て 地の 形に 依り、 地 は 形 を 以て K の 気に 附 

， M>M に く。 天 は 地 を 包む。 地 は 特だ天 中の 一 物の み」 と。 、の^ I- 叉 曰 はく、 「天. 運 息 

(En  とど 

gijja 典- i まず、 書 一夜 輥轉 す、 故に 地 は 惟 だ 中間に あり， 天 をして 一息の 停まる こと あらしめば、 

"つ- ih 地は須 らく 陷 下すべし」 と。 愚 謂へ らく、 地 は 天の 中に あり、 氣 以て 之れ を 載す。 是 

< 五) 

S)  *^帝€ れ先儒 皆 之れ に 因る。 黄帝岐 伯に 問うて 曰 はく  T 地 は f) る こと あり や： と。 岐伯曰 は 

K にして！ W に  ぜ 

S™ しとい ふ く- 「大氣 之れ を擧 ぐと いふし」 も亦是 なり」 と。 邵 子專ら 天地 を 謂 ひ- 「六合の 外須ら 

く 艉殼の 甚だ 厚き もの ありて、 此の 氣を 固く すべし、 故に 地 を扛げ 得」 と。 朱 子 亦 曰 

だば 

ふ、 「地 は氣 の査： t 聚ま りて 形質 を 成す 者、 伹だ 其の 勁 風 旋轉の 巾に 束ぬ る を 以ての 故 

に、 以て 兀 然として 空に 浮ぶ こと を 得、 甚だ 久しう して^ち ざるの み」 と。 是 れ皆氣 

以て 載す るの 謂な り。 猶ほー is の 微塵 を 空中に 遊ばしむ るが ごとし， 是れ風 5^ 轉 して 

乃ち 塵 落ちず、 旋轉 止まれば 乃ち 塵 落つ。 1K 運 息まざる が 故に 地陷 下せざる の說 な"。 


竊に 按ずる に、 諸說 未だ 安から ず。 夫れ 氣は 輕く揚 りて 質 は 重く 停まる。 天. は 積氣の 

S 列 子 天 み、 故に 能く 淸んで 昇る。 地 は 氣の査 滓な り、 故に 直く して 降る。 地の 四 

に 出-つ  一 J 

方 上下 皆然 り。 地下 又氣 昇り 質 降り、 四方 叉 1: 升 降 十、 故に 地 は 夭の 中央に 在りて 使 仰 

はな ュ 

せず。 先 儒 皆 地下の 氣地を 載す と爲 す、 太 だ然ら ず。 地下 亦 地上の 如く 氣は 《^ り 質 

は 降りて、 水火 陰陽の 界降 進退 は 自然の 道な り、 故に 地 能く 載せて 傾 側せ ず。 氣 あれ 

坤の^<言  ず 乃ち 質 あり、 質 あれば 乃ち 氣 ありて、 天地 竟に 長久なる も、 亦 已むを 得ざる の 誠 

(八) 同前 ( 

L ひ- て 一? 1 編 作爲 する 所な くして 然 るな り。 

0$^ 師曰 はく、  (.S 言に 曰 はく、 「坤 は至柔 にして 動く こと 剛 なり、 至靜 にして 德は 方な 

し 地 を- g とし  、入)  (九, 

^s^s り」 と。 又！ i はく、 「義 以て 外 を 方に す」 と。 說卦に 曰 はく、 「天 を參 にし 地を兩 にす」 

へ 一 ， リン チ  (101  、 , 

と。 先 儒竟に 地の 形體を 論じて 方と 曰 ふ。 邵子曰 はく、 「天 は圓 にして 地 は 方な り 地 

「1. に S^JJ の 東南^く 西北 高し、 ；； を 以て 東南 は 水 多く 西北 は 山 多し」 と。 程 子 日 はく  T 地方な 

れば須 らく 安靜 なるべし」 と。 愚 謂へ らく、 地亦圓 形に して 天 旣に地 を 包む と相應 ず- 

の 言 あり 

2  二) 前 出、 大. 1" 炎上し.^ は閏 下す。 ^下の 水叉圓 なり、 炎上の 火叉圓 なり。 日月 て 之れ を： IB- る 

一 ^0 にして 

f スづ なり」 を べし。 古人 地 を 以て 方と 爲し， 易の ネ德を 謂 ひて 方と 爲す、 是れ方 は 正しう して 定ま 

.  ^學八 夭 地  六 九 ， 
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るの 謂な り。 凡そ 圓 なる 者 は，.！^ まらず、 方なる 者 は 定まる。 求 以て 息まず、 質 以て 移ら 

ず。 氣 は充滿 して 膨 けず、 質 は 定法 ありて 變ぜず >  是れ 地の 德 たり。 方なる^ は 能く 

平に 能く K し、 故に 地を稱 して 平と 曰 ひ 直と 曰 ふ、 其の 形 は 圆く大 と相應 ずるな り。 

師曰 はく、 上 大本と 實形 なし， 下地 亦實 形な し。 强 ひて 論說 するとき は、 虽-: 月 

の 運轉は 以て 圓に屬 し • 四時 氣 候の 循璜 * 四方 配 當の序 は、 以て 方に 屡す。 此に 於て 

方^ 相對 し、 氣質相 成り、 上下 以て 定まり ヽ 尊卑 以て 位し、 萬 物 以てな j る。 

師曰 はく、 凡そ 萬 物の 質 形 ある 底 は 皆 地に 馬す。 質 形 あれば 巧ち 氣 あり， 是れ 陰陽 

1K 地の 自然な り。 形 ある 者 は 其の 守る 所愼む 所專ら i5l 平方に あり。 ず！； 物の 生成、 ，^,k 

の H 用， 亦 這 裏 を 出で ず。 文 言に 曰 はく、 「直 は 其の 正な り、 方 は 其の 義 なり」 ：^^^子は 

敬 以て 內を！ a くし * 義 W て 外 を 方に す。 敬義 立ちて 德 孤なら ず」 と。 是れ 地の 德は方 

なり、 坤厚 くして 物 を 載せ、 大 に 順 承し 直 方 を 以てせざる とき は、 何 ぞ. ん疆に 合せん 

や。 直 方なる とき は 其の 用 平な り。 

師曰 はく、 坤の文 言に 曰 はく 、「陰 は、 美 ありと 雖も、 之れ を 含みて 以て 王事に 從ひ _ 

敢 へて 成さざる なり。 地の 道な り、 妻の 道な り、 臣の 道な り。 地の 道 は 成す 无 くして 


代りて 終 あるな り」 と。 是れ 夫子 坤の道 を 41 ずるな り。 地 は 天に 順 ひ， 女 は 男に 從 ひ- 

臣は 君に 順 ふ。 是の 如く なれば 乃ち 三 綱 立つ、 故に 地 は 天の 氣に 因って、 萬 物資って 

生じ、 以て 厚德 ありて 物 を 載 十るな り。 

七 四 或 ひと 天地の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 1K 地の 形 を 問 ふ。 師曰 はく、 犬 地 は 形な し >  故に 能く 長久な り。 一大 は 氣の愤 

なり、 地 は 水の；^ なり。 水 穴 は 象 ありて 形な し、 是れ 天地の 形な き 所以な り。 iK の 上 

皆 天な り、 窮め 盡 すべから ず。 地の 下 皆 水な り、 窮め 盡 すべから ず。 日月 星河漢 見る 

べし、 山河. 物 知るべし >  只 だ 其の 氣の 相運轉 するな り、 本と 皆 形な し。 或 ひと 曰 は 

く. 然 らば 乃ち 天地 形 なきや。 師曰 はく、 何ぞ 形な からん や， 本と 形な し * 故に 能く 

千 狀萬體 を 生ず。 旣に 日月 星宿 山河 人物の 見るべき あり、 何ぞ 形な しと 曰 はんや。 凡 

t て 大地 は是れ 理氣氣 質の 間の み。 故に 氣 ある もの は 天に 屬し. 質 ある もの は 地に 屬 す- 

夭 は 只 だ氣、 氣な るが 故に 昇る。 地 は 只 だ 質. 質なる が 故に 降る。 是れ 昇降の 自然な 

り。 或 ひし 一 曰 はく、 然 らば 乃ち 天地 は 有形無形と 謂 ふべ からず や。 師曰 はく、 形の 有 
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無を必 とすれば 一 偏に 落 在す。 大地 は R だ 自然の 一理な"。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく TtK 地 は虚を 以て 德と爲 す、 至善の 者は虚 なり、 虛. H 大地 

の祖 にして、 天地 は虛 中より 生ず」 と。 師曰 はく、 地上 皆 虚 なり、 虛 は是れ in 然 なり。 

天地 は 心無く して 虛 たり、 天地の 外 別に 這の 虚 あるに 非ず、 天地 本と 天地- 虚 中より 

生ずべき なし。 若し 1れ 中より 生ずる の說を 設けば、 天地 未 分 以前 這の 虛 なる 底 あ-りん 

や」 尤も 未だ 得ざる の 論な り。 

或 ひと 問 ふ、 天地の 前 は 何底ぞ や。 師曰 はく、 邵子曰 はく、 「或 ひとの 曰 ふ、 『jg 然 

として 高き 者 は 吾れ 其の 大 たる こと を 知る、 iw^^TJ して 下き 者 は 吾れ 其の 地た る こと 

を 矢る 吾れ IK 地の は 何物と いふ こと を 知らず』 と。 曰 はく、 夫れ 無 は 足って 有」 よ 

る 者な り- 有 は 反って 無なる 者な り。 淸濁 混じて 一 たり、 是れを 太 極と 謂，！.，。 太 極 t 

あら -，  "a- 

已 に！ -を見 はす。 太 極 判れて 兩儀 生ず。 太 極 は 之れ を 有と 謂 ふや- 之れ を 無と 謂 ふや。 

太 極 は 一 氣 なり、 之れ を 一 と 謂 はば、 數 なきに 非ず、 乃ち 數の始 なり 。 之れ を 氣と謂 

はば、 象な きに 非ず、 乃ち 象の 始 なり。 安ん ぞ 之れ を 無と 謂 ふべ けんや C 然 らば 太 極 

の 判つ 所以、 兩 儀の 分る る 所以の 者、 孰れ か 之れ をして 然 らしむ る や。 其の 然る 听 
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にして 然る者 は- 道の 變に 由って なり 一 と。 朱チ曰 はく T 周 子 • 邵 子の 太 極 を說く は、 

是れ 陰陽に 和して 袞說 す。 易 中には 便ち 擦 起して 說く。 周 子 言 ふ、 『太 極 動いて 陽 を 生 

じ、 靜 にして 陰 を 生ず』 と。 動く 時 は 便ち 是れ 陽の 太 極、 靜 なる 時 は 便ち 是れ 陰の 太 

極な り。 蓋し 太 極卽ち 陰陽の 裏に 在り、 易に 太 極 ありて 是れ兩 儀 を 生ずと いふが 如き 

は、 則ち 先 づ實理 の 處に從 つて 說く。 若し 其の 生 を. li ずれば 則ち 俱に 生ず。 伹だ 其の 

次序 を 言 へ ば、 須 らく 這の (實) 理 あり て 方に 始めて 陰陽 あるべ きなり。 其の 理は 則ち 

一な り。 然 りと 雖も見 在の 事物より 之れ を觀 ると き は、 陰陽 は 太 極を函 み， 其の 本 を 

推す とき は、 太 極 は 陰陽 を 生ず」 と。 西 山の 眞氏曰 ふ、 一. 周 子より 以前 凡そ 太 極 を 論ず 

おも 

る， 皆氣を 以て 言 ふ。 莊子以 へらく 『道 は 太 極の 先に 在り』 と。 所謂 太 極と は 乃ち 是 

れ 天地人 三 つ の 者の 氣形已 に 具 はりて、 渾淪 未だ れ ざる 者 を 指し 作す の 名に して 道 

は 叉^に 是れ 一懸空 底の 物、 太 極の 先に 在り、 則ち 道と 太 極と は 二と 爲寸。 知らず、 

道 は 卽ち太 極 * 太 極 は卽ち 道に して、 せ ハの理 の 通行す る 者 を 以て 言 ふとき は 道と 曰 ひ、 

其の 理の極 至なる 者 を 以て 言 ふとき は 太 極と 曰 ふ、 叉何ぞ 一 一 あらん やとい ふこと を。 

倘し周 子 其の 祕を 啓き >  而 して 朱子閬 いて 之れ を 明かに する に 非 ざれば、 孰れ か 太 極 
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を 之れ 理と爲 して 氣に 非ざる こと を 知らん や」 と。 愚 謂へ らく、 先 儒の 論 此の. W し。 

其の 旨 太 極 を 以て 天地 以前の 理と爲 す。 竊に 按ずる に、 易に 太 極 を 論ず、 是れ易 中に 

於て 其の 次第 を 序で 來る なり。 易の 書た る、 見 在の 事物より 之れ を 推 出 十、 故に 其の 

序 此の 如し。 然れ ども 其の 所謂 太 極 は象數 悉く 具 はるの 謂に して、 唯 だ 專ら理 を 以て 

十、 乃ち 其の 說 相違 ふ。 夫れ 天 地 は 先 後な く 始終な し * 故に 天 地の 以前と 謂 ふべき な 

し。 若し： 大地 已 前の 說 あらば、 是れ 大地 を 知る 者に 非ず。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因る とき は、 ： 大地 未 判 及び 閣關の 論 は 皆 非 か。 師曰 はく、 大 

地何ぞ 開闢の^ あらん。 旣に 開， 岡な し. 故に 未 制の 論 なし。 }^ 地 は 本と 大地、 t—I い：： 以 

前 叉 天地、 萬 世 以後 又 天地、 更に 消長お" 減な きなり。 

或 ひと 問 ふ、 邵子已 に 天地 始終の 說を 立つ る 如何。 師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 一：.^ は 子 

に 關け地 は 丑に 關. t, 人 は 寅に 生る る是れ 如何」 と。 朱 子の 曰 ふ 、「此 は 是れ邵 子が 皇 

極經 世の中の 說 にして、 今 知るべからず、 他れ 只 だ 是れ數 を 以て 推し 得て 此の 如-、 お 

つ 二 

くな り。 おの 上に 物 を 生ずる は、 是れ 其の上に 到りて 方に 人物 あるな り。 ニ兀. 十二 

會. 三十 運. 4- 二世 あり- 十二 萬 九 千 六 百年 を 一元と 爲す。 歲 oca 時 一-几 會： 述世辨 卜 二 


(H) そのと 

ころの 意 


(£」 二 代の 

正朔。 5 正 は 

.fa; も 建てて 人 

統 iss し、 商 

正 は 丑 を 建て 

て 地 S; と し、 

周 正 は 子 を 建 

てて： 大 統と爲 

す。 これ を 三 

統 又は 三 正と 

fi へり 


よりして 三十、 三十より して 十二。 堯の 時に 至り 會は巳 午の に 在り、 今 漸く 未に 及 

51) 

ぶ。 戌の 上に 至りて 物 を閉づ ると 說く。 那 裏に 到る とき は復た 人物 あらず」 と。 愚 謂 

へらく、 邵 子の 天地 始終の 說皆 術数の 論に して、 聖人の 言 はざる 所な り。 人物の！ 15^ 在 

の處に 就いて 此の 說を 立つ。 天地 何ぞ 始終 あらん や。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 三統 

の 說は誤 か。 師曰 はく、 或 ひと 三統を 問へ るに、 朱 子 曰 ふ、 「諸 ii の說據 なしし. ー爲 す、 

看 來れば 只 だ是れ 天地 肇 判の 初に 當り， 犬 始めて 開く る こと 子の 位に 當る. 故に 子 を 

以て 大正と 爲す。 其の 次に、 地 始めて 閥く、 丑の 位に 當る， 故に 丑 を 以て 地 正し ー爲 す。 

佳 だ 人 最後に 方に 生る、 -}a (の 位に 當る、 故に 寅， を 以て 人 正と 爲す。 卽ち 邵康節 トニ 會 

の說 は、 寅の 位に 當れば 所謂 物 を 開く あり、 戌の 位に 當れば 所謂 物 を 閉づる あり。 物 

を 閉づれ ば 便ち 是れ 大地の 間 都て 物 無き に 了る。 他れ の說を 看れば 便ち 須 らく 大地の 

翻 轉數千 萬 年なる べし」 と。 愚 謂へ らく、 三統は 近く ー晝 夜に 於て 論說 すれば、 其の 

實 以て 試むべし。 夜半より 一陽， 是れ復 りて 唯 だ 其の 氣 あり。 是れ天 以て 闢 くるな り。 

a に 到りて 二 陽 以て 重なりて 質是れ 生ず。 是れ 地の 關 くるな り。 寅に 到りて 三 陽旣に 

成 .c、 萬 物の 用 以て 全し。 是れ 人の 生な り。 故に 康 節の 推す 所、 專ら ー甞 一夜の 間に 因 
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りて 尊し 來り、 本 を 推して 竟に 十二 萬 丸 千の 精數 あるな り。 其の 實 Z 一 sgis の數 の 校 

樣 あらん や。 天地人 物の 生成 は 唯 だ 一 般 にして、 以て 次序す ベ からず。 是れ 自然の 道 

なり。 數術を 論じ、 次序 を詳 にし、 三 統を具 ふる は、 是れ 其の 用法な り。 故に 其の 數 

術 華 合す る 所 あ るに 非ず、 是れ 乃ち 自然の 道な り。 

或 ひと 問 ふ、 子の 謂 ふ 所 天地の 實は 始終な しと。 然れ ども 世に 上古 あり、 人に 三皇 

あり， 以て 上世の 說 あり、 是れ 始終の 謂に 非ず や。 師曰 はく、 天地に 古今な し、 人に 

古今 あり。 故に 上古 近代の 異 あり。 天地 は 陰陽の 總管 なり、 人は离 物の 一 なり。 人物 

本と 天地と 同じく 生成して、 其の 初 知る ことなし。 聖人 傑出して 後に 人々 人た る 所以 

C つと 

を 知る。 此に 於て 天地に 法り 敎を 立て 道 を 行 ひ、 竟に 人皇の 初と 爲る。 豈 其の 最初に 

人物な からん や。 人の 聰明 漸次に 長じ來 る、 故に 後 來數般 の 模様 あり。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 皆 云 ふ、 「天 先づ 開け 地 次に 闘く る」 と。 易に 曰 はく 、「天 一地 二」 

いひ  (二) 

と。 今 天地人 物 先 後な しと は 何の 謂ぞ や。 師曰 はく、 易に 曰 はく、 「太 極 兩儀を 生ず.」 

二  r . /'ち 

と。 是れ 陰陽 更に 先 後の 論ずべき なきな り。 氣 あれば 象 あり、 象 あれば 氣 あり、 這裘 

先 後 次序の 差な し。 故に 天は氣 なり、 地 は 象な り、 何ぞ先 後を必 とせん。 へ， 君臣 父子 


の 如き、 臣 あれば 乃ち 君 あり。 君 あれば 乃ち 臣 あり. 父子 亦然 り。 是れ先 後 始終な き 

の 謂な り。 其の 曰 用 起 所 を 以て 之れ を 謂へば、 便ち 亦 未だ 嘗て 先 後 始終な くんば あら 

ず。 是れ 聖人 敎を 立て 道 を 行 ふの 的 意な り。 故に 言 ふに 天地 を 以てし 君臣 を 以てし 父 

子 を 以てす。 是れ辭 の 順な り。 地-大臣 君子 父と is! ふべ からず。 凡そ 天地人 物の 初め 先 

5 一) 

S この間 後 次 字な き は是れ 自然にして、 其の 用に 叉 先 後 次序 ある も 是れ叉 自然な り。 或 ひと 問 

答， 朱 子 語類 

|ト はは J^si ふ 、「太 極の 動靜 ある、 是れ動 先にして 靜後 なり や 否や」。 朱 子 曰 はく、 「動靜 端な く 陰 

.6 され たり 

陽始 なし- 先 後 を 分つべからず。 今 只 だ是れ 起る 處に 就いて 之れ を 言 ふ。 畢竟 動の 前 

は是 れ靜、 靜の前 は 叉是れ 動， 何者 を 將てか 先 後と 爲 さん。 只 だ 今日の 動 便ち 始 たり 

とて 昨日の 靜は 更に 說 かずと 道 ふべ からず」。 

やぶ  (En 

S  W 能の  或 ひと 問 ふ、 1K 地 は 壌る る こと を會 する や 否や。 師曰 はく、 天地 は 本と 形た し。 形 

S を あら はす。 

0^,^^ なき 故に 竟に 壊る る こと を會 せず。 日月 • 星 • 山河. 入物 各. -象 あり、 故に！ K 地の 

の is^J なり  えいちく 

氣に ra りて、 消長. 盈肭. 榮枯 • 死生 あり、 然して 天地 竟に變 ずべ からず、 ョ月* 星 

宿. 山河。 人物 亦壞 るべ からず。 其の 消長 • 盈駒 • 榮枯 . 死生 は， 猶ほ 呼吸 運 轉のピ 

,  とし。 人 以て 消長 死生の 見を爲 十、 故に 日月 • 星宿 . 山河 . 人物 這 箇の變 易 あり、 是 
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れ 其の 象形 ある を 以てな り。 大地 は 象形な く、  乂敗 壊の 論ずべき なし。 或 ひと 曰 はく 

n) 朱 +mi 朱 子 曰 ふ ぺ犬 他は裹 るる こと を會 せず、 R だ是れ 人の 道な きこと 極り ぶす る を 相將っ 

颧卷 一に 出. つ  だ V ふ  十べ 

て- 便ち 一 齊に打 <ln して^ 沌 たる こと 一 番- 人物 都て 盡き又 重ねて 新に 起らん 一 と。 

此の 說 如何。 師曰 はく、 犬 地 竟に壞 るべ からず、 人物 亦 竟に壞 るべ からず。 其の？ 1 聖 

人の道^^！だ；^沒し、 四 夷 以て 犯し *  "大下 以て 亂れ、 嘗藉壞 燒す， 稍 や 久しう して 而る 

後に 世 治まる。 以て 先 世を考 ふるに、 由來 なくして、 人物 新に 起る、 是れ 乃ち h 世の 

如し。 此に 於て 開^の 說を 立つ。 是れ 俗の 所謂！ K 地 敗 壊の 理 なり。 其の 實 更に 大地 人 

物 始終な し、 何 ぞ敗壤 を 云 はんや。 或 ひと 曰 はく、 人物 必ず 死生 榮枯 あり、 然 らば 乃 

ち 天地 亦 敗 壊 あるべき や。 師曰 はく、 人物 叉 天地と 與に 長久な り， 萬 古より 今日に 至 

つ- i  .. るまで 入物 相 生々 十、 斯の民 や 上世の 後昆な り、 斯の物 や 上世の 遺 種な り。 ； n 巧 も 出 

浚盈胞 あり， 人物の 死生 榮枯 怪しむべき なし。 

或 ひと 問 ふ * 暦法に 數を 立てて 以て 算し來 りて 更に 違 はず、 是れ 始終 あるの^ なり * 

師曰 はく、 搏數も 亦 聖人 民 を敎へ 時を授 くるの 道な り。 數は 始終 を 立て ざれば 計會せ 

ず。 其の：^ 會 すべきの 法を考 へ、 數を 立て 除 _^ して 以て 究め 盡 十な.^。 是れ皆 UW: 星 


宿運 轉 周旋の 迹 にして、 其の 象形 以て 稽ふ べし。 故に 這の 法 あり。 天地 象形の 認め 揭 

ベ きなければ、 道 の 唐 數何ぞ 之 れ を 知 らん や。 

或 ひと 問 ふ、 - 大地 人物 は 子の 說に 因 れば滅 せざる や。 師曰 はく、 起 滅は人 以て 此の 

說を爲 す、 故に 滅を 以てすれば 乃ち 滅 し， 不滅 を 以て 十れば 乃ち 不滅な り。 天地人 物 

更に 起滅 の名づ くべき なし。 

或 ひと 問 ふ、 天. 地の 心 如何。 師曰 はく、 或 ひと 問 ふ 、「天地の 心 も 亦 靈なリ や 否や。 

只 だ是れ 漠然として 無爲 なり や」。 朱 子の 曰 ふ、 「天地の 心 は 是れ靈 ならず と 道 ふべ か 

らず、 但だ 入の 恁 地に 思慮す るが 如くなら ず。 伊川 曰 ふ、 『IK 地 は 心なく して 化 を 威 

し- 聖人 は 心 ありて 無爲 なり』 と」。 又^ ふ、 「犬 地 は 心なし、 仁 は 便ち 是れ IK 地の 心 

なん 

なり。 若し 其れ をして 心 あらしめば 必ず 思盧ぁ リ營爲 あらん、 天地 ぞ 嘗て 思慮 あり 

來 らん や。 然して 其の 四時 行 はれ 百 物 生ずる 所以の 者 は、 蓋し 其の 合當に 此の 如くな 

るべき を 以て 便ち 此の 如し。 思惟 を 待たざる は 此れ 1K 地の 道た る 所以な り」 と。 朱 子， 

曰 ふし t 此の 如くん ば、 易に 所謂 『復は 其れ 天地の 心 を 見る』 『正大に して 犬 地の 情 見 

つべ し』 は 叉 如何。 (公の) 說く 所の 如くん ば、 W だ 他の 無心の 處を說 き 得る のみ。 若 
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し i 米して 心なければ、 須 らく 牛より 馬 を 生 出し， 桃樹の 上に 李花 を發 くべき に、 他れ 

又 却って 自ら 定まる。 程 子 曰 はく， 『主宰 を 以てすれば 之れ を 帝と 謂 ひ、 性情 を 以てす 

れば 之れ を 乾と 謂 ふ』 と。 他れ 這の 名義 自ら 定まる。 心 は 便ち 是れ 他の 筒の 主宰の 虡， 

(所以に) 天地 は 物 を 生ずる を 以て 心と 爲 すと 謂 ふ 所以な. =^」 と。 愚 謂へ らく、 夭 地の 

心 は復に 於て 以て 之れ を 見、 天地の 情 は 正大に 於て 見つべし。 夫れ 1K 地 旣に理 氣相合 

(情 力) 

し， 陰陽 相 和して、 氣質 以て 定まる、 未だ 嘗て 心情な. くんば あらず。 凡そ 心性 は理氣 

妙 合 自然の 謂に して、 其の 用 は 運動 息む ことなく、 少 くも 停留の 處 なし。 始まって 終 

り 終りて 始まり、 先 後な く 始終な し、 是れ天 行の 健に して 地勢の 坤 なるな り。 ii ハの循 

！ 3= 底是れ 這の 天地の 心なり。 別に 論說 すべきな し。 復の卦 たる、 陰爻 悉く 盛に して、 

陽爻 旣に復 す、 陰極 まれば 乃ち 陽 生ず、 消長 盈^ 瞬 息の 間斷 なし。 是れ IK 地の 心なり。 

見 来れば 生々 息む ことなき のみ。 或は 生々 を 以て 心と 爲し、 或は 仁 を 以て 心 を 論ずる， 

皆 作爲假 合の 說 なり。 天地 は 陰陽の 總管 にして 萬 物の 宗源 なり、 故に 爲す ことなく 言 

ふこと なく、 其の 應用は 只 だ 正大な り。 人 は 一 茵の 生物、 故に 能く 視聽し 能く 言動し 

能く 思慮す、 皆 一 技 一 術の 小な り。 猜ほ 草木 魚 蟲鳥獸 の區、 其の 尤れる ある 


•  大地 は 許 多の 事な く、 視聽 すべく 言動すべく 思慮すべき の 用な し。 朱 子の 牛 は 牛 を 生 

ひら 

み 李樹は 李花 を 發くを 以て、 天地の 心 ありと 爲す。 牛 は 牛 を 生み 李樹は 李花 を發 くも 

の は、 牛个の 心なり。 牛 李 は 牛 李と 爲る、 是れ 自然の 理 にして、 二 五の 過不及な り。 

. 天 地 は 牛 李 を 生ずる に 心なく、 只 だ 生々 息む ことなし、 故に 牛 李 も 各 ~ 其の 生 を遂 

ぐ。 或 ひと 曰 はく、 人に は視聽 言動 思 あり、 大地に は視聽 言動 思な し。 是れ又 人は大 

地に 秀づ るか。 師曰 はく、 人 は 生物な り、 耳目 鼻口な きとき は、 其の 生 を 遂げず。 故 

に 視聽 言動 思 あ る も 亦 自然 の 用な り。 天地 は 至大 至 公 にして 形象の 必 とす ベ き なぐ、 

叉視聽 言動 思の 用 ふべき なし、 何ぞ人 天地に 秀づと 謂 はんや。 凡そ 形 氣尤れ る 所 ある 

すぐる  まさ 

もの は、 皆氣の 過な り。 其の 至大 至 公 底 は 形 氣の尤 れる處 なく、 只 だ 自然の 全體 なり。 

七 五 . ^ひと 天 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 夭 は 形象 なきや。 師曰 はく、 凡そ 昔 人 は 積氣を 以て 其の 象に 名づ く。 . 

氣少 くして 質 ある は 乃ち 陰と 爲り、 結びて S 霧と 爲り、 其の 氣の粹 精輕揚 なる は、 是 

れ天 なり。 故に 形象の 必と 十べき なし， 地上 皆氣， 一箇の. S 缺底 も、 悉く 這の 氣 流行 


山^ 譖 卷 四十  八 二 

す、 故に 夭 あらざる の處 なく、 又 天外の 論ずべき ことなし。 

t 一 i 百 ほ， 或 ひと 問 ふ、 六合の 外 論ずべ からず して、 而も 邵子 之れ を 論じ、 且つ 曰 はく、 一 「一 氣の 

ii ハ七 外 更に 須 らく^ 殻の 甚だ 厚き もの あるべ し」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 或 ひと 問 

1^ に 朱， Klas ふ、 一 I 腹 節 六合の 外 を 論ずる も、 恐らく は 外な からん、 否や」 と。 朱 子 曰 はく、  r 理に 

- !J -  -e: 外な し。 六合の 形は須 らく. s: 外 あるべし。 日 は東畔 より 升り て 西 畔に沉 む。 明日 乂 

^ 東畔 より 升る。 這の 上面 許 多、 下 面 も 亦 許 多な り。 豈是れ 六合の：^」 なら ざらん や。 M 

作る 「内 にあ  ..V 一- 

ら す や」  とな  家は氣 を算 ふること、 只 だ 日月 星お 運行の 處に算 得し 到り、 上り 力って は 更に 算へ得 

も、 從ふ べし 

ず。 安ん ぞ是 れ內 外な きこと を 得ん」 と。 愚 謂へ らく、 日月 星 K は 犬の 中. 精 氣の象 

なり、 故に ョ月星 の 外 祸ほ這 街の 天 あり。 若し 內外を 這 裏に 論ずる とき は、 其の 說 

ある も、 天 を 論ずれば 乃ち 內外 なし。 天 豈軀穀 の 甚だ 厚き もの あらん や。 H< は 是れ氣 

の 積な り。 氣 甚だ 積る が 故に 外な し。 邵 子以爲 らく、  r 氣 以て 地 を 載す」 と， 竟に 此の 

說 あるな り。 

或 ひと 問 ふ、 夭に 九重の 說 あり (如何)。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「其の 九重と 曰 ふと 

き は、 地の 外よ" 氣 の旋轉 して 益 > 遠く 益- 大に、 益-' 淸く 益-' 剛に、 陽の 數を 究め 


て九にl^^るときは， ち 極 淸極剛 にして 復た涯 ある ことなし」 と。 叉 曰 はく 、「人 常に 

天に 丸 重 ありと 說く， 九處に 分つ を もって 號と爲 す は 非な り。 只 だ 是れ旋 るに 九つ あ 

るの み。 但し 下 面 は 氣較. f つて 暗し。 上面 至高の 處は 至淸至 明の み」 と。 愚 謂へ らく、 

九重 は 日月の 道 * 五 星の 道、 廿八 宿の 道、 無 星の 天、 是れ 所謂 九重な り。 其の 理を謂 

へば、 九 は 陽數の 極に して. 犬 も 亦 陽の 至りな り。 天險 にして 升るべからず、 其の 重 

累九數 を 以てすれば なり。 

或 ひと 問 ふ、 犬の 體 必ず 圓を 以てする や。 師曰 はく、 天に 體 なし >  故に 形の 謂 ふべ 

きな し。 日月 星宿の 運轉を 以てすれば、 須 らく 圓 にして 旋る べし。 且つ 地の 萬 物 を 載 

する、 其の 形圓 なり、 其の 氣 昇り 積んで 天と 爲る。 然れば 乃ち 天 亦 地形に ra! りて 圓く 

之れ を S ふの 理 なり。 犬の 體は 知るべからず と雖 も、 地の 形に 因って 以て：』 おれ を 推す 

べし。 

或 ひと 問 ふ， 子-大地 を 指して 運動な しと 爲す。 易に 所謂 「天 行 健な り」 と、 其の 差 

あるに 似たり。 師曰 はく、 易に 所謂 大は 各-其の 應用を 以て 之れ を 論ず、 故に 星宿 運 

轉の天 を 以てする なり。 愚が 所謂 天 は 積氣の 名な り、 故に 運動の 說 なし。 氣は 只だ輕 
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揚 して 止まらず、 是れ大 の 外な きなり。 

或 ひと 問 ふ、 天 は 淸明を 以て 象と 爲す、 今 子 は 天 を 以て 無色と 爲す は何ぞ や。 師曰 

はく、 天. は淸 明の 稱十 べきな く、 叉黑 暗の 謂 ふべき なし。 ：a 月 象を槃 け、 而 して 後に 

明 1  曰 見るべし。 日月 梨ら ざれば、 明 喑の說 言 ふべ からず.。 其の 間 氣は淸 く 質は獨 り、 

氣は輕 く 質 は 重し。 淸く輕 きが 故に 高く拌 り、 . 濁りて 重きが 故に 厚く 降る。 illm 裏に 陰 

陽の 精 凝結して 日月 星宿と 爲り、 竟に晝 夜 明暗 あり、 寒；^ 溫冷 あり、 以そ 人物の 用た 

t  (、なり。 

七 六 或 ひと 地 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 子が 所謂 地 は- 大の 中に 在る の說 なり。 是れ 地下 も 亦 此の 地上の 如き か。 

師曰 はく、 登 唯 だ 地下の みならん や、 四方 上下 皆 這の 地上の 如し- 故に 火 は 以て 炎上 

し. 水 は 以て 潤 下し. 氣は是 れ淸く 昇り、 質 は是れ 重く 降り、 大地 竟に 傾覆な し。 地 

下 亦 此の 如く、 四方 皆然 り。 是れ 自然の 道な り。 或 ひと 曰 はく、 此の 說太だ 先 儒に 違 

ふ。 其の 據る所 何事 を 以て 十る や。 師曰 はく、 詳に天地の象を知れば此の：^^へ刀明なり。 


凡そ 大は 南北の 極 を 以て 柩 軸と 爲し、 輪の 穀の 如く， 山 J の 臍の 如く. 動かん と 欲す レ』 

雖も 得べ からず。 南北の 極兩 頭に 在り、 衆 星連轉 して 息まず。 ベ， -犬形 を： a るに.. 北極 

そば だ 

は 地上に 出で 南極 は 地下に 入り、 欹ち 傾きて 正しから ず、 日月 星宿 側轉 す。 是れ 豈大. 

の 正な らん や。 我が 居る 所の 地欹ち 傾きて 以て 之れ を 望む. 故に 此の 敬 傾の 說 あり、 

竟に 天の 形 を 以て 此の 如しと 爲 すなり。 地 は W にして 四方な り、 人 以て 之れ に處 り. 

或は 平に 兩極を 見、 或は 南極 を 見て 北極 を 見ず、 或は 日月 北 道 を 行り、 或は 日月 常に 

中道 を 行り、 或は 日月 横に 望みて、 四時 寒：？ < ？齊 しからず、 畫夜 長短 大いに 差 ふ。 皆處 

る 所の 地に 因れり。 唯 だ 中華の み 四時の 氣候 正しく、 日月 星宿 其の 禀 くる 所以て-止し" 

故に 人物 恆に 秀づ。 朝鮮 之れ に 次ぎ、 本朝 之れ に 次ぐ。 其の 餘は皆 四時 宜しから ず、 

寒^ 尤も 大 にして、 人物の 生成 悉く 正しから ず。 是れ 地の 圓 くして 四方 上下 人 以て 處- 

二) 前 出 六 るべ し。 邵 子が 所謂 「天 は圓 くして 地 は 方な り、 天 は 北 高く して 南下し、 是を 以て 之 

九 頁 I  ひく 

れを 望めば、 倚 I 盗の 如し。 地 は 東南 下く して 西北 高し、 是を 以て 東南 水 多く 西 北山 多 

し」 と は， 是れ實 に 天地 を 知らざる の 謂な り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 中華 も 亦 天地の 中に 當ら ず、 何ぞ义 其の 猜秀 あらん 

S 學八 天地  八 五 
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や。 師曰 はく、 ：大 の 中 は 赤道の 下な り、 南北の 極 を 以てすれば、 南北の 極の 下 乃ち 大 

の^ 軸な り。 赤道の 下 は 日に 長短な く、 恆に炎 熟 尤も 太し、 故に 四時な； 收藏 なく 

其の 人 必ず 弱に して、 其の 情 必ず 實 なし。 是れ 不正の 地な り。 南北の 極の 下 は H 月 

恆 に照らして 晝 夜な し， 或は 半年 を 以て 晝 夜と 爲す、 尤も 不正の 地な り。 唯 だ 中華 は 

北極 地上に 出づる 三十 六 度， 南極 地下に 入る 三十 六 度なる を 見、 水分 以て 高く 火 分 W 

て ；、 水火 相 $3 し， 日月の 道 欲ち 望みて、 寒：： &甚 しからず * 四時 以て 行 はれ， ^物 

生. 长收藏 十。 故に 天地の 氣質 以て 和 調し、 人物 各- -秀精 を 得。 其の 據る所 大地 自然の 

形勢に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 子 は 地 を 以て 圓と爲 す、 其の 說 如何。 師曰 はく、 凡そ 形 1^ ある もの は 

地に 屬十。 人物の 形 悉く 阒 なり。 水 落ちて は 乃ち 圓形 を爲 し、 人 は 天の 圓を 戴く、 故 

に 頂き W たり。 地のwをs^む， 故に 足の 中 1： なり。 且つ 聖人の 地 を稱 する や 方 平 を 

以てして、 竟に形 方を稱 せず。 易の 「地 を兩 にす」 は 陰の 耦數 なり。 地 以て 方 なれば 

y a: 星 の 連動 必ず 差異 あらん。 三才 岡 食に 曰 はく 、「地と 海と 本と 是れ圓 形に して 同 

じくー^«"たり、 天球の 中に！ e る こと、 鶴 子の 黄、 淸內に 在る が 如し」 と。 地 を 謂 ひて 


方と 爲寸者 あらば、 乃 ち 其 の 定ま り て 移 ら ざるの 性 を 語 りて. 其の 形體 を 語 るに 非ざ- 

る なり。  犬 旣に地 を 包む. 則ち 彼此 相應 ず。 

(En  i_ 

s 邵， ナ全  或 ひと 問 ふ. 邵子曰 はく、 「犬 は圓 にして 地 は 方な り 一 と。 叉 曰 ふ， 「地 は H 方に し 

<w 卷 五に 出 づ 

(II, つ 同卷六 て 靜な り 、 豈圓動 の 犬の 如くなる こと を 得ん や」 と。 此の 說先 II 皆 之 れ に 據れり 。 今 

子が 說に 丙れば 用 ふべ からざる か。 師曰 はく * 地の 形は圓 にして 其の 用 は 方な り、 直 

. なり、 平な り。 凡そ 四時 氣候各 - 地に 因って 其の 名號 を 立 つ 。 四時 是 れ 方な り 、 度數 

三百 六十、 四時 各  九十に して 其の 用を爲 す。 萬 物の 形 ある もの 正しから ざれば 乃ち 

ニハ) W 卦の 全から ず、 正 なれば 方な り。 是れ 「義 以て 外 を 方に する」 なり。 我れ 地上に 居りて 其 

文 言に ST つ 

の 立つ 所是れ 直な り、 其の 視る所 惟れ 直な り。 立つ 所 直なら ざれば 乃ち 視る所 亦^な 

り、 叉 履む 所 平たら ざれば 傾き、 直 なれば 乃ち 平な り。 是れ 地の 德 にして 人の 用 ふる 

所な り。 人の 頂 は M  く 足 平 かなる こと、 以て 見るべし。 

t 七) 

(七) 或 ひと 問 ふ、 張子が 正 蒙に 曰 はく 、「地 は氣の 中に 在り， 天に 順って 左旋 すと 雖も、 

に 出づ 

其の 繁る 所の 辰 象 之れ に隨 つて 稍ゃ遲 きとき は、 反って 移徙 して 右す るの み」 と。 地 

も 亦旋轉 する か。 師曰 はく. 地 は 形質 之れ 重 沈な り、 直 沈 なれば 乃ち 旋轉 せず、 轉 

學八 天地  八 七 
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左右 すれば 萬 物 を 載す る 能 はず。 張子： 大地の 實を詳 にせず * 故に 其の 論ずる 尤も 差 

IS あり。 所謂 「地に 升 降 あり 日に 俯 短 あり、 地 は凝聚 して 散ぜ ざるの 物と 雖も、 おも 1 一 

氣 其の 問に 升 降し、 相從 ひて 已 まず」 と。 此の 說を證 十る に 海水 潮：^ の 候 を 以て 十る 

尤も 曰疋 ならず。 然れ ども 先 儒 旣に四 遊 升 降 三 萬 m に 過ぎざる の說 あり。 

Hit 分の 時 《. 止に 中すべし。 此.1^ょり|©々にして下り、 ¥s に 至 b て、 地下る こと 萬 五 干 aj。 地の 上 W と-人中と-平な り。 の * 

W ぎ々 はは. n 上り、 秋分に りて、 地： 止に； 犬の 中央に *5 る。 此れより 地漸々 にして 卜； り、 冬至に ..w りて、 上 遊 萬！ ？： 干 里- 地の 下 

r 五) ど けい  *. だ  かげ 

？ i^." 。中 は。 子 曰 はく、 「土 丄+: の 一 寸は 一 千 を 折む。 土 U の景 

は 尺 有 五寸 にして、 一 萬 五 千 を 折む。 其の 地の 中に 在る や-以ての 故に、 南北 東 "sw 

丄る こと 各-三 萬 鬼」 と。 問 ふ、 「何 を か 四 遊し」 謂 ふ」。 曰 はく、 「地の W 遊 升 降 三 _s 鬼 

に 過ぎざる を 謂 ひ、 天地の 中間 相 去る こし」 止 だ 三 萬 単： と 謂 ふに 非ず。 春 遊 は^に 過ぐ 

る 三 萬 af、 夏 遊 は 南に 過ぐ る 三 萬 里、 秋 遊 は 西に 過ぐ る 三 萬 s-、 冬 遊 は 北に 過ぐ る 一二 

萬 s-。 今 暦 家の 箅數 此の 如し。 土圭を 以て 之れ を 測れば 皆 合 ふ」。 曰 はく、 「譬 へば.^ 

盆に 水 を 盛りて、 虚器を 以て 其の 中の 四 逢に 浮べ、 四方 を定 むる が 如し。 器 浮びて お 

、J と  V. だ 

に 過ぐ る 三寸なる が 若く ば， 一寸 を 以て 萬 里と 折む ると き は、 西に よる 三， *^ 亦 地の 

上 こ ぶ も、 東方に 蹉過 十る 三 萬堆： なるとき は、 西方に 遠く 去る こと 亦 三 萬 なる 


が 如し。 南北 亦然 り。 然 らば 則ち 欠 V 夏晝 夜の. 长短は 日 # 出 沒の爲 す 所に 非ず して、 乃 

ち 地の 四方に 遊轉 して 然るの みか」。 曰 はく、  r 然 り」。 曰 はく， 「人 如何して 此の 如き 

こと を 測り 得ん。 恐らく は 此の 理 なからん」。 曰 はく、 「知るべからず と雖も * 然も 曆 

家 推算して 其の 數皆合 ふ、 恐らく は 此の 理 あらん」 と。 愚 謂へ らく、 地の 升 降 を 以て 

するとき は 星-反の 度數 知るべからざる も、 星お の 度數は 更に 變ぜ ず。 豈 地の 升 降 あら. 

んゃ。 H に 長短 ある もの は、 日の 道の 高低に. Jn 然の 勢に あれば なり、 地の 升 降に おる 

に 非ず。 是れ舊 說は犬 度 日月の 道を詳 にせず、 故に 這の 差 謬 あり。 朱 子 磨^の 合 ふ を. 

以て 此の 理 ありと 爲す、 尤も 不可な り。 算術して 其の 惣計を 以て 牽 合し 來る も， 信用 

する に： らず。 唯 だ 直に 天 地 日月 星宿 を視、 其の 實理 を考 ふれば， 以て 之れ を證 十る 

に 足れり。 

或 ひと 問 ふ、 地 は 質に して、 氣 以て 之れ に 通ず る は何ぞ や。 師曰 はく、 天 は 火な り- 

地 は 水な り。 水火 本と 相 丙 る、 故に 質 は氣を 離れず、 氣は質 を 離れず。 是れ 消長 昇降 

の理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 ふ T 地氣 上騰せ ざると き は！ K 氣 下降せ ず」 と， 如何。 師曰 はく 

聖學八 天地  ； 八 九 
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氣は に 昇りて、 質 は W1 に 降る。 質 あれば 乃ち 氣 あり， 氣 あれば 乃ち 查 あり， 是れ 

氣質 自然の 道な り。 地中 萬 物 を 生ずる 者 は 地の 氣生々 十れば たり。 日月 柱來し 星.； Jsi^ 

轉 して、 風雨 霜！^ 以て 施し 行く 者 は、 大の氣 周旋して、 其の 查^ 以て 降るな り。 ゆ 降 

消長 更に 問斷 なく、 四時寒：：：^^推移して交易變易し來りて， 人物の 生 遂に 宇る。 大 なる 

^. 大地の 用 や。 

七 七 天文 


(1) SK 方の 

日の^, つ ると 

ころ 

(二)  W 方の 

iw、  DJ の！ K す 

る： 大 上の 池 


師曰 はく、 日 は 太陽の 精な り。 大地の 問 は精氣 にして、 其の 陽 精 を 曰と 爲寸。 故に 

一 一  (. 二  - 

3„ レズ 介に 出 づれば 乃ち 人物の 氣是 れ輕揚 し、 咸 池に 入れば 乃ち 人物の 氣是 れ重沉 十。 

萬 物の 氣 ある もの 悉く 天 に屬 して、 日 は 其の 主お たり。 

師曰 はく、 曰 は 唯 だ 其の 象 ありて、 質 形の i 百 ふべき なく，  U の 精 は 光明に して 其の 

用 は 炎上す。 太虚 は 積氣の 間に 置り、 寒 陰 以て 之れ を 包む。 故に 其の 光 だ 大にレ 

て、 其の 形 ー團形 を爲し • 其の 用 は 炎上 十。 故に 地上 常に 熱せず、 萬 物 成く- ゾろ。 


師曰 はく、 日の 轉 ずる こと 東より. I に Kh: り、 西より 東に 至る。 是れ 天の 氣に從 つて 

&轉 十るな り。 其の 旋轉は 只 だ 進行の み。 今 北 を 背と して 南に 向 ふ、 故に 東より 西に 

至る。 是れ 進む が 如し。 西より 東に 至る は 降 退す るが 如し。 是れ 地上 一 定の見 る 所 を. 

以てする なり。 日恆に 進行して 止まざる こと、 猶ほ 蟥の圓 玉の 上 を 廻る がごと し。 1K 

の 象 至大に して 以て 限るべからず- 旋轉し 來れば 又 東より 西に 至る。 故に 生々 息む こ 

となく、 始 たく 終な し。 只 だ る 所の 地に 因りて 數般の 差 あり。 

師曰 はく、 日の 道 は H< の 中央に 在り、 是れを 黄道と 曰 ふ。 南北 極 は 天の 樞軸 にして • 

其の 中陰 陽の 精 之れ が 主として、 以て 運行 旋轉 す、 是れ 日月の 道な り。 天の 度數 甚だ 

澗く、 曰 H: は 唯 だ 其の 中間に 周旋して、 其の 光明 通ぜ ざるな く、 其の 陽德遍 ねから ざ 

る な し 。 

あらそ 

e 曰. H  く、 日敛丈 日が 月の 爲に掩 はるるな り。 日 は 、必ず 月と 會す. 月と 日と. 一 几 ふと 

き は日烛 あり •、 會 すと 雖も尤 はざる とき は 日食せ ず。 其の 交 を 加へ 去る 處， 唇 家推箅 

して 以て 之れ を定 む， 定數 あり。 

師曰 はく、 日 は 太陽の 至 精 光明 せんに 盛に して 常に 盈 つる を 以て. 君 父-夫 兄 * 中國 

學八 犬 地  九 一 


(ご OS の 

許 s»、  ^7 

の l£K な SMS 

せ，.' もの、 木 
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の 象と 爲し， 人に 於て は 元 氣と爲 す。 故に 能-、 周流^ 轉 十れば， 乃ち 其の 德 光明に し- 

て 通ぜ ざるな し。  其の 周流：^ 轉 差へば 乃ち 光明 遍 ねからず。 凡そ ：n 月 は 1K 地 を W て體 

と爲 し- 陰陽 を 以て 極と 爲十。 故に 其の 運行 未だ 嘗て 此の 如くなら ずん ば あらず。 是 

れ 乃ち 自然の 形勢な り。 人の 君 父 夫 兄 此の 象に 法り て 日用 葬 倫の 道と 爲す とき は、 其 

, ら  かたよ 

の 間 光明に して 味から ず， 周流して 偏らず。 理 以て 之れ を詳 にし、 法 以て 之れ を 正し- 

知 以て 之れ を 明かに して、 其の 事物 全く 亨る。 

月 

師 曰 はく、 月 は 太陰の 精な り、 -大 地の 間 は積氣 にして、 其の 陰 精 を 月と 爲ォ。 故に 

月 太虚に 升れば 乃ち 人物の 氣是れ 重く 沉む。 其の 精 は 本と 水な り。 萬 物の 質 形 ある も 

月 は 其の 主長たり。 


の 悉く 地に 屬 して ■ 

■ 一 一  > 

ザつ もん  けつ 

師曰 はく、 說 文に 曰 はく、 「月 は闕 なり、 陰 は 陽に 杭すべからず * 臣は君 を 敵」 - 十べ 

からず、 故に 文に 於て 闕は 月たり、 其の 闕の時 多き を 以てな り」 と。 愚 謂へ、？、、 月 

叉 霞 形の 一一 一一：： ふべき なく、 唯 だ 陰の 精に して、 祸ほ 水の 淸，： ：： の ごとく， 這 裏 能 光 や.' 

容れ て， 此の ー圑の 光明 を爲 すなり。 


.  師曰 はく、 月に 弦望晦 湖の 名 あり。 月は皎 紫な りと 雖も虚 にして 光な く、 自ら 照す！ 

こ， V 能 はず、 必ず 日の 光 を 受けて 後に 明 生ず。 其の 盈^す る や、 日光 を受 くるの 多少， 

(二)  よみが へ  I  I 

(一一) 後 J8 の を 以てす。 釋 名に 曰 はく、  r 朔は 蘇るな り j。 說 文に 曰 はく、 「月 は 一 日に 始めて 蘇る ュ 

照の 著、 字  さく  f 一一 一) ,  一 

は ^ 訓話せ る 故に 月 初の 一 曰 を 朔と爲 す」。 虞 書の 正義に 曰 はく、 「朔 は盡 なり、 萬 物 此に盡 き、 蘇 一 

( ：  > 喜 正 ま  i む 

Ir^gQ 孔安 りて 復た 生ずるな り」 と。 是れ 月明 蘇生の 日、 故に 1 日 を 朔と爲 す。 初 七 八日に 至り 

H!c- 傳、 唐の  め、 

^^^^^^ 其の 明 正に 半ばに して 弓の 張れる が 如き、 之れ を 上弦と 謂 ひ、 十五 日に 至り、 其の 明 

■ 正に 滿ち、 日月 正に 東西に 對 して 相 望む、 之れ を 望と 謂 ひ、 二十 三 四 (日) に 至り、 僅 一 

に 半 明を存 して 明 漸く 減じ、 弓の 弛める が 如き、 之れ を 下弦と 謂 ひ、 廿九 三十日に 至： 

すべ 

り、 H 月相 會し、 月光 都て 盡く、 之れ を 晦と謂 ふ。 晦は 明なら ざるな り、 月は盡 な. 

二れ 皆 日光 を受 くるに 因って 此の 名 あり。 凡そ 日に 近き とき は 其の 光微 なり、 日に 遠 i 

のち  ひ- 

きとき は 其の 光明 かなり。 朔の 後日 西に 在れば 明 西に 生じ、 望の 後日 東に 在れば 明 東 一 

に 存 す。 

師曰 はく、 古今の 人 皆 謂へ らく、 月の 盈膨は 蓋し 人の： in の觀る 所の 者 を 以て 言 ふ。 

nr の體 は、 其の 日 を 遡 ふる 者 常に 盈ちて 齢く るの 時な し。 日月の 行る 所 高低 あり、 下 一 

^學八 天地  九 一一 一 


(一) £x 


<J せナ 全 

C ヒに 出， つ 


山 鹿 語類 卷第 四十  九 TO: 

の HT を 觀る所 差 あり： 故に 消長 盈^ あるな り。 其の 望に當 り て や、 人 其の 滿月 を觀 

る。 是れ 日月 相對 して 人中 間に 在れば たり。 其の 晦に 及ぶ や、 日 は 月の 上に 在り、 月 

^上に 向って 盈っ、 下より して 觀る者 悉く 其の 明 を 見ず。 故に 全く 膨 くと 爲す。 其の 

かた t ら 

朔 弦に 及びて は、 日 は 月の 側に 在り、 其の 明 傍に 向って 盈っ。 故に 未だ 見えざる を朔 

L- 曰 ひ、 半： g を 弦と 曰 ふなり。 是れ 日月 は 端末な く盈膨 なくして、 唯 だ 自然の 運行 周 

^のみ。 其の 消長 盈虚は 人 以て 之れ を 論ずるな り。 先 儒 月 を 論ずる に旣に 此の 說 あり。 

ナ . 各.' 

此の 說 あり。 

師曰 はく、 月の 轉は皆 日に 附す、 是れ 水火 相ぜ はざる なり。 凡そ 月 は 日に 近づき 

て は 乃ち 遠ざかり、 曰に 遠ざかりて は 乃ち 近づく。 是れ水 は 火の 氣に附 きて 昇り 去る 

も * 然れ ども 其の 質 陰な り、 故に 會 へば M ち 退き 小、 -る。 陰陽 升 降 は 自然の 道に して、 

4.^ も 造作 を假ら ず。 

師曰 はく、 月 道と 日 道と 異ならず、 只 だ 月 道 は 至って 地に 近し。 故に 其の 道濶 きが 

如し。 然れ ども 黄道の 裏な り。 

師曰 はく.  nr の 貪 ある 者 は.' 邵子曰 はく、 「日月 相 貪 十る は數の 交な"。 日、 月 を 望 


二-一)  ，  > 

めば 則ち 月食す」 と。 朱 子 曰 はく T 曆 家に 之れ を 暗 虛と謂 ふ。 至 明の 中に 嗜虚 あり 

其の 暗 至って 微 なり、 望の 時 は 月 は 之れ と 正に 對 して 分 毫の相 差 ふこと なし。 月暗虚 

の 爲に射 はる、 故に 食す」 と。 愚 謂へ らく、 日蝕 は 日月 相會 するな り。 月 独 は 先 11 皆 

曰 はく、 「日 は 火な リ、 其の 精、 內 暗く 外 明かな り、 故に 相對 して 月 暗 虛の爲 に 射 はる 

るな り。 其の 道 經緯相 同じければ 乃ち 食す、 經緯 同じから ざれば 乃ち 相 會し相 望む も 

亦 食せ ず」 と。 此の 說 未だ 然ら ず， 只 だ 曰 月相 望みて、 地 其の 中に 間れば 0: 食 十。 容 

<五) 

齋の洪 氏 曰 はく 、「曆 家に 日月の 貪 を 論ずる こと、 漢の 太初より 定まる」 と 

師曰 はく- 月 は 日の 照を禀 けて 以て 光を爲 し， 其の 盈 つる こと 極まれば 必ず 缺く。 

臣チ后 妾 夷狄の 應と爲 て。 故に 日に 近づく とき は 暗く、 日に 遠ざかる とき は 明かな り „ 

日と 道 を 同じう すれば 乃ち 或は 日蝕 月敏 す、 是れ臣 子 后 妾 日用 平生の 道な り。 臣子は 

かか 

君 父 を 離るべからず、 或は 近づき 或は 遠ざかりて、 猶ほ月 は 日に 麗 りて 遠近す るが ご 

とし。 臣子君 父に 近づけば 敬 怠り 且つ 狎る、 故に 其の 知喑 し。 君 父 は 上に 尊く 臣子下 

に 卑し；、 禮節 恭敬 以て 正しければ 上下 明かな り。 猶ほ 日の 書 一 を 照らし 用の 夜 を 照ら 

+ん： a  なみ  r, 

すが ごとし。 臣子威 を 專らに すれば， 乃ち 潜^して 君 父 を 無 十.。 是れ猶 ほ 月， の 日 を ift 

S 學八 大地  五. 
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ふが ごとくし。 上下 相 隔たりて 相 望む と雖 も、 臣子 直に 君 父に 對 十れば、 乃ち 必ず 其 

の 身 を 剋す。 是れ猶 ほ 日の 月 を 射 ふが ごとし。 君子 は 故に 日 Iw- の 食に 於て 過 を 改め 變 

を懼 る。 是れ 1K 文 を 以て 效を 我れ に 切に 十。 

星お  , 

師曰 はく、 星 は 1K の 積 氣結聚 して 這の 形象 を爲 し、 に 光明 かにして 息まず， 其の 

卞日生 を 以て 十。 是れ 陽の 餘精 にして、 五行に 於て は 木に 馬す。 其の 大小 練密 は、 或 

は 遠近 あり 或は 大小 ありて 各- 一 ならず。 釋 名に 曰 はく、 「星 は 散な り、 言 ふこ ころ は 

列 位 布 散 十るな り」 と。 愚 謂へ らく、 星な きを- R と 謂 ふ。 -大は 唯 だ 積氣、 其の 中 問に 

星宿 相結聚 して 圍を爲 す、 自然の 形勢な り。 猞ほ地 は是れ  一 M の 潮水に して、 其の 裏 

面に 州國 山野 あり て、 潮水の 中に 拔け 出づ るが ごとし。 

師曰 はく、 1K は 形な し、 星宿 を 以て 其の 形體を 論ず。 日月 五 星 も 亦 夭 の 積氣ニ 五の 

精に して、 運轉 定まらず。 只 だ恆星 其の 座 を 定めて 違へ ず、 故に 上大を il ずるに は、 

南北 極 サ八星 を 指し- 以て 論說 し來 るな り。 凡そ 星宿の 列 位， 拱 向 だ嚴 にして 紊れ 

ず、 摘 ほ 朝：^ の宫 位相 立ちて、 君臣の 等差 違 はざる がごと し。 犬 人 合一 の理 尤も 疑 ふ 


< 二)  ST: の 名、 

天 を 主 する 

神と いはる 

(一一 一) 北極星 

も 中心として 

e: 方 各- SI 十 

度、 郎ち K 徑 

八十 度の 中間 

も 云 ふ 

(10 瓜の 種 

キの集 まると 

*J ろの 中心 


\ 力らず 

師曰 はく、 南北の 二 極は數 星の 樞紐 なり。 朱 子 曰 はく、 「天 は圓 にして 動いて 地の 外 

を 包む。 地 は 方に して 靜 なり、 天の 中に 處る。 故に 天の 形 半ば は 地上 を 覆 ひ 半ば は 地 

下を繞 り、 左旋 して 息まず。 其の 樞紐 動かざる の處 は、 則ち 南北 極と 爲す。 之れ を 極 

と 謂 ふ は、 猜 ほ屋脊 之れ を屋 極と 謂 ふが ごとし。 然して 南極 低れ て 地に 入る こと 三十 

六 度、 故に 周囘 七十 二度、 常に 隱れて 見えず。 北極 は 高く 地 を 出づる こと 三十 六 度、 

まさ 

故に 周囘 七十 一 一度、 常に 見えて 隱れ ず。 北極の 星、 正に 常に 見えて 隱れ ず、 して、 七十 一 一 

こ， SP ふ V 

度の 中に 在り、 常に 其の 所に 居て 動かず。 其の 傍 は 則ち 諸 星 天に 隨 ひて 左 旋し、 更> 

迭に隱 見す。 皆環繞 して 歸 向す るが 若し。 此れ を 知る とき は 天 樞の說 を 知るな り」 と。 

叉 曰 はく、 「史 記に 載す、 北極に 五 星 あり、 太 一 常に 中に 居る、 是れ極 星な り。 辰 は 星 

に 非ず， 只 だ是れ 中間の 界分 なり。 其の 極 星亦微 しく 動く も、 惟 だ 辰 は 動かず、 乃ち 

Ik- ま l^Q  、、へ C ご 二 ごと、，/  }'o 史 記の 天官 書に 、中宮 は 天極 sr 其の 一の g なる 者 は、 太 SSR 

ヲ ytt.^ ほ lib 一七 C こと 1」 と， >  1 の 常 居な. 5。 註に 云 ふ、 北極 其の gI-五、 紫 欲の 中に 在り。 禺ん酽 

へらく、 萬 物の 生成 皆樞 要の 相總 ぶる あり、 一箇の 微 器亦然 り。 是れ i 相 散 じて 相 

(巧ー 

ひや V ゑ  くわ べん さんち やう 

聚 まるの 地な り。 人の 頂に 百會 あり、 腹に 臍 穴 あり， 瓜 瓣の攢 頂、 車輪の 中軸 皆是れ 
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九 七 一 


-a)  MIKK 


(二)  》び搴 

やる の 意 


-<;■;〕 七い-に 

問 じ、 asv-u 

H と 五«: もい 

fE)  W め « 


： 鹿 語 频卷第 四十  ，  九べ 

極と 謂 ふ。 此の 兩極 是れ中 

て、 ffi 

環して 管 中 を 出で ず。 名 づけて 鈕 星と 曰 ふ 者 は是れ なり。 其の 旋轉 太だ密 なりと 雖も， 

列 宿 各-其の 座に 居て、 旋轉 して 止まらず、 


なり。 積 氣の精 は 南北の 兩 端に 聚 まる、 之れ を 南極 

軸. 瓜瓣. 百會. -1 穴な り。 衡管を 以て 之れ を 窺 ふに、 北極の 旋轉 最も 密に 


其の 度数 叉 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 な. 

(二 ) 

南北 極 其の 所に 居て、 衆 星 之れ を 拱す。 

師曰 はく、 北極 七十 二度の 間 を 紫 微宮と 曰 ふ。 三 垣の^ 垣、 紫微 垣是れ なり。 上 M 

あり、 太微 垣と 曰 ふ。 下 垣 あり， 天 市 垣と 曰 ふ。 先 儒の 所謂 中お 一なる 者 は！ K 子の 大內 

なり。 上お 一は 治 朝な り、 下お 一は 市な り、 國中を 兼ぬ。 凡そ 國の中 を 建てて 王宮 を爲 る、 

朝 を 前にして 市 を 後に す。 蓋し 諸れ を 三 垣に 本づ くるな り 。 故に 大帝 • 1:^  . 太子. 庶 

子 皆 象 を 紫微に 列す。 總 ベて 大內に 居るな り。 愚 謂へ らく、 紫微ぉ 一七 十二 度の 間は是 

れ 犬の 小成な り。 星 M の度數 悉く 這 裏に 出づ。 故に 北極 五 星 は 位 を 中央に 定め、 火 

帝 二  1"宮* 太子. 庶子 は天柩 なり、 四輔 以て 之れ を 佐け、 上宰. 少尉 兩 ながら 相對 し， 

(三) 

北 斗の 七 宿 其の 末に 居る、 是れ七 政の 柩， 陰陽の 本元な り。 故に 天の 中 を 運り て 四方 

に 臨 制し、 以て 四時 を 建てて 五行 を 均しう す。 一は 天 を 主り、 二 は 地 を 主り、 三 は 火 


s 又廿 II 

si* いふ。 

一 年 を 毎 H:  二 

おにて 二十 四 

に 分て るな り。 

例 へ ば 立春 • 

雨水 • 啓蟄 . 

春分^の ごと 

し 

(六) すぼし。 

東方の 以下 

iwKK 名な h- 


(七) た そが 

れ そむる 頃の 


を 主り、 四 は 水 を 主り、 五 は 土 を 主り、 六 は 木 を 主り、 七 は 金 を 主る。 第 七を搖 光と 

曰 ひ、 極 を 去る こと 三十 六 度な り。 紫微垣 • 中宮の 間 は 常に 見 はれて 隱れ ず、 廿八宿 

の 列 星出沒 して 定まる ことなき も. 亦 中宮 を 以て 之れ を考 ふれば、 乃ち 其の 隱 るる 所 

亦兑 るべ し。 

師曰 はく、 星宿の 度 數を考 ふるに 廿八宿 を 以てす、 是れ廿 四 節に 因って 昏曉の 中 星 

を 正す に、 這の 廿八 宿相當 りて 更に 亂道 差違な し。 人 以て 之れ を 見る に 易 かるべし。 

くわん ぜぅ  f.K 一 

其の 星宿 は 天の 體を 環遶 して、 角より 繁に 至りて、 東方 蒼 星の 七 宿を爲 し、 斗 より 

み ぼし  ひきつ bit 

壁 に 至る は、 南方 朱 雀の 七 宿、 奎 より 參 に 至る は 西方 白 虎の 七 宿、 井 より 松 

なまめ ほし  とかき ぼし からすき ぼし  ちちり ぼし みつうち ぽし 

に 至る は、 北方 玄武の 七 宿。 東方 は 龍 形、 西方 は 虎 形、 皆 首 を 南に して 尾 を 北に す。 

南方 は 鳥 形、 北方 は龜 形、 皆 首 を 西に して 尾 を 東に 十。 廿八 宿を觀 るに は、 毎に 日 入 

後の 初昏 より、 將に且 ならん として 天 未だ 明けざる の 前に 至り、 轉じ 去り 轉じ來 りて- 

約 二十 餘星 あり、 常に 見るべし。 八 宿の 太陽の 前後に 在る 者 は 見るべからず。 曰 入り 

(七)  あした 

て 初めて 昏く、 日の 以前に 在る が 如き 者 は 皆 見るべからず。 將に旦 ならん として 日の 

後に 在る 者 も- 亦昆 るべ からず。 凡そ 二十 八 宿 皆是れ 光明 的に して、 其の 餘の從 星 は 

學八 天地  九九 
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黄 的 あり 黑的 ありて：：？ じからず。  .  . 

£ る やか 

師曰 はく、 五 星 は 五行の 精な り。 其の 行度舒 なる あり 速なる あり。 漢の 天文 志に 

にい V い  (おわ，、  =5  § 

歳星 を 東方 春 木と 曰 ひ、 熒惑を 南方 夏 火と 曰 ひ、 太白 を 西方 秋 金と 闩ひ、 星 を 北方 

き , 

冬 水と 曰 ひ、 填 3!! を 中央 季 .PS- 土と 曰 ふ、 是れ たり。 朱 子 曰 はく、 「五 星の €1 各 ~ 異なり- 

其の 色を觀 ると き は、 金 木 水火 土の 名辨 ずべ し。 衆 星 は 光芒 閃 傑し、 五 は獨り 此の 

如くなら ず」 と。 愚 謂へ らく、 五 星 を 五 緯と曰 ひ、 日月と S: じく 緯道を 行 なり。 U 

八 宿は恆 星の 五行 相顯 はるるな り。 五 星 は 時 令の 吉凶に 因って 其の 形象 を 兌 はす。 是 

の 時 五行の 積 氣を變 じて、 其の 精 相 見 はるるな り。 金 水 は 日に 附 いて 行る * 之お を輔 

星と 謂 ひ、 一 歲 一周 1K す。 火星 は 二 歳に 周 天、 木星 は歲 ごとに 一次 を 易へ、 十二 歲に 

して 周. 大十。 土を塡 星と 曰 ひ、 廿八歲 にして 周 天す。 其の 盈縮 する や、 日に 近くして 

疾く、 日に 遠くして 遲し。 日 を 去る こと 極 遠に して 勢盡 きて 留まる。 此れ 其の 大略な 

り。 五 星 は 常に 大に 在り、 或は 日に 近づきて 晝見 はる、 故に 常に 見 はれざる が 如し。 

是れ 日月の 道 を 行れば なり。 

師曰 はく、 卄八宿 列 星の 度 を 經と曰 ふ、 故に 廿八 宿を經 星と 曰 ひ、 H 月 五 星の 度 を 


(六) 一 本、 

「幾 角度」 に 

作る 

〔七) 宋代欽 

縣の 人、 字 は 

S. 名 は 雲 

龍、 元に 及び 

て 仕へ す、 終 

身 天文 を 研究 

して、 一家 を 

«3 す、 天原發 

微： i 卷を著 は 

す。 前 出 二 一 

頁の 魯齋の 鮑 

氏 *- この 人 か 


(八) 廿八宿 

中の « 座の 名 

確 


縛と 曰 ふ、 故に 日月 五 星を緯 星と 曰 ふ、 是れ 天 に經緯 あり、 以て 陰陽 相 合する、 叉. a 

然の 道な り。  、 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「辰 は 天 の壤 なり、 一辰 毎に 各.' 幾く の 度 あり。 謂 ふに 日月 

が 角の 幾く の 度に 宿す るが 如く なれば、 卽ち 宿す る 所の 處を 辰と 爲 す」。 鮑 氏 曰 はく， 

「辰 は 天の 體， 故に 天壌と 曰 ふ。 亦 猜ほ土 は 地の 體 なる がごと し」 と。 愚 謂へ らく、 

無 星の 處是れ を 辰と 曰 ふ、 是れ 乃ち 天な り。 唯 だ 大と曰 ふとき は廣 くして 定 なし、 故 

に 星 K と 曰 ひて 以て 天 の您 體を擧 ぐるな り。 

かすか  あら は 

師曰 はく、 經 星に は徵 なる あり 著なる あり。 凡そ 萬 有 一 千 五 百 二十、 列居錯 時して 

悉く 地の 州國 人物に 應ず、 庶物靈 蠢皆命 を 係く る こと を 得て、 治國平 天下の 用、 齊家 

修身の 道、 其の 事理 祭 然として 天 に 明に、 上 は 乃ち 下に 應じ、 下 は 乃ち 上に 法る、 是 

れ 1K 地の 陰陽 自然の 道、 聖人の 仰いで "天 を觀、 俯して 地 を觀， 遂に 人物の 象 を 取りて、 

法 を 萬 世に 垂 るる 所な り。 

河 漢 

師曰 はく、 晉の犬 文 志に、 「天 漢は 東方より 起り、 尾. 箕の間 を經、 之れ を 漢津と 謂 

聖學八 天地  一 〇 一 


に S 二な 割 X が 代， 
出 八 り 。  "4； にじ 
づ ' て廿 #i  、 
齊 S 後ナ C 八 全: ！； 

出 る ？ S  土 文 SW) 
jii    一  » 1- *,  'it  ： に. 


(1) H-oa 

ニー)  WSK 

K のん、 は 

チのsgを^i^り 

て； を 作 

る， 文 まり 


顯 

購 

(五. - 大地の 

あくび もい ふ 

(六) 

に 出 づ。 « し 

IS 典 は 「一入の 

«« 怒る：：」 

1J あり 

(七」 抑 子 全 

1^^ 外 <M 下に 

出づ 

f へ) 朱 子 a 

le せ •： に出づ 


山 鹿 語類 卷第 四十  一 〇 二 

ひ、 乃ち 分けて 二道と 爲す、 天津の 下に 至りて 南 道に 合し • 乃ち 西南に 行き、 七星の 

南に 至りて 沒 す」。 楊 泉 曰 はく、 「漢は 水の 精な り、 氣發 して 升り， 精華 浮上し 宛轉し 

て 流る、 名 づけて 天河と 曰 ひ、 一 に 天漢と 曰 ふ」。 史 記の！ K 官 書に 曰 はく、  r 漢は 金の 

散氣、 其の 本 は 曰 はく 水な り」 と。 愚 謂へ らく、 河漢 は金氣 の相聚 まれる ものな り。 

:u 月 は 火水な り、 星辰 は 土木な り。 河漢は 南北 極の 傍に 帶の ごとく 橫 はり、 唯 だ 共の 

白 氣相昆 えて、 其の 形の 定 むべき なし。 是 れ金氣 沈みて 伏すな り。 金 は 水 を 生ず、 故 

に 水の 精と 曰 ふ も 亦 可な り。 古人 曰 はく、 「天河と 黄河と 相 通ず」 と。 豈 其れ 然 らん や。 

黄河 は 中華の 河な り、 天河 は 天に 在りて 地より 皆 之れ を 見る。 何ぞ 必ずしも 中華に 限 

fill) 

らん や。 若し 分野の 說を 以て 十る とき は、 又 這の 說 あるか。 

風 雲 

(Bn  02  あいき  f 六 1 

師曰 はく、 莊子曰 はく、 「大 塊の 噫氣， 其の 名 を 風と 爲す」 と。 淮南 子に 曰 はく、 RK 

地の 氣 怒る を 風と 爲す」 と。 邵子曰 はく T 電は 火に 生ず、 (電 は) 風と 同じく 陽の 極た 

り， 故に 電 あれば 必ず 風 あり」 と。 朱 子 曰 はく、 「風 は 只 だ "大の 如く 相似て、 住まらず 

して 旋轉 十、 今 此の 處風 なき は、 蓋し 或は 旋 つて 那邊に 在り、 或は 旋 つて 上面に 在る- 


か、 都て 知るべからず。 夏に 南風 多く 冬 北風 多き が 如き も、 此れ 亦 見るべし」 と。 張： 

(九) KK: ナ全 子 曰 はく， 「陽の 外に 在る 者 入る を 得ざる とき は、 周旋 舍 まらず して 虱と 爲る 一と。 愚. 

害 卷ニ， 正お  . 

a 謂へ らく， 天 地 各. - 這の 氣 あり、 流行 循環して 舍 まらず、 此の 氣 陰の 爲に 迫られ 以て- _ 

風 を 生ず。 故に 風 は 陽な り、 能く 萬 物 を 燥 かす。 風は氣 なり、 能く 萬 物 を 潤 ほす。 天 一 

しぱら  ちち  一 

地の 氣は猶 ほ 人の 呼吸の 氣息 あるが ごとく、 少 くも 間斷 なし。 若し 口 を 跑め唇 を 閉ぢー 

て氣を 吹かば、 乃ち 風と 爲る。 天地の 氣 流行して 息まず、 或は 地形に 因り、 或は 氣候， 

に 因りて、 逼迫せられ 吹いて 風と 爲る。 凡そ 氣は 必ず 寒 陰の 爲に 閉ざされて 其の 形 を- 

生ず、 物 を 以て 之れ を 扇げば 風 乃ち 生ずる の 類な り。 其の 南北 東西 ある 底 は、 時候 及： 

び 地形に 因るな り。  一 

(一 0) 

りく でん 

no)  i 木 代、 師曰 はく- 陸 個 云 ふ、 「雲 は地氣 上りて 雲と 爲り、 天氣 下りて 雨と 爲る。 雨 は地氣 に. 

越 州 1 陰の 人、  一 

出で、 雲 は 天氣に 出づ」 と。 張 氏が 衍義に 曰 はく、 「木の 氣 蒸す とき は 雲と 爲る」 と。 ； 

愚 謂へ らく、 地氣 人物の 氣 E に 輕く揚 り、 寒 陰の 爲に 閉ざされて 乃ち 雲と 爲る。 雲の 

る。 均 雅の著 

あ"  體 其の 色 定まらず， 近き とき は 雨 を 含みて 艨 朧 たり、 故に 其の 色黑 し。 其の 氣 雨と 爲. 

れば 乃ち 雲 自ら 消 ゆ。 其の 間叉輕 揚の氣 高く 昇りて 雲と 爲る。 其の 色 は 白く、 或は 日り 
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二)  w ナ全 

1«« 六、 18 物 

外！！ 下に 出づ 


,,:<» 子 之 

」 出づ 
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色 を帶び 天色に 映 じ、 以て 五色の 變 あり、 千 態萬狀 なり。 叉 陰 寒に 因り 相 化す、 陰 消 

十れば 雲聚 結せ ず、 陰 長 ずれば 雲聚 結して 奇形 あり。 先 儒 曰 はく 、「山の 體は 陽な り、 

夭氣に 通じ 雲 を 出す、 潤 ほひて 以て 雨 を 成せば、 乃ち 陽 中の 陰な り。 海の 體は 陰な り、 

地氣に 通じ 雲 を 出す * 紅 赤に して 以て 風 を 成せば、 乃ち 陰 中の 陽な り。 是の 故に 山に 

近き とき は黑雲 あり、 海に 臨む とき は 常に 赤氣 あり」 と。 

雨露 霜雪 1^ 奚 S 氷 

師曰 はく、 字書に 曰 はく- 「水 蒸して 雲と 爲り、 降って 雨と 爲る」 と。 說 文に、 「水 

雲に 從 ひて 下るな り， 一 と。 邵子曰 はく、 「雨 は 水に 生ず」 と。 程 子 曰 はく、 「雲 は 陰陽 

あ ひたく は  い Vi な 

の氣 なり、 ニ氣交 はりて 和 するとき は相畜 ふること 周ね くして 雨と 成る。 陽唱 ひて 陰 

和す る は 順な り、 故に 和す。 若し 陰、 陽に 先だって 唱 ふが 若き は 順なら ざるな り、 故 

.If な ひ 

に 和せ ず。 和せ ざると き は 雨と 成る 能 はず」 と。 叉 曰 はく 、「凡そ 雨 は 陽の 唱に 順へば 

(二)  はんそう 

乃ち 成り、 陰の 唱 なれば 則ち 成らず」。 朱 子 曰 はく、 「雨 は鈑 瓶の 蔬 あるが 如く、 其の 

氣 して 汗 下りて 淋 i?C たれば 則ち 雨と 爲り、 鈑甑の^！^せざるが如くなれば、 其の 氣 

散 じて 收 まらず *  W ち fsS と爲 る」 と。 愚 謂へ らく， 雨 は地氣 昇る の 間 水 自ら 相隨 ひて， 


(H) 邵子全 

書 卷六， 觀物 

外篇 下に 出づ 

S 朱 子 語 

卷 二に 出 づ 

(五) この 問 

答、 朱 子 語類 

卷百、 邵子之 

書 の條 に出づ 

(六) 二 程 語 

錄卷十 一 に 出 

づ 


寒 陰の 爲に 閉ざされ、 水聚 まりて 雨と 爲る なり。 氣は 陽， 水 は 陰な り。 陰陽 相從 ひて 

更に 支 離せず、 水火 相 射 はず、 故に 氣 昇れば 乃ち 水 共に 上る。 寒 陰の 爲に 閉ざされ ざ 

れば、 乃ち 散 じ 去る。 閉ざさ るるとき は氣 雲と 成りて 雨 を 降す、 雨 大いに 降れば 乃ち 

氣散じ 雲 消 ゆ。 雨 降る の 後 は 雲 必ず 開く、 是れ 雲の 雨と 成りて 去る、 故に 雨 大いに 降 

れば雲 自ら 消 ゆるな り。 ^概 の蕴 ある は、 陰是れ 閉ざすな り、 斤 下りて 淋漓す。 飯 傲 

の せざる は 陰 閉ざさざる なり、 其の 氣散 じて 收 まらざる、 是れ なり。 冬 は 陰、 地 を 

閉ざす が 故に 氣蒸靈 せず して 雨少 く、 夏 は 陰 消 じ 陽 長ず るが 故に 氣散 じて 聚 まらず， 

雨 叉 少し。 春秋 は氣蒸 1- して、 寒 陰 中 を 閉ざす が 故に 雨 多し。 

(一-一) 

師. 曰 はく、 字書に 曰 はく、 「夜氣 露と 爲る」 と。 邵子曰 はく、 「露 は 土に 生ず」 と。 

朱 子 曰 はく 、「古人 露 は 是れ星 月の 氣と說 くも、 然ら ず。 今 高山の 頂上 晴 るると 雖も亦 

露な し、 露 は 只 だ是れ 下より 上に 蒸す」 と。 或 ひと 問 ふ、 「伊川 曰 はく、 『露 は 是れ金 

の氣』 と。 如何」。 朱 子 曰 はく、 「露 は 自ら 是れ 淸肅 (底) の氣 (象) あり、 古語に 云 ふ、 

『露 結んで 霜と 爲る』 と。 今 之れ を觀 るに 誠に 是 なり。 然れ ども 露 氣と霜 氣とは 同じ 

-n る  から 

からず、 露 は 能く 物を滋 ほして、 霜 は (能く) 物 を 殺す。 雪と 霜と も 亦 異なる こと あり „ 

子 八 天地  • ー〇 五 


m 鹿 語類 卷第 四十  - 一 〇 六 

霜 は 能く 物 を 殺して * 雪 は 物 を 殺さず。 雨と 露と 同じから ず。 雨 氣は昏 くして、 tsBf 

は淸 し。 露と 霧と も 同じから ず。 露 氣は肅 にして、 霧 氣は昏 なり」 と。 愚 謂へ らく、 

地 氣髙く 昇れば 雲と 爲り雨 を 降す、 地氣 高く 3 升ら ざれば- 乃ち 霧と 爲 りて 露 を 降す。 

草木 露 を 含む 者 は、 氣 以て 水 露 を來ら 十な り。 凡そ 露 は 夏 秋 以て 多し， 是れ陰 未だ 氣 

を 閉ざさず、 故に 雨と 爲ら ずして 露 を 成すな り。 

^^^:M 師曰 はく、 霜 は 字書に 曰 はく、 「凝 露な り」 と。 朱 子 曰 はく、 「霜 は 只 だ 是れ露 結ん 

で 成るな り」 と。 愚 謂へ らく、 先 儒 皆 曰 はく、 「露 結んで 霜と 爲る」 と。 是れ露 塞の 爲 

に 結ばれて 霜と 爲る となり、 太 だ 未だ 然ら ず。 地氣 昇り 上りて 寒 陰の 爲に歷 はるれば" 

乃ち 其の 形 結び 降って 霜と 爲る なり。 霜 は 地上に 氷らず、 霧 降る の 間に 結ばる るな り. 

故に 霜 も 又 降るな り。 

(-」 師曰 はく、 雪 は 大戴禮 に 曰 はく， 「大地の 積陰溫 なるとき は 雨と 爲り、 寒なる とき 

代、 l^irfs 代  ナ，  r, .< し 

^^^3 は 雪と 爲る」 と。 釋 名に 曰 はく、 「雪 は 緩な り、 水 下って 寒 氣に遇 ひ、 凝って！^々 然 た.， 

r-.J  i るな り」。 朱 子 曰 はく、 「雪 は 只 だ 是れ雨 結ばれて 成る」 と。 愚 謂へ らく、 雪 は 本と 雨 

isss-:- に出づ 

なり、 寒空に 甚 しきに 緣 つて、 風 結して 雪と 爲る、 故に 雪 は 陰の^と 爲す。 雪 は 本と 


(£) 火 戴 K 

記 補注 卷五、 

ほ +  に 出 

づ 

(五) 原典 は 

「陽 氣， M れに 

せま 

^りて 相 人れ 

IVJ ると き は」 

と あり 

(六) 昭公 n 

年の 條に r 聖 

人 上に 在す と 

き は なし、 

有りと » も 

も ほ-さす：： 

則ち 冬に 陽 

なく  _A に 伏^ 

なく、 ：： 舊 

する SS3 なく 

云々」 の 引 ffl 

なるべし 

(七) 二 程 語 

類卷十 一 に 出 

づ、 伊川の 語 

なり、 蓋の 字 

「乃 是」 と あ 

(_o  0M 

(九) 朱 子 語 

卷 二に 出，. つ 


雨な り、 故に 叉 能く 物 を 潤 ほして 物 を 殺さず、 且つ 陰 太 だ 盛に して  >  其の 間 陽 を 含む 

の 謂な り。 

もられ  ， (ran 

師曰 はく、  I ^は 大戴禮 に 曰 ふ 、「曾 子の 曰 はく、 陽の 專氣 霰と 爲る」 と。 蓋し (註に) 

「盛 陰の 氣 雨水に あるとき は、 凝滞して 雪と 爲る。 陽氣掉 つて 之れ を 脅して 相 入れ ざ 

ると き は、 消散して 下り、 氷る に 因って 霰と 爲る」 と。 愚 謂へ らく、 載 は 雪 粒な り。 

高 雲 雨 を 降らし、 寒の 爲に 結ばれて 雪と る、 其の 間 陽 氣相搏 つて 消散し， 粒 を 結ん 

で 下るな り。 

師曰 はく、 霍は雨 雪雜り 下るな り。 盛 陰なら ず 陽相搏 つの 時， 雨 雪 以て 下る こと あ 

るな り。 

ひょう  (丄ハ)  》 ん やう  ふくいん 

師曰 はく、 雹 は 雨氷な り。 左 傳に曰 ふ、 「凡そ 霍は皆 冬の 想 陽、 夏の 伏 陰な り」。 睦 

佃 云 はく 、「陽、 陰 を 散 じて 霞と 爲り、 陰、 陽 を 包めば 霍と爲 る、 形 半珠に 似たり。 其 

の 粒 皆 三 出、 雪 は 六 出に して 華 を 成し、 雹 は 三 出に して 實を 成す」 と。 程 子 曰 はく. 

ーセ「 一 S は 陰陽 相搏 つの 氣、 蓋し 沴氣 なり。 聖人 上に 在れば 雹な し、 有りと 雖も災 を爲さ 

ず」 と。 朱 子 曰 はく"、 T 伊川の 說 く- 世間の 人說 いて、 I 锄は是 れ瑚蜴 fSf て？ I ば 曰？ 、に SI. 
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gt* 做す とす。 初め 恐らく は 是の理 なしと し、 看 来れば 亦 之れ あり。 只 だ 之れ を 全く 

是れ 蜥^の 做す と 謂 ふとき は、 則ち 不可なる のみ。 自ら 是れ 上面 結び 作して 成す 底 あ 

り」 と。 愚 謂へ らく、  は 龍 能く 水 を 揚げ、 其の 間 多く 山 谷の 積雪 堅 氷 あり、 以て 雨 

と 與に雜 はり 下るな り。 故に の 下る こと 多く 山澗の 近くに 在り、 或は 魚 を 降し、 或 

は 氷 を 降し、 積雪 堅 氷 降り 下る の 間、 陽 氣相搏 つ、 其の 形 W 丸の 如し。 皆 龍の 以て 水 

ち め 

を 揚げ、 其の 水 雨と 爲り、 雪 氷を揚 ぐれば、 乃ち 雹と 爲る なり。 

師曰 はく、 氷 は 水氣寒 陰の 爲に閉 結せられ て、 氷と 爲る なり。 陰 能く 物 を 閉ざす。 

水 は 形な しと 雖も 閉ざさ るれば 凝聚 して 形を爲 す。 精 水流 水 皆 氷る も、 只 だ 井中の 氣 

は 太 だ 厚き が 故に 閉ざされず。 是 れ地氣 一 穴に 出づれ ばな り。 凡そ 物 は 水 濕 あれば 乃 

ち 氷る、 是れ 水に 氣 あるな り。 

霧龍氣 虹霓 

(一 r  も うばう 

師曰 はく、 霧 は 字書に 「陰陽 亂れて iigii^ 氣と爲 りて 蒙 冒す、 地 を 覆 ふの 物な り」 

と。 又 曰 はく、 「地氣 上り 大 氣應ぜ ずして 霧と 成る」 と。 |?。 に 朱 子 曰 はく、 「天 氣 降り 

ib  ぼう  (二) 

て 地氣接 はらず んば雜 と爲 り、 地氣 叶り て 犬氣接 はら ずん ば I 矛 L- 爲 ろ」。 觀 物に 張チ 


E はく、 「土の 氣 升る とき は 霧と 爲る」 と。 愚 謂へ らく、 地氣 升り て 寒 陰の 爲に壓 が 

> つ ち 

れ、 蒙 冒と して 上る こと を 得ざる を 霧と 曰 ふ、 多く 夏 秋に 屬す。 是れ陰 寒中に 在る の 

時な り。 冬 は 陰 寒地 上 を 閉ざす、. 故に 氣 升る こと を 得ず、 唯 だ 夕陽 日 入る の 後 少陽搏 

つ、 故に 地氣 地上に 充 つる こと 三 四 尺、 渐 次に 壓 伏して 地上に 出づる こと 能 はず。 其 

の 地上に 出づ るの 氣は 忽ち 閉塞 せられて 氷と 爲り、 チ 1， 恰も 氷柱の 如し。 舂 も叉餘 

寒 ありて、 暮春の 氣猶ほ 末 秋の ごときと き は、 凡そ 地 氣恆に 升り て、 只 だ 陰陽の 消長 

に 因り、 數般の 模様 を爲 す、 皆 是れ氣 なり。 

師曰 まく、 雷 は 字書に 曰 ふ、 「日 旁の 彤雲」 と。 叉 曰 ふ、 一天の 客氣結 ぼれ、 暫爾に 

あか 11 

して 生じ、 暫爾 にして 滅す」 と。 愚 謂へ らく、 地氣寒 陰の 爲に壓 せられ、 旣に春 を 得 

て 氣稍ゃ 昇る、 且つ 叉 太陽 東に 出で， 地氣 升る こと を 得て 霞と 成りて 穀靆 たるな り。 

寒 陰 未だ 盛なら ざれば、 朝暮 必ず 地氣 昇りて 霞と 爲る。 夜に 及びて 陰 上 を 閉ざす が 故 

に 降下す る、 是れ 霧な り。 

師曰 はく、 氣は 雲の 若く して 雲に 非ず、 霧に 似て 霧に 非ず、 勢鬆 として 見るべき が 

Si し。 凡そ 霧 及び 霞 は皆氣 なり。 其の 間 森々 然として、 或は 直に 上り 或は 横に 亙る、 

«學 八 天地  一 〇 九 


(一) 虹の s 

fr 乙 朱ーナ 語 

W 卷 二に 出づ 

S 虹の a 


(EI)  ^出 六 

Moss? 


(五) 日 道， 

又黃 造に！？ じ 

(六) 0 &. 

* 代！ S 武の 人、 

.ゾ は 和叔。 禱 

# に 通じ、 明 

辯 S; 才、 世事 

に aaF し、 <i 

1^ 進み 1»を 

ie す。 二 « に 

g 事せ h。 多 

この fe 氏な 

もべ し 


師曰 はく、 虹 15^ は、 程 子の 曰 は 

f に 

子 曰 はく T 蝶蝶 は陰氣 薄く して 日氣見 はるるな 


山 鹿 語類 卷第 四十  一 一 〇 

是れ寒 陰 相 迫 り 、 山 谷 家屋 の 間に 突き 上って 其の 象 あるな り。 

にじ  あら 

「虹 は 陰陽 ニ氣の 交、 曰 を 映 じて 見 はる」 と。 張 

一一つ ありて- 其の 全く 見 はるる 者 

は、 是 れ陰氣 薄き 處， 全く 見 はれざる 者 は、 是れ 陰氣？ き 養な り」 と。 朱 子 曰 はく、 

0=) 

てい..，. う 

「资蟓 は 本と 是れ薄 雨、 HI の爲に 照らされて 影 を 成す、 然れ ども 亦 形 ありて 能く 水 を 

吸 ひ 酒 を 吸 ふ。 人家に 此れ あれば、 或は 妖を爲 し 或は 祥を爲 す」 と。 蔡 S3 曰 はく 、「陰 

あら 

陽 和せ ざれば 卽ち 此の 氣を 生ず。 虹 見 はれて 靑 赤の 色 ある は- 常に 陰 雲に 依りて 直、 

1 五 } 

にち し. 

日 衝に見 はる。 雲なければ 見 はれず. 太陰に も 見 はれず。 輙ち 日と 相互に 率 ひて、 以 

て 日 西 たれば 東方に 見 はる」 と。 邢氏曰 はく、 「虹雙 び 出で て色鮮 盛なる 者 を 雄と 爲 

す、 雄 を 虹と 曰 ふ。 暗き 者 を 雌と 爲十、 雌 を 蜆と 曰 ふ。 虹 は是れ 陰陽 交 兪の氣 なり。 

純 陰 純 陽なる とき は、 虹 見 はれず。 若し 雲 薄く して 日 を^し、 DZ 雨滴 を 照す とき は、 

則ち 虹 生ず 一 と。 愚 謂へ らく、 虹霓 は、 日 ® に 映ず るの 氣 なり。 日月の 傍氣相 映ず る 

を 粲と曰 ふ。 虹^も 亦 暈な り。 は 必ず 薄雲に 昆 はる。 日 或は 東 或は 西 なれば、 其の 

暈 横に 帶十、 是れ虾 なり。 其の 雙 出の 者 は 初 虹の 影な り。 故に 其の 0^ はるる こと 尤 


も 致 y 
w 献舍の 堂 5 
て閣 人^ は 
致 直に 《 そ 胡 
仕 港 進 、の 寅 
す士 み中號 ' 


八 七) 後？^ の 

都玄の 記 註 

に as  ^ 孔親 

連の 疏を 入れ 

れ る禮記 正義 

の：： C 令篇 のこ 

となるべし 

(八) 部 子 全 

<w 卷之 六、 皇 

國 世 外篇下 

に 出づ 


も 薄色な り。 日 天上に 在れば 乃ち 暈 上に 出で、 日 東西に 在れば、 乃ち 暈 橫に見 はる。 

若し 其の 遠き に 在りて 以て 之れ を 望まば、 猶ほ曰 傍の 暈の ごとくな らん。 薄雲 地氣以 

あした 

て 日に 相 映ず るな り、 故に 甚 寒の 間 は 虹霓な し。 古人 曰 はく、 「旦に 西に 見 はるる とき 

もら 

は 雨と 爲り、 暮に 東に la はるる とき は 雨 止む」 と。 皆 日の 陽氣を 受けて 成り 見 はるる 

なり 。 

雷 電 

師曰 はく、 易の 豫の卦 の 象に 曰 ふ、 「雷、 地 を 出で て 奮 ふ」 と。 程 子 曰 はく、 「雷 は 

陽 氣奮發 し， 陰陽 相 薄り て聲を 成すな り。 陽 初めは 地中に 潛閉 す、 其の 動に 及ぶ とき 

は 則ち 地 を 出で て 奮 震す るな り」。 孔 氏の 月 令 注に 曰 ふ、 Mi^it，£&5 船 S は、 乃 「雷 は是 

れ陽氣 の 聲將に 上らん として、 陰と 相衝 くな り」 と。 蔡 SS} 云 はく. 「季 冬に は 雷 地中 

に 在り、 孟春に は 地の 上に 動く。 此に 至って 升り て 天の下に 動いて、 其の 聲發揚 す」 

S  f.3  なんす 

と。 お 氏 曰 ふ、 「雷 は 石に 生ず」 と。 坎 堂の 胡 氏 曰 ふ、 「或 ひと 問 ふ、 『雷-筵 は 何 爲るも 

のぞ、 而 して 然る者 は 形 あるか、 祌 あるか』 と。 曰 はく、 『古人 未だ 之れ を 言 はず。 然 

れ ども 先達 大儒 亦 嘗て 其の 理を 明かに せり。 蓋し 大地の 間、 陰陽の 聚散 開 闔の爲 す 所 

聖學八 天地  1 一一 
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に 非ざる はなし、 神 を 以て 言 ふべ くして、 形 を 以て 論ずべ からず。 異端の 所謂 龍 車 • 

石斧 • 鬼 鼓 . 火 鞭 . 怪誕の 信じ 難き が 如きに 非ず。 故に 其の 言に 曰 ふ、 陰 氣凝聚 し * 

陽內に 在りて 出づる こと を 得ざる とき は、 奮擊 して 雷. と爲 ると。 聖人 復た 起る と雖 

も， 易 ふ 能 はざる なり。 凡そ 聲は 陽な り、 光 も 亦 陽な り。 光發 して 聲 之れ に 隨ふ。 陽 

(二 ) 

<1) 朱 子 語 氣衛擊 して 出 でんと 欲する の 勢な り』 と」。 朱 子 曰 はく、 「雷 は 今の 爆 杖の 如し、 蓋し 

Jg^  二に： P づ  . 

0  •  J お 積の 極まりて 迸 散す る 者な り」 と。? - ひと 問 ふ 、「程 子 曰 はく、 『雷電 は 只 だ 是れ氣 

§ この間 相 摩； す』 と。 是 なり や 否や」。 朱 子 曰 はく、  r 然 り」。 或 ひと 以て 神 物 ありと 爲す。 

*»、8^ナ，朱 朱チ  (•  巧、 に 

W5.ll がー 曰 はく、 「氣聚 まらば 須 らく あるべし。 然れ ども 糈に過 ぐれば 便ち 散ず。 雷 斧の 類の 如 

S  S につ きも、 亦是 れ氣聚 まりて 成る 者な り。 但だ 已に査 捧 あれば 便ち 散ず る こと を 得ず、 此 

れ亦 之れ を 成す 者 は 性と いふに 屬す」 と。 愚 謂へ らく、 雷 は 陽 氣內に 精り、 陰 以て 外 

を 包む。 故に 迅雷 相 奮 ふの 說 あるな り。 其の 間祌 物相應 あり。 凡そ 天 地の 間 萬 物の 變 

更 測るべからず， 龍、 雲に 乘 りて 雨 を 行る の 類、 尤も 疑 ふべ からず。 故に 甘： ハの祌 なる 

や、 未だ 嘗て 見ず と雖 も、 能く 陰陽 相 擊の節 を 窺 ひ" 祌 以て 之れ に 應じ、 這 箇の雷 震 

あ-るな り。 大概 陰陽 相 摩： あれば 乃ち 火 を 生じ、 其の 積氣甚 しければ 巧ち 聲を 生ず。， 


釜 中に？ を 熱， して、 其の^し きとき は數 般の聲 あり、 物 を 火 邊に燒 くに、 積 氣散ぜ ざ 

る處 あれば 爆 烈の聲 あり、 以て 飛 迸す。 此れに 中れば 乃ち 損ず、 是れ出 でんと 欲する 

の氣、 陰の 爲に 迫らる るな り。 雷 は 必ず 春 S に 在り。 陽氣 地上に 散 じ 陰 寒 翁 ほ 中央に 

結 ぼれ、 地氣 以て 昇り 積氣 未だ 散ぜ ず、 竟 に相擊 つなり。 

師曰 はく、 電は 陰陽 相 撃の 光な り。 月 令に、 一二 月初めて 電 あり」 と。 疏に云 ふ、 

「電は 陽光. 陽微 なるとき は 光 はれず，^ 此の 月陽氣 漸く 盛に して 以て 陰を擊 つ。 其 

0  f 五)  あ、〕 キ" 

S  二  S の 光 乃ち： a はる」 と。 公羊傳 に、 「電は 雷の 光な り」 と。 程 子 曰 はく、 「電は 陰陽 相 机 

J は id は兒 るな り」。 雷電 相 因る は何ぞ や。 程 子 曰 はく、 「動 極まる とき は 陽 形 はるるな り、 是の 

故に 木 を鑽り 竹を蔓 つて、 皆 以て 火 を 得べ し。 夫れ 二 物 は 未だ 嘗て 火 あらざる なり。 

3 郤子全 動 を 以てして 之れ を 取る 故な り」。 邵子曰 はく、  r 電は 火より 生じ、 虱と M じく 場の 極 

害卷六 mlw  J 

たり、 故に 電 あれば 必ず 風 あり」 と。 愚 謂へ らく、 電は 雷の 光な り、 其の 雲 際に 映 じ 

て、 金 蛇飛騰 する の狀 あり。 電 にして 雷なら ざる もの あり、 是れ電 する 處に雷 ある を 

聞かざる なり。 陰陽 相 中 すれば 乃ち 光 あり。 先 儒 雷電 を 以て 兩 物と 爲す は、 尤も 非な 

り。 
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七 八 或 ひと 天文 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 日の 形象 定まらず や。 師曰 はく、 曰 は 陽の 精な り。 凡そ 物の 精 結聚す 

れば 便ち 一 團 形と 爲る。 太陽の 精 相 凝る， 故に 圓形 を爲 すなり。 或 ひと 曰 はく、 俗に 

臼 ふ、 「火の 形 は 三角に して、 日の 形 も 亦 三角な り、 能く 旋轉し 來リて 此の M 形を爲 

も  ナるど 

す」 と。 又 曰 はく、 「火と 日と は 本と 一 たり、 火 は 唯 だ 炎上し、 其の 形 尖な り。 遠く 之 

れを望 めば 乃ち 陰 以て 之れ を 包む、 故に 圓形 を爲 す。 燭火を 口裏に 含めば 其の 光 結 M 

十る も 亦是れ なり」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 世俗の 謂 ふ 所、 火 を 以て 直に (日に) 

比す。 火 は 日の 用な り、 日 は 火の 精な り。 故に 火の 應 ずる 所 甚だ 烈しく、 火の 照らす 

所 尤も 溫潤 なり。 火 は 必ず 物 を 殺し *  y は 必ず 物 を 生かす、 是れ體 用 本末の 謂な り。 

^案ずる に、 太陽の 精 相 凝って 日と 爲り、 其の 形 體詳に 知るべからず と雖 も、 其の は 

る 所 H なり。 太陽 は 形 を 以て 十れば 圓に輕 十， 日の 圓 形なる、 更に 異論 を 以てすべ か 

ら ざるな り。 

或 ひと 問 ふ， 日月の 運轉 する は 何の 故ぞ や。 師曰 はく、 屈 子が 天 問に、 「日月 安くに 


か屬し * 列 星 安くに か陳 なる」 と。 朱チ 之れ に 答へ て 曰 はく、 「日 IT 五 星 亦 天に 隨 つて 

以て 地を繞 る。 然れ ども 其の 懸る や、 固に 綴屬 して 居 まるに 非ず、 其の 運る や、 亦 推 

挽して 行く に 非ず。 伹だ 其の 氣の 盛なる 處に當 りて， 精神の 光耀 自然に 發 越して、 乂 

各-次序 あるの み」 と。 愚 謂へ らく、 氣は 能く 運轉 して 息まず。 太陽 は 陽氣の 極な り， 

故に 運動 太 だ 速な り。 其の 懸る や、 犬の 皮膚の 裏面に 在り。 天 本と 形な く、 皮膚の ム 1 

ずべき なしと 雖も， 星宿 相 列なる、 是れ大 の 皮な り。 其の 裏面の 太虚 積 氣.' 是れ 天の 

.ー ー， うち 

膚 なり。 日月 這 裏 を 運る こと、 猶ほ 人の 氣 血の 皮膚の 間 を 循環す るが ごとし。 

或 ひと 問 ふ、 火と 日と 相 通ず-、 各. - 炎上の 德 あり、 然して 地上 甚だ 熟する は何ぞ や。 

師曰 はく、 曰 叉 炎上す、 然れ ども 上天. 太 だ 塞く 陰 以て 之れ を 包む， 其の 氣 多く 發 せず、 

地上 太陽 を 受けて 相 對す. 故に 熟 太 だし。 凡そ 朝夕の 熟せざる， 寒： きの 節、 皆 此の 理 

あり。 

或 ひと 問 ふ、 日月 十二 會 ありて、 H 食 ならざる は何ぞ や。 師曰 はく、 屈 子が 天 問 

に， 「天 何 所に か沓 ひて 十二に 分つ」。， 朱 子 之れ に 答へ て 曰 はく、 「十二と 云 ふ は、 子 

< --ご 3 ヘム 43  (一 ご 

牟」 出， つ ， より： アベに 至る 十二お なり。 左 傳に曰 はく  * 『日 nr の會 十る 所 是れを K と 謂 ふ』 と。 註に 

5* 學八 天地  一一 五 
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< 一) 5- 次の 云 ふ、 『一歳に 日月 十二 會、 會 する 所 をお と爲 す。 十一月の： iK は 星紀に 在り、 十二月 

SC 斗 • 牛  つ 二 

i の K はお SI" に 在る の 類是れ なり』。 然れ ども 此れ 特に 天に 在る の 位の み。 若し 地を以 

(二)  Sf 次の 

名。 虚 -la; て 之れ を 言 ふとき は、 南に 面して 立てば、 其の 前後左右 亦 四方 十二 1^ の 位 あり。 但だ 

危： .Is- (辭 海) 

地に 在る の： E は 一 定 して 易らず、 而 して 大に在 るの 象 は運轉 して 停まらず。 惟 だ .大 の 

じ 2 ん c.^ 

<;e  s 方 s 教火、 地の il- 位に 加 はると き は、 乃ち 地と 合して 犬 運の 正 を 得る のみ」 と。 ^謂 へら 

く、 一年 三百 六十 日、 其の 間 日月 相 # する こと 凡そ 十 有 二， 相會 十る を 以て，； i 朔と爲 

す、 故に 十二 晦朔 あり。 春秋の 疏に云 ふ、 「日月 處を间 じう するとき は、 H、  nr に 映 

ぜられ て形晚 見えず、 故に 食す。 朔に则 ち交會 す、 故に 貪す る は 必ず. g に 在り。 然し 

ま V.-  (En 

S  て 毎 朔皆會 す、 應に 毎月 皆 食すべし」。 杜 はく、 「日月 は 動物に して、 行 度に 大量 

ん傳の laveu 

:isc な b ありと 雖も、 小し く盈 .is あらざる 能 はず。 故に 交會 して 貪せ ざる 者 ありと 雖も、 ^は 

<15  { 木 代、 頻りに 交 はりて 食す る もの あり 一 と。 靡 子晦問 ふ、 「日月の 行る や 其の 道 各.' 異なり、 

iroals 人、 K 

德 W 一；"^ お 3- 然して 毎月 朔に <i 口す、 知らず 何 を 以て 度 を 同じう して、 而も 會 する 所の-おに 會し、 义 

'^す ^.J 

.  W 或は 貪し 或は 貪せ ざる こと ある や、 悉く 未だ 曉る こと 能 はず。 向に 指 論 を 承け、 其の 

.  «^ めぐ 

あ h 行る こと 或は 高く して 黄道の 上に 出で、 或は 低く して 黄道の 下に 出で、 或は 相 近づき 


て 倡り、 或は 差 や 遠くして 相 値 はざる とき は、 皆 食せ ざる こと 如何」。 朱 子 曰 はく、 

「日の 南北 同じから ずと 雖 も， 然も 皆 黄道に 隨ふ のみ。 月 道 同じから ずと 雖も、 然も 

亦 常に 黄道に 隨 ひて， 其の 傍に 出づ るの み。 其の 合 柳の 時， 日月 同じく 一度に 在り。 

其の 望 日に は 日月 極めて 遠くして 相對 し、 其の上 下弦 は 日月 近き こと 一 にして 遠き こ 

と 三， 故に 合 湖の 時 は、 日月の 東西 同じく 一度に 在りと 雖も、 月 道の 南北 或は 差 や 日 

より 遠ざかる とき は 食せ ず。 此れ 正に 一 人 燭を秉 り、 一 人 扇 を 執り、 相 交 はりて 過ぐ 

るが 如し。 一人 は內. より 之れ を觀 る、 其の 人相 去る こと 差 や 遠き とき は、 ！：§ は 內に在 

り燭は 外に 在りと 雖も、 而も 扇 は 燭を掩 ふこと 能 はず。 或は 燭を秉 りて 內に 在り. <  扇 

を 執りて 外に 在る とき は- 近し と 雖も扇 亦 燭を掩 ふ 能 はず。 此れ を 以て 之れ を 推して 

(六) 

見つべし」 と。 叉 曰 はく、 「魄、 日の 上に 加 はれば 日食し、 曰の 後に 在れば 貧せ ず * 

之れ を 晦^と 謂 ふ。 則ち 日月 相 並ぶな り」 と。 今 案ずる に、 日食 は、 日月 相會 して * 

月、 日の 下 を 行り て 乃ち 日光 相 貪す るな り。 日光 是れ 暗き に 非ず. 下より 視る 所、 月 

(七) 

の 爲に掩 はるれば なり。 故に 其の 食す る處の ゆる 所是 れ月魄 なり。 其の 相會 する に 

食す ると 貪せ ざると ある は、 日月 交 道の 差な り。 先 儒 云 ふ、 「合 柳の 時. 縱は度 を 同じ 

as 子 八 天地  一一 七 
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うすと 雖も、 横 は 道 を M じうせ ず。 若し 橫も亦 道 を 同じう 十る とき は、 H:、 = を掩ひ 

て * 日 之れ が爲に 貧す」 と。 日月の 交 道. 縱橫道 を 同じう 十れば * 乃ち 貪 あり。 然し 

て 下より 日月 を 望む こと 尤も 斜 なり。 然 らば 乃ち 縱橫道 を 同じう せず と雖 も. 地上よ 

り昆る 所、 日月 相 重なれば * 則ち 日食 十る こと あり。 月と H と 相 去る こと 三ト」 ハ度に 

及ぶ とき は、 月光 あり。 三十 六 度の 裏面に 入る とき は、 月光な し。 故に 晦^の 間 は 月 

光な し • 其の 交會相 近ければ なり。 然して 相 合 重なら ざれば、 乃ち 食せ ず。 春秋の 疏 

に 曰 はく、 「通じて 之れ を 計る に、 r 白 七十 三日 有餘 にして 一 交 あり」 と。 是れ又 其 

の 大略な り。 若し 此の 說に 因らば、 乃ち 一 歲に兩 交し 當に. 兩貪 十べ し。 豈 其れ 然 らん 

や。 

或 ひと 問 ふ， 日月 何故に か 十一 ー會 する や。 師曰 はく， 曰の 行  一 H に 一 周して 餘 なく 

(二  半乂 缺 くる ことなし。 0: の 日に 後る る こと  一 H に 十二 度 有奇. 三十日に して 三- &: 六 卜 度 有 

奇 なり、 其の 日月 相會 する を晦 则と爲 十。 是れ 其の 大略な り。 其の 詳を盡 す こと は 便 

ち 間 月の 法に 在り。 

或 ひと 問 ふ， 日月の 道、 上下 遠近 以て 考 ふべき や。 師曰 はく，  H は 火の 精なる が 故 


に 太 だ 高く、 月 は 水の 精なる が 故に 重く 降る。 是れ 陰陽 自然の 勢たり。 日食 は 月 之れ 

を相拖 ふ、 是れ月 は 下にして 日 は 上 たれば なり。 日 高く して 炎上し- 水 之れ に附ぃ 一.^ 

昇降す。 日月 は 相 近づき、 相 遠ざかりて、 更に 支 離せず。 

或 ひと 問 ふ、 日食 は 地下に 於ても 亦 之れ あり や。 師曰 はく， 日月の 交 はる 所定 まら 

ず， 地下. 地上. 陰曆. 陽曆 一定せ ざる も， 其の 會合は 必ず 晦朔の 間に 在り。 凡そ tH 

と 月と 其の 差 一 日に 士 一度 有奇， 一 時に 一 度 有 奇の差 あり。 之れ を 以て 算し 來れ ば、 

乃ち 其の 法 以て 考ふ べし。 

或 ひと 問 ふ、 日 色 朝夕 赤 紅に して 或は 光な き は 如何。 師曰 はく、 日 色 は恆に 光輝す 

る も， 其の 見る 所の 地氣深 重なるが 故に、 光輝 を H5- ざるな り。 日 色の 變は皆 地氣に H. 

る、 故に H 中天に 至る とき は變ぜ ず。 朝夕 或は 春秋 は、 虚霧 地氣に 因りて 日 色の！：； i あ 

}  0 

或 ひと 問 ふ， 朝夕 日出 沒の 時， 其の 形 太だ大 なり、 月 も 亦 然る は 何ぞ。 師曰 はく， 

是れ亦 地 氣の蔽 塞に 因って 以て 此の 看 あるな り。 豈只だ 日月の みならん や、 星宿 も 亦. 

然り。 
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或 ひと 問 ふ， 月に 暈 ある は何ぞ や。 師曰 はく、 月影の 雲 氣に映 ずれば なり。 其の 大 

小 は * 雲の 高低 厚薄に 因る。 低く して 厚き とき は靠大 なり、 故に 景大 なれば 乃ち 雨る。 

或 ひと 曰 はく、 雲な くして 月の 傍に 重 暈 ある は何ぞ や。 師曰 はく、 陰 之れ を 包むな り、 

月の 四方 は 陰 以て 之れ を 包む、 故に 重 景 あるな り.。 今 燭火を 座に 置いて、 穷 より 之れ 

を 望めば 必ず 暈 ある、 亦是れ なり。 

或 ひと 問 ふ、 nr の實體 如何。 師曰 はく、 月 は 水の 精な り。 水 は 外 暗く して 內 明かな 

=, 故に 能く 光 を 移す。 }K 地の 間 陰陽 水火の 精， 是れ 日月な り。 日 は氣の 精. t!r は 水 

の 精なる こと、 祸ほ 人に 氣， 肌 あるが ごとし。 或 ひと 曰 はく. 月 亦 其の 形圓 なる は何ぞ 

や。 師 ：11 はく、 水の 體は 本と 圓 なり- 故に 其の 精 結滞して 圓 形と 爲 るな り。 そ 物 

の 精- 其の 凝滞して 象 を爲す や、 皆 一圓 形な り。 圓 形に 非ざる とき は、 須 らく 運 li: 洲 

旋 すべから ず。 

或 ひと 問 ふ、 月 は 光な きを 以て 體と爲 す は何ぞ や。 師曰 はく、 月の 光輝 ある は H の 

光を假 るな り、 故に 光な きを 以て 實體 と爲 す。 然れ ども 月 は 本と 日に 因って 阵 降 周旋 

L. 恆に全 5； あり、 人 立つ 所の 處 より 之れ を Ig れば盈 齢 あるな り。 


« 1 一 

o.r^^w^ 或 ひと 問 ふ、 顧 鬼 腹に 在る の說 如何。 師曰 はく， 屈 子の； K 問に 此の 問 あり、 朱 子 之 

JF? て I 一二  +*  (二)  おもへ 

S 牛が お： S れに 答へ て 曰 はく. 「世俗 桂樹蚱 鬼の 傳 あり、 其の 惑へ る こと 久し。 或 ひと 以爲 らく、 

間 ？|の 「厥 利 

^M- .§ 『日月 天に 在り 兩 鏡の 相 照らす が 如くに して、 地 は 其の 中に 居り、 四 傍 皆 { 仝 水たり。 

在 レ^」 ク 註 に 

0^^^% 故 に 月 中微黑 の 處乃 ち 鏡 中 大地 の 影 略 ぼ 形 あるに 似て、 眞に是 の 物 あるに 非ざる な 

;i5?」 に 出 り』 と。 斯 の言理 あり、 千古の 疑 を 破る に 足れり」 と。 愚 謂へ らく、 梓樹； K 鬼の 傳は 

^^^^^ 墨客 驟 人の 比 舆し來 るな り。 月 中の 微黑は 地の 影な りと は、 是れ先 儒の 說 なり。 今 案 

說 傳 ずるに、 地 は 其の 本と 水に して • 州國は 其の 裏面に 出づ。 月 は 叉 水の 精な り、 故に 悉 

(つ；) 面白く 

-K ふこと く 此の 地 を 移す。 月の 您體は 水に して 其の 裏面 査淳 相結聚 ありて， 以て 月 中の 黑處を 

爲す。 是れ 月と 地と 以て 相 偶して 陰た るな り。 

或 ひと 問 ふ、 月 烛の說 其の 詳 なること 得て 聞く ベ きか。 師曰 はく， 月 貪 は 曰の 精 

月の 魄に交 はると きに、 月光 之れ が爲に 食す。 是れ闇 虚の說 なり。 故に 先 儒 曰 はく， 

たて  よこ  ひ  いと 

r 對 望の 時縱度 を對 すと 雖も橫 は 道を對 せず、 若し 橫も亦 道を對 すれば、 日， 月 を 射 

ひて 月蝕す。 其の 蝕の 分數は 同道 對道交 はる 所の 多寡に 由る」 と。 愚 謂へ らく， 此の 

あた 

へ" を 信ずれば- 月蝕 は 只だ舂 秋分の 間に 在り。 是れ縱 横道 度 S お ，は い， て 
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^ば"ぉ^!ぞ；.の節なり 。 月 M は 必ずしも 春秋 分に 限らず、 且つ §1- に は、 HIR: 恆に 相對し 

^  ^. 分毫の 相 差 ふなし。 若し 相 差へば 乃ち 月に 膨 くる 處 あり。 然 らば 便ち H::^ に 1= 

虚の爲 に 射 はれ、 毎月 日に 月食 あるべし。 是れ暗虚及び橫縱迠度を同じ.っ寸 るの；^^ 

にして， 共に 信ずべ からず。 今 案ず. るに、 H 月の 中に 地 W て 之れ に 間れば 乃ち 貪 あり， 

日 地 月の 三つの 者相對 して、 竟に 地の 日光 を掩 ひ、 月の ^ くる 處 ありて 食 を爲 すなり。 

す-ひ 

地 尤も 少 さし- 故に： n 月相 望む の 時 • 多く 地 外に 出で て 貪 十る こ」」 なし。 日月 縦の.^ 

相 同じき 是れ 望な り。 横道 は 赤道の 內 外相ぶ る こと 遠し と雖も * 赤道 をよ る こと 其の 

ゅズ數 M じきと き は、 日 10: と 地と 相對 十、 故に 月食 あるな り。 假令月 道 赤道の 外 十 度に 

在り、 H 道 赤道の 內 十-度に 在る が 如くし、 此の 曰 § でなる とき は 巧ち 月に 貪 あり。 ，v 概 

春秋 分の 望、 冬 夏至の 望 は？ 讀、 に き^ S お" 多く 蝕 あり。 

或 ひと 問 ふ * 日月 大小 遠近の 差 以て 聞くべき か。 師曰 はく、  U は大 にして 月 は 小に， 

日は逮 くして 月 は 近し。 其の 大小 遠近 は 測るべからず。 或は： を 以て 之れ を 計り， 

或は 交^の 間 を 以て 之れ を 計りて、 其の 大小 遠近の 分 を 謂 ふ。 少く據 る 所 あるに 似た 

り。 然れ ども 實は 測る ベ からざる の理 なり。 大略 3： の. V さは 一 度 有奇、 是れ 一日に 一 


度 を 退き、 三百 六十 五日 有奇を 以て 其の 初に 歸れ ばな り。 月の 大 さは 少しく 日より 滅 

つ き 

ず。 ！！ れ^ I お、 る^: ま 是れ月 地に 近くして、 其の 見る 所 太陽に 同じければ なり。 

或 ひと 問 ふ、 古人 星 を 以て 陰と 爲し、 月と 與に 太陽の 光を稟 くると 爲 す-。 此の 說用 

ふべ からざる か。 師曰 はく、 星 は 五行に 於て 木に 屬し、 其の 光輝 恆に存 十。 只 だ 日光 

の 爲に奪 はれて、 其の 光晝は 見えず。 然れ ども 其の 光耀の しき 者 は、 晝も亦 ゆべ 

し。 若し 星 日光に 因らば 乃ち 盈膨 あるべし、 且つ 日 ^陰暦に 在らば、 乃ち 星 光 皆旣十 

べし。 星の 日光 を 受けざる こと 知りぬべし。 凡そ 月 は 日の 光 を 移す が 故に、 月光 は 只 

だ 明かな り。 星 は 自ら 光 あるが 故に、 其の 光輝 耀く べし。 H は 太陽の 精、 星は少 陽の 

精な り。 

或 ひと 問 ふ、 星隕 ちて 石と 爲 ると。 朱 子 曰 はく、 「星 地に ちて 其の 光 天を燭 らして 

散ず る 者 あり、 變 じて 石と 爲る者 あり」 と。 師曰 はく、 火の 炎上 必ず 査滓 あり。 其の 

墜 つる 者は査 滓な り、 星豈 陽つ ベ けんや。 査： t 相 凝って 隕っ、 其の 形 石の 如くな り。 

つらな 

凡そ 星宿 太 だ 高く 列り、 一箇の 微星も 亦 其の 大さ謂 ふべ からず。 若し 星 隕ち來 らば 乃 

弋地を 動かし 人 を 損ず べし。 且つ 星宿 尤も 形な し， 氣 以て 運轉 して 此の 象 あり， ？ー a 隈 
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つべ けんや。 H 月 星宿 は 天に 繁る、 隕 ちんと 欲 十と も？.：： ベから ざるの 道， 自然の 理以 

て 此の 如し。 

或 ひと 問 ふ、 天に 形な し、 星宿 を 以て 其の 形體を 論ず。 然 らば 乃ち 星 は 是れ大 の 

形な り や。 師曰 はく、 天地 本と 形な し- 日月 星宿 を 以て 之れ を 論ずる とき は、 V の 道 

之れ に盡 く。 山川 海陸 を 以て 之れ を 論ずる とき は、 地の 道 之れ に盡 く。 人物 亦 此の 如 

し。 故に 大に 形な し、 星宿 を 以て 體と爲 す。 星宿の 現 藏所位 更に 變 ずる こし-なし。 H 

月 は； 母：； n 運轉 して 定位な し。 故に 星宿 を 指して 之れ を 論ずるな り。 

或 ひと 問 ふ、 星宿 陳列して 天に 充滿 し、 空^ の處 なし。 其の 微小なる もの は、 人 之 

れを： a- る 能 はず， 是れ 天の 皮 鼓な りと。 此の 說 如何。 師曰 はく、 天 は 覆 ひて 外な し. - 

來 問の 如く なれば、 則ち 六合の 外 あるな り、 豈 夫れ 然 らん や。 天 は枝氣 なり， H 月 星 

宿 は 積氣の 精な り、 以て 運轉 周旋して 其の 中間に 槃る なり。 此れ を 以て 犬の 皮 殻と 爲 

十の 說少く 得る 所 あり。 天外な くして、 其の 暦數 算術 は 星， M を 以て 期と 爲す。 然 らば 

乃ち 星宿 是れ 外面の 極な り、 故に 以て 皮 殼と爲 す も 亦 差 はざる なり。 星宿の 在る 所 を 

以て SI! 密の皮 效と爲 さば、 乃ち 六合の 外 も あるな り。 


或 ひと 問 ふ * 1K は 太虚の 積氣 なり、 億兆の 上に 到る も 亦 太虚なら ば、 乃ち 氣は那 の 

處に 積らん や。 星宿の E る 所 を 以て： ii 密の皮 殼と謂 ふ も 亦 積 氣の說 に 因るな り。 師曰 

< 一) 前 出 六 まく， 是れ先 儒の 所謂 「外 更に 須 らく 躺 殻の 甚だ 厚き もの あるべく > 此の 氣を 固む る 

七 H の邵 子の. 

M に 本-つく 所以な り」 と。 愚 謂へ らく、  殻 あるとき は 太虚に 非ず、 太虚 は皮殼 なし、 故に 能く 

氣の 積るな り。 或 ひと 曰 はく， 星宿の 上 も 亦 太虚 あらば. 乃ち 雲 烟の氣 あり、 以て 蔽 

障の 事 あり。 今然ら ざる は是 れ何ぞ や。 師曰 はく、 雲 烟の氣 は 地理に W つて、 以て 其 

の る 所 あり。 其の 間 雨露 霜雪と 爲り 風と 爲 りて、 乃ち 其の 氣漸々 に 輕く淸 み、 る 

べき 所な し。 氣水を 含めば 乃ち 其の 象 高く 昇らざる も、 水盡 くれば 則ち 氣」 =2 く 昇る。 

日月 星宿の 上下 左右 は氣 以て 之れ を 包み、 其の 象 見るべからず。 是れ 太陽 以て 之れ を 

射れば 氣太 だ輕く む。 雲烟は 地に 隨 ひて 其の 象 あり、 豈 高く 昇る こと を 得べ けんや „ 

3 朱 ま S 或 ひと 問 ふ、 南北 極 は 動かざる や。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「極 星 も 也た 動く、 只 だ 

m:f に 引 3 是れ |3 の 芽の §) に 近し， 故に 動く と 雖も覺 えず、 射 糖 盤 子樣の 如し。 北-:^ は 便ち 是れ 

せり  (En  i 

s.g 中心の 5 ぞ、 極 星 は 便ち 是れ樁 に 近き 底の 點子、 是れ 也た 盤に 隨 つて 轉 ずと 雖も. 植 

.  子に 近き に緣り 便ち 轉じ 得て 覺 えず。 向 來の人 北極 は 便ち 是れ 北" R とまき， 皆 只 だ 北 
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械は 動かず と說 く。 本朝の 人に ：ャ： りて 方に 推し 得たり、 是れ 北極 は 只 だ 北 の邊 頭に 

在りて- 極 星 は舊に 依りて 動く こと を」 と。 义 S はく、 「史 記に 載す、 北極に 五 星 あり、 

<1) .i. 太 一 常に 中に 居る、 是れ極 sa!; なり。 は fif に 非ず、 只 だ是れ 中間の 界分 なり。 其の toi 

3? する 神  ；す. ゾ 

亦微 しく 動く も、 惟 だ- M は 動かず。 乃ち 大の 中に して 猶ほ 磨の 心の ごとし； し-。 0 

謂へ らく， 南北 極 亦旋轉 する も、 只た 其の 度 た 狭く 少し、 故に 人 之れ を 窺 ふこと を 

< 一：) 0<0  ず，^ 銅 儀 管 を 以て 之れ を 測れば、 其の 動かざる 處 猴ほ樞 星の 末に 在りて 一度 餘 なり。 

ならん 

H 疋れ 北-政の 其の 處に 居るな り、 乃ち 天. の 瓶： i たり。 北極 其の 度^だ 狹 少なり と 雖も、 

亦 ± しく 犬の 度數  一 ね t1 に應 ずべ し。 只 だ 少し 動く， 乃ち 中 犬の 度數 大いに 運る 

なり。 上下 君臣の 間、 y 用 動 靜， 皆 此の 如し。 

或 ひと 問 ふ、 南北 極 は 車輪の 中： i>  ^^瓣の攬頂なりと。 天何ぞ 此の 如く 結構の- 處ぁ 

る や。 師曰 はく * 犬の 積氣， 其の 木精 を 星と 爲す、 其の 結聚 する 處 乃ち 雨 極な り。 凡 

そ^物 皆 陽 陰の 因る 所、 故に 其の 形 必ず 合 終の 處 あり。 其の上 下 必ず 措 約の 地 あり。 

"大は 萬 物の 宗 なり、 故に 其の 象 這 箇の兩 極 あり、 以て 車輪の 中軸、 风 瓣の擬 頃と 爲る、 

尤も 自 然の 形勢な り。 
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或 ひと 問 ふ. 列 星 甚だ 多し、 ぞ只だ 二十 八 星 を 以て 天 を 論ずる や。 師曰は ■ 

J  -ズ ^ 


天 


の 體は圓 なり、 兩極を 以て 樞 紐と 爲す。 兩 極の 間 赤道 あり、 是れ 天の 中央な り。 其の 

外 を 黄道と 謂 ふ、 日月 五 星の 道な り。 此の 黄道 は 犬の 中道な り。 二十 八 宿の 列 悉く 

-ran  (五)  ： • 

黄道の 裏面に 在り。 鬼 は 極 を 去る こと 六十 七 度. 尾 は 極 を 去る こと 百 二十 度， 是れニ 

卜 八 宿の 內. 極 を 去る の 遠と 至近な り。 M おけ 一 、の i^。 黄道 凡そ 通計 六十 度な 

れば、 乃ち 各. - 其の 裏面 あり。 且つ 二十 八 宿の 定位 移らざる こと、 人 之れ を 知り 易し。 

H 四 節 を 以て 昏曉の 中 星を考 ふれば、 尤も 伺 ひ はるべし、 故に 二十 八 宿 を 以て 1K を <1 

ず るな り。 

或 ひと 問 ふ、 二十 八 {1? の 名、 其の 理 あり や。 師曰 はく、 其の 初 或は 形 を 以て 之れ に 

, も づけ、 或は 其の 出現 を W て 民業の 作すべき に W: つて 之れ を 名 づけ， 或は 星 {£ 列 環の 

國 政に 比すべき を以 て 之れ に 名づ くるな り。 

或 ひと 問 ふ- 五 星の 說 古へ 聞く こと あらざる は何ぞ や。 師曰 はく、 皇極經 世に 曰 は 

(七)  「八)  £ 一 

く、 「五 星の 說は甘 公. 石 公より 始まる」 と。 跑 氏が 發微に 曰 はく， 「五 星の 說 古へ 閒 

くこし！ あらず、 虞 書に 但だ 『五 辰に ぎふ』 と H ふの み。 甘. 石に 至りて 盡く露 は 十。 
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て： 火 下の •  a を 

奴て 其の 士：： S 

Is-- 辨ゃも を 

t す 

の  一 、 龍 七 

-：£ のき £、 亢 

は * の 第二 lm、 

ま は その 第三 


一 二八 

リ、 三- ぽの異 を 別つ j 


石 申 は 魏 の 人、 星 經を著 はす。 甘 德も亦 時 を 同じう す。 星に 三色 あ 

(4 一 ) .  > 

所以な り。 石に 出 づる者 は 赤く、 せに 出づる 者は黑 く、 巫 成に 出 づる者 は 黄 紫な り」 

と。 愚 謂へ らく. 上古 は 五 星の 說を 委しく する ことなし、 只 だ ：！！ 月 星- 河漢を 以て 五 

つ "A さ 

行 を 分つ。 後來星 家具に 天文 列 宿 を考へ て、 竟に五 星の 說 あり。 

(！ 一一) 

或 ひと 問 ふ， 星宿 分野の 說 如何。 師曰 はく、 按ずる に周禮 の赛官 に、 保 章 氏" 土 

え. P しゃつ 

を 以て 九州の 地を辨 じ、 封ず る 所の 封 域 皆 分 星 あり、 以て 妖鮮 を觀 る。 劉 氏 曰 はく、 

(巧)  (五)  (八) 

わか  かぐ かう てい まんし う  (六)  (七)  び き 

「星 土 を 九州に 辨っ、 角丄几 •  S は究 州な り、 房 • 心は豫 州な り、 尾 •  ffi; は幽 州な り， 

(§  ニー)  (ニー)  けい ろ-つ ^ 

斗 • 牛は揚 州な り、 女 • 虛 • 危は靑 州な り、 窒 • 壁は幷 州な り、 ^  i  .  e: は徐 州な 

ner)  (一  さ 

ばう ひつ き  し さん  0.10  (一お 

0, ：： 卯. 畢は冀 州な り、 IP  *參 は 益 州な り、 井 • 鬼は雍 州な り， 柳. 星 • 張 は 三 河な 

り， 翼. 轮は荊 州な り」 と。 叉晉の .JK 文 志に は 十二 次と す。 m 同 は三統 磨の 十二 次 を 

取りて 十二 野に 配す、 其の 首 最も 詳 なり.。 容 齋の洪 氏が 隨 筆に 曰 はく、 「十二 國の分 

野、 上 は 二十 八 宿に 屬 す、 其の 義 たる 多く 然ら ざる こと * 前 «. 固に 之れ を 論ずる 者 あ 

(ro 

り。 其の^だ 曉 るべ からざる 者 は、 ^の 文 志に、 『危 より ハセに 至る を鄉 餐と爲 し、 

に 於て は 亥に 在り、 衞の 分野な り、 州に Hi す』 と 謂 ふが 如きな り。 ：d っ衞は 本と 封 


、一一 51}  s  す  (-. -パ 

を 河內に 受け， 商 丘 は 後に 楚 丘に 移り、 河內は 乃ち 冀、 州の 部ぶ る 所たり。 漢には 司？ f 

に屬 す。 其の 他の 邑は皆 其の 東 郡に して 兗 州に 屬し、 幷 州に 於て は 了に 相 千らず。 而 

§  (一  5 

して 井 州の 下に 列す る 所の 郡 <ft、 自ら 凉 州に 難る のみ。 證亂 此の 如くに して. ^淳風 

が 手に 出づ。 豈 天に 蔽 はれて 地 を 知らざる に 非ず や」。 愚 謂へ らく、 州 郡の 瞟次， 古來 

旣に 此の 說 あり。 凡そ 天の 地 を 覆 ふ、 何ぞ 中華に 限らん や。 然れば 先賢 詳に 星宿の 定 

位 方 隅を考 へ、 以て 論 說し來 るな り。 本と 實說に 非ず、 故に 分野の 說 甚だ 謬 戾 あり。 

周禮に 載す る 所、 是れ 世俗の 說に 丙り、 以て 其の 次舍を 分ち て 吉凶 を戒 むるな り。 故 

に 本朝 も 亦 列 宿を詳 にし、 躔次を 推さば、 乃ち 分野の 說 尤も 之れ を 行 ふべ し。 

一 ス 一一 

(i  むか 

或 ひと 問 ふ 、「衆 星 之れ に 拱 ふ」 と。 凡そ 列 星 唯 だ 循環 旋轉 する のみに て、 挑 ふべ か 


二  C) 北 斗 

S-  .  * 牛！ Kl。 

IS 州 は 今の 江 

蘇 •  * ぬ • 江 

一？ - . 浙：： d  . 禳 

建の 地 

(一一) 玄武 

七 JS の 三. 

s?e:、 第五。 

州 は 今の 遼 

寧 sl« 河 以東 

の 地 

(一二) 玄武 

七 の 第 六 宿， 

同 第 七 fw。 幷 

州 は 今の 山 西 

省. i 河北 の 

一部 

(ニー 一)  .a 虎 

七 s の in 宿、 

第二お、 第一-一 

宿。 徐州 はな，' 

の 江 蘇 • 山 東- 

安 徽 の  一 分 

( 一 四) 白 虎 七け む： の 第 E;ffi、 第五 宿。 冀州は 今の 河北 •  二 省 地方、 河南 省の 荧 河れ 北、 遼河 以西 を 含む (一 五) • 白 虎 七星の 第一 ハ «5、 同 末 IE。 

Afte は 今の ra 川 省 地方 (1 六) 朱 鳥 七 稻 の 首 宿、 第二 宿。 雍州は 今の iss, 甘肅 地方 (一七) 朱 鳥 七 の 第； 二 宿、 第 ra 宿、 第 M 宿。 三 河 は 今の 

青. i おの 地方 (一八) 朱 鳥 七，： W の 第 一 ハ宿、 同 末 is 。？ T 州 は 今の 湖北 • 湖南の-一省と の 東南 一部 (一九) 十二 《 次の S  (二 〇) 前 卷ニ九 

九 頁 S 照 (ニー) 磨 法名、？ f の 太初 元年に 勅 せし ものにして、 又 太初 暦と もい ふ (辭 海) (ニニ) 洪邁の & 齋 I？ 筆、 前 出 九 五- Assi  (ニー 一一  > 

次の 名 (二 ra) 縣名、 今 河南 各に す (二 五) 今 河 i2« 滑縣の 東部 (二 六) 京師： 郡の 巡察 を Is- る 官名 (二 七) 今の 甘 おの 地 (二八) 

初の-尺 文. 家、 太宗の 時 功に よ h- 太史 令と な h -、  BC 樂 gf に 封ぜら る。 渾： 太 儀 を 作り 已已 占の 著 あり、 占 候 吉凶 符 契の！ J としとい ふ (二 九) 日 gt. 

のお！ K する 所の 度 次 を さす (Ho) 論語 は政篇 ils に 「政 * 爲す に德を 以てする は、 S_J へば 北辰の 其の 所に 居て、 衆 S の 之れ に 共 ふが ごとし」 

i ある を 招す か (三 一) 向って お 釋 する のお、 後- M,M 拱と 间じ  .** 


らず や。 師曰 はく- 聖人 は 其の 見 在す る 所 を 以て 比喩し 來 るな. 


一辰の 其の 所に 居 


m¥A 天地 


1 二 九 


(ご 

*!. に宋中 a; 天 

文+5 と あると 

M じきが ごと 

し、 撰 尋 

ね 得す 

(二) 

文 は 「人- の 

巧 に 学し， 》 

になぶ」 i あ 

り， 4<K は V 

ai、 李 はた 芒 

S  »! の. 尺 

夫 

(ほ) ヘム 

8? ヘム 十七 年の 

條に W づ 

£■>  g の将 

にして お、 

； 傅に 註 も W 

せ り 

_» 代の 

\. 卞は 》J 純、 

.! 'リ。 な、 ぬ 

に りし 

が、 の S 

に K さる。 EB 

(七) 

巧 4*に して， 


山跑 語； ま卷第 s: 十  二  ||〇 

て， 衆 星 斜に囘 り、 皆 向 拱す るが 如きな り。 

或 ひと 問 ふ、 星に 雜變 ありと は何ぞ や。 師曰 はく、 凡そ. 大人の 際、 速に 相 通ず， 尤 

も 長る ベ し。 此れに 兆 あれば 彼れ に感 あり、 其の 出沒 . 顯晦 . 飛 流 • 升 降 . 疾遲 • 

はる.^  ぶづか 

縮. 進；；^. 會 散. 動 移. 轉徙. 邈 なれ ども 人與る ことなき に 非ず。 五 星の 變に合 あり. 

^1^^. 散 あり. 犯 あり、 0^ 守 あり、 g ゃぱ， 凌 あり、 0^,^  0 

あり、 ひ 4 ゆぶ 鬪 あり、 1 ゆ、 つ 赢 あり、 Its 、縮 あり、 、食 あり。 g お" 中興 犬 文 志 

に、 「凡そ 妖星は 五行の 乖 1!^ の氣 なり、 五行の 掩 合. 陵 犯. 怒 逆. 錯亂. 流 散 は變の 

(ニー  にい (一一：) 

生ずる 所な り 一 と。 案ずる に、 左 氏昭公 十七 年， 星 ありて 大" 辰に 学 十。 の 申 須曰は 

ナ. C  は fa  、En 

く、 「彗は 舊を除 ひ 新 を 布く 所以な り 一 と。 公 やに 曰 はく、 「や は问ぞ •  .ti: 星な り」 

(五)  f.2  じ が 

と。 文 公 十四 年、 星 ありて 北 斗に 李 十。 杜预曰 はく、  n.}; は Sill; なり」 と。 郭 ST が •  湖雅 

の 釋に曰 はく、 「彗 は妖 星な り、 又 之れ をい：： f と 謂 ふ」。 0^.^^..  00^0, 是れ 

よも  づっき 

皆妖變 なり。 叉 客 if あり、 其の 說 天文の 書に 出づ。 是れ 大地の 妖氣 にして 其の 間？； ^ 災 

あり。 

或 ひと 問 ふ， 流星 は何ぞ や。 師曰 はく、  の火氣 相 散 じて 流れす るな り。 火の， ぬ 炎 


周. s の 間？ 作 迸 出す るに 因りて 流行 十る 底、 以て 考ふ べし。 中興 犬 文 志に、 星に 八 あり、 飛 星に 

とせら る" 

五 ありと。 上より して 降る を 流と 曰 ひ、 下より して 升る を 飛と 曰 ふ。 鮮 あり 妖 あり。 

■ 、に， ほ。 と 具に 星舉者 流に 索ぬべし。 星宿の 變は 悉く 五行の 氣に 因り、 其の 實 

は 天 人 合 一 の理に 在り。  ， 

或 ひと 問 ふ、 大風 暴に 起る こと ある は何ぞ や。 師曰 はく、 陽氣 盛なる の 間. 陰 以て 

之れ を 閉ざせば、 竟に 大風の 暴 起す る こと あり。 今鐵 丸の， 器に 水 を 盛りて 小口 を 穿ち、 

之れ を 火邊に 置かば、 其の 氣迸 突す る も 亦是れ なり。 或 ひと 曰 はく，  二月 八月の 間必 

ず 大風 ありて、 夏 冬 大風 少き は何ぞ や。 師曰 はく、 春秋 は 陰陽の 中分な り。 春 は陽旣 

ちゅうてん 

に 地上に 滿 ちて、 餘寒 中天 を 閉ぢ、 地氣 昇る こと 甚だ 盛な り、 故に 大風 あり。 秋 は 陰 

旣に 地上に 滿ち， 餘熱， 猶ほ甚 しく、 上天 は 陰 寒 以て 塞ぎ、 下地 は 陰 以て 之れ を 閉ざす、 

故に 大風 あり。 夏は盛^^！？陰氣薄く、 冬 は 極寒に して 陽氣 伏し， 各-' 大風の 起るべきな 

し。 故に 暴風 少しく 起る も 亦 久しく 盛なる ことなし。 

或 ひと 問 ふ， 風に 高下 あり や。 師曰 はく， 夏 大は風 高く、 冬 天 は 風 低し  >  是れ寒 陰 

の 迫る 所に 因る。 或 ひと 曰 はく、 其の 國に 因りて 定風 ある は何ぞ や。 師曰 はく， 山海 

舉八 大地  一 三 一 
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の 向背に 從 つて 以て 其の 差 あり。 或 ひと 曰 は； * 風 起る の 方 は先づ 知るべき や。 師 In 

はく、 雲 起る の 方、 必ず 風 あり。 

或 ひと 問ふノ 雲に 高低 ある は何ぞ や。 師曰 はく、 水氣盛 なれば 乃ち 重く 沈む， 故に 

低る。 水氣少 ければ 乃ち 其の 氣 高く 淸む。 翁 ほ水氣 あれば 乃ち 雪 象 あるが ごとし。 或 

ひと 曰 はく、 雲の 聚散 は會 十る 所 あるが 如し。 如何。 師曰 はく、 雲 は會聚 する 所な し 

H だ 風に 從 つて 倘徉 す。 或 ひと 曰 はく、 俄然と して 起り， 大 虛を蔽 ひて、 一箇の 晴な 

し。 是れ 一 虚に會 して 今 起り 來 るか。 師曰 はく、 雲 は 曰々 に 起り 日 々 に 消 ゆ、 俄に 聚 

まる は 山海 地氣の 一時に 結聚 するな り。 俄に 散ず る は， 或は 風に 因りて 消散し， 或は 

雨と 爲 りて 降 消す るな り。 或 ひと 曰 はく、 風に 因りて 散..^ 十れば、 乃ち 又 一 所に 會す 

るか。 師曰 はく、 風 は陽氣 なり。 雲 は陰氣 なり。 射 ふ 所の 陽 消え 盡 きて、 其の 殘稱ほ 

白雲と 爲る なり。 熱^ は 大いに 蓋 を 開けば、 氣 以て 物 を 潤 ほし、 少しく 口を^てば i^: 

だ 突風と 爲る、 亦是れ なり。 

或 ひと 問 ふ、 lei! 奇，； ^ある は何ぞ や。 師曰 はく、 夏 は 陽の 盛 極な り。 ^大 に は 只 だ 

陰 まあり、 故に 雲は髙 天に 在りて 變態 を爲 し、 且つ 地 氣太だ 熱せる に 丙り、 山 (4: の 地 


二) 朱 子 語 

類の 朱 子の 首 

も 引 いて 云へ 

るな り。 前 出 


(二〕 小畜の 

卦に 出づ 


に 時雨 あり。 其の 雪 遠くより 之 れ を めば 奇祟 たるな り。 

或 ひと 問 ふ、 U 出 沒の時 雲き 必ず 赤し. 是れ 曰の 水 間に 出沒 する が 故に， 水火^ ig 

つて 雲 色 赤 紅の 色と 爲る や。 師曰 はく、 太陽 出 浚の 時 は、 地氣 重々 して 其の 色相 映ず 

るな り、 雲 色 地氣の 赤に 映ず るが 故に、 iid 赤の 數般 あり。 日 a: 何ぞ水 裏に 出 人 せんや。 

一-二. 

或 ひと 問 ふ、 飯甑 以て あれば 汁 下りて 淋漓たり、 i おせ ざれば 散ず。 天 は i^^i の？^ ふ 

べきな きに、 何の 故に 這の 雨 雪の 降る こ あり や。 師曰 はく、 陰 寒 太 だ 閉ざせば 氣 

る こと を 得ず、 是 れ陽揚 りて 陰" 盗と 爲り、 以て 掩壓 を爲 すなり。 飯 瓶の i 奋 ある 者 は、 

i 叙 を 以て 陰と 爲寸。 凡そ 嚴义. 一水： t りて 氷と 爲る、 氷 は是れ なり。 陰の 陽 を 閉ざす も、 

皆 此の 如く 尤も 密 なり。 3 一  a 作爲の 之れ に 及ぶ ベ けんや。 或 ひと 曰 はく、 飯 瓶の； 汁 下 

る は より 點滴 あるに、 大の雨 下る は 雲 中より する こと 何ぞ や。 師曰 はく， 陰 以て 鉴 

を爲 すが 故に、 陰より 下降 十るな り。 雨氣 昇る こと を 得ざる が 故に、 結聚 して 汗 下る 

こ とを爲 すなり。 

或 ひと 問 ふ、 密雲 雨らざる は何ぞ や。 師曰 はく， 易に 「小畜 は 密雲 雨らず、 我が 西 

たつと 

郊 よりす 「 c¥ に 曰 はく、 「密雲 雨らず と は、 往 くを尙 ぶな り。 我が 西郊より 十と は、 

學八 天地  .  ニニ 一一 一 


<-l) ま 188 

IR せ. V 十に 出 

朱 子 語 

七十に 93 

づ 


山 鹿 語 新卷第 四十  ニニ 四 

施 未だ 行 はれざる なり」 と。 程 子 曰 はく  、「雲 は 陰陽の ニ氣交 はりて 和なる とき は、 相 

丧 ふること 固く して 雨と 成る。 陽 ip ひて 陰 和す るは顺 なり、 故に 和 十。 若し 陰， 陽に 

先だって^ ふが 若き は 順なら ざるな り.、 故に 和せ ず。 和せ ざると き は 雨と 成る 能 はず， 

雪の 畜聚 なりと 雖も、 雨と 成らざる は 西郊より する が 故な り。 東北 は 陽の 方， .e 南 

は 陰の 方な り、 陰より 唱 ふが 故に 和せ ずして 雨 を 成す 能 はず」 と。 义曰 はく、 「凡そ ..1 

は須 らく 陽唱 へば、 乃ち 成るべし。 陰唱 へば 成らず。 今 ® 西に 過ぐ ると き は 雨り、 束 

に 過 ぐれば 否る は、 是れ 其の 義 なり。 長 安 は 西風して 雨る と、 終に 未だ 此の 瑰を 曉ら 

ず。 須 らく 是れ 東より 北より して 風 ふけば 雨、 南より 西より すれば 雨らざる べし。 何 

となれば、 東北 は 陽に 屬 し， 西南 は 陰に 屬す。 陽唱 ひて 陰 和す、 故に 雨る。. 陰唱 ひて 

陽 和せ ず、 故に 雨らず。 易に 言 はく、 『密雲 雨らず、 我が 西郊より す』 と， ^よりす と 

は、 是れ陰 先づ唱 ふなり。 故に 雲は密 なりと 雖も 雨らず。 今 丙 風に して 雨る は. 恐ら 

く は 是れ山 勢の 然 らしむ るか」。 朱 子 曰 はく、 「密雲 雨らず、 我が 西郊より す、 此は是 

れ ijJi: を 以て 乾を畜 ひ、 他 を 畜ふを 得ず。 故に 雨と 成る 能 はず」 と。 又 曰 はく 、「密雲-,^ 

ら ずと は往く を^ぶな りと。 是れ 陰、 他 を 包みて 住まらず、 陽氣 便ち 散 じ て^を 做す 


<: 一一) *+ss こと 成らず、 往く を尙ぶ 所以な り」 と。 叉 曰 はく T 密雲 雨らず. 往 くを尙 ぶと は 蓋 一 

一一に 出， つ .  一 

し f だ是 れ下氣 のみ 上 升す、 所以に 未だ 雨る こと 能 はず、 必ず 是れ 上氣蔽 i 奋. して 發泄ー 

する 處 なければ、 方に 能く 雨 あり， 一 と。 愚 謂へ らく > 密雲と 雖も寒 陰の 氣 未だ 密 なら： 

ず、 發 泄の處 あるとき は 雨らず。 故に 密雲 未だ 雨らず。 凡そ 密雲 風 數~ 起れば 乃ち 雨 i 

らず. 風 あれば 乃ち 氣の 發泄 する 處 あるな り。 或 ひと 曰 はく、 疾風 迅雨 ある は何ぞ 

や。 師曰 はく、 密雲 旣に 雨る の 後、 風 あれば 乃ち 暴風と 雖も雨 止まず。 是 れ雨氣 甚だ 

重く して、 風 吹き 開く こと を 得ざる なり。 凡そ 雨中に 風 あれば、 風の 物 を損ぜ ざる、 

亦是れ なり。  一 

或 ひと 問 ふ、 東風に して 雲 西 すれば 必ず 雨り、 西風に して 雪 東 すれば 必ず 晴 るる は 

何ぞ や。 師曰 はく、 風に 因って 晴雨 冷暖 あり、 多く 土地の 山海 形勢に 從る なり。 四方 一 

备 * 主位 あり、 東南 は 陽に して 西北 は 陰な り。 四時 叉 其の 風 あり、 風 は 陽の 發 にして- 

本と 氣の 吹な り。 氣， は是れ 雨水 を 含む。 今 東より 來 るに 因って、 其の 風 は 陰 以て 閉： 

、、つる こと 少し。 故に 雨水 早く 下るな り。 南 は 之れ に 次ぐ。 西北の 風 は 陰 太 だ 之れ を閉ー 

ぢ、 其の 勢 尤も 迅し、 故に 雲 止まる こと を 得ず。 凡そ 東風 は疾 迅の大 たるな きも 亦是ー 
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れ たり。 唯 だ 風勢疾 ければ 乃ち 雲な く 雨な し、 風 勢緩舒 なれば 乃ち 雲 蓋 ひ^ 下るな 

(一) i 或 ひと * 龍 雨 を 行る の 說を問 ふ。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「龍 は 水物な り * 其の 出で 

«む 二に？ r つ， 

て 陽 氣と交 蒸す、 故に 能く 雨 を 成す。 然れ ども 雨 は 陰陽の 氣蒸 liU て 成る、 必ずしも 

龍の 爲 すに 非ざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 龍は祌 物な り， 其の 背に 八十 一 鳞 あり、 九 

九の 陽數を 具へ て 麟蟲の 長たり、 其の 質 盛 陽な り。 故に 氣を呵 して 雲 を 成し、 忽ち 雨 

. f 三)：  ，  ,■> 

0-)  二 を 下す。 陸 仙が：^ 雅に云 はく 、「龍 火？ i を 得れば 焰ぇ、 水 を 得れば 燔く、 人 火 を 以て 之 

^IVJ ジ^ れを遂 ふとき は卽ち 息む。 是れ龍 は 陽物の 神蟲 たり、 故に 氣を 嘘して 雲 を 成す、 雲 あ 

？ "お リ"  I, マ 

S?t ぶ 等 sy- れば 必ず 雨 あるな り。 各， '天 物 自然の 道な り。 箇の 神靈物 あれば、 這の 雲 を 起し 雨 を 

行る の 能 あるな り。 雲 雨 は 必ず 悉く 龍の 起し 行る に 非ず、 春 夏の 間 龍 陽 氣に乘 じて、 

なり、 引 »!£  む 

£L て S 以て 暴 雨の 行 あり」。 先 儒 曰 はく、 「龍 は 本と 陰 物、 陽 明の 地に 在りて、 陽の 爲に 蒸さ 

なり 

るれば、 陰 濕の氣 其の 身より 出で て、 卽ち 雲と 成り、 則ち 雨 因って 以て 降る、 叉何ぞ 

怪しまん や」 と。 11^1^1， 今 案ずる に、 龍 は 本と 陽物な り、 故に 其の 氣雲を 起し 

.^ を 行る。 雲 雨 は 陽 Q- 唱に ral ら ざれば 起る こ と を 得ず 。 


1 で. ^に" のう？  或 ひと、 高山に 霜 1^ なき を 問 ふ。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「上面の 氣 漸く 淸く、 風 

$C に 朱 子 勤  .  . 

-  二  HI づ  きび  ナベ  ご..」  j 

I；  く緊 し。 微 しく 霧 氣 ありと 雖も， 都て 吹き 散 じ 了る、 結ばざる 所以な り。 雪の 若き は 一 

只 だ是れ 雨の 寒に. 遇 ひて 凝る たり、 故に 高 寒 の 處 雪先づ 結 ぶ た り」 と。  一 

或 ひと、 雨らん と 欲すれば 乃ち 露 昇らざる こと を 問 ふ。 師曰 はく、 雨らん と 欲 十る" 

とき は、 陽 以て 唱ふ、 故に 氣散 じて 結ばず。 晝 露な きも 亦 陽 以て 之れ を 燥 散 すれば な 一 

り - 0  .  ； 

或 ひと、 先； 11 の 一 霜 は 能く 物 を 段して、 雪 は 物 を 殺さず.」 と 曰 ふ を 問 ふ。 師曰 はく 

i 虹に 霜 先 づ隕ち 雪 後に 降る， 故に 霜先づ を 殺すな り。 a つ 雪 は 極 陰に して 物 を ひ、 

じ- 朱 子 語. S 

其の 下 自ら 陽氣を 含む、 故に 物 を 段さざる なり。  < 

の 如き は 本と 

n. 、蒸れ？ * 雨  或 ひと、 龍の 能く 池 水を揚 ぐる こと を 問 ふ。 師曰 はく、 龍 は 極 陽の 嶙蟲 なり。 水 は 

Hu  S に 照ら 

必ず 火の 爲に 揚げら る。 龍の 池 水を揚 ぐるに 非ず、 池 水 陽 火に 因って 能く： n 斤るな り。 

«• 形 あり、 能  いと  一 

く 水 も g ひ 1? 水火 は 相 射 はざる こと、 以て 之れ を 知るべし。 

も 吸ふ 、人家  (； さ，.，，  ^ 

ば は ぽ S  或 ひと 問 ふ、 朱 子 资螝を 以て 祌物 レ-爲 し、 水 を 吸 ひ 形質 ありと 爲十 は何ぞ や。 師： n 一 

i;  はく. 此の 說 未だ 番 ならず。 其の 水 を 吸 ひ 酒 を 吸 ふの 説 は、 別に 虹に 乘 るの 祌物 ある 一 
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たり。 虹は氣 なり、 彼れ 何ぞ然 らん や。  ノ 

或 ひと 問 ふ、 子、 雷擊を 以て 神 物 ありと 爲す は何ぞ や。 師曰 はく、 雷 震 は 陰陽の 氣 

相擊 つの しきな り。 相擊 てば 則ち 物と 爲る、 故に. 薜艤 電光 あり • 其の 激 する や 屋を 

壌ち 木 を 折り 人物 を 害 十る こと あり、 其の 處 必ず 其の 迹 あり。 是れ祌 物 ありて 以て 其 

(一) の £ の 氣に乘 るな り。 多く は 龍 以て 其の 地に 隕っ。 龍 は 尺 木な くして は 天に 升る 能 はず、 

上 にある. 5 形  _ 

^H^ra 故に 其の 升る 處 爪痕 あり、 或は 鬚 の 少しく 殘る あり、 唯 だ 龍の 相乘 るの みに あらず、 

りて fi 能-、 

g す  乂 這の 極 陽の 神 物 あり。 是れ陽 精 以て 乘る なげ.。 

W 下 SS 或 ひと 問 ふ、 人の 雷-かせに 死す る 者 あり、 叉 自然の 遇 か。 師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 「人 

チと門ぉと の  . 

g 十 ーーー^ の 雷. 吖 むに 死す る 者 あり、 無 乃 素より 不善 を 積み、 常に 其の 心に 歉然 たり、 忽然と して 

づ、 仉 し .Ags- 、三) 

* 少 おなる 震 を 聞き 懼れて 死す るか」。 程 子 曰 はく、 「非な り、 雷 之れ を 震す」。 r 然 らば 雷 は 執れ 

か 之れ を 使むる や」。 曰 はく、 「夫れ 不善 を 爲す者 は惡氣 なり- 赫 然として 震 十る 者 は 

に W ヌに 大地の 怒氣 なり、 相 感じて 相 遇 ふが 故な り」 と。 致 堂の 胡 氏 曰 はく、 「雷の 山 を：^ り 

^_  一  一  S* 廟を壞 ち樹を 折り 人 を 殺す 者 は， 先 儒 以て 陰陽の 怒 氣と爲 す。 氣 して 怒れば 方爾と 

ま>1 に 

して 嗇 ffi- す、 偶 > 或は 之れ に 値 ふとき は 震 せらる。 然り而 して 盡く 然ら ず」 と。 愚 謂 


へらく、 天人 合一して： K の衝氣 必ず 人に 中る、 故に 人の 極惡、 天の 厲 氣 以て 相 通じて • 

人 を 殺し 廟を 震す る こと あるな り。 歧髓§歐1へ^^|5碑；/^15;^?!;。な5:^聖人天を畏れて戒愼 

恐懼 を爲 す、 是れ 天人 同一 の理を 以てな り。 今 疾病 あるの 徒 必ず 時候 風雨 を 知る こと 

以て 知るべし。 叉 極 惡の人 以て 然ら ざる あり、 是れ 幸に して 免る るな り。 故に 雷 震 亦 

其の 同氣に 通じ 來る こと 疑 ふべ からず。 或 ひと 曰 はく、 「人 惡罪底 多し. 故に 偶然と し 

て 雷 震に 觸れて 死す る、 皆惡 人な り。 犬 之れ を 罪する に 在らず」 と。 此の 說 信用す ベ 

からず。 

七 九 大 度 

師曰 はく、 大本と 形な し、 故に 度 數の謂 ふべき なし。 廢を 作る 者 二十 八 {：5 日月の 躔 

く 所を考 へ、 以て 强 ひて 名 づけて 度と 曰 ひ 道と 曰 ふ。 初めて 日月 星辰の 考ふ ベく 知る 

べきと ころ あり。 §1- 人の 大道に 於け る、 其の 用 尤も 大 なる 哉。 

あた たて 

師曰 はく、 先 儒 曰 はく 、「北より 南に 直りて 縦に 之れ を 分つ、 之れ を 度と 謂 ひ， まよ 

り^に-せりて 横に 之れ を截 つ、 之れ を 道と 謂 ふ」 と。 凡そ of おの 運る 所 之れ を 度と 謂 
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ふこと、 ほ 地の S- あるが ごとし。 二十 八 -M が 分つ 所の 度も猶 ほ州國 占む る 所の 巾 • の 

ごとし。 日月 五 星の 運る 所 之れ を 道と 謂 ふこと、 猶ほ 地の 大路 あるが ご」 -し。 H:Ji 

星の 轉 ずる 所 * 猶ほ州 國せハ の 本道 あ る が ごとし。 

師 曰 はく、 .大 に體 なし、 R だ 二十 八 宿 以て 之れ を 論ずべ し。 凡そ 周 H< 三 ぼ 六十 五 度 

w 分 度の 一 , 是れ 蓋し H の 行なり、 三百 六十 五日の 外 叉 四 分 口の 一 を Ij;: り， 以て 初め 

合 ふ 所の 星宿と 其の 度 を 一 に 十、 故に 周： 大を 計る に、 三 巨 六 十五 度 四 分 度の 一 を 以て 

定 數と爲 して 天 度 を 論ず。 

師曰 はく、 先 儒 皆 云 ふ 、「大 行 甚だ 健な り、 一 日 一 夜 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 を 周り- 

又 進んで 一度 を 過ぐ」 と。 愚-おず るに、 先 儒の 說に 因れば、 乃ち 天 行 一 日 一夜に 三お 

六十 六 度 四 分 度の 一 たり。 大豈别 に 周大の 虔數を 過ぎん や。 唯 だ 天 一日 一.： 仪 一 周 大 す 

るの み、 HB: 五 星 皆 相 後る， 故に 大行健 を 以て 之れ を稱 するな り。 

二)  下 一  師曰 はく， 三百 六十 五 度 ra 分 度の 一 を 以て 周 率と 爲れ ば， 1K の徑百 二十 度， 是れ園 

R  ： ニ^ー  の 大略な り。 其の 中 失 は 地 以て 之れ に 位す、 地上 六十 度 地下 六十 ，1 ス， 四 方义然 

り。 凡そ 圆， kn 二 卜度* 之れ を 直截す るに 十 を 以てすれば、 ー截 十二 度な"。 其の 一 


截は 北極の 座に して、 圓周 七十. 二度. 北極より 上下 三十 六 度たり。 此れより ニ截直 

二十 四 度， 其の 次の ニ截 中央 赤道に 到る， 是れ 黄道な り。 其の 南極より 赤道に 至る 亦 一 

此の 如し。 此れ を橫截 する に 十 を 以てする も亦然 り。 此に 於て 四方の 位 五行の 主 以て， 

x< 然 なり C 

師曰 は，、， 四方の 主位 南北 極 各-' 七十 二度， 東西 亦 七十 二度、 其の 四隅 合せて 七ナー 

七 度 ffi 分 度の  一 。 ili 九是れ 天の 度數 自然の 形勢に して、 四時 土&; と 相 表裏す。 ： 

師曰 はく、 北極の 主位 三十 六 度. 是れ六 六の 數 にして" 天の 周 廻 三百 六十の 數旣に 一 

南北 極の 主位に 盡く。 是れ周 天の 小成な り。 二十 八 宿の 度數， 其の 廣大亦 此の 一 小 圓- 

を 出で ず。 是れ犬 道 自然の 理， ？ t 倫 日用の 間、 少しも 差違す る ことなし。 故に 天地- 

の  間 自ら  六 層 あり、  易 は六畫 して； 5^ を. 成すな り 。 

に 一，？： 4..:， 師曰 はく、 大に黃 赤の 二道 あり、 朱 子 曰 はく 、一， 曆 家の 說. 天に 五 道 あり、 fi 今 且くー 

^  _ にバ つ 

m  —  黄 赤道 を 將て說 く。 犬 は 正に 一 圓ー K の 如く 相似たり、 赤道 は 是れ那 の ii; 子 相 合 t! する 一 

魔に L て. 太の 中に 在り、 黄道 は 一半 は 赤道の 內に 在り、 一半 は 赤道の 外に 在り。 東 西.ー 

の .，；5 慮に 赤道し-相 交 はる 度 は、 却つ て是れ 犬 の 橫分を 將て許 多の 度 數と爲 す， 會 する 一 

や へ 天地  一四 一 


山 鹿 語類 卷^ 四十  一 11  二 

時 は是れ (那の J 日月 は 黄道 • 赤道 十字路 頭 相 交 はる 處に 在りて 相撩 著す」 と。 愚 謂へ 

(1) S お、 らく、 沈：： i 中が 云 はく、 一犬 は實に 之れ あるに 非ず， 特だ曆 家 色 を 設けて 以て： U 月の 行 

* 代の 人. 存 

お "つれ： と 謂 ふの み」。 漢の" 大文 志に 曰 はく、 「曰に 中道 あり * 中道 は 黄道、 一 に 曰 はく 光道。 

奔：^ し て 功 あ 

り， 义！ e*^ に 凡そ a 月 五 星の 行る 所、 是れ 中道、 天の 中央な り、 故に 黄道と 爲 す.。 赤道より 南北 各 ~ 

！-て：入文万^む 

^M^^  二十 四 度， 惣計 四十 八 度， 是れ 黄道な り。 日月 五 星 這の 裏面に 出沒 す」 と。 

.^^^H 師曰 はく * 曰の 行 道ー晝 一夜に 一周 天す、 二十 八 宿に 及ばざる こと 一度， 是れ日 行 

る If* し、 後  ， 

*K 坐し 貶せ の 天に 後る るな り。 三百 六十 五日 四 分 日の 一 にして 一 周 天な り。 先 儒 曰 はく、 「曰の 行 

ら れて S す。 

^^^.u^ 道は窗 卯お 申？： 戌の 間 を 々i! えず * 卯 酉相對 して 赤道 を爲 す、 兩極 をぶ る 各-九 卜 一度 

强、 篱道斜 に 赤道に 絡が りて 七曜 循環す」。 日の 行、 半 は 赤道の- s: に 在り、 半 は 赤道 

の 外に 在り、 冬至に は 黄道 斗に 在り、 赤道の 南に 出づる 二十 四 度， 一:^ に 出で て 巾に 入 

る。 日 も 亦 一:^ に 出で て 申に 入り、 又 漸く 退いて 北行す。 春分に 及びて は^に 在りて、 

正に 黄 赤道の 交、 卯に 出で 酉に 入る。 日 も 亦 卯に 出で て？ 一： に 入り， 進みて 夏至に 至れ 

(二  ) 

にに にで： ば 黄道 井に 在り、 赤道の 北に 出づる 二十 四 度 * 寅に 出で て 戌に 入る。 日 も 亦 寅に 出で 

^の 名 二十  ニニ) 

i  „ て 戌に 人る。 秋分に 至れば 舟に 在り、 復た黄 赤道の 交に 當り、 卯に 出で て g: に 入る。 


曰 も 亦 卯に 出で て 商 に 入る。 

師曰 はく、 日の 極 を 去る こと 遠近 知り 難し、 要するに a: 景を 以て 十。 先 儒 云 はく、 

「光道 は 北の かた 東 井に 至り、 南は牽 牛に 至り、 東 は 角に 至り、 西 は奧に 至る。 夏至 

に は 東 井に 至りて 北の かた 極に 近し， 故に 暴 短し。 八 尺 や 表 を 立てて 暴景の 長さ 尺 五 

寸八 分， 夂 A 至に は _t 牛に 至りて 極に 遠し、 故に 長し。 八 尺の 表 を 立てて： t 景の 長さ. 

丈 三 尸 ニ寸 匹 分、 舂秋分には日|*^角に至り、 極 を 去る 中に して 中す。 八 尺の 表 を 立 

てて， 長さ 七 尺 一一 一 ま ハ分 お？ ilS ぶ は に， 4景 は BQ 南北 を 知る 

所以な り」。 今 案ずる に *  #景 の 法を詳 にせざる とき は，， 日の 正 時 知るべからず。 

師曰 はく、 日 行 は久. 一至に は 斗の 二十 一度に 在り、 極 を 去る こと 百 十五 度 少强、 地上 

を 行く こと 百 四十 六 度 少强、 地下 を 行く こと 二百 一十 九度少 弱、 日々 天に 後る る こと 

一 度， 百 八十 二日 半强に 到りて 井の 二十 五 度に 在り。 是れ 夏至の 日 行なり。 地上 地下 

B  の 行 は 冬至に 反 十。 其の 中 春分 は 角の 五度少 弱に 在り、 秋分 は i せの 十四 度 少强に 在り。 

列， 九 八 一 ザ^ 一.！ ん 

まわ r:AW  で；^:^ サ 一一 gjl: 是れ IK 垣 一 周して 初に 復る。 ョは 一 度 を 後れて 出づ、 故に 夭 

へ ；tt  i  AKtu り  えいちく 

！ 行 一度 を 過す に 似たり。 凡そ 日 は 四十 八 度の 間 を 行きて 盈§リ なし、 只 だ 一周； 1 して 二 

«學 八 大地  .  1 四 三 
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十八 {们 を 以て 之れ を考 ふれば、 乃ち  一 H 一度の 差 あり。 四十 八 度 一周 kl 八 卜 二  H 有奇. 

兩囘 して 三百」 ハ十 五日 四 分 日の 一な り。 

帥 曰 はく  * 月の 黄道 を 行る こと H の 如く- 其の 天 に 後る る こと 十三 度ト 九分 度の 七. 

凡そ 二十 九日 四百 九十 九分に して 日と 會寸。 ひ 月 は 二十 九日 有奇 にして 黄^ ra: 

十八. 度 を兩闺 し、 竟に 日と 會 するな り-。 

師曰 はく、  の 行る こと 唯 だ 一周 天に して 初 位に 還る。 日 行 は 斜に天 を 周る、 故に 

其の 運轉 愈-後る。 月 はー晝 夜に 斜に日 行 十二 日 有 奇の道 を 周 天 十、 故に 日に 後る る 

十二 度有奇 なり。 と 日と 會十、 故に 日 を 以て 其の後る る を 謂 ふなり。 

帥 曰 はく. 先 儒 曰 はく に 九 道 あり、 九 道 は靑道 二、 朱 道 二、 白 道 二、 黑道 二と 

黄道と にして 九つな り。 月 は 黄道の 中 を 行らず して 其の 餘の 八道 を 行る。 但し 此の 八 

道 は 皆斜に ilB:, 道の 內外を 出入 十、 故に 之れ を 九 道と 謂 ふ。 日月 一歳に 凡そ 十三 次 IK を 

經 ると き は、 二十 六 次 黄道の 內 外に 出入 十。 一次 天 を經 ると き は、 一次 入り 一次 出 づ 

るな"。 或は 六 次 入り 七 次 出で， 或は 七 次 入り 六 次 出で、 各. '十三 出 人 十。 此の 二十 

六 次^^に 出入 十る の 時、 二 卜 四 次 は 皆 nz と會 せざる こと あり、 惟 だ兩次 ほど：：：： し， 


(一) --i 

卷十 一 出づ 

(二) 朱 子 語 

類卷 二に 出づ、 

抄出に して 語 

や 異なる。 

張子 S 說も亦 

の 引用な 

(二)  00, 

* 代 lt_J 横 紫 

ほの、、 字 は 

^w^.  二 程の 

a- に 影 P せら 

る る こ と 深く、 

易 • 中庸に 精 

通す、 正 紫 • 

•€ 銘 . a! 説の 

あり、 W ら 

羼^ も《と す、 

お 先： iiii 稱 

せらる 


十る こと あり。 故に 疏に云 ふ、 『通計 一 百 七十 三日 有餘 にして 一 交 あり、 此の 時に 於て 

方に 食 あり』 と」。 愚 謂へ らく、 九 道の 說、 日月の 交 會を言 はんと 欲して 以て 此の 説 あ 

り、 然して 定法 を 以て 之れ を 論ずれば、 一歳に 兩 交して 當に兩 食すべく して 然ら ず。 

信用す るに 足らざる なり。 

師曰 はく、 日月の 行に 高下 あり、 是れ淸 濁輕重 陰陽 自然の 勢な り。 程 子 曰 はく T 日 

月 は 一 なり、 豈 日の 月よりも 高き の理 あらん、 若し 盈膨 なくば 何 を 以て か 歳 を 成さ 

ん」 と。 愚 謂へ らく、 日月の 高下 は 日蝕 を W て 之れ を 知るべし。 高下 あるが 故に 盈腊 

あるな り。 程 子の 說に 因る とき は盈 ^ を 以て 作物と 爲す。 天 何 ぞ箇の 歲を成 十の 意 あ 

らん 哉。 

師曰 はく、 或 ひと 朱 子に 問うて 曰 はく、 「天道 左旋し 日月 右 行す る は 如何」 と。 曰 は 

(一一 一) 

く T 疏 家に 此の說 ありて より 人 皆守定 す。 張子の 日月 を說 くや 皆是 れ左旋 すと、 説き 

得て 好し。 蓋し 天の 行く こと 甚だ 健な り、 一 日 一 夜に 周る こと 三百 六十 五 度 四 分 度の 

一 、 又 進む こ と 一 度 を 過ぐ。 日の 行く こと も 速に 健な り、 天に 次ぐ。 一 日 一 夜に 周る 

こと 三百 六十 五 度 四 分 度の 1、 度の 端に 起り 度の 端に 終りて 赢縮 なし。 正に 恰も好し、 
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天の 一 度 を 進む ことに 比する とき は、 則ち 日 は 一 度 を 退く と爲 十、 二日に 大 二度 を 進 

むと き は 日 二度 を 退く と爲 す。 月の 行く， U とは遲 し、 一日一夜 三百 六十 五 度 四 分 度の 

1、 行いて 盡 さざる こと 1K に 比すれば 十三 度 十九 分 度の 七 を 退き r ると 爲十。 二十 七 

日 半强に 至って 天 を 一周し、 初躔と 合す。 又 行く こと 二日 有奇、 二十 九日 半 强と爲 り 

て 日と 會す。 進數は 天に 順 ひて 左と 爲り、 退數 は. 大に逆 ひて 右と 爲る。 曆家は 進 救の 

< 一) 法 箅し 難き を 以て、 只 だ 退數を 以て 之れ を算 す、 此は 是れ截 法な り。 故に 之れ を 右 行と 

の S 

謂 ひ、 其の 日月の 度の 見易き を 取る のみ、 乃ち 云 ふ、 『日 行 遲く月 行 速し』 と， 此れ 錯 

r- 一) 後 の 說 なり」 と。 愚 謂へ らく、 天 行 日に 一度 を剩す こと 鄭康 成に 出で、 日月 俱に 左旋 すと 

I. 前 m 六 i 

^^^i は橫渠 が說に 出づ。 左 旋右旋 の 論、 先 儒 之れ を詳 にす。 今 案ずる に、 1K 行 至って 健な 

^ts に钔 ：「 り、 一日一夜 一 周 天、 曰 之れ に 次ぎ 月 之れ に 次ぎ、 备》-;大 に 順 ひて 左旋 す。 其の 右に 

退く を 以て 之れ を 論ずれば 月 至って 多く、 日 之れ に 次， ぎ、 }K 之れ に 次ぐ。 是れ 陰陽 自 

人5 北 斗の 然の 道な り。 右 行の 說亦廢 すべから ず、 古來 IK に 及ばざる こと 一度の 言、 尤も 然り。 

北に り HI  (巧) 

*.^.-|^ 師曰 はく、 度数に 狹濶 あり、 其の 旋轉に 緩急 あり、 然して 其の 周 天 皆 同じ。 凡そ 紫 

Jl^h.  A 

は h -」 微 塩の 旋るは 緩く して、 赤道の 旋るは 太 だ なり。 日月 星 の 旋轉亦 急 緩 あり。 朱 子 


s)  お  お  一 

一 2，^  曰 はく、 「一大 輪 を 以て 外に 在き、 一 小 輪に 日月 を 載せて 內に 在き， 大輪 轉 ずる こと 急 一 

ゆる 

に、 小輪轉 ずる こと 慢 くす るが 如き 是れ なり」 と。 

(六)  一 

$f け v^lg、 師曰 はく、 蔡 氏が 書の 傳に曰 はく、 「衆 星 を 經と爲 し 五 星 を 緯と爲 す」 と。 是れ 星宿 一 

.ii' よ り 朱-. 1, こ 

い し、 口 に 於て 經緯を 論ずるな り。 凡そ 南北 極の 度 を 經と爲 す、 是れ 定位 あるな り。 日月 五 星) 

a§ せられて 書 

^^^^ の 運行 定位な し， 故に 緯と爲 す。 二十 八 宿 は 東より 西に 旋り、 曰 月 五 星 は 南より 北に i 

一 7  v« ジ-  一 I^lrt を も  に 

5 は"、 て缝け 旋り、 二十 八 宿 は 左 進し H. 月 五 星 は 右 退す、 是れ 陰陽 升 降 進退 自然の 道な り。 i 

傳を大  j 

.a せり。 父の  _ 

所に 從 行し、 

は"  AO 或 ひと 天 度 を 問 ふ を辨ず 

後徒步 して 父  いま . 

SIX 或 ひと 問 ふ、 先 儒 皆 云 ふ、 「天 一 晝 夜に 一 周 天して 一 度 を 過ぐ」 と。 今 子の 說に 因れ 

鄉し >  九峯 

^^M^ ば 乃ち 天 唯 だ 一 周 天、 是れ 何の 書 をか證 とする や ノ師曰 はく， 漢唐宋 元の 儒 皆 天 行 健 

の 傅 ^ は卽 を 以て 一 周 天 一 度 を 過ぐ る こと を 曰 ふ、 是れ 未だ 天文 を審 にせざる なり。 天 一 周して 

傅な  一 

b  星 旣に初 位に 歸る * 日 未だ 出で ずして 星渐く 一度 を 過ぎて 後に 日 初めて 出づ。 是れ 日； 

.1, ま り  - 

の 犬に 後る る 一度な り、 夭 行 一度の 剩 あるに 在らず.。 曆 書に 聖人の 言な し. 故に 今據ー 

るべき なしと 雖も >  然も 天何ぞ 一度 を 過ぎん や。 只 だ 日月 各-天 行に 及ばざる なり。 

聖學八 天地  ，  一四 七  . 
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或 ひと 曰 はく， 然 らば 乃ち 天 は 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 を 行り、 日 は 天 行に 及ばざる 

こと 一度なる とき は、 HI 三百 六十 四 度 四 分 度の 一 を 行らん か。 師曰 はく、 日の 1K に 後 

るる は 其の 黄道 を斜行 すれば なり、 斜行亦 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 なり。 故に 一度の 

不及 あり。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 朱 子に 問 ふ、 「天 は是れ 一 日に 一. 周す、 日 は 則ち 及ばざる こと 一 度. 

大 一度 を 過ぐ るに 非ず.」 と。 曰 はく  、「此の 說是 ならず、 若し 以て 大 は是れ 一日に 一周 

十と ほば- 四時の 中 星 如何 ぞ问 じからざる を 解 せん、 更に 是れ 此の 如きと き は、 H々 

一般 却って 如何 ぞ歲 を紀 さん。 甚麼の 時節 を 把り てか定 限と 做. さん。 若し 以て 大過ぎ 

ずして 曰 及ばざる こと 一 度と 爲ば、 遺り 來り燈 り 去って 次の 午の 時 を將て 便ち 三更 を 

打たん」。 朱 子の 此の 說は非 か。 師曰 はく、 大は 常に 定位に 歸し、 然して 晝夜は H を以 

て 之れ を定 む、 故に 四時の 中 星 同じから ず、 日々 一般なら ざるな り。 朱 子 或 ひとの 問 

を辩 ずる こと 尤も 未だ 明かなら ず、 ；！；！？ 用す るに 足らざる なり。 凡そ 二十 八 iwi.K の 象に 

定^ あり、 日月 五 星 は 運動 轉 して 更に 定位な し。 是れ又 日月 星 脱 自然の 形勢な り。 

或 ひと 問 ふ、 日 H: 五 星 運動：^ 轉 して 少 くも 止まらず 定位な きとき は、 冬 S 至 春秋 分 


(二  i 

f-;) 朱 子 亦 定法 なきや。 朱 子 曰 はく T 日月 皆 角より 起り 天 亦 角より 起る。 日 は 一 日 運る こと 一 

類 SSi  二に 出づ  •  す i 

^^^^  周に して、 舊に 依って 只 だ那の 角の 上に 到り、 天 は 一 周し 了って 叉 角 を 過ぐ る こと 些 

fs^)  R£I こ、 し 

春 子な り、 日々 累ね 上り 去って 一年に して 便ち 日と 會す」 と。 師曰 はく、 冬 夏至に は、 

ぁリ、 多.、 は  めぐ 

^M^m 曰 は 黄道の 南北 端 を 行る、 今 曰の 冬至に 南端 を 行り、 旣に 其の 道 を 差 ふ。 春秋 分 も 亦 

SJilbs 然り、 更に 一 道 を 行らず。 朱 子 は H< 度 過ぐ るの 說に 因る， 故に 其の 言 此の 如し。 

古 S! せ J り 中に  --し (15 けん えう. と (Hn 

W む、 f は？  或 ひと 度 を 問 ふ。 師曰 はく  > 九 百 四十 分 を 一度と 爲て. §ss、 洛 書甄瞎 度. 春秋 考 

は そに I  ノ" 

f せ" Til わ 異郵皆 云 はく、 「周 犬 一 百 七 萬 一 千里. 一 度 を 二 千 九 百 三十 二 里 七十 一 歩 一 一 乂七寸 四 分 

入、 ネは 仲師、  かげ  S)  と けい 

幼より 一一 ii? と 爲すー と。 周禮に 「日 至の 景、 尺 有五寸 之れ を 地中と 謂 ふ」 と。 鄭衆說 く、 「土圭 の 

に しに  . 

^^^^ 長さ 尺 有 五寸、 夏至の 曰 を 以て 八 尺の 表 を 立つ、 其の 景土圭 と 等しき- 之れ を 地中と 

大 -s-sg となり *  (七： 

£g 斧、、 g 謂 ふ。 今 親 川の 陽 城是れ なり」 と。 鄭玄曰 はく T 凡そ 影の 地に 於け る 干せに して 一 寸 

司3!!と5^して 

？ 11 せ 一 0 れ乂 を 差 ふ、 景尺 有五寸 なれば、 . 南、 曰 下 を 載す る 萬 五 千里な り、 此れに 據 つて 曰 當に地 

(ヒ) 今 河南 を 去る こと 八 is?a.- なるべし。 日 邪に 陽 城 を 射る とき は 天徑の 半な り、 勾 股 法 を 以て 之 

封縣の 東 

れを言 ひ、 周 率 を 以て 之れ に乘 じ、 1- 率 之れ を 約して 五十 一 萬 三千 六 百 八十 七 里 六十 

r 八) 日出 a 八 歩 一尺八寸 二分 を 得， 一度 は 凡そ 千 四百 六 里 二十 四步 六：：^ 四 分な り」。 

gl- 學八 天地  一 四 九 . 
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の lift  ji£i« 十 亡 、代 る 
； す ひ' ネ 、 
あ •  • 疏 、 、卞 をて は 休 Pfi 
b 定 K  •  fit. ほ お 什ト; i 寧 機 

字 マ i s;sr 年' I： ふへ *5 の 、 
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或 ひ」」 四 分 度の 一 を 問 ふ。 師曰 はく、 定 宇の 陳氏曰 はく、 「四 分 度の 一 は 周 犬 全 度の 

外、 其の. ま" 度に 一度の 四 分 中の 一 あるな り、 九 百 四十 分 を 一 曰と 爲す。 其の 二  ki: 三十 

五分 は 卽ち四 分 中の 一分な り、 是れ四 分 度の 一 たり」。 今 案ずる に、 五 度 四 分 度の 一 

は 三百 六十の 剩分 なり。 然れば 乃ち 日 も 亦 一度 有奇 犬に 後れ、 相 積り て 五 度 四 分 度の 

一 となる あり 。 

或 ひと 問 ふ、 堅- 截横 截の說 如何。 師曰 はく， 本 

と 此の 說 なし、 愚假に 此の 說を 設けて 以て 童 蒙に 

示す。 凡そ 北極 は 地上に 出づる 三十 六 度- 北極の 

下端 は 南極の 上端に 至りて 相 邪な り。 黄 赤道 は大 

中 を斜帶 する 故に、 地上より 直に 黄 赤道 を 見れば， 

乃ち 其の 度 殆ど 六十 度に 幾し。 圓率を 以て 北 南極 

各-黄道 を 去る 六十 度， 黄道 六十 度 合して 半 

圍 八十 度， 周 天 三百 六十、 自然の 數 なり。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 曰 はく 、「周 天 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 , 東西南北 相距る こと 皆然 


下の W 

(九) 上 

法. i? 乂 句に 


り。 天の 形は彈 丸の 如く、 半 は 地上 を 覆 ひ 半 は 地下に 隱れ、 其の 地上に 見 はるる こと 

百 八十 二度 半强 なり」。 今 仰いで 天の 象を觀 るに、 二十 八 宿 地上に 見 在す る 者 或は 十 

五. 十七 宿. 地下に 入る 者 尤も 寡し。 且つ 春分に 尤も 多く 地上に 顯 はるる は何ぞ や。 

.  師曰 はく、 今 望む 所の 天の 形 は 北 高く して 南下し、 北極 地 を 出づる こと 三十 六 度- 北. 

あら は 

極 を繞る 七十 二度- 常に 見る る 者 之れ を 上規と 謂ん。 南極 地に 入る 三十 六 度、 南極 を 

繞る 七十 二度， 常に 隱 るる 者 之れ を 下 規と謂 ふ。 赤道 は 南北 極の 中 を 分ち、 黄道 は 赤： 

(二) 以下す 道を夾 む.、 地上より 之れ を 看れば、 黄 赤道 皆斜に 二十 八 宿 を 周る。 赤道に 依る は 參. 

ベ て a 座の 名 

なり  星.翼.珍.•角•冗.ii^  .虛.危なり。 其の 餘は皆 赤道の 內 外に 列す。 赤道の 內に列 

あら 

する の 星宿 見 はるる とき は、 其の 地上に 見 在す る もの は 常に 半に 過ぎ * 赤道の 外に 列 

する の 星宿 見 はるる とき は、 其の 地上に 見 在す る もの 尤も 寡し。 分野の 圖を 按ずる に，. 

北極 を 去る こと 三十 六 度， 以て 之れ を考 ふれば、 乃ち 其の 說榮然 たり。 或 ひと 曰 はく， 

春分 は 晝夜刻 を 同じう して、 初 昏の中 星 井 は 十七 度な り、 曉の中 星箕は 一度な り。 此 

の 度 二百 五 度 有奇、 是れ 中分せ ざる は何ぞ や。 師曰 はく、 星宿の 度斜に 之れ を 看れ iL 

なり。 春分に は 赤道の 內列星 多く 地上に 見 在 すれば なり。 
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或 ひと 二十 八お の 定位 を 問 ふ。 師曰 はく、 東方 は 角より 箕に至 る 七 なり、 次. 舍を 

(1) Eg、 以て 一 in ふとき は 房 心 を 大火の 中と 爲十。 南方 は 井よ り^に： 个： る 七 なり， 形 を 以て； IR 

ダ大 ussv  * も 

*e なり  ふとき は 朱 鳥の 象 あり。 虛は北方七^？の中星、 曰 卯 は 西方 七お の 中、 s: 時 各-中 星 あり- 

以て 其の 位を定 むるな り。 

にに.：^，、， 或 ひと 二十 八 宿の 度 を 問 ふ。 師曰 はく、 宋の 中興. 大文 志に、 王 突 曰 はく、  二十 八お 

玉. = の 人、 卞  (三) 

0^^^  -亦 未だ 始 より 度 あらず、 天體 は冲漠 なり、 分ち て 三百 六十 五 度と 爲 すと 雖も、 然も 其 

の 度 分ち 難し、 故に 曆を 作る 者 其の 度 を 二十 八 宿に 隸し、 用 ひて 以て：！： 月の 麒る所 を 

rir)  si 紀す のみ。 蓋し 犬の 度 ある は猞ほ 地の m あるが ごとし。 二十 八 各 ~ 其の 度 あれば， 

£1«  めぐ  ふと 

則ち 日の 大を 行る や、 孟春に は 某 星 幾度に 在り、 仲春に は 某 星 幾度に 在りと， U の醞 

得て 名づ くべ し。 九州 列縣 各. - 其の あれば， 则ち 人の 地 を 行く や、 i::" 日 某 州 幾 に 

至り、 某 s 某縣幾 里に 至る と、 驛 得て 計るべし。 此れ 星 度の 由って 起る 所な りと。 曰 

はく、  二十 八.： の 度， 濶狹 ある は何ぞ や。 曰 はく、 日の 躔る所 偶 > 此の. M と相當 る。 

此の 濶狹是 に 於て 分つな り， 故に 渖 天 を說く 者の 曰 ふ、 日の 躔る所 或は 多く 或は 寡 

た J-\  やどり 

し- 適-其の 星に 當る者 凡そ 二十 八、 故に 度の 多 靠是に 於て 生ず。 井 斗の 舍、 虽 なき 


杓；;!: 魁 一: 


ふ 第 ひ 第 北 北 

七 、ra 斗 斗 
を 第 を 第 frj 


に 非ず、 然れ ども 日と 與に 躧ら ず、 一 二日に して 其の 星 適 》-與 に相當 る。 故に 其の 度 

狹 からざる を 得ず。 其の 度の 濶狹を 得る を 失 ふ は、 一宿 全 體を擧 げて盡 く 此の度 を 占 

§  (五)  ， 

(S 辭 おに、 むる に は 非ず。 南斗 は 六 星な り、 全體を 擧げて 之れ を 一一 一一；： はば、 合 距は杓 星 を 度と 爲す 

！ tai 太陽 地  f ふ、 一 

^^^^^^ 而も 今の 曆家は 距魁第 四 星 を 度 杓と 爲す。 二 星 則ち 繁に 入れば 牽牛は 六 星な り。 全體 

之れ 3 稱 して を 擧げて 之れ を 言 はば、 合 距ニ星 を 度と 爲 十-。 今の 曆家距 中二 星 を 度と 爲 して、 丙の 

と- K ふと。 

S は距 角？ 0  二 星 は 斗に 入る、 虚はニ 星な り。 全體を 擧げて 之れ を 言へば、 合 距北星 を 度と 爲す。 

而も 今の 曆家南 星 を 距るを 度と 爲し、 北 星 則ち 牽 牛に 入る。 蓋し 南斗 六 星の 中 杓の 二 

星、 日の 度に 當ら ずして * 魁の 第 四 星 度に 當る、 故に 魁より 距 つて 二十 六 度 を 得、 牽 

牛 六 星の 中、 西 星 日の 度に 當ら ずして、 中二 星 度に 當る、 故に 苯牛は 魁を距 つて 六 度 

を 得、 虚ニ 星の 中 北の 一 星 日の 度に 當ら ずして、 南の 一 星 度に 當る、 故に 虚は南 星 を 

はか 

距 りて 十 度 を 得。 古の 曆を 造る もの 假に是 の 法 を 設け、 以て 日 襲を步 る。 或 者 は 察せ 

ずして 謂へ らく-  二十 八 宿 本と 其の 度 ありと。 叉 其の 宿 幾度 を 得る か を 見， 遂に 謂へ 

らく 一宿 全 體を擧 げて焉 に 在りと。 則ち 叉 非な り。 凡そ 二十 八 宿の 度 數は皆 赤道 を以 

て 法と 爲十、 黄道 を 推して 度に 合せざる 者 は、 蓋し 黄道に 斜 あり 直 あり、 故に 度數 亦. 
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道と 等しから ず、 卽ち復 た 度に 當る星 を 以て 宿と 爲す。 惟 だ虛道 未だ 奇數 あらず、 是 

n) 前 出 一 れに自 り 曰の 餘分 (あり T 暦 家 斗 分 を 取る 者 此れな り。 餘宿 は然ら ず。 沈 括が 筆談に 

1^11 お 曰 はく、  r 宫の長 予に問 ふ、 『二十 八 宿 多き 者 は 三十 三度、 少き者 は.^ だ 一度. 此の 如 

く 均しから ざる は何ぞ や』 と。 予對 へて 曰 はく、 『天の 事 本と 度な し、 曆を 推す 者 以て 

其の 數を寓 十る ことなければ、 乃ち 日の 行る 所 を 以て 天 を 分ち、 三百 六十 五 度 有奇と 

爲す』 と」。 愚 謂へ らく、 先 儒 王 突. 沈 括の 說詳 にして 明かな り。 黄道 二十 八 の 度、 

差 ありて 一 決せず。 其の 31 は 三才 阖 會に 出づ。 

或 ひと 問 ふ、 日 行 冬至に は 便ち 晝南陸 を 行り、 夜 北陸 を 行る。 夏至 は 又 之れ に 反す 9 

是れ日 行に 長短な きなりと。 師曰 はく、 古來犬 文を圖 十る に 赤道 を 以て 中に 置き、 黄 

道 を 以て 斜に 天 中を帶 し、 一 は 赤道の 內に 出で 一 は 赤道の 外に 出づ。 角 五 度少弱 • 蜜 

十四 度少强 を、 黄 赤道 相 交 はるの 處と爲 す。 其の 說唯だ 黄 赤道の 横 直 を 示 十の み。 此 

れに ra: つて 泥 著して 來問 あるな り。 凡そ 黄道 は 赤道 を來み 南北 各、. -ニ 十四 度， 通計 四 

十八 度 皆 黄道な り。 其の 日 道 を 以て 之れ を 論ずれば， 乃ち 冬至の B 道 は.；^ の 二十 一度 

に 在り， 夏至の 日 道 は 井の 二十 五 度に 在り。 故に ai は 斗の 上 . 井の 下 を 以て 黄道の 極. 


と爲 せり。 日 道 曰に 一度 を 退き、 唯 だ 黄道 一度の 裏 を 行る。 冬至. 夏至 亦然 り。 冬至 

は 伍に 南 陸 を 行り， 節を逐 うて 漸次. に 赤道に 近づき、 竟に舂 分に 至りて 中道 を 行る。 

叉 夏至に 及 ベ ば 北陸 を 行 るな り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說の 如くば、 1K の 形 太だ圓 にして 赤道の 左右 其の 端に 至れば、 乃 

ち 赤道より 度數相 短し、 故に 冬至. 夏至の 日 は 春秋 分より 短き か。 師曰 はく. 來 問の 

所 天の 度 を 以て 日 道 を 論ず、 故に 此の 疑 あり。 日 道 は 稍 や 卑く，  二十 八 宿 は 高し。 日 

道 は 唯 だ 黄道 四十 八 度 を 以て 中道と 爲す。 此の間 長 短廣狹 の 言 ふ ベ き な し 。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 乃ち 日 南 陸 を 行る とき は 北方 甚だ 日氣に 遠く、 日 北 

陸 を 行る とき は 南方 甚だ 日氣に 遠し。 日月の 天地に 於け る、 豈 其れ 然く 偏な らん や。 

.  よ る 

師曰 はく、 日 行 は 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 なり、 若し 冬至の 日 道 衣 夏至の 日 道 を 行れ 

ば、 乃ち 其の 斜太 だ舒 なり。 且つ 日出 曰 沒 四時 同じ。 來 問の 如くば 曰 赤道の 南 を 行る 

とき は 北方 日に 遠く、 赤道の 北 を 行る とき は 南方 日に 遠し。 然れ ども 地上 日 を 去る こ 

と 各. M ハ十度 >  更に 遠近な し。 凡そ 北極 地上に 出づる 三十. 一 ハ 度の 地 を 見る に * 皆 南北 

日 を 去る こと 遠からず、 冬至に は 日 南端 を 行り、 夜 は 乃ち 北邊に 依る。 夏至に は 日 北 
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端 を 行き 夜 亦 北邊を 行き * 晝 地上より 之れ を a るに、 日 道 は猶ほ 南に 在る がごと し。 

かたよ 

四時 各 ~ 日 道 を 去る こと 偏らず、 故に 甚だ 寒から ず 茶 だ d 者から ずして * 四時 行 はれ 百 

. 物 生ず。 是 れ中國 の中國 たる 所以に して、 四 夷の 四 夷た る 所以な り。 

2)  或 ひと 問 ふ、 月に 九 道 ありと は 何の 書に 出づる や。 師曰 はく、 書傳 に， 日月 夂 va^ 九 

道の 圖 あり、 曰 はく、. 「日に 中道 あり.、 月に 九 道 あり」 と。 說は 洪範本 傅に： 3- ゆ、 合せ 

(二) ほ f て 陽暦 陰暦の 說を 以て 之れ を 推す に、 凡そ 月 行の 交 はる 所 黄道の 內を 以て 陰 .齊 と爲 し、 

s ふが 如し 

外 を 陽暦と 爲す。 冬 は 陰暦に 入り、 S は 陽暦に 入り、 月 靑道を 行く。  gspg ゾ |ゅ. の 

^s-s 東に？，. S る。 立冬 立 WS 後 * 靑返 の 牛 *<立 春の.！ TO に 在 ん Aasif こ-、）'、 vi<¥.# こ乂  >' 、 き. mja ヒー， J 

b  、き s« の！ *s に當 る。 KI する 听の に 至る もさ ふ.！ の 如し。 ター 眉に スり B 陰 屬にス ー 月 白？ 5S<- を 111 

(1 二)  (=ー) 

CKa; ぷはぉ く  。冬 の 後、 白 道の 半-: 父 秋分の に 在り、 isls の w に 《as る。 立冬 立夏の 後、 白 -  一  J^^ 、 大， £f*n  二 

p^^^,;-^  く 道-: iH ま i 秋の； „e に 在り、 黄道の W 北に B る。 衝 する 所の に： 全る も 亦 之の 如し。 着 2^ 嬉にス I  ー》- 陰鹰に 

\).  H: 长 f  &lt  く。 春分 秋分の 後、 朱 道の 半 の m に 在り、 if の 南に 常る。 立 存立 秋の 後- iJ4 

時 fr<aH  ス ー 戶. タ fl-S を， く 道の牛交立農ゃぉに在り、 黄道の1€南に《-5る。 isする所G{sに至るも^^^之.：如し。 着ぽ潜 

火昜脊 こ\1' 、 aJE::tt  一 汀く。 春分 秋分の 後、 の JHXJiv 全の に 在り、 道の 北に {ci る。 .^s 

1/  f  月 at: い .s- を わく 秋の 後、 wlf^acJH 父 立冬の に 在り 道の 東北に f£ る 1 S する 所の 

S  I 洪 四 序 離れて 八 節と 爲り、 陰陽の 交 はる 所に ff.- りて 皆 黄道と 相き す、 故に 月 

h,— 「ノ に- S"  き  (六 一 

-^^ ^ 行 九 道 あり、 所謂 i  :n 月の 行 は 冬 あり 瓦 あり，， 一。 中 舆大文 志に 曰 はく、 「王 突 按ずる に， 

日 nr:t; キ； 5 に こ 

e 引 つ 曰 月の 行 は！？ S あり 速 あり、 一 術 を 以て 御すべき こと 難し、 故に 其の 合 散に 內り 分れて 


<七) * 代 s 

翻の 進 土， 字 

は 立 道， ？ W 節 

にして.： ：！- しの 

納めす *0 

fli- の酬を 以て 

追 ほし 一. -卒 す、 

敏と諡 す 

(八〕 ：lTt- の 

名の 如し、 隋 

*r 大.^ 志に、 

二十 八 55 三 家 

赤 二道と 

幷べ いへ h- 

(凡) 《 の 高 

33、 

t ず 1 す。 *: 書 

大衍 大 S 

树； g 等 あ り 

(一 〇〕 五代 

史の 天文 ぉ^ を 

指す、 Hi: 史卷 

五十八に 出づ 

へ 二〕 後 周、 

東 平の 人、 字 

は 文 伯、 ft 宗 

に 仕へ て、 文 

武の功 あり、 

又 明敏に して 

智；！5 多く、 陰 

EI 律 磨に s,nir 

^s: も S じて 欽 


數 段と 爲り、 毎 段 一色 を 以て 之れ を 名 づけ、 以て 算位を 別たん と 欲する のみ。 陳 卓が 

(八)  ー る 

三 家 星に 於て 其の 色 を^ち 以て 之れ を識 すが 如き、 算法に 赤 * 黑籌を 用 ひて 以て 之れ 

を刖 つが 如きの み。 而 して 曆家 其の 意 を 知らず、 遂に 以て 九 道 ありと 爲す、 甚だ 嗤ふ 

(.1  つ： 

べし」 と。 先 儒 曰 はく、 「一 行、 月の 黄道 を 出入す るを考 へ、 圖 三十 六を爲 り、 九 道の 

增益を 究め 大衍曆 を 作る。 五代の 司天考 に、 王 朴九道 を 明かに し 以て 月 を步し 欽天曆 

を 作る と 載す。 九 道 は月軌 なり， 其の 半 は 黄道の 內に 在り、 半 は 黄道の 外に 在りて、 

黄道 を 去る こと 極めて 遠き こと 六 度。 黄道 を 出づる 之れ を 正 交と 謂 ひ、 黄道に 入る 之 

れを中 交と 謂 ふ。 古より 九 道の 說 ありと 雖も、 蓋し 亦 知りて 未だ 詳 にせず、 徒 だ 祖述 

の 文 ありて 推 步の用 ふること なし」。 今 黄道 を 以て 一同 を 分って 八 節と 爲し、 一節の 

中 を 分って 九 道と 爲し * 七十 二道 を盡 して 後、 日月 をして 其の 邪 正の 勢 を隱す 所な か 

らしむ。 蓋し 月の 黄道に 出入す る * 時 異にして 日 同じから ず、 渾 天の 能く 述 ぶる 所に 

非ざる も、 之れ を 要するに 極 は 六 度に 過ぎず、 則ち 大數 知る ベ きなり。 

或 ひと 問 ふ、 月ー晝 夜に して 斜に日 行 十二 日 有 奇の道 を 周 天す と は 如何。 師曰 はく. 

凡そ 黄道 は 天の 中央に して 日月 五 星の 道な り。 其の 度 四十 八 度。 日 黄道の 一度 を 行く 

聖學八 天地  一 五 七 
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JKf 作る こと 三 曰 有奇、 g$lt^、 月 は 黄道の 度 を 行き、 曰 は 十二 曰有奇 運る 所 を 行く、 故に 

卜ー i^fe^D^fe )-o  十八 度 を 行く 十 ra 日 有奇 ならば、 則 V-H- 行 はー晝 一夜に 黄道 三度 有奇も 行く。  そ此 

11  一  Irtsif-ISP グ 1<1*3 ま. I の 問^ 周の 差 あり、 詳に 通計すべし。 1«!っ1::-行は古人未ぉ盡せざるの？^!ぁり， ロ.、だ*«14;;^っ 

て W て 札 

すべし- 

或 ひと、 日月の 高下 を 問 ふ。 師曰 はく， 日月 相 重なり 近き ヒきは 則ち 月明な り、 三 

日に 限らず。 必ず 三日 を 待ちて 而る 後に 明喑 ありと せば、 則ち 大略 日 を 去り 日に 近き 

こと、 幾 ど 三十 六 度に して 明喑 あり。 此を 以て 詳に 之れ を試考 すれば、 乃ち 其の 髙下 

以て 知るべし。 

(一) 那 十全 或 ひと 問 ふ、 邵子曰 はく、 「天 は 左に 旋り H は 右に 行く、 日 は 夫たり 月は婦 たり、 故 

せお .么、 Ai 

g^^g^ 外 に 日 は 東に 出で 月 は 西に 生ず」 と。 朱 子 は 張 氏の 說に從 ひて、 天 及び 日 nr 各-左 旋す 

(二) ひ 下 一 と爲 す。 師曰 はく、 天 は 唯 だ 一周 1K のみ。 日月 各-' 天に 順 ひて 左 旋し右 退す るな り。 

as すべて 文 ，_4 

ト な；；： 日月 右 退す る を 以て 天左旋 すと 爲十。 犬 地 は 本と 動かず、 日月 運動 十。 星は旋 ると 雖 

ilr* 代 も 必ず 定位 ありて， 也た 運胁 せざる が 如し， 是れ 陰陽 自然の 形勢たり。 

め 人、 sf« に ニー 一 

？ひ、 tMn。 或 ひと、 五 星の 度 を 問 ふ。 師曰 はく、 先 儒 曰 はく、 「古 曆は五 星 並びに 順行す。 秦の 

^Mu 1 ニー  ご (石)  とも 

き £  暦に 始めて 金 火の 逆 あり。 又 甘 氏 時 (代) を 並に して 自ら 差異 あり。 漢初測 候して 乃ち 


五 星 皆 逆行 ある を 知れり。 其の後 相承け て 能く 察する こと 罕 なり。 後 魏の末 (に 至り) 

(ran  (五) 

淸 河の 張子 信學藝 博く 通じ， 尤も 曆數に 精し. 因って！ 榮の亂 を 避けて 海 島の 中に 隱 

れ、 三十 (許) 年 を 積みて 專ら渾 儀 を 以て 日月 五 星 差 變の數 を 測 候し、 算を 以て 之れ を 

步り、 始めて 日月の 交 道に 表裏 遲速 ある こと を 悟る。 五 星 は 見 伏し 感召 向背 あり、 言 

ふこ ころ は、 日 は 春分の 後に 在りて は 遲れ、 秋分の 後に は 則ち 速な り。 合 湖に 月、 日 一 

道の 裏に 在る とき は 日食す.、 若し 曰 道の 外に 在れば 交 はると 雖も： g けず .0 月 望 値 交 は 

れ ば^く、 表裏 を 問 はず。 又 月 行り て 木 火 土 金の 四 星に 遇 ふに、 之れ に 向へば 速に、 

之れ に 背けば 遲る。 五 星の 四方に 行る、 列 宿 各； 好惡 十る 所 あり。 居る 所 其の 好に 遇 

とど 

ふ 者 は 留まる こと 多く、 行く こと 遲 くして 見 はるる こと 早し。 其の 惡に遇 ふ 者 は SE ま 

る こと 少く、 行く こと 速に して 見 はるる こと 遲し。 常數と 並に 差 ふ。 少き者 は 差 五 度 

に 至り、 多き 者 は 差 三十 許りの 度に 至る。 其の^ 星の 行 は 見 伏 尤も 異なり。 皆 古人 未 

^得ざる 所の 者な り」 と。 中興 天 文 志に、 「夫れ ニ曜は ニ氣の 精な り、 五緯は 五行の 精 

(八) 

なり。 二 曜倶に 順行し 五緯獨 n 退 逆 ある は何ぞ や。 班 氏 謂へ らく、 『三代の 盛時 は大下 

の 五 緯軌に 順 ひて 逆行の 者な し、 周の 末人紀 修まらず.， 師 旅數. -起 る， 故に 五緯 始め 

9-藥 八 天地  一 五 九 


<- 一) 

冬せ 


(パ) 春分. 

秋分 


3  は 

ra 方， £ 立 は 

立 #立， 立秋 
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て 常の 度 を 失 ひて 逆行 あるな り』 と」。 

或 ひと、 黄 赤道の 經緯を 間 ふ。 師曰 はく、 先 儒に 黄 赤道 星 度 增損篇 あり 曰 はく 、「赤 

道 は 南北の 中 を 分ち、 黄道 は 赤道の 內外を 出入す。 赤道 は 横にして 黄道 は斜 なり。 斜 

は 横より 長し、 故に 黄道 之れ を 增と謂 ふ。 

赤道 は 中に 居り、 黄道 は 傍に 出づ。 傍 は 中 

より 狭し、 故に 黄道 之れ を 減と 謂 ふ。 蓋し 

亦 自然の 數 なり。 黄道 は 二 至の 前後に 在り、 

赤道 を 去る 最も 遠し と爲 す、 故に 度狹 くし 

て 少し、 當に 分限 以て 差 や 減すべし。 二分 

の 前後 は 赤道 を 脇え て 出入し、 赤道に 近く 

益 ~ 斜 なり、 故に 度廣 くして 冬し、 當に分 

限 W て 差 や 加 ふべ し。 大抵 南北 冬 夏の 宿 度の. に 在りて は、 黄道の 度少 く、 赤道の 度 

多し。 東西 春秋の 宿 度の 內に 在りて は、 黄道の 度 多く、 赤道の 度 少し。 玆れ 大度 濶狹 

の 勢の 然 らしむ るな り。 四隅 四 立の 初め 各 ~ 黄 赤道 變 革の 際 は、 則ち 度 平にして 多少 


5 前頁附 

Hi.  ml し 

に は、 少 IS 

依 平に 作る 

(五) 後 書 

天文 志の 疏 

(六) 後； r 

s>¥ の 人、 字 

は 牛 子、 安帝 

の 時太史 令と 

なり、 大儀 

を 作る。 l«Jsg 

S 罔 論 を 著 は 

し、 X 周易 訓 

詁， 遺文 等 も 

あり。 後！ f* 

天文 志の 分 註 

に は 著 »_ 名 は 

儀と あ 

り、 苘 じ もの 

なるべし 

(七) 前卷ニ 

八 九 頁 照 

(八) 0 一  行、 

丄1 出大衍 ^ の 

作者 

(九) 前 >£« 

卷ニ 十六、 天 

( 一 〇) . 今 河 

南 省 S 封縣 の 

東南 *: 城敏も い 


【巧 一  §  Mq 

の 異なし * 所謂 四 立の 際 一度 依强少 平と いふ もの 此れな リ。 疏に曰 はく、 「後漢 (書) 張 

衡の渾 儀 を 載す。 赤道 は 一大 の 腹 を橫帶 し、 黄道 は 其の 腹 を斜帶 し， 赤道 を 去る 表裏 二 

(七)  つな 

十四 度」 と。 晉 誌に 葛 洪が渾 天. 儀の 註 を 載す。 赤道 は 1K の 紘を帶 し、 黄道 は 赤道 を 出 

(-0 

入す、 極めて 遠き は 赤道 を 去る 二十 四 度と。 廣 誌に 一 行が 黄道 儀 を 載す も亦然 り。 愚 

謂へ らく、 先 儒の 所謂 黄道 は 南北 兩 端に 斜 出す るの 謂な り." 故に 增 減の 度 あり。 今 案 

ず. るに、 黄道 は 赤道 を夾 むこと 各 ニー 十四 度. 皆 黄道と 謂ぶべし。 赤道 は 天の 中， 故 

に度數 魔し、 黄道 は 南北 極に 近し、 故に 度數少 減な り。 予經緯 の 圖を設 く、 以て 之れ 

を考 ふべ し。 

或 ひと、 日 暴 長短の 說を問 ふ。 師曰 はく、 漢 誌に 曰 はく、 「日 極に 近し、 故に 暴 短 

し。 月 極に 遠し、 故に 晷 長し。 日 極 を 去る の 遠近 知り 難し、 要は 晷景を 以てす。 景は 

日の 南北 を 知る 所以な り」 と。 按ずる に、， 周禮に r 大司徒 土 圭の法 を 以て 土 深 を 測り， 

二  0) 

日 至の 景 * 尺 有 五寸、 之れ を 地中と 謂 ふ」 と。 先 儒 皆 地中 を卽 今の 陽 城 を 以てする 是 

111;-  つぶさ 

れ なり。 八 尺の 表 を 立てて 日の 長景尺 五寸、 日の 短景尺 三寸、 鄭康 成が 註に 具な り。 


ふ (11) 飾玄 9 周！？ 注 
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Mi**  M 


m 

s 行戶ガ 

iff. 

五日 ft 
星 月 道 

称 

北 

... - 圓 

_:w 射 s™、 

. ^. 王 十六 

に 作る 

二)  s» の 

一 種に て、 尚 

S.  Air 一 

« ありし も 今 

は 佚して おは 

*- の 中に 《f 

と。 き 

その J^fr せる 

一 *? の 名な り 

(■:.! 古の 算 

の Jw 江の 人、 

卞は 永. 几、 博 

ほ， 冬：^ 術 S に 

待と な 

れり， * 人 SS 

あり i 舊會 • 

Is* の： 大 文ぶ 

にあり 

の 人， {+ は ヘム 

«. 幼よ 

--f . 塚. ぶ 

り、 X 
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ネー 紫 ^  -sjllAV-J^WWW  ( I 上 ^  ^ 


一 六 二 

ニー  0  二  つ 二)  (En  S) 

叉 考靈曜 . 周姊 . 靈憲 . 王^ . 陸 繽が諸 齊 

並に 云 はく、 「日の 景は 地に 於て 千 2- にして 

(七) 

差 一 寸 なり」 と。 隋 志に 載 十ら く、 「宋 の； 兀 

,嘉 十八 年 使 を 交 州に 遣 は し て 景 を 測りし 

に、 夏 If; の 日景、 表の 南に 出づる こと 三寸 

二分。 何 承 犬、 陽 城に 計りて 交 州路に 去く， 

萬 里に 當 りて 景の差 一 尺八 寸ー 一分。 是れ六 

百 の 差 一 寸 なり」 と。 ！^？の太史の議に曰 

はく、 「交 州 は洛を 去る こと 九 干 里、 蓋し 山 

水の 间折 之れ 然ら しむる たり。 表 を 以て 之 

まさ 

れを考 ふるに、 其の 弦 當に五 千なる べき か。 

かげ はか 

元 十二 年 使 を 遣 はして 景を 候ら しむ。 太 


*^ 監南 宮說， 河南の 平地 を擇 び、 水準 繩墨を 設け、 表を植 てて 以て 引きて 之れ を 度る „ 

率ね 五 kii 二十 六 里に して 暴の 差 二 寸< へお。 南の かた 林邑を 候る に、 冬至の 暴 六尺 九寸， 


夏至に は 表の 南に 在る こと 五寸七 分。 北の かた 鐵勒を 候る に、 夏至に は 四 尺 一 寸 三分、 

一一 六) I： 大 冬至に は 二 丈 九 尺 ニ寸六 分。 陽 城の 林 邑を距 る こと を 計る に 徑六千  一 kn 一  十二 里， 五 

文 志 

にさ 南 s.^ 月の 日 は 天頂の 北 六 度に 在り。 北の かた 鐵勒 と距る こと も 林邑と 正に 等しければ >  五 

文 や M び 

せ。 ャ KS- 月の 日 は 天 項の き！ 十七 度 四 分に 在り。 舊說 千里に して 差 ありと は 疎な り」 と。 然ら 

作る^  . ば 則ち 日 暴短长 の說は 必ずしも 尺寸 を 以て 較 ぶる を爲 さず.、 大約 其の 晷を 測りて 極め 

(八) 今の 廣  が 

？ K お il:、 て 長ければ 日の 南に 至る を 知り、 其 の蕃を 測りて 極めて 短ければ 日の 北に 至る を 知る 0 

i 帝？ 文 帝に - 斯の 如きの みと。 愚 謂へ らく、 先 儒の 論 此の 如し。 凡そ 4 景 海上に 非 ざれば 乃ち 日の 

^m- せられ、 

S お £A とな 出沒 測り 難く、 相 去る の 遠近 地勢 均しから ず。 春 秋分の日 出 も亦斜 なり 、？^ や 冬 夏至の 

る、 後 免官せ 

^^^^^  HI の 出. 尤も 斜 なり。 其の 測る 所 速なら ざれば 乃ち 差 ふ。 故に 只 だ 正午の 時 を 以て 之 

( 一 〇) 新 *" 

書卷 一-一十一、 れを 知る に 在り。 然れ ども 天の 究 りなき、 日月の 定めな き、 何ぞ 其の 幽微 を盡 さんや。 

厂. 文 11^ » 出- 

g 元は. M 宗の 

二 こ 今の  \  一  f  ,K 

安 南 順化 等の  八 一 層數 

あ 4! を當時 かく  i  03  つつし かう てん したが 

f,jr; -。 師曰 はく， 堯 典に 曰 はく、 「乃ち 羲 • 和に 命じ、 欽 みて 昊 天に 若 ひて 日月 星辰 を曆象 

(ニー〕 今の  n£ 

円^の 東郜  つつし  •  ああ  き 

ブ 1e  ^ 書 し. 敬み て 人に 時 を 授けし む」 と。 叉 曰 はく 、「帝 曰 はく. 咨汝羲 と 和と- は 三 kn 有 

« 學ヘ 天地 ■  一六 三 
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*£ こと  を さ  みな ひろ 

六 旬 有 六日， 間 月 を 以て 四時 を 定め 歲を成 十、 尤に 百ェを 凝め 庶績咸 §^ まれり」 と。 

竊に 按ずる に、 古昔 聖人 欽 みて 昊！ K を考 ふ， 是れ 犬德を 以て 人事に 施し， 天人 惟れ 一 

にして 而 して 後に 民 用 ひて 行 ふ。 故に 日月 星宿の 周旋 を詳 にし， 敬み て 其の 度 數を紀 

し 其の 氣候を 正し 人の 時 を 授け、 四時 以そ 分れ 地氣 以て 詳に、 民政 以て 施 十.。 是れ曆 

數の 世に 行 はるる 所以な り。 

師曰 はく、 一年の 法 あり、 一月の 法 あり、 一日の 法 あり。 一年 は 其の 惣計 にして、 

其の 間に 中 節氣候 あり、 各. - 其の 主位 あり。 凡そ 一年 を定 むる は. 是れ 日と 天と 三 kn 

六十 五日 四 分 度の 一 にして 相會 する に 同じ。 此の 定数あって 一 月を定 む. 是れ： n と 月 

と 二十 九日 有奇 にして 相會 する に 因る。 三十日の 定數 ありて 一 日を定 む. 是れ U 出 H 

沒を 以て 一 晝と爲 し、 日沒 日出 を 以て 一夜と 爲し、 一, 丄夜 にして： n 周大 十。 故に 一 

年 一月 一 日 各- "日 を 主と す。 凡そ 一 年の 積 は 一 日 を 以て 考 ふべ し。 大道 は 私な し、 H 

nr 星：；^ の運轉 更に 差！^ いなし， 以て 之れ を考 ふべ し。 

師曰 はく， 卄四氣 各-中 星 あり。 之れ を 中 星と 謂 ふ は、 南方の-止に 常り 午 位の 中に 

あた 

直る 者 なれば なり。 其の 法 初昏を 以て 候と 爲す、 故に 典の 指す 所 は卽ち 所謂 昏に中 


(一) 武 帝の するな り。 然して 歲 差の 說 あり。 堯の 冬至の 日 は虚の 一度に 在り。 月 令の 冬至の 日 は 

太- 一 iS 年 巧お 牛  ( 一 一 

0U< 斗に 在り。 漢の文 帝 三年 冬至の 日 は 斗の 二十 二度に 在り、 武 帝の 太初 曆 冬至の 日 は 建 

かくい ふ  (二) 

(一一) 章 帝の 星に 在り、 斗 牛の 間に 在り。 東漢の 四分曆 冬至の 日 は 斗の 二十 一度に 在り。 唐の 大衍 

• 几 相 二 年 雲 •  § 

s-SSJlr 暦刚？ ^冬至の 日 は 牛の 十 度に 在り。 宋の統 元曆. fii へ f せ £i の 日 は 牛の 二度に 在り。 

0 一一) 作者 は  (En 

s„  今授 &r 唇 冬至の 日 は 箕の八 度に 在り。 凡そ 星 曰 s の 差考へ 難し、 是れ 乃ち 盡究 すべ 

(四) 元の 世 

！麵 |きの理 なり。 

作る ところ 

(五) 栄代、 師曰 はく、 氣 盈朔虛 あり、 間 を 生ずる 十 有 九歲、 七？^ して 氣朔 分齊 す、 是れを 一章 

金^の 人、 九 

™ri+ は 子靜、 と爲 す。 故に 三年に して を 置か ざれば、 春の 一 月 夏に 入りて 時 漸く 定まらず- 子の 

によりて  • 

はげ III 一  月 丑に 入りて 歲 漸く 成らず。 之れ を 積む こと 久しくして 三た び 閏を失 ふに 至る とき 

なり。 モの或 

Hi 子に 出づる は、 春皆复 に 入りて 時 全く 定まらず、 十二た び 1^ を 失 はば 子 皆 丑に 入りて 歳 全く 成ら 

も、 何悟皇  -  (五) 

； の ず、 其の 名 實乖戾 し 寒 1H< いに 反す。 象 山の 陸 氏 曰 はく、 「曆 家に 所謂 朔虛 氣盈と は、 

W の 一 敵 H た 蓋し 三十日 を 以て 準と 爲し. 朔虚と は、 前の 合朔 より 後の 合 柳に 至る 三十： n に滿 たず _ 

b 。象 山集* 

m^^Jf? 其の 滿 たざる 分 を 朔虛と 曰 ふ。 氣盈と は、 一節 ー氣 共に 三十 曰 有餘、 分って 中分と 爲 

先生 全 ％ 卷： ^ す、 中 は 卽ち氣 なり」 と。 愚 謂へ らく" 氣盈と は、 日と 天と 會し. 五日 九 ぼ 四十 分 日 
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十 HTSS に の 二百 三十 五の 餘 gisgl あるな り。 朔虚 は. 日と 月と 會し. 五日 九 lew 十分 日の 五 

百 九十 二の足らざる あるな り。 是れ歲 に 十二月 あり、 月に 三十： n あり， 三百 六十 を以 

sdiss ると て 一 歲の常 數と爲 す、 故に 這の 氣盈 朔虚 あるな り。 凡そ 閏月 は 1K 道の 有する 所に 非ず- 

ころ. 甲子 4  あま 

^^^.^u^ 日月 常に 晦朔に 合して 餘 分の 剩 るべき なし。 月 大恆に 三百 六十 五 度四ハ R 度の 一 に會し 

i〔 お?? て餘分の！1«^0べきなし- 唇 家 通計して 此の 算術 を 立つ。 尤も 聖人の 敎 ふる 所な り。 案 

ずるに 天道 究 りなし、 故に 術 を 設け 說を 立つ る も 亦盡す こと 能 はず、 故に 別に 餘 分の 

お 相 積 あり， 曰 15! れ 三年に して 闺を 置く の實 なり。 間 を 置く も 尙ほ餘 分の 計るべからざる 

の 外に、 太玄 

* 々び X* あ もの あり、 而 して 竟に歲 差の 說行 はる。 

^ls^:,-ft^w 師曰 はく、  K 本と 四時な し * 中華 及び 本朝 は 各-北極 を 地上に 出づる こと 三十 六 度 

へ 4C 代め-  ほどよき 

l^s に 見、 黄 赤道 を斜 に！ る、 故に 晝 夜に 長短 及び 中 あり、 寒；^ 冷暖 あり、 以て 這の 四時 

55; 州お 父 t ま 候 を 分つ。  _ 

？ 功 あ  師曰 はく、 通 暦に 曰 ふ 、「太 臭 始めて 甲曆 あり」。 揚 泉の 物理 論に 曰 ふ、 一： 祌農曆 日 を 

は^ U, ゆ 立つ」。 漢の律 唇 志に 曰 ふ、 「黄 帝曆を 作る」。 朱 子 曰 ふ、 「太 史 公が 曆書 は是れ 太初 を 

fe  J,  !»■  J,  (E)  一  五) 

り c  K ザと  4- ベぎ よく  o- つきん 

，-、 - «5£  ^く、 然れ ども 却って 是れ： 淑琪の 四 分 唇な り。 劉飮三 統曆を 作る も. 唐の 一 行の 太衍 


？;: きて ig な-ほ 

れ.： ：； 殺す 

(六) 後 周 > 

十の 人、 ネ 

は 文： m,  *：{ --小 

に审 ffl せら れ 

.!s 人お を 造る > 

後 律 ¥：！^ に 

せら る、 

お 使 を て 

れ り 

(七) この 一 

條. 殆ど 隋せ I 

：  人文 志の 引 W 

< 八) 天タ、 欲 

舰器、 «天 儀 

とも 云 ふ。 後 

出 一 七 〇H 附 

岡？ si 

(九) 節 玄- 

出.：，、 SI 頁 * 

照 

(一〇) 後 

の 人、 {.4- は季 

長、 俊才に し 

て郎 中に 拜す。 

ら るる もの 千 

i ゼ 超え， 

姊玄も その 高 

；,; 5 なり、 三傳 

3*11; 說の 述 


に r おも 詳に備 はれり。 五代の 王 朴が司 天考も 亦簡嚴 なり」。 愚 謂へ らく、 曆に統 天. 

開？ t  • 會犬. 授 時の 差 あり。 二十 八 宿の 度數亦 少しく 其の 差 あり。 凡そ 曆は皆 日月 星 

:K 運行の 周 會を考 へ、 以て 其の 說を 立つ。 古 暦 今 亡びて 詳に考 ふるの 由な きなり。 


八 二 或 ひと 曆數を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 昏旦の 中 星を定 むる の 法 を 問 ふ。 師曰 は- 


(<】 

せんき 15 よく かう あきらか 

舜 典に 曰 は く  、「樓«^ 玉 衡を在 に 


して 以て 七 政を齊 ふ」 と。 鄭康成 曰 はく、 「其の 轉運 する 者 を 璣と爲 し、 其の 玉 を 持す 

る 者 を 衡と爲 す、 皆 玉 を 以て 之れ を爲 る" 七 政 は 日月 五 星な り、 读を 以て 其の 行 度 を 

はか  二 0 一 

衡り 以て 天象 を觀 る」 と。 馬 融が曰 はく、 「渾天 儀 は縱轉 すべし • 故に 璣と曰 ふ。 所謂 

衡は 其の 橫蕭 なり、 星辰 を視る 所以な り。 嚷を璣 と 爲し玉 を 衡と爲 す 者 は 天象な り、 

m 月 五 星 皆 此の度 を 以て 其の 盈縮 進退 を 知る」 と。 先 儒 曰 はく、 「二 說皆衔 以て 星お 

の 行 度 を 視るを 謂 ひ、 衡を 以て 璣を 望む を 謂へ るに 非ざる なり。 惟だ蔡 邕が蔬 天の 說 

に 謂 ふ、 『圓 なる 者 を 璣と爲 す、 其の 徑八 尺、 據珠を 以て 之れ を爲 り， 懸けて 之れ を 運 

らして 以て .大 の 行に 象る。 直なる 者 を 衡と爲 す、 其の 長さ 八 尺、 靈玉を 以て 之れ を爲 

聖學八 犬 地 ，  一六 七 
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め 鹿 語敏卷 ii£ 四十  一六 八 

る。 孔徑 一寸- 下より 錢を 望み 以て 星お を視 る』 と。 唐の 孔識 達が 疏に、 遂に 蔡が說 

を采 りて 謂 はく、 『機 を 懸けて 以て 天に 象り、 衡を 以て 之れ を 望み、 機 を 轉じ衔 を窥ひ 

以て 星 K を 知る』。 且つ 3© が 謂 ゆる 璣は恭 天と 爲し 懸けて： N れを 運ら す、 其の 徑八 尺、 

, 、は  ： わんき -rfj か 

列 宿 を叢圖 する こと 固に 已に稠 しく、 管 窺を概 すと き は 則ち 亂る。 況ゃ函 丈の 內に在 

る もの、 安ん ぞ 八：：，、 の 管 窺 を 用 ひん や。 其の 說 殊に 曉 るべ からず。 然れ ども 當に^ 廄 

成. 馬 融が說 を 用 ひて、 衔を 以て 星 一;^ の 行 度 を 視れば 之れ を 得べ し」 と。 乂^ 誌に 載 

十 T 梁の 天監 中に 祖胞之 經注を 錯綜して 以て 地中 を 推す。 其の 法に 曰 はく、 先 づ昏旦 

を 験して^- を 定め-お 次 を 分ち、 乃ち 表 を 準 平の 地に 立て 名 づけて 南 表と 曰 ひ、 日中 

を 候す。 更に 一 表 を 南 表の 影， の 末に 立て， 名 づけて 中表と 曰 ひ、 夜中 表に 依り 以て 北 

極框を 望む. 而 して 北 表 を 立て、 參 をして 相 直から しめ、 三 表 皆 以て 準 を 懸けて 定め 1 

乃ち 三 表の 底なる 者を觀 る。 其の 表 を 立つ るの 地 卽ち子 午の 正に 當る。 三 表の 曲なる 

(且 ) 

者 は當に 更に N れを 求むべし。 又 春 秋分の日で 以て、 一日 始 (めて 東方に) 出づる こと 

半髖 たらば、 乃ち 表 を 中表の 東に 立て、 名 づけて 東 表と 曰 ふ，^ 是の 曰の 夕 * 曰 西方に 

入る こと 半 瞪 ならば、 叉 表 を 中表の 西に 立て、 名 づけて 两 表と 曰 ふ。 乃ち 三 表の 直な 


る 者 を觀れ ば、 其の 地 卯两の 正に 處る なり」 と。 南北 之れ を經し 東西 之れ を緯 し、 各-' 

めぐら 

徑百有 1 一十 一 尺 四 分 尺の 一 , 規 して 之れ を圜 せば 周 三百 有 六十 五 尺 四 分 尺の 一 、 以て 

周 天の 度に 象る。 ， 細 刻の 上水 正 日の 昏に、 中表の 北より 之れ を 望んで， 以て 二十 八 宿 

の先づ 至る を 候 ひ、 南 表と 乃ち 中表と をして 相 直き を 中 星と 爲す。 明日の 昏 時に .4^ り 

更に 之れ を 望む に、 星 則ち 西の かた 一 度 を 過ケ、 れば 乃ち 南 表 を 移す こと 一 尺に して、 

以て 之れ を 望む。 叉 明日 星復た 西の かた 一 度 を 過 ぐれば、 又 西 表 一 尺 を 移して 以て 之 

ま さ 

れを 望む。 後 星 當に表 はるべき に 至りて、 卽ち是 れ前星 度 分の 盡 くるな り。 是の 如く 

法 を爲す こと、 三百 六十 五日、 始めて 候 ふの 星 還って 中に 當る。 蓋し 太 史中星 を. HI 候 

十る の 法. 是に 至って 特に 詳 なりと 爲す。 表 を 立つ る こと 此の 如くして、 更に 當に玉 

衡を 以て 之れ を 望むべし- 其の 法 始めて 備 はる。 玉 衡の設 は先づ 南北の 經を 正し， 規 

を 其の 中表の 南に t.^ め、 規衡 にて 北極 を 求め 以て- 大中を 正し * 然して 後に 中 星 を 取る。 

北極 を 去る 遠近の 度數 は、 規を轉 じて 以て 之れ を 就す。 其の 星 玉 衡の孔 中に 在る とき 

は. 則ち 七政齊 ふ。 其の 星孔 中に 在らず して 卽ち南 表に 移らば、 以て 之れ を 求めて、 

差 ふ 所の 度數を 知るべし。 假 令ば 星 を 候 ふに 牽牛を 以て 始と爲 せば、 先 づ帝牛 星 を 布 

聖舉八 ： 大地  一六 九 
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望し. 正面に 在る の 昏時を 取りて 法と 爲す。 此れより 以後 日日 西に 過ぎて、 八日 を經 

たる 後の 昏時女 星來り 中す、 故に 牛 を 八 度し- 爲し餘 は 此れに 倣 ふ。 凡そ 玉 衡の說 は.^ 

瑰とニ 器と 爲 し- 互に 用 を相爲 して 1 を缺 

くべ からず。 故に 舜典 並べ て 之れ を. 言 ふ。 

若し 共に 一 器と 爲 さば、 安ん ぞ 能く 並べ 言 

はんや。 夫れ 據幾 は渾 儀たり、 玉 衡は橫 m 

I たり、 然して 必ず 二 器 を 以て 合せて 一 と爲 

二  ) 

す を 欲する とき は膨 柱な り。 張衡 は； t 天 儀 

を 密室の 中に 作り、 之れ を轉 じて 以て 靈臺 

に 天 を觀る 者に 吿 ぐるに、 皆符を 合する が 

如し。 則ち 知りぬ 511 天 儀の 轉は密 1 至に 在り 

て、 橫箫の 觀は靈 に 在り、 二者 互に 用 を 

相爲 して 闕 くべ からざる を。 

fw) 

或 ひと、 歲差 の^を 問 ふ。 師曰 はく、 中興 大文 志に、 按ずる に、 三 統膀の H 嚙と堯 


典. 月 令と 同じから ざる は、 日の 黄道 を 行く に 苺歲差 ある 故な り。 江默謂 はく T 歲差 

は 日躔の 一歳の 間に 於け る 行、 周 天の 度 未だ 餘 分に 及ばず して 曰已に 至る、 故に 毎 歳 

常に 不 及の 分 あり。 然れ ども 歲差は 古 其の 法 ある ことなし。 漢の洛 下 間、 太初に 八 百 

年 を歷て 一度 を 差 ふに 當る こと を 知る と雖 も， 後人 未だ 其の 悉を 究めず。 晉の 虞喜始 

(七) 

めて 之れ を覺 る。 曆家 其の 說を 祖述し， 唐堯 より 漢に 至り、 漢 より 本朝に 至る まで、 

冬至の 日躔 各" 同じから ず.、 然して 後に 歲星 差の 法 天 を 得る こと^だ 密 にして 廢す ベ 

(八) 

からざる を 知る。 然れ ども 嘗て 歲差 を考 ふること 諸說 同じから ず。 宋の大 明曆は 四十 

f 九〕 

年 を 以て 一度 を 差 ふ， 之れ を 太 過に 失 十。 何 承 天 は 其の 數を， 倍して、 百年 を 以て 一度 

厂、、 て えつ こえ. i;ro 晉の 十 年 を 以て H 返 一度- 之れ も 太 過に 失す。 { 木の 何 承： 大は又 其の 數を 倍す、 之 

を く ヌ IBS-V- て 1 け、 r れを： St ばざる に 失す。 元の Si 守 敬 は X 謂 ふ、 六十 一年に して 一度 を 差 ふと， - 今に 至る i 

0. 惟 だ隋の 劉掉ニ 家の 中數を 取り、 七十 五 年 を 以て 一度 を 退く， 故に 唐の 一 行詳 

に 三 家を考 へて、 劉掉の 尤も 近た る を 知り、 遂に 大衍曆 を 以て 之れ を 推し， 乃ち 八十 

三年 を 得て 一 度 を 差 ふ。 蓋し 大衍は 一 度 を 分ち て 三千 四十 分と 爲し >  其の 差 ふ 所の 分 

一歳に 三十 有 六、 太 だ 積んで 八十 三年に 至る とき は 一度 を 差 ふ。 又 本朝 紀元 曆七 十八 


^學八 天地 
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s  二 
年 
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m 鹿 語 叛卷第 四十  一七 二 

年 を 以て 一 度 を 差 ふるの 最も 密 なりと 爲 すに 若かず。 其の 法に 卽 いて 之れ を 推す に、 

さか いた 

慶潜甲 申 11^1 冬至の 日 は 斗の 五 度に 在り， 上つ て^の 開 元 甲子に 距る 三百 二十 一 

年に して、 日 五. 度 を 差 ふ。 蓋し 唐 志に 『開 元 甲子の 曰 は 赤道 斗の 中 十 度に 在り』 とい 

ふ是れ なり。 開 元 甲子よ" 上って 漢の 太初 元年 丁 丑に 距る八 百 二十 七 年に して、 H 卜 

度 を 差 ふ。 蓋し 唐 (志) 開 元 大衍曆 の 歲差を 以て、 引いて 之れ を 退く るに 至る とき は、 

太初 元年 冬至の 日 は 斗 二十 度に 在りと いふ 是れ なり。 太初 丁 ft より 上って は秦 の莊襄 

王の 元年に 距るー 百 四十 五 年に して、 日 二度 を 差へ、 夂ー 至の 日 は 斗の 二十 二度に 在り _ 

蓋し 月 令に 『日 斗に 在り』 と 云へ る、 是れ なり。 秦 の莊襄 王 元年より 上って 堯の 甲子 

に 距るニ 千 二十 八 年に して、 y 二十 八 度 を 差へ、 夂 A 至の 曰 は虚の 一度に 在り、 日沒し 

て 昴 中す。 故に 堯 典に 言 はく、 『曰 は 短く 星 は 昴な り』 と。 "^く 者 歳 差の 法 を 知らず、 

堯典を 以て 之れ を 月 令に 較べて 今日に 逮ぶ、 啻に 一次 を 差 ふの みならず、 其の 說を求 

こ. る 

めて 得べ からず * 遂に 以て 節 氣に初 中の 殊 ありと 爲寸 ；。 义謂 ふ、 「古 は 午 を 以て 中と 

爲す、 皆 之れ を 失する こと 遠し」 と。 叉 曰 ふ 、「開 禱の占 測、 冬至には日已に^^^に在 

り、 之れ を堯の 時に ふるに 幾 ど 退く こと 四卜餘 度の 差な り。 漢の 太初より 今に 至る 


まで 已に 一 氣有餘 を 差 ふ、 而 して 太陽の 躔十 二次 * 大約 中氣の 前後 乃ち 本 月の 宮次を 

得、 蓋し 太陽 は 本と 日に 行く こと 一 度な り。 近 歳の 紀元 曆は歲 差 を 定めて 約 一 分 四十 

餘秒を 退く、 蓋し 太陽 は 日に 一度 を 行きて 徵 しく 遲 緩な り。 一年 周 天して 微差 あり、 

に  ゆくさき  まさ 

分秒 を積累 して 躔度見 はる、 是 れに循 つて 以往 萬 有 五 干 年後、 將に差 ふ 所 半周 天なら 

ん とす。 審に是 の 如きと き は、 塞 暑 位 を 易 ふる か。 以て 暦 を 治む る 者を俟 つなり」。 

或 ひと 問 ふ- 古來歲 差の 說 ありて、 四時 氣候 日月 交感の 際 差 はざる は何ぞ や。 師曰 

はく、 古人 歲 差の 法 を 立つ る、 是れ中 星 を 窺 ふの 說 なり。 天に 體 なし， 二十 八 宿を以 

て 之れ を 論ずれば- 其の 運動 度數 知るべからず， (故に) 日の 運行 を 以て 之れ を亂 す。 

日月の 逮行 定位 あり、 故に 四時の 氣候曰 月 交感の 際 叉 差 はず。 天の 運行 は盡 すべから 

ざるの 微 あり、 故に 竟に 未だ 嘗て 其の 差な くんば あらず。  . 

或 ひと 問 ふ、 冬至 夏至の 日 道 寒^、 以て 甚し かるべく して、 寒暑 然ら ざる は 何 ぞゃ。 

師曰 はく、 日 は 黄道の 端 を 行く、 是れ 寒^ 至極の 節な り。 其の 然ら ざる は餘寒 餘溫に 

因る。 冬至に は餘溫 あり、 夏至に は餘寒 あり、 故に 未だ 甚し からざる の理 あるな り。 

或 ひと、 日 道 地に 至る 南北 各. H ハ十 度に して、 日 南端 を 行けば 乃ち 地 尤も 寒く、 日 
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北端 を 行けば 乃ち 地 尤も！： 者き を 問 ふ。 師曰 はく、 地の 太陽 を受 くるに 斜 あり 直 あり， 

日に お 短 あり。 地氣相隔たれば乃ち太陽勢{=^-く、 斜に 太陽 を帶 ぶれば 則ち 塞き • 是れ 

たり。 凡そ 寒：^ は皆受 くる 所の 地に 因りて 其の 差 あり。 邵 氏の 所謂 「日 行り て 塞：^ を 

爲す 所以、 夏 淺く冬 深し」 と、 是れ叉 其の 大略な り。 

< 三 地 理 

土 

師曰 はく、  土 は 氣の渣 it なり。 這の氣ぁるときは這の！^^^：ぁりて， 氣 質の W 成る こ 

と 更に 間隔な し。 凡そ 天地の 間 只だ氣 惟れ 异る、 裏面 其の 淡 it 降って 土と 爲る なり. - 

人物 智氣 の寓 十る 所、 其の 渣滓 相聚 まる 尤も 微 なり。 

師曰 はく. 地の 大きさ 之れ を會 計すべからず。 算術の 推 十 所、 淮南 子の 地形. 皆無 

稽の 語な り。 人力の 能く 徧歷 する 所、 算術の 能く 推知す る 所に 非ず。 地形 尤も 微 にし 

て义 IK と與 に相圓 し。 

師曰 はく、  土の 在る 所 * 高. 下. 平 あり * 高 を 山岳と 爲し. 下 を 溪湖河 海と 爲し， 


(二) お 土 平なる を 原野 平 陸と 爲す。 土に は 叉 壤. 墙. 塗. 泥 あり、 其の 土に 因って 其の 人物の 

生々 する 所 甚だ 異な るな り。 

師曰 はく、 此の 渣滓 相聚 まるの 間 • 氣相寓 して 升 降 聚散の 妙 相 因って 生ず。 山川の 

地に 跨り、 草木 鳥 獸魚蟲 生々 して 息む ことなし. 是れ 天地の 自然な り。 

師曰 はく、 地の 陽 氣相發 する の處、 山岳 丘陵と 爲る。 凡そ 山 あるの 地 は地氣 甚だ 蒙 

蔽す。 山に 大小 沙 石の 差 あり、 是れ 其の 地に 因りて 其の 象を變 ずれば なり。 

師曰 はく、 山に 林木 あるとき は、 鳥獸相 因る。 鳥獸は 陽に 屬す。 林木 あるとき は 其 

の 滴る 所相聚 まりて 河と 爲り、 河 叉相聚 まりて 大 川と 爲る。 川 河の 水 は氣に 因って 昇 

降し 更に 止まず。 

K 海 潮  . 

^ 川 泉 

師曰 はく、 氣 昇りて 陰の 爲に 閉塞せられ、 竟に 降りて 水と 爲る。 萬 物の 生々 其の 始 

まる 所 は 一 滴の 水に して、 其の 滓査は 質と 爲る なり。 

師曰 はく， 海 は 水の 源な り、 百 川 悉く 海に 歸す。 潮の 消長 ある は、 月の出 づる 所に 
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因る、 而 して 其の 勢 相 推せば なり。 泉 は 山間の 氣相 滴り 出づ るの 水な り" 這の 水相聚 

まつ て 川と 爲る なり。 

岩石 泥沙 金玉 

師曰 はく、 岩石 泥沙 金玉 は备- 土の 精な り。 精の 淺深、 土の 上中下に 因って、 差^ 

十る 所 甚だ 多し C 

地 動 

師曰 はく、 陽氣 陰と 爲 りて 壓 十る 所、 則ち 地震 ふ。 古人 之れ を 論ずる 太だ詳 なり" 

< 四 或 ひと 地理 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ， 土に 數品 ありと は何ぞ や。 師曰 はく、 周禮地 宫大司 徒に 十 有 二 壤の物 

を辨 ず、 而 して 其の 種 を 知り 以て 稼稷樹 を敎 ふ。 そ 土 は氣の i^: 保な り、 氣の通 寒 

と 陰陽 寒：^ の 循環に 因りて 這の 數品 あり。 是れ 地の 自然にして、 祸ほ 人の 生 質に 强来 

明暗の 差 あるが ごとし。 其の 間 山海 相 交 はるの 地， 是れ 陰陽の 交易 全し、 故に 其の 土 

必ず 上品たり。 原野 だ 廣き地 は 其の 土 必ず 壤る、 是れ 陰陽 交易 全から ざるな り。 泥 


沙は 水濕の 地な り、 是れ 叉數品 あり、 然れ ども 只 だ 上中下の 三 品の み。 

或 ひと 問 ふ、 土に 因りて 風氣 尤も 差 ふ は何ぞ や。 師曰 はく、 王制に 曰 はく T 中國戎 

夷 五 方の 民 皆 性 あり >  推移すべからず。 東方 を 夷と 曰 ふ、 髮を 被り 身に 文し， 火食せ 

ざる 者 あり。 南方 を 蠻と曰 ふ、 題 を 雕み趾 を 交へ、 火食せ ざる 者 あり。 西方 を 戎と曰 

ふ、 髮を 被り 皮 を 衣て 粒食せ ざる 者 あり。 北方 を 狄と曰 ふ、 羽 を 衣て 穴居し 粒食せ 

ざる 者 あり」 と。 周 禮の夏 官職 方 氏 は； K 下の 圖を 掌り ヽ 以て 天下の 地 を 掌り、 其の 邦 

國. 都鄙. 四 夷. 八蠻. じ 岡. き . 五戎 . 六狄の 人民と、 其の 財 用 九穀 六畜 の數耍 

とを辨 じ、 周く 其の 利害 を 知れば、 乃ち 九州の 國を辨 じて 赏利 をして 问 じくせ しむ 

と。 愚 謂へ らく、 人の 此の 生 を 養 ふ は 皆 土に 因る。 衣服 居 宅の 用、 飮水 食物の 養， 悉 

く 土に 因りて 全し。 故に 人の 風氣， 物の 勢粧、 皆 土に 因って 差異 あり。 或 ひと！ n はく、 

天 は 同じく 覆 ひ 地 は 同じく 載せて、 獨り 地に 因る は何ぞ や。 師曰 はく、 IK は氣 に屬 し、 

地 は 質に 馬す、 性 心 は 犬 を 以てし， 生 質 は 地 を 以てす。 風俗 習 敎の見 はるる 所 は 其の 

生 質に 在り， 其の 生 質に 因って 性 心 も 亦 差 ふ、 故に 天地 二なら ず、 只 だ 人の！ a る 所に 

因って 其の 說を爲 すなり。 今 天下の 國、 同じく 天 は 惟れ 覆 ひて、 北方の 突 11! は 十 よ 
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れ 二月に 到る まで， 陰 雲 是れ覆 ひて 日月の 正色 を 見ず、 南方の 暖函は 暴 雪^ 氷 を 知ら 

ず。 其の 方に H りて 其の 用 あり。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 質 惟 だ 異にして 其の 性 心 

も 亦 差 ふや。 師曰 はく、 質 異なれば 乃ち 性 心 も 叉 差 ふ。 禽 の 人に 於け る、 夷狄の 屮 

國に 於け る、 以て 之れ を設 すべし。 

二)  (二) 

或 ひと 地中の 說を問 ふ。 師曰 はく、 屈 子が 1K 問に、 「周 公 豫州を 定めて 天地の 中と 爲 

うみ. いに  はも； S" 

し、 東西南北 各-五 千里」 と。 今 北邊は 極な くして 南方 は交趾 海に 際る、 道 里 詹に殊 

(一一 一) 

たるに、 何 を 以て 各-五 千里と 云 ふや。 朱 子 曰 はく、 「此れ 但だ中 國の地 段 四方 相 去る 

を 以て 之れ を 一一：； 2 ひ、 未だ 極邊と 海に 際る 處と を說 かず。 南邊は 海に 近し と雖 も、 然も 

地形 は 未だ 盡 きず。 海外の 如き は- 夷 諸 II あり、 則ち 地 彼の 處に 連展 すと 雖も、 

まさ 

ほ 底 あり。 海の 底な き處に 至りて 地形 方に 盡く。 周 公 土. を 以て； K 地の 中 を 測り、 豫 

州 を 中と 爲す。 而 して 南北 東西 天に ぼる 各-遠き こと 許 多な り。 北 遠くして 南 近き に 

りて は、 則ち 地形 偏 あるの み。 所謂 地 は 東南に 滿 たざる なり」 と。 朱 子 叉 曰 はく、 

「河^に 言 ふ， 『iKJ5t は 地の 中な り、 地下に 八 柱 ありて 互に 相 来 制す、 名山. 大川. 孔 

、Bn 

穴 相 通ず』。 素 問に 曰 はく、 『大は 西北に 足らず 地 は 東南に 滿 たず』 と。 註に 云 ふ、 『屮 


原の 地形 西北 は 高く 東南 は 下し、 今 百 川 滿湊し 東して^ 海に 之く とき は， 東西南北の 

高下 知るべし』 と」。 愚 謂へ らく、 天地の 中 は 赤道の 下地 是れ なり。 赤道 は 天の 中帶， 

あた  (五) 

< 五) お so 地の 赤道に 中る  >  是れ 乃ち 天地の 中な り。 書の 蔡傳に 云 はく  、「嵩高 は 正に 天の 中に 當 

1*^  (六  (丄、 ) 

lit^ お る、 極の 南 五十 五 度 は 嵩の 上に 當る」 と。 或 ひと 朱 子に 問うて 曰 はく、 「嵩 山 は 本と 1K 

<:.; ハ) 朱？ 4fe の 中に 當らず * 是れ 天の 形欽 側す るが 爲に、 遂に 其の 中に^る のみ」。 曰 はく、 「嵩 山 

類卷 二に 出， つ •  かたぶく 

S は a 子 善 は 是れ大 の 中に あらず、 乃ち 是れ 地の 中、 黄道. 赤道 は 皆 嵩 山の 北に 在り。 南極. 北 

極 は 天の 樞紐 なり、 只 だ 此の 處 にあり て 動かざる こと 磨 臍の 如く 然り。 此れ は是れ 1K 

うす 》 へそ 

の 中 * 至極の 處、 人の 臍帶の 如きな り」 と。 是れ朱 子 南北 極 を 以て 天の 中と 爲 すなり。 

案ずる に、 四時 氣候相 和して 萬 物の 精秀相 成る、 是れ 天地の 中な り。 周 禮の地 官土圭 

を 以て 土 深 を 測り 日の 景を 正して、 以て 地中 を 求む。 是れ 聖人の 用な り。 

,  (七) 

< 七) 地官大  或 ひと 問 ふ、 草木 地に 生ずる に 其の 土宜 あり や。 師曰 はく、 頃 禮 に、 「地 官 は土會 

徒の 條に出  - 

，つ  の 法 を 以て 五 地の 物 生を辨 ず。 一 に 曰 はく、 山林、 其の 動物 は 毛 物に 宜しく、 其の 植 

物 は 早 物に 宜し。 其の 民はモ にして 方な り。 二に 曰 はく， 川澤、 其の 動物 鱗に 直 しく 

T るチ 

其の 植物 は膏 物に 宜し。 其の 民は黑 にして 津ふ。 三に 曰 はく、 丘陵， 其の 動物 は 羽 物 
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か/、 ぶつ  よ ~ えん 

< 一) i に 宜しく、 其の 植物 は 霰 物に 宜し。 其の 民は專 にして 長ず。 四に 曰 はく、 - 坆衍、 其の 

*■ 地  v_ ね，： る も0  や 

動物 は 介 物にせし く、 其の 植物 は 莢 物に ± し。 其の 民は皙 にして 桥 せたり。 五に 曰 は 

く、 原 降つ 其の 動物 は赢 物に 宜しく、 其の 植物 は 叢 物に 宜し。 其の 民 は 畳 かにして 阵 

つす け 5 も Q 

し」 と。 愚 謂へ らく、 周？ fe. に 五 地の 物 生 を 論ずる、 是れ土  {D- の說 なり。 草木の 生 、或は 

を 好み 或は 燥 を む。 土の 墙壊 泥沙 各， '其の 生々 を 異にす。 凡そ 壊 土 は 草木 長 じ 易 

くして 傷 折し 易く， 墟土は 草木 長 じ 難く して .ilK するとき は 堅 厚な り。 且つ 海邊. 濕地寒 

の 地 皆 草木の 土宜 あり。 或 ひと 曰 はく、  實の好 惡亦土  {且 あるか。 師曰 はく、^ 實の 

相 結ぶ は 尤も 土 {且 あり、 唯 だ 其の 生々 相勞 すれば、 其の 草木の 菜 甚だ 美な り。 坡土沙 

石の 土 は 其の 根ざす 所 其の 長ず る 所 尤も 苦しむ。 然れ ども 其の 土 は 上品な り、 故に 生 

長螨 根して 則ち 菓實の 味 美な り。 壤土は 下品の 土に して、 其の 生長^ 枳 する 所 尤も 易 

V 文- -viiAnf も 1^」 よ. -っ f  0 凡そ « に 报を用 ふる あり、 is* を W ふ 〈あり、 を ffl ふる あり， ws- 宽子： ふる 

し .&に^6^養に.^まん ら19 あり、 各-其の 土に H つて 土£ の £甎 めり。 人 之れ を 攻めて W て 其の くす。 

* は 

或 ひと 問 ふ、 木の 村と 爲る もの 多く は塞國 高山の 木に 在る は佝ぞ や。 師曰 はく、 冽 

風恆に 中り 霜雪 以て 侵す とき は、 木 自ら 楝 梁の 任に 堪ふ。 然ら ざれば 其の 木 只 だ 茂 長 

して 堅剛 ならず、 人 亦 此の 如し。 其の 德 たる や 其の 衬 たる や、 日-月-に^ 修め 相 勤 


めて. 而 して 後に 大 3^ の材に 中るべき なり。  . 

或 ひと、 始めて 荒 田 を 開く とき は、 其の 穀を收 むる こと 倍す る を 問 ふ。 師曰 はく * 

荒 田 は 只 だ 野草の み。 五穀 は 甚だ 土氣に ra: る、 故に 荒 田 竟に穀 種 を 種 ゑず。 始めて 開 

けば 乃ち 茂 熟す。 其の 久しき に 及べば、 地氣 漸次 衰へ て 一歳 は 一 歳よりも 薄し。 

ねばつ ち 

或 ひと 問 ふ、 坡 土は獎 多から ざると き は穀を 生ぜず、 壤地 は-舞せ ずして 穀 茂る は 何 

ぞゃ。 師曰 はく、 埴土は 堅 厚に して 耕 者 甚だ 勞し、 草 を 生ずる 尤も 力 あり、 故に， ぉクゲ J 

以てして 穀 茂る。 壤土は 柔弱に して 草木 茂り 易し、 然れ ども 只 だ- 长 じて 穀 種の 全き こ 

と少 く、 全き も 亦 厚から ず。 凡そ 人の 道を修 むる も亦然 り。 久しく 練らず、 久しく 修 

めず して は、 乃ち 楝 梁の 器に 堪 へざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 土に 霜柱 ある は何ぞ や。 師曰 はく、 陰 寒 太 だ 包む とき は 地 氣相壓 レ 

て 霜柱と 爲る。 壤地 は薄柔 なる が 故に 地 氣發谀 し 易く、 埴土は 堅 厚なる が 故に 地氣の 

發；^ する こと 少し。 

或 ひと 問 ふ、 地氣 冬に 到りて 太 だ 多き は何ぞ や。 師曰 はく、 地氣は 四時 相 同じ、 只 

はつ f ん 

だ 三冬 寒陰嚴 塞す、 故に 地氣發 見す るな り。 或 ひと 曰 はく、 冬に 至りて 地氣甚 し， 故 
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に 土の 下？ „|暖 にして 井水 以て 見るべし， 豈 四時 地氣 あらん や。 師曰 はく、 近く 之れ を 

ふめら 

身に 譬 ふれば、 夏 H: は氣息 見 はれず- 冬 月 は氣息 乃ち 見 はる。 是れ氣 息 異ならず して 

或は 寒閉： ぶ 散して、 以て 這の 相 23- はるる と兑 はれざる こと あり。 寒：^ の閉 散に 因り、 

自ら 這 裏 陰陽 交易 あるな り。 凡そ 閉塞 するとき は氣聚 まって 象 あり、 分散 十る とき は 

氣結滯 せず。 是れ 自然の 理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 四時 土の 寄&" の說 得て 聞くべき か。 師曰 はく、 金 木 水火 分って 春复秋 

冬に 屬す。 土 は 四季に 寄旺 する こと 各- >  一 十八 日、 共に 七十 二日、 而 して 惟 だ 夏季 十 

八日 土氣 最も 吓- すと 爲す。 故に 能く 秋 金 を 生ず。 愚が 記す 所の 阖象を 以て 之れ を： W ふ 

るに、 北極の 司る 所 七十 二分、 南極の 司る 所 七十 二分、 東西 各-' 然り。 其の 四 維 十九 

分少 弱の 剩餘 あり、 惣計 三百 六十 五日 四 分ョの 一、 自然の 勢 止む を 得ざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 山 は 陽氣相 結ぶ。 然れ ども 北方の 山 は 相 覆 ふとき は 雪 太 だ 多し。 師曰 

--1 たは だ 

はく、 陽氣相 昇れば 寒 陰 相 閉ざす、 故に 陽氣 太し きとき は 甚又太 だ 閉づ、 寒 陰 閉％ し 

て 陽 氣蒙朧 し、 陰 雲と 爲り來 る。 是れ 必然な り。 

或 ひと * 山 或は 炎燒 して 灰 を 吹き 石 を 出す を 問 ふ。 師曰 はく、 陽氣發 出して 道 筒の 


奇 あり。 陽相發 し相擊 して 炎燒底 あり。 其の 地 脈に 中る の 地に は 必ず 溫泉 あり、 是れ 

水脈 陽に 要して 温泉と 爲る なり。 

或 ひと 問 ふ、 古人 山水 を幷せ 論ず、 山 あれば 水 ある は何ぞ や。 師曰 はく、 山 は 陽の 

發 なり。 陽 火 あれば 陰 水相屬 する は 自然の 理 なり。 周 禮冬官 に 曰 はく、 「凡そ 大 下の 地 

勢 * 兩 山の 間 必ず 川 あり 一 と。 是れ兩 山 高く 聳 ゆれば、 滴水 相聚 まりて 川と 爲る なり „ 

n) 邵子全 山に 林木 あれば 乃ち 氣 愈-水 を 引く、 是れ 山水 相 井す るの 謂な り。 邵子曰 はく 、「山水 

# お 五， 皇極 

Misggf 外 を觀て 地の 體 ゆ」 と。 是れ地 は 山水 を 以て 論ずべき なり。 

或 ひと 問 ふ、 水の 源 は 海の 潮是れ なり、 然るに 山水 皆 堕な し。 師曰 はく、 陰陽 昇降 

の 間、， 火 は 水 を 引き 氣は？ i を 含む， 皆 海 潮の 氣相 升るな り。 若し 海 潮 直に 昇る とき は 

乃ち 質 以て 昇るな り、 必ず 此の 理 なし。 陽 昇り 陰 降る、 是れ 天地の 定數 なり。 唯 だ 地 

氣相 昇る の 積、 雨水と 爲り來 る、 故に 雨露 更に 鹽と 作る ことなし。 海 潮 をせ； て 其の 積 

露 を 取る こと、 以て.^ ふべ し。 

或 ひと 問 ふ. 草木の 滴水 雨露に 鹽 なき は 其の 說を 得たり、 地下の 泉 井亦鹽 なし。 師 

曰 はく、 凡そ 地中 水 あり、 皆 土沙を 漉し 來る 水な り、 故に 海 潮の 味なし。 水脈 地中に 
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人る は 皆然り 0 

或 ひと、 海 潮 誠き こと を 問 ふ。 師曰 はく， 自然の 味なり。 凡そ 五味の^ 大土金 水 ir. 

於け る、 皆 自然にして 作爲 なし。 水の 味 g き是れ なり。 

或 ひと 海水の 潮 消長す るの 說を問 ふ。 師曰 はく、 程 子 曰 はく 、「今 夫れ 海水の 潮 は 日. 

出づ ると き は 水 洞る、 是れ 潮；：^ くな り。 其の 涸 るる は 已に なければ なり。 IIT 出づ るな 

き は 潮水 復た 生ず。 却って 是れ已 に 洞る るの 水 を將て 潮水と 爲 さず、 自然に 能く 生ず 

( 一 1  ぜん そ，、 

るな り」。 邵子曰 はく、 「海 潮 は 地の 喘息な り。 月に 應 ずる 所以の 者 は 六 類に 從 へばな 

り」。 朱 子 曰 はく、 「潮汐の 說， 余 一 紫 公之れ を 言 ふこと 尤も 詳 なり。 大抵 大地の 問 東西 

を 緯と爲 し 南北 を 經と爲 す、 故に 子 午 卯 西 は 四方の 正位たり、 而 して 潮の 進退 は月此 

*^-s, の 位に 至る を 以て 節と 爲十 のみ。 氣の 消息 を 以て 之れ を 言へば、 子 は 陰の 極に して 陽 

f.  の始、 午 は 陽の 極に して 陰の： 卯 は 陽 中たり、 酉 は 陰 中たり」 と。 愚 謂へ らく， 先. 

す、 箸 

，り  儒の 說 未だ 盡 さず。 天地の 定位 更に 轉 ずる ことなし、 只 だ 1K 地の 氣は 消息 出入 運轉レ 

て 4- まらず。 月 は 水の 精な り。 月出づ ると き は 天下の 水 推^ 逆 沸 せん， 是れ 日の 精に 

因って^ 倒せら るるな り。 涯^ あるの 地， 是れを 以て 潮の 進む と爲 す。 月旣に 出で 了 


ると き は 水平な り、 而 して 推蕩逆 沸の 水 相 退く。 涯畔 あるの 地、 是れを 以て 潮 退く と 

み とき 

爲す。 月 は 三 辰 を 以て 上下す， 故に 潮水の 進退 も 亦 三 •„ ^を 以てす。 海洋の極處は^^ず 

潮水の 進退な し >  只 だ 地 水 相 望む の涯は 此の 看 あるな り。 愚案ず るに、 涯 際水涸 るる 

の 時、 是れ 潮水の 平なる なり。 進退 各-月の出 沒に 因って 平なら ざるな り。 

或 ひと 潮の 進退に 大小 ある を 問 ふ。 師曰 はく、 陰 盛なる とき は 水勢 し、 此を 以て 

潮水の 大小 を爲 す。 朔は 月日 を掩 ひて 陰の 盛な り、 望 は 月光 缺 けずして 日月 相 か の 間- 

陰の 盛な り。 故に 朔 望の 前後 六十 度 皆 潮水 大 なり、 且つ 春 夏 は 書 一大な り、 秋 冬 は夜大 

なり。 先 儒 曰 はく、 「夫れ 春 夏 は晝潮 常に 大に、 秋 冬 は 夜 潮 常に 大 なり。 蓋し 春 は 陽 中 

たり ヽ 秋 は 陰 中たり、 歳の 春秋 ある は猶ほ 月の 朔望 あるが ごとし、 故に 潮の 極まって 

涨るは 常に 春秋の 中に 在り、 潮の 極大なる は 常に 湖 望の 後に 在り、 此れ 叉！ K 地の 常數 

r"  )  -0 今秦 やる に、 先 儒の 說 分明なら ャ。 春 W は 書 潮大 に、 秋 冬 

1_ は 夜潮大 なる も、 亦赏现 あり、 評に 之れ を究 むべき なり。 

或 ひと、 百 川 海に 赴いて 海 溢れざる を 問 ふ。 師曰 はく  > 朱 子 此の 問に 答へ て 曰 はく- 

「蓋し 是れ 乾き 了る。 人 あり、 海 邊旋！ f を 作し 水 を 吸 ひて 下り 去る 者 を 見る」 と。 愚 

謂へ らく、 夭 地の 間 陰陽 升 降して 數 般の模 樣を爲 す、 故に 百 川の 水 皆 海水の 相 昇りて 
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降るな り 。弊り て 降り、 降りて 昇る、 唯 だ 一元 水の み。 人 ぼ 川の 水 を 以て 海 潮の 外と 

爲す、 豈 夫れ 然 らん や。 天地の 問， 萬 物の 出沒 消息 皆然 り。 

或 ひと、 張子が 海水の 潮汐 を 以て、 地に 昇降 ありと 爲すを 問 ふ。 師曰 はく • 是れ舊 

^^に丙り て實理を知らざるなり 。 地 何 ぞ升降 あらん や。 信ずる に 足らず。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 月の 往く所 常に 相 推して 潮の 進退 一定せ ず。 師曰は 

く、 然り、 月の 行く 所 潮水 相 推し 去って 少しも 住まらず。 唯 だ 我が 居る 所の 地、 此の 

看を爲 すなり。 

或 ひと、 海水の 鳴動 を 問 ふ。 師曰 はく、 陽氣發 出の 勢な り、 陽、 陰 下に 伏し， 陰に 

. 迫られて 升る 能 はず、 以て 地 動に 至る。 海水の 下、 陽 升る を 得， す" 太だ激 逆して、 鳴 

動 炎光の 相發 十る あるな り。 

yl^€ 一は 卞 if 或 ひと、 地震の 說を問 ふ。 師曰 はく  * 魔 陵の 水 チ氏曰 はく、 周 語に 伯 陽 父が 曰 はく， 

「夫れ 天地の 氣は 其の 序 を 失 はず、 若し 其の 序 を 過 ぐれば 民の 亂 なり。 陽 伏して 出づ 

l«f  0 る 能 はず、 陰 遁れて 蒸 十る 能 はず、 此に 於て 地震 あり」 と。 
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聖學九 性 心 

00  *. 庸首  八 五 1K の 命 之れ を 性 と 謂 ふ を 論ず 

S 初 句  虛 KM 

師曰 はく、 理氣妙 合して 生々 無 息 底に して 能く 感通 知識す る 者 あり、 是れを 性と 謂 

ふ。 凡そ 理氣 交感して 人物 生々 する の 用 は 天命に あらず とい ふこと なし、 是れ萬 物 は 

天地 を 以て 父母と 爲し、 天地 は 生々 息む ことなき を 以て 妙 用と 爲す。 故に 曰 はく、 「天 

の 命 之れ を 性と 謂 ふ」 と。 其の 本 を 推す とき は 理氣妙 合して 此の 性 を 具へ、 全く 天地 

の 極 を 象る、 眇乎 たる 一 物 も 亦然ら ずと いふ ことなし。 旣に 然ると き は 生々 の 妙已ま 

ず..、 能く 感 通し 能く 知識して、 方形 を 以て 求むべき なく、 聲臭を 以て 索ぬべからず、 

而 して 四 支 百 骸毛髮 皮膚の 間觸 るれば 則ち 通ず、 此の. 性， 理氣の 間に 充 つれば なり。 

其 の 虚靈 一一 目 ふ ベ か ら ざ るな り。 
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ゎづ か 

師曰 はく. 人の 生ずる 所以 は 理と氣 と 合 十る の.^。 才 に！ K 命 あれば 便ち i< ^質あって 

相 離るべからず、 若し 一 を闕 きても 便ち 生物 を 得ず。 现氣は 相互に ゆ々 としてい. g まら 

ず、 此の 氣 なきと き は 此の 理 如何して 頓 放せん。 此の 理な きとき は 此の 氣如 化して 湊 

泊 せん。 理氣 交感 凝結 生聚 して， 此の間 自然の 妙 用便ち 安置し 來る。 理氣の 外に 一 筒 

の 性 ありて 這 裏に 入り 來 るに 非ず。 中庸に 所謂 「天 の 命 之れ を 性と 謂 ふ」 は， 是れ品 

物 形 を 流く の 後、 天 別に 性 を 以て 焉れ を賦 十る こと を 謂 ふに 非ず。 子 思 は、 理氣の 妙 

合 便ち 此の 性 ある こと を 謂へ り。 先 後 を 以て 之れ を 論ずる に 非ず。 此の 性 は U ハだ 犬の 

命 人物に あるな り、 作 爲計較 すべから ず。 若し 理氣の 外に 此の 性 ありと 爲す とき は、 

ほ？ ^ 性と 理氣と 間隔す。 程 子 曰 はく 、「性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば 備 はらず、 氣をム 1 じて 

*-*^—，- づ を 論ぜ ざれば 明かなら ず、 之れ を 二つに 十る は是 ならず」 と。 此れ 性 を 以て 现と爲 す 

は、 乃ち 理氣相 離れざる の 謂な り。 性 は 现氣相 合の 妙 用な り， 理氣の 交感 あるとき は 

乃ち 此の 性 固有す。 

師曰 はく、 天命 を 理と曰 ひ、 氣質を 氣と曰 ふ。 生 氣を氣 と 曰 ひ、 息む ことなき を理 

と 曰 ふ。 陽 を 理と曰 ひ >  陰 を 氣と曰 ふ。 氣を理 と 臼 ひ、 質 を 氣と曰 ふ。 此れ等の 现氡 


相 合する とき は 交感して 其の 妙 用 ある、 之れ を 性と 謂 ふ。 凡そ 天下の 間理氣 交感して 

一箇の 象 ある 底、 此の 性 を 具へ ずと いふ ことなし。 

師曰 はく、 性 は 能く 感 通し 能く 知識し 能く 流行して 已 まず、 生々 窮 りなし * 只だ已 

む を 得ざる の 謂な り。 巳む を 得ず して 理氣 交感し. 巳む を 得ず して 此の 象 を 生ず。 此 

の 象 あるとき は已む を？. £ ずして 此の 性 あり、 此の 性 あるとき は 已むを 得ざる の 意 情 あ 

り， 已むを 得ざる の 意 情 あるとき は 已むを 得ざる の 道 ぁリ、 巳む を 得ざる の 道 あると 

き は 己む を 得ざる の敎 あり。 敎に 因って 道を修 む、 道 を 修めて 性に 率 ふ、 性に 率 ふ は 

天命に 本づ く。 是れ 始終 本末 同 一 體用 一 源な り。 

師曰 はく、 人物の 性 は 一原に して、 理氣の 交感に は 過不及 あり、 故に 其の 妙 用感通 

知識 各.' 萬 差 ありて 一般なら ず。 人 は理に 厚く、 物 は氣に 厚し。 人の 氣禀濁 塞す る も、 

亦 物の 及ぶべき に 非ず。 人 能く 敎に 丙って 道 を 修め 其の 性に 率 ふとき は、 德 天地に 合 

十。 是れ 中庸に 天命 を 以て 此の 性 を 論ずるな り。 性 天命に 合 ふ を 以てせざる とき は、 

各- -氣 質の 變に 任して、 人と 物と 更に 差別な し、 只 だ 飽食暖衣の 謂な り。 

師曰 はく、 先 儒 皆 曰 はく、 r 人の 善 を爲す こと 只 だ 己れ が 性の 本然 是れ 善なる 者を以 
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て 準 據と爲 十」 とて、 孟子の 「性 は 善な り」 の 語 を舉げ 、「良知 良能 は舉を 待たず して. 

能くし， 慮 を 待たず して 知る」 を 提げて、 是れを 本然の 善と 爲し、 靜に 性の 本然 を 味 

ひ 來れば 乃ち 不是 底な く、 不善の 來 るは氣 質の 習に 因る と爲 十.。 此の 說ー たび 起って 

後世の 舉者 頻りに 手 を 下して 性の 本然 を 味 ひ、 終に 悟了 徹底 を 加 ふるに 到る。 尤も 迷 

終の 伏す る 所な り，， - 愚 謂へ らく、 道の 大原は 天地に 出づ、 人の 生々 は 天地 を 以て 本と 

爲す。 古昔の 聖人 は 唯 だ 天地に 因り 人物の 已むを 得ざる 底に 原 づきて 此の 敎 あり。 故 

に 人の 性 も 亦 天. 命に 率 ふの み。 性 は 理氣の 妙 合に 因る。 性 を 論ずる に 氣質を 離る ベ か 

ら ず、 氣質 あるとき は 未だ 嘗て 其の 習な くんば あらず。 其の 習 あるとき は 未だ 嘗て 不 

yss^ 善の 動な くんば あらず。 其の 機微 を愼み 其の 意 を 誠にす、 是れ正 心の 用な り。 其の 拽 

<5  |± 微を愼 み 其の 意 を 誠にす る は 格物致知の 功に あり。 聖人の 敎は 全く 這 裏 を 出で ず。 若 

S に 「一 た： 

し 只 だ 本然の 性 を 味 ひ、 其の 话淡を 以て 作用 を 爲し來 らば、 殆ど 異端の 敎に差 はず。 

-。 •： に を S  師曰 はく、 孔子の と 天道と を 言 ふこと * 子 貢の 徒 も 得て 聞く ベから す。 孟子 乃ち 

す 者 は «: な h -」 

；:; f) る ff^.  n を 開けば 性 善を說 く。 是れ 時の 已むを 得ず して 學の 標的 を 立つ るな り。 然して 孔孟 

效^;*止>^^^  (一二  (！ニ) 

いふ  大聖 大賢の 差 も 亦 るべ し。 孔子 易に 道 善性 を 言 ひ、 大舉に 三 綱領 を 述べ、 然して 更 


に 本然の 善 を 味 ふ 教戒な し。 後 儒附會 して 專ら 孟子 性 善の 說に 泥み、 此の 性を認 得す _ 

豈聖 門の 學 ならん や。 

八 六 或 ひと 性の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 理氣妙 合して 這箇 の虛靈 底の 能く 感通 知識す る 者 あり、 是れを 性と 謂 

ふ。 是れ物 も 亦知覺 し、 只 だ 一般な り、 却って 人の 物に 異なる 所以の 者 を 知らず と。 

師曰 はく、 物 は氣に 厚し、 故に 感 通知 覺皆 氣に喩 し、 人 は理に 厚く 感通 知識 多く は理 

に喩 し。 人の 禀賦氣 に 厚き 者 は * 氣 質の 習 深く して、 理の感 通 知識 太 だ 寡し。 故に 其 

の體 ぎれ 人に して 其の 氣は 物に 通ず る こと 亦 多し。 是れ 天地 理氣 交感の 間， 人物 其の 

性 を 異にする 所以な り。 

或 ひと 問 ふ， 知覺 運動 は氣 なり、 今の所 謂感通 知識 も 亦氣に 近し。 師曰 はく、 人の 

生 は 皆 理氣相 合するな り， 感通 知識 理氣 皆然 り、 視聽 • 言語 . 動作 • 脾覺 • 痒 痛. 飮 

食 • 情欲、 皆氣に 因って 感通 知識す るな り。 賢愚. 知不 $n  • 昏明. 淸濁， 皆理に 因つ 

て感通 知識す るな り。 理と氣 と は 相 離れず、 只 だ 過不及の 差 あるな り。 

S 舉九 性 心  一九 一 
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或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく T 知覺 運動 は形氣 の爲寸 所に して、 仁義 禮智 は！ K 命の 陚す 

る 所」 と。 又 曰 はく、 「佛家 は 頭より 都て 識ら ず、 只だ是 れ知覺 運動 を めて 性と 做 

す」。 又 曰 はく、 「生 之れ を 氣と謂 ひ. 生の 理 之れ を 性と 謂 ふ」 と。 勉齋 の黄餘 m はく 1 

「生 は 人物 天に 得る 所の 氣 なり、 知覺 ありて 能く 運動す る は是れ なり、 各-知 覺 運動 

を 以て 氣と爲 す」 と。 師曰 はく、 知覺 運動 も 亦 性の 用な り、 只だ氣 質に！： りて 感 通知 

識 するな り。 知覺 運動 皆氣 にして 理 なしと 謂 はば、 便ち 物 皆 此の 性な からん や。 仁義 

禮智も 亦 性の 用な り、 只 だ理に 因って 感通 知識す るな り。 形 氣は是 れ理氣 なり、 性 を 

論じて 形氣を 措く とき は 性の 名た し。 唯 だ知覺 連動 を W て 性と 爲十 とき は 誤/す。 知 

覺 運動 を 以て 性と 爲 さざる も 亦 差 了す。 理氣に 因って 之れ を 論ずべき のみ。 故に 虛靈 

底に して 能く 感通 知識す る是れ 性な り。 理に 厚ければ 理に 深く、 氣に 厚ければ 氣に深 

し C 性の 發見 此の間に 差別 あるの み。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「目の 視、 耳の 聽き、 手の 捉 執し、 足の 運 奔寸る は、 皆 性 

なり」 と。 只 だ是れ 筒の 形より して 下なる 者 を說き 得て、 且つ 手の 能く 執捉寸 るが 如 

き、 若しお を 執 XT て 胡 亂に人 を 殺 十 も、 叉 性と 爲 すべし や。 師曰 はく、 視聽. 捉執 • 


な 7- 14 性 ； A  Sk  -a  7 子 7：  ：：：  7^ 
り？ し ' 佛 佛 (！) 上 ；；； ^5 
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運奔 は， 是れ 形氣に 因って 性の 發動 するな り。 刀 を 執って 胡 亂に人 を 殺す も， 亦 (さ：.：： 

に 因って 發 十るな り、 性に 非ず と 謂 ふべ けんや。 唯 だ 犬 命の 性に 率 はざる なり。 其の 

(S)  00 天命の 性に 率 はざる は、 敎に 因って 道 を 修め ざれば なり。 夫子 曰 はく. 「非禮 動く こ. 

と 勿れ」 と。 是れ 其の 動を戒 むるな り。 今 刀 を 執って 胡 亂に人 を 殺す 者 は 狂人な り， 

氣の溢 狂して 胡亂に 至れるな り。 其の 盛大なる や、 兵 を 起し 戰を 好み、 m: を 破り 國を 

つぶ  (五) 

潰す、 是れ等 は 皆 性に 非ず として 可な らん や。 中庸の 「性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」. 

r 發 して 節に 中る」 等の 語、 以て 味 ふべ し。 

(七)  (八). 

或 ひと 問 ふ、 感通 知識す る を 性と 謂 ふとき は、 吿 子が 「生 之れ を 性と 曰 ふ」 と * 釋 

氏の 「作用 是性」 と 同一 意な り。 吿 子の 說は 孟子 之れ を闢 き、 釋 氏の 說は先 儒 氣を認 

めて 性と 爲 すと 爲す。 師曰 はく- 吿 子が 「生 之れ を 性と 曰 ふ」 は- 只 管理 氣の妙 用 を 

f;3lls_3 分別せ ず 都て 論じ 來れ り、 故に 孟子 之れ を 詰る も， 吿子答 ふること 能 はず。 理氣の 厚 

薄 を 分別せ ざると き は、 人物の 性分つべからず。 是れ吿 子 首 ひ 得て 終に 性 を 知らざる 

なり。 釋 氏の 作用 是 性の 說 は， 只 だ 運動 を 認め 來 りて 性と 爲し >  其の 作用 を 以て 性の 

まま 

本然と 爲し、 作用の 從に行 ひ來れ り。 是れ 異端の 差 ふ 所な り。 
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一 或 ひと 問 ふ、 王 陽 明 曰 はく、 「『生 之れ を 性と 謂 ふ r 生の 字 卽ち是 れ氣の (やたり。 吿 

子 も亦說 得て 是 なる も、 ^だ 頭 腦を曉 り 得ず、 認めて ！ 邊に 作し 去る。 おし 頭^ を曉 

な り 

り 得て 此の 如く 說 かば、 亦是 れ氣卽 ち是れ 性。 若し 性の 明. c: を 悟り 得ば， 氣卽 ち是れ 

性、 性卽ち 是れ氣 にして、 と 性氣の 分つべき たし 一 と。 師曰 はく、 陽 明 は 聖學を 知ら 

ず、 只 だ 悟り 得る 底 を 要め 来れり、 故に 性の 明白 を 悟り 得る の 語 あり。 能く 天命 之れ 

を 性と 謂 ふこと を 知る とき は、 性氣の 分ち 明白に して * 混雜 して 論ずべ からず。 性の 

實を 知ら ざれば 氣 を；？ I めて 性と 爲 し- 性 を 認めて 氣と爲 し， 或は 合せて 論じ 或は 分ち 

て 言 ふ、 皆 偏： にして 己れ が 眼の 是非に 從 ふなり。 理氣 交感 するとき は 其の 妙 用人 物 

皆然 o、 唯 だ 蓮 動の 氣を W て 性と 爲す とき は 性 は 這 箇の氣 のみ。 何ぞ吿 子が 說を 以て 

說き 得て 是 なりと 爲ん や.^ 陽 明 は 良知 を 以て 悟了と 爲し. 吾が A 知の 上に 依り 說き出 

C:)  SI し來れ ば、 ¥ を 行 ふヒき 便ち 是れ 停當 たりし- 爲 十.。 其の 說 1* だ 誤 十、 ， 架く 味 ふべ し- 

或 ひと 問 ふ、 易の 太 極、 是れ 人生の 性 か。 師曰 はく， 性 も 亦 太 極の 一事な り， 理氣 

相 合 ふとき は 其の 象 已に著 はるる の 時、 這 筒の ー點 子の 裏に 象數 悉く 備 はる、 是れ太 

極な り。 性 も 尔感通 知識の 太 j^- たり、 是れ 一 物 一 太 極な り。 此の 性 を 以て 大 地 自然の 


太 橘と 爲寸 とき は、 則ち 未だ 町なら ざるな り" 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 皆 本然の 性 を 認めて 舉 的と 爲十。 今 論ずる 所 は * 性 を 以て U へだ 感 

通 知識と 爲す。 然 らば 乃ち 性の 本然 を認 むと 雖も， 日用の 功に 益な く > 舉 的と 爲 すに 

足らざる か。 師曰 はく、 本然の 性 を 認めん と 欲する、 是れ 異端の 敎 なり。 人の 拳 は 

性に 率 ふ を 以て 道と 爲 し， 發 して 節に 中る を 和と 爲す。 性に 率 ひ 節に 中る こと を 知ら 

ざると き は、 性の 本然 を 認め 來 ると 雖も、 徒らに 工夫 を勞 するな り。 性は氣 質に： E つ 

て變 ず、 其の 道教 を 知らず して 認め 来る、 故に 或は 性悪と 曰 ひ、 或は 性 善. 惡混 ずと 曰 

r 三 I 

^-^^^w ひ、 或は 無 善 無 惡と曰 ひ、 各. - 己が 氣 質に 因って 其の 性 を認得 十るな り。 孔子 は 性と 

一 iiKS ね T 天道と を 言 はず。 豈密 にして 之れ を藏 さんや。 擧者 性の 大命 を 知り、 其の 性に 率 ひて 

不レ 可 一一 得.. msi 一 

也 さ 2 と あ 其の 道 を 修め 、大地 流行 已むを 得ざる 底と ー投 なるとき は、 日用の 功 日に 新な り。 

る, ゼ す 

或 ひと 問 ふ、 感通 知識す る 所以の 者 は 叉 本 あり や。 師曰 はく、 是 れ理氣 交感の 妙 用 

卷； 一に なり。 其の 妙 用 は 天命 を 以て 內る 所と 爲し、 大命 も 亦 天地の 理氣 交感して、 ^11然に妙 

に、 手足 i<i»  • 

J 缝 用 あり 來る 底な り。 强 ひて 論ずべ からず。 

すか れ " 或 ひし-問 ふ、 人身に 1;^ ス^ 不仁なる あり、 是れ 形質 ありと 雖 も- 氣の障 する が&に 

^學ん 性-心  一九 五 
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此の 病 あり。 然 らば 便ち 知覺 運動 は 必ず 氣に屬 十る か。 師曰 はく， 理氣 交感して 這の 

形質 あり、 形質の 間氣 血通ぜ ざるな し、 少 くも 通せざる あらば 疾病 あり。 瘦^ 不仁 は 

是れ氣 血の 間 及ばざる ところ あり、 故に 性に 率 はざる なり。 物 r へて 血氣兩 つながら 闕 

十れば 乃ち 死す、 血氣 過不及 するとき は 乃ち 病 あるな り。 痿痺 不仁 底 は 是れ理 氣通ぜ 

ず、 故に 性不 及な り。 今瘘痺 不仁 を 以て、 理氣妙 用 は 幷に闕 けず、 性 は 理氣に R つて 

寓し、 理氣は 性に 因って 運動 知覺 し、 更に 分つべからざる を 知るべし。 

或 ひと 問 ふ、 今 所謂 理氣妙 合する とき は 此の 性 ありと。 然 らば 便ち 理氣と 性 と^に 

して 性と 理と 異なり。 師曰 はく、 理は 天の 命な り、 象 ありて 形な し * 氣は 形質な り.、 

陰陽 は理 なり、 五行 は氣 なり。 血氣を 以てする とき は 血 を 以て 形と 爲し、 理を 以て 氣 

と爲 すなり。 性 は 理氣妙 合の 用に して、 理氣を 離るべからず、 叉 理氣を 以て 必と 十べ 

からず。 

或 ひと 問 ふ、 人の 性 同じく 天命に 出づ、 而 して 夷狄 も 亦 人なる に、 其の 性 中 國の人 

に 同じから ざる は何ぞ や。 師曰 はく， 是れ氣 質の 禀 くる 所に 因って 理氣 過不及 あるの 

致 十 所な り。 是の地 を 同じう して 南北の 位する 所、 山 谷の 形す る 所、 各- 稟 くる 所の 


氣を 異に 十る は、 是れ 日月 四時の 運行 は 天下 皆 一にして、 其の 土地に 依りて 形す る 所 

差違 あれば なり。 中國. 夷狄 同じく 是れ 人に して、 其の 氣質は 土地に 因って 變じ、 其 

の 習染は 風俗に 因って 移り、 終に 中國の 人と 遙に 異なる に 到る。 故に 性 は 只 だ 理氣の 

,  ひたすら 

過不及に 因って 一般なら ず。 (故に ) 一 向 泥 著して 己れ が 性を認 得して 本然の 性と 爲さ 

ば、 天 壤も所 を 易 ふべ し。 遠く 夷 華 を 以て 之れ を 論ずべ からず、 同じ； 中 0 にして 四 

民 各 ~ 其の 俗 を 別にす、 其の 俗 別 なれば 便ち 其の 性 も 亦 其の 風に 從 つて 變ず、 以て 鑑 

み戒 むべ し。 

(哀) 

或 ひと 問 ふ、 惻隱 . 羞惡 . 辭讓 • 是非の 心 は是れ 性な り、 喜 怒愛樂 は是れ 情なり。 

朱 子 又 曰 はく 、「凡そ 人の 能く 一 百 語 動作し 思 盧營爲 する は皆氣 なり。 而 して 理存 す、 故 

の 一.. つ  に發 して 孝弟 忠信 仁義 禮智 と爲る は皆理 なり」 と。 師曰 はく、 是れ性 を 以て 理と爲 す 

の 謂な り。 惻隱 等の 心、 喜 怒の 情、 一 百 語 動作の 用、 孝弟 忠信の 理. 悉く 皆 性の 動な り。 

氣 質に 因って 感通 知識し、 理に 因って 感通 知識す、 其の 間 其の 名 を 異にする なり。 惻 

隱 の發- 仁義 孝弟の 誠、 各.' 其の 性に 率 ふとき は、 之れ を 道と 謂 ひ 節に 中る と 謂 ふ。 

喜 怒の 情、 動作の 用、 尤も 道の £ 茶る 所に して、 只 だ 節に 中る を 要する のみ。 性 を 以て 

S 學九 性 心  一九 七 
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理し. -爲 V" とき は、 凡人の 情發 して 節に 中るな く， 恆に 這の 理に違 ふ。 是れ なきの！ i 

か。 太 だ 公論に あらず.。 

或 ひと 問 ふ >  子 曰 はく、 「性 は 一 理の具 はらず とい ふこと たし」 と。 又 大^の 章， 山 

に 曰 はく、 「明德 は 人の 大 に 得る 所に して、 虛靈 不味 以て 象 理を具 へ て 萬 事に 應 ずる^ 

なり I 」J0 是れ 等の 說に 因る とき は， 人の 德性は 本と 備 はらざる なくして、 お 1 累の賦 

十る 所不 Si たる こと 鮮く、 學者 能く 德性 を認 得し 來 りて、 聰明 事々 に 好く 曉り、 

物々 に 好く 分らん か。 師曰 はく、 性 は虚靈 にして 感通 知識の み。 事物の 問， 其の 應拔 

交際 各- 敎へ？ C ふ 所に 11 つて、 知日に 長じ才 月に 益すな り。 今 赤子 を 以て： a るべ し。 

彼れ 出生の 時 乃ち 夷狄に 投じ 來 らば、 夷狄の 人 たるべく， 中國に 投じ 来らば 中 國の人 

ないがしろ  *?  ，<  , 

たるべし。 教戒な きとき は 君 を 蔑 にし 父 を 無し 11 子と 爲 らん。 敎？. ！： あるとき は 父 を 

愛し 兄 を 敬す。 故に 胎教 あり 小學 あり。 性 は是れ 一 理を備 へずと いふ ことなければ、 

ニー 一)  s_ 

孔子 何ぞ 「舉ん で 厭 はず」 の 語 あらん や。 孟子 も 亦鄰を 移す の敎 あるべからず。 異端 

の敎は 4 ら 道の 性を認 得する を 以てして、 彼れ 世事に 於て 一 つも 節に 中るな し。 是れ 

件 は" 现を 具へ ざれば なり、 只 だ感通 知識の 理に喩 るな り。 事物の 理 究め さ. 丁して、 


孟子^ 

心上《?第2;章 


性^！！ら之れを分明にせんゃ。 太 だ 差 f?,^ せり。 

或 ひ」， -問 ふ、 孟子 曰 はく、 「萬 物 我れ に 具 はらざる なし」 と。 是れ性 は 象 理を具 ふる 

か。 師曰 はく、 入 は-. K 地の 正 氣を禀 く、 故に 身に 反み て 之れ を 求 むれば 具 はらず とい 

ふこと なし。 Hy れ 人の-： K 地に 參 たるな り。 性 は 能く 感通 知識す、 今 深く 其の * 物の 理 

を究 むる」 -き は、 S るる 所感 通 知識せ ざるな し、 是れ 性の 妙 用な り。 

或 ひと 問 ふ、 感通 知識 は 事物の 用に 應 ずるな り、 湛然 無事の 時 は、 感通 知識すべき 

の 用な し。 此の間 何 を 以て iy と 謂 ふや。 師曰 はく、 生々 無 息 底、 模様な く迭作 なし。 


クバ) お 

文へ ム上篇 iE!!* 

に詳な h- 

(七) Bsi 

註の孟,^.*夂 

ヘム 上 に 


(八.) 3^ 

52 ゴ , 


八 七 孟子 性 善の 說を 論ず 

fJ ハー  ？さ  ゆ  よぎ 

師曰 はく、 滕の文 公世 子たり しとき、 將に楚 に 之かん とし  >  宋に 過り て， 1| 子 を la る。 

い  伊川 (七)  ，. 

子 性 は 善たり と 道 ひ、 言へば 必ず 堯舜 を稱 す。 程 子の 註に 曰 はく、 「性 は 卽ち理 なり 

大 下の 理 其の 由る 所 を 原ぬ るに、 未だ 不善 あらず。 喜 怒哀樂 未だ 發 せず.、 何ぞ 嘗て 不 

善 あらん。 發 して 節に 中る、 卽ち往 くと して 善なら ざるな し。 發 して 節に 中らず、 然 

1 たが  (八) 

して 後に 不 きと 爲る」 と。 叉 E はく、 「性に 自 つて 行へば 皆 善な り」 と。 朱 子 H はく 

や sf,-,« "性、 し  一九 九 
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「性 は 人の 1K より 禀 けて 以て 生ずる 所の 理 なり。 一 g 然 た る 至善 にして 未だ 嘗て あら 

二)  rai ず。 人と 堯舜と 初めより 少しも 異なる ことなし」 と。 又 曰 はく、 「時の 人， 性の 本 善 を 

お I きに 知らず して、 聖贤を 以て 企て 及ぶべからず と爲 す」 と。 愚 謂へ らく、 现氣 交感して 其 

の 妙 用 ある， 之れ を 性し」 謂 ふ。 性 は 生々 息む ことなく、 感通 知識 底の み、 更に 善. 悠を 

以て 言 ふべ からず。 善惡の 名は發 見の 迹に 因って 見つべし。 孟子 性 春 を 謂 ふ は、 只 だ 

性の 方 象の 謂 ふべき なく、 强 ひて 之れ を 名 づけて 善と 曰 ふなり。 然れ ども 大 下の 道 は 

(究む 力) 

不善 を 以てすべ からず、 之れ を 推し 充 つれば 便ち 只 だ 一箇の 善の み。 故に 性 は 元と 善 

を 以て 名づ くべ からず と雖 も、 其の 已むを 得ざる の 至大 至 公. 善く 其の 事理 を 究めて 

天地の 至德に 法る あり、 至 德何を 以て か 不善な らん， 是れ 孟子 性 善の 說の 因って 起る 

(二)  K お 上 所な り。 易に 曰 はく、 一」 一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ひ、 之れ を 繼ぐ者 は 善な り * 之れ を 成す 

者 は 性な り」 と。 方に 是れ 夫子 性 を 以て 善と 謂 はず、 之れ を 成す 者 を 以て 性と 爲す。 

1 陰 一 陽 互に 相 因って 道 乃ち 立つ。 一 陰 一 陽の 道を繼 ぎ來れ ば、 乃ち 發 して 節に 中り、 

其の 用 各. -和を 得、 是れ 善な り。 這箇を 成す 底是れ 性な り。 性の 本然 は善惡 を 以て 名 

づ くべ からず。 其の 流行 已むを 得ざる の 道に 因り， 乃ち 發 して 善く 節に 中る あり、 是 


o 一一)  二 程；？ s 

錄卷 一、 及び 

朱 子 語 頹卷九 

五 に 出 • つ 

(四) 朱 子 語 

類卷 九十 五に 

出 づ 


(五) 《 下 * 

符 SKi で、 朱 

子 五十 

五 >  P. 棟と 朱 

子の 問 S と殆 

ド IE じ 


れ强 ひて 性 善と 名づ くるな り。 後世 其の 深意 を 味 はずして、 文字 を 弄し 高尙に 泥み， 

頻りに 性の 本然 を 味 ふに 至る、 甚だ 聖人の 敎に 非ざる なり。 程 子 曰 はく 、「善 は 固に 性 

なり、 然して 惡も亦 之れ を 性と 謂 はざる ベから ず」 と。 朱 子 曰 はく、 一  性 は 善惡を 以て 

名づ くべ からず」 と。 是れ 等の 說を 見る に、 性 善 に^り 體認 し來る も、 必ず 善 を 以て 

すべから ざるの 處 あり、 故に 叉 此の 說 あるな り。 性の 本然 は 只 だ 生々 息む ことたき の 

み、 以て 名づ け 方 ど る ベ か らず。 孟子 其の 迹 を名づ け て 性 善と 曰 ふ な り 。 

師曰 はく、 人の 性 は 氣禀に 因りて 厚薄 淸濁 あり、 己れ が 性 を 以て 之れ を 論ずる とき 

は、 ."li- の發 多くして 善の 動 少し。 是れ 等の 氣禀を 以て 論じ 來 つて、 終に 性惡と 曰 ひ、 

善惡 泥ず と 曰 ふなり。 人 は 萬 物の 靈 にして 聖人 は 億兆の 君師 なり。 人 を 論ずる とき は、 

聖人 を 以て 標的と 爲し、 凡人 を 以て 焉れを 論ずべ からず。 這箇の 聖人、 事物 應接 語默 

動作、 更に 不善な く、 節に 中らず とい ふこと なし。 是れ 聖人の 感通 知識の 跡、 看來れ 

f で ) 

ば 皆 節に 中る 底な り。 節に 中る とき は 善な り。 故に 孟子 は 性 善な りと 道 ひ、 言へば^ 

ず堯 舜を稱 す。 人 堯舜を 以て 的と 爲し、 性 は 堯舜の 性 を 以て 的と 爲す。 性の 善 を 道 ふ 

と堯 舜を稱 するとの 二 句 は、 正に 相 表裏す る も- 是れ人 は 堯舜に 至る を 以て、 當に法 

聖峯九 性 心  二 〇 一 
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W し- 爲マ べしし-なり。 人堯舜 の 地位に 到り 得て、 方に 一 筒の 人と 做し ST 其の 發も 

の 跡 n ハだ 節に 中る のみ。 氣禀薄 濁に して 力 los に闕 くる 底の 人 は、 己れ が 性 を 以て^ 

據 とし 論じ 來 りて、 此の 性を認 得せば、 皆 不善の 發 のみ。 

師 0： は，、 人の 性 は 是れ犬 命な り。 犬 地の 命 は 唯 だ 生々 息む ことなく、 善 を 以て 

論ずべ からず。 人 も 亦： 尺 命に ra: つて 理氣の 妙 用を禀 け、 以て 性と 爲す、 這 筒の 小天地 

たり。 故に 性 は 唯 だ 生々 息むな くして 能く 感通 知識す るの み。 其の 本然 は 善 を 以て ft 

づ くべき なく、 其の 發 して 節に 中る は 皆 善な り。 後 儒 究理 を詳 にせず、 .犬 地 のん 叩 を！；、 

て 善と 爲す、 已 に 誤 了し 來る。 是れ 性の 本然 を 知らざる なり。 犬 道 流 行 して 品物 形 を 

流く、 此の間 那 筒の 善悪 あらん や。 其の 生長 收藏 の迹を ys^ 來れ ば、 皆 節に 中れ り、 强 

ひ て 之 れ を S づ け て と 曰 ふ な り 、 入 の 性 更 に 善惡 を 以 て せ ず 。 熟 味 し て 後 に る ベ 

きなり。  • 

〈〈 或 ひと 性せ；：： の 說を問 ふ を辩ず 

. ^ひ」 -問 ふ、 asir 闩 はく、 「人の 性 は 皆 なり。 善なる 所以の 者 は 四 端の 情に 於て 兌 


るべ し」 と。 以下の 諸 儒 皆 性の 本 善なる を 以て 的と 爲す。 師曰 はく、 後 ite 孟子 性 善の 

說に ra: つて 切に 泥 著して、 性の 本然 を 以て 善と 爲し、 其の 證を四 端の 情と 良知 良能に 

於て 3- るべ しと 爲す、 太 だ 差 ゆいす。 若し 性 惡の說 を 以て 之れ を 論ぜば、 人の 情欲の 發 

動 は 悉くよ 體の 欲に 出で て、 一 の 應接四 端の 情なし。 同じく-, K 性 を 禀け來 る も、 這 

み. ち 

箇 の僕從 奴婢、 這箇の 邊境敎 なきの 民 は、 五倫の 葬 を 知らず、 其の 間 偶.' 一事の 善 を 

； v!! つ きク、 

得る も 亦 全から ず。 其の 餘は日 月 に 唯 だ 情欲の 發動 にして、 惡 多くして 善な し。 故 

に U- 來れば 便ち 性. 忠の論 其の 說 あるに 似たり- 而 して 四 端の 情に 於て 見るべし 等の： お 

用 ふる 所な し。 中席 は 性に 率 ふ を 以て 道と 爲し. 性 を 以て 道と 爲 さず。 發 して 節に 中 

つ ひ 

る を 以て 和と 爲し、 性 善 を 以て 敎と爲 さず。 是れ 古昔の 聖人 終に 性の 本然 を て 道と 

爲 ざるな り。 

成 ひと 問 ふ、 性の 本 善なる を 以て 標的と 爲さ ざれば、 便ち 學者只 だ 外に 向って 的 

を 尋ねて、 人々 這の 大地 明，：： の 性 を 具 ふる を 知らず。 師曰 はく、 學の 標的 は 意： a- を以. 

て f. 據 とすべからず、 道統 聖人 を 以て 檩 的と 爲す。 且つ 人 は- 大 地 を 以て 父母と 爲し， 

现に 1- くして 感通 知識し、 悉く. 大地の 妙 用に 應じ、 己れ が 性 を 以て！^ 的と 爲 さず、 聖人 

ん 件 心  二 〇  一二， 
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の 道 を 以て 舉 的と 爲 すに 在り。 人々 赋 する 所の 性は氣 習に 因りて 太 だ 異なり。 若し 其 

(一) 支 古 の 性 を 以て 準據と 爲し來 らば、 多く 盜跖が 言行に 到らん か。 詳に 其の 植的 を究 むべ し。 

代の 大 E 

或 ひと 問 ふ、 今 聖人 を 以て 檩 的と 爲す、 太 だ當れ るに 似たり。 然れ ども 人 皆 iK 地の 

正 氣を菓 け 各-天地 一 原の 妙 用 を 具 ふ、 是れ 自己の 天地な り 聖人な り。 直に 自己の 本 

然を認 得し 來 らば、 往古の 聖人 亦 這 裏より 出で 来らん か。 師曰 はく  、「各~夭 地 一原の 

妙 用 を 具 ふ，」、 r 是れ 自己の 天地な り 聖人な り」、 是れ 等の 語 大道の 要 を說き 得た るに 似 

て、 殆ど 聖人の 學に 非ず。 人物 天地 は 其の 原 一 なり、 理氣の 過不及 厚薄に 因り、 或は 

天地と 爲り 或は 人物と 爲る。 巳に 天 地た ると き は 天地の 性 を 以て 人物に 混合す ベ から 

ず、 巳に 人物た ると き は 人物の 性 を 以て 天地に 混合すべからず。 人物 一原に して 人と 

物と 亦 井せ 論ずべ からず。 物 又 類 あり、 人 又 品 あり、 彼我 幷せ 論ずべ からず。 格 物 致 

知して 誠意 正 心なる とき は、 天命の 性に 率 ひ、 初めて 天地と 參 たるべし。 這 is の 人 

是れ 1K 地と 其の 體用を 一 にすべし。 然れ ども 猶ほ 人身 は 天地に 及ばざる 底 あり， 佝ぞ 

, 凡人 薄 濁の 質 を 以て、 此の 性 天. 地に 同じと 爲 さんや。 只 だ 言 を 止めて 自ら 反み て 之れ 

を 知るべし。 各 》■ 意： a を 失 却して 聖人の 敎を 守る に 在り。 聖人 已下 大賢 ！，.^ 聖旣に 聖人 


と 間 あり、 況ゃ 末代の 後學 口に 利く 高尙に 驚せ、 異端の 說を雜 へ、 心 を 甘んじ 性 を 弄 

す、 尤も 聖擧の 罪人な り。 

はるか 

或 ひと 問 ふ、 古聖 を師 とし 來 らば. 今 は 古 を 去る こ、 ク 旣に杳 なり >  其の 書 も 亦秦の 

火に 遇 ひて 遺篇 分明なら ざらん か。 師曰 はく、 古昔の 聖人 も 亦 未だ 嘗て 標的な くんば 

あらず、 其の 標的 天地に 在り。 萬 物 は 天地に 覆 載せられざる なく， 萬 物 は 天命に 在ら 

ずと いふ ことたし。 一片 時 も 亦 天地の 間 を遁れ ず、 仰いで 觀， 俯して 察す、 皆這箇 1K 

.  地の 用な り。 故に 我が 標的と する 所 天地に 在り。 之れ を 求む る こと 遠からず、 意見 を 

去り 文字の 泥 著を棄 て、 直に 天地 を 以て 擧の 標的と 爲 すに 在り。 

(二)  ？ Hn 或 ひと 問 ふ、 孟子 乃ち 口 を 開けば 便ち 性 善を說 く、 故に 吿 子が 門人 公都 子 も 亦 性 

子 上 篇第六 章  しゃく 

ぶ！ ^は M へ， は を 問 ふ。 孟子 は 「仁義 禮智は 外より 我れ を鑠 する に 非ざる たり」 を 以て 答と 爲す。 今 

ft- は 仏 達 U に，. V  かざる 

^,1 張す、 天地 を 以て 之れ を 論ずる に、 孟子 は 性 善を證 する こと 差 了 十る に 似たり。 師曰 はく、 

故に その 門人 

公都 r^-J- 子 孟子 は 唯 だ 性 善を說 いて， 性 善を認 むべ しと 說 かざる に， 後學 切に 性 善を認 得す， 是 

に： V  「n も を 

問：， "な，， れ 異端の 說に 同じ。 釋家曰 ふ、 「心外に 向って 佛を 求めず * 卽心 是れ佛 眞」 と。 又 曰 

ふ、 「卽 心是佛 * 驢に騎 つて 驢を竟 む」 と。 叉 曰 ふ， 「赤 肉 国 上 一 無位の 眞人 あり」 と- 

學九 性 心  二. 0 五 
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是れ 等の 語 は 後！^ が 一 性の 本 は 善な り， 性に 自 つて 行へば 皆 善たり」 と說 くと 更に 差 

はず。 釋氏 己れ が 心 を 以て 佛 性と 爲し， 己れ が 心 を 相 32- 十る を 以て は 性 成 怫と «5 し， 

唯 身 を 以て 淨 土と 爲し、 己れ が 心 を 以て 彌； と爲 す。 玆に 於て 面 辟."." 坐禪 して 心性 を認 

P)  得し、 直 入 投機 せんこと を 欲し、 或は 失 却 を 認め 或は 忘懍を 認め、 雨に 風に 悟/の 期 

0! も める 助  ？ C 

と爲 す。 然れ ども 唯 だ 作用 是 性の 說 のみ.^ 其の 應接感 通 前の 佛祖 にも 及ばず、 終に 一 

r-)  i  一喝 を 以て 敎外別 傳と爲 す。 JnJ^ 來れば 只 だ 一箇の 風顚漢 のみ。 當 時の 寧 者 口に 經書 

超 股す る-一と 

を 言 ふと 雖も、 其の 應接 語默 節に 中るな く、 言と 行と 相違 ふ。 是れ 性の 本然 を-認め ェ 

夫し 来って、 更に 日用の 功に 益な し。 孟 1： の 所謂 性 善と 其の 趣间 同じから ざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 佛 氏の 性を說 くや、 目に 在りて は； a- と爲 し、 耳に 在りて は 聞と « ^し， 

口に 在りて は 議論と 爲し、 手に 在りて は 能く 持ち、 足に 在りて は運奔 すと。 朱 子 H は 

；、 や，！ く、 「此の 如き は 只 だ 是れ箇 の 無 星の 种無寸 の 尺な り， - 若し 門に 在らば、 目に 在りて 

に ウー  見る と雖 も、 須 らく 是れ明 かにして 始めて 得べ く、 耳に 在りて 聞く と雖 も- 攝 らく 是 

れ聰 にして めて 得べ く、  口に 在り て^^な|し及び手足に在るの類も須らく是れ之れを 

動かす に f を 以てして 始めて 得べ し ： と C 今のお く 所 は i". ど釋 氏の 性 を^く に 似たり。 


師曰 はく、 視聽. 談論 • 執 捉. 運奔は 性に あらざる なし。 此の 性な きとき は 此の. r 乂體. 

何 ぞ知覺 運動 せんや。 明聰 にして 之れ を 動かす に禮を 以てする も 亦 性な り。 唯 だ氣に 

從 つて 動き 來り、 理に從 つて 究め 來 るの 間、 或は 陷 し， 或は 究理す るな り。 一箇の 一 

聰明 ある も、 亦 只 だ 其の 氣の淸 潔に して 理を 究めざる とき は、 此れに 明かに して 彼れ J 

に 暗し。 這箇の 聰明 之れ を 動か 十に 禮を 以てする 底、 辜ばず 率 はずして 豈 自然な らん 一 

や。 朱 子 は 性 善 を 以て 本然と 爲し、 終に 此の 說を爲 すに 至れり。  一 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に K ると き は、 性の 本然 を 待たず して、 敎に 因って 其の 性 を 善, 

一 五)  き りう  はいけ ？ 

2)  にすべし。 是れ吿 子の 曰 ふ、 一 性 は 猶ほ杞 柳の ごときな り、 義は 猞ほ栢 捲の ごし-きなり- 

子上篇 意  一- . 

人の 性 を 以て 仁義 を爲す は、 猶ほ杞 柳 を 以て 桮捲 を爲 るが ごとし」 と。 総 13 お I ゆ. 

是れ 人の 性 本と 仁義な く、 必ず 矯揉を 待ちて 而 して 後に 成るな り。 師曰 はく、 人 敎をー 

待たず して 性是れ 善なら ば、 乃ち 中庸に 道と 敎と を說 くべ からず。 已に 性に 率 ふ 之れ 一 

を 道と 謂 ひ、 道を修 むる 之れ を 敎と謂 ふ、 是れ敎 に 因って 道 を 修め >  道 を 修めて 性に 一 

率 ふなり。 敎に 因らず 道 を 修めず して、 只 だ 性の 本 善 を 以て 言を爲 十と き は >  便ち 釋ー 

氏が ffi 指 性な り。 此の 性 は 本と 理氣の 妙 用に して， 能く 虛靈， 能く 感 通，^ 識十。 0 

性 心  二 〇 七 
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人の 道に 志し 聖人の 敎に 因って、 其の 道を修 むる とき は、 大地 生々 息む ことなき の 命 

と 唯 だ 一般な り。 盜跖 が惡に 志し、 盜跖 が敎に 因って、 盜の 道を修 むる とき は、 禽獣 

の 情欲 放蕩の 性 L 一 唯 だ 一 般 なり。 人と して、 天 地と  一 1^ ならん や  >  禽獸と 一 般 ならん 

や。 詳に盡 し 求 むれば、 人々 禽獸に 同じき こと を 欲せず。 是れ已 む を 得ざる 底な り。 

已むを 得ざる は是れ 天地の 誠な り、 其の 理に 厚き なり。 若し 敎を 待たず して 直に 性 善 

二)  <條4 を 以て 證し來 らば、 大 孽の條 目、 中睹の 道敎、 說き 得て 皆 空 一 百な り。 孟子 言へば 必ず 

f も if,*-  よ どころ 

堯 舜を稱 し、 堯舜を 以て 性 善の 據 と爲 す、 是れ 聖人 を 以て 舉の 的と 爲 すなり。 夫れ 

K 下 ー 堯舜の 地位に 至る こと、 敎に 因り 道 を 修めて 初めて 企て 及ぶべき たり。 吿子性 を 以て 

^Mk^ 杞 柳と 爲す は， 是れ 己れ が 性 を 以て 見來 り、 只 だ 氣質を 指して 其の 性 を 論ずるな り。 

もさ 1  至大 至 公の 性 を 論ずる に 在らず して、 終に 仁義 を 以て 應 接の 一 寨と爲 す。 幾： 1st 意 論 

ずべ からず。 

或 ひと 問 ふ、 仁義 禮智 是れ性 か。 師曰 はく、 先 儒 皆 曰 ふ、 「仁義 禮 智是れ 性な り」 と 

是れ 「性 は 善な り」 の 語より 說き 来れるな り。 性 は 能く 感通 智識す、 應接 語默の 問， 

理に 就きて 感通 知識して 其の 節に 中る、 乃ち 仁義 禮智 なり。 性， 仁義 禮智 を^^し • 


s  s 事 を 待って 發し來 るに 非ざる なり。 然して 性 はニ氣 五行の 妙 用な リ。 仁義 禮智信 は 五 

行の 發， lEr  二 氣の分 名たり。 其の 性の 發動は 太 だ 此の間に 感 通す。 若し 只 だ 五常 を以 

て 性」 -爲 し， 其の 餘を 以て 性と 爲 さざる とき は、 便ち 偏 倚して 正說 にあらず。 

S)  二 SS?  或 ひと 問 ふ. S ば 子 曰 はく、 「性に 自 ひて 行へば、 皆〕 きなり」 と。 師曰 よく、 是れま 

SS 卷 十五に 出  5,  (  , 

善の 說に 泥むな り。 這箇 の嬰兒 赤子、 一事の 外物な く、 混然た る全體 なり。 那 筒是れ 

Ar"* 註に も 

出づこ g ャ： 一 性 善の 處-、 那 箇是れ 彼れ が 行 ふ 所の 善なる。 只 だ 氣質長 成して 其の 性發 動す、 其の 發 

動 未だ 嘗て 氣 質に 因ら ずん ば あらず。 氣 質に 因る とき は 善 あり 惡 あり。 何の 處を 以て 

「性に 自 ひて 行へば 皆 善な り」 と爲す や。 聖人の 道 は 人に 敎 ふるに あり、 聖敎に は 「性 

に自 ひて 行へば 皆 善な り」 の戒 なし。 此れ等の 語 は說き 得て 只 だ 口 を 利く する のみ。 

モ } 

K 一  或 ひと 問 ふ、 伊川の 程 子 曰 はく、 「水の 淸きは 性 善の 謂な り。 濁る ことの 多き 者 あり， 

獨る ことの 少き者 あり、 淸濁 同じから ずと 雖も， 然も 濁れる 者 を 以て 水と 爲さ ずん ば 

あるべからず。 此の 如きと き は 人 以て 澄 治の 功 を 加へ ずん ば あるべからず。 故に 力 を- 

用 ふること 敏く男 ましき とき は 疾く淸 み， 力 を 用 ふる こと 緩く 怠る とき は 遲く淸 む。 

ヽ.^  )  朱.， IJrt?,!  、丄、 一 

額 に 出 _^ - 其の 清む に 及んで は、 却って 只 だ 是れ元 初の 水な り」。 朱 子 曰 はく  > 「性 は 之れ を 水に 
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譬ふ、 本と 皆淸 なり。 淨器を 以て 之れ を 盛る とき は淸 く、 不淨器 を 以て 之れ を 盛る と 

き は 臭く、 汚泥の 器 を 以て 之れ を 盛る とき は 濁る も、 本然の 淸は 未だ 嘗て 在ら ずん ば 

(一) eJT あらず」 と， - 臨 川の 吳氏曰 はく 、「天下の 淸、 水に 如く はなし. 先 儒 水の 淸を 以て 性 の 

字 は 仲 方、 臨  ， 

朱 子 善に 喩ふ。 人 不善の 性 ある ことなければ、 世 不淸の 水 ある ことなし。 然 らば 黄河の 水 

渾々 として 流れて 以て 海に 至り、 竟に 能く 淸 むこと なき 者 は何ぞ や。 淸 める は 其の 初 

原に 循ふ ものな り、 水の 初めな り。 水 は 天に 原づ いて 地に 附く， 涼の 初めて 出 づるゃ 

易ぞ 嘗て 淸 まざらん や。 岩石の 地に 出 づる者 は 瑩然湛 然として、 以て 其の 本然の 淸を 

全くす る こと を 得、 泥 塵の 地に 出 づる者 は、 其の 初めて 出づ るより して 其の を 混ず 

, れば、 則ち 原淸 むと 雖も 流れて 濁らざる こと 能 はず。 水の. 濁りに 非ず、 地の 然るな り。 

人の 性 も 亦^ ほ是の ごとし」 と。 師曰 はく、 先 儒 水の 淸を 以て 性の 善に 喩 ふる は 可な 

り、 淸を 以て 水の 本然と 爲すは 未だ 可なら ざるな り。 愚 謂へ らく- 水 は 五行の 首- 其 

の 位 北方の 陰に 居り、 其の 體は 流行 を 以てし、 其の 用 は 潤 下 を 以て 十。 淸^ は 土地の 

質に 出で、 其の 終り は 海に 歸十。 海 潮 は是れ 水の 始終に して、 而も 海 潮 は 淸濁を 以て 

之れ を淪 ずべ からず。 一 筒の 滴 泉 は 只 だ 山 谷地 脈の 餘. 泥な り、 餘歴を 以て 水の性 を 論 


ずべ からず。 且つ 人の 飮用を 欲 十る は淸に 在り。 大船 を 載せ 魚疆を 生じ， 運送 利用の 

大川、 豈淸を 以て 之れ を 好まん や。 故に 人の 飮用ゃ 之れ を淸 くし >  大 川の 流行 や 濁に 

從ふ。 而 して 共に 水の 用兹に 足る。 徹底して 淸 むこと を 好む は、 一 筒の 小 池 泉水に し 

て、 大船 を 載すべからず、 魚 if を 生ずべ からず。 且つ 水は靜 なるとき は淸み 動けば 獨 

る。 流行の 動 は 水の 用に して. 久しく 靜 なるとき は 水の性 損ず。 豈水 は淸を 以て 本と 

爲ん や。 今人の 性を說 くに 水の 淸に. f へ、 靜を 以て 性 を觀、 潔白 を 以て 性と 爲す は、 

皆 性 善を說 くの 錢 なり。 水 は 只 だ 流行 潤 下して 淸濁 節に 中る、 是れ 天下の 水な り。 性 

は 只 だ 生々 感 通して 情發 して 節に 中る、 是れ 聖人の 性な り。 若し 水の 淸を 認めな ば、 

小 池 泉水の 潔 を 喜びて、 黄河の 大用を 忘れ、 若し 性の 善 を 認めな ば、 靜 寂 明白の 味 を 

樂 しみて、 天下の 大用を 忘る るな り。 且つ 水 は 其の 濁 を 以て 水と 爲さ ざるべからず、 

性 は 其の 不善 を 以て 性と 爲 さざる ベ からず。 只 だ 性 善 を 言 ひて 氣質を 言 は ざれば 則ち. 

全から ざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 臨 川の 吳氏曰 はく 、「孟子の 性 善 を 道 ふ は、 是れ氣 質の 中に 就きて 其の 

本然の 理を 挑げ 出して 言へ るな り、 然れ ども 曾て 性の 不善 ある 所以の 者 は >  氣 質の 濁 
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惡 あるに 因って、 其の 性 を 汚壞 する こと を 分別せ ず.、 故に 吿 子と 與に言 ふと 雖も、 終 

に 以て 吿 子が 惑 を 解く に らず」 と。 吳 氏が 此の 說 如何。 師曰 はく， 孟子 は 性 香 を 道 

ふに 堯舜を W て 的と 爲 すなり。 人々 敎に內 つて カ行して 道を修 むる とき は、 堯舜の 地 

位に ：4^- るべ し。 堯舜の 地位に 到り 得る とき は、 其の 性發 して 節に 中る、 其の 跡 惟れ 善 

なけ， 氣質を 論ずる に 及ばざる なり。 孟子 性 善 を 道 ふの 理に 通ぜ ず， 故に 其の 解 十る 

所 略 ぼ 似て 實は 異なれり。 

或 ひと 問 ふ、 北溪の 陳淳曰 はく、 「天の 人に 命ずる 所、 是の理 本と 只 だ 善に して 惡な 

JS! の 入 卞 

Tss ぉゾ きを 以ての 故に、 人の 受けて 以て 性た る 所 も、 亦 本 善に して 惡 なし。 孟子 性 善 を 道 ふ、 

n^.  是. れ專ら 大本の 上に 就いて 說き來 り、 說き 得て 極めて 親切な り。 只 だ是れ f て 氣禀ー 

投を發 出せず、 後世 紛々 の 論 を 啓く 所以な り」。 師曰 はく、 後世 氣 質の 性 • 犬 命の 性 を 

め« あり 

以て 説き出し 來る、 故に 人の 性 多く 兩般に 落 在す。 天 命の 性 *氣 質の 性， 1^ おん ぞ兩般 

に 說き來 らん 哉。 旣に 性と 曰 ふとき は、 性 は 是れ理 氣の妙 用な り、 只だ氣 禀に從 つて 

萬殊 あるな り。 理氣の 妙 合な くんば 何 を 以て か 此の 性 を 論ぜん。 天命の 性 は 乃ち 氣質 

の 性な り。 陳：" ほの 曰 ふ 、「是 の理 本と H だ 善-」 して tli,^ なし」 の 語 は， 意： ns- より 出し 來る。 


天の 命ずる 所、 善 惡の謂 ふべき なし、 生々 流行の 妙 用の み。 言を容 るべ からざる たり。 

. 或 ひと 問 ふ、 孟子 性 善 を 道 ふ、 看 来れば 孟子の 言 はく 、「赤子 將に 井に 入らん し 一十る 

や、 愤慯惻 隱の心 あり」 と は、 此れ 只 だ 情の 上に 就いて 見るな り。 「孩提 の 童 も 其の 

親 を 愛せざる なし」 と 言 ふが 如き も、 亦 只 だ是れ 情の 上に 就いて 說く。 朱 子 曰 はく、 

(二  > 

(二)  S0 「未だ 發 せざる の 時、 惧側隱 と 孩提親 を 愛する の 心と、 皆 裏面に 在り 了れ り。 少間 

類卷 五十 五に  ま 

g づ、 $し抄 にして 發 出し 來る、 卽ち是 れ未發 底の 物事な り。 靜も 也た 只 だ是れ 這の 物事、 動 も 也 

た 只 だ 是れ箇 の 物事、 孟子の 說く 所の 如き、 正に 人の 發 動の 處に 於て、 是れ 這の 物事 

は卽 ち是れ 靜時養 ふ 所 底の 物事なる こと を slf^ 得せん こと を 要す。 靜時若 し 這 の 物事 を 

存 守し 得ば、 ：11 用の 流行 卽ち 是れ 這の 物事に して、 而今の 學者 且つ 動 靜只だ 是れー 筒 

の 物事なる こと を識 得する を 要と せよ」 と、 此の 問答 如何。 師曰 はく、 天命の 性は是 

れ氣 質の 性な り。 氣質を 離れて 犬 命の 性 を 謂 はんと 欲すれば、 便ち 性の 字 を安頓 する 

所な し。 子ュ 子の 性 善 を 道 ふ、 皆 性 上に 就き 來る。 是れ情 上巳に 發す るの 胺、 口 (だ 節に 

中る の 謂な り。 朱 子の 所謂 怖 惕惻隱 と 孩提親 を 愛する の 心と、 皆 裏面に 在り r れり。 

是れ性 衆 理を具 ふるの 說 なり。 性 は 能く 感通 知識す、 故に 耳目の 觸 るる 所感 通し、 理 
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氣 の！： る 所 知識す。 其の 跡は怵 惯侧隱 なり、 孩提親 を 愛するな り。 此の 裏而 一 物の 有 

なく、 一事の 設 なし。 乂曰 ふ、 11 靜時養 ふ 所 底の 物事」、 又 曰 ふ、 「靜. ^若し 這の 物桌を 

存 守し 得」 と。 是れ 等の 語 性 善 を 認めて 工夫 を 下す の說 なり。 此の 弊 終に 精神 を •  せし 

心性 を 甘く する に 至り、 殆ど 聖人の 敎に 背き 日用の 功に 益な し。 靜時は ロハ だ靜 なり. 

^^k^ 安 排を附 し來れ ば是れ 動な り。 存 養し 來れば 是れ 動な り。 「弟子入りて は.^ や、 出で て 

向ね 第： 二  W  、. 

は 弟、 行うて 餘カ あらば 則ち 文を學 ぶ」 と は、 是れ 格物致知の 謂な り。 焉んぞ 終日 靜 

思し、 此の 物事 を 養 ひ 此の 物事 を存 せんや。 此の 如く なれば 乃ち 太 だ 動, して^なら 

(二 ) 

(パ) i ず、 中々 如.^々 如た る も 也た 得べ からず。 只 だ 性 善の 語 を 要と し 守り、 其の 實理を 

7 之 iiw、 知らず して 文 を 以て 意 を 害するな り。 且つ 許 多の 理皆 裏面に 在り 了る。 佝ぞ靜 時 を 待 

中屮 如 也、 夭 

^^^^u つて 之れ を存し 之れ を 養 はんや。 裏面に あらざる の 故に、 靜 時に存 養の 說 あり。 今^ 

お、々、： ig なる 養を說 いて 格物致知の 工夫 を 言 は ざれば， 則ち 竟に 異端の 觀心禪 定に陷 らん。 或 ひと 

を. ぶ ふ =- 

曰 はく、 お 養 は是れ 格物致知に 非ず や。 師曰 はく、 然 らば 乃ち 何 ぞ靜時 を 期せん や。 

格物致知 は語默 に動靜 に、 更に 離るべからざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 性 は 能く 感通 知識す と雖 も、 這 筒め 明 CiC 理 具備せ ざると き は、 其の 


感通 知識 皆 愚感に 至らん か。 師曰 はく、 事物 應 接の 間 * 義理 節に 中る の 用， 只 だ 格 物 

致 知の 力に あり、 性の 明白 を 以て 言 ふべ からず。 格物致知 せざる とき は、 少く 聰明 伶 

倒の 徒義 利の 差 を 知る に 似 たれ ども、 其の 大要 を 知らず、 終に 其の 情 節に 中らず。 是 

れ管 仲. 晏子も 亦 聖人の 道 を 知らざる なり。 管晏が 知、 管晏が 性， 短 愚と 言 ふべ から 

ざる も、 格物致知の 聖敎 なく、 只 だ 知慮に 鴛 せて 大道 を 明かに せ ざれば なり。 若し 性 

の 本然 這箇の 明白なる ありて、 能く 聖人の 道 を 分ち 来らば、 管晏 格物致知 せず とも * 

須 らく 聖人の 大道 を感通 知識すべし。 是れ性 は 只 だ感通 知識す、 而 して 其の 明 昏は格 

物 致 知の 有無に 在り。 聖人の 道 を 知らざる 底 は、 聰明 伶俐の 用を爲 すと 雖も、 犬 命の 

性に 於て は 論ずべ からざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 性 は 只 だ感通 知識の みに して、 性 必ず 善なる の稱 なく、 又 衆 理を具 ふ 

るの 說 なきと き は、 性 は是れ 形より して 下なる 者 か。 師曰 はく、 感通 知識 は 理氣の 妙 

用な り。 這 箇の感 通 知識 あり、 故に 理氣 の間感 通せず とい ふこと なく、 知識せ ずと い 

ふこと なし、 尤も 虚靈 にして 流行 變 通し 生々 息む ことなし。 是れ豈 形より して 下なる 

者な らん や。 此の 妙 用な きとき は 非情な り、 人物 各 ~ 自ら 此の 妙 用 を 具へ て、 人は理 

犁學九 性 心  二 一  五 
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に 厚く して 能く 天地の 德に感 通し、 能く 天 地の 用 を 知識す、 是れ萬 物の 鍵た る 所以な 

り。 性 善 衆理の 思、 亦感通 知識の 裏面より 出で 來る 底の 道理な り。 

或 ひと 問 ふ、 沈倘問 ふ、 「或 ひと 謂 はく、 『性の 發 する 所、 時に 不善 ある ことなし、 

氣禀 至惡の 者と 雖も 亦然 り。 但だ 方に 發す るの 時、 氣 一 に 之れ に乘 ずると き は、 善 あ 

り 不善 あるの み』 と。 胸 爲ら く、 人心の 初發、 善 あり 惡 あり。 所謂 『幾 は 善 あ 

り』 とい ふなり。 初 發の時 本 善に して、 流れて 惡に 入る 者 此れ 固に 之れ あり、 然れど 

も 亦氣稟 昏 愚の 極まれる ありて、 發 する 所 皆 善なら ざる 者 は、 子 越椒が 類の 如き 是れ 

(1 一一)  しばら 

)  0 左傳宣 公 n 年、 きの！ ナ .Jtsfe^y 生む。 子 文が 曰 はく、  S? はの S あり、 校 さ ざれば 必 Hd く .P.^.VJ.^ てケ J  L  £ 

な I す 敷が 宗キ滅 さん" 仏に la はく、 狼 子 は 野心 ありと いふ、 其れ 畜 ふべ けんやと。 Hq  く. tt 'スを |\ マ- -JJ- を 

論ぜん に、 其の 發 する 所の 不善なる 者 固に 亦 多し、 安ん ぞ 之れ を 不善な しと 謂 ひ 得ん 

や」 と。 朱 子 曰 はく、 「當に 此の 如く 説くべからず。 此の 如く 說き 得る とき は是 ならす。 

ten- 

此れ 只 だ當に 人品の 賢愚 淸濁を 以て 論ずべ し。 合 下に 發し 得て 善なる 底 あり、 發し得 

て 不善なる 底 あり、 發し 得る こと 善に して 物欲の 爲に奪 はれ、 流れて 不善に 入る-;^ あ 

り、 極めて 般樣 多し」 と。 是れ朱 子 は 惡の發 動 を 以て 氣 質と 爲し 人品と 爲す、 沈 胸の 

謂 ふ 所 は 子の 說に a し。 師曰 はく、 沈 胸 は 人心の 初 發に善 ぁり恶 ある を 以て 性 レ-爲 す 


なり。 善惡は 事物 應 接の 上に 在り。 性 は 只 だ感通 知識す、 焉ん ぞ善惡 の名づ くべき あ 

らん や。 人心 初めて 發 する- 氣に 就いて 出 づる底 あり、 理に 就いて 出 づる底 あり。 情 

欲の 發 する、 或は 節に 中る あり、 或は 節に 中らざる あり。 子 越 極が 類の 如き は 生な が 

ら氣に 厚き の處 あり、 故に 豺 狼の 聲を發 するな り。 性 は 各 》-氣 質に 因って 差 ふこし-あ 

り、 切に 性 善の 說を， M め 萬 差の 人品 を 論じ 来れば、 竟に附 食の 辯 あり、 人品 氣質 を以 

て 差別 せんと 欲する は、 尤も 過 了す。 

或 ひと 問 ふ、 物に 感じて 動く に、 或は 理義の 公に 發 し， 或は 血氣の 私に 發す、 這 裏 

便ち 善惡に 分つ。 北 溪の陳 氏 曰 はく T 血氣の 私に 發 して 便ち 悪を爲 すに 非ず、 乃ち 發 

して 後に 流れて 惡を爲 すの み」 と。 此の 說差 あるか。 師曰 はく • 是れ叉 性 善の 說に因 

つて 此の 偏 論 あるな り。 性 は理氣 の感通 知識す るの みなり。 其の 跡流蕩 して 節に 中ら 

お ほ 

ざると、 發 して 節に 中る となり。 血氣の 爲に敝 はるれば 節に 中らず， 格物致知 ォ ると 

き は 節に 中る。 性 は感通 知識 を 以てして、 義理 血氣を 以て 之れ を 論ずべ からず。 義理 

は 能く 感通 知識し、 血氣も 能く 感通 知識す。 是れ 性の 妙 用な り。 格物致知の 理を 措き 

て、 機微 を 思 ふ を 以て 功と 爲十 とき は、 誠意の 功盡 すべから ず。 人性 は視聽 一一 一一 C 動に 因 
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つて 其の 思 あり。 視聽 言動 是れ氣 質の 用な り。 天命の性と雖も視聽言動を£^ぃて感通 

十べき の處 なし。 故に 性 は 氣質を 措いて 論ずべ からず。 氣質を 以てする とき は、 其の 

發 十る 所惡 なく 發 して 後流れ て 惡と爲 るの みと 謂 ふべ からず。 彼の 赤子 嬰 兒は氣 質 未 

だ 全から ず、 視聽 言動 未だ 詳 ならず、 故に 父母 兄弟 も 亦 分明なら ず、 繪容 究理 少しも 

通ぜ ず、 只 だ飮食 情欲の 習の み。 這の 時 那箇か 是れ性 善， 又 性 不善なる や。 那 筒か是 

れ理. 不理なる や。 只 だ 氣と理 と 相 合 ふの 妙 用言 ふべ からず、 而 して 其の 本 原生々 息 

むこと なく、 止めん と 欲して 已むを 得ざる の 謂な り。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 性に 善な く惡 なきの 謂な り。 師曰 はく、 性 を 以て 無 

善 無惡の 稱を爲 すと き は 一 偏に 落 在す。 性 は 理氣の 妙 用、 或は 善 あり 惡 あり、 或は 善 

なく惡 なし。 或は in ありて 惡 なく、 或は 惡 ありて 善な し。 是れ 都て 人物の 性 を 論ずる 

なり。 }K 下の 萬 物 入より 贵き はなし、 故に 敎に 因って 道 を 修め、 道 を 修めて 性に 率 ひ 

て. 大地の 大 原と 合一 底に して、 初めて 性 善 を 知るべく、 初. めて 聖人の 性 を 知るべし。 

其 G 功， 格物致知の 問に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 聖人の 性是れ 善、 而 して 愚人の 性 是れ惡 か。 師曰 はく、 聖人 は 理に厚 


くして 其の 氣質 正中の 正 を 得。 其の 性 は理に 就いて 能く 感通 知識し、 其の 情は發 して 

天下の 物に 感ず。 其の 氣の感 通 知識 も 亦 正 を 得， 其の 情發 して 節に 中る たり。 性 善な 

りと 謂 ふ は 孟子に して 可な り， 已 下の もの 若し 性 善と 謂 はば、 後世の 惑 を 起すな り。 

只 だ 性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ひ、 道を修 むる 之れ を 敎と謂 ふ。 喜 怒 哀樂發 して 節に 中る、 

格物致知 誠意 正 心 等の 敎戒、 以て 聖學の 規範と する に 足れり。 愚 謂へ らく、 聖人の 性 

は發 して 節に 中る のみ、 愚人の 性 は 悉く 節 を 失 ふに 在り。 其の 間 格物致知の 裏面に 在 

り 了れ り。 

二)  ^.s 或 ひと 問 ふ、 王 陽 明日 はく、 「吾が 良知の 上に 依り 說き 出し 來り * を 行へば、 便ち 自 

卷之 下、 修  (一一) 

^5 錄 「^5 一^。 ら是 れ停當 なり」 と。 是れ性 善の 說か。 師曰 はく、 後世の 舉者性 善 を 認め 來 りて， 竟 

へ v<」 i  、「行 

ひ f 去 かば」 に陽明が^；-知の；^^に到り， 聖人の 學 沒す。 此の 敝宋 儒に 起り て 元 明の 間に 盛な り。 

に 作ん 

(5  S 孟子の 所謂 良知 は 仁義の 發： Hf- にして、 學 ばず 慮らず して 能く 知る こと あるの 謂な り。 

是れ 聖人 人を敎 ふるの 用、 仁義 を 出で ずして、 仁義 も 亦 作意 を假ら ざる 所以な り。 陽 

明が 徒 此の 一 轉語を 執へ、 高尙の 話頭 を 立て、 提携 工夫して 直に 思 はずして 得、 勉め 

ずして 中る に 至らん と 欲し， 此れ を 以て 聖に 入る の 脈 路と爲 す。 是れ 往古の 聖敎を 措 

SMfl 九 性 心  ニー  九 


山 鹿 語 教卷第 ra: 十一  ニニ 〇 

き、 一 の 新奇 說を 以て 工夫 を附 け、 衆 を 惑 はし 愚 を 1^ ふるな り。 其の 説に 曰 はく、 「良 

(1) も 14, 公 知 は 思慮 を 外にせ ずして、 思慮 却って 能く 以て 良知 を蔽 ふ、 故に 孟子 尤も 其の 慮、 -, ざ 

孫 丑 上 *| 第 六  一 一 一 

0  る 者 を 指して、 而 して 後に 之れ を 良と 謂 ふ。 孺 子の 井に 入る を 見て 惕 する は 良知な 

(二)  * 子吿  (二)  . 

fL ヒ iaa!!.rls  も..」 な  こし s  く  I さ S ぶ 1 

「.1^ お 「 り、 而 して 交 を 納れ譽 を 要め 聲を惡 むは 慮な り。 嗨 蹴せられ て 1^ とせず、 受けざる 

れを S れば S は 知な り、 而 して 宮室 妻妾 我れ に 得て 之れ を 爲すは 慮な り。 故に 曰 はく、 -大下 何 を 

ち：！ f>、 得 ざ  51)  一！ 

^,^^^10 か 思 ひ 何 を か 慮らん」 と。 此れ 正に 陽 明. 龍 溪が說 く 所な り。 此に 於て 彼れ が 舉徒思 

おも 一 t  く  、も 慮 を 絶し 良知 を 待ち 來る。 這箇の 良知 事物に 通ぜ ず、 偶. -應 接の 用 是れ. 知より 出.. つ 

タ けす、 S 

^^^^^^ と 思 ふと 雖も、 節に 中らず。 此に 於て 自 反と 號 して 靜坐靜 默 して、 此の 良知 を^ ふ。 

な?； M 、"と 然れ ども 其の 情の 發皆違 ひ、 行 皆 房る。 心 を 勞し身 を 苦しめて、 事物の 日用に， 鈸 なく 

W づ  £ か 

一，  一  "ugj ；、 困勉 して 病 を 生ずる に 至る。 又 一箇の 良知 を 得た る先覺 あれば、 只 だ 口に 信せ て 説き 

fs  £1、 意に 住せて 行 ふ。 其の 高尙の 話頭 は說 き得來 るに 似て、 事に 應じ 物に 接する の 問、 大 

はの 人、  >  は 下國 家の 用竟に 節に 中らず。 H だ 口に 利く 行に 危 くして 隱逸 高潔の 風 願漢の 類の 如く 

中 干. 守 仁 

^^K^ 更に 天下に 益な し。 是れ 良知 を 弄し 思 を 費して、 格物致知の 功な きなり。 格物致知の 

お あ *  功な きとき は、 年 Br を 镇 累十 とも 亦 事物の 理に感 通 知識すべからず、 R だ 高 5? 靜 おの 


之 5 
什 

茶大 

雅 
の • 


地位に 感通 知識して、 天地の 大道 を 失 ふに 至るべし。 學 者の 蔽皆 此の間に 落 在す。 是 

れ 異端の 說 世に 行 はるる 所以な り。 

£)  C り  つねと  い. 

或 ひと 問 ふ、 詩に 曰 はく、 「天1^？ 民 を 生ず、 物 あれば 則 あり、 民の 齊を秉 る、 是の お 

德を 好む」 と。 是れ 性の 本 善なる を 謂 ふに 非ず や。 師曰 はく、 生 民备. -天. 地 生々 の 性 

を禀 け來 る、 故に 其の 氣 質に 因って 其の 情の 發 する、 便ち. む を 得ざる の 則 あるな り 

民， 情に 厚く して 其の 則 を 失 却す。 聖人 竟に敎 を 立て 道 を 修め 以て 格物致知して、 民 

の 變 を秉る こと を 示 十。 犬の 性を賦 する や、 善 不善の 分ち なく、 只 だ 理氣の 妙 用を以 

てす るな り。  . 

或 ひと 問 ふ、 間ろ 子の 敎に 因り 味 ひ 来れば、 今日 無事 底 なれば、 善惡の 論ずべき の 

期な し。 叉 多く 此の 時に：？ I 得し E れば、 性 は 只 だ感通 知識に して、 言の 容 るべき なし 9 

然 らば 乃ち 孟子 性 善の 說 未だ 審 ならず，。 師曰 はく、 孟子の 性 善 は、 其の 節に 中る 底 を 

昆來 つて- 强 ひて 性 善 を 言 ふなり。 無事 底 は 申 々如たり、 夭々 如たり、 是れ 節に 中る 

なり。 節に 中る とき は 善と 稱十 べし。 後 儒 善 をして 善惡の 善に 落 在せ しむ。 故に 其の 

說 甚だ 差/す。 
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八 九 天命の 性. 氣 質の 性 を 論ず 

師曰 はく、 天^ 民 を 生ず、 理氣相 合 ひ 凝滞して ー點 子の 象 あり、 其の 象是れ i5 十と 

sff き は、 其の 妙 用 已に具 はり、 生々 息む ことなし。 是れ riK 命 之れ を 性と 謂 ふ」 なり。 

這の 性 は 理氣の 妙 合に 因って 安頓し 来れり。 理氣妙 合せ ざれば 乃ち 性の 名な し。 故に 

性の 字 は 生に 從ひ 心に 從ふ、 是れ 生々 の氣 其の 理相 因る とき は 性の (風す る 所な り。 往 

古の 聖人 只 だ 性 心 を 謂 ひて 天命 • 氣 質の 差 を 別たず。 乃ち 差別し 來る とき は、 便ち 天 

命と 氣 質と 間隔し * 夭 地と 人物と 牴牾し * 性と 理氣と 差別す るな り。 性の 發 する ゃ氣 

質に 因り、 性の ある や 理氣に 因る。 性 は 氣質を 措いて 言 ふべき なし。 氣質も 亦 此の 性 

を 措いて 言 ふべき なし。 氣 質は是 れ理氣 なり、 理氣相 ま 離 するとき は 妙 用 去る。 是れ 

一 筒の 死物 枯稿 底な り。 性 はがく も 理氣を 措いて 論ずべ からず。 若し 天命の 性 • 氣質 

の 性 ありと 謂へば * 便ち 別に 這の 天 命の 性 在る ありて， 今氣 質に 乘じ來 る 底な り。 是 

れ性を 以て 氣 質に 因らざる の 一 物と 爲 すなり。 然 らば 天地人 物の 外に 一 筒の 物 ありて 

之れ を 性し 一 謂 ふべき か。 後世 口に 利く 精神 を-弁して * 差別 十べ からざる の 地 を 差別せ 


ん こと を 欲す。 聖人の 道 大いに 鑿せ り。 天地の 易簡竟 に泯沒 す _ 


師曰 は. 


(二 ) 

匕- 


溪の 陳淳曰 はく、  r 氣 禀の說 何に 從 りて 起る や。 夫子 曰 はく. - 『性 は 相 

習 は 相 遠き なり、 唯 だ 上智と 下 愚と は 移らず』 と。 此れ 正に 是れ氣 質の 性 


(六) 


0 一) 前 出 二 

1 二 IBS!- 照 

(： ュ) ！ 陽 

货 *| 第二 章 第 

S 中 《第 

二十 章の 「子 

曰 はく， 舉を 

W むは 知に S 

く. カ行 は 仁 

に 近く、 恥 を 

知る は 勇に 近 

しと、 斯の 一二 

者 を 知れば、 

则ち of- を修む 

る 所以 を .#.<•。 

身， ％修 むる i々 

れば、 

則ち 人 を 冶む 

る WW を. S る。 

人 を 治む る 所 

以を .« れば， 

則ち 天下 國家 

も 治む る 所 W 

も 知る」 を 指 

すか 

(五) 同前 章 

「或は 安んじ 

て 之れ を 行 ひ、 

或は 利して 之 

れを ほひ、 或 

ほ勉 して 之れ を 行 ふ。 其の 功 を 成す に 及びて は 一な り」 も 指す か (六) 同 章の つづきに 出づ (七) 戰、 前 £  一  ra 五 頁 S1 照 (八) 朱 子 語 類 

卷九 十八， IS 子 に 出づ、 又 張子 全書 卷之 二、 正 蒙 誠 明篇 にも 出づ (九) 朱- ナ 語類 卷四、 性 MM に 出づ、 伹し 抄出な り 


近き な， 

を說 く。 子 思 子の 所謂 三智ー Tf 行、 及び 所謂 「愚な りと 雖も 必ず 明に、 柔 なりと 雖も必 

ず强 し」 も 亦 是れ氣 質の 性を說 く。 但だ 未だ 分明に 氣 質の 字 を 指 出して 言を爲 さざる 

のみ。 二 程 子に 到って 始めて 分明に 指認 して 說き 出す こと 甚だ 詳に備 はれり。 橫渠之 

(八) 

れに 因って 叉 立てて 定論 を爲 して 曰 はく 、「形 ありて 而 して 後に 氣 質の 性 あり、 善 もて 

之れ を 反する とき は、 天地の 性存 す。 故に 氣 質の 性 は 君子 性と せざる 者 あり」 と。 氣 

質の 性 は是れ 氣禀を 以て 之れ を 言 ひ、 1K 地の 性 は是れ 大本 を 以て 之れ を 言 ふ。 其の 實 

は 天地の 性 も亦氣 質の 中 を 離れず、 只 だ是れ 那の氣 質の 中に 就いて、 天地の 性 を 分別 

し 出す、 與 に相雜 へて 言を爲 さざる のみ」 と。 又 朱 子 曰 はく  T 氣 質の 說 程. 張より 起 

り、 極めて 聖 門に 功 あり、 後 學に補 あり。 此れより 前 未だ 嘗て 人の 說 いて 此に 到る も 

の あらず。 子 M 子 性 善を說 くも、 但だ本 原の 處を說 き 得て、 下 面 却って 曾て 氣 質の 性 を 


gtt 學九 性- 
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說き 得ず、 亦 諸子の 性惡と 善 混ず ると； く を、 分疏 する に 費 十 所以な り e  張の 

說 をして 早く 出さし むる とき は， 則ち 這の 許 多の 說話 自ら 紛爭を 用 ひず、 故に 程 張の 

！^？^立っときは諸子の^；^：^ぶ 一 と。 愚 謂へ らく、 程 子 は 氣稟を 論じて 未だ 天地の 性. 氣 

質の 性に 及ばず、 橫與の 張子に 至って 分って 天地の 性. 氣 質の 性と爲 す。 然して 後に 

n)  朱チ 解して 曰 はく  、「大地の 性 は 太 極 本然の 妙、 萬殊の 一本な り * 氣 質の 性 は 則ち ニ氣 

*5 一  正サ 

|5g 【所の 交 運して 生ず、 一本に して 萬殊 なり」 と。 是れ より 後 儒 悉く 質 を 以て 差^し 

來れ り。 案ずる に、 犬 地の 性. 氣 質の 性， 語 甚だ 理會 せず， 天地 も 亦 理氣の 相 合して 

其の 妙 用 生々 窮 りなし。 是れ犬 地 已に氣 質 あり 来れり、 其の 間 人 亦 理氣相 合 ふ、 其の 

妙 用 名 づけて 性と 謂 ふ。 已に 人と 曰 ふとき は 大地の 性 を 混ず ベから ず。 今 張子が 所謂 

天地の 性 は、 天地の 萬 物に 賦與 し來る 本然の 性 を 指 十な り。 天地 萬 物に 陚與 して、 ^€ 

物理 氣稟 くる 所 同じから ず、 故に 其の 性 亦 一 ならず、 其の 賦與底 は是れ 一 なり。 賦與 

底 を 以て 天地の 性と 爲す とき は 則ち 差 了す。 性 は 其の 氣 質に 因って 萬殊 あり、 其の 妙 

る Si 紅 用 を 言 ふとき は 一 なり。 天地に は 天地の 命 あり、 人物に は 人物の 性 あり.、 佝ぞ 焉れを 

の にこ C 事  ニニ 

出づ  J^<ic せんや。 是れ！ K 地が 萬 物に 賦與 十る の 本然に して、 氣 の 中に 寓十 るの 謂と 爲す 。- 


因って 氣 質の 中に IK 命の 性 ありと 言 ふなり。 大命の 性 は 氣質を 以てせず して、 別に 這 

箇の名 あらん や。 後 寧 性 善の 文義を 認め 來り、 竟 に是れ 等の 說を爲 す。 只 だ敎に 因つ 

て 道 を修し >  道を修 して 性に 率 ふとき は、 天命と 參 なり、 別に 天命の 性 を求尋 する に 

非ず。 性 は 理氣相 合の 妙 用、 只 だ感通 知識す るの み。 此の間 切りに！ K 地氣 質の 性差別 

底の 工夫 を 下す は >  細 は 乃ち 細 なれ ども 而も 聖 門に 益な く、 甚だ 後 學の惑 を 重ぬ。 

十 li^i^ 師曰 はく > 程 子 曰 はく、 「形 易る とき は 則ち 性 易る。 性 易る に 非ず、 氣 之れ をして 然 

らしむ るな り」 と。 此の 一 節？^？^き得て好し。 形 易る とき は 理氣差 了 あり、 故に 其の 性 

亦 易るな り。 性旣に 易る、 同一 を 以て 論ずべ からず。 性 易る に 非ず の 語に 至りて は 又 

性 善の 謂な り。 先 儒 皆 性 善 を 立てて 本然と 爲し來 り、 竟に 天命. 氣質を 以て 之れ を 差 

^す。 凡そ 性 善 を 要む ると き は、 則ち 認め 來 つて 性の 發動 不善な きに 非ざる を la る。 

此に 於て 先 儒 其の 不善 を 以て 氣 質の 致す 所と 爲し、 氣 質の 性 を 以て 本然！ K 命の 性と 別 

つ。 只 だ 聖人の 敎に從 つて， 理氣相 合の 妙 用、 能く 感通 知識す る 底、 皆是れ 天の 命ず 

• る 所と 爲す とき は、 更に 紛々 の 雜說 なく 甚だ 易簡な り 。 本然 性 善 の 味 を II 知す る に 至 

つて、 初めて 此の 諸 II の紛爭 あるな り。 

學九 性 心  ニニ 五  ^ 
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ブー i 一 iHI は 一一 師曰 はく， 橫渠の 張子 曰 はく、 「， 氣 質の 性 は 君子 性と せざる 者 あり」 と。 ： み 謂へ らく、 

視聽 言動の 用 * 行住坐臥の 便， 飮貪 色情の 欲、 皆 是れ氣 質に 因って 起り 來れ り。 是れ 

を 以て 性と 爲 ざれば、 性 は 何 を 以て 之れ を 謂 はんや。 其の發 して 節に 中る 者 は、 敎に 

因って 道を修 する の 謂な り、 性の 本然に あらず。 敎に 因らず、 道を修 せず， 慮らず し 

て 節に 中る の 聖者 は， 萬 古 未だ 聞かず。 況ゃ 後世 を や。 性氣 質に 因ら ざらん や、 何等 

1 箇の物 を 以て 性と 爲し來 らん や。 聖人の 敎は 只だ氣 質に 因つ て發 動す るの 性情 をし 

て、 其の 節に 中ら しむる に 在り。 

師曰 はく、 先 儒 皆 天命の 性 を 以て 本然の 善と 爲し 來れ ども、 亦 天下の 人 未だ 嘗て 氣 

質に 因って 其の 情 を發せ ずん ば あらず。 氣 質に 因って 發動 するとき は， 善 あり 不善 あ 

りて、 本 善の 性を必 とすべからず >  故に 别に氣 質の 性 を 論ず。 性 善此に 到りて； t ずる 

0^.^ & に 足れり。 皆 口 を 利く し、 足 を 添 ふるの 說 なり。 

に 5  師曰 はく、 近く 譬を 取る に、 今 鳥銃の 藥を 制する に、 其の 藥種 相聚 まって、 人 之れ 

を 制する こと 能く 詳 にして、 而る 後に 此の 火 を W て 之れ に附 し， 便ち 迅速 砲 爆の 勢 を 

？  0 勢 は 是れ樂 の 妙 用な り， 其の 勢の 善惡 大小 は、 藥 制の 好. 惡 厚-縛に 在り。 藥は氣 


質な り 制は敎 なり。 藥も 亦理氣 あり、 制 も 亦理氣 あり、 此の 藥制相 合 ひて 這 蔺の妙 

用 あり。 其の 妙 用 は 藥制を 措いて 之れ を 論ずべ けんや。 藥 制の 疎密に 因って 勢の 善惡 

を 謂 ふべ し。 這 箇の藥 制 相 成る とき は、 其の 勢 相 應の妙 用を爲 す、 是れ 天命な り。 此 

の 勢 は 別に 藥 制の 外に 在る に 非ず。 又 云 ふ、 藥種は 出 產の宜 あり。 今 其の 宜を 撰み、 

其の 制詳に 窮め 盡 して、 而る 後に 土地 時 曰 を 量り 其の 勢を發 す、 是れ 節に 中る の 謂な 

り。 是れ等 は 藥制妙 用の 極な り。 藥の撰 宜しから ざると き は氣質 正しから ず。 然れど 

I .  よろ 

も ifw 專ら究 むる とき は 妙 用 殆ど 好し。 藥の 撰び 好し きを 得る とき は氣 質是れ 正な り、 

然れ ども 制詳 ならざる とき は 妙 用 甚だ 輕し。 是れ 等の 術 を 思量 すれば、 敎を言 はず 道 

を 修めず して、 u ハだ 本然の 善 を 言 ふ は、 則ち 全から ざる こと： るべ し。 

九 0 或 ひと 天命. 氣 質の 性 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 今 目 は <tt を視- 耳 は 聲を聽 いて、 情欲 甚だ 動く。 是れ氣 質の 性な リ。 

其の 思 を 易へ て非禮 を視聽 せざる 底、 是れ 大命の 性な り。 師曰 はく、 是れ實 に 天命 氣 

質の 性 を 差別す るに 似たり。 ， お わ ども 情欲 だ 動く の 性と、 非禮 を視聽 せざる 底の 性 

^Ml- ん 性 心  -  ニニ 七 
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と、 豈^ ならん や。 先づ 情欲の 動に 從 つて、 後に 其の 己れ に克 つて 禮に復 る， 先づ氣 

に 厚く して 後に 理に 厚き なり。 只 だ 一般の 性の 氣 質に 隨 つて 動き 來 ると * 理 を！^ めて 

節に 中る とのみ。 故に 氣に 厚き とき は竟に 情欲に 從 つて 理に 薄く、 理に 厚ければ 竟に 

己れ に克 ちて 禮に復 る、 是れ 理氣妙 合の 間 厚薄 あり 來り、 其の 妙 用 亦 厚薄 あるな り。 

め あこ 

天命 本然の 善を認 得せず、 聖人の 敎に 因って 聖人の 的に 志す とき は、 性 善を言 はずし 

て 人々 皆-え 地の 生々 已む なきに 间 ずべ し。 此の 時 更に 犬 命 . 氣 質の 性 を 差^す るな し。 

或 ひと 問 ふ、 人の 氣質萬 差と 雖も、 裏面に 一 筒の 明白 底の 處 あり、 是れ氣 質の 性 * 

1K 命の 性の 差別すべき 所 か。 師曰 はく、 裏面に ー茵の 明白 底の 處 あるの 說， 是れ 5^ 神 

を： 弁し 聰明 を勒 ふるな り。 性 は 只 だ虚靈 にして 感通 知識し， 這箇の 光明な く、 這 筒の 

潔白な し。 格物致知に 隨 つて、 其の 理の 極まる 處 能く 感通 知識し 來 りて、 初めて 事物 

に應接 十る の 間 各. '節に 中り、 其の 知の 及ぶ 所 各-明白 なり。 是れ 誠意 正 心の 謂な り。 

格物致知 なくして、 裏面に 一 筒の 光明 ある 底 は、 妖怪 影 彩の 煦々 なり、 ：# し 來れば n ハ 

だ 聰明：^ 俐に して、 須 らく 大道の 用 を 失 却すべし。 是れ皆 天命の 性に 本 づき、 一 の 性 

善をケ つるな り。 a つ 赤子 の 敎に 薄く， 夷狄 ffi^ 從 の同陋 なる も、 大命の 性 鹵ポ賦 


首 
章 


せ ずん ば あるべからず。 竟に 其の 發 を 全くす る ことなき は、 只だ氣 質の 性の み。 攀 

質の 性 本と 理氣の 妙 合に 出づ、 故に 理に 於て 未だ 嘗て 感通 知識せ ずん ば あらず、 偶- 

其の 正を識 得する も 亦 怪しむべからず。 彼の 禽獸 すら 猶ほ然 り、 況ゃ人 を や。 

或 ひと 問 ふ * 先 儒 天命の 性 • 氣 質の 性 を 別つ を聖 門に 功 ありと 爲す。 師曰 はく、 性 

を 論ずる、 皆 大命の 性に して、 而も 亦氣 質の 性な り。 先儒氣 質の 性 を 以て 性に あらず 

と爲 す、 是れ 天命の 性 *氣 質の 性と 善 惡兩般 に 分ち 來る なり。 而今 IK 命の 性 を 知る 者- 

氣 質の 性 裏より？^ I め來り 思量し 了る。 氣 質の 性 は是れ 「夭 命 之れ を 性と 謂 ふ」 ものな 

り。 此の間 髮 を容れ ず。 

或 ひと 問 ふ、 天地の 性と 天命の 性と 異なる こと あり や。 師曰 はく、 天地の 性. 天命 

の 性、 先 儒 一 つに 之れ を 論ず。 予が 所謂 天命の 性 は、 這 筒の 理氣妙 合して、 妙 用 ある 

の 天命な り。 中庸に 曰 はく、 「天命 之れ を 性と 謂 ふ」 と。 天地の 性 は-大地 生々 息む こと 

なきの 生氣、 相 成りて 人の 性と 爲る なり。 先 儒 只 だ 性 善 を 以て 天地の 性と 爲し >  天に 

於て 命と 爲す、 故に 天命の 性と 曰 ひ、 各 ~ 性 善 を 的と す。 此の 性氣 質に 因って 成り 求 

る、 何ぞ 差別 せんや。 

聖學九 性 心  ニニ 九 
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或 ひと 問 ふ、 犬 地 も 亦 這 筒の 性 あるべし， 人 大地の. 止 氣を稟 けて， 而今 各自の 性 も 

亦 天地の 性 に 同じ。 然 らば 大命 本 善の 性相備 はるべし。 師曰 はく、 天地人 物 は 理氣の 

妙仓を 出で ず、 夭 地 は 理氣妙 合の 至れるな り盡 せるな り。 其の 妙 用 亦お り。 人物 は大 

地の 閒萬 物の 一品な り、 理氣妙 合 太だ微 にして、 其の 妙 用 も 亦 然リ。 只 だ 人 は 物より 

秀づ. るの み。 故に 這 筒の 眇 身の 理氣妙 合 も 亦 1K 地 を 以て 論ずべ からず。 其の 妙 用 比喩 

する に 足らず、 企て 及ぶべからず。 此の 性 焉んぞ 犬 地の 妙 用の 如くな らん や。 大地 は 

夭 地 を：：；、 て 之れ を 論じ、 人物 は 人物 を 以て 之れ を 論ず。 然して 人 は 萬 物に 靈长 たるな 

り、 格物致知の 極 >  竟に 聖人の 地位に 至る とき は、 殆ど 天地に 參 たるべし。 其の 功 を 

^めず して. 己が 性 を 以て 天地に 思量 計 校し 來 らば、 太だ差^^せん。 

或 ひと 問 ふ、 大抵 幼 兒の間 は， 其の 氣質^ 然として、 其の 性 外 誘の 私な し。 是れ V 

命の 性氣 質の 爲に蔽 はれざる なり。 成人に 及んで 氣質雜 して 全から ず、 私欲 外物の 

蔽 n に.：：^ じ、 本お の 性 竟に是 れが爲 に 1^ まさる、 是れ氣 質の 性な り。 師曰 はく， 性 は 

氣 質に K つて 其の 差 あり、 其の 證幼 長の 際に 在り。 幼 穉の時 は氣質 未だ 全から ず， ^ 

弱 幽微な り。 其の 性 も 亦 全から ず、 情の 發 十る 所 甚だせ やし。 若し 幼兒の 性質 を 以て 全 


しと 爲し * 犬 命の 性と 爲 さば、 1K 命の 性 甚だ 昏く， 甚だ 通ぜ ざる 底な り。 彼の 幼兒感 

通 知識に 薄く して、 父兄 を 知る ことなく 情欲 を 分つ ことなし、 只 だ 飮食. 笑 語 • 陲 

啼. 嬉戲. する のみ。 是れ等 を 以て 天命の 性と 爲 さば、 天命の 性 更に 善 を 以て 言 ふべ か 

らず、 明 を 以て 言 ふべ からず。 幼 兒に外 誘の 私 宽き者 は、 氣質 未だ 全から ず， 其の 性 

も亦然 り" 故に 情の 發 する や 甚だ 全から ざるな り。 長 成す るに 及びて 氣質 日に 備 はる. 

其の 性 も亦然 り、 故に 情の 發 する や 初めて 全きな り。 是れ氣 質に 因って 性 を 論ずべき 

の 謂たり。 凡そ 形氣 ある， の 類 皆 此の 如し。 各. -形氣 に 因って 其の 性 あり 來る。 形氣に 

因ら ざれば 性の 一 百 ふべき なし。 人 赤子 幼兒を 以て 混 全の 質と 爲し、 天命の 性 全と 爲す „ 

若し 長 成 底に して 嬰 兒の行 を 爲し來 らば、 這箇の 愚昧 不肖の 童 蒙な り。 是れ 他れ をし 

て感通 知識 を 失 却し、 事物の 禮容を 遣 忘せ しめ、 竟に 人倫 をして 禽獸 たらしむ るの 敎 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「生 i がらに して 知る 者は氣 極めて 淸 みて 理の蔽 はるる こ 

となし。 擧んで 知る より 以下 は、 則ち 氣の淸 濁に 多寡 あり、 而 して 理の 全きと 闕 くや 

と は 焉に繁 る」 と。 是れ 朱子氣 質の 性 を 謂 ふなり。 師曰 はく、 此の節 說き 得て 好し。 

聖學九 性 心  二三 一 
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然れ ども 氣と理 と を 以て 差 M を爲 十、 故に 氣 質の 外に 性 を 以て 一 筒の 物と 爲 して 論じ 

來る なり。 只だ氣 極めて 淸 めば、 其の 性 も 亦 淸む. 性の 感通 知識 は 氣の淸 燭に從 ふな 

"。 r 理蔽 はるる ことなし」 の 言、 性 善 を 以て 宗と 爲れ ばな り。 

或 ひと 問 ふ、 而今 盜跖が 徒 も 亦 盜が惡 たる こと を 知る。 氣 質の 蔽ふ 所に 因って 盜^ 

が 徒と 爲 ると 雖も、 本と 天命の 性 あるに 因って、 盜の惡 たる こと を 知る 所 あり。 是れ 

氣質. 天命 兩般の 差 尤も 見るべし。 師曰 はく、 盜を 以て 惡と爲 る は， 是れ 止む を 得 ざ 

るの 究理な り。 我れ 旣に 之れ を 知識す、 故に 而今 盜跖が 徒と 爲 ると 雖も、 盜の恶 たる. 

たと 

を 知りて 之れ を恥づ るな り、 雖ひ 古の 戒を 知らず とも、 理を盡 して 詳に思 ふとき は， 

竹お 奪の 惡 なる， -J と を 知識すべし。 是れ 人の 性 は理に 厚き の 謂な り。 理を盡 して 詳に 

.  はずと 雖も、 性は自 知の 謂に 非ず、 故に 盜の惡 たる を 知る を 以て、 性 善 を 見るべき の 

n)  i  おにしめ は，， ひら 

:f  5^ に 出 謂に は 非ず。 凡そ 國を竊 み 郡 を 侵す の 侯伯 は 草 業 を 以て 譽 名と 爲し * 夠を盜 み^を 

(一， 一一 nki ；」 くの 小 盜は賊 の 名 を 以て 恥 汚と 爲す。 皆 世の 習俗に して、 性 も 亦 之れ に從 ふ。 氣質は 

g^lf^ 俗に 因って 易り、 性は氣 質に 因って 差 ふこと、 以て 見るべし。 

^.,1? 或 ひと 問 ふ， 北溪 の陳谆 曰 はく T 大抵 氣の淸 を 得る 者 は、 那 の理義 を隔蔽 せず， ； 


ち 露呈 昭 著す。 銀盞 中に 淸水を 滿ち貯 ふるが 如く、 自然に 透 見す。 蜜 底の 銀 花 甚だ 分 

明な り、 未だ 嘗て 水 あらざる が 若く 然り。 賢人 は 淸氣を 得る こと 多く、 濁 氣は少 く， 

淸中微 しく 些の査 滓の 在る ある も、 未だ 便ち 能く 他れ を 昏蔽し 得ず、 聰明 も 也た 開發 

し 易き 所以な り。 大賢より して 下 は 或は 淸濁相 半し、 或は 淸底は 少く濁 底 は 多く、 昏 

蔽し 得て 厚く し 了る。 妻 底の 銀 花 子 看れ ども： えざる が 如く、 見得 せんと 欲せば， 須 

らく 十分に 澄 治の 功 を 加 ふべ し。 若し 能く 力め 學ぶ者 は、 氣 質を變 化する を 解し. llfr 

を轉 じて 明と 爲す。 一般の 人 あり、 禀氣淸 明に して 理義の 上に 於て 俊 看 得し 出して、 

而も 行爲 篤から ず、 道理 を乘 載し 得る こと 能 はず、 多く 説 誠を雜 ふ。 是れ又 質を賦 す. 

る こと 粹 ならず。 此れ 井泉の 甚だ 淸く貯 へて 銀讓に 在る が 如く、 裏面 も 亦 底に 透って 

淸 徹する も、 伹だ泉 脈 淤土惡 木の 根 中より 穿 過し 來り、 味 純 甘なら ず、 之れ を 以て 白 

米 を 煮れば 赤 銀と 成り、 白水 を 前 一 ずれば 赤 =1 と 成り、 茶 を 前 r すれば 酸く 跪し。 是れ惡 

味 ありて 夾雜し 了るな り。 叉 一 般の人 あり、 生 下し 來っ て 世 味に 於て 一 切簡 淡に して. 

爲す所 甚だ 純正なる も、 但だ與 に 道理に 說到 する 處、 全く 發し 来らず.。 是れ又 質を賦 

する こと 純粹 にして 氣を稟 くる こと 淸 からず。 此れ 井泉 脈の 味 純 甘 絶佳に して、 泥土 

es や. 性 心  ニー ニー 一： 
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あり 了って、 終に 透^なら ざるが 如し。 溫 公の 恭險 カ行 篤く 信じて 古 を 好む が 如 

v»  .^  H  かか 

き、 是れ 甚だ 次第 正大た る も、 資質 只 だ那の 至淸の 氣を少 くに 緣 つて、 識見 高 明なら ざ 

るな り。 又 一 般の人 あり、 # ^だ 好く 道理 を說 くも、 只 だ是れ 執拗に して ら 一 家の 意. 

かう む 

見 を 立つ。 是れ 氣を禀 くる こと 淸中 なれ ども、 箇の 一條の 戾氣を 被り 來 つて 衝拗し 了 

る。 泉 脈の 出で 來 つて^だ ーー£ きも、 却って 一條の 別 水 を 被って 横に 衝 破し， J り、 反つ 

て 險惡の 流と 成る が 如し」 と。 是れ 等の 比喩、 1K な叩氣 質の 差 を 說き出 十 こと 分明な り * 

師曰 はく、 陳淳が 水 泉の 譬說き 5：: て詳 な"。 來れば 水 は 皆 土地に 丙って 淸濁 や-異に 

十、 土地 を 措いて 淸 Pg の 論ずべき なし、 是れ 性は氣 質に 3^ つて 論じ 來る なり。 別に 犬 

命の 性の 論ずべき なし。 a つ 銀 に 淸水を 滿ち貯 ふるの 事 未だ 審 ならず。 人 皆 理氣妙 

合して 此の 質 を 成す。 理は是 れ淸に ® し、 氣 は是れ 獨に屬 十。 大聖 君子し- 雖も 此の 形 

氣 あるとき は、 未だ 嘗て 形氣の 習來な V 、んば あらず。 大聖 君子 も 亦飮食 ^眠 色情 動作 

悉く 固有す、 是れ 形氣に 就きて 來る 底の 情なり。 色の 美 を 15- ると き は 則ち 美 を 知り、 

聲の 佳なる を 聞く とき は 則ち 佳 を 知り •  色 を 好み？ ふ & -を惡 むは！ K 下の 通 情なり。 荣 

を て 知ら f, 佳 を 聞きて 辨ぜ ざる は， 是れ 金石 瓦碟の =st 情なり。 已に 其の 美 •€ ふ を 知 


識 するとき は、 氣に 厚き 底 は 陷溺し • 理に 厚き 底 は 節に 中る。 是れ 君子 • 小人の 差ぶ 

所な り。 節に 中る の 極、 竟に睽 なきに 到る、 是れを 聖人と 爲十。 故に 大聖 君子 も亦氣 

質に 就く の 情欲な くんば あるべからず。 銀銮の 中に 淸水を 滿ち貯 へ、 自ら 底の 銀 花 

子 を 透 見して、 呈露昭 著す るの 說、 喩へ 得て 實 ならざる なり。 假令 一般の 人 あり、 洒 

：!^: 向 潔なる こと 光風 聯 月の 如き も、 亦 君子の 執らざる 所な り。 只 だ 性 は感通 知識す る 

のみ。 理に 厚き とき は、 澄 治の 功 を 加へ、 淸濁を 節に し氣 質を變 じ、 昏を轉 じて 明と 

爲す。 是れ敎 に 因って 道を修 むる に 在るな り。 

ひと 

或 ひと 問 ふ- 唯り 氣 質の 性に 善惡 ありと 言 ふとき は、 復た犬 地の 性 あらず。 子 思 子 

叉 未 發の中 を 言 ふこと は何ぞ や。 師曰 はく、 子 思 子の 所謂 未 發の中 は、 喜 怒 哀樂の 情 

未だ 發 せず、 满 然無爲 にして 物欲の 偏 著 十る 所な し- 故に 之れ を 中と 謂 ふ。 若し 未發 

の 中 を 求め- 未發の 時を存 養し 来らば、 中なら ざるな り。 5。氏站？曰、、は！^に鐘|营きき" 

今の 學者靜 坐 を 求め 世事 を 厭 ひ、 切に 默靜 して 以て 未發の 中を存 せんと 爲す、 旣に大 

いに 動/す。 是れ 節に 中らざる なり。 靜 なるとき は 則ち 中、 動く とき は 則ち 節に 中る 

這 筒是れ 格物致知 誠意 正 心なり。 後 儒 性 善 天 命の 性 を 認め、 未 發の中 を 併せて、 以て 

. 梨學九 性、 心  ニー 二 五 
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之れ に據 りて 手 を 下 十。 其の 一一 一 i 〔ふ 所危 く、 其の 行 ふ 所 節に 中らず、 子 思チの 所謂 中^ 

に 通 ぜんや。 人の 性是れ 性な り、 安 排を加 ふべ からず。 

或 ひと 問 ふ * 目に 視 耳に 聞く、 此れ 氣 質の 性な り。 然して 視る ことの 明かなる 所以， 

聽 くことの 聰き 所以 は、 抑も氣 質の 性 か、 抑 も 義理の 性 か。 潜 窒の陳 氏 曰 はく、 「目の 

視 耳の 聽くは 物な り、 視る こと 明かに 聽 くこと 聰 なる は 物の 則な り。 來問は 物^に 施 

すべく 性 を 言 ふに 施す ベ からず。 若し 性 を 言 はば、 當に聲 を 好み 色 を 好む は氣 質の 性. 

聲を 正し 色 を 正す は 義理の 性と 云 ふべ く、 義理 は 只だ氣 質の 中に あり。 el だ 義理 を 外 

したが 

にして 獨り氣 質に 拘ふは 非な り」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 陳坡も 亦 朱 子の 門人な 

り、 說き 得て 詳 なり。 愚 謂へ らく、 目に 視 耳に 聽き、 視る こと 明かに 聽 くこと 聰く， 

聲を 好み 色 を 好み、 聲を 正し 色 を 正す は、 各. '性の 發 なり。 然して 只 だ 目に 視耳 に聽 

く は、 是れ 觸れ來 るな り、 故に 感通 知識せ ず。 「見て 見えず、 聞いて 聞えず」 の 謂な 

り。 聞かん と 欲し a んと 欲する は、 是れ 性の 動 用な り。 故に 視聽感 通 知識せ ずと いふ 

ことなく、 其の 間昏明 あり 來る こと は氣 質に 因ってな り。 聲 を：^ み 色 を：^ むは 氣に ：3}： 

きなり、 聲を 正し 色 を. t 十 もの は理に 厚き なり。 陳坡が 所謂 物の 則 は 已むを 得ざる の 
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謂 か。 目是れ 明かに 耳 是れ聰 き は、 是れ 耳目の 理の已 む を 得ざる なり" 實の 聰明 を 得 

るに 至って は、 便ち 格物致知せ ずん ば竟に 得べ からず。 「天然 民 を 生ず、 物 あれば 則 

あり」 と、 是れ 事物 各-事物の 極處 あるな り。 氣 質の 性 を 以て 惡と爲 し、 大命の 性 を 

以て 善と 爲す、 故に 聲を 好み 色 を 好み、 聲を 正し 色 を 正す を 以て 之れ を 別つな り。 然 

して 便ち 聲&を 好まざる 底 は、 是れ氣 質の 性な からん や。 

(R)  とら 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「氣 禀に拘 はるれば 只 だ 一 路を 通じ 得る もの 極めて 多様な 

り。 或は 此れに 厚く して 彼れ に 薄く、 或は 彼れ に 通じて 此れに.^: がる。 人 能く 盡く天 

下の 利害に 通じて 而も 義理 を識ら ざる こと あり、 或は 百ェ抜 藝をェ にして 而も 書を讀 

むこと を 解せ ず.、 或は 親に 孝 ある を 知りて、 而も 他人に 薄し。 明 皇の諸 弟 を 友愛す る 

が 如く、 IS 枕 大被身 を 終る まで 變ぜ ず、 然も 君と 爲ては 其の 臣を 殺し、 父と 爲ては 其 

、 J  .  (き 

3d  \、  ^-^x^  o  ^皇コ 一子 罪な きを 以てして、 一日に 之れ を 殺し、 子婦 一朝に 之れ 

の 子 を 殺し 夫と 爲て はまの 妻 を 殺す を！^ ひ、 張 九 鬆を罷 め 周 子諒を 殺す。 此の 一二 者 は 人倫の 大綱な り。 

r  一  J 

l^ち是れ通ずる所ぁりて蔽はるる所ぁり。 是れ 他れ の 性 中 只 だ 一路に 通じ 得たり。 故 


(八) K 下の 

教 によりて S 

.K 子 瑛 • 都 王 

瑤 ，た_ 七^に 死 を 賜，.；、 舊 唐 書 卷九玄 宗本紀 下問 元 二十 五 年の 條に 出づ (九) 開- 兀 十二 年 十 Bp! 氏 終 后せられ て 死 も 賜 ふ。 王 后、 子な かりし を 以 

て^せられん こと もお それて 《J 厭の 事 ありと いふ。 書 卷 五十一に 出づ 二 〇) 玄宗の 子 »_ 土の 妃 たりし 楊 大眞を * ひし をい ふ、 太 眞は卽 ち 所 

ssfe© おなり (一 こ 曲 江 0 人、 字 は 子 ST 開.. も 中、 Is. 牛奇事 中 # 令 +; り、 i" め て^めら る。 帝 後に その 先見の W に 服して る。 „w 江 集 あり 
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ヒ他處 に 於て 皆礙 はるな り。 是れ氣 裏な り * 是れ 利害に 昏み 了るな り」 と。 朱 子の 此 

の 氣 質の 性 を說 くな り。 師曰 はく、 性 は 是れ理 氣の妙 用な り、 敎に 因らず と雖 も， 

理氣の 厚薄に 隨 つて 感通 知識す る 所 あり。 敎に 因らざる が 故に 唯 だ 一 偏の 得る 所に 通 

じて、 聖人の 大要に 通ぜ ず。 此に 於て 來れ ば、 性 は 氣禀に 因って 感通 知識 あり、 堯 

舜の 性に 到りて は、 格物致知して 惰の發 する 皆 節に 中る に 在り。 敎に 因ら ざれば 聖人 

の 道 を 知らず、 聰明 事々 に 敏き底 ある も、 亦 他處に 於て 皆礙 はるな り。 聰敏を 以て. 大 

命の 性と 爲 すか、 純粹を 以て 大 命の 性と 爲 すか、 高 明 を 以て 一 K 命の 性と 爲 すか。 道箇 

の 聰明 純 粹高明 共に 以て 氣質 なり。 發 して 皆 節に 中る の 地位 は、 敎に II つて 道 を修す 

るに あら ざれば 得べ からざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 人の 生 質に は 萬 品 あり * 其の 差 何 を 以て 之れ を 知.，：' ん。 師曰 はく • 人 

の 生 質 はニ氣 五行 を 出で ず、 其の 本 を 推す とき は 陰陽に して， 其の 用 は 五行に 在り。 

金 木 水火 土の 過不及 厚薄， 各 》• 萬 差の 品を爲 せり。 木氣に 厚き 底 は 木 氣の理 に 通じ 县 

つ〕 く， 四 行皆然 り。 質に 厚き 底 は 質の 重きに 通じ 易し。 彼の，^:: fr" は 質に 厚し， 故に 能く 

wive* 姓 n~  二)  ^ C 

1 に出づ  質の 用に 通ず る こと 以て： HJ- つべ し。 ii^ 子 曰 はく  T 今人 聰明に して 事々 曉る者 あり、 其 


の氣淸 めり、 而 して 爲す所 未だ 必ずしも 皆理に 中" ざる は、 則ち (是れ ) 其の 氣醇 なら； 

ざれば なり。 謹 厚 忠信なる 者 あり、 其の 氣酷 なり、 而も 知る 所 未だ 必ずしも 皆 理に達 

せざる は、 則ち 是れ 其の 氣淸 まざれば なり」 と。 愚 謂へ らく、  ■ 明 謹 厚 共に 皆 氣質あ 一 

り、 理に 中らず、 理に 達せざる の 異なる あり。 便ち 敎に 因って 道 を修せ ざれば なり。 一 

或 ひ.. = 問 ふ、 子が 說に 因れば、 天. 性の 善 不善 を 論ぜず、 唯 だ敎に 因って 道を修 十る 一 

を 以て 本と 爲 すなり。 然 らば 便ち 內に 標的の 固有す るな くして、 只 だ 外に 向って 舉びー 

ニー)  I 

し 第一 一十 來る 底な り。 中庸に 所謂 生 知 安行の 說と違 ふこと あるに 似たり。 師曰 はく、 氣 質の 一 # 

くる 所 正しければ， 理氣の 妙 用感通 知識 も 甚だ 聰明 厚正な り、 是れ生 知 安行な り。 生 

知と 稱 すと 雖 も- 問 はず 學ば ざる 底 は、 何 を 以て か感通 知識 せんや。 若し 問 はず 學. Slj 

ざる 底に して 感通 知識す る 者 あらば、 一 茵の妖 物たり。 學は唯 だ 天地 聖人 を 以て 標的 一 

と爲 す。 天地 聖人 叉 我れ に 外なら ず， 堯舜も 亦 人な り。 學何ぞ 外に 向って 學び 去らん 一 

や。  ； 

, 或 ひと 問 ふ、 堯を 以て 父と 爲 して 丹朱 あり >  絲を 以て 父と 爲 して 禹 あ"。 凡そ 人の 

子 多く 父母に 類し、 父 類せ ざる も あり。 如何。 師曰 はく、 人の 生 は 只 だ 理氣の 妙 合な. 

mM'^ 性 心  ニー 一！ 九  一 
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り、 是れ 天の 命に して 而今 父母に 託するな り、 故に 感ずる 所に 因って、 或は 父母に 類 

し 或は 父母に 類せ ざるな り。 各-天命の 致 十 所、 人の 作爲 十る 所に 非ず。 然して. 大又 

人に W: る、 是れ 乃ち 理氣の 相 合 ふなり。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 天命の 性. 氣 質の 性、 何れの 裏 IS を 執り 了らん。 師 

曰 はく、 人の 性 は 只 だ 性な り、 其の 本 を 推せば 便ち 天. の 命 人 をして 此の 理氣の 妙 用 を 

南 H 乂せ しむるな り。 氣 質の 性と 謂 ふとき は、 須 らく 1K 命の 性 を 論ずべ し、 故に 唯 だ 性 

と 曰 ふの み。 1K 命 • 氣 質 を 論じ 來る も、 更に 聖學に 功な く 紛擾の 說を 起す に 足れり。 

がに 理を謂 ふとき は 乃ち 氣 之れ に 附く、 已に氣 と 謂 ふとき は 便ち 理 之れ に 附く。 若し 

問隔 して 言 ふとき は、 理氣妙 合すべからず。 後 學專ら 文義を 執へ、 且つ 宋 11 の 說に據 

つて、 今 愚の 說く所 を 信ずべ からず、 是れぉ 来の 久しき なり。 舉者 聖人の 道に 志し 聖 

人の 言に 據 つて、 深く 思 ひ 詳に學 びて、 初めて 予の說 く 所 を 信ずべ し。 

或 ひと 問 ふ、 氣質旣 に 天命な り、 變 ずべ からず。 然 らば 便ち 敎も 亦效 なき か。 ：g 曰 

はく、 理氣の 妙 合 は 天焉れ を賦與 せし む、 其の 厚薄 淸濁 は作爲 すべから ず。 然して 人 

は理に -ij- し、 故に 人の 氣質 を禀 く。 物 は氣に 厚し、 故に 物の 氣質 を稟 く。 其の 內 る 所 


此の 如く、 其の 性の 感通 知識す る 所亦然 り。 是れ 人の 敎に 因って 道を修 し、 道 を修し 

て 性に 率 ふ 所以な り。 其の 間 人に も 亦氣に 厚き あり、 叉理に 厚き の 至りなる あり、 是 

れ 上智と 下 愚と 移らざる の 謂な り。 古來 幼より して 善なる あり、 幼より して 愚なる あ 

るよ、 3^  L  ^  ；  0 IK 接の 克く岐 に 克く嶷 たり。 揚食我 始めて 生れて、 人 aj„\j..^0152f+15.!<!xcrnujl.rj  、 

る に t^J-^l 其の 必す 若，， < 氏 (羊 舌 氏； >も 一城さん こと を 知る の-類な り。 /そ ノの秦 賀 は.！^ く B_i!,^ 中.. S 

じやくが う 

の 質な り。 中 人 は 教習に 因って 竟に善 不善 を遂 ぐ、 是れ氣 質を變 ずるな り。 然れ ども 

能く 聖人の 道 を 究めざる とき は、 氣質は 裏面に 伏し 了る。 

或 ひと 問 ふ、 橫渠の 張 氏 曰 はく、 「形 ありて 而 して 後に 氣 質の 性 あり、 善 もて 之れ を 

反する とき は、 天地の 性存 す」 と。 上 蔡の謝 氏 曰 はく 、「其の 性 は 本と 一 なり、 安ん ぞ 

變 ずべ からざる こと 之れ あらん。 先 儒 已に氣 質を變 ずべき の說 あり」 と。 下 愚と 雖も 

亦變 ずべき や。 師曰 はく、 先 儒の 所謂 氣質 を變 ずべ しとの 說は、 皆 性 善 を 認め 来れり。 

我が 性 元と 天地の 性な り、 氣 質を變 ずると き は 本性に 復 るの 謂な り。 是れ 天命 氣質を 

差別す るの 紕繆に 因れり。 大抵 天質 は氣に 厚き 底 あり、 叉 從來の 習染に 因る あり。 氣 

に 厚き 底の 者 は、 其の 氣質 殆ど 禽獸に 近し。 敎に 因り 其の 大要 を 知る と雖 も、 竟に 1K 
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地の 誠 を 全うすべからず。 從來の 汚染に 因る 底 は、 敎化 久しう して 新に すべし。 大抵 

人 は 皆 從來の 汚染に 因り 來る。 故に 聖人 德を 施す とき は 其の 化 久しう して 其の 命 維れ 

f 1 ) 

新な り。 先 儒の 說に 因りて は、 人 皆 聖人に 到るべし。 堯舜を 君と して 餘四凶 あり。 孔 

子を師 として 顔 • 曾が 外 は 大賢 亜聖に 到らず。 子 貢 • 子路は 其の 志 最も 深く 其の 親炙 

はるか 

久し、 而も 其の 地位 又杳 なり。 是れ氣 質の 氣に 厚き は、 聖人と 雖も能 はざる 所 あり。 

禽獸の 人に 於け るが 如き は、 其の 類 又 別な り。 故に 禽獸は 能く 人の 及ばざる 底の 術 を 

爲 すと 雖も、 竟に 義理の 大 用に 到るべからず。 是れ 性は氣 質に 因って 差 あれば なり。 

ニニ  J 

づ 一に， f 中 * 第 子 思 子 曰 はく 、「博く 之れ を 學び審 に 之れ を 問 ひ、 慎んで 之れ を 思 ひ 明かに 之れ を辨じ 

篇く 之れ を 行 ふ。 學 ばざる こと あり、 之れ を 舉んで 能くせ ずん ば 措かざる なり。 問 は 

ざる こと あり、 之れ を 問うて 知ら ずん ば 措かざる なり。 思 はざる こと あり、 之れ を 思 

うて 得 ずん ば 措かざる なり。 辨ぜ ざる こと あり、 之れ を辨 じて 明かに せ ずん ば 措か ざ 

るな り。 行 はざる こと あり、 之れ を 行 ひて 篤から ずん ば 措かざる なり。 人 一 たび 之れ 

を 能く すれば 己れ 之れ を 百た びし、 人 十た び 之れ を 能く すれば、 己れ 之れ を 千た びす。 

果して 此の 道 を 能，、 十れば、 愚な りと 雖も 必ず 明に、 柔 なりと 雖も 必ず 强し」 と。 是 


れ敎に 因って 道を修 する の 謂な り。 本然の 善 を 認めて 之れ に 反らん と 欲する とき は、 

擧の敎 聖人の 思に 違 ひて 多く 異端の 說に鶯 せん、 尤も 翫味 すべ し。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 曰 はく 、「孟子の 說 未だ 備 はらざる を 以ての 故に、 程門氣 質の 說を 

發す」 と、 然り や。 師曰 はく、 宋 儒の 謂 ふ 所 は T 孟子 專ら 義理の 性を說 くと き は、 惡 

歸 する 所な し」 と。 是れ性 を 論じて 氣を 論ぜざる なり。 孟子の 說 未だ 備 はらず と爲し 

專ら氣 稟を說 くと き は、 善^つ ことなしと 爲す。 是れ氣を論じて性を論ぜざる？^。 

程 子 は 氣質を 兼ねて 性 を 論ず、 是れ宋 儒 性 善 を 認め、 天命の 性 を 未發の 中と 爲し、 人 

の 本然と 爲す。 此の 如く  3^ 來れ ば、 發 して 節に 中らざる の情歸 すべき 所な し。 故に 別 

に氣 質の 性 を 謂 ひて、 其の 惡を氣 質と 曰 ひ、 其の 善 を 天命と 曰 ひ、 初めて 性 兩般に 分 

^し 來れ り。 然れ ども 兩般 と爲 すべから ざるの 處 あり、 故に 叉 之れ を 兼ね 說 けり。 聖 

め あ C 

人 終に 此の 性 を 指示せ ず、 孟子 止むを得ずして 堯舜の 性 を 言 ひて 善と 爲し學 の 的と 爲 

す、 而も 猶ほ情 上に 就いて 説き出す。 是れ情 上 を 措きて 性の 論ずべき ことなければ な 

り。 後學 聖賢の 微意に 通ぜ ず、 切りに 性の 本然 を 以て 學に 入る の 工夫と 爲 し來れ ば、 

必ず 善と 謂 ひ 難き 底 あり、 故に 氣質を 以て 之れ を 詰るな り。 甚だ 錯雜 して 易 簡に非 

^學九 性 心  二 四 三 
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ず。 豈聖 門の 敎 ならん や。 且つ 孟子の 說備 はらず と 爲る者 は、 其の 意味 未だ 通ぜ ざる 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 張子が 所謂 天地の 性 は、 天地の 本然 を 指す か。 師曰 はく、 天地 は 命を以 

て 之れ を 論ずべ し。 已に 性と 曰 ふ、 乃ち 天地の 人に 賦與 する の 性な り。 張子 は 此の 性 

を 以て. 大地に 比すべし と爲 す、 故に 天地の 性と 曰 ふなり。 釋 氏の 是心是 佛是れ なり。 

九 I 諸子の 性 を 說くを 論ず 

f 二)  き -.T たんす &  (1=) 

師曰 はく、 吿子曰 はく、 「性 は猶ほ 杞柳湍 水の ごときな り」 と。 又 曰 はく、 「生 之れ 

を 性と 謂 ふ、 食 色 は 性な り」 と。 公都 子 曰 はく、  r 吿子曰 はく、 性 は 善な く 不善な し」 

(S)  f 六- 

と。  或 ひと 曰 はく、 「性 は 以て 善を爲 すべく、 以て 不善 を爲 すべし。 是の 故に 文. 武與 

,  (七)  (八) 

ると き は 民 善 を 好み、 幽 • 厲 興る とき は 民 暴 を 好む」 と。 或 ひと 曰 はく、 「性 香なる あ 

り 不善なる あり。 是の 故に 堯を 以て 君と 爲 して 象 あり、 替瞍を 以て 父と 爲 して 舜 あり- 

5  i 一 

衬を 以て 兄の 子と 爲し 且つ 以て 君と 爲 して 微子 啓. 王子 比 干 あり」 と。 此れ等の 性 を 

說 くや、 孟子 之れ を辨 じて 盡 せり。 他れ は 口へ だ 己れ が 性 を 以て 認め 來る、 故に 此の 數 


へへ) 吿子上 
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兄 
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ニー) 孟チ 
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の f り 

2  朱 子 

PS 類卷 sr 性 

理 一 に出づ 
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( ！  SI) 
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く、 IS 代 

の 代 
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說 あるな り。 吿 子が 大旨は 只 だ是れ 善な く 不善な しの 一 句， 言 ふこ ころ は 是れ惡 的の 

物に 非ず、 亦 是れ善 的の 物に あらず、 爲すを 待って 然る 後に 善惡 あ. りと。 故に 杞柳瑞 

水の 喩 あり、 而 して 其の 根源 は 則ち 生 之れ を 性と 爲 すより 來れ り。 其の 說 所以 あるに 

似た る も、 是れ只 だ 己れ が 性 を 認め 來 るの 說 なり。 故に 孟子 堯舜の 性 を 以て 之れ を辨 

f  .i  o 

おす 

師曰 はく、 苟 卿が 性 惡篇に 曰 はく、 「性 は惡 なり、 其の 善なる 者は僞 なり」 と。 荀子 

自己の 性 を 認め 來 るに、 多く 氣 質に 蔽 はるる 所 あるに 因って、 竟に 性惡を 以て 論 を 立 

つ。 朱 子 nf はく、 「苟. 揚. 韓の 諸人 是れ性 を 論ずと 雖も、 其の 實は只 だ 氣を說 き 得た 

り。 苟子は 只 だ不好 (人) 底の 性 を 見得て、 便ち 惡と說 き 做す」 と。 愚 謂へ らく、 荀子 

も 亦 性を說 けり. 氣を說 くに 非ず。 只 だ 聖人の 性 を 期せず して 凡愚の 性 を 以て 十、 故 

に氣 質に 就いて 性 惡の說 あるな り。 

師曰 はく、  I 子 法 言の 修身 篇に、 「人の 性 ゃ善惡 混ぜり、 其の 善を修 すれば 善ん と爲 

り， 其の. 惡を修 するとき は惡 人と 爲る。 氣は 善惡に 適く 所の 馬 か」 と。 揚子は 性 を W 

•  ^行. 吾子 • 修身 *問 道 • 問 神 十一- -篇 よ—， '成る。 iss の霄を 借りて « を 説き、 又性善惡？.^滑說を唱へたり 
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n)  二 SI て 善 あり 惡 ありと 爲す、 是れ亦 己れ が 性より 說き 出す 底な り。 伊川の 程 子 曰 はく、 n?. 

？ 1  一) 00, 子の 性 を 言 ふは杞 柳の 論な り、 揚 子の 性 を 言 ふは瑞 水の 論な り」 と。 

々"は 退 之、 南  ニー)  *b は 

Si の 人、. d« 師曰 はく、 韓子 1^ 性篇 に、 「性 は 生と 俱に 生ずるな リ， 情 は 物に 接り て 生ずるな り。 

に 封， せられ 

性の 品 三 あり、 而 して 其の 性た る 所以の 者 五。 情の 品 三 あり， 而 して 其の 情た る 所以 

行 1.:^ 、诗 £ の 者 七。 曰 はく、 性の 品 上中下の 三 あり、 上 は 善の み。 中 は 導いて 上下せ しむべし， 

に >? て 不朽  (一二 

^^^0^ 下は惡 のみ」 と。 朱 子 曰 はく、 「韓 子が 三 品の 說、 只 だ 氣を說 き 得て 曾て 性 を 說き得 

p^^* ず」 と。 陳氏曰 ふ、 「韓子 謂へ らく、 『人の 性た る 所以の 者 五。 曰 はく 仁義 禮智 信』 と。 

の 一 なり 

ち £„』 此の 語 性の 字 を 看 得する こと 端的なる に 似たり.。 但し 分って 三 品と 爲す， 又 差 了せ 

一，」. り。 三 品 は 只 だ氣禀 を說き 得。 然して 氣 禀は齊 しからず、 或は 相 什 百 千 萬す。 豈但だ 

三 品の みならん や， r 愚 謂へ らく、 韓退 之が 原 性、 性た る 所以の 者 五、 曰 はく 仁義 禮 

智信、 是れ 性の 理に發 するな り。 情 又 性の 發、 更に 差別すべからず。 情 は是れ 性の 發 

見なり、 情 上に 於て 性 を 言 は ざれば、 性 謂 ふべき 所な し。 三 品の 說を 立つ る、 是れ的 

當 なり。 孔子の 曰 ふ 上智. 下 愚. 中 人、 是れ三 品な り。 氣禀干 差 萬 別 ありと 雖も、 分 

ち 来れば 大底 上中下の 品 を 出で ず。 是れ說 き 得て 好し。 性 は 氣禀を 措いて ム 1 ずべ から 


s)  § ず、 韓子只 だ 性の 味 を 知らず と雖 も、 其の 品 を 分つ こと は是 れ停當 なり。 

, せ  (V*)  この. A/J 

師曰 はく， 蘇 東坡、 性 を 謂 ひて 曰 はく、 「堯舜 より W 來 孔子に 至る まで、 已むを 得ず 

づ、 似し 抄ぉ  い 

S 胡，； ST して 中と 曰 ひ 一 と 曰 ふ、 未だ 嘗て 善惡を 分って 言 はざる なり。 孟子が 性 善と 道 ひて よ 

* 代の 人、 字  わか  L ばら 

は sl^. 高宗 リ， 而も 一 と 中と まれたり」 と。 蘇 子 も 亦 の說を 知らず、 少く意 ありと 雖 も通ぜ ざ 

の 吟中書 舍人  ， 

0. るな り。 中と 一 及び 善と は 異ならず。 孟子の 性 善 を 道 ふ は 堯舜を 的と し來れ るな り。 

て 文 {..i* と諡 す。  (六) 

^節 S 土な り。 師曰 はく- 胡 文定公 曰 はく、 「±1 は 善 を 以て 一一 a ふべ からず、 辊に善 を 說く時 は 便ち 惡 

1^1??^ と對 し、 本然の 性に 非ず。 孟子の 性 善 を 道 ふ は 只 だ 是れ贊 歎の 辭 なり。 說 いて 箇の性 

百 一の 抄出な を 好し とする は、 佛 言の 善哉 善哉の 如し」 と。 愚 謂へ らく、 安 國は性 を 以て 港 然無爲 

0,^.^-, と爲 すなり >  故に 謂へ らく T 橋に 善 を 說く時 は 便ち 惡と對 し、 本然の 性に 非ず」 と。 

如何なる か是れ 本然の 性なる や。 安國 一 話頭 を擧 げ來れ ども、 聖人の 敎に 非ず、 且つ 

餘年。 官に仕 性 善 を 以て 贊 美の 辭と爲 す、 善の 字 太 だ輕忽 なり。 孟子の 說は 重き こと 善の 字に あり。 

へ す。 ul^  A  +* 

0^^^^ 師曰 はく、 五 峯の胡 氏 曰 はく、 「凡そ 人の 生 は粹然 たる 天 地の 心に して、 道義 全く 具. 

と稱 し、 知 {ー 一？  5 

55 文 1- 等の 著 はり、 適 もな く莫 もな く、 善惡を 以て 辨 ずべ からず、 是非 を 以て 分つべからず」 と。 

あり、 この 語、 

朱： fsis® 卷百ー に、 知言 の 引用句と して 出づ (八) 論語 里 仁 篇第十 章に 出. つ， 適 は 執著す る こと、 莫はモ の 反對、 13 もな く不, 3- もな しとい ふが W 

し 
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愚 謂へ らく、 性 は 道義 全く 具 はると き は、 是れ 善な り。 惡を 以て 名づ くべ からず、 非 

を 以て 言 ふべ からず。 胡 宏の說 正しから ざるな り。 

師曰 はく、 邵子曰 はく 、「性 は 道の 形體 なり、 道 は 妙に して 形な し。 性 は 則ち 仁義 禮 

智具 はりて 體著 はる」 と。 或 ひと 性 は 道の 形體 なること を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 「性 は 人 

の禀受 する 所の 實、 道 は 事物 當然 の理 なり。 事物の 理 固に 性に 具 はれり。 伹だ道 を W 

て 言 ふとき は 冲漠散 殊にして、 其の 實を： 3- るな し。 惟 だ 之れ を 性に 求めて、 然して 後 

に 其の 道た る 所以の 實、 初めて 此に 外なら ざる こと を 見る。 中庸に 所謂 『性に 率 ふ 之 

れを 道と 謂 ふ』 も、 亦 此れ を 以て 言 ふの み。 康 節の 這の 數句 極めて 好し。 蓋し 道は卽 

ち理 なり、 父子 親 あり 君臣 義 あるが 如き 是れ なり。 然れ ども 性に 非 ずん ば 何 を 以て か 

理の 在る 所 を ん。 故に 曰 はく、 『性 は 道の 形體 * 仁義 禮智は 性な り理 なり』 と」。 0 

:：?!； 曰 はく 、「道 は 是れ性 中の 理 なり」。 「道 は 是れ泛 く 言 ひ、 性 は是れ 自家の 身上に 就い 

て說 く。 道 は 事物の 間に 在り、 如何 ぞ見 得せん。 只 だ 這 裏に 就いて 之れ を驗 みれば、 

性の 在る 所 則ち 道の 在る 所な り」。 愚 謂へ らく、 邵 子が 此の 說 未だ 審 ならず。 道と 性 

と^ 合し 來 りて 分明なら ず。 中庸に 「性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」 の 一章、 只 だ 上； g よ 


り 序で 来れり。 學者德 に 入る の 門、 先 づ敎に 因って 道を修 すべく、 道を修 して 性に 率 

ふべ し。 如何なる か是れ 道ぞ。 百姓 日用の 間 須臾 も 離るべからざる 底な り。 人 行かん 

と 欲する とき は 道路 あり、 行かん と 欲する は是れ 性の 發動 にして、 行く に は 必ず 道 を 

以てす。 道 違 ふとき は效 あらず、 故に 道の 正 を 以てす。 道の 正に 至る に は、 必ず 敎に 

因ら ざれば 惑 ふ。 是れ 中庸の 序な り。 凡そ 道と 性と 同じから ず。 「性 已に發 して 節に 

中る」 、「未だ 發 せざる を 中と 曰 ふ」、 是れ 動靜の 道な り。 性 は 動靜の 主な り。 主動く と 

き は 道 を 以てし， 主靜 なるとき も 亦 道 を 以てす。 這 箇の道 は 格物致知に 在り。 格 物 致 

知 は 是れ敎 に 因るな り。 邵 子以爲 らく、 「萬 物の 道 源 此の 裏面に 具 はる。 然も 此の 性 は 

自家の 身上に 在りて 象 を 著 はす、 故に 道の 形 體を爲 す」 と。 性 何 ぞ衆理 を 具へ 來 らん。 

の 人- 凡そ 事物の 間 格物致知せ ずして 誠意 正 心の 應 あらん や。 是れ皆 性の 本然 を 認め 來 るの 

卞は稱 ，w 中 羅 

^0m^ 通 病な り。 釋氏心 を 指して 自家の 寶藏と 謂 ひ、 無位の aiK と 謂 ふ、 亦 之れ に 異ならず。 

子い S 事せ しこ  師曰 はく、 延 平の 李 氏 曰 はく T 淮だ靜 を 未だ 始 より 動 あらざる の 先に 求めて、 性の 

ともり、 延平 

靜 見るべし。 眞を 未だ 始 より 偽 あらざる の 先に 求めて、 性の 眞 見るべし。 善 を 未だ 始 

延平 問で！！  • 認 

銶？ めより 悪 あらざる の 先に 求めて、 性の 善 見るべし」 と。 朱 子 曰 はく、 「靜の 字 を 謂 ふに 

聖學九 性 心  - 二 四 九 
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至りて、 天性の 妙 を 形容す る 所以な り-。 蓋し 性 は 動靜の 理を該 ねて 具へ ずと いふ こと 

なし。 尊ら 靜の字 を 以て 形容 するとき は、 反って 性の 字 を 偏 却す。 旣に靜 を W て. 大性 

ナベ 

と爲す は、 只 だ 未だ 物に 感ぜざる の 前、 私欲 未だ 萌 さず、 渾 て是れ 天理なる を 謂 ふの 

み。 必； i -も靜 の 字 を 以て 性の 妙と 爲 さざる なり」 と。 愚 謂へ らく、 李 侗專ら 胸屮の 

しゃらく 

洒落 を搴 とし T 性の 靜 見るべし」 等の 語 甚だ 高尙 なり。 其の 意 未發の 前に 就いて ^養 

し昆來 る 底な り。 未發の 前に 於て 存養 する 底、 是 れ已發 なり。 未 發の前 は 只 だ 中な り" 

若し 未 發の前 を 見ん と 欲せば， 是れ 中なら ざるな り。 凡そ 性の 靜を謂 ふ、 是れ 異端の 

ひね もす よもすがら  し 

靜寂 を- # し 精神 を觀 ずるな り。 終日 終夜 默思靜 坐す と雖 も、 寸 陰の 格物致知に は 如く 

M)  ：vl ベから ず。 明 道 曰 はく、 「人生れ て靜 なる (以) 上 は 說く容 からず、 ^に 性 を 說く時 は 便 

8S«  一  *r ひ 朱 

ひ a^^l 十 ち已 に是れ 性なら ず」 と。 伊川 曰 はく、 「其の 本は眞 にして 靜 なり」 と。 是れ 等の 話頭 

説き 来って 弊 あ.^。 

師曰 はく， 橫渠の 張子 曰 はく 、「太虚より 天 の 名 あり、 氣 化より 道の 名 あり、 虚と氣 

と を 合せて 性の 名 あり、 性と 知 覺とを 合せて 心の 名 あり」 と。 愚 謂へ らく、 名義 だ 

密 なり。 性 は 理氣の 妙 用、 今 虛と氣 と を 合せて 性の 名 ありと 曰 ふ、 是 れ理氣 に！： つて 


CO 論語 公 

冶 3511 第 十二 

SSTn ナ貢 曰、 

夫子 之 1? 性 

興： 大道 f 不レ 

得而 聞| 也 e 

«K」 もい ふ 

(£)  二 程 語 

錄卷 八に 出づ 

(五) 孟子 吿 

子 上 ほ 第 一ー一 章 

にこの 問答 あ 

り。 ：！}: 子の 語 

は、 「生 之 SS 

性」 の 一 句な 


(六) 朱 子 語 

類卷 五、 性理 

二に 出づ 

(七) 同前 

(八) 朱 子 語 

領卷 九十 一 一一に 

出づ 


性の 名 あるな り。 氣 質の 性を說 くに 至って、 乃ち 未だ 審 ならず。 聖擧と 謂 ふべ からず。 

師曰 はく、 明 道の 程 子 曰 はく、 「性と 天道と は 子 貢 も 亦 得て 聞くべからず。 蓋し 要は 

默 して 之れ を識 るに 在り」 と。 又 曰 はく、 「天地の 大德を 生と 曰 ふ。 天地 絪？ ねして 萬 物 

化醇 す。 生 之れ を 性と 謂 ふ。 吿 子の 此の 言是 にして、 犬の 性 は猶ほ 牛の 性の ごとく、 

牛の 性 は猶ほ 人の 性の ごとしと 謂 ふ は 非な り。 生 之れ を 性と 謂 ふ、 性 は 卽ち氣 なり、 

氣は卽 ち 性な り、 生の 謂な り」 と。 愚 謂へ らく 、「生 之れ を 性と 謂 ふ」 の 生、 理氣を 指 

し來 ると き は、 是れ理 氣の妙 用 生々 の理 なり。 「性 は 卽ち氣 なり、 氣は卽 ち 性な り」、 

此の 語 未だ 審 なら、 ず。 性 は 只 だ 妙 用に して、 理氣に 合して 之れ を 言 ふべ し。 「默 して 之 

れを識 るに 在り」 の 語、 靜を 欲する の 謂な り。 明 道の 擧 其の 識見 甚だ 高し， 故に 數- 

高尙 に 驚す る の 弊 あ るな り。 

(六 >  よびな 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく T 性 は 卽ち理 なり、 心に 在りて は 性と 喚 做し、 事に 在りて は 

理と喚 做す」 と。 叉 曰 はく、 一— 生の 理を 性と 謂 ふ」 と。 叉 曰 はく， 「伊川が 謂 ふところ 

の、 『性 は 卽ち理 なり』 の 一句、 直に 孔子より 後に 惟 だ 伊川 說き 得て 盡 せり。 這の 一句 

便ち 是れ千 萬 世 性の 根基 を說 く。 理は是 れ箇の 公共 底の 物事な り。 不善 を解會 せず、 

聖學九 性 心  二 五一  - 
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人 不是を 做す は * 自ら 是れ失 了す、 性 は 却って 壞了 せず、 著修 せよ」 と。 愚 謂へ らく- 

(二  索 朱 子 中 射の 章句に 曰 はく、 「性 は 卽ち理 なり」 と。 是れ程 子の 說に 因って 之れ を擴 む。 

冒 _5 の 句の 註 

な， リ  今 其の 說 天下に 充てり。 案ずる に、 性 を 以て 理と爲 す、 是れ性 着 を 本と し *  を 以て 

1K 地 萬 物の 理と爲 すなり。 凡そ 事物の 間 未だ 嘗て 其の 理 あら ずん ば あらず、 此の 理な 

きとき は 事物 用 ふるに 足らず。 人 此の 性な きとき は 一 死物な り。 是れ性 を 以て 理に比 

する の 謂な り。 然 らば 便ち 性 は 卽ち理 と 謂 ふべ からず， 人の 性 ある ゃ猶ほ 事物の 理ぁ 

るが ごとしと 謂 ふべ し。 朱 子の 所謂 理は 直に 天地の 理を 指し 來る。 是れー 筒の 不善な 

き 底、 卽ち性 善の 謂な り。 然 らば 乃ち 性と 理 とは^なら ず、 尤も 錯雜 し來れ り。 变敎 

の 所謂 理は 然ら ず。 人物 止む を 得ざる の理 あり。 是れ 乃ち 理 なり。 父子の 親. 君臣の 

義. 夫婦の 別、 各-止む を 得ざる の理 にして 至 公な り 至大な り。 事物の 問 格物致知し 

来れば * 皆當 然の理 あり。 所謂 物 あれば 則 あるな り。 父子の 親 ある、 君臣の 義 ある、 

夫婦の 別 ある、 お 性豫め 此の 數！^ を 具 へん や。 止む を 得ざる の 則 を 以て 窮め 得る 底 * 

便ち 止む を 得ざる の理 あり。 此の 理感通 知識す る 底是れ 性たり。 何ぞ 性と 理とを 以て 

之れ を 1 にせん や。 且つ 性 は理〕 m 相 合の 妙 用な り。 理を 以て 性と 爲 せば、 便ち 這^の 


氣は 性に 屬せ ざらん や。 氣 をして 發 動せ しむる 底 叉 別の 性 あらん や。 彼の 禽獣の 偏 塞 

は 天理の 全な きも、 性な しと 謂 ふべ けんや。 是れ性 を 以て 天理の 全 體と爲 し、 竟に氣 

質の 性 を 論じ、 理の發 する 所、 氣の 動く 所 を 別ちて、 大 命の 性- 氣 質の 性と 爲 すなり。 

此に 於て 擧者 自己の 性 を 以て 天地 同體の 全と 爲し、 未 發已發 の 間 を 味 ひて 其の 心性 を 

知らん と 欲し、 甚だ 高尙の 話頭と 爲し 来れり。 聖學 異端に 陷溺 し、 後 儒 日用の 效を醜 

く 底， 悉く 這 筒の 失 却に 因れり。 凡そ 性 は 各-形 氣に隨 つて 妙 用 あり、 形質 は 是れ理 

氣の妙 合に 隨 つて 人の 形質 を 受け、 便ち 人の 性 あり。 物の 形質 を禀 くれば 便ち 物の 性 

あり。 人物 は 其の 形質 甚だ 異なり、 故に 其の 性 も 亦 差 ふ。 況ゃ 天地の 形質 は 人物に 同 

じくすべからず、 其の 妙用豈 人物に 同じ からん や。 人の 性 を 以て 天地の 理 全く 具 はる 

と爲す こと、 其の 差讓 至れり。 擧者 性の 本 善 を 見ん と 欲せば、 性 日に 遠ざかり 道竟に 

隱る。 是れ 見ん こと を 欲する の 性の 外に、 叉！ K 理の 性なければ なり。 

3) 朱 子 語 師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「性 中 只 だ 仁義 禮智 あるの み」 と。 伊川 云 はく、 「天地 は 精 

卷^ 性理  た よ 

(一一； Sf  _£i„lf、 を 儲， へ 五行の 秀を 得る 者 を 人と 爲す、 其の 本は眞 にして 靜 なり。 其の 未だ 發 せざる や 

is 出 ニー  〇H  (15 

00  五 性 具 はれり」 と。 臨 川の 吳氏曰 はく、 「此の 理 天 地に 在る とき は、 元亨利 貞是れ なり。 
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其の 人に 在りて 性と 爲る とき は 仁義 禮智 なり」 と。 叉 曰 はく 、「程 子の 『性 は卽 ち理な 

(1) ,=』 の 一語、 正に 是れ 世俗 性の 字 を錯認 する の 非 を 鍵お し、 大に功 ありと 爲す 所以な 

り」。 或 ひと 問 ふ、 「性旣 に 形な く、 復た言 ふに 理を 以てす、 理 も亦兑 るべ からず」。 米 

(：) i 子 曰 はく、 「父子に は 父子の 理 あり、 君臣に は 君臣の 理 あり」 と。 西 山の 眞氏曰 はく、 

「性の 體を 以て 言 ふとき は 仁義 禮智 信と 曰 ひ、 性の 用 を 以て 言 ふとき は、 君臣の 義* 

つ-) 

父子の 仁 • 夫婦の 別. 長幼の 序. 朋友の 信な り、 其の 實はー のみ。 }K 下豈性 外の 理ぁ 

乂：« 希。 小 

の 政搴 らん や」 と。 愚 謂へ らく、 仁義 禮智信 は 五行の, 理 なり。 性 は 是れ理 氣の妙 用に して- 

に *f し て. Kt す 

M^^^ 理氣 はニ氣 五行 是れ なり。 故に 理に 厚き の 人 は 其の 情 仁義に 發し 易し。 五 者 全く 發し 

す。 治 SE 

，、朱 子 を 來 りて 其の 誤な きに 至る に は、 格物致知せ ざれば 全き こと 能 はず。 所謂 五の 者 は是れ 

宗と L そ の 

^^^^^^ 五行の 理 なり。 君臣 義 あり、 父子 仁 あり、 夫婦 別 あり、 長幼 序 あり、 朋友 信 あり、 是 

れ 五倫の 間に 於て 格物致知して、 巳む を 得ず して 出で 來 るの 理 なり。 性 何 ぞ是れ 等 無 

窮の理 を 含 藏し來 らん や。 性 は 能く 虚靈 にして 感通 知識す、 故に 審に思 ひ 明かに 辨じ 

来れば- 性 便ち 感知す。 之れ を： a るに 性 中 這 筒の 衆理 あるに 似たり。 諸懦皆 此の 關に 

至りて 直に 透り 得ず.、 此の 地位 を 以て 性 を？^, I めて 理と爲 すなり。 然して 世 問 億兆の 人 


民， 古に 今に 格物致知せ ずして、 作用 全く 備 はり 事物 全通す る 底、 未だ 嘗て 一 人 も 在 

る あらず。 是れ性 は 此の 全德を 具へ ざる こと 見るべし。 先 儒 も 亦 此の 疑 あるに 因り、 

是れ等 を 以て 氣 質の 蔽と爲 し、 竟に 天命の 性. 氣 質の 性 を 別ちて 兩般と 爲寸。 學者宋 

儒の 助長 を 以て 執 弄し 来り、 格物致知 を 措いて 性の 本 善を認 得せん と 欲す。 其の 紕緣 

從來 殆ど 千載に 向ん として、 後人 悉く 聖人の 言 を 思 はず、 宋元 明の 諸 儒に 據る。 今此 

の 蓬 蔽を闢 かんと 欲すれ ども 尤も 難し。 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「『人生れ て靜 なる は 1K の 性な り』 と は、 人生の 初め 未だ 感ぁ 

ら ざるの 時、 便ち 是れ 渾然たる 天理な りと 言 ふなり。 『物に 感じて 動く は 性の 欲な り』 

SIf と は、 其の 感 あるに 及んで は、 便ち 是れ 此の 理の發 するな りと 言 ふなり」。 鎮。 ば 

愚 謂へ らく、 樂 記に 謂 ふ 所 は、 性の 動靜 なり。 人生れ て靜 なる は、 

形氣 全から ず、 其の 性靜 にして 動かず、 是れ 天命の 性な り。 旣 に形氣 全く 物欲 感じ 來 

れば、 是れ 性の 感動な り、 天の 性 を 以て 認め 來る こと 甚だ 過 了な り。 是れ 聖人の 道 を 

以て 一 話頭と 爲 して 擧 示し 来るな り。 那箇の 聖人 是れ 等の 言行 を 以て 學的聖 學と爲 し 

門人 問 者に 擧 する 底 あらん や。 一 言 一 字 を 執へ て 全 敎を失 却す る、 是れ性 を 認めて 意 

«學 九 性 心  二 五 五  j 
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見 を 立つ るの 差 なり。 

二)  師曰 はく、 朱 子 余 方 叔に答 ふる 書に 曰 はく、  r 枯 槁も理 あり」 と。 愚 謂へ らく、 朱 子 

W お E:、 

一に w づ  は理を 以て 性と 爲し來 な、 便ち 枯槁も 亦 性 あるな り。 性 は 理氣の 妙 用 あるな り。 這简 

の枯搞 何の 性 か あらん や。 然 らば 乃ち 今蠻 夷に 死屍の 久朽 せる を 以て 藥を爲 る 底 あり- 

'  (二)  (一二) 

^ifffl 人 死しても 亦 此の 性 あらん や。 大黄 . 附 子の 類 皆氣に 厚し、 故に 枯稿 猜ほ枯 の 用 あ 

T 毒草の るな り。 大 底是れ 一 箇 の用處 も亦理 なり。 此の 理を 以て 性と 爲し來 らば、 乃ち 魚 烏の 

とい. vs^ss 嘉敌 たる、 一 截の肉 も 亦 美味の 理 あり。 是れ 性と 爲 すべ けんや。 理の 性と 爲 すべから 

2 歸： T ュ" ざる こと 以て 見るべし。 

マチス Gwli 

w に 用 ふ  師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 「性 は 日月の 如く、 氣の 濁れる は 雲霧の 如き か」 と。 朱 子 曰 

はく、 「然 り」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 等の 說 甚だ 差 了す。 是れ性 善 を 認め 來る 底な り。 

B 月 は！ K 地の^ 陰陽の 精な り、 性 は-大地 理氣の 妙 用に して、 這 筒の 運行 昇降 ある 底な 

り。 雲霧 も 亦 天地の 間 未だ 嘗て 無くん ば あるべからざる の 物な り。 理氣 あるとき は 乃 

ち. 大地 あり、 犬 地 あるとき は 乃ち 這箇の 日月 雲！^, あり、 日月 雲霧 ありて 而 して 後に 附 

t$ 霜雪の 用 あり。 日：《:ぁりと雖も雲^>珞なきときは全からず。 這简の 雲？ 义ビむ を 得 ざ 


(£)  i. 

* 代 C 人、 衡 

EE に i,: す。 卞 

は 敬夫乂 樂齋。 

吏 部 恃郞に 至 

る、 ^isi し、 

南 軒先 生と 稱 

す。 南 軒！"？ 說 

外 J«sl 多し 

字 

(六) 睦象 山， 

ル F 出 一 六 五 頁 

sgr この 語 

象 山 先生 全集 

三十 五、 語 

に 出 づ、 但 

し 後の 二 句な 

し 

(七) 朱样。 

* 代金^の 人、 

濟道は その 字， 

弟と 共に 陸 象 

山に 肺 》 した 

り， 象 山 先生 

卷ー 一一 十五、 

に W づ 


る 底、 拂拭 せんと 欲する も 得べ からず。 宋儒性 を 以て 善と 爲し 理と爲 し、 氣質を 除却 

せんと 欲する は、 是れ 雲霧 を 除却 せんと 欲するな り。 一生 只 だ紛爭 する も 得べ からず。 

故に 愚 言 ふ、 聖人 も亦氣 質の 蔽 なくん ば あるべからず、 唯 だ 情の 發 して 節に 中る のみ 

と。 IK 地旣に 天地の 形氣 あり、 旣 に形氣 あれば 乃ち 日月 雲霧 あり、 是れ 其の 氣質 なり。 

其の 妙 用 は是れ 天地の 性な り。 天地 已に 理氣に 因る とき は、 巳む を 得ず して 晴曇 明暗 

よろし 

あり、 風雨 霜雪 あり。 其の 節に 中る や 人物 宜を 得、 其の 節に 中らざる や 人物 宜を 得ず。 

宜 を 得る と {且 を 得 ざ ると は、 妙 用 の 與り附 す る 所な きなり。 

師曰 はく、 南 軒の 張 氏 曰 はく、 「太 極 は 善なら ずと いふ ことなし。 故に 性 も 亦 善なら 

ざる ことなし」 と。 愚 謂へ らく、 太 極 は 衆 象 已に具 はりて 朕な きの 謂な り。 a 來れば 

(五 ^ 

善 惡動靜 謂 ふべき なし。 敬 夫 は 性 を 以て 太 極と 爲し、 性と 太 極と 幷 せて 之れ を 知ら ざ 

るな り。 

師曰 はく、 象 山の 陸 子が 曰 はく T 一  段の.^ 氣 あれば、 便ち 一 段の 精神 あり、 此の 精 

神 ありて 却って 用 ふること 能 はず、 反って 以て 之れ を 害す。 精神 運ら ざれば 愚な り、 

(七) 

血氣 遲ら ざれば 病 あり」。 朱濟 道に 示して 曰 はく、 「請 ふ 尊兄 卽今 自立 正坐し 手 を 拱し 
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て 精神 を收 拾し、 自ら 主宰と 作れ、 萬 物 皆 我れ に備 はれり、 何 ぞ欠闕 あらん」 と。 又徐 

中 誠、 敎を請 ふ、 睦子、 孟子の 「萬 物 皆 我れ に備 はれり、 身に 反りみ て 誠なる は、 樂 

焉れ より 大 なる は 莫し」 とい へ る を 思 はしむ。 仲 誠 堂に 處る こと 一 月に して， 一 日 之 

れに 問うて 曰 はく、 「仲 誠、 孟子 を 思 ひ 得たり や、 如何」 と。 仲 誠 答へ て 曰 はく、 「鏡 

中に 花を觀 るが 如し」 と。 曰 はく、 「見得たり、 仲誡 や、 是れ 此の 如し」 と。 左右 を 顧 

みて 曰 はく、 「仲 誠 は眞に 善く 自ら 述 ぶる 者な り」 と。 因って 說き與 へて 曰 はく、 「此 

(一 一一) 

の 事 他に 求む るに 在らず、 只 だ 自家の 身上に 在り」 と。 楊 慈 湖 は 象 山が 門人な り。 慈 

.^.K^^^.t 湖 曰 はく、 「心の 精神 是れを 聖と謂 ふ、 此の 心虚 明に して 體 なく、 洞 照す る こと 鑑の萬 

ざるに 到り、 物畢く 其の 中に： a- えて 藏 るる 所な きが 如し」 と。 叉 曰 はく、 「人心 は 澄 然として 淸 明な 

は« 父と よべ  . 

ハ。。 お £| る こと、 鑑の萬 象畢く 照して 動かざる が 如し」 と。 叉 曰 はく、 「渾々 融々 として 萬象畢 

««5 に W 事し く 水鑑の 中に 見 ゆるが 如し」 と。 愚 謂へ らく  * 睦 氏が 學は 此れ 正に 精神 を 弄する こと- 

て  》氏易 傅の  s_ 

f„*f3siu 殆ど 異端の 說に 同じ。 華 嚴經に 言 ふ 、「第 一 眞空絕 相觀、 第二 事理 無 礙觀、 第三 事々 無 

12E、£ 礙觀、 罾 へば、 鏡^の 類の 如く、 萬 象 を 包含して、 究め 盡す こと あるな し」 と。 傳燈 

<： 1』 

錄に謂 ふ T 盡十方 世界、 是れ 自己の 光明、 盡十方 世界、 自己の 光明の 內に 在り」 と。 


是れ 等の 語意に 相 同じ。 是れ より 性 心 を 認め 得て、 切に 手 を 下して 工夫し 來る， 尤も 一 

差 護せ り。 朱 子 甚だ SiiJ? れを折 開す。 然れ ども 衆理を 具へ て 萬 事に 應 ずる 底 を 以て 明德ー 

と爲 し、 天地の 理を 以て 性と 爲す とき は、 朱 子の 性 を 論ずる も 亦 同じ。 其の 間 陸 子に 一 

は 仙 家の 所謂 長生 久視 の說 あり、 精神 を 以て 要と 爲る のみ。  一 

師曰 はく、 王 陽 明 曰 はく、 「道 は卽ち 性、 卽ち 命な り、 本然 完々 全々 として 增減 する 一 

こと を 得ず、 修飾 を假ら ざる 的な り」。 叉 曰 はく 、「或 ひと 問 ふ、 『性 は 卽ち理 なりと。 

然り や』 と。 曰 はく、 『理は 脈絡 微密條 派 分明な り。 夭 下の 理皆然 り。 而 して 性の 字 は 一 

生に 從ひ 心に 從ふ、 則ち 人心 具 ふる 所の 生理な り。 性 は 乃ち 定石に して 理は 虚位たり _ 

< 五) 大きな ±1 は靈を 含みて 能く 應 じ、 理は體 を 具へ て爲す ことなし。 性 は 郛郭の 中に 存し、 厥れ 

る！ 或は 保 り  と 

瞎の意  惟れ &に秉 る。 理は 事物に 隨 つて 各  >  不同 あるに 在り。 性 卽ち理 なりと 謂 ふこと は *j 

n ハ) だ敢 へて 然ら ず。 且つ 性卽ち 是れ理 ならば、 理は卽 ち是れ 性な り。 而 して 世に 倫理と i 

p,^^^ 稱 する 者 ある も、 亦 之れ を儉 性と 謂 ひて 可な らん や。 文理と 稱 する 者 ある も、 亦 之れ 一 

-; 卷終敎 を 文 性と 謂 ひて 可な らん や。 固に 識る べきの み』。」 王 陽 明 人に 答 ふる 書に 云 はく、 「不： 

卷之 p 王擧  - 

い Isr 但 思 善 不思惡 の 時に 本來の 面目 を 認めよ。 此れ 釋 氏の 未だ 本来の 面目 を識ら ざる 者の 爲： 
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(一) S0 

に 出づ、 

は 本心の 

なる. ふ 

(•；)  0S 

« 之 中、 J« 陸 

出づ 

(マー) 金剛 經 

(£) las 次 

の 如し TW 身 

,小£ 求 

故紙 《Mrt、 

s, 心 Ml 何 形 

此 マ；：？1 的！ s« 

!*」 

(五) V^KW 

や 十、 

外 に 出づ， 

1^-夂次€如し、 

g»wss 五十 

7.- マ、 れ 《- 

*sd*I 象り、 
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に 此の方 便を設 くるな り。 本来の 面目と は卽ち 吾が 聖 門の 所謂 良知な り。 物に 隨 ひて 

格す と は、 是れ知 を 致す の 功に して、 卽ち怫 氏の 常 惯 々も 亦是れ 常に 他れ の 本 來の面 

も ひの  、 

目 を.^ する のみ。 體段 工夫 大略 相似れ り。 俱だ佛 氏 は 箇の自 私 自利の 心 あり ； めて 

不同 ある 所以の み」。 又 人に 答 ふる 書に 曰 はく、  一. 聖人 致 知の 功 は 至誠 息む ことなし， 

其の 良知の 體は敏 かなる こと 明鏡の 如くに して、 妍媪 の來る や、 物に 隨 つて 形 を 見 は 

(一 一一) 

し、 明鏡 曾て 留染 なし。 所謂 『情 は 萬 事に 順って 情なき』 なり、 『住する 所な くして： W 

て 其の 心 を 生ず』 と。 佛氏 曾て 是のー 百 あり、 未だ 非と 爲 さず。 明鏡の 物に 應 ずる、 妍 

き 者 は妍く 娘き 者 は 娘し。 一た び 照らして 皆眞 なり * 卽 ち是れ 其の 心 を 生ずる 處 なり。 

妍き者 は析. く、 媸き 者は媪 く、 一た び 過り て 留まらず、 卽 ち是れ 住する 所な きなり」。 

諸 生に 示す 詩に 云 ふ T 雨が 身 各. - 自ら 天 眞 なり、 用 ひず、 人に 求め 更に 人に 問 ふこと 

を。 但だ is- 知 を 致して 德業を 成す のみ、 一?.!K りに 故紙に 從 つて 精神 を费 さんや。 乾坤 是 

れ易 原と 畫に 非ず、 心性 何の 形 ありて か 塵 ある を 得ん。 道 ふなかれ 先生 禪語を ゆぶ と、 

《X ) 

此の 言 端的に 君が 爲に陳 ぶ」。 又 無題の 詩に 云 ふ、 「同來 我が 安心の 法 を 問 ふ、 還って 

心 を る を 解き 汝と與 に 安し」。 ^MM^B.  一 Si 一 龍溪曰 はく、 「春秋の 世、 佛氏寂 


身、 夜寒 雙虎 

興 足、 雨後 

予梶頑 S- 鏡 未 

光、 舌抵流 泉 

f  .m. 夜来 

拾 Si 遇 塞 山、 

Bs! 竹 黄花 好 共 

*?、  問 我 

安心 法、 ！ fS 解 

*^;^埋、改安」 

(六) 雪中 達 

磨に 法 を 求め 

て 小 林 寺に 行 

き 斷臂し て 入 

門 せし 謹 w« 

師 なり 

(七) S. 

W 代浙江 m 陰 

の 人、 字 は： a 

中、 王 陽 明の 

£： 弟に して、 

能溪 先生と 稱 

せられ、 全集 • 

錄 あり 

(八) 提出 レ 

說 明す 

(ル) 前卷ニ 

三 七 頁參照 

二 〇) 張 九 

成、 宋代， 餞 

摩， の 人、 子 SS 


滅を 以て 性と 爲す。 子 思 性 を 一一 一一 II ふ は 乃ち 天命な り、 吾が 性 は 則ち 天性な り.。 人 は 大地 

の 中 を 得て 以て 生ず。 本と 吾が 心 生々 として 息まざる の理、 此れ 之れ を 性と 謂 ふ- 1 豈 

寂 減の 謂な らん や」 と。 愚 謂へ らく、 王 陽 明 一派の 學、 大概 陸 子に 同じ、 共に 怫 氏の 

禪 機より 說き 出し 來る。 只 だ 象 山は禪 機深密 にして 遮掩 する にェ なり、 故に 舉者 他れ 

の 破らる る こと を 知得し 難し。 陽 明が 若き は、 大段漏 露し 分明に 招認 して、 多く 佛祖 

ねんしゅつ  い 

の 語を拈 出し 來る、 其の 異端に 陷溺 して 直に 見 性 作用 を 欲する こと 見るべし。 言を容 

るる を 待たざる なり。 

師曰 はく、 後 儒 聖人の 道 を 以て 心 學と爲 す、 故に 曰 はく IT 聖賢の 舉 は心學 なり、 禪- 

學. 陸 學も亦 皆 自ら 謂 ふ、 心學 なり」 と。 是れ 等の 說是 に似て 甚だ 非な り。 是れ より 

彼れ 性 心 を 弄し 工夫 を 凝し、 終に 性 善 天命の 性を認 得して 高尙の 話頭 を爲 し、 靜坐默 

識 して 心 通せん こと を 欲 十。 是れ 本來の 面目の 話を提 撕し來 ると 更に 異ならず。 聖人 

の 道 は 只 だ 人の 道を盡 すの み、 別に 這箇の 模様な し、 後世の 饒舌 勞ロ、 種 差の 辨を設 

みん a つ 

く。 鼓に 於て 聖人の 道竟 に泯沒 す。 

ヌ  (5) 

師曰 はく、 孔叢 子に 曰 はく、 「心の 精神 是れを 聖と謂 ふ」。 張子 韶が曰 はく T 覺の I. 
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*! と 和せ チ， 

流鸸十 £ 年 * 

«f あ h -。 朱 子 

これ J.1!>G 香 を 

斥く 

(一) s» 章、 

g 代、 新 <w の 

人、 ネ は 公甫， 

&沙 里 に 居 h- 

て * も fS す， 

s: 人白沙 先生 

と^す。 害畫 

にも 巧に して、 

C 沙 * などの 
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字、 衆 妙の 門」。 陸 象 山 曰 はく 、「卽 心是れ 道、 精神 を牧拾 すれば 萬 物皆備 はる」。 楊 慈 

湖 曰 はく，  riE 中の 萬 象」。 叉 詩に、 「此の 道元 來卽 ち是れ 心」。 陳白沙 曰 はく、 「一片の 

虚靈萬 象^す」。 王 陽 明 曰 はく、 「心の 良知 是れを 聖と謂 ふ。 無 善 無惡は 心の 體 なり」。 

叉 曰 はく T 那の 能く 視聽 言動す る 底 便ち 是れ 性な リ、 便ち 是れ 犬理 なり」 と。 釋氏は 

「識心 見 性」 と 曰 ひ、 r 淨智 妙圓」 と 曰 ひ、 「神 通 妙 用」 と 曰 ひ、 「光明 寂 照」 と 曰 ひ、 

「作用 是性」 と 曰 ふ。 先 儒 這 筒の 數說 は、 其の 異端の 謂 ふ 所 を 去る こと 遠から ざる や 

以て 兒る べし。 或 ひと 曰 はく、 「陸 氏. 陽 明 は 知 覺精祌 を 以て 性 心と 爲し、 釋氏 も亦然 

り.。 周. 張. 程. 朱 は 天理の 本 善 を 以て 性と 爲す。 是れ朱 陸 氷炭の 差な り」 と。 愚 謂 

へらく、 陸 氏. 陽 明 も 亦 精神 性 心 を 以て 本然の 明白と 爲す、 是れ より 作用して 道と 爲 

し^5-知と爲す。 何 ぞ只だ 精神 知覺を 以て 性と 爲 さんや。 周 • 張 • 程 • 朱 は 其の 間 書 を 

舉んで 義理 を存 する を 要し、 睦氏. 陽 明 は 其の 間 直に 指示す る を 以て 用と 爲す。 是れ 

五十歩百歩の 間にして、 其の 性の 本 善なる を 以て 標的と 爲 すに 至る は 一 なり。 性の 本 

善 を 以て^ 的と 爲す とき は、 此の 性より 發し來 る 底 を 以て 皆 良能と 爲す。 故に 揚慈湖 

の訓 語に 曰 はく、 「吾が 目に 視、 耳に 聽き、 鼻に ゆ 、ぎ， 口に 嘗め、 手に 執り、 足に 運ぶ、 


(二) 卷百ニ 

十六に 出づ。 

但し 語に 折 略 

あり。 以下 又 

仝 « 第二 卷修 

敎耍 錄卷之 四、 

堪の條 .5$ 一照 

(三) 朱 子 語 

預卷百 二十 六 

釋 氏の 條に出 

づ 

S 地名、 

今の 浙.， ；； 省 照 

水 St 

2.- 暴 奇、 

元 末 明初、 浙 

江^^呆の人、 

卞は 傑、 靜 

齊と號 す。 王 

6- に從 3- し， 

靜を 主と 爲す。 

草木 子の 外 太 

玄本 le . 靜齋 

集の 著 あり。 

木 子 は s: 卷， 

i  • 觀物 • 

原お 等 八篇に 

して、 天文 地 

理，， 、事物 现 等 

の 微義に S る 

(六) ：as* 

者、 11:1 の 十 

大弟 子の 一 人。 


大道の 用に 非ず とい ふこと なし」 と。 是れ 性の 作用 を 善と 爲 すの 謬な り。 宋儒は 性の- 

靜を 認め 性の 本 善なる を 見、 未發の 中を存 養し， 義理 を 以て 性と 爲し、 性の 本 善に 歸 

らんこと を 要す、 是れ亦 性の 作用に 至らん こと を 欲する の 底な り。 其の 詞華 言葉 差別 

あるに 似て、 其の 實を 推せば 便ち 共に 性 善の 一途、 而 して 性 を 以て 1K 理と爲 し 道と 爲 

すの 謂な り。  • 

師曰 はく、 朱 子 語類に 曰 はく、  r 釋氏 は專ら 作用 を 以て 性と 爲す。 問 ふ、 『如何なる 

か是れ 佛』。 曰 はく、 『性 を 見る を 佛と爲 す』。 曰 はく、 『如何なる か是れ 性』。 曰 はく、 

『作用 を 性と 爲 す』。 曰 はく、 『如何なる か是れ 作用』。 曰 はく、 『目に 在りて は 見と 曰 

ひ、 耳に 在りて は 聞と 曰 ひ、 鼻に 在りて は 香 を g< ぎ、 口に 在りて は 談論し、 手に 在り 

て は執捉 し、 足に 在りて は運奔 す。 遍く 現ずれば 倶に 法界 を該 ね、 收攝 すれば 一 微塵 

に 在り。 識る者 は 是れ佛 性なる こと を 知る、 識ら ざれば 喚んで 精魂と 作す ヒと。 叉 曰. 

はく、 「怫氏 原と 曾て 這 箇の理 の 一節 を識ら ず、 便ち 知覺 運動 を 認めて 性と 做す」 と。 

cmn  <a) 

よ-つ こ じ  元の 括 蒼の (人) ¥ ^子奇 の 著 

^居士 曰 はく、 「神 通 妙 用、 蓮 水 搬柴」 と。 草木 子に 曰 はく、 「釋迦 は靑蓮 花を拈 し， 


迹葉 は呵々 微笑して よ. 
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^0^^ 是れ佛 性な りと 說き 出す。 此れより 禪宗は 皆 此れ を祖 とす」 と。 愚 謂へ らく、 是れ等 

^給 f 大 の佛 氏の 性を說 くや、 釋氏を 以て 太だ麁 義と爲 す。 彼の 釋趣 . 達磨 是れ 等の si を以 

て 道 筒の 宗門 を 立てん や。 其の 說く所 太だ密 にして 而も 大底を 以て 之れ を辨 ずべ から 

ず。 凡そ 作用 を 以て 性と 爲 すの 說は、 作用 叉 性に 非ず と爲 すべ けんや。 此の 性な きと 

き は 乃ち 何物 ありて 此の 作用 を 爲し來 らん。 作用 も 亦 性の 一 用な り。 釋 氏の 作用 を以 

て 性と 爲す、 豈大 なる 謬な らん や。 且つ 彼れ 悟了 すれば、 乃ち 運 水 搬柴も 皆 性の 作用 

節に 中る と爲 す。 故に 見 性 を 佛と爲 し、 未 悟了 を 以て 之れ を 謂 はず。 terj すれば 是れ 

じ、) 宋 代の. 天地 同 一 體、 此の 性通ぜ ずと いふ ことなし。 此の 性 は 只 だ 1K 地の 性に して、 本來 一 物 

00, の 有る ことたし。 見 来れば 塵埃の 惹 くべき なく、 只 だ 色 身 を 認め 情念に 隨ひ來 り、 竞 

の S も W ふ。 

§1. に 這箇の 塵埃 あり。 今 悟了す る 底 は本來 無一物の 地位に 歸 り， 更に^ 所に 至る に 非ず。 

正 法^お め *  < そ 一う) ば， 

^^^^^^ 馳せ求 むれば 乃ち 逮し、 是れ 禪の敎 なり。 宗呆が 曾 侍 郞に答 ふる 書に 曰 はく 、「尋常の 

し^^：！書は、 火  はしゃ. T  くわうて い 

K 書冊と as し 計 較安排 底 は 是れ識 情、 生死 遷流 底に 隨ふも 亦 是れ識 情、 怕悼悼 底 も 亦 是れ識 情。 而/ 

1 の W 害な して 今 參學の 人 是の病 を 知らず- 只管 裏 許に 在りて 頭 出頭 沒し、 敎 中に 所謂 識に隨 つ 

il」 おそれ て 智に隨 はず。 故 を 以て 本 地の 風光 本来の 面 iin を 味 却す。 若し 或は 一 時に 放 下して 思 


n 一一)  た ふちゃく 

^^^0 量計較 せす、 忽然と して 失脚し 鼻孔に 爆 著 すれば， 卽ち 此れ 識情、 便ち 是れ眞 空 妙智. 

なり， 更に 別智の 得べき なし。 若し 別に 得る 所 あり 證 する 所 あらば、 又 却って 不是な 

り。 人の 迷 ふ 時の 如き は. 東 を 喚び て 西と 作し、 悟 時に 至る に 及んで は 卽ち西 便ち 是 

れ東 にして、 別に 東の ある ことなし。 此の 眞空妙 智は大 虚空と 壽を齊 しくす。 只 だ 這 

さまた 

の大 虚空の 中に 還って 一物の 他 を礙げ 得る あり や 否や。 一物の 礙を 受けず と 雖も諸 物 

空中に 往來 する を 妨げず。 此の 眞空 妙智 も亦然 り、 凡聖は ^|§染 一 點を 著く る を 得す、 

著け 得ず と雖も 生死 . 凡聖 中に 往來 する を礙げ ず。 此の 如く 信 得し 及び 見得し 徹する， 

方に 是れ箇 の 生 を 出で て 死に 入り 大 自在 を 得る 底の 漢 なり」 と。 宗果が 是の說 は識情 

は眞空 妙智を 兼ぬ る を 差別し、 性の 體を 以て 眞 と爲し >  作用 を 以て 性の 用と 爲す、 

卽ち 此の 識情 便ち 是れ眞 空 妙智、 煩惱卽 菩提、 洪然常 寂. 應用無 方。 用に して 常に { 仝， 

空に して 常に 用。 用に して 有なら ず、 卽ち 是れ眞 { 仝。 S にして 無なら ず、 卽ち妙 有 を 

ま か はんにゃ  ね はん 

(G  成す。 妙 有卽摩 M 般若、 眞空卽 清 淨？； i 椠。 是れ 等の 說、 中庸の 大本 達 道の 說と太 だ 相 

似たり。 故に 大 底の 理を 以て 辨 ぜんと 欲すと も， 亦 破 却すべからず。 後 儒の 佛說 を以， 

て 無 眼 子の 說と爲 し來る は， 自己の 無 眼 子た る を 知らざる なり。 愚 謂へ らく、 釋氏は 

九 性 心  二 六 五 


山 鹿 語類 卷第 四十  一  . 二 六.！ ハ 

出世間 を 以て 趣向と 爲し、 竟に 無常 觀を 以て 念じ 來る。 故に 世間^ 倫の 用、 格物致知 

の 功， 日に 闕け 月に 却く。 若し 思量 究理す る 底 あれば、 情識計 較と爲 して 一時に 放 下 

せんと 欲 十。 眞 {4i 妙智を 建て 本来の 面目 を 認め、 悟 時には 西卽 ち是れ 東、 何れの 所に 

か 南北 あらんと す。 是れ 乃ち 眞 {4> 疋れ 乃ち 無差別、 若し 這箇の 世間 あり 來れ ば、 乃ち 

情識 あり。 是れ 祖師 禪の 別傳 なり。 是れ より 作用 是 性の 說を 立て、 節に 中り 道 を修す 

る 底 を 以て 模様と 爲し、 規範と 爲し、 形より. して 下なる 者と 爲十。 是れ見 性を認 得し， 

向上の 意味 を附 する の 謬な り。 聖人の 道 は 日用の 外 を 論ぜず、 上. む を 得ざる の 誠 を 本 

と 十。 是れ 天地の 大道 を 以て 見得し 來れ ばな り。 異端の 說に 因る とき は、 全く 成り 得 

て も 更に 日用の 功な く 天下の 益な く、 天地の 當然に 背く。 而も 彼の 釋氏 如何 ぞ須 らく 

日用 を 離 却して 此の 氣 質の 習 來を放 下す ベ けん。 只 だ 口 を 信じて 辯 を 利く する のみ。. 

そ-： K 下の 人 物理 氣合生 あるの 類、 氣 質の 習 情 日用の 當然を 離るべからず、 離れ 來る 

底 は 一 筒の 死物な り。 是れ釋 氏 止む を 得ざる の 情 を 却 けんと 欲して、 竟に能 はざる 所- 

以 なり。 

師曰 はく、 先 儒 皆 一 ラ. rr 釋氏は 精神 魂魄 を sii めて 性と 爲し， 這 筒の 當 然の理 ある を 「 


二) 莊子^ 

拇 《! に： M ふ、 

「滅 と a ^と！！ 

人 W 與に羊 も 

牧ひ、 m に 其 

の 羊 を 亡 ふ。 

喊に も か 事 

i せし と 問 へ 

ば 則ち 莢 も 挟 

んで書 を み 

きとい ふ。 穀 

に 奚をか 事と 

せし と 問へば， 

則ち 博 塞して 

以て 遊べり と 

いふ。 二人の 

者の 事業 は 同 

じから ざれ ど 

も、 其の 羊 を 

亡 ふに 於て は 

均しき なり」 

(二) 朱 子 語 

類卷百 二十 六 

IS 氏に 出づ 


知らず」 と。 愚案ず るに、 精神 魂魄、 知覺 運動、 各" 性の 裏面の 一 用な り。 釋氏は 精 

魂 を 認めて 性と 爲し、 先 儒 は當然 の理を 認めて 性と 爲す。 各 i 偏見に して 五十 歩 を以， 

( I  ) うしな 

て 百 歩 を 笑 ふ もの、 羊 を 亡 ふに 到りて は 一 なり。 故に 精神 を 弄び 性 善 を 味 ひ、 切に 勞 

役して 未 發の前 を 求めて、 甚だ 聖人の 道 を 失 却す。 共に 異端の 偏見な り.。 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく  、「儒者 は理を 以て 不生 不滅と 爲し、 釋氏は 祌識を 以て 不生不 

滅と爲 す」。 愚 謂へ らく、 釋氏は 取捨 好惡を 以て 生滅の 心と 爲し、 取捨 好惡 なき を以 

て不生 不滅 本來 無事 底と 爲す。 或は 性 心の 形體 なき を 以て 不 生と 爲し、 色 身 は 亡び 去 

り 此の 性 は 壌れ ざる を 以て 不滅と 爲し、 竟に 天地 萬 物 壌れ 去る と雖 も、 這箇の 不壞底 

の 玄妙、 是れ 乃ち 不生 不滅と 爲す。 然れ ども 便ち 釋氏も 亦理を 以て 不生 不滅と 爲し來 

るな り。 案ずる に、 天地の 間 はニ氣 五行の 流行の み。 人物 又 天地と 壽を 同じう して、 

1K 地 生ずる とき は 人物 生じ、 天地 壤 るるとき は 人物 壞る。 此の 理 此の 祌識唯 だ 天地と 

長久な り。 天地人 物の 外に 此の 理 此の 祌識 あるべからず。 故に 性 去れば 質 驚れ、 質 

るるとき は 妙 用 亡ぶ。 此の間 不生 不滅 を 論ずべき なし。 若し 天地の 理を 以てすれば、 

天地 あるとき は ニ氣の 流行 あり、 ニ氣相 合する あれば 其の 妙 用 あり ヽ 是れ 自然の 道な 
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り。 這 裏より 見得し 來れ ば、 乃ち 理と氣 と は 天地の 固有に して、 假託 十れば 生じ、 假 

託せ ざれば 生ぜず。 假託 是れ理 氣の聚 なり。 假 託せ ざれば 是れ 理氣の 合せざる なり。 

聚 まると き は 妙 用 あり、 聚 まら ざれば 妙 用な くして、 其の 理氣 は恆に 流行して 7 しまず。 

是れ 質と 性と， 理と氣 と、 共に 不生 不滅 を 以て 之れ を 論ずべ し。 唯だ理 及び 神識を W 

て不生 不滅と 爲す とき は、 是れ差 了な り。 且つ 天地 萬物壞 ると 雖も、 此の 理 及び 祌識 

壌れ ざるの 說、 太 だ紕！ S す。 此の 理と 神識と は、 共に 理氣 の爲十 所な り。 天地^物 破 

壌し 來れ ば、 此の 理氣の 謂 ふべき なし。 理氣 なきと き は、 理と 神識と 何物に 因って 之 

れ を論說 せんや。 這箇 の理氣 更に 問 斷 なし， 是れ亦 已むを 得ざる 所以の 理氣 なり。 故 

に 大地 萬物竟 に破壞 すべきの 期な く、 天地と 萬 物と 共に 不滅な り。 天地^物 旣に 生ず 

ると き は、 未 發と謂 ふべ くして 不 生と 謂 ふべ からず。 不生不 等の 語 は 異端の！^ く 所、 

其の 由って 來る所 尤も 差 十。 

師曰 はく、 釋 氏の 性 を 謂 ふと、 後 儒の 性 を 謂 ふと、 其の 言 は 異にして 其の 實は略 ぼ 

同じ。 釋 氏 は眞空 妙智を 以て 性の 體と爲 し、 作用 を 以て 性の 用と 爲し、 體 e 一  - 股を以 

て 性の 本と 爲す。 是れ等 高尙の 工夫、 末 儒 亦 及ぶべからず、 故に 陸 山. 揚慈 湖. 王 


陽 明. 王 龍溪各 ~那 裏に 陷溺 す。 周 子. 程 子の 樂 しむ 所 亦 殆ど 其の 意味に 似たり。 只 

だ 其の 間此 一一 子の 差 あるの み。 聖人 其の 惑 ふべき を 知りて 之れ を 言 はず。 聖人の 所謂 道 

は、 其の 本 づく所 化の 間に 在らざる なり。 

九 二 人物の 性 を 論ず 

師曰 はく、 天地 成る とき は 人物 在る あり、 人物 は 各た 大地の 理 氣を禀 く。 理氣相 合 

十る とき は 其の 妙 用 あり。 唯 だ 人 は理に 厚く して 其の 感通 知識す る 所 理に喩 し。 物 は 

氣に 厚く して 其の 感通 知識す る 所 氣に喩 し。 其の 發 する 所の 情、 其の 感ずる 所の 應、 

竟に 人物 炭 氷の 差 あり。 性 は 其の 氣 質に 隨 つて 其の 情 を 異にす、 情 異なる とき は 性 も 

亦 異なり。 其の 感通 知識の 妙 用に 於て は 一 なり。 故に 人物 は 其の 氣禀の 異なる に 因つ 

て、 其の 性情 大いに 差 了す。 物 は 又 其の 類 其の 形に 因って、 各. - 其の 性情 を 異にす。 

師曰 はく， 先 儒 皆 曰 ふ 、「人と 物と 其の 性 は 一 なる も、 其の 形を賦 する こと 偏 正にし 

て、 固に 自ら 合 下に 同じから ず」 と。 愚 謂へ らく、 人と 物と 其の 性 一 ならず。 性 は 只 

だ氣 質に 因って 其の 情 を 異にす。 性 は感通 知識 底な り。 感通 知識 は 人と 物と 異ならず 
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と雖 も、 其の 發 する 所感ず る 所、 氣 質に 因って 尤も 差 了す。 豈 物の 性 人の 性に 同じ か 

らん や。 故に 人と 物と は 其の 本 天 地の 理氣に 出で、 萬 物 各. '氣に 因って 一 を：：^ じく 

し、 萬 民 各.' 理に 因って 一原 を 同じく して、 人と 物と 叉 理氣を 離れず、 只 だ 厚薄の 問 

のみ。 是を 以て 人 も 亦氣に 厚く 理に昧 きの 質 あり、 物 も亦些 子の 理に 通ず る あり。 

<1) i 師曰 はく、 程 子 曰 はく、 「無妄 は 天性な り、 萬 物 各-其の 性 を 得、 一 毫も 加 損せず」 

名に して、 實  つ 一) 

M^^c と。 朱 子 曰 はく、 「天の 物 を 生ずる や 一 物 ごとに 一 無 妄を與 ふ」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 

N ニノ や 

お S  、性 I 天理の 全體、 物 も 亦 之れ を 具す るの 謂な り。 感通 知識 は 人物 同じ、 是を 以て 性 は 一な 

りと 謂 ふ は 則ち 幾 ど 希し。 天理の 全 體は物 未だ 嘗て 有すべからず。 故に 曰 はく T 氣質 

に 因って 各-其の 情 を 異にす、 其の 情 異なる とき は 其の 性 も 亦 異なり」 と。 又 曰 はく 

無妄を 以て 巳む を 得ざる の 處と爲 す は 可な り。 彼れ 叉氣 質に 就き 來 つて、 已むを 得 ざ 

るの 情豈 人に 異ならん や。 唯だ氣 質に 任せて 理に 薄き は、 是れ 物の 物た る 所以な り。 

3 一) 

へ：..) 無妄を 以て 1K 性の 誠と 爲 さば 差 了す。 朱 子 曰 はく T 人物の 生 は 天 之れ を陚 する に 此の 

おお £、  S 

1 に W づ  理を 以て 十.、 未だ 嘗て 同じから ずん ば あらず」 と。 是れ 等の 語 皆 物 も 亦 仁義 禮智の 性 

ありと 爲 十な り。 


帥 曰 はく， 人物の 性 は 異なりと 說 くも 亦 得たり、 同じき と說 くも 亦 得たり。 異なり 

と 說くは 其の 氣禀に 因って 性 を 論ずるな り。 同じき と 說くは 其の 感通 知識 を 以てな り。 

只 だ 人物 各- -理氣 の 妙 用 を 得と 謂 ふべ し。 是れ理 氣の相 合に 因って 自ら 其の 妙 用 ある 

なり。 人の 性 は 物の 性と 同じと 謂 ふべ からず。 質 異なる とき は、 性 異なるな り。 

師曰 はく、 人物 同じく 天地の 氣を禀 け、 同じく 天地の 性を禀 く、 故に 共に 氣を 一 にし 

性 を 一 にす と 謂 ふ。 然れ ども 二 五の 合 聚是れ 天命の 因る 所に して、 其の 性 は 其の 氣質 

に 隨ひ來 る。 物の 裏面 は竟に 人の 聖 なるな し。 若し 其の 性 天理の 全體 を得來 らば、 何 

ぞ 物の 裏面に 這 箇の聖 明な からん や。 旣に 物の 象を禀 くると き は 便ち 物の 性 あり。 是 

まった 

れ氣 質に 因って 這の 性 を 成すな り。 嬰兒の 未だ 完 からざる や、 只 だ 嬰 兒の性 あり、 成 

長して 形氣完 きに 及んで は、 成人の 性 あり、 以て 見るべし。 故に 形 氣に隨 つて 其の 性 

ある も、 性に 隨 つて 這の 形氣 あるに あらず。 是れ性 は 理氣の 妙 用に して、 理氣を 措いて 

性 を 論ずべ からず。 性と 質と 先 後な しと 雖も、 其の 象に 因り 其の 性 を 成す の道必 せり。 

九 三 或 ひと 人物の 性 を 問 ふ を辨ず 
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f 1 )  ばな は 

n)  -; i 或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「禽跌 と 人と 絶 だ 相似たり、 只 だ是れ 推す こと 能 はず。 然 

SS 卷： 一一に 出づ、 

1^1 ぱ 1 れ ども 禽獸の 性 は 却って 自然にして、 學 ぶこと を 待たず 敎 ふること を 待たず。 を營 

(Hy)  たく ざう 

み 子 を 養 ふが 如きの 類、 是れ なり。 人 は至靈 なりと 雖も 却って 斲喪 する 處 極めて 多し。 

S  きむ 

只 だ 一 件 あり、 嬰 兒の飮 乳、 是れ 自然にして 學に 非ざる なり。 其の 他 は 皆 之れ を 誘く 

なり」 と。 師曰 はく、 此の 說 未だ 通 ぜず。 物と 人と 其の 氣質 異にして 其の 性 も 亦 差へ 

り。 故に 氣 質に 因って 巳む を 得ざる の 情 * 其の 理 少しく 明に して、 を營み 子 を 養 ふ 

が 如き 是れ なり。 然れ ども 其の 始終 豈 人に 同じ からん や。 嬰 兒の飮 5^ も 亦 此の 如し。 

是れ氣 質に 因って 止む を 得ざる 底 あるな り。 氣質 全く 成る に 因って 其の 情欲 亦 盛な り、 

<--) s 蛊、 竟に氣 質の 爲に敝 塞せられ 了る。 此の間 理に 厚き は 乃ち 己れ に克 ちて 禮に復 る、 是れ 

た、 の 

ん， は. V 人の 性 物に 異なるな り。 物 は 只 だ氣に 厚く、 些 子の 理を存 すと 雖も、 終に 全から ず。 

め卞、 ，5 め 35 

一"！ お" 是れ 物の 性 人に 異なるな り。 禽獣の 25- を 營み子 を 養 ひ、 嬰兒 の飮？ ^する を 以て、 大理 

^^-^^ の 全體、 性の 本 善な りと 爲すは 差 ^ せり。 

fh,  (二)  し  わかち 

Jr"f« 或 ひと 問 ふ、 呂與叔 曰 はく、 「性 は 一 なり。 形 を 流く の 分に 剛柔昏 明なる 者 ある、 性 

(じ IJrh -、  、三. > 

すだれ I に 非ざる なり。 三人 あり、 皆目 を 一にして fe を^に す、 一は 密室に 居り、 一は 悱 ？ 巾の 


(s:) 朱 子 ss 

^s. 性理 

1 に出づ 


s) おは 冬 

ah- の 前に、 

て、 居所の 四 

E に li ぶる こ 

と あり、 世に 

これ をお 祭と 

いふ。 颇、 春 

に 氷と けて _a 

の！ ffi へ 易くな 

る や、 鲤 魚な 

ども 捕へ て陳 

ねる を、 人 呼 

んで柳 祭と 稱 

す 

(六) 朱 子 語 

«5 卷 s、  tt 理 

1 に出づ 


下に 居り、 一 は廣 庭の 中に 居る。 三人の： nf- る 所 昏明各 ~ 異なる も、 豈目 同じから ざら 

んゃ。 其の 居る 所に 隨 ひて 蔽 ふに 厚薄 あるの み」。 朱 子 曰 はく、 「氣 質に 昏 濁の 同じ か 

ら ざる ありと 雖 も- 天命の 性に 偏 全 あるに 非ず。 謂へ らく、 日月の 光の 如き、 若し 露 

地に 在る とき は盡く 之れ を 見る も、 若し 都屋の 下に 在る とき は、 蔽塞 せらる る ありて、 

見 ゆる こと あり 見えざる こと あり。 禽獸に 至っても 亦是れ 此の 性な り。 只 だ 他の 形體 

に拘 せられ、 生得 蔽隔 する ことの 甚 しき、 通ず べき 處 なし。 虎狼の 仁、 豺 獺の 祭、 蜂 

蟆の 義に 至って は、 却って 只 だ 這の 些子を 通ず る こと、 譬 へば 一 隙の 光の 如し。 獮猴 

に 至りて は形狀 人に 類し、 (便ち) 最も 他物よりも 靈 なり。 只だ說 話を會 せざる のみ。 

夷狄に 到り 得て は、 便ち 人と 禽獸 との 間に 在りて、 終に 改め 難き 所以たり」 と。 又 曰 

はく、 「人物の 性 本と 同じ * 只 だ氣禀 異なるな り」 と。 是れ等 人物の 性を說 得して 一 

なり。 師曰 はく * 性 は 理氣の 妙 用な り。 凡そ 理氣の 妙 合 ある 者 は 各. -性 あり、 然して 

人の 性と 物の 性 同 一 なりと 曰 ふとき は不是 なり。 人に は 人の 性 あり、 物に は 物の 性 あ 

り。 物の 性 も 亦 夭 地の 大道に 通じ 得來 らば、 萬 物の 間 一般の 聖 なる 者な からん や。 與 

叔が 所謂 三人 目 を 一 にして 色 を 別にす るの 比喩 尤も 近し。 然れ ども 常に 帷范の 下に 在 
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りて 蔽 塞せられ、 其の 視る所 正色に 非ざる の 目、 豈目を 一 にす と爲ん や。 是れ氣 質の 

禀 くる 所、 其の 性情 異なる の 所以な り。 虎狼 • 豺 獺 は、 些 子の 明、 一 隙の 光の 如しと 

い へ る、 若し 一 隙の 光 あらば、 虎狼. ^獺. 蜂 蟥も仁 祭義の 外に 亦 一 隙の 光 を 得べ き 

に、 竟に 其の 光の 別に 發 するな き、 是れ 彼れ 因循して 習 ふ 所な リ。 獼猴 の形體 *r た 人 

に 類す、 故に 其の 性 人に 近し， 然して 禽獸を 離れず、 其の 性 人と 異なり。 已に 夷狄の 

人倫 全く 此の 質 を 成し 得る も、 亦 天地の 偏 氣相聚 まりて 竟に 改め 難し、 況ゃ 物の 性 如 

何ぞ 人の 性に 一 ならん や。 

或 ひと 問 ふ、 與叔が 曰 ふ、 「物の 性 は 人と 異なる 者 幾く も 希し、 惟 だ 塞いで 開かず、 

故に 知 は 人の 明に 若かず。 偏にして 正しから ず、 故に 才は 人の 義に 若かず」。 師 s は 

く、 人の 知 明かに 才の 美なる、 是れ 天性に 非ず， 唯 だ 格物致知し 來 つて 然るな り。 格 

物 致 知の 功 ある は、 是れ 人理に 厚ければ なり。 與叔は 性の 本 善 を 期し、 知 明かに 才美 

なる を W て 性の 有と 爲す、 尤も 差 了せ り。 故に 物の 性 は 人と 異なる 者 幾く も 希し と爲 

す。 人 も 亦氣に 厚き 底 は 格物致知 少し。 何ぞ知 明かに 才 美なる こと あらん や。 

或 ひと 問 ふ、 物々 一 太 極 を 具 ふるとき は、 是の理 全から ずと いふ ことなし。 朱 子 曰 


f 1 1  i つお し  かたよる 

はく 、「之れ を 全と 謂 ふ も 亦 可な り、 之れ を 偏と 謂 ふ も 亦 可な り。 理を 以て 之れ を 言 ふ 

とき は 全から ざるな し， 氣を 以て 之れ を 言 ふとき は 偏な きこと 能 はず」 と。 師曰 はく、 

是れ太 極 を 以て 理と爲 すなり。 fJEf つ。 凡そ 人物の 性、 各-以て 全くして 其の 闕虚な 

きなり。 物 皆 其の 則 ありて 更に 差 はず。 牛 は 馬たら ず、 馬 は 犬たら ず、 各.' 自ら 其の 

性 を 全く 十。 理氣の 間感通 知識 底 少しも 離れず、 只 だ理に 厚く 氣に 厚き の 差 あるの み。 

若し 天地の 大德を 以て 全と 爲し來 らば、 太 だ 差 謬せ り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 大學の 或 問に 於て 因って 謂 ふ、 「其の 理を 以て 之れ を 言 ふとき は、 

萬 物 一原、 固より 人物 貴賤の 殊 なるな し。 其の 氣を 以て 之れ を 言 ふとき は、 其の 正し 

うして 且つ 通ず る を 得る 者 人と 爲り、 其の 偏りて 且つ 塞がる を 得る 者 は 物と 爲る。 是 

れを 以て 或は 貴く 或は 賤し うして、 齊し きこと 能 はざる 所の 者 あり」 と。 此の 說 如何。 

師曰 はく、 人物 差刖 なき を 以て 理と爲 し、 其の 差別 ある を 以て 氣と爲 る 底 は、 未だ 理 

會 せざる なり。 旣に 天地 あるとき は 人物 あり、 人物 あるとき は責賤 あり。 無差別 底 を 

謂 ふ は、 是れ 異端の 眞{ 仝な り。 聖人の 道 は 尤も 差別 底 を 以て 論じ 来れり、 是れ知 明か 

に才 美なる の 謂な り。 且つ 理氣相 離る るの 說は 不是 なり。 只 だ 人物 は 同じく 夭 命に 出 
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づ、 是れ 一 原な り。 理氣の 厚薄 は、 是れ 人物の 差に して、 其の 性 を 異に 十る 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「人と 物と 共に 此の 理 あり」 と。 是れ性 は 一 なる の 謂 か。 

師曰 はく、 人と 物と 共に 理氣の 妙 合な り、 故に 此の 理 あり 此の 氣 ありて、 其の 形質に 

因りて 其の 理氣 各-' 異なり。 理氣 人と 物と 同じき とき は、 人と 物との 性 も 亦 一な り。 

理氣： i! じからず、 故に 其の 形質 異なり。 何ぞ 共に 此の 理 ありと 曰 はんや。 

或 ひと 問 ふ、 大學. 中庸 首章の 或 問に、 皆 以て 「人物の 生は理 同じう して 氣 異な 

り」 と爲 す。 而 して 孟子の 注に は 以て 「氣 同じう して 理 異なり」 と爲す は何ぞ や。 朱 

子 嘗て 曰 はく 、「萬 物の 一原 を 論ずる とき は、 理 同じう して 氣 異なり、 萬 物の 異體 を觀 

ると き は、 氣猶ほ 相 近くして 理絕だ 同じから ず」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく， 氣 異に 

して 理 異なるな り。 朱 子の 「理 同じう して 氣 異なり、 氣 同じう して 理 異なり」 の說は 

太 だ錯亂 し來れ り。 理氣相 因って 更に 間隔せ ず。 氣 異なる とき は理 異なり、 理 異なる 

とき は氣 異なる * 是れ 人物の 差^す る 所、 1K 下の 事物 千差离 ^力る 所以な り。 

<s)  1 ^しし  だいわ 5 

或 ひと 問 ふ、 徐子融 謂 はく、 「枯 稿の 中に 性 あり 氣 あり、 故 に^子 は 熱し 大黄 は 寒 十。 

此の 性 は 是れ氣 質の 性な り」。 陳才卿 謂へ らく、  r 卽 ち是れ 本然の 性な り」 と。 朱 子 曰 


の 二  fig へ 
擎^ 瓦 二 

竹 道 

m の 


(八) 

はく T 子融は 知覺を 認めて 性と 爲す、 故に 此れ を 以て 氣 質の 性と 爲す。 性は卽 ち是れ 

理、 性 あるとき は氣 あり、 他れ 許 多の 氣を禀 け 得たり、 故に 亦 只 だ 許 多の 理 あり。 才 

卿の 謂 ふ、 性に 在つ て は 仁な しと。 此の 說も 亦是 なり」 と。 師曰 はく、 物 は 氣に厚 

く、 氣は 質に 屬す、 故に 物の 質 能く 利し 能く 長ず。 枯 稿に 及んでも 亦 其の 質 人 を 利す 

る は、 是れ氣 に 厚き の證 なり。 先 儒 性 を 以て 理と爲 し、 竟に 一 物に 一 用 ある を 以て 一 

物 一 理と爲 す。 是れを 以て 其の 性 を 論ずる こと 尤も 護れ り。 性 は感通 知識の 妙 用、 這 

f.5  (一  0) 

箇 の死枯 底、 理氣 旣に絕 す、 性と 謂 ふべ からず。 朱 子 曰 はく  、「天下 性 外の 物な し， 行 

一： 一) 

街に 因って 云 はば、 階 碑 は 便ち 搏の理 あり。 竹椅に 坐す るに 因って 云 はば、 便ち 竹 

の理 あり。 枯槁の 物 之れ を 生 意な しと 謂 ふ は 可な り、 之れ を 生理な しと 謂 はば 不 町な 

さんさう- 

り。 朽 木の 如き は 用 ふる 所な きも、 止 だ 之れ を爨 竈に 付すべし。 是れ生 意な きなり。 

然れ ども 甚 の 木を燒 くと き は、 是れ甚 麼の氣 なり、 亦 各. - 同じから ず。 這れ 是の 理. 

元と 此の 如し」 と。 朱 子の 是れ 等の 說は 一 理を 以て 性と 爲し來 るな り。 

或 ひと 問 ふ、 金 木 水火の 用、 是れ 其の 性に 非ず や。 師曰 はく、 五行 は ニ氣の 形に レ 

(一 3 

て 各-妙 用の 寓 する 所な り。 是れ 其の 性に 非ず や。 朱 子 曰 はく  、「舟の 如き は 只 だ 之れ 

聖學九 性 心  •  二 七 七 
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を 水に 行るべし * 車 は 只 だ 之れ を 陸に 行るべし」 と。 朱 子 道 を 以て 性と 爲 すの 失な り。 

舟の 水に 行り 車の 陸 を 行る は， 皆 其の 道な り、 性 を 以て 之れ を 論ずべ からず。 

或 ひと 問 ふ、 禽獸 草木の 萬 差、 各.' 其の 由る 所 あり や。 師曰 はく、 唯 だニ氣 五行 過 

不 及の 間、 這般の 模様 あるな り。 朱 子 曰 はく、 「草木 は 都て 是れ 陰氣を 得、 走 飛す る も 

の は 都て 是れ 陽氣を 得、 各. - 之れ を 分てば、 草 は是れ 陰氣を 得、 木 は是れ 陽氣を 得、 

走獸は 陰氣を 得、 飛鳥 は 陽氣を 得たり」 等說き 得て 甚だ 近し。 

或 ひと 問 ふ、 動物と 植物、 其の 差 如何。 師曰 はく、 動物 は血氣 ありて 殆ど 人に 類す， 

故に 其の 知覺 運動、 其の 感通 知識、 數.^ 相似たり。 植物 は 人類に 遠く、 其の 闕虚 する 

所 尤も 多し、 然れ ども 亦 天 地の 理氣相 因って 其の 性 を 具 ふるな リ。 鳥 獸の飛 走、 草木 

の 根藉、 各- - 其の 氣に厚 きこと 見るべし。 

或 ひと 問 ふ、 人の 質 甚だ 美 厚なる、 是れ理 に 薄き か。 師曰 はく、 夷狄の 人品 各-質 

に 厚し、 其の 力 其の 氣專ら 剛勢を 得る、 是れ氣 に 厚き なり。 故に 太 だ理に 薄し。 女子 

の柔質 美容 も 亦氣に 厚し、 故に 其の 理に 遠し。 是れ 天地 自然 理氣妙 合の 當然 なり。 

^"廿< "年  ニー)  n 一一) 

左 傅に 曰 はく、  r 叔向申 公巫臣 氏に 娶 らんと 欲す、 其の 母 之れ を 止めて 曰 はく、 『^だ 


美 なれば 必ず 甚だ 惡し きこと あり』 と。 (叔 向) 懼 れて敢 へて 娶ら ず。 平 公 ひて 之れ 

を娶 らしむ、 子 伯 石 を 生む。 其の 母將に 之れ を 視んと 欲す、 堂に 及びて 其の 聲を 聞き 

(En  うしな 

(四) W 傳本 還って 曰 はく、 『豺 狼の 聲 あり、 是れ 必ず 羊 舌 氏 を 喪 はん』 と。 遂に 之れ を視 ず」。 是 

文 は、 この 一 

句 文意 異なる れ 質に 厚き とき は理に 薄き なり。 

？ I 一 頁 li 一一  或 ひと 問 ふ、 北溪の 陳淳曰 はく、 「人の 形骸の 如き は、 却って 天地と 相應 ず。 頭の 圓 

にして 上に 居る は 天に 象 どる。 足の 方に して 下に 居る は 地に 象 どる。 北極 は 天の 中央 

3  is と爲す も、 却って 北に 在りへ 故に 人の 百 會の穴 は 頂 心に 在る も、 却って 後に 向 ふ。 日 

搴 にて 百 脈の 

口る 箇所 月の 來往 は、 只 だ 天の 南に 在り、 故に 人の 兩眼皆 前に あり。 海の 鹹水 歸 する 所 は 南の 

輕 穴と； ム J 

頭頂に 在 下に 在り、 故に 人の 小便 も 亦 前の 下に 在り。 此れ 氣の正 を 得たり と爲す 所以な り。 物 

の 如き は、 禽獸は 頭 を 横にして 植物 は 頭 下に 向 ひ、 枝葉 却って 上に 在り。 此れ 皆氣の 

偏處を 得」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 是れ先 儒の 說く所 皆 此の 如し。 愚 謂へ らく、 

天地の 間 人物の 生、 悉く 乾 を 父と し坤を 母と す。 人物 其の 形骸 各.' 天地と 相應 ずべ し。 

唯 だ 人の 形體 のみ 相應 じて、 而も 物然ら ざるべ けんや。 鳥獸魚 籠の 形骸 以て 見るべし。 

草木 は 甚だ 氣に 厚く、 其の 質 文 華 あり、 故に 其の 根 藉は皆 土に 藏れ、 其の 枝葉 は 皆 上 
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に發 十。 古人 植物の 頭 は 下に 向へ りと 爲十。 案ずる に、 植物 何 ぞ頭を 下に せんや。 植 

物 は氣に 厚く 質に 厚く、 其の 枝葉 花實 外に 大 にして、 其の 全體を 土に 藏十、 是れ 地上 

發 する 所の 枝葉 は 皆 文 華に して、 其の 本體は 土中に 在りて 兑 えず， 竞に 盤根の 大を成 

十な り。 若し 根 を 以て 頭と 爲し， 枝葉 を 以て 四 體と爲 さば、 草木の 生 大地に 違 ふ。 其 

の 枝 の發 する や， 氣の 逆上な り。 萬 物 は 皆 天 を 頂に し 地 を 下に 十、 草木の み 獨り逆 

流せん や。 只 だ 質 を 厚う して 文 華 上に 盛なる なり、 其の 全體は 1K を 上に し 地 を 下にし 

土に 藏れて ははれ ざるな り。 

或 ひと 問 ふ" 人 は 物に 化し 物 は 人に 化し、 男 は 化して. il- と爲 り、 女 は 化して 男と 爲 

^h.  る。 思士は 妻らず して 感じ、 思 女 は 夫が すして 孕む ありと。 是れ 等の 變 如何。 師曰は 

出 つ ほ はお 

のな なり く、 天地の 問 其の 本 はニ氣 五行に して、 其の 用 は 千 差 萬 別な り。 人物の 品 節枚擧 すべ 

からず。 只 だニ氣 五行の 過不及、 或は 時に 感じ 或は 處に 感じ、 或は 其の 偏 に 感じて- 

竟に這 鼓の 模様と 爲 り來れ り。 是の 故に 天地の 迭化究 りなく， 人物の 變化 も亦究 りな 

し。 然して 理氣相 合 ふとき は、 其の 妙 用 ある 底、 更に 差別た し。 


山 鹿 語類 卷第 四十 二 

聖舉十 性 心 

九 四 心 を 論ず 

師曰 はく、 理氣相 合 ひ 1K 地 旣に分 るるとき は、 人物 相 成る。 是れ 天道の 流行 IS む？ J 

一 f," にして 造化の 發育 なり。 凡そ 聲色貌 象 ある 者、 各-此の 心 あらず とい 

ふこと なくして、 而も 自ら 巳むべからず、 皆 夭の 賦 する 所 を 得て、 人の 作爲 する 所に 

„y ^ざるな り。 此の 心 感に隨 つて 能く 應ず。 身の 具 ふる 所 を 以てする とき は、 口 鼻 耳目 

身體四 支の 用 あり、 身の 接する 所に 及ぶ とき は、 君臣 父子 夫婦 長幼 朋友の 常 あり。 其 

3  の大を 極む ると き は、 天地の 運、 古今の 變、 其の 小を盡 すと き は 一 塵の 微、 一 息の 頃 _ 

4nj7,i、a?«^、  ^  の 二  ニー) 

r^^^M 都て 是れ 天地の 妙 用に して、 人物の 性 心 能く 外なら ず、 能く 遺さず。 大舜曰 はく 「人 

言 なり  ： 二) 

^^^as. 、い 惟れ 危く 道心 惟れ 微 なり」。 孔子 曰 はく、 「其の 身 を 修めん と 欲する 者 は先づ 其の、 七 
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を 正す。 顏子は 其の 心 三月 仁に 違 はず」。 曾 子 曰 はく、 「心 焉に 在ら ざれば 視れ ども： In- 

fill) 

えず、 聽け ども 聞えず、 食へ ども 其の 味 を 知らず」。 孟子 曰 はく、 「仁 は 人の 心なり」。 

孔子の 言 を 引きて 曰 はく 、「操る とき は 則 ち^し、 舍 つると き は 則ち 亡す。 出入 時な く， 

其の 鄉 ふところ を 知るな し」。 又 曰 はく、  r 其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知るな り」。 又 

(六ー  (七) 

曰 はく、 「舉 問の 道 は 他な し、 其の 放心 を 求む るの み」。 又 曰 はく、 「我れ 四十に して 心 

(<) 

を 動かさず」。 叉 曰 はく、 「豈 仁義の 心な からん や。 其の 良心 を 放つ 所以の 者、 亦祸ほ 

(.1  (10)  ニー) 

斧斤の 木に 於け るが ごとし」。 易に 曰 はく、 「夭 地の 心 を 見る。 心 を 洗 ふ。 性を盡 す」。 

是れ 等の 心の 說 以て 見るべし。 

師曰 はく、 人の 性 は 能く 生々 息む ことなく、 能く 感通 知識す。 詳に盡 し 審に思 ふと 

u 一一) 

き は、 許 多の 道理 を 包蔵し、 天地に 彌綸し 古今 を該 括す。 推し 廣め得 來れば 蓥天蓥 地 

通ぜ ずと いふ ことなし。 是れ 性の 妙 用な り。 其の 性 形體の 間に 充ち、 方形の 指すべき 

なし。 然れ ども 身體の 裏に 於て、 其の 舍寓 すべきの 地 * 是れを 心 胸と 謂 ひ、 一身の 中 

央 五臓の 第一 なり。 故に 此の 臓の 伏す る 所 を 以て 胸臆と 爲す。 此の 心 は是れ 神明の 舍 

り、 性情の 具 はる 所、 一身の 主宰な り。 


，一 ail に If  師曰 はく、 字書に 曰 はく、 「心 は 火の 藏、 身の 主、 神明の 舍 なり」 と。 祝 無 功 曰 は 

ま^と、 . ^力  すぐ  こん  かたよ  へつ  ふつ 

の號 Is  く T 庖羲の ー畫 直に 之れ を竪に すれば ー と爲 り、 左右に 之れ を 倚 すれば ノと爲 り/と 

おの 進士な b-。  ちゆ 

耿定 向、 の高 弟 爲り、 之れ を 縮 むれば、 と爲 り、 之れ を 曲ぐ ると き はしと 爲る。 しと、 は圓 にして 神 

なり。 11ノ\ は 方に して 以て 直し。 世間 字の 變化 浩繁 にして、 未だ 能く 11 ノ /を 

外にして、 之れ を 結構す る 者 あらず。 獨り 心の 字 動かん と 欲し 流れん と 欲し、 圓 妙に 

して 居らず、 之れ を 一 ーノ/ の 外に 出づ、 更に 一 字の 與に對 を 作す を 索む とも 得べ か 

しばら 

ちず」。 愚案ず るに、 心 は 其の 臓 火に 屬す、 是れ 生々 息む ことなく、 火の 炎上 少 くも 

^ とどま 

住らず 能く 流行 運動す るの 理 なり。 此れに 因って 便ち 心 は是れ 生々 の氣、 人の 形體血 

脈の 運動、 唯 だ 此の 心に 在る のみ。 火は少 くも 住る とき は滅 す。 心は少 くも 運動せ ざ. 

ると き は 死す。 是れ心 は 一 身の 主宰 五臓の 第 一 たる 所以な り。 此の 心 未だ 滅せ ざると 

き は， 此の 身生氣 運動す、 此の 心 已に滅 するとき は、 此の 身 幾る。 天地の 流行 も亦焉 

ほか 

れに ならざる なり。 

師曰 はく、 心 は 性情 を 具 ふるの 謂な り。 這 箇の性 は 此の 心より 感通 知識し， 這箇の 

情 は 此の 心より 發 動し 來る。 故に 其の 形より して 上なる 者 は是れ 性な り、 其の 形より 
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して 下なる 者 は是れ 情なり。 心 は 性情れ 舍、 其の 象 を 指す とき は 心の 臟と rn ふ。 性 は 

全く 方 象な し。 心 は 已に方 象 ある も、 又 方 象すべからず。 

師曰 はく、 心 は 穀種果 心の 如し。 其の 穀種 核殼裏 一 點の 中心、 是れ 則ち 心の 象な り。 

一箇の 象 包藏該 載し 來る、 是れ 穀種果 仁の 心なり。 人の 心 も 全く 此の 如し、 故に 心 を 

以て 五 職の 一と 爲す。 五行に 於て は 火に 屬 して 生々 の 氣と爲 る。 此の 心の 包藏； 戟し 

来る、 是れ 性情 を 具 ふるの 謂な り。 

師曰 はく、 心 は 性情 を 具 ふ、 其の 方 象 を 謂 ふとき は 之れ を 心と 謂 ひ、 其の 妙 用の 所 

以を 指す とき は、 之れ を 性と 謂 ひ、 其の 發動應 用 を 指 十と き は、 之れ を 情と 謂 ふ。 其 

の 本 は 一 にして 其の 殊 なると ころに 心性 情 あるな り。 朱 子 曰 はく、 「大抵 都て 心に 主 ど 

る。 性の 字、 心に 從ひ 生に 從ふ。 古人 字 を 制する も 亦先づ 心の 字 を 制し 得。 性と 情と 

皆 心に 從ふ」 と。 此れ等の 說道ひ 得て 好し。 

帥 曰 はく、 程 子 曰 はく、 「心 は穀 種の 如し、 仁 は 則ち 其の 生の 性」 と。 是れ 等^だ 理 

r  .  §  (5 

會し 了る。 張子 曰 ふ、 「心 は 性情 を統 ぶる 者な り」 と。 朱 子の 註に 曰 ふ、 r 統は 是れ主 

モ } 

宰、 性 は 心の 理， 情 は 心の 用、 心 は 性情の 主な り」。 孟子 (曰 はく) 「仁 は 人の 心な 


二へ 外せ 百 は r;;^ 全卷十 撰;;^ 
— 0 廊 り 卷朱 C 書 あ S の;! i 
二 g の 。に 子 中り 卷詩 
頁 ； も 語 こ に 。附 ずミ 部 

»m 廊 引 類の 收邵銶 -康 

照 出 は 用 第 語む 子一 二 節 


り」。 叉 曰 はく、 「惻隱 の 心」 と。 性情の 上に 都て 箇の 心の 字 を 下す。 心の 性情 を 銃ぶ 

るの 義を 見るべし。 愚 謂へ らく、 心 は 性情 を 具 ふるの 謂な り。 心 を 以て 性情の 主と 爲 

し 來る底 は 差 了す。 心 は 唯 だ 性情の 舍 なり。 故に 性情 を 論ずる に、 都て 心の 字 を 以て 

下し 来るな り。 橫渠の 統の字 未だ 切ならず。 

師曰 はく、 古人 皆 性情 を 指して 心と 曰 ふ。 大舜の 人心. 道心， 孟子の 惻隱の 心、 皆 

性情 を 以て 論ずる 底な り。 是れ心 は 性情 を 具 ふるの 謂な り。 人の 四 支の 運動、 百骸の 

かたびら  か は/. 亇 つも 

應 用と、 夫の 飢 ゑて 食 を 思ひ渴 して 飮を思 ひ、 夏 は 葛 を 思 ひ 冬 は 裘 を 思 ふと、 其の 

巳む を 得ざる もの * 思慮 究理して 其の 節に 中る に 及びて は、 是れ 乃ち 上帝 降す 所の 

衷、 承 ^ 民秉る 所の 葬、 眢那 裏に 固有す。 是れ心 は 性情 を 具 ふれば なり。 心 を 曰 ふとき 

(八)  f.5  ふ... わ，、  (一 0> 

は 性情 相擧 す。 邵 子が 繁壤 集の 序に 曰 はく T 心 は 性の 郛廓」 と。 北溪の 陳淳曰 はく， 

「心 は 只 だ箇の 器に 似たり、 一般の 裏面に 貯 ふる 底の 物 は、 便ち 是れ 性」 と。 是れ等 

の 說道ひ 得て 好し。 愚案ず るに、 滿腔 子是れ 生々 の氣 運動して 住らず。 其の 舍を 推す 

とき は、 胸臆 裏に 在りて 心の 臓たり、 一身の 主宰た るな り、 神明の 舍 たるな り。 
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九 五 或 ひと 心の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「心の 物た る、 寘は 身に 主と し、 其の 體は 則ち 仁義 禮智の 

性 あり、 其の 用 は 則ち 惻隱 羞惡 恭敬 是非の 情 あり」 と。 是れ朱子は體用を以て心を.^1 

ずるな り。 叉 曰 はく、 「心に 體 あり 用 あり、 衆 理を具 ふる は體 なり、 萬 事に 應 ずる は 其 

の 用な り」 と。 師曰 はく、 心 は象體 あり 其の 理 あり。 所謂 心の 象 體とは 神明の 舍， 五 

臟の 一、 是れ なり。 所謂 心の 理とは 生々 の氣少 くも 止まらず、 故に 孟子に 「仁 は 人心 

なり」 とい ひ、 大彖に 曰 はく、 「復は 其れ 天地の 心 を 見る か」 とい ふ、 是れ なり。 心 能 

く 運動し 血脈 能く 流行し 來り、 其の 觸 るる 所 能く 感通 知識す る は、 是れ 心の 方 象な り、 

心の 理 なり。 其の 理は 則ち 性、 其の 用 は 則ち 情、 是れ 心の 性情 を 具 ふるの 謂な り。 朱 

子 は 仁義 禮智を W て 心の 體と爲 し、 四つの 情 を 以て 心の 用と 爲す。 是れ性 善より 說き 

出し 来るな り。 

或 ひと 問 ふ、 張子 曰 はく、 「性と 知 覺とを 合せて 心の 名 あり」 と。 知覺は 是れ心 か。 

師曰 はく、 宋儒皆 知覺を 以て 心と 爲し、 其の 善なる を 性と 爲す。 是れ 張子 知覺 を；？ i め 

ナ  fii 一) 

て 心と 爲 るの 謂な り。 朱 子 曰 はく、 「知覺 ある 之れ を 心と 謂 ふ」。 叉 曰 はく T 知覺 便ち 


s) 同前 

(五) 朱 子の 

門人に して 女 

W なり、 勉親 

と號す 


(六) 朱 子 語 

類卷 五、 性理 

二に 出づ 


(七) 一議 

卷十 一 、 伊 

川の 語に 出づ。 

文字 少 し く異 


是れ 心の 德 なり」。 又 曰 はく、  r 虚靈 自ら 是れ 心の 本體」 と。 黄榦曰 はく、 「心の 能く 性 

情の 主宰た る は、 其の 虚靈 知覺を 以てな り」。 陳谆曰 はく、 「性 は 只 だ 是れ理 なり。 全 

く是れ 善に して 惡 なし。 心 は 理と氣 と を 含み、 理は 固に 全く 是れ 善な り。 氣は 尙ほ兩 

頭 を 含み、 未だ 便ち 全く 是れ善 底の 物なら ざるに 在り」 と。 是れ 等の 說は 心性 を 分ち、 

あやま 

理の善 を 以て 性と 爲し、 知覺を 以て 心と 爲す。 甚だ 差 了れ り。 先 儒 皆 知覺を 以て 氣と 

爲す。 故に 朱 子 曰 はく、 「心 は氣の 精爽」 と。 是れ皆 性 心の 說 未だ 分明なら ざれば なり。 

凡そ 知覺 底と 理と 如何 か 分別 せんや。 理は 知覺に 因って 通じ、 知 覺は理 に 因って 應ず。 

故に 感 通知 覺底 は、 ニ氣 五行 相 合の 妙 用に して、 其の 善 不善 は 盡究し 得る に 在り。 先 

儒 性 を 以て 仁義 禮知 曰の 善と 爲す、 而 して 其の 感 通知 覺の言 ふべき 所な きを 以て、 竟に 

心 を 指して 知覺の 說と爲 す。 愚 謂へ らく、 心の 理是れ 性、 性 は 生々 止まず 感通 知識す 

るの みなり。 心の 方 象是れ 五臓の 一 にして 火に 屬し、 心の 發動 是れ 情に して、 其の 用 

は 格物致知の 功に 在るな り。 

或 ひと 問 ふ、 心性 は 唯 だ 一 なり。 程 子 曰 はく T 心 は 則ち 性な り。 天に 在りて は 命と 

つかさど 

爲し、 人に 在りて は 性と 爲し、 主る 所 を 心と 爲す。 實は 一 道な り。 道に 通ず ると き は 

聖學十 性 心  二八 七 


山 鹿 語類 卷第 四十 二  二八 八 

何の 限 量 か 之れ 有らん，」 と。 師曰 はく、 心性 豈^ ならん や、 唯 だ 其の 方 象と 其の 理と 

を 指すな り。 然れ ども 限 量 分別な きとき は、 合して 通ず ベから ず。 ^i今擧げて喚ぶ 

とき は 人と 言 ふ も、 人の 一身 各 分數 あり 來る。 心 も 亦 此の 如し。 一 舉 するとき は， 

心 は 性. 情 を 具 ふ、 故に 心と 曰 はば、 乃ち 性. 情 相 具 はる。 然れ ども 心と 性 は^ずべ 

fl) からず。 . は是れ 心の 分數 なり。 伊川 曰 はく、 「性の 形 ある 者より して 之れ を 心と 

五十 九に 

つ  謂 ふ」 と。 說き 得て 好し。 

或 ひと 問 ふ、 五行 は 人に 在りて 五臓と 爲す、 然して 心 は 唯 だ 五行の 理を具 得す。 是 

れ 心の 虚靈 なる を 以てな りと。 否や。 師曰 はく、 心 は 火に 屬す。 生々 の氣 流行 十る 底、 

是れ 心の 理 なり。 五臟 各-得る こと ありと 雖も， 這箇の 運動 流行に 因りて 其の 能 を 施 

す。 是れ心 五臟の •  お たる 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 人心 は 形より して 上なる か、 下なる か。 師曰 はく、 其の 體形方 象 を 指 

すと き は、 一 茵の象 あり。 是れ 形より して 下な り。 故に 肺肝 五臓の 一 と爲 す。 其の 本 

r--)  * ま 5 理を指 十と き は、 感 通知 識涉ら ずと いふ ことなし。 是れ 形より して 上なる なり。 

或 ひと 問 ふ、 米チ曰 はく T 靈 なる 處 口へ だ是れ 心に して、 是れ 性に あらず。 性 は： ir た 


(一二) 以下 朱 ■ 

子との 問答、 

朱 子 語類 卷五 

に出づ 


(£) 朱！ fSS 

類卷. A に出づ 


錄卷. H 二、 伊 

川の； に出づ 


是れ理 なり」 と。 師曰 はく、 知覺を 以て 心と 爲し、 理を 以て 性と 爲 十の 謂な り。 心 は 

只 だ知覺 して 理な きとき は、 人心. 道心. 正, 心 等の 說 明かなら ず。 且つ 知 覺も理 な 

あやま  (一二) 

ら ずして 何ぞ や。 只 だ 性 善に 泥み 來 つて、 竟に性 心 を 分つ こと 差 了れ り。 或 ひと 問 ふ、 

「心 は是 れ知覺 * 性 は 是れ理 ならば、 心と 理と 如何して K 通して 一 たる こと を 得ん」。 

朱 子 曰 はく、 r 須 らく 貫通し 去るべからず。 本來莨 通せり」。 問 ふ 、「如何 か 本來蓖 通せ 

る」。 朱 子 曰 はく、  r 理、 心なき とき は 著く 處 なし」 と。 是れ朱 子 も 亦理と 知覺と ip 、通 

を 言 ふなり。 理は 則ち 知覺 なり、 知覺は 刖ち理 なり、 更に 支 離すべからず。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「心の 字 一言 以て 之れ を蔽 はば、 曰 はく 生の み」 と。 此の 

說 如何。 師曰 はく、 心の 理は只 だ 生々 息む ことなし。 觸れ 来れば 便ち 感通 知識す。 程 

モ } 

子 云 はく、 「心 は 生 道な り」 と。 朱 子の 此の 說、 各 > 孟子の 「仁 は 人の 心なり」 の 句に 

因り 來れ り。 天地の 妙 用 本と 生々 して 巳まず、 人物 今 天の 禀賦に 因って 此の 天地の 心 

を 接ぎ 得. 方に 能く 生々 の氣 あり。 是れ 心の 全體， 性の 妙 用な り。 

すな は 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「是の 心 あれば 斯ち是 の 形 を 具へ て 以て 生ず， 是の心 乃ち 

天地に 屬 して 未だ 我れ に屬 して 在らず」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 象 あるとき は此 
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の 心 あるな り、 理氣妙 合. して 其の 妙 用 自在な り。 「是の 心天 地に 屬す」 の 句 未だ 通ぜ 

ず。 此の 象 此の 心 各-天の 禀賦 する 所に して、 作爲 すべから ず。 

或 ひと 問 ふ、 心性 情 を 具 ふる、 是れ太 極 象 數を具 ふるの 謂 か。 然 らば 乃ち 心と 太 極 

と^ならず や。 師曰 はく、 太 極 は 這 箇の心 も 亦 相 具 ふるな り。 心 は 只 だ 性情 を 具 ふ。 

二)  0.M. 太 極ば 人物 內外 始終の 間 悉く 包 藏し來 るな り。 趙致道 謂へ らく、 「心 を 太 極と 爲す」 と。 

は その. 5,f、  --r  一一 

0^^^ 林 正 卿が 「心 は 太 極 を 具 ふ」 と 謂 ふ を、 致 道 擧げて 以て 問を爲 す。 朱 子 曰 はくさ 這般 

さ. i し * 者な の處 極めて 細かに して 說き 難し。 看 来れば 心に 動靜 あり、 其の 體は 則ち 之れ を 易と 謂 

ベ I3?g.l、 ひ、 其の 理は 則ち 之れ を 道と 謂 ひ、 其の 用 は 則ち 之れ を 神と 謂 ふ」 と。 朱 子の 此の 說 

.^0-^ は、 心に 動靜 ある を 以て 太 極と 言 ひ 難く、 動 靜亦太 極より 出で 來 るが 故に、 太 極に あ 

門 《に# を虡  あ？  § 

じて e 入 4. 敎 らず とも 言 ひ 難しと なり。 是れ太 極の 說明相 差 了れば なり。 朱 子 且つ 曰 はく、 「太 極 は 

心の 理 なり。 心の 動靜 は是れ 陰陽」 と。 是れ性 を 以て 太 極と 爲 すなり。 

こに 出づ 

广 E) 朱 ま" 或 ひと 曰 はく、 朱 子 嘗て 心の 說を著 はす、 如何。 師曰 はく、 朱 子 は虚靈 知覺を 以て 

春 五 性理 

-に 出. つ  心と 爲し， 仁義 禮智を 以て 性と 爲し、 敬 を 主と する の 功 を 說き來 る、 尤も 者に 益 あ 

るに 似たり。 愚 謂へ らく、 凡そ 心 は 言の 容 るべき なし。 舉 者の カ行 は 只 だ 格物致知に 


在り。 おに 心の 說を著 はす 底 は、 是れ心 を 甘んじ 性 を： 弁す るの 徒な り。 夫子 曰 はく、 

(五) 

f 一 W«J 大 * 經 「其の 心 を 正す に は 其の 意 を 誠にす るに 在り」 と。 是れ 聖人の 敎 なり。 更に 心の 說く 

ベ きな し。 朱 子 心の 說を著 はし 道 ひ 得て 好し と雖 も、 其の 本 巳に 聖教に 違へ り。 

九 六 心の 應用を 論ず 

師曰 はく、 心の 應用を 論ずる に 情意 思慮 を 以てす。 情の 節に 中り 意の 誠 ある、 思慮 

の 理を詳 かにす る、 各. - 格物致知の 功に 在り。 故に 一. 舜の 十六 字、 危微を 以て 其の 機 

微-惟 SI 惟一- を 正し， t に 中 を 執る を 以て 其の 敎を戒 む。 夫子 は 心 を 正し 其の 意 を 誠にす る を 以て 

允 執，, 厥 中 一」 

Ifwl は 其の 序と 爲す。 情意 思慮 是れ盡 し是れ 誠なる とき は、 此の 心實に 天地と 其の 大を 同じ 

H^^^c^ うして、 萬 物通ぜ ざる 所な く、 顯微を 一 にし 表裏 を 徹し、 始終 間な く- 毫髮も i ふこ 

となし。 格物致知し 来ら ざれば、 氣禀の 値 ふ 所に 拘 はり、 耳目 身體の 欲に 繫 がれ、 此 

の 心 形 器の 間に 椎られ て、 天地の 大公に 違 ひ、 萬 物の 品 節 を 失 ふ。 其の 感 通知 覺、 其 

の 生々 息むな き * 唯 だ是れ 己が 私の 爲 にして 萬 物の 上に 伸びず、 常に 情欲の 下に 屈し 

無知の 禽獸と 更に 差 ふこと なし。 是れ 日用の 工夫 格物致知の 間に 在る 所以な り。 
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師曰 はく， 中庸 を 以て 孔門 傳授の 心 法と 爲し、 堯舜禹 受授の 十六 字 を 以て、 萬 世 心 

學の 源と 爲す。 心 法心學 の說、 後 儒 因循して 之れ を 論ず。 此に 於て 聖人の 寧 其の 機-し 

に 異端に 入り， 竟に心 學の妙 を 味 ひ、 存 心の 用 を 成し、 格物致知の 功 初めに 失 却し 來 

る。 西 山の 眞氏曰 はく、 「大舜 の 十六 字、 萬 世 心 舉の源 を 開く」 と。 臨 川の 吳氏曰 はく、 

「心 舉の 妙、 周 子. 程 子 其の 祕を發 してより、 學者 始めて 悟る 所 あり、 以て 其の 心 を 

nil)  ； ran 

存十 るの 功 を 致す。 周 子 曰 はく、 『欲な きが 故に 靜 なり』。 程 子 曰 はく、 『主 あるとき は 

則ち 虚 なり』。 此の 二言 は 萬 世 心事の 綱要な り」 と。 是れ 等の 說 * 聖人の 道 を 以て 心 

あや *5 

舉心 法と 爲す の. 差 了な り。 

5) 

師曰 はく. 明 道の 程 子 曰 はく、 「舉者 全く 此の 心を體 すれば、 學 未だ 盡 さず と 雖も、 

若し 事物の 來る とき は應ぜ ずん ば あらず、 伹だ 分限に 隨 つて 之れ に應 ずれば， 中らず 

と雖も 遠からず」 と。 伊川の 程 子 朱 張 文に 答 ふる 書に 曰 はく 、「心、 道に 通じ、 然して 

(八) 

後に 能く 是非 を辨 ず。 權衡を 持して 以て 輕重 を較 るが 如し」 と。 朱 子 曰 はく Tsi 獨り 

惟 だ 念 ふ、 昔延平 先生の 敎を 聞き、 以爲 らく * 學を爲 すの 初め 且つ 當に 常に 此の 心 を 

すべし、 他 * の爲に 勝た るる こと 勿れ」 と。 愚 謂へ らく、 是れ 等の 說は詳 に？^ き 1^ 
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さざる 底に して、 多く は 心 を體認 する に陷溺 す。 「此の、 七を體 すれば 中らず と 雖も遠 

からず.」、 「心！^に通ずるときは能く是非を辨ず」、 「常に 此の 心 を存し 他事の 爲に 勝た 

るる こと 勿れ」 等、 格物致知せ ずして 豈 直に 其の 地に 入らん や。 格 物して 知 至る とき 

は 意 誠 あり、 故に 心 自ら 正しう して 道に 通ず。 唯 だ 鼓の 心を存 して 其の 功 を 待たず。 

其の 里に 南」 ぜんと 欲すれば、 心竟に 正すべからず。 心の 應用は 意の 誠 あると 情の 節に 

もと 

中る に 在り、 遠く 求め 近く 竟む ベから ざるな り 

師曰 はく、 明 道の 程 子、 張子 厚に 答 ふる 定性 書に 曰 はく、 「所謂 定とは 動 も 亦 定まり 

靜も亦 定まる。 將迎 なく 內外 なし」 と。 is:; い 朱 子の 心 說に曰 はく， 「此の 心澄然 

惺々 として ir の戯 しきが 如く、 麟， の 平なる が 如し。 蓋し 眞に 上帝に 對 越して、 萬理皆 

其の 中に 定まる こと あり、 夫の 物の 旣に 感ずる に 及ぶ や、 則ち 妍媸 高下の 應皆 彼れ が 

ssi- に 因る のみ J と。 叉 M 子 合に 答へ て 曰 はく、 「心 は猶ほ 鏡の ごときな り、 但し 塵 坂 

の きとき は， 本體 自ら 明かに して、 物 来れば 能く 照らす」 と。 西 山の 眞氏曰 はく 

「事物の 來る ゃ理を 以て 之れ に應 ずる こと、 猶ほ鑑 の 此に懸 つて 形の 遁 るる こと 能 は 

ざるが ごとし。 鑑 未だ 嘗て 物に 隨 つて 照さざる に、 性 其れ 物に 隨 つて 外に 在りと 謂 ふ 
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ベ けんや。 故に 事物 未だ 接せざる とき は、 鑑の 本と 空しき が 如き 者 は 性な り。 事物 旣 

に 接して 鑑の形 あるが 如き 者 も 亦 性な り」 と。 愚 謂へ. らく、 先 儒 皆- ムふ、 「心の 應用 

は 更に 將迎 なき こと、 鑑の 空に して 能く 萬 像 を 照す が 如し」 と。 是れ說 き 得て 甚た近 

し。 然れ ども 心の 應用を 知らざる なり。 性能く 感通 知識し * 心 能く 之れ を 具 ふ。 故に 

生々 止む ことなくして、 其の 事物の 觸れ來 る 底- 感通 尤も 速に 能く 焉れを 知識し， 以 

きた 

2)  て堯舜 たり 天地に 參 たり、 鬼神 を 格すべし。 千 萬 m, の 遠と 雖も 一念 すれば 便ち 到り、 

そめ， *」、 つ a 干 古人 情事 變の 秘と雖 も、 一照 すれば 便ち 知る。 是れ心 能く 將迎し 心 能く 物に 隨ひ事 

を 計る 底、 至靈 至妙の 用な り。 心將迎 なきと き は、 寒 至りて 寒 を 知り、 Is^ 來 りて！ Is- を 

(：) s,^ 知る， 寒き とき は 暑の 用 を 計らず、 暑き とき は 寒の 至る を 思 はざる 底な り。 是れ性 心 

ise-i 气 「H  (二  つ 二な i 

^卞 兒，. ^ほ rM の應 用、 聖人の 大道な らん や。 霜 を 履んで 冰の 至る を 知り、 其の 亡き を 時って 往 きて 

し,： し-.:'  き  nil)  あら は 

p^^. 之れ を拜 する は、 易の 敎戒 聖人の 幾 を 知るな り。 隱れ たるより 見る る はなく * 微 より 

さす。 亡 は >^ 顯 なる はなき 者 は、 君子の 其の 獨を愼 むな り。 幽嗜の 中 細微の 事跡 未だ 形せ ずと 雖も、 

在，； * おな ゾ  ■  r 

而も 幾 十と き は已に 動き、 心 能く 之れ を感 通し 之れ を 知識す、 是れ 心の 將迎 底な り。 

なに 出， つ  將迎 "して 格 致の 功 甚だ 盡 して、 初めて 犬 地と 參 たるべし。 將迎 なく 內 外な く， 鑑 


さ 衡平の 地 を 欲する とき は、 是れ 異端の 虚靜 恬淡 止水 明鏡の 論な り。 銅 を 以て 鏡と 爲 

L. 鏡 能く 磨き 來れ ば妍媼 能く 明かなる は、 是れ 鏡の 理 なり。 心 能く 格 致し 来れば 邪 

正 能く 通ず、 是れ心 鏡の 喩 なり。 若し 心の 本體を 以て 鑑 空の 一 過して 止めず 隨 はざる 

が 如しと 爲し、 是れを 以て 心の 應 用と 爲 さば、 心 は是れ 一箇の 死物に して、 其の 靈妙 

何れの 處 にか 在らん や。 聖人の 道 は 唯 だ 已むを 得ざる を 以て 敎と爲 し， 人物 各-此の 

心 あるとき は、 這の 感通 知識 あり。 是 れ作爲 せず 計 校せ ず、 自然の 天誡 なり。 而今 將 

迎な きこと 鑑 空の 如しの 敎を 立て 來 らば、 感 通知 識を絕 つなり。 凡そ 生 ある 者 は 死に 

至ら ざれば 此の 地に 及ぶ ベ からず。 尤も 異端の 邪說 なり。 

師曰 はく、 程 子の 心 を 以て 心 を 使 ふの 說は、 道心 を 一身の 主と 爲 して、 人心 其れ 命 

を聽 くと するな り。 朱 子 曰 はく T 飢 ゑて 食 を 欲し 渴 して 飮を 欲する は 人心な り。 飮食 

の 正 を 得る は 道心な り」 と。 愚 謂へ らく、 人心 は 都て 人の 感通 知識 底の 心なり。 此の 

S) 書經大 心 多く 情欲に 流れ 意見に 蕩る、 故に 「人心 危し」 と 曰 ふ。 此の間 天地の 至大 至 公と 聖 

禹？： S に 出づ、 

11  一一  A 一 買 人 大道の 心 を 以て 格 致し 來る とき は、 心 悉く 這の 道に 安頓 す。 然れ ども 人々 大抵 氣質 

の 過不及に 流蕩 す、 此れ 道心 は 惟だ微 なれば なり。 人心 • 道心 は 二つなら ず、 此の 心 
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正しき とき は 道心な り、 此の 心 を 正しくす る こと は 是れ誡 意 あるな り。 先 儒 人心 を以 

て不是 底の 心と 爲し、 形 氣の私 を 生ずる を 以て 人心と 爲し、 天命の 性に 原 づくを 以て 

道心と 爲す は、 太 だ 支 離せるな り。 人心 は 只 だ 人の 心 を 指す。 人の 心 は 唯だ危 きなり。 

道心 は 常に 微 なり、 其の 用 は 「惟れ 精 惟れ 一 、 允に 厥の 中 を 執る」 に 在り。 惟れ 精 惟 

れ 一 、 允に 其の 中 を 執る は、 是れ袼 致の 功な り。 

師曰 はく、 先 儒 心 をして 內に 主たら しむる の說 あり 、此れ を 以て 心の lg 定 なり と 爲 

yi^ltfj す。 伊川 云 はく、 「一；^ 心 主と 作りて 定まら ざれば、 破屋の 中に 寇を 御：^ ぐが 如し」 と。 又 

せ 一-こ？！， つ  (二！  ほんしゃ 

(二)  云 はく， 「一 筒の 翻 車の 如し、 毎每舉 者を敎 へて 筒の 主を败 さしむ」 と。 愚 謂へ らく- 

二に sr つ、 ぬ 

、の Is 心 は 一身の 主宰、 是れ感 通知 識生氣 流行して、 一身の 應用 悉く-此の 心に 间る なり。 人 

S  物の 生备. '此の 心 を 以て 一身の 主宰と 爲 すなり。 學者唯 だ 此の 心 をして 常に 管 械收住 

十る こと ありて、 自家の 主張たら しむ、 是 れ流蕩 底の 人に 比すれば 少く益 ある も- 聖 

人の 道に 於て は 太 だ 遠し。 凡そ 心の 感 通知 識は擧 問思辨 行に 因ら ざれば、 乃ち 其の 知 

未だ 盡 さず、 其の 才 未だ 明かなら ず。 故に 4- 者 日用の カ行 は擧問 思辨の 間に 在り。 此 

の 敎を言 はずして 只 だ 心 をして 主張たら しむ。 心 は 是れ收 住し 來 らば、 其の 现の明 分 


なく、 其の 知の 能く 及ぶ ことなく、 唯 だ 一箇の 沈默 底の 人な り。 是れ心 は 活物に して. 

神明 不測な りと 雖も、 心 竟に管 攝紫收 せられて 死物と 爲り 了る、 尤も 熟 味すべし。 

師曰 はく、 心 如何して か收 住せん。 先 儒 嘗て 主たる 所以の 實を 求めて、 一箇の 敬 を 

(5 

B  £s 安頓 し、 竟に主 一 の 說を爲 す。 是れ敬 を 以て 牧 束し 得 來 つて 謹 密に、 正に 是れカ を 著 

1 *i 逸の 意、 

^^^^ けて 主と 做す 處、 敬せ ざれば 便ち 掉散 疎放して、 復た 主と 做し 了らず と爲 す。 是れ よ； 

し C 他に r り 敬の 說を 立てて 存 心の 工夫と 爲す。 南 軒の 張 氏 主 一 の 箴に曰 はく  、「惟れ 學要 あり、 

しめざる の 意  こころ  なん すれ 

S 張栻、 敬 を 持して 失 ふこと 勿れ。 其の 操 捨を驗 むれば、 乃ち 出入 を 知る。 易爲ぞ 其れ 敬、 妙 

前 出 二 五 七《  ゆ 

S 照  は 1 を 主と する に 在り。 曷爲ぞ 其れ 一 、 惟れ 以て 適く ことなく、 居る に 越えて 思 ふこ 

Ci パ) . 一一 程 語 となく、 事の 他に 及ぶな し」 と。 伊川 曰 はく、 「主 一 之れ を 敬と 謂 ひ、 無 適 之れ を 一 と 

銶卷 九に 出， つ  (七) 

(七) 3S 前 謂 ふ」 と。 明 道 曰 はく、 「惟 だ 是の心 主 あり。 如何なる を 主と 爲す。 敬の み」 と。 是 

れ 各-敬 を 以て 心を牧 住する の 謂な り。 愚 謂へ らく、 心 流 蕩放僻 十る とき は、 敬を以 

て 其の 正を究 むるな り。 唯 だ 一向に 敬 を 以てする 底 は、 是れ 心の 繋 住な り、 豈 聖人の. 

敎 ならん や。 心 能く 靈妙 にして 事物の 際 其の 應接 尤も 速な り。 今 敬 を 以て 此の 心 を 紫 

住し 來 らば、 心霊 妙 を 失し 知識 を 去って 一箇の 死物と 爲 らん。 聖人の 敎は 此の 心をレ 

5^ 學十 性 心  二 九 七  j 
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て 能く 其の 理を感 通し、 其の 則 を 知識せ しむる に 在り。 心已に 事物の 理則 を感通 知識 

. 十れば、 便ち 其の 靈妙犬 地と 其の 誠 を 一 にして、 感通 知識せ ずと いふ 所な し。 其の 感 

通 知識す る 所 至大 至 公に して、 惟れ 精 惟れ 一 、 允に 其の 中 を 執るな り。 那 裏より 見得 

し 来れば、 則ち 後 来の 主 一 の說 甚だ 心の 繁收 なり。 

2)  師曰 はく、 孟子の 曰 ふ、 「仁 は 人の 心なり、 義は 人の 路 なり、 其の 路を舍 てて 由らず" 

チ上鳙 第 十 一 

fi  其の 心 を 放ちて 求む る こと を 知らず、 哀しい 哉。 人 鶴 犬の 放た るる こと あれば、 則ち 

之れ を 求む る こと を 知る も、 放心 ありて 求む る A」 と を 知らず。 學 問の 道 は 他な し、 其 

の 放心 を 求む るの み」 と。 愚 謂へ らく、 孟子が 「放心 を 求む」 の 放の 字 甚だ 重し。 放 

は 放逸 流蕩 して 其の 則 を 知らず、 其の 節に 中らざる の 謂な り。 大抵 人々 日用 動靜の 間" 

這 裏の 心 放逸 流蕩 して 其の 則 を 知らず、 竟に 其の 節に 中らず。 故に 舉 問の 道 は 唯 だ：^ 

の敎に 在るな り。 是れ 孟子 心の 應用を 指示す るな り。 凡モ 情の 發 動して 事物に 及ぶ や- 

身體の 動静-お 寐各 > 則 あり 節 あり、 其の 則 を 失 ひ 其の 節に 違 ふとき は、 乃ち 是れ 放心 

なり。 後 儒 唯 だ sg^ 著し 放 去す るの み を 以て 放心と 爲す、 故に 又 主 一 の 敬 を W て 放心の 

工夫と 爲し、 此の 敬 此の 主 一 乃ち 放心た る こと を 知らず。 是れ より 放心 を 求む るの 句 


を擧げ て， 一 話頭と 爲し來 り、 心 を 以て 收 拾して 自家の 主張と 爲 さん こと を 欲す。 然 

れ ども 心に 方形の 牧 拾すべき なし。 故に 敬 を 以て 心の 主と 爲し來 るな り。 愚案ず るに. 

心 は 元と 一身の 主宰、 叉 別に 此の 心 を 以て 主張と 爲す こと を竟 むべ からず。 唯 だ學問 

思辨 せざる 底 は、 多く 氣禀の 厚薄に 放流す。 此の 心 をして 放流せ ざら しめんと 欲すれ： 

(無)  ま ： 

ば、 便ち 學問 思辨の 力に 在り。 學 問思辨 せず して 主 一 自適し、 靜坐存 養せば、 枉げ て！ 

工夫 を 費し、 沉默謹 厚の 一 魯.. 士 なり。 是れ 乃ち 放心な り繫 著な り、 日用の 間に 益な く" 

人物の 事に 功な し。 是れ豈 孟子 放心 を 求む るの 謂な らん や。 學 問の 道、 孟子 斷 然とし 

つぶさむ ね 

て 放心 を 求む るに 在りと 說く。 其の 開示 切要の 言、 曲に 其の 指を盡 して 服 i? して 失 ふ 一 

一 

ことなき に 非 ざれば、 其の 實を 知るべからざる なり。 

九 七 或 ひと 心の 應用を 問 ふ を辨ず  - 

(二.) llii 或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「心 は 腔 子 裏に 在らん こと を 要す」 と。 是れ 孟子の 放心 を 

； g 卷六 及び 朱 

求む るの 說か。 師曰 はく、 心 は 恆に腔 子 裏に 在り、 心 腔 子 裏に 在ら ざれば 乃ち 死 了 十 _ 

孟子の 放心 を 求む る は、 重き こと 放の 字に 在り。 心 腔 子 裏に 在りと 雖も、 放蕩して 節. 
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に 中らず， 多く は 皆 情欲に 之いて 止まらず、 故に 這 裏に 學問 するな り。 是れ 「筝 問の 

道 は 他な し」 とする 所以な り。 放蕩 底を學 問せ ずして 只 だ 此の 心を收 住す、 是れ 心の 

體著 する 所に して， 尤も 大蔽 あり。 

へ eyi*- 心 上 或 ひと 問 ふ、 孟子 曰 はく、 「其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知るな り、 其の 性 を 知れば * 

則ち 天 を 知る。 其の 心 を存し 其の 性 を 養 ふ は、 犬に 事 ふる 所以な り」 と。 是れ 心を盡 

し 心 を； 4: 十る は、 皆 心說を 工夫す る や。 師曰 はく、 盡 すと は 致さず とい ふこと なきな 

り。 這 筒の 心感通 知識 十と 雖も、 盡し 致さざる. とき は， 其の 知 至らず、 其の 知 至ら ざ 

ると き は、 性の 應用犬 地と 參 たらず。 天地と 參 たらざる とき は、 其の 性 を 知らざる な 

り。 此の 性と-大地と 參 にして 而 して 后に 聖人たり。 故に 其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知 

yi> 中庸 ま るな り。 其の 性 を 知る とき は 犬 を 知るな り。 是れ 「天命 之れ を 性と 謂 ひ、 性に 率 ふ 之 

れを 道と 謂 ひ、 道を修 むる 之れ を 敎と謂 ふ」 の 謂な り。 敎に 因って 道 を 修め、 道を修 

めて 性に 率 ふ。 性に 率 ふとき は 天命に 一 なり。 孟子 盡 心の 章、 中庸の 首章、 表裏 二な 

らず。 心を存 する は 心を盡 十の 謂な り * 乃ち 放心 を 求む るな り。 這 筒の 心を收 拾して 

焉に主 と爲 るに あらざる なり。 盡の 字. 存の宇 • 放の 字、 各-熟 味玩 索すべし。 


f 三 )  -J  す 

も 子 上  或 ひと 問 ふ、 孟子に 曰 はく、 「孔子 曰 ふ、 操る とき は 則ち 存し * 舍 つると き は ち 亡 

ね .pr-  ノ， i  ： 

す。 出入 時な く、 其の 鄕を 知る ことなしと は、 惟れ 心の 謂 か」 と。 此の 語 這の 心を收 

拾すべき の 謂 か。 師曰 はく、 是れ 夫子 心の 方形な きこと を 論ずるな り。 心 能く 感 通知 

識す、 故に 操る とき は感通 知識し * 舍 つると き は 方形な く、 右を收 むれば 右に 通じ、 

左を收 むれば 左に 通ず。 或は 外事に 走り 或は 內靜に 閑に、 或は 語默 或は 動靜、 是れ箇 

もち 

の 活物に して 收拾紫 著を須 ひず、 是れ 出入 時な く 其の 鄕を 知るな きなり。 聖人 は 格 物 

致 知 を 以て 誠意 正 心の 用と 爲す。 是れ 操る とき は存 するな り。 存 心の 工夫な り。 此の 

敎 至り 盡 さざる とき は 其の 養 を 失 ひ、 物と して 消ぜ ずと いふ ことなし。 是れ舍 つると 

き は 亡す るな り。 放心の 開示な り。 今 心 を 盡し心 を存し 放心 を 求め 來る とき は、 心斯 

むか 

れ 明かに 心斯れ 定まり、 自ら 鄉ふ所 ありて 其の 應用 節に 中るべし。 是れ學 者の 功 用な 

り。 夫子の 論ずる 所 は、 只 だ 心の 方形な きを 指と して 心の 工夫 を 謂 はず。 後世 心を存 

し 心 を識る 底の 說話 を附會 す。 尤も 孟子の 心に 非ざる なり。 

S)  sr;. 下 或 ひと 問 ふ、 孟子 曰 はく、 「心 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし」 と。 此の 說心 を存 養す 

■ るの 意 あり や。 師曰 はく、 是れ 乃ち 其の 心 を 正す こと は、 其の 意 を 誠に 十る に 在り。 

學十 性 心  三 01 


山 鹿 語類 卷第 w 十二  三 〇 二 

心， 情意に 因ら ざれば 論じ 言 ふべ からず。 欲 は 情欲な り。 寡 は 其の 理を盡 して 欲 をし 

て 節に 中ら しむる の 謂な り。 情欲 發 して 節に 中る とき は 心 を 養 ふなり。 是れ 孟子 は 格 

物 致 知の 說を言 ふに 非ず や。 宋の周 子 曰 はく 、「心 を 養 ふ は 塞に して 存 する のみに 止ま 

らず。 蓋し 焉れを 寡う して 以て 無に 至る。 無なる とき は 誠 立ちて 明かに 通ず」 と。 ^ 

子 は 無 を 以て 養 心の 要と 爲す。 無 は是れ 情欲 をして 之れ を 無から しむるな り。 喜 怒哀 

樂發 して 節に 中る 者 は 聖人の 敎 なり。 是れ をして 無に 至らし むる 底 は、 是れ 異端の 斷 

見なり。 人 は竟に 無に 至る こと 能 はざる 所な り。 朱 子 は 無 を 以て 心の 欲に 流る る こと 

むね  1 ば-， - 

なき を 指と 爲十。 少く說 き 得て 好きに 似たり と雖 も、 周 子が 意見 は 悉く 此の 無の 字よ 

り 流出し 來る なり。 ■ 

或 ひと 問 ふ、 心 は 動に 屬 する や、 靜に屬 する や。 師曰 はく、 心 は 動 靜を該 ぬ、 動く 

べき 底 は是れ 動き、 靜 かなるべき 底 は 是れ靜 かなり。 然して 心 は 火に 屬し， 運動 流行 

して 生々 止む ことなき もの、 是れ 心の 體 なり。 故に 動 は是れ 心の 用な り。 情の 發 して 

物に 應じ、 意の 動いて 機微なる、 皆是れ 心の 動 用な り。 心 能く 虚靈 にして、 心 能く 感 

通 知識し、 心 能く 活物な り。 朱 子 曰 はく 、「心 は活を 要す、 周流 窮 りなし。 活 すれば 


ち 能く 此の 如し。 是れ心 は 動に 屬 するな り。 然して 靜も亦 心の 用な り、 靜の 時に も此 

しばら 

の 心なき に 非ず、 只 だ 靜の時 も 這箇の 生氣少 くも 息む ことなく、 靈妙感 通 底 更に 離れ 

ず、 彼の 寐陲の 間 も 亦 運動 流行の 妙 用 は 止まらず、 故に 心 を 以て 動に 屬 するな り」。 

公孫 丑  或 ひと 問 ふ、 孟子 曰 はく， 「我れ 四十に して 心 を 動かさず」 と。 是れ 心の 動かざる な 

り や。 師曰 はく、 孟子の 所謂 心 を 動かさざる は、 惑 はず 畏れざる の 謂な り。 志 厚く 道 

明かに して、 德 立ち行 正しき とき は、 富責. 貧賤 • 威武. 死生の 間、 疑惑 十る 所な く、 

長 怖す る 所な く、 恆に萬 物の 上に 伸ぶ。 是れ 孟子の 心 を 動かさざる なり。 而今の 所謂 

「心 は 動に 屬す」 と は、 運動 流行の 動な り。 西 山の 眞氏曰 はく、 「北辰 常に 移らず、 故 

に 能く 列 宿の 宗 たり。 人心 常に 動かず、 故に 能く 萬 物の 變に應 ず。 動かざる は 運用す 

る 所な きの 謂に 非ず、 理に隨 つて 應じ、 物に 隨 つて 遷ら ず。 動と 雖も 猜ほ靜 なる がご 

とし」 と。 西 山 言 ひ 得て 好し。 然れ ども 物に 隨 つて 遷ら ざるの 說分 明なら ず。 心 能く 

遷轉 して 止まらず、 是れ 運動の 用な り。 物に 隨ふ ベから ざると きは隨 ひ遷ら ざるの 底. 

是れ 心の 遷轉 節に 中るな り。 乃ち 格物致知の 功な り。 北辰の 其の 處に 居て 能く 遷轉 し、 

列 宿 之れ を 守りて 宗と爲 し、 人心 胸臆に 在りて 能く 流行して、 身體 之れ に 因って 用 を 
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爲す。 皆 能く 動かし 來る 底な り。  . 

i It- ひと 問 ふ、 -レの 惑 はず 腿れ ざる、 其の 應用道 あり や。 師 曰 はく， 公孫 丑 問うて m 

«  はく， 「心 を 動かさ ざるに 道 あり や」 と。 孟子 曰 はく、 「我れ 善く 吾が 浩然の 氣を養 ふ」 

と。 敢 へて 問 ふ、 「何 を か：^ 然の氣 と 謂 ふ」。 「曰 はく 言 ひ 難し。 其の 氣 たる や 至大 至 

剛、 庶を 以て 養 ひて 害する ことなければ、 天地の 間に 塞がる。 其の 氣 たる や 義 と^と 

-ノ  おそ  ， ， 

に 配 十、 是れ なければ 餒ぅ。 是れ 集義の 生ずる 所の 者な り、 義襲ひて之れを取るに=^^ 

ざるな り。 行、 心に 懷 からざる こと あれば、 則ち 1^ う」 と。 愚 謂へ らく、 孟子の 此の 

答， 開示 切要、 言を容 るべ からず。 是れ 便ち 格物致知の 謂な り。 心 は氣を 離る ベ から 

ず、 氣 已に餒 ゑざる とき は、 其の 氣 至大 至剛 にして 天地の 間に 充塞す。 若し 私 あり 邪 

あれば、 乃ち 心に 像から ずして 氣 忽ち 餒ぅ。 ！ M うると き は 刖ち屈 惑して、 宽に 情欲の 

爲に暴 はる。 是れ 惑懼の 因る 所な り。 孟子の 所謂 不動心 は、 只 だ 其の 氣を說 いて 心に 

及ばず。 是れ心 を 論ずる こと 未だ 嘗て 情意 を 以てせ ずん ば あらざる なり。 後世の 末卒 

深く はず、 殆ど 異端の 說 に陷溺 す。 

或 ひと 問 ふ、 心に 善惡 あり や。 師曰 はく * 程 子 曰 はく 、「心 は 本と 善な り、 思- S に發 


之 九 は 書;;;; 
« ^十 朱な 
に 五子 り 
出 '語 °n 

子卷 下; き 


するとき は 善 あり 不善 あり。 若し 旣に發 するとき は 之れ を 情と 謂 ふべ し * 之れ を 心と 

(1=) 

3 朱 子 語 謂 ふべ からず」 と。 朱 子 曰 はく 、「心 は 是れ動 底の 物事、 自然に 善惡 あり、 且つ 惻隱の 

USA?  £  、 生 

如き は是れ 善な り。 孺 子の 井に 入る を 見て 惻隱の 心な くんば、 便ち 是れ惡 なり、 善 を 

離 著 るれば 便ち 是れ 惡。 然れ ども 心の 本體は 未だ 嘗て 善なら ずん ば あらず、 叉 却って 

惡と說 くべ からず と。 遺書に 曰 はく、 『心 は 本と 善な り、 思慮に 發 するとき は 善 不善 あ 

り』 と。 此の 段微 しく 未だ S ならざる 處 あり。 蓋し 凡そ 事 は 心の 爲す 所に 非ざる こと 

なし。 放 僻 邪 侈と 雖も、 亦是れ 心の 爲 なり。 善 惡は但 だ 手 を 反覆す るが 如きの み、 翻 

1 轉 すれば 便ち 是れ 惡。 止 だ 安頓し 著せざる や、 便ち 是れ 不善。 當 に惻隱 すべく して 

羞惡 し、 當 に羞惡 すべく して 惻隱 する が 如き は、 便ち 不是 なり」 と。 愚案ず るに、 程 

朱 心の 善惡を 論ずる こと 此の 如し、 是れ性 を 以て 理と爲 し、 心 を 以て 知 覺虚靈 と爲す 

の說 なり。 性 心 は 善悪の 論ずべき なく、 只 だ 氣禀の 成る 所に 因り、 或は 善， 或は 不善 

なり。 學 問の 道 は 他な し、 其の 氣禀 習染の 因る 所 を 正し、 詳 かに 學び審 かに 問 ひ、 愼 

んで思 ひ 明かに 辨 ずると き は、 其の 邪 正 是非、 其の 理 甚だ 究 まる。 此に 於て 固く 執り 

て 篤く 行 ふとき は、 日用の 間、 事物の 應接、 身體の 動靜、 各. - 節に 中り て 通せざる 所 
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なし。 心性 初めて 明かに 初めて 善に して、 昏昧 不善な し。 心性 は 只 だ 生々 の理 息む こ 

となく， 能く 虚靈し 能く 感通 知識す。 善惡を 以て 之れ を 論ずべ からず。 善惡 は氣禀 S3 

染に 因り 來る 底な り。 

或 ひと 問 ふ、 「赤子の 心 を 以て 已發 と爲す は、 是 なり や 否や」。 程 子 曰 はく T 已に發 

して 道 を 去る こと 未だ 遠から ざるな り」。 曰 はく、 「赤子の 心と 聖人の 心と は 若 何」。 

(1 一一) 

程 子 曰 はく、 「聖人の 心 は 明鏡止水 なり」 と。 呂與叔 曰 はく、 「赤子の心は^2-心なり。 

こころ  - 

夭の 衷を 降す 所以、 民の 天地の 中を受 くる 所以な り。 寂然と して 動かず、 虛明 純一 に 

して 天地と 相似し、 神明と 一たり。 傳に曰 はく、 『喜 怒 哀樂の 未だ 發 せざる 之れ を 中と 

謂 ふ』 と は、 其れ 此れ を 謂 ふか。 此の 心 自ら 正し。 人 を 待って 而る後 正しき にあらず。 

5 しな 

而 して 賢者 は 能く 喪 ふこと なし」 と。 是れ 等の 說、 赤子の 心 を 以て 人の 本心 を 見る ベ 

しと 爲す。 師曰 はく、 氣質 未だ 全から ざれば 乃ち 性 心 も 亦 全から ず。 赤子 は氣質 未だ 

全から ず、 故に 情欲 太 だ 薄し。 此の 心 を 以て 中と 爲し 正と 爲すは 大いに 差 了れ り。 赤 

子の 性 心に 於け る や、 尤も 生々 無 息に して 感通 知識 も 亦淺薄 底な り。 程 子 は 以て 道 を 

去る こと 遠からずと 爲し、 呂氏は 以て 天地と 相似し 神明と 一 なりと 爲す も、 此れ等の 


(五) 孟子 tt 

g 下 JlSSS 十二 
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說 更に 通 ぜず。 昏昧愚 蒙に して 感通 知識の 淺 薄なる を 以て、 大地 神明の 理と爲 さば、 

乃ち 草木の 識 なく、 昆 蟲の裹 動せ る、 皆 以て 良心な らん や。 「大人 は 赤子の 心 を 失 は 

ず」 とい ふ は， 其の 純一 にして 欲 を 營み知 を 巧に する の 思な きに 取れり。 豈 大人に し 

て 赤子 童 蒙の 昏愚底 を 以て、 我が 本心と 爲し來 らん や。 赤子 は氣質 薄く して 其の 心 亦 

厚から ず、 其の 長ず るに 及びて 氣質 全く 具 はり、 其の 心 尤も 厚し。 竟に 情欲の 流蕩放 

僻に 因って、 疑惑 昏昧雜 り 出づ。 聖人 敎を 立て 道を修 むる の 用 此の間に 在るな り。 敎 

に 因って 道を修 むる とき は、 初めて 天地の 大源を 知り、 人の 人た るの 地に 安頓 十。 是 

れ 天命の 性 心なり。 朱 子亦呂 氏の 說を 詰りて 曰 はく、 「赤子の 心 は動靜 常な く、 寂然 不 

動の 謂に 非ず。 故に 之れ を 中と 謂 ふべ からず」 と。 程 子 は 聖人の 心 を 以て 明鏡止水と 

爲す。 是れ格 致の 功盡 して 適く として 節に 中らざる なきな り。 若し 心の 體を 以て 明鏡 

あやま 

止水と 爲 さば 甚だ 差 了れ り。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく 、「人心 必ず 止まる 所 あり、 止まる ことなき とき は 物に 聽ふ、 

惟れ 物 之れ 聽 はば、 何 ぞ往く 所と して 妄 なら ざらん や」 と。 叉 曰 はく 、「人心 は 繁る所 

ある を 得ず」 と。 叉 曰 はく 、「人心 常に 活を 要する とき は、 則ち 周流 究り なくして 一隅 
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に 滞らず」 と。 此の 說 或は 止まる 所 ある を 以てし、 或は 繁る 所な きを 以てす。 師曰は 

く、 人心 は 只 だ詳に 其の 理を盡 し、 情の 發 して 節に 中る に 在る のみ。 是れ 心の 應 用な 

り。 詳に 其の 理を盡 し 來れば 止まる 所 あり、 周流す る 所 あり、 流行 活 然として 至靈至 

妙な り、 更に^ 法の 求尋 すべきた し。 

二)  (11 ) 

n)  或 ひと 問 ふ、 明 道が 張子に 答 ふる 定性の 書 は 如何。 師曰 はく、 朱 子 曰 ふ T 定性 書の 

にあり 3^ 出 

ー篇 『廓 然として 大公、 物來 つて 順應 す』 の 二 句 を 出づる ことなし。 自 後の 許 多の 說 

1R« 九十 五に  (1=)  とど i 

a づ  話 は 都て 只 だ 是れニ 句の 注 脚な り。 『其の 背に 及って 其の 身 を 獲ず、 其の 庭に 行きて 

0 一)  _» の 》!  一- 5 

ひ Isli" 其の 人 を 見ず』 と、 此は 是れ廓 然として 大公 を說 く。 『孟子 曰 はく、 智に惡 む 所の 者 

(2:〕  i は 其の 馨 する が爲 なり』 と， 此は是 れ物來 りて 順應 する を說 くな り」 と。 此の 解 太 だ 

窗ド 0 第- 一 十  かに 5 がつ 

なり。 明 道 云 はく、 「事物 を惡 まず、 亦 事物 を逐 はず。 今の 人惡 むと き は 全く 之れ を 

ioc-  ひき も  さ  ひろ  つぶさ 

S  絶ち、 逐 ふとき は 物の 爲に 引將ち 去らる。 惟 だ 拒まず 流れず、 泛く應 じ 曲に 當る とき 

istt 九十 五 に 

* づ  は 善し。 蓋し 桢渠は 外物 を絕 つて 其の 內を定 むる に 意 あり。 明 道の 意 は以爲 らく T 須 

らく 是れ內 外 合一 なるべし。 動 も 亦 定まり 靜も亦 定まる とき は、 物に 應 ずるの 際 自然 

に 物に 累 はされ ず」 と。 是れ 張子 . 程 子が 意な り。 然れ ども 只 だ 事物 を惡 まず、 亦 事 


物を遂 はざる を 謂 ひて、 其の 用 敎を謂 はざる とき は、 何れの 處を 以て 節に 中る と 爲し、 

何の 應を 以て 曲に 當 ると 爲 すか。 若し 意見 を 以て 推し 來 らば、 皆 己が 私に して 其の 實 

を 得べ からず。 其の 用敎、 定を 以てせん とならば 其の 定も亦 審に究 むる こと あるべし。. 

詳に亂 さ ざれば、 定は是 れ繁縛 底な り。 

或 ひと 問 ふ、 「廓 然として 大公、 物來 つて 順應 す」 の 二 句、 定性 書の 耍語說 き 得て 好. 

し、 然して 其の 地に 至る の 工夫 如何。 師曰 はく， 來問 尤も 好し。 明 道 指す 所の 瘸然大 

公 は 知るべからず。 其の 語說き 得て 好し と雖 も、 若し 意見 臆說を 以て 究め 推す とき は、 

no 朱 廊然 大公の 義甚だ 差/ れり。 朱 子 曰 はく T 聖人 は 自ら 聖人の 大公 あり、 賢人 は 自ら 賢 

«?卷 九十. f- に  か 

If じ 但し 抄 人の 大公 あり、 學者は 自ら 學 者の 大公 あり。 大公 は是れ 順應を 包ね 說く。 公は是 れ忠、 

$^^ー頁|1ー 便ち 是れ 『維れ 天の 命於穆 として 已 まず』 なり」 と。 黄餘曰 はく、 「蓋し 遽に 其の 怒 を- 

忘る る を 以て 大公と 爲す」 と。 愚 謂へ らく， 大公 は 聖人 賢人 學者 各.^ 以て 大公 ありと 

いふ、 是れ朱 子の 說 なり。 凡そ 大公 は 聖人より 學 者に 至る まで 差別すべからず、 差別. 

し來 らば 乃ち 大公なら ず。 案ずる に、 大公 は 天地の 大德、 道の 大源 * 古今 を 以て 變ず 

ベから ず、 聖愚を 以て 改 むべ からず。 心性の 究め 盡す こと 此の 大公 を 期 十るな り。 事 

^學十 性 心  三 〇 九 


(一) » 中に 

n? も 外 R も 

除く に！ 8規 た 

らば， 将に東 

に拔 して 西に 

生す る を 見ん 

t するな り- 

：:^ て 除く 

ベから 1_= るな 


(二. -  !r« 先 
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物の 應接も 亦 此の 大公 を 期す るな り。 此の 大公 は積累 して 究め 盡 すに 在らず して は， 

更に 得べ からず。 直に 廓然 大公 を 以て 說き來 り、 此の 句 を 以て 工夫 を爲 し、 定性の 應 

用 を 思量 すれば、 乃ち 竟に 得べ からず。 明 道の 語意 甚だ 高く して、 後學に 益な く、 聖 

學に弊 あるな り。 

或 ひと 問 ふ、 定性 書に 論ずる 所、 固に 是れ外 誘 を 除く に 意 あるべからず。 然して 此 

れは 地位 高き 者の 事な り。 初學に 在りて は、 恐らく は 亦然ら ざる こと を 得ざる や 否や。 

師曰 はく、 定性 書の 論ずる 所、 都て 太 だ 高し。 事物 を 悪まず、 事物 を遂 はず、 將迎な 

く內 外な し。 外 誘 を 除く に 意 あるべからず 等の 語、 殆ど 老莊釋 氏の 書より 出で て、 聖 

門の 敎に 在らず。 聖人の 道 は 只 だ學問 思辨の 格物致知に 在り。 其の 積累迹 なきに 至り 

て は、 外 誘 を 除く に 意 あるべからず と雖 も、 是れ 安行の 謂に して、 意 あるべからず と 

謂 ふべ からず。 學者 此の 說を 期し 来らば、 竟に 異端の 高尙に 入らん か。 

或 ひと 問 ふ、 定性の 說 如何。 師曰 はく、 朱 子 は 曰 ふ、 「定性 は存 養の 功 至って 性の 本 

然を 得るな り。 性 定まる とき は 動静 一 の 如くに して 內外 間な し。 大地の 天地た る 所以， 

聖人の 聖人た る 所以、 其の 定を 以てせ ざらん や。 君子の 舉も亦 以て 定を 求む るの. み」 


(二) 大模經 

二 節 

S 范！ a 禹、 

»; 夫 は その 字。 

この * のこと 

朱； ナ 語類 卷五 

十九に 出づ 

(五) 吿子上 

a 第 八 章。 牛 

山の 木 実な り 

しも、 必要 あ 

りて 伐れば 禿 

山 i なる。 人 

の A 心 も 物欲 

に蔽 はれ 易き 

故に、 布 S の 

功 も 翁せ よと 

い ふ 意味の 敎 

な 含め る 一 

t!S なり" その 

末^に、 「孔子 

曰、 操 則存、 

舍則 亡、 出入 

無レ 1- 、莫レ 知， 一 

其鄉 T 惟 心 之 

SS 與」 i あり 

(六) 朱 子 語 

節 卷五 十九に 

出づ 

(七) 同前、 

但し x{+ に 多 

少相 3^ あり、 

或は 他に もこ 


と。 愚 謂へ らく、 定の字 未だ 審 ならず。 性 心の 用 は 只 だ 格物致知の 間に 在り。 學 者定- 

(三) 

性の 說に 因りて 專ら靜 を 執りて 主張と 爲す こと を 求む るな り。 「止まる こと を 知りて 

而 して 后に 定まる」、 是れ 聖人の 敎 なり。 直に 定性 を 以てする とき は、 格 致の 力 を 措 

いて 默識心 通せん こと を 欲し、 高尙の 工夫 を 爲し來 る、 尤も 聖人の 學に 非ず。 凡そ 後 

世の 學者 切に 虚靜を 認めて 以て H 夫と 爲す。 象 山の 陸 氏人に 敎 へて 放心 を 求めし むる 

に、 則ち 是れ靜 を 主として 以て 精神 を收 拾す とい ふ、 是れ 定性の 說に 近し。 先 儒 定性 

を 以て 定 心と 爲す は、 是れ 性は定 むべき なし、 心の 知覺定 むべ しとの 謂な り。 案ずる 

に、 心性 本と 一な り、 只 だ 正 を 以てすべ きも、 定を 以てすべからず。 

或 ひと 問 ふ、 范淳 夫が 女、 孟子 牛 山の 章を讀 みて 曰 はく、 「孟子 心 を識ら ず、 心豈出 

入 あらん や」 と。 伊川 之れ を 聞きて 曰 はく、 「此の 女 孟子 を識ら ずと 雖も 却って 能く 心 

(七) 

を識 る」 と。 朱 子 曰 はく 、「此の 女 必ず 天資 高見に して、 此の 心 常に 湛 然として 安定し 

出入な きな らん。 然して 衆人 は 皆 此の 如くなる こと 能 はず。 若し 衆人に 通じて 之れ を 

論ぜば、 却って 是れ走 作 底の 物な り」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 范淳 夫が 女、 孟子 

を 以て 心 を 知らず と爲 す。 伊川 は 此の 女心 を識 ると 爲す。 太だ會 せず。 心を識 ると き： 

聖學十 性 心  三 一 一 
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C 湖 S あらん は 人の 大源を 知るな り。 先 儒 數輩皆 心 を 知らず、 故に 或は 理を 執へ 或は 知 覺を執 ふ。 

已に心 を識れ ば、 是れ聖 門の 舉道、 其の 用 初めて 明かなる べし。 心 を識ら ざれば 悉く 

精神 を 弄し 高 尙に馳 す、 聖學の 入門 を 知らざる なり。 此の 女 只 だ 運動 底 を 以て 心と 爲 

し、 精神 を 認めて 心と 爲し *  口に 信せ て 孟子 を 難ず るな り。 朱 子 曰 はく 、「心 は 却って 

あやま 

識り 易し、 只 だ是れ 孟子の 意 を識ら ず。 (ゆ ゑに) 此の 語 差 了れ り。 心 を 識れば 乃ち 孟 

子の 意 を 知る、 心 を識ら ざれば 乃ち 孟子の 意 を識ら ざるな り。 孟子 口 を 開けば 必ず 性 

心を談 ず。 性 心 を識ら ずして 孟子の 意を識 るべ けんや」。 愚案ず るに、 心の 說は 却つ 

て識り 易き も、 其の 應用 道に 當る は、 只 だ是れ 易しと すべから ず。 異端の 入定 坐禪樣 

(一) s» は 皆 心 を存し 心を識 るの 說 にして、 應事接 物の 時に 於て は、 事々 理に 中らざる 底、 是 

sfw の 申に れ 其の^ 心 識心已 に 差 ひ來れ ばな り。 今 予竊に 此の 論を爲 して 心の 說を盡 すと 雖も、 

(二 J  sfi、  みち 

p^^^. 其の 應用 道に 當る樣 は、 格 致 積累の 功に 在ら ざれば 得べ からず。 是れ 心の 說は 却って 

S お 識り 易く、 其の 應用 道に 當る こと は 只 だ是れ 易と すべから ざるの 謂な り。 

•-HiL て 功 8  ニー  (二)  (一-一) 

は 或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「張 天棋昔 嘗て 言 ふ、 『自ら 數： 牛 を 約し 牀に上 著して より、 

J-rtu 伊す 

IS.K^f 便ち 事 を 思 * する を 得ず。 事 を 思量せ ずして 後に、 須 らく 强 ひて 他の 這の 心 を 把り 來 


つて 制 縛すべし、 亦須 らく 寄寓して 一箇の 形象に 在ら しむべし』 と。 皆 自然に 非ず。 


■  資治？ a 

ei の 編者、 宋 

の 頃 11.5- at 光 

(五. - 以下 「分 

なり」 までの 

1 一一 5、  0S 

に 見え ii- 


(六) 禪 暴の 

題 を 提出す 

る を 云 ふ. 


司 馬君實 自ら 謂 ふ、 『吾れ 術 を 得たり、 只管に 箇の 中の 字 を 念ず』 と。 此れ 又 中の 爲に 

31)  めいぜん 

緊縛 せらる。 且つ 中の 字 亦 何の 形象 ぞ。 愚 夫の 思慮せ ざるが 如き、 冥 然として 知る こ 

となし， 此れ 叉 過と 不 及との 分な り。 其の 志 を 持して 氣 をして 亂 るる 能 は ざら しめば. 

しるし 

此れ 大いに 驗 あるべし」 と。 師曰 はく、 張 天 满牀に 上 著して より 事 を 思量し 得 ざらん 

ほっしき 

こ と を 約す、 是れ禪 の 坐禪拂 拭な り。 事 を 思量し 得ざる こと を 思量す， 甚だ 思量 底に 

落 在す。 他れ 這の 思量 麻の 如く 生ず。 故に 一箇の 心 を執捉 して 百の 思想 を斷 つ、 是れ 

公案 を提 撕し來 るな り。 司 馬 氏箇の 中の 字 を 念じて 百の 思量 を 制す、 是れ中 を 以て 思 

量に 易 ふるな り。 是れ 等の 說 甚だ 造作し 來る、 豈 聖人の 道な らん や。 道 は 須臾 も 離る 

ベから ず。 語 默動靜 日用 事物の 際、 皆 當然の 道 あり。 或は 事 を 思量し 得 ざらん こと を 

欲し、 或は 箇の 中の 字 を 念ずる、 無事 無 物の 時に 於て、 一箇の 有事 有 物 を 立つ、 是れ 

道 を 以て 日用 を 差別し 來る なり。 聖人の 道 更に 作爲 なし。 是れ等 は 皆 作 爲し來 つて 繋 

縛 十るな り。 程 子 は 以て 自然に 非ず と爲 す， 說き 得て 好し。 然れ ども 其の 志 を 持し、 

氣 をして 亂る こと 能 は ざら しむ、 是れ敬 をして 主張なら しむる ものにして、 所謂 主 1; 
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の 意な"。 是れ叉 張 -大祺 が 事 を 思量せ ざらん こと を 欲し、 司 馬 君實が 只管 筒の 中の 宇 

を 念ずる と、 其の 優劣 遠からず、 又 敬の 爲に繁 縛 せらる るな り。 只 だ 敬 は嚴肅 の味亂 

れ ざるの 樣 あり、 中の 字 は 形象の 捉 ふべき なし。 事 を 思量せ ざれば 亦 象な きも、 比 校 

し 來れば 敬の 字 少し 撿 束す るに 足る。 撿束底 は是れ 緊縛 尤も 大 なり。 各-心 を 味 ひ 執 

捉を 欲する の 弊此に 至るな り。 

或 ひと 問 ふ、 張子 曰 はく、 「心 を虚 にして 然して 後に 能く 心を盡 す」。 又 曰 はく、 「心 

わ-つら ひ  (I 一一) 

を虛に するとき は、 外 以て 累を爲 す ことなし」。 又 曰 はく、 「心 旣に虚 なるとき は 公平 

なり、 公平なる とき は 是非 瞭然と して 見易し」。 叉 曰 はく、 「心 淸む時 は 常に 少く、 亂 

さと  (®) 

るる 時 は 常に 多し。 其の 淸む時 は 卽ち視 る こと 明かに 聽 くこと 聰し。 四 支 鶴 東 を 待た 

ずして 自然に 恭謹 なり。 其の 亂 るる 時 は 是れに 反す」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 程 

子 曰 ふ、 「主 あれば 則ち 虚 なり」。 叉 曰 はく 、「主 あれば 則ち 實 なり」 と。 朱 子 之れ を釋 

(七) 

して 曰 はく、 「中に 主 あるとき は 外 邪 入る こと 能 はず、 其の 中に 主 あるより 之れ を 言 

へば、 則ち 之れ を 實と謂 ひ、 其の 外 邪 入らざる より 之れ を 言へば、 則ち 之れ を 虛と謂 

ふ」 と。 E つて 林擇之 一れ I 贴 5f」_$:Jt 之 が 作れる 主 一 の 銘を擧 げて云 はく、 「主 あると 


きは虚 にして、 神 其の 都 を 守る。 主な きとき は實 にして、 鬼 其の 窒を闞 ふ」 と" 是れ 

等の 說に 因れば、 張子が 所謂 虛は主 ありて 外 邪 入らざる の 謂 か。 是れ心 主張 を 安頓し 

L ぱら  >  たが 

了して 百の 思想な し。 故に 號 して 虚と曰 ふ、 少く 異端の 虚無に 差へ り.。 然れ ども 心に 

一箇の 主張 ある、 是れ虚 ならざる なり。 且つ 心 は 元と 虚靈 なり、 今 心を虚 にせん と 欲 

する、 是れ虚 中に 虚を覽 むるな り。 張子 繫著底 を 去らん と 欲し， 因って 心 虚の說 を 爲_ 

せり。 心の 緊著 多く は氣 質の 習染に 因れり。 格 致の 功積累 する に 非 ざれば、 遷轉 すべ 

からず。 今日 究理し 去り、 明日 格 物し 去って， 其の 知日に 新に 又 日に 新に して、 心 初 

めて 能く 遷轉 流行す。 張子が 曰 ふ 、「心 旣に虚 なるとき は 則ち 公平な り、 公平 なれば 則 

ち 是非 瞭然と して 見易し」 と。 愚案ず るに、 心 主 ありて 外 邪 入らず と雖 も、 公平と 謂 

ふべ からず、 是非 見易し と 謂 ふべ からず。 此は是 れ禪家 悟了 底の 說 なり、 更に 聖人の 

敎に 非ず。 心 主 あるとき は 外 邪 入る こと を 得ず、 都て 心に 一箇の 思念 底 ありて 他念の 

生ぜざる、 是れ 心焉に 在ら ざれば 見聞して 見聞せ ざるの 謂な り。 張子 心に 於て 主張 を- 

しばら 

立てて 之れ を 思念し 來る、 故に 外 邪 入らざる に 似たり。 少く 湛然靜 寂な り。 此に 於て 

味 ひ 来って 以て 公平と 爲し、 此に 於て 味ひ來 つて 以て 是非 見易し と爲 す。 是れ 心が く- 
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定まり 靜 にして 浮躁 紛擾な し。 故に 此の間 を 認め 得て 心虚の 說を爲 すなり。 寧 者 此の 

說に 丙ら ば、 多く 靜寂を 執り 浮 躁を厭 ひ、 日用 事物の 應接、 切に 靜坐を 好み 常 心 を 欲 

す、 是れ 聖人の 敎を 去る こと 遠く、 異端の 見に 入る こと 近し。 凡そ 動 靜虛實 共に 道の 

寓 する 所、 日用の 常な り。 若し 一 方に 落 在せば、 偏 倚 過不及な り。 張子が 「心淸 むと. 

は 是れ又 心を虛 にす るな り」 と 曰 ふ は、 尤も 異端の 說に 近し。 熟 譲して 初めて 覺 るべ 

し。 

n)  sss 或 ひと 問 ふ、 橫渠の 云 はく、 「心 は 洪放を 要す」。 又 日 はく、 一心 大 なるとき は 則ち 百 

5SR に 出づ 

つじ ほ" 物 皆 通じ、 心 小なる とき は 則ち 百 物 皆 病む」。 又 曰 はく、 「常 心 は 少し」 と。 師曰 はく- 

心の 大とは 寛 平 弘遠 を 指し、 心の 小と は 偏 陋固淺 を 指す。 其の 說 尤も 好し。 其の 百 物 

皆 通ず と 曰 ふ は 未だ 會 せず。 事物の 理を 究め 得ざる とき は贯 通すべき の處 なし。 常 心 

の說、 予 久しく 之れ を 執る、， 且つ 常の 一字 を 祸げて 戒と爲 し、 以て 心亂 るれば 多く は. 

放 僻 遺失 十、 此の間 速 かに 這箇の 常を認 得し 來れ ば，、 客慮少 くして 知 明かな りと 爲せ 

り。 ■ 一間 竊 に以爲 らく、 紛擾 十べ からざる の 地に 紛擾す る 底 は、 是れ格 致の 功 積ま ざれ 

ばな りと。 格 致の 功 を 加へ ざれば、 只 だ 常に 復 らんこと を 欲する も、 是れ 得べ からず- 
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切に 手 を 下し 常に 復 する こと を 得る も、 亦 只 だ沈默 底に して 事物に 益な し。 雖 常に 一 ぼ 

十る も 像て 格 致せざる の 知 は、 如何 ぞ 俄に 貫通す る こと あらん や。 今 案ずる に， 事物 

の理を 究めず して 常 心 を 言 ふとき は、 老子の 常を觀 じて 其の 曰 用靜寂 沈默を 好み、 其 

t ばら 

の應接 重缓に 過ぐ る もの にして， 輕忽に 比する とき は少く 優る こと あるに 似た る も、 

輕忽も 亦 事物に 因りて 大益 あり、 優劣 を必 とすべからず。 張子が 常 心の 言 も 亦 此の 弊 

あるか。 

或 ひと 問 ふ、 唐の 孫 思 邀云は 

欲す」 と。 師曰は 

に屬 す」 と。 思邈の 所謂 大小 は 其の 指す 所 明かなら ず。 膽大 なるとき は 懼れず 屈せず 

あら 

して 大任に 當 るの 謂に して、 氣 質の 厚 を 指す。 心 小 は 能く 思量して 齒 からざる の 謂 か 

然して 懼れず 屈せず して 大義に 任ずる の 用 は、 是れ 心に あらず して 何ぞ や。 思 邈の所 

謂 膽大は 只 だ 質の 厚 を 指す 底な らん。 思邀 只だ醫 術に 通ず るの み、 其の 言稱 する に 足 

或 ひと 問 ふ、 或 ひと 曰 はく T 覺 は是れ 人の 本心、 泯滅 すべから ず、 故に 間に 乘 じて 

とる 
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r 膽は大 ならん こと を 欲して、 心 は 小な らんこと を 
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白 虎 通に 曰 はく、 「膽は 肝の 府 なり、 肝 は 木の 藏 なり、 肝 瞻は勇 
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は 

發 見の 時 は 直に 是れ昭 著 十。 物と 雜ら ず。 此に 於て 自識 するとき は、 本心の 體卽ち 其 

の眞を 得」。 上蔡 謂へ らく、 「人須 らく 是れ 其の 眞心 を識 るべ し。 蓋し 此の 心 或は 燕 閑 

「二)  (三) 

靜ー の 時に 昭 著し- ！ ぶ 或は 事物 感動の 際に 發 見し、 0.UMr^&^^^. 

.^^u 或は 之れ を 文字に 求めて 怕 然として 得る こと あり、 tpfias，SK"，s!^ 

或は 之れ を 議論に 索め て恍 然として 悟る こと あり。 、の i 本， れ極？ J"g?:^fl!::  S 

I- ばらく あつ 

凡そ 此れ 恐らく は皆是 れ覺處 ならん」。 朱 子 曰 はく、 「論ずる 所 甚だ 精し」 と。 此の 覺 

の說 如何。 師曰 はく、 此の所 謂覺は 所見 あるの 謂な リ。 所見 あるとき は辠 必ず 意見に 

落ち、 竟に 異端の 悟道 見 性の 說に 到る。 凡そ 意見 ある 底 は、 备. - 聖人の 言行 を W て 「し 

が 所見に 陷れ、 萬殊を 率ゐて 一見に 定め 來り、 此の 關に 留まりて 極と 爲し、 見聞 覺知 

の 及ぶ 所 を 誘 ひ、 之れ をして 這箇の 地に 入れし む。 是れ 意見の 誤な り。 聖人の 敎は詳 

かに 其の 事物の 極 を 究めて、 之れ を 推す に 已むを 得ざる の理を 以てし、 之れ を定 むる 

に 天地 公大の 則 を 以てす。 初めて 其の 理 明かに 其の 則 正しう して、 夭 地に 夏り 鬼神に 

通じ * 幽明 盡く 感ぜざる なし。 今來 問す る 所の 覺は、 間に 乘じ發 見す るの 時に、 是れ 

昭著 十る 底、 尤も 微 にして 盡し 難し。 況ゃ氣 に 厚く 習に 久しき の 徒 は、 燕 閑靜ー の 時 
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は 不善 を爲 して 至らず とい ふこと なく、 事物 感動の 際 は、 皆 己が 習 ふ 所に 從ふ。 故に 

文字の 熟讀講 論の 討 習 自暴自棄し 來 りて、 或は 意見 を 立て、 或は 所見 ありて、 恍惚 

髴を 認め 得て 覺と爲 す。 豈 聖人の 敎 からん や。 是れ より 學者 大いに 精神 を 弄し 虚 遠に 

馳 せて、 高尙の 一句 を 味 は ひ來れ るな り。 

I  つね ナん 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 曰 はく、 「孔門 毎に 見を說 き、 陸 擧も亦 毎に 見を說 く」。 論語に 曰 

一 w>  まじ は くびき  M へ 一  (七) 

はく、 「前に 參り衡 に 倚る， 一。 曰 はく、 「立つ 所 あるが 如く 卓爾 たり」 と。 大學に 曰 は 

く、 「謁の 天の 明 命 を 顧る」 と。 此れ 孔門の 所謂 見なり。 楊 慈 湖 曰 はく、 「鑑 中の 萬 象」 

と。 徐仲誠 曰 はく、 「鏡 中 花を觀 る」 と" 陳白沙 曰 はく、  r 隱 然として 呈 露し 常に 物 あ 

るが 若し」 と。 此れ 禪 陸の 所謂 見なり。 此れ等の 處 甚だ 相似たり。 是れ 孔門 又 所見 あ 

るの 說か。 師曰 はく、 孔門 竟に見 を 謂 はず。 前に 參り衡 に 倚る は、 是 れ敬戒 なり。 立つ 

所 あるが 如き は德の 高き を稱 するな り。 明 命 を 顧る は 天德を 期す るな り。 JH- ぞ 見と 謂 

ふべ けんや。 陸 子の 學は 悟了 底 を 立て 来り、 本然の 性を認 得す。 是れ覺 見の 弊な り。 

或 ひと 問 ふ >  胡文定 公が 所謂 「起らず 滅 せざる は 心の 體、 方に 起り 方に 滅 する は 心 

の 用， 能く 常に 操りて 有する とき は、 一 曰の 間 百 起百滅 すと 雖も、 而も 心 固に 自若た 
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り」 と。 朱 子 曰 はく、 「是れ 好 語な り、 但だ讀 者當に 所謂 起らず：^ せざる 者は是 れ槐然 

として 動かず、 知覺 する 所な きに 非ず と 知るべし。 又 百 起 百 滅の中 別に 一物の 起ら ざ 

る滅 せざる もの あるに 非ず。 但だ 此の 心瑩 然として 全く 私意な し。 是れ 則ち 寂然 不動 

(一) の 本體、 其の 理に 順って 起り 理に 順って 滅す、 斯れ 乃ち 『感じて遂に天下の^^に通 

辭 上 ISiiS づ 

ず』 る 所以の 者と 云 ふの み」 と。 師曰 はく、 胡 氏が 所謂 起 滅の說 は 異端の 說 より 出で 

來 るな；^。 愚 謂へ らく、 心 は 唯 だ生氣 流行して 留まらず、 起滅を 以て 論ずべき なし。 

凡そ 起滅は 心、 物に 應 ずる を 起と 爲し、 物 去り 心靜 なる を 滅と爲 す。 然れば 則ち 動靜 

を 以て 起 滅と爲 すなり。 動静の 外起滅 あるべからず。 心の 應用 は是れ 動？^ なり、 起滅 

の 字 を 以てする とき は、 靜を 以て 滅と爲 すなり。 心 は 唯だ靜 なり、 滅と謂 ふべ からず。 

心 唯 だ 動な り、 起と 謂 ふべ からず。 七 情の 發 する は是れ 動な り、 七 情の 未だ 發 せざる 

は、 是れ靜 なり-。 起らず 滅 せざる を 心の 體と爲 す は、 不生 不滅 を 以て 心と 爲 すなり。 

其の 不生 不滅 底 は、 是れ 異端の 說 にして 文義 甚だ 害 あり。 

或 ひと 問 ふ、 先 儒 皆 謂へ らく、 「心の 體 固に 本と 靜 なり、 心の 用 固に 本と 善な り。 然 

して 亦 動ぜざる 能 はず、 流れて 不善に 入らざる に 非ず。 然れ ども 亦 之れ を 心と 謂 はず 


んば あるべからず、 但だ 其の 流れて 不善に 入る は、 物に 誘 はるるな り。 數，' 紛擾 十れ 

ば 止まる 所な し。 各 ~ 心の 本然の 體 用と 謂 ふべ からず」 と。 此の 說に 依る とき は、 靜 

と 善と を 以て 心の 體 用と 爲 すなり。 師曰 はく、 動 靜と善 不善と は 心の 事物に 應接 十る 

底な り、 心 更に 之れ に預ら ず。 心 は 生々 息まず 能く 虚靈 にして 感通 知識す るな り。 體 

用 を 論ずる とき は、 性 を W て 體と爲 し 情 を 以て 用と 爲す。 其の 善に 至り-て は 是れ格 致 

の 力なり。 動 靜は只 だ 節に 中る を 以て 敎と爲 す。 先 儒 虚靜を 以て 主と 爲し善 を 以て 本 

然と 爲す、 故に 此れ を 以て 心の 體用を 論ずるな り。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 「人 無心と 說 くもの あり、 無心 は 便ち 是 ならず、 只 だ當に 

私心な しと 云 ふべ し」 と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 ゆ E に 心 をして 私意に 至るな からし 

むと 云 ふべ し、 是れ 乃ち 心 を 正すな り。 程 子の 說 尤も 可な り。 

或 ひと 寐 夢の 說を問 ふ。 師曰 はく、 寐夢を 以て 能く 心の 虚靈 にして 感通 知識す る こ 

と を 知るべし。 凡そ 人の 夜間 夢 ある は、 多く は 一 日 接し 來る底 を 知識して 思夢寸 るな 

り。 亦 數十年 前の 事 夢に 之れ を 見る 者 あり、 是れ 心中 舊と 此の 事 あれば なり。 又 睡眠 

の 間 傍人の 語る 所、 音聲の 入る 所、 手足の 觸 るる 所、 悉く 夢中に 計 會し來 つて 數般の 
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夢を爲 す。 是れ 心虚靈 にして 觸 るる 所 能く 感 通し 能く 知識す るな り。 身 體^ ^だ 困勞す 

れば、 乃ち 夢な し。 是れ氣 厚う して 心 之れ に從 へばな り。 人心 は 本と 靜 にして 本と 善 

ならば、 ^裏に 外物の 應接 十る ことなく、 私欲の 誘 率す る ことなく， 夢中 只だ靜 にし 

て 夢な し， 夢み る も 亦 本然の 善 を 夢むべし。 夢中 皆從 前の 事 を 夢み て 更に 天命の 善 を 

夢み る ことなし。 是れ 心の 感通 只だ氣 質の 習染に 因る こと 必 せり。 凡そ 人 は 夢み ざる 

^c+-^i ことなし、 是れ又 心の 生々 息む ことなき なり。 伊川 曰 はく T 人 夢寐の 間に 於て 亦 以て 

づ  in 家學ぶ 所の 淺深 をト ふべ し」 と。 此の 語說き 得て 太 だ 好し。 心 は 夢寐の 間に 於て 其 

の習來 する 所 を 明白に 自 知すべく、 更に 奇巧 底な し。 

「) <si  或 ひと 問 ふ、 聖人に 夢な しと。 孔子 嘗て 夢に 周 公 を 見る は當に 如何。 師曰 はく、 聖 

-.gussK 意に、  十べ 

「Ji*.ff 也 Bi 人に 夢な きの 語 未だ 審 ならず。 聖人 何ぞ 夢な からん や。 都て 氣質 生々 あるの 輩 は、 聖 

ス«^  ？ 

P  賢愚 不肖 を 分たず 此の 心 流行 運動して 少 くも 止まらず、 能く 感 通し 能く 知識す。 身體 

に動靜 屈伸 ありと 雖も、 這 箇の心 は恆に 生々 のみ， 故に 假寐の 間 も 夢な くんば あらず。 

其の 夢み る 所 善 不善 ある は、 是れ 習來の 是非 積 累の舊 新に 因るな り。 夫子 周 公 を 夢み 

るの 事、 一 夢寐と 雖も 此の 大道 を 忘れず、 道の 行 はるべき を 期す る こと 周 公 を 以てす 


(三) 李, 

is 出 二  ra 九 頁 

S 照 


へ SI) 孟 14- 吿 
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章の 言 


ri) 朱 子 語 

類卷 五、 性理 

二に 出づ 


れば なり。 夢寐 は 聖人と 雖も猶 ほ 人の ごとし、 只 だ 夢み る 所 其の 差 あり。 聖人 夢な し 

の 語 を 解す るに、 聖人 惑な しの 說を 以てする こと、 是 れ亦附 會の說 なり。 

或 ひと 問 ふ、 李 愿仲虚 一 にして 靜 なる を 以て 心の 用と 爲す、 如何。 師曰 はく、 是れ 

亦 程 子 . 張子が 虚靜主 一 の說 なり。 多く は 異端の 說に落 在す。 都て 周 子より 李 僩に至 

るまで、 皆 其 の 舉流這 裏に 在り 。 朱 子 に 至り 、 少く 究理 の 論 を 立 て、 殆ど 聖人の 敎に近 

むね  もや ま 

く. 大いに 學 者の 用に 益 あり、 然して 其の 指と する 所 叉 差 了ち 來る、 尤も 惜しい 哉。 

或 ひと 問 ふ、 一仁 は 人の 心なり」 と。 仁 を 指して 心と 謂 ふべき や。 師曰 はく- 人の 心 

は 只 だ 生々 止まず。 生々 止まざる 底 是れ用 ひ 来れば 仁な り。 仁 を 指して 心と は 謂 ふべ 

f 五 一 

からず。 仁 は 生々 の理、 物に 應 ずるの 名 なれば なり。 伊川 曰 はく、 「心 は譬 へば 穀 種の 

如く、 生の 性 は 便ち 是れ 仁」 と。 愚 謂へ らく、 生の 性 は 性な り、 仁 は已發 の刚靈 底な 


或 ひと 問 ふ、 象 山の 陸 氏 は 精神 知覺を 以て 心の 應 用と 爲す。 是れ禪 學の說 >  所謂 知 

の 一 字、 衆 妙の 門。 「覺 ると き は 則ち 了せ ざる 所な し」 と 曰 ふ。 陸 氏 曰 はく、 「精神 を 

收拾 すれば 萬 物皆備 はる」。 楊 慈 湖 曰 はく、  r 鑑 中の 萬 象」。 陳白沙 曰 はく- 「一片の 虚 

^學十 性 心 


語；， 樹卷第 四十 二  三 二 四 

靈に 萬- 存 す」。 王 陽 明 曰 はく、 「心の 良知」 と。 皆是れ 精神 知覺を 以て 心の 用 を 言 ふ 

ものな り。 先 儒 曰 はく、 「孔孟 皆 義理 を 以て 心の 用 を 言 ふ。 聖賢の 舉 は心學 なり。 禪 

舉. 陸 學も亦 自ら 心學 なりと 謂 ふ も、 心 を 言 ふ 所以 は 則ち 異なるな り 」 と。 

は  むね 

師曰 はく、 睦氏. 王 氏の 徒 は 全く 異端に 陷り、 高く 虛 遠に 鷲せ、 其の 指と する 所 亦 

心性 を 以て 本然 明白に して 道義 存 すと 爲す。 睦舉の 所謂 卽心 是れ 道な り。 51 慈 湖が 詩 

に 云 ふ、 「此 道元 來卽是 心」 と。 王 氏 曰 はく、 「良知の 作用、 是れ 心の 作用 を W て 善と 爲 

し 明白と 爲し、 竟に 心の 作用 を 竞め來 るな り-。 先 儒の 所謂 義理の 心 も 亦 之れ に 異なら 

二)  二) 

お 十 ST ず」。 愚 謂へ らく、 孔子 は 心性の 作用 を認得 十る こと を說 かず、 適 もな く莫 もな し。 這 

「B 子の fK 下 

^^0^^ 筒の 義に 因りて 爲し來 る 底な り。 這箇 の義、 是れ 究理より 顯 出し 來る。 孟子 n を 開け 

たきな. n -」 と。  「二 一  .  (15 

gi-C もな く 故 ば 心性 を 論じ、 曰 はく 、「仁義 禮智は 心に 根ざす」。 曰 はく、 「豈 仁義の 心な からん や。 

じ i^.、， ヒ 曰 はく 「人に 忍びざる の 心」。 曰 はく、 「仁 は 人の 心なり 一と。 是れ 入の 義理に 厚く、 

*fs?:; 十  一 nsf  さと 

r,. ご 吿子上 其の 感通 知識す る 底， 義理に 喩 きの 謂な り。 故に 或は 盡と曰 ひ、 或は 存 養と 曰 ひ、 皆 

© あ 八 章 

に^^%八^?- 事物の 橘を究 むる こと を專ら とす。 後世に 至りて 人心 道心 を 分ち て 二 筒と 爲し、 氣質 

a.fi. .大 命 を 以て 兩 般と爲 し、 靜 中に 一 筒の 主 を安頓 して、 人心 をして 此の 命を聽 かし めん 


と 欲し- 竟に格 致の 功を闕 く。 此に 於て 學者 切に 工夫して 虚靜 を專ら とし、 心の 作用 

を認 む。 其の 禪 • 陸. 王 氏の 擧を 去る 殆 幾し。 只 だ 其の 言 辭の數 > '異なる のみ。 

或 ひと 問 ふ、 精神 靈覺の 用 は 尤も 至妙に して、 朱 子の 語類に 乃ち 謂 はく、 「祌は 只 だ 

S 晦廐先 是れ 杉より して 下なる 者」 と。 文集の 釋氏 論に 曰 はく、 「其の 指して 識心見 性と 爲す所 

生 朱 文 公文 集 スォ 3  一 M  く 

1 卷 < に 出 の 者 は、 實に 精神 魂魄の 聚に 在り」 と。 而 して 吾が 儒の 所謂 形より して 下なる 者と い 

ふ は何ぞ や。 師曰 はく、 朱 子の 大學或 問の 中に 心 を 論ずる 處、 毎々 虚と言 ひ 靈と言 ひ" 

(七) 

或は 虛 明と 言 ひ 或は 神明と 言 ふ。 孟子 盡 心の 注に 云 はく、 「心 は 人の 神明な り」 と。 お 

。は £ 亡 出入の 集注に は 以て 心の 神明 不測と 爲す。 心 說を著 はして 曰 はく 、「故に 體は 方寸の 

じく：^: 子上篇 

第 八き 「操 問に 具 はると 雖も、 其の 體 たる 所以. は、 則ち 實に 天地と 其の 大を 同じう す。 萬 物 は 蓋 

1  ベ， し備 はらず とい ふ 所な くして、 而も 一 物 も 是の理 の 外に 出づる ことなし。 用 は 方寸の 

す  間に 發 すと 雖も、 而も 其の 用た る 所以 は、 則ち 實に 天地と 枏 流通す。 萬 事 蓋し 霞 かざ 

る 所な くして、 一 理も 事の 中に 行 はれざる なし。 此れ 心の 妙た る 所以に して、 動靜を 

貫き 顯微を 一 にし， 表裏に 徹し 始終 間な き 者な り」 と。 愚 謂へ らく、 心の 體用 は、 能 

く 義理 を究 むる に 至る とき は 已に犬 地と 參 たり、 其の 象 ある を 指 十と き は、 形より し 

. ^學十 性 心  三 二 五 
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て 下なる 者な り。 祌は 不測の 謂に して 尤も 妙靈 なり。 然れ ども； 大地の 大道より 見來れ 

ば、 形より して 下なる 者な り。 狐裡の 能く 他に 通じ 妖 物の 能く 物 を 感ずる、 不測と 謂 

ふべ く、 精神 ありと 謂 ふべ く、 靈 妙と 謂 ふべ し。 然れ ども 太 だ 形より して 下なる 者な 

り。 人心の 用 不測と 謂 ふべ く、 精神 ありと 謂 ふべ く、 靈 妙と. 謂 ふべ し。 然れ ども 其の 

ざ」 J 

極 を 究めざる とき は、 只 だ昏蔽 して 利に 喩く、 尤も 形より して 下なる 者な り。 但し 其 

の 形體に 比すれば 形より して 上なる 者な り。 朱 子 は 形より して 下なる 者と 謂 ふ。 其の 

說 大いに 當れ り。 禪睦王 氏 各-精神 靈覺を 認め、 其の 妙 用 を 以て 工夫 を爲 す、 是れ形 

迹を 執るな り。 睦學に 曰 はく、 「鏡 中に 花を觀 る」。 曰 はく、  r 鑑 中に 萬 象形 迹顯 はる」 

と。 是れ 這箇の 虚靈を 認め 得て 實 用と 爲し來 る。 其の 形より して 下た る こと 疑な し。 

案ずる に、 心に 定論な くして 理を 究め 道を盡 すと き は， 其の 精神の 感通 知識す る 所、 

皆 形より して 上なる ものな り。 理を 究め 道を盡 さず して 靈妙 を？ し 高談 を 好む は、 共 

に 形より して 下なる ものな り。 心の 虚靈感 通 知識す る 者 は、 天地 二 氣の妙 用に して * 

其の 形體に 比すれば 形より して 上な り。 

ひと 問 ふ、 陸 氏 精神 を牧斂 する こと、 孟子の 放心 を 求む ると 甚だ 相似たり。 師曰 


はく、 孟子の 放心 を 求む とい ふ は. 是れ 放の 字 重し。 陸 氏 は 精神 を收斂 する も， 精神 

は收斂 すべ きな し。 是れ 方形な きの 地に 於て 方形 を竟 むるな り。 

或 ひと 問 ふ、 程 朱 は 是れ將 に 放心 を 求めん として 敬 を 主と 做し、 看て 以て 學 問の 基 

と爲 す。 陸 氏人に 放心 を 求む るを敎 ふるとき は、 是れ靜 を 主と し 以て 精神 を牧 拾し， 

とど 

心 をして 一事に 泊まらし めず、 復た 言語 文字 を 以て 意と 爲 さず。 是れ程 朱 陸が 放心 を 

求む るの 差 か。 師曰 はく、 共に 孟子 放心 を 求む るの 說に 非ず。 放心 を 求む る は 格 物 致 

知の 功に 在り。 敬 を 以て 主と 爲す も、 靜を 以て 主と 爲す も、 各 一 事 を 以て 一 事に 易 

ふるな り。 格 致の 益な きとき は 敬 も 亦 放心な り、 靜も亦 放心な り、 其の 言 異にして 其 

の實は ：§： じ。 只 だ 陸 氏 は 全く 異端に 陷り、 開示して 性 心 を 言 ひ 知覺を 弄し >  W て 緊要 

の 處と爲 す。 性 心 は 緊要なら ざるな く、 至靈 至妙なら ざるな し。 若し 認 得し 味 ひ來る 

はるか 

とき は、 其の 心 杏に 遠く、 其の 理益 >暗 し。  _ 

或 ひと 問 ふ、 王 陽 明專ら 悟を說 く。 是れ 心の 覺了 見所 か。 師曰 はく、 陽 明日 ふ、 

「那の 能く 視聽 言動す る 底、 便ち 是れ 性、 便ち 是れ 天理」 と。 是れ陽 明 性 心 を 悟る を以 

て 敎と爲 し、 悟了 を 以て 良智の 作用と 爲 すなり。 故に 六 經と雖 も 猶ほ視 て 糟粕. 影 

十 性-心  一. 一一 二 七 
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響 • 故紙 *陳 編と 爲す。 雜 詩に 云 はく、 「至 道 不二 外 得； 一悟 失 ニ群阁 一」 と。 又 曰 はく  _ 

=「)J^ 後六經 無， 二字 ー靜餘 孤月 湛虚 明」。 叉 云 はく、 「譟 道 六 經皆註 脚、 憑 M 誰 一語- 

悟 二 眞機ニ と。 是れ悟 を 以て 則と 爲 すなり。 各 > 異端の 法に して 論ずる に 足らず。 心 

元と 悟るべき なく 味 ふべき なし、 事物の 理 を究盡 して、 初めて 則るべし。 究盡 し來ら 

ずして 悟を竟 むる は * 是れ日 を 終へ 年 を 終へ て、 彌>昏 く 益.' 昧 きなり。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因る とき は、 心の 應用 は舉 習に 在るな り。 師曰 はく、 心の 應 

用 は 只 だ舉^ 染 習に 在り。 染習は 氣質習 汚の 應用 なり。 舉習は 義理 究盡 の應 用な り。 

染ぉを 以て 小人と 爲し、 舉習を 以て 君子と 爲す。 心 は 只 だ虚靈 にして 感通 知識す。 其 

の 用 は 全く 敎に 因って 道を修 する 底に 在り。 心 必ず 意見に 因って 或は 違 失し 或は 沈 

默 十.。 只だ氣 質の 重き 所に 隨 ひて、 各自の 心 を 以て 期すべからず。 

九 <  性 心の 差異 を 論ず 

師曰 はく、 心 は 性情 を 具 ふ、 性 は 生々 息む ことなく、 虛靈 にして 感通 知識 十るな り- 

情 は 已に發 して 物に 及ぶな り。 性情 は 是れ體 用、 心 は 兩简を Hk 、へて 少く方 象 あり、 故 


f 一-じ '.-9 

錄« 十 一 に 出 


(S) 前 出 二 

八 四 sfia 照 


(五) 陳埴， 

為 S 出 二三 六 頁 


ニー ご 

に 性情 は 心より 云 ひ來る 底な り。 程 子 曰 はく  、「人に 在りて は 性と 爲し、 身に 主たる を 

心と 爲 十，。 心 は 思慮に 發す、 之れ を 情と 謂 ふ」 と。 此の 如きと き は、 性 は 乃ち 心情の 

本に して、 横渠は 則ち 以て 「心 は 性情 を铳 ぶ」 と爲 す。 此の 兩說差 あるに 似たり。 愚 

やど 

謂へ らく、 心 は 只 だ 性情 を 具 ふるの 舍 なり、 其の 感通は 是れ妙 用、 是れ 性な り、 其の 

發見 は是れ 情なり。 心なき とき は、 性情 寓 する 所な く、 性情な きとき は 心 妙 用な し。 

心 を 謂 ふとき は、 性情 共に 擧ぐ、 是れ 性情 を 具 ふるな り。 性情 を 謂 ふとき は 心 は擧げ 

(五)  . 

ず、 古人 皆 心 を 以て 論じ 來る 底是れ なり。 潜 室の 陳氏曰 はく、 「心 は 二者の 間に 居て 之 

れを統 ぶ」 と。 是れ横 渠の說 に 因る も、 統の字 尤も 不審な り。 只 だ 心 を 以て 知 覺と爲 

し、 性 を 以て 理と爲 すの 差 謬な り。 

師曰 はく、 先 儒 性 を 以て 仁義 禮智 と爲 し、 心 を 以て 知 覺と爲 す。 愚 謂へ らく、 仁義 

禮智 の智、 是 れ知覺 底な り。 假令體 用 本末の 差 ありと 雖も、 知覺底 は是れ 一 なり。 且 

つ 仁義 禮智 各- 感通 知識す る 所に して、 其の 迹名 づけて 仁義 禮智 たり。 故に 知識 感通 

を 措いて 仁義 禮智の 言 ふべき なし。 仁義 禮智 は感通 知識の 理に應 用す るな り。 飮食情 

欲 は感通 知識の 氣に應 用す るな り。 先 儒 皆 偏 に 泥んで 竟に性 心 を 失 却 十。 
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師曰 はく. 或 ひと 心と 性の 別 を 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「這 筒 極めて 說き 難し」 と。 愚 謂 

へらく、 理を 以て 性と 爲し、 知覺を 以て 心と 爲す も- 理と 知覺と 尤も 差別し 難し。 知 

覺は 是れ理 なり、 理は是 れ知覺 なり。 人の 人た る 所以 は 此の 妙 用 あれば なり。 妙 用 は 

是 れ理、 是れ 知覺、 故に 這 筒 極めて 說き 難しと 謂 ふ。 先 儒の 說に 因る とき は、 赤子 嬰 

兒は只 だ知覺 運動の み。 然 らば 乃ち 這箇心 ありて 性な しと 謂 ひて 可な らん や。 

或 ひと、 未發の 前、 心と 性の 別 を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 「心に 體用 あり、 未發の 前是れ 

あ ひだ 

心の 體、 已に發 する の 際 乃ち 心の 用、 如何して 指定して 說き 得ん や。 蓋し 主宰 運用す 

る 底 は 便ち 是れ 心， 性 は 便ち 是れ恁 地に 做す 會き 底の 理」 と。 愚案ず るに、 知 覺を以 

て 心と 謂 ふとき は、 未 發の前 何の 知覺 あらん。 然 らば 則ち 未 發の前 は 心なき なり。 故 

に 這の 來問 あり 来る。 朱 子辨じ 難く して 竟に體 用 を 以て 焉れを 言 ひ、 運動 を 以て 心と 

爲し、 其の 理を 以て 性と 爲す。 運動 は氣 なり， 心と 謂 ふべ からず。 然して 心 は 五臓の 

一 に屬 す、 氣に 非ず と 謂 ふべ からず。 此の間 太 だ 差異 あるべし。 

師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 橫渠云 はく、 「心 は 性情 を統 ぶ」。 伊川 云 はく、 「性の 形 ある 

者より 之れ を 心と 謂 ひ、 性の 動 ある 者より 之れ を 情と 謂 ふ。 是れ性 は 心情 を統 ぶる 者 


(5 同前の なり」 と。 朱 子 曰 はく 、「横 渠の說 最も 穩當 と爲 す。 程 子の 説話の 如き、 恐らく は是れ 

つづき 

記錄 する 者の 誤の み」 と。 愚 謂へ らく、 心 を 以て 知 覺と爲 す。 知覺 して 理に 通じ 情に 

發す、 故に 橫渠は 以て 「心 は 性情 を統 ぶ」 と爲 し、 程 子 は 「性の 形 ある 者より 之れ を 

心と 謂 ふ」 とす。 此の 說 尤も 可な り。 心 は 性情 を 具へ て 五臓の 一 と 爲し、 人身の 中に 

1 ばら 

主宰たり、 生々 運動 少 くも 住まらず。 是れ方 象 あるな り-。 形の 執り 見るべき なしと 雖 

も， 其の 方 象 は 思 ふべ し。 性 は 其の 感通 知識に して、 是れ 形より して 上なる ものな り。 

心 已に方 象 あり、 是れ氣 に屬し 形より して 下なる ものな り。 

師曰 はく、 人 は 理氣の 妙 合 を 以て 此の 形 あり。 此の 形 は 乃ち 妙 用 を 具 ふ。 其の 妙 用 

を 心 -性. 情と 曰 ふ。 心 は 其の 體 なり、 性 は 其の 以てする 所な り、 情 は 其の 應用 なり 9 

九九 意 を 論ず 

師曰 はく、 意 は 性の 發 動して 未だ 迹 あるに 及ばざる の 名な り。 旣に迹 あるとき は 乃 

(五) 朱 子 語 ち 情と 曰 ふ。 發 動の 機微 是れ 意な り。 字書に 曰 はく 、「志な り、 思な り、 心の 裔ふ 所な 

り」。 朱 子 曰 はく、 「情 は 是れ發 出す る 任-地な り。 意 は是れ 主張して 恁 地た らんこと を 
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要す」 と。 是れ 等の 說、 主と する 所 ある を 以て 意と 爲 すなり。 愚 謂へ らく、 大學に 誠 

意と 曰 ふ は、 是れ 機微 を 慎んで 自ら 欺く ことなから しむる の 謂な り。 心 は 意に 因って 

發 動し 来り、 意 は 格物致知に 因って 自ら 欺く ことなし。 自ら 欺く ことなき とき は 其の 

心是れ 正し。 然 らば 便ち 意 を 以て 主張 ありと すべから ず。 已に 主張 あるとき は、 是れ 

物に 及んで 情 あるな り。 

師曰 はく、 心性 は體 にして 情意 は 用な り。 心性 义體用 あり、 情意 又體用 あり。 心意 

は體 にして 性情 は 用な り。 心 は 生々 の氣 息まず、 性 は靈妙 感知 * 意 は 其の 動の 機、 情 

は 其の 迹 あるな り。 體用 以て 毘る べし。 然して 古人 情意 を 以て 一車して 之れ を 論ず。 

各  >- 心性の 發 見なれば なり。 

師曰 はく、 大學に 曰 はく、 「其の 意 を 誠にす」。 論語に 曰 はく 、「子 四 を 絶つ， 意な く 

必 なく、 固な く、 我な し」 と。 愚 謂へ らく、 意 情 は是れ 心性の 發： niT 人物 各  >  之れ あ 

に 之れ を誡 にせ ざれば 乃ち 私欲に 隨ひ 意見に 任せ. つて、 竟に 心性 をして 天 地の 大 

に參 な、 r しめず。 故に 其の 心 を 正さん と 欲せば、 先づ 其の 意 を 誠に 十るな り。 聖人 は 

唯 だ 誠意の みあり て、 這 筒の 私欲 意： a- の流蕩 なし。 是れ 乃ち 格物致知し 來る 底な り。 


故に 他の 私意な し。 人 皆 私意に 任せ、 天の 明 命 を 顧みず、 竟に 心性 をして 禽獸 に^じ 

からしむ る 所以な り。 

一 00 情 を 論ず 

師曰 はく、 情 は 心の 動に して 物に 及んで 迹 あるの 名な り。 或は 耳目 鼻口 身體に 因り 

て * 止む を 得ざる の 情 あり、 或は 視聽 言動に 因りて、 其の 情 を 生ず。 或は 事物に 因り 

て 止む を 得ざる の 情 あり、 或は 其の 應 接に 隨 ひて 其の 情 を 生ず。 或は 天地に 感じ 或は 

鬼神に 通じ >  都て 感通 知識 底、 已に發 して 物に 及んで 其の 效迹 ある は、 皆是れ 心性の 

動いて 其の 形 を 生ずるな り。 故に 曰 はく、 性 は 心の 以てする 所な り、 情 は 心の 用な 

りと ◦ 

師曰 はく、 惻隱 . 羞惡 • 辭讓 • 是非 • 仁義 禮智の 名 あり、 皆是れ 情なり。 只 だ 本末 

體用 ありて 其の 名 を 異にする も、 都べ 來 つて 是れ 情なり。 喜 怒 哀樂の 已に發 し、 飮盒 

男女の 大欲、 好色 を 好み 惡臭 を惡 むの 意、 是れ 悉く 感通 知識の 已に迹 あり 形 あるな り 

故に 心 は 性情 を 具へ、 性情 は體 用たり。 其の 內に 在る より 是れを 性と 曰 ひ、 其の物に 
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及ぶ より 是れを 情と 曰 ふ。  . 

師曰 はく、 動いて 已に發 十る の 情， 其の 大目 ニ氣 五行 を 出で ず。 中席に 只 だ 喜怒哀 

樂の四 筒を說 く。  子 は 惻隱. 羞惡. 辭讓 • 是非の 四 端 を 指して 言 ふ、 大抵 仁義 禮智 

怒 喜 哀 S*! 

信の 發 する や、 木 火 土 金 水の 具 はるに 因れり。 喜お 哀樂の 四 箇も亦 金 木 水火に 在りて、 

土に 雇す 

其の 極 は 兩般を 出で ず。 所謂 陰陽な り、 喜 怒哀樂 なり、 好惡 なり。 其の 情欲 は那 筒の 

裹に涉 りて， 有らず とい ふこと なし。 是れ 其の 情の 大目、 ニ氣 五行 を 出で ざる 所以な 

い。 ニ氣 五行 は是れ 人物 止む こと を 得ざる の 固有な り。 聖人の 敎は唯 だ 仁義 を 以てし， 

こまか  ひと 

其の 委に 於て 禮智 信を述 ぶ。 是れ 其の 情の 發に 因って、 他 をして 之れ を敎 へて 道を修 

する に 至らし むるな り。 ： 叫 謂 仁義 は 陰陽な り、 測隱. 羞惡. 辭讓. 是非 は * 金 木 水火 

の發 十る 所な り。 

師曰 はく、 心 • 性. 情の 三者 は 人 皆 之れ を 有す、 物 も亦然 り。 凡聖を 以て 增 減を爲 

さず、 ん物を 以て 有無 を 論ぜず。 但し 聖人 は 氣淸く 心 正しう して、 性情 各- - 其の 理を 

得、 動いて 節に 中らず とい ふこと なく、 其の 應用 更に 迹 なし。 舉者 は敎に 因って 道 を 

修し、 他の 情の 發 をして 究理し 來 つて 節に 中ら しむ。 故に 其の 心 を 正す こと は 其の 意 


を 誠にす るに 在り。 凡そ 性 心 は 情に 因ら ざれば 其の 迹 なし。 聖人の 敎は 其の 極 誠意に 

在り。 這箇の 格物致知し 來る 底、 這の 情に 因らざる ことなし。 是れ 中庸に、 喜 怒哀樂 

の發 して 節に 中る を 天下の 達 道と 爲す 所以な り。 性 心の 虚靈感 通 知識 ありと 雖も、 其 

の情發 して 荀に 中らざる とき は、 只 だ 情の 欲に 隨 ひて、 天地 止む を 得ざる の 物 則 を 得 

ベから ず。 性 心の 用 全く 情 上に 在り 来れり。 

10  1 或 ひと 意の 說を問 ふ を辨ず 

^^Jtg 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく T 情 は 舟 車の 如く、 意 は 人の 那の舟 車 を 使 ひ 去る が 如きと 

二に 出づ  - .  (一二 

(-:) EfS 一般な り」 と。 又 曰 はく 、「情 は是れ 動く 處、 意 は 則ち 主 向 あり。 好惡の 如き は 是れ情 

なり。 好色 を 好み 悪臭 を惡 むは， 便ち 是れ 意な り」 と。 北 溪の陳 氏 曰 はく T 大抵 情 は 

性の 動、 意 は 心の 發 にして 思量 運動の 義 あり」。 是れ 等の 說 如何。 師曰 はく、 朱 子 は 意 

を 以て 趣向 主張 ありと 爲す、 然 らば 乃ち 發 動して 巳に 大いに 迹 あるな り。 愚 謂へ らく" 

意は發 動の 機微な り、 大舉. 中庸に 所謂 獨を愼 む是れ なり。 其の 機微 を 慎み、 其の 發 

動す る 所、 天然の 1*^ 誠 を 以てする とき は、 其の 心 正し。 誠 を 以てせ ざれば 只 だ 放 に 
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^意 情欲に 隨ひ、 其の 心竟に 正しから ざるに 至る。 是れ 誠意の 一章， 太だ學 者に 益 あ 

り。 陳 i^、 情意 を 以て 心性 を 別つ、 尤も 差 護し 來る なり。 

二) 諮 子 或 ひと 問 ふ、 夫子の 四絕に 意な きを 以てする は、 是れ意 は 唯 だ 心の 動 用に して、 悉 

g ほ 一三 頁 く 知覺に 出で 来って、 義理の 發 見なし や 否や。 師曰 はく、 夫子の 意な き は 是れ 從 に 

意 を 是れ用 ふること なきな り。 意に 從 つて 用 ひ來れ ば、 乃ち 義理の 極めな し。 大舉に 

所謂 「其の 意 を 誠にす」 と は、 是れ 意な きの 謂な り。 都て 心の 動 用 は 情欲に 隨 ひて 流 

蕩し來 る 底 多く、 義理の 發見 少し。 聖人 敎を 立て 道を修 する こと、 全く 此の 問に 在る 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 格 物し 來 つて 知 至り 了る。 何 ぞ意を 誠にす るに 及ばん や。 師曰 はく、 

格物致知 は 是れ這 筒の 意 を 誠にす るな り。 格物致知の 問 各- -意 あり、 此の 情意 を 以て 

此の 情意 を 究理し 來る 底な り.。 格物致知 は是れ 誠意の 敎 なり。 意 は 此の 敎に 因って 而 

る 后に 惟 だ 誠 あり。 是れ 道を修 するな り。 道を修 するとき は 惟れ 心 正し。 心 4^ しきと 

き は 性に 率って、 犬 命の 性 初めて 全し。 


10 二 或 ひと 情の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 性 は 善に して 情 は 善なら ず や。 師曰 はく、 程 子 曰 はく 、「情 は 性の 動な 

り。 要は 之れ を 正に 歸 する のみ、 亦何ぞ 不善 を 以て 之れ を名づ くる こと を 得ん や」。 

愚 謂へ らく- 性 は 只 だ感通 知識な り、 善惡を 以て 論ずべ からず。 情の 物に 及ぶ ゃ理を 

究め 詳に盡 さざる とき は 節に 中らざる こと あり。 節に 中らざる は是れ 不善な り。 情の 

物に 及ぶ や、 善 不善な くんば あらず。 格 致して 之れ を 正に 歸 するな り。 

或 ひと 間 ふ、 先 儒 仁義 禮智を 以て 性と 爲し、 惻隱羞 惡の四 を 以て 情と 爲す。 而今 共 

に 以て 情と 爲す は、 其の 說 疑な くんば あらず。 師曰 はく、 先 儒 各. -性を 以て 理と爲 し 

善と 爲 し- 仁義 鱧智を 以て 性の 發見、 固有 本然の 善と 爲す。 愚 謂へ らく、 惻 隱羞. 惡辭 

讓 是非と 仁義 禮智 と、 那箇か 差別し 來 らん や。 共に 是れ 心の 動いて 物に 感ずる 底な り。 

但し 其の 理に當 る を 仁義 禮智 と爲 す。 然れ ども 惻隱羞 惡辭讓 是非 は、 仁義 禮智に 非ず 

と 謂 ふべ からず、 究理し 来って 全く 節に 中る の 名な り。 是れ 其の 情意 を 正す に 在り。 

如何 ぞ 仁義 禮智惻 隱羞惡 等 を 分ち 得ん。 是も亦 情、 非 も 亦 情。 性 は 只 だ感通 知識の 本 

體 のみ。 
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或 ひと 問 ふ、 古人 情 を 論ずる に 七 を 以てして 曰 はく、 「喜お 哀 樂愛惡 欲な り」 と。 今 

1 ー氣 五行の 說を 以てして 七 情に 及ばざる は何ぞ や。 師曰 はく、  ニ氣 五行の 發 して 物に 

及ぶ、 是れ七 情なり。 中庸に 喜 怒 哀樂を 以てし、 孟子に 惻隱 等の 四 筒 を 以てして、 愛 

悪 欲に 及ばず。 愚 謂へ らく、 人の 情 は 其の 本 ニ氣に 出で、 其の 用 五行に 發し、 其の 流 

末 擧げて 言 ふべ からず。 然して 人 各. - 吉凶 軍賓嘉 の禮 あり。 吉禮は 喜に 屬し， 凶鳢は 

哀に屬 し、 軍禮は 怒に 屬し、 賓嘉は 樂に屬 す。 是れ 情の 物に 應 ずる 底な り。 認め 來れ 

ば 克伐怨 欲 驚懼苦 あり、 好 惡敖敬 憂 思 謀 あり、 事物の 差 太 だ 多くして 其の 情の 應 ずる 

も 亦 一 ならず。 故に 世に 七 情と 謂 ふ も 其の 差 ありて 定まらず、 只 だ 喜お 哀樂を 以て 之 

れを 論す るの 的當 なる に 如かず。 

或 ひ. と 問 ふ、 人 五行 を 具 ふ、 故に 其の 情發 して 五と 爲 ると は、 是れ先 儒の 所謂 性 は 

仁義 禮智 と爲 し、 心 は 衆 理を具 ふると 爲 すか。 師曰 はく、 天 は 只 だ 流行して 生々 止ま 

ず、 地 は 之れ を禀 けて 萬 物 を 生じ、 人 之れ を 名 づけて 四時と 爲し四 德と爲 し， 人物 

各-其の 用を遂 ぐ。 性 も 亦 此の 如し。 性 は 只 だ 生々 止むな く 能く 感通 知識す るな り。 

物 之れ に 觸れ、 事 之れ に應 じて、 各 》• 其の 用 あり、 名 づけて 五常 五倫の 差 あり。 人 は 


ニ氣 五行 を 出で ず、 身體の 全き も 亦 此の 二 五の 精に 在り。 故に 其の 感通 知識す る所尤 

も 二 五の 用に 速 かなり。 仁義 禮智 の理を 全くし， 事物の 象理を 正す こと は 格物致知の 

功に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 事物の 間 格物致知し 來る 底、 是れ性 か、 是れ情 か。 師曰 はく、 思量 究 

理 する 底， 是れ 性の 事物に 及ぶな り。 故に 格 物 は是れ 情、 致 知に 至りて は 理に感 通し 

理を 知識す、 是れ 性な り。 然して 推して 格物致知と 曰 ふとき は、 各.' 情 上に 在し 来る、 

是れ 格物致知して 誠意 正 心に 至る 所以な り。 故に 性情 は 水 波の 如く 本と 差別す ベ から 

f1) 二 is ず。 程 子 曰 はく， 「繙に 識る所 あれば 便ち 性 あり、 性 あれば 便ち 情 あり。 喜 怒 は 性に 

^卷十 一 、 伊  ， -, 

^^.^ 出づる は、 固に 是 なり」 と。 說き 得て 太 だ 可な り。 

レ生、 無 レ性安  或 ひと 問 ふ、 多く 怒り 多く 驚く を、 程 子以爲 らく、 主 心 定まらざる なりと。 是れ怒 

SS レ SE」 と 見 ゆ 

お) 前れ IS 驚 を 以て 心と 爲 すなり。 師曰 はく、 怒 驚 は 心に あらざる に は 非ず、 主 心定靜 すと 雖も. 

II に 出 理を 究め 來ら ざれば、 只 だ 怒 驚せ ざる 底 を 以て 要と 爲す。 理に 於て 何ぞ 分明なる を 得 

んゃ。 

(コ 1) 仏 S お II  ニー 一) 

九 三 豪 I  或 ひと 問 ふ、 程 子の 定性 書に 曰 はく、 「夫れ 人の 情、 發し 易く して 制し 難き 者 は、 惟 
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だ 怒を甚 しと 爲す、 第 だ 能く 怒る 時に 於て、 遽に 其の 怒 を 忘れて 理の 是非 を觀 る、 亦 

外 誘の. ^il むに 足らざる こと を E るべ し。 而 して 道に 於ても 亦 思 半ばに 過ぎん。」 朱 子 

曰 はく、 「力 を 著く る 緊要 は 只 だ 此の 一句に 在り、 遠に 其の 怒 を 忘る る は、 便ち 是れ廓 

然 大公な り。 理の 是非 を觀る は、 便ち 是れ 物來 つて 順應 するな り。 明 道の 言語： 沖 倫な 

f 二) ふんち 

り」 と。 師曰 はく、 情欲の 事物に 於け る、 人 各- -辟 する 所 あり。 大舉に 忿懷 • 恐懼. 好 

樂. 憂患 を 以て 正 心 を 論ずる、 以て：13^?べし。 唯 だ 怒を甚 しと 爲る のみに 非ず、 少艾 

にして は 色 を 慕 ひ、 壯 にして は鬪を 好み、 老いて は 得る に 在る、 皆 質に 因って 偏 辟す 

る 所な り。 此の間 詳に 其の 事物の 理を盡 して 其の 極に 至る とき は、 喜 怒 各-' 其の 節に 

中る。 明 道の 「邋に 忘る」 の 字 下し 得て 未だ 全から ず。 夫子 旣に顔 淵を稱 する に 怒 を 

遷 さざる を 以てす、 怒豈 忘る ベ けんや。 其の 說話 尤も 高 過す。 只 だ 其の 怒に 於て 其の 

ザ • 極 を 觀ひ究 むるな り。 

或 ひと 問 ふ、 人の 情 は 怒に 於て 其の 弊 尤も 甚し。 易に 曰 はく T 山 下に 澤 ある は 損な 

ふさ 

り。 君子 以て 忿を懲 し 欲を窒 ぐ」 と。 明 道 は 怒 を 忘る る を 以てす、 亦 切ならず や。 師 

やぶ 

rn はく， 喜 怒 哀樂の 情に 於け る や、 相 表裏す、 只 だ 怒 は 生氣を 傷り 事物 を 害す、 是れ 


聖人の 戒 むる 所な り。 愁の 事物に 於け る、 其の 名 一 ならず して 其の 根 を 深く す、 寧 者 

尤も 究理すべし。 明 道の 定性 書に 唯 だ 怒 を 擧げて 慾 を 以てせず、 其の 說 未だ 混然たら 

ず。 

或 ひと 問 ふ、 聖人 は 恐らく は 怒れる 容 なからん、 否や。 師曰 はく、 聖人 能く 喜 怒す、. 

情の 事物に 於け る や、 凡聖を 以て 有無 を 論ずべ からず， 只 だ 節に 中る と 節に 中らざる 

とに 在り。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 聖人 も亦忿 厲の氣 あり や 否や。 師曰 はく， 天の 

雷 道 大いに 震 ひ 風雨 暴迅 なる、 是れ忿 -g の氣 あるな り。 聖人 怒るべき に當 りて 自ら 笑 

の 容を爲 して 可な らん や。 喜 怒 節に 中り て 私 を 以てせず、 只 だ 生々 息む ことなく、 天 

地の 大德に 法るな り。 

或 ひと 問 ふ、 人の 情 尤も 動き 易く 驚き 易き、 是れ 主な きの 謂 か。 師曰 はく、 孟子 は 

浩然の 氣を養 ひて 心 を 動かさざる こと を 論ず。 愚 謂へ らく、 其の 事物の 極を盡 さざる 

が 故に 驚 動 あり。 凡そ 驚 動 底 は皆昏 昧し來 つて 其の 理 明かなら ず、 竟に驚 動に 到るな. 

り。 富責 貧賤の 動かす 所、 好色 惡 臭の 動かす 所、 妖物 異類の 驚かす 所、 戰場 死地の 驚. 

か 十 所， 是れ驚 動 底 は 其の 情に して、 疑惑 底 は 其の 理昏昧 すれば なり。 若し 驚 動を以 

性， 心  三 四 一 


二) 

孫せ 上笃 第二 

に 「告子 先 

レ 我 (孟 ff)  K- 

レ動レ 心」 と あ 

る もお す， 不 

動 心に 各 S の 

方法 あるない 

(二) 同前に 

出づる r 我 H 

十不 レ動レ 心」 

もい ふ 

iGfS 八な 

第 六 章、 低し 

孔 ,47 の 門 んチ 

5) 率； i 

(六) £. ナ 》| 

文 ヘム 上 はな 章 

め ヘム 叫 ほの M 

(七. - 子！ 1 

に 引 ffl さる 
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(八- - 心 

上 ass  二十 1 


山 鹿 語類 卷第 四十 二  三 四 二 

て 可なら ずと 爲し來 らば、 是れ驚 動せ ざる 底 を 立てて 一箇の 用と 爲す、 太 だ 造作す る. 

なり。 且つ 豫め修 し 常に 習 するとき は、 其の 理詳 に盡 して 疑惑な し。 一 を 主として 驚 

動な からん と 欲する は、 聖人の 敎に 非ざる なり。 恆の人 も 亦 一箇 を 主張して 驚 動な き 

を 要すれば、 驚 動せ ざる 底 あり。 吿 一子が 心 を 動かさざる こと 併せ 案ずべ し。 異端 は專 

ら驚 動せ ざる 底 を 以て 至れり と爲 す。 是れ皆 驚 動せ ざる を 以て 耍と爲 し 關と爲 すなり。 

(二) 

孟 1： の 不動心と 年 を 同じう して 語る ベ からず。 


一 論語に 曰 はく 

(五) 

. r 士は 志を尙 ぶ」 


10 三 志氣を 論ず 

師曰 はく、 志 は 心の 之く 所に して 意 情 定まり 嚮ふ所 あるの 謂な- 

(111)  § 

「志士 仁人」。 又 一 K はく、 「博く 學んで 篤く 志す」。 孟子に 曰 は- 

是れ志 は 心の 定まり 向 ふ 所、 意 情に 比すれば 尤も 重し。 

師曰 はく、 「文 王 は 我が 師 なり、 周公豈 我れ を 欺かん や」。 「^何人 ぞ や」。 「伊 尹が 

志す 所 を 志す」。 是れ各 > 志 なり。 志の 定まる 所、 心性 乃ち 定まる。 志の 趨く 所、 逮 

しとて 達せざる ことなく、 山 を 窮め 海 を 窮めて 限る こと 能 はず。 志の 向 ふ 所、 堅と し 


(る . 


て 入らず とい ふこと なく- 銳兵精 甲 も 禁ぐ能 はず。 故に 匹夫 も 志 を 奪 ふべ からず。 

師曰 はく、 君子 小人の 別 は、 志の 義と 利と に 於け るに 在り。 善惡の ニ途， 堯* 桀， 

せき よ  二， うち 

S  1. 舜. 觥の 蘇りて 以て 異なる 所 は、 惟 だ 這 裏に あり。 理義 之れ が 主と 爲る とき は、 情欲 

惡 人の 代表者 

として 引けり 移す こと 能 はず。 情欲 之れ が 主たると き は- 理義 入る こと 能 はず。 故に 志の 立つ 所 謹 

まずん ば あるべからず。 張 横渠曰 はく、 「志 は 公に して 意 は 私 あり」 と。 愚 謂へ らく、 

志 は 主と する 所 ありて、 意 は 主と する 所な し。 夫子 七十に して 矩を踰 えざる は、 十 有- 

五に して 舉に 志す の處に 在り。 志の 繋る 所 尤も 重し。 君子 小人の 成る 所、 志の 裏に 落 

在す。 

おそ 

師曰 はく、 志 も亦氣 質に 因る、 故に 志 氣と曰 ふ。 人は少 にして 勇 ある も、 老いて 怯 

る。 少 にして 廢 なる も、 老いて 貪な り。 是れ氣 に 因って 志の 變 ずる 所な り。 志 能く 氣 

^Ks^^. を 使 ふとき は 一 定 して 變ぜ ず。 程 子 曰 ふ 、「志、 氣を御 するとき は 治まり、 氣、 志 を 役 

づ。 经 まさ 

に 死 せんとす するとき は亂 る」 と は是れ なり。 愚 謂へ らく、 格物致知して 能く 詳に 其の 義理 を盡す 

る や、 大 夫よ 

HI は ひれ? - とき は、 志は是 れ卓爾 として 乃ち 氣 常に 志に 從ふ。 是れ 乃ち 君子な り。 情欲に 從 ひて 

¥ と 取り か へ  えきせ き 

て. 外せ，' 志 を 立て 来れば、 乃ち 志 常に 氣に從 ふ。 是れ 乃ち 小人な り。 曾 子 易簧の 時、 氣已 に微， 
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なること 知るべし， 其の 志は是 れ卓爾 として 易簧 して 死に 至る も、 竟に氣 の 爲に奪 は 

れず。 然して 志 も 亦 未だ 嘗て 氣に從 はずん ば あらず。 人の 少壯 老、 其の 志氣 大いに 變 

ず、 以て 誰すべし。 志氣は 更に 離るべからず。 


<•!) 朱 is 

1^«九 十七に 

3r つ 

(二) 同前 つ 

づきに 出 づ 

(二)  ^s出ニ. 

七 二 lost 股.' 

ここに 兄 ゆる 

S はせ 》3si= 


I  o 四 思慮 を 論ず 

師曰 はく、 恩 盧は意 情の 內に詳 なるな り。 思慮 必ず 事物の 觸れ來 る 底に 因る。 大抵 

事物の 應用 は、 詳に思 ひ 具に 慮る とき は、 各-巳む を 得ざる の 理義を 5^。 思慮 徹 洞せ 

ざると き は 皮膚の 上に 涉る。 其の 表面 知る に 似たり と雖 も、 這 裹實底 は盡く 究めざる 

なり。 然れ ども 舉 習に 因って 思慮 を盡さ ざれば、 思慮 只 だ心氣 の勞耗 のみな り。 心氣 

勞耗 するとき は 影 光 を- .ii: し 虚妄 を 味 ひ、 以て 心の 作用 至れり と爲 十.。 禪 の坐禪 入定、 

後 儒の 精神 靜坐、 皆 心 氣勞耗 底の 影響^ 兩 gii® を 認めて、 悟了 夢^の 論を爲 すなり。 

師曰 はく、 程 子 曰 ふ、 「思慮 を 息 めんと 要すれば 便ち 是れ 恩盧を 息め ず」 と。 朱 子 曰 

ナぺ  § 

はく、  rffl^.^ は 息め 得す、 只 だ 敬 すれば 便ち 都て 沒， す」 と。 k: 與叔 嘗て 言 ふ、 「思慮 

多くして 驟除 十る 能 はざる を 息 ふ」 と。 程 子に 問 ふ、 「先 儒 各 》• 思慮 を 息む る を 以て 


(s) 害經洪 

&に s づ、 上 

の^は 所 謁 五 

事の 德の 1 つ 

もい へ る もの 

にして、 下の 

I？ は， その 五 

； S の 用の 1 つ 

もい へ るな り" - 

_® は 思 鬼の SI 

& な？？ こ i を 

ふ 

(五) 親！ 章 

(，： ハ) 衞 公 

*s 第 十 一 章 

(七) 述 ..g 篇 

第 十 章 


す」 と。 愚 謂へ らく、 思慮 は是れ 知の 應用 なり、 如何 ぞ 去り 得ん。 「思に せと 曰 ひ、 

(W )  M、}  {七* 

赛は聖 を 作す」 と。 大舉に 曰 はく、 「慮って 得」 と。 論語に 曰 はく、 「遠く 慮り、 謀 を 

好む」 と。 聖人 以て 敎と爲 す。 只だ舉 ばず して 思 ふ、 故に 其の 思盧 紛擾し 來 りて 的當 

ならず。 是れ學 思の 相 因る 所な り。 後世 は學 ばず 問 はずして、 只 だ 思慮 を 費し， 竟に 

M 思雜慮 の 紛擾 妄動 に 至る。 

師曰 はく、 常の 人 亦 事に 臨んで 思慮な きに 非ず、 而 して 其の 得る こと ある を 見ざる 

は何ぞ や。 只だ舉 習に 因らず、 己が 私意 を 以て 思慮し 來れ ばな り。 私意 を 以て 思慮し 

來れば 則ち 悉く 妄思 にして、 以て 得る 者 あるべからず。 詳に 思慮 すれば 詳に 違背 十。 

只 だ 天地の 準則 あり、 之れ に 因って 思慮し 來 らば、 其の思^！！する所尤も得べ し。 
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聖學十 一 大原 

10 五 道の 大原を 論ず 

師曰 はく、 道の 大源は 天地に 出で、 人 亦 之れ を 具 ふ。 聖人 は 其の 極 を 合せて 萬 世に 

規範たり。 噫大 なる 哉 * 噫 至れる 哉。 天 能く 覆 ひ 地 能く 載せ、 法象變 通、 顯象 著明、 

至大 至 公に して、 於穆 として 巳まず、 生々 して 息む. ことなし。 故に 能く 萬 物に 父母た. 

り、 能く 萬 物 を 1^ 載し， 能く 萬 物に 變 通す。 千 萬 世 を歷て 毫末 を 損益せ ず。 人物 皆斯 

に 出で 各 ~ 此の 源 を 具へ、 日に 此の 道 を 用 ひて 知らず。 默識 せんと 欲する とき は遙に 

はるか  つと 

遠く- 心 通せん と 欲すれば 杳に隱 る。 唯 だ 大人 は 性 德審明 自ら 彊 めて 息まず、 中和 を- 

(1) 10 致して 天地の 化育 を贊 け、 以て IK 地と 參 たるべし，^ 古 は包犧 氏の 天. 下に 王た る や、 仰 

下 傅に 出づ  ぎ  -- 

いで は 象 を： 大 に觀、 俯して は 法 を 地に 觀、 鳥獸の 文と 地の 宜と を觀、 近く は 諸れ を 身 

學 十一 大原  三 四 七 
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に 取り、 遠く は 諸れ を 物に 取る。 是に 於て 始めて 八卦 を 作り、 以て 神明の 德に 通じ， 

以て 萬 物の 情に 類す。 

,  師曰 はく、 道の 大原は 聖人 恆に言 はず、 而も 須臾 も 離れず。 後世の 舉者 聖人 を 知ら 

ず * 切に 工夫 を 下し、 道 源 を 索め 其の 深 を 釣り、 終に 學の 異端に 陷る こと を覺ら ず。 

最も 歎息すべし。 凡そ 聖人の 源と する 所 は 道を修 する に 在り、 故に 道を修 する 之れ を 

敎と曰 ふ。 道 如何にして 修 する や、 唯 だ敎に 在る のみ。 敎を 以て 道を修 し， 道 を修し 

yj 1.^ て 性に 率 ふ。 性に 率 ふとき は 上帝に 對越 十。 中庸に 曰 はく T 大 なる 哉 聖人の 道， 洋々 

乎と して 萬 物を發 育し、 峻 きこと }K に 極まる」 と。 

(一二  か ろ  fc ぐ ひ 

いに！ 師日 はく、 詩に 日 はく、  r 德翰 きこと 毛の 如し」 と。 \. ^は 猶ほ倫 あり- 上天の 載は聲 

--づ  もな く もな し。 凡そ 道の 大原は 天地に 在り、 夭 地の 德は 言語 を 以て 語るべからず。 

唯 だ 厚く 聖人の 敎に 志し、 其の 言 を 信じ 其の 行 を 見、 至誠 息む ことなくして 始めて 自. 

得 十べ し。 聖人の 敎を 立つ る こと、 人 をして 自ら 天 地の 本然に 復 らしめ、 更に 作爲し 

,  おこ. y ひ 

て .11 一 II はず、 又^ 法の 敎 なく、 其の ff 簡 にして 其の 行 易き なり。 簡易に して 博 厚 高 明な 

り。 悠久に して 疆 りなし。 其の 用 其の 法 象、 四海に 彌綸し 萬 物 を 覆 載 十。 之れ を 一一 =1: へ 


ば彌. -明 かに、 之れ を 用 ふれば 彌. -公 なり。 而 して 生々 皆 其の 德を 含蓄す。 

師曰 はく、 天地の 道 は 多言に 渉らず.、 多 思に 及ばず、 觸目 皆是れ なり。 一言に して 

盡 すべし。 百姓 日に 用 ひて 知らず、 舉者 其の 所以 を 認めて 其の 精神 を 弄すれば、 道 終 

に 隱れて 日用と 間隔 十。 

師曰 はく、 聰明 赛知 思うて 通ぜ ざるな き 者 は 聖人たり。 人の 大原は 聖人な り。 聖人 

の大 原と する 所 は 天地に 在り。 聖人の 道 更に 造作 十る ことなし。 乾坤 叉 簡易な り、 而 

して 分殊 あり 次序 あり。 學者 言語 を 以て 聖人 を觀て 其の 實を 認めず、 言 を 待たず して 

3 一) 

S  00 著明なる こと ある を 知らず。 夫子 曰 はく T 予れ言 ふこと なからん と 欲す、 天 何 を か 言 

货篇第 十九 な 

ふや， 四時 行 はれ 百 物 生る」 と。 是れ 直に 全體を 指して 日用 造作す る ことなき の 謂な 

り。 若し 言語 を認 むる とき は、 「天 何 を か 言 ふや」 の 語に 因って、 叉 手 を 下し 工夫 造作 

くわび-つ  ここ 

して 訛 謬に 陷 つて 終に 高見 を爲 すに 到り、 異見 于に 立ち、 異端 于に溺 る。 夫子 を 以て 

師と爲 し 親炙す る を， 猶ほ 日用 を棄 てて 異問を 爲し異 言 を 求む。 人の 道に 遠ざかる こ 

と 此の 如し。 

師曰 はく、 今 世 道を談 ずるの 徒， 其の 源 を 言 ふとき は 默寂空 平にして 分 殊皆闕 き、 
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其の 分 を 言 ふとき は 支 離 決裂して、 一貫 各- 絕ゅ。 是れ 道の 大原を 以て {4! 寂に^ し、 

分殊を 以て 世俗に 羼 し- 彼の 空 寂無爲 より 分 殊皆出 づと爲 す。 其の 言語と 十る 所、 其 

の U 用と する 所、 唯り {1^ 寂に して 通ぜ ず.、 分 殊にして 序でず。 是れ 道の 大原を 知らず 

して、 或は 古人の 言語に 依り 後 儒の 書冊 を證 とし、 虚を傳 へ 足 を 添 ふ。 尤も 戒む べし。 

(一) 第：： 十 中庸に 曰 はく、 一， 天地の 道 は 一 言に して 盡 すべ し。 其の物た る试 なら ざれば 則ち 其の物 

白) 第：：：. H を 生ずる こと 測られず」 と。 又 曰 はく、 「唯 だ 天下の 至聖 のみ 能く 聰明 容知 にして、 以 

て 臨む こと あるに 足れり、 寬 裕溫柔 にして、 以て 容 るる こと あるに 足れり、 發强 剛毅 

にして、 以て 執る こと あるに 足れり、 齊莊 中正に して、 以て 敬す る こと あるに 足 わり、 

文理 密察 にして、 以て 別つ こと あるに 足れり と爲 す。 溥博淵 泉に して、 時に 之れ を 出 

十。 ^^博は天の如く、 淵 泉 は 淵の 如し。 見て 民 敬せ ずと いふ ことなく、 言 ひて 民 信ぜ 

ずと いふ ことなく、 行 ひて 民說 ばず とい ふこと なし。 是を 以て 聲名中 國に洋 溢し、 施 

いて 蠻 招に 及ぶ。 舟 車の 至る所、 人力の 通ず る 所、 天の 覆 ふ 所、 地の 載す る 所、 日 H- の 

照す 所、 霜、 の隊 つる 所、 凡そ 血氣 ある 者 尊 親せ ずと いふ ことなし。 故に rn はく. 大に 

配 十と」。 是れ 聖人と 天地と 天下に 參 して 易 簡無 爲、 而も 其の 間德行 • 言語. 政事. 


九 


二の の 同？ j 

0 理仁 じ 、レ 

2 義く衷 

ifS  'は 書 
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85は 後の « 天 

iS の 如き もの、 

玉衡は その 中 

にせ g; に S か 

は 又 七 政と *- 
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變通、 能く 厚く 能く 明かに、 次序 分殊 して 更に 差！ S な. 

貫に 歸 依し， 上帝に 配し， 人物の 上に 立つな り。 


言 萬 象 を 含蓄し， 分殊 


10 六 古聖 各-" 天地 を稱 する を 論ず 

よ 9 どころ 

師曰 はく、 往古の 聖人 は、 事物の 至極， 皆 天地 日月 四時 を 以て 據 と爲 す。 唐堯の 

冶 は、 (か) ち 1. 和に 命じ 欽 みて 昊 1K に 若 ひ、 日月 星辰 を曆 象し、 敬み て 人に 時 を 授け 

•  f 五 ^ 

せんきぎ よく かう あきらか  【ュ,) 

しむ。 虞 舜の治 は、 . ^幾 玉 衡を 在に し、 以て 七星 を齊 ふ。 叉 歌 を 作って 曰 はく、 「天 の 

つつし  き  (七)  ぶき ら  (5 中虺 9 誤 

を 勅み、 惟れ 時 惟れ 幾せ よ」 と。 大孫曰 はく、  r 昭 かに 上帝に 受く」 と。 n;! 誓に 曰 は 

.  ？し  5  ；,  - 

く、 「欽ん で 犬 道を崇 び、 永く 1K 命 を 保て」 と。 PI 誥に曰 は ■ 


「惟れ 皇 たる 上帝、 衷 


を 下民に 降せ リ」 と。 伊 尹 曰 はく、 「克 く： 大 心に 享り 天の 明 命を受 く」 と。 周書泰 誓に 

(13 む か し  げんきょう いん-..?  I 

こ と。 周 公 曰 はく、 「昔 在 殷王中 宗嚴恭 寅 長に して 


曰 はく、 「天地 は 萬 物の 父母な • 

天 命 自ら 度る」 と。 詩に 曰 はく、 「天 蒸民 を 生ず、 物 あれば 則 あ n 

い とく よみ  C3  丄 は-つ 

の 懿德を 好す」 と。 又 曰 はく、 「克く 上帝に 配す」 と 頌に曰 は. 


民の 扉を秉 る、 是 

■ 「天に 在せ るに 對 一 


ま 有 一 德 ほこ 

y づ (一一) 同書 好-の 《|名、 ここ は泰誓 上に 出.. つ (ニー) 書？ r 無逸篇 に出づ (ニニ) 詩輕大 雅、^ K 篇 二  0) 大 雅文 £篇 (一- *0  SS 
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越す」 と。 又 曰 はく、 「惟れ 天の 命、 於 移と して 已 まず」 と。 書. 詩 各. -晃 犬 上帝 を稱 

十。 聖人の 易に 於け る や、 嘆ず るに 數年を 假すを 以てす。 而 して 易の 書た る や、 乾坤 

(三)  -r ん  やぶ 

に 起れ り。 緊辭に 曰 はく、 「乾坤 は 易の 蘊か、 乾坤 毀 るるとき は 以て 易 を： る ことな 

し」 と。 又 曰 はく 、「法 象 は 大地より 大 なる はなく、 變通は 四時より 大 なる はなく、 縣 

なぞら 

著明なる は H 月より 大 なる はなし」 と。 又 曰 はく T 易 は IK 地と 準 ふ、 故に 能く 大地 

の 道 を彌綸 す。 仰いで 以て 犬 文 を觀、 俯して 以て 地理 を 察す」 と。 又 曰 はく、 「廣大 は 

1K 地に 配し、 變通は 四時に 配し、 陰陽の 義は 日月に 配し， 易 簡の善 は 至德に 配す」 と • 

又 曰 はく、 「大地 位 を 設けて、 易 其の 中に 行 はる」 と。 文 言に 曰 はく、 「夫れ 人人 は、 

： 大地と 其の 德を 合せ、 日月と 其の 明 を 合せ、 四時と 其の 序 を 合せ、 鬼神と 其の 吉凶 を 

合 十。 天に 先だって 天 違 はず， 天に 後れて 一大の 時 を 奉く。 天 すら 且つ 違 はず、 而るを 

や 人に 於て を や、 况ゃ 鬼神に 於て を や」 と。 說卦に 曰 はく、 「聖人の 易 を 作る や、 將 

に 以て 性 命の 理に順 はんとす、 是を 以て 天の 道 を 立てて、 陰と陽と 曰 ひ、 地の 道 を 立 

てて 柔と剛 と 曰 ひ、 人の 道 を 立てて 仁と 義と曰 ふ」 と。 序 卦に曰 はく、 「大地 ありて 然 

る 後に 萬 物 生ず」 と。 是れ堯 • 舜 • 禹 . • 周 公 • 孔子、 聖々 相繼 ぎて、 天地 口 月 四 


時 を 以て 則と 爲す。 其の 伏羲. 神 農 • 黄 帝の 上世 も、 夫子 尙ほ 之れ を稱 する に 天地 を 

以てす。 夫れ 萬 物 は 皆 天地に 生ず、 人 亦 萬 物の 一 にして 萬 物の 靈 なり。 萬 物 其の 極 を 

推す とき は 則ち 天地に 歸す。 是れ 道の 大原は 天地に 本づ くの 謂な り。 學者 上古の 聖祌 

きしお 

を錯 き、 末擧の 利口 を師 として、 天地 已前を 以て 論 を 立つ。 其の 議 する 所 殆ど 空 寂虛 

無に 入り、 高く 見 遠く 索め て 今日に 益な く、 心 氣勞擾 して 日用 皆 違 ふ。 以て 愼 むべき 

の 至りな り。 

一 0 七 或 ひと 道 原の 說を問 ふ を辨ず 

の 或 ひと 問 ふ、 聖人 は 道の 大原を 論ぜず、 唯 だ 漢の董 ~ 子に 到って、 道の 大原は 天に 出 

て， び 都の 相と づるを 以て 言を爲 す。 今 天地 を 以て 道の 大 原と 爲す は、 殆ど 聖人の 言 はざる s を 論ず 

なる 後 返い 

00 るに 似たり。 師日 はく、 是れ學 者 文 を 以て 意 を 害する の 弊な り。 聖人の 日用 皆 天地 を 

仏£ めす、 現に 

?r れ K ま睿に 以て 则と爲 す。 易の 象卦は 乾坤 を 以て 極と 爲す。 詩 . 書 は 天 を 以て 證と爲 す、 天 何 を 

は春秋^|*露ぁ 

^ の |;| お か 言 ふやの 敎 見るべし。 聖人の 言行、 唯 だ 天地の 則の み。 何 ぞ道源 を 以て 別に 之れ を 

き：^,^ におき 

し り 稱 せんや。 後世 聖人 を 去る こと 甚だ 遠く、 聖學を 知らず して 終に 道の 大原を 建てて 論 
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を 作し 說を爲 して 虚 遠に 驚せ、 或は 道 原の 言 を 以て 聖人に 出で ずと 爲す。 皆 實に簿 き 

の 至りな り。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 何 ぞ又道 原 を 立てて 此の 說を爲 さんや。 曰 はく、 

予が道 原 を 立つ る は、 是れ 世俗に 隨 ひて 世俗の 惑 を 破らん こと を 欲するな り。 

或 ひと 問 ふ、 漢の董 仲舒曰 はく、 「道の 大原は 天に 出 づ」。 朱 子 曰 はく、 「道の 本 原 は 

IK に 出で て 易 ふべ からず、 其の 實體 己れ に備 はりて 離るべからず」 と。 今 道の 大原犬 

2)  K 帝に 地に 出 づと謂 ふ、 各-同一 意 か。 師曰 はく、 董 子が 策に 曰 はく、 「道の 大原 は； K に出づ 

上りし 策の 第 

.^^v 天 變ぜ ざれば 道 も 亦變ぜ ず」 と。 是れ 道の 行 はるる と 行 はれざる と は 天に 在りと 爲十 

冒 冲？ に 在  is い 

b  なり。 其の 語意 甚だ 輕し。 況ゃ董 子 も 亦 一 曲の 士 なり、 其の 語 間道 ひ 得て 好き こと あ 

にに-ば は？ * れ ども、 眞に 聖人 を 知る 者に 非ず、 彼れ の 策 及び 繁露 等の 書に 於て 兑る べし。 朱 子の 

3  .h 七卷 

ひ S ^は 言 ふ 所の 者 は、 中庸 第一章の 章句な り。 是れ亦 大 を 以て 性を賦 する の 本な りと 爲す。 

S 究 したる も 

- . 言 ふこ ころ は 本 原に して、 其の 意 は 初 始と謂 ふが 如し。 故に 語意 輕し。 今予が 道の 大 

t  jS を 人 る る 

も あ h とい ふ 原 は 夭 地に 出 づと言 ふ 所の 者 は、 人々 の 日用 本末 前後の 間， 皆： 大地 を 以て 大 原と 爲す 

の 謂な り。 聖人の 道は始 より 終に 至り、 修身より 平 天 下に 到る まで、 一箇の 微事も 亦 

H< 地の 準 M を 出で ず。 而も 至大に して 至 公， 生々 息む ことなくして 文 質彬々 たり、 其 


の 序 更に 違 はず。 是れ 天地に 準ずるな リ。 

n  一一)  § 

gl) ii 辭上 或 ひと 問 ふ、 易に 曰 はく T 始を 原ね て 終に 反る。 故に 死生の 說を 知る。 精氣 物と 爲 

^„3^ョ§^- り、 游魂 變を爲 す。 是の 故に 鬼神の 情狀を 知る」 と。 叉 曰 はく、 「廣大 は 天地に 配し、 ■ 

00.  變通は 四時に 配し、 陰陽の 義は 日月に 配し、 易 簡の善 は 至德に 配す」 と。 是れ 等の 語 

は 死生 . 鬼神 . 始を 原ね て 終に 反る • 天地. 四時. 日月の 外 至德を 以てす。 是れ 大地 

の 外 其の 極隱 るる 所 あるか。 今 唯 だ 1K 地 を 以てする は、 是れ 等の 奥 儀通ぜ ざるに 似た 

り。 師曰 はく、 易に、 「乾坤 を 以て 立つ、 乾坤 毀 るるとき は、 以て 易 を 見る ことなし」 

と。 死生 鬼神 は是れ 天地の 間 陰陽の 變通 なり。 天地 は 其の 象 を 指し、 至德は 其の 至德 

なり。 始を 原ね て 終に 反る は 物の 始終な り。 聖人の 學は 乾坤 並び 行 はるる の 間に 在り。 

天地の 前後 は 論ずる も 益な し、 錯 いて 言 はず。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 「天に 先だって 

天 違 はず， 天に 後れて 天の 時 を 奉く」 の 語 は 何 を 以て 言 ふや。 曰 はく、 能く 天地に 通 

ずるの 聖人、 天に 先 だち 天に 後れて 而も 亦 一 天地の 則の み。 故に 違 はず 能く 奉く るな 

り。 天に 先 だつ は 未だ 形せ ざるの 象な り。 天 に 後る る は 巳に 發す るの 形な り。 

或 ひと 間 ふ、 道の 大原は 天地に 出づ と。 天地 何 を か 謂 ふや。 唯 だ 默識心 通す、 册な 
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く篇 なくして 可な り-。 易 も 亦 1 畫に 止まるべく して 此の 言 あり 此の 書 あるとき は、 大 

也の 本 に 違 ふや，。 曰 はく、 然ら ず、 上世 は 言 はずして 化 四海に 行 はる、 れ 德は大 

地に 同じき なり。 伏 義ー畫 して 道 乃ち 通ず。 後世 實薄 くして 口に 利し、 故に 後聖 之れ 

を i み、 文 王. 周 公相繼 いで 其の 言 あり。 孔子 衰世の 爲に 具に 說き詳 に 述べて、 其の 

趣 初めて 明かな り。 聖々 相說 くの 言、 千 言 萬 句 一 莨して 間隔せ ず、 理 一 にして 分殊な 

二)  I. るの 謂な り。 秦に斯 に 焚かれて 經籍 幾ど媳 む、 尤も 人生の 不幸 何事 か 之れ に 加 へん や _ 

始 <Bt 帝に sfu 

後世 M 人の 微意 を 知らず、 人の 言語 を 追 ひて 口に 利く、 篇冊 甚だ 多し。 道の 遠ざかる 

お ほ 

所、 聖の敝 はるる 所、 尤も 歎息すべし。 

或 ひと 問 ふ、 道 原の 說， 大抵 始學 者の 事に 非ず。 子 恆に卑 より 高に 升り 近より 遠に 

及ぶ こと を 以てす。 今の所 謂 道の 大原 は、 舉者 必ず 卑近 を 厭 ひて 高遠 に^せ、 等を躐 

え 節 を 陵ぎ、 空虚に 流れ、 依據 する 所な きに 迄ばん か。 師曰 はく、 舉者 道の 大"： g を會 

せざる とき は、 其の 學ぶ 所雜 りて 純なら ず。 聖人の 道 德と云 ひ 仁義と 云 ふ は、 皆是れ 

道の 大； g なり。 後の 說く 者、 道德 仁義 を 以て 自ら 大原 を說き 出さず。 故に 其の 説く 所 

|ー^ は 似て 其の 本 は 違 ふ。 是れ道 源 を 貴びて 說 かざる は、 大 原を會 せず して^ 物と 爲る 


(二) 孟子 梁 

岀上篇 第 七 

章に 「齊桓 . 

詈 文 之 事、 可 

レ得レ 聞 乎。 孟 
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桓* 文 之 事 I 

者"」 义 公孫 丑 

上 sliia 章に. *、 

孟子が *{』仲* 

tX 子に 比せら 

れ しも 喜ばす 

して、 _ws も 

r しれが g:c 仲と 

iSS れか 賢と 問 
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デた り 


なり。 卑 より 高に 升り 近より 遠に 及ぶ は、 是れ 箇の大 原の 序な り。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 則ち 後出 晚進は 義理の 本 原に 於て 未だ 驟に 語る ベ からず と 雖も， 

苟も 茫然と して 其の 梗概 を識ら ざると き は、 亦 何の 底止す る 所ぞ、 故に 先づ 道の 大原 

を 以てする か。 師曰 はく 、「後出 晚進は 義理の 本に 於て 未だ 驟に 語るべからず」 との 言 

甚だ 謬れ り。 義理の 本源 は始學 より 終末に 至る まで、 懷に 表出して 須臾 も 離る ベから 

ず。 其の 言 其の 行、 忠とー K ひ 孝と 云 ふ、 各. -舉者 をして 此の 趣向に 底止せ しむべし。 

此の 大 原に 底止せ ざると き は、 言行 忠孝 其の 事業 相似る と雖 も， 大原 杏に 違 ふ。 是れ 

管 仲. 晏 子が 功少 からざる も、 聖 門の 徒 之れ を 言 はざる なり。 日用 躬行の 實大原 を 離 

るるとき は實な ら ず.。 

或 ひと 問 ふ、 道の 大原 は舉 者の 趣向 を 底止して 雜駭 ならしめ ざる 所以なら ば、 聖人 

何 ぞ易を 以て 恆に 論ぜず して、 唯 だ 詩 • 書. 執 禮を 以てする や。 師曰 はく、 曰 用 躬行 

の實 は、 是れ舉 者の 急務に して 大 原の 次序な り。 彼の 易 は 直に 全體を 指し 淵源 を 著明 

する の 書に して、 盡 せり 至れり。 初學の 徒の 速 かに 通ず る 所に 非ず。 人 各- - 急務 あり、 

急務 を 先にして 大原を 失 はざる は、 是れ 聖人の 敎 ふる 所な り。 易 は聖々 相傳 へて. 是 
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れを 以て 萬 世の 師と爲 す 所以な り。 故に 饭に說 かざるな り。 

或 ひと 問 ふ、 孟子 旣に沒 して 理學 明かなら ず、 有 宋の諸 儒 大いに 正宗 を 明かに す、 

是れ 道の 大 原に 非ず や。 師曰 はく、 理 學の說 甚だ 謬れ り。 漢の 儒者 專 門に 陷り、 唐 入 

なづ  6  1 な 

は詞 華に 泥む。 宋元 明の 諸 儒 理學を 執る、 各  >  五十 歩百步 にして、 聖人の 旨 を 亡 ふこ 

と は 相 同じ。 專 門. 詞華 の舉者 は、 訓詁 章句に して 其の 弊 浮華 偏 倚な り。 理^に 到る 

とき は虚遠 を談じ 高尙を 事と し- 寂然 を 味 は ひ 世俗 を 蔑し、 聖樂に 於て 其の 番 甚だ 深 

く、 日用に 於て 其の 弊 尤も 切なり.。 理舉 遂に 盛に して、 儒の 佛 なる 者老莊 なる 者皆然 

り。 道の 大原 何の 處 にか 存 せんや。 偶. '其の 說を爲 すの 徒 精神 を 弄し. S 無 を 味 ふ。 凡 

そ舉は 理氣を 論じ 合 妙を存 す、 故に 事理 一 致して 本末 共に 具 はる。 唯 だ理舉 とのみ 曰 

ふとき は、 其の 首 泥 著して 大原 終に 隱る。 

或 ひと 問 ふ、 後 第の 證 する 所 各. -六經 に 在り。 子の 言 ふ 所 も 亦 六 經に本 づけり。 是 

i に. 辭上 非 甚だ^し 難き か。 師曰 はく、 易に 曰 はく、 「乾 は 易 を 以て 知り、 坤は簡 を 以て 能く 

(づ  1 に § つ す」 と。 叉 曰 はく- 「易 簡 にして 夭 下の 理得」 と。 是れ 聖人の 道 日用 事物の 理 にして、 

tr たお ^ に 甚だ^な り。 其の 間 自然の 妙 用 あり。 妙 用 を 欲し 思慮 を 欲 十れば， 乃ち 違 ひ 


仁 *l 第 十五 章 

レ之」 

S 同 先進 

篇第 二十 五 章 

「夫子 喟然ぉ 

曰、 吾與レ iS 也」 

に 出づ。 SSi は 

S! 子の 父、 他 

の 词 門 皆 治 a 

平！ K 下 を 以て 

語りし に、 點 

獨り 風流 を 語 

りし 時の 孔子 

の 言 se^ なり 

< 五) as 解 上 

偁 に出づ 


乃ち 遠し。 論語の 一 貫 • 點に與 する 等の 語， 易の 寂然 不動の 言， 舉者 焉れを il- へ て 思- 

慮 を 費し  H  夫を勞 し、  終に 虚無 靜 寂に 陷溺 し、 鑑空 衡平の 地と 爲し、 無聲 無臭の 至と 

爲し、 之れ を 日用に 及ぼし、 之れ を 政事に 施して 更に 用な し。 唯 だ 淸談を 事と する の 

み。 象 山. 陽 明が 舉者を 惑 はし 大 原に 違 はしむ る、 {& に 千載の 罪人、 鼓 を 鳴らして 之- 

れ を攻 むる も猶ほ 未だ 足らざる がごと し。  舉者證 すべき 所 は、 日用 究理の 上、 事物 致 

知の 間に 在り。 其の 高尙 其の 虛遠、 淸談 潔行稱 すべし と雖 も、 日用 究理せ ず 事物 致 知 

せざる とき は、 知日に 暗く 理 日に 遠くして、 權 謀術數 虚無 寂滅の 間な り。 

或 ひと 問 ふ、 道の 大原は 天 地に 出づ るの 說は 聞く こと を 得たり。 天地の 然る 所 W の 

者は是 れ何ぞ や。 師曰 はく、 天地の 然る 所以の 者 は、 理氣の 妙 合に して 然り、 象を以 

て 名 づけず、 言 を 以て 語らず。 或 ひと 曰 はく、 理氣の 妙 合 は是れ 何の 故ぞ や。 師曰は 

く、 天地の 然る 所以な り。 或 ひと 曰 はく、 夭 地の 然る 所以の 者 は 理氣の 妙 合に して. 

理氣の 妙 合 は 天地の 然る 所以な り。 是 れニ箇 底に あらず や。 師曰 はく * 何ぞ相 分たん 

や。 多言 は 數-究 まる。 
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一 OA 易に 太 極 ある を 論ず 

師曰 はく T 易に 太 極 あり、 太 極 兩儀を 生ず」 と。 太 は 古の 泰の 字、 極な り しなり。 

極 は 至な り窮 なり。 太 極 は 象 數已に 具 はりて 未だ 發 せず 朕な きの 稱 なり。 這 筒の 现； 

妙 合して、 幽微の 間、 廣大變 通， 縣 i 明の 象、 盡く具 はりて 一 點の闕 くる ことなく" 

甚だ 相 至極せ るの 謂な り。 這箇太 極の 象 已に發 して、 犬 地 便ち 廣大 なり， 四 時 便ち 變 

通し、 日月 便ち 縣象 著明な り、 雲行き 雨 施し 萬 物品 節す。 是れ 幽微の 間 太 極の 象 巳に 

發 するな り。 始終 唯 だ 太 極の み。 

師曰 はく、 太 極の 說、 近く 譬を 人生 胎 託の 初に 取る に、 理氣 混合して 一 點 子の を 

つ 1 1 

うば，， むちん 

爲す。 是の 時象數 已 に 具 はりて 一 箇の闕 なし。 然して 唯 だ 一 點子 にして 冲漠無 朕な り。 

這 筒の ー點 子、 天地 自然の 妙、 日用 事物の 理、 四 ま 百骸の 象、 旣に太 極す。 而 して U 

に 成り 月に 長 じて， 終に 此の 形を爲 す。 是れ 一 點 子の 間 象 數已に 太 極す るの 發 なり。 

3) 

ぎよべ つ  かふた く 

今一 筒 を 損益せ ず、 鳥 獸魚鼈 S 蟲の 出生、 草木の 種子 卵胎含 鍵、 萌芽 甲拆、 凡そ 理氣 

妙 合の 物 皆 此の 如し。 -數已 に 具 はりて 朕な し。 其の 象數 已に發 して 用を爲 すなり。 

故に 太 極 は 始終の 至極せ るな り。 


師曰 はく， 聖人 事物の 間應 接の 用 唯 だ 此の 太 極の み。 所謂 聖人 は 1K 地の 物 則に 依り. 

衆理を 含蓄す。 是れ 未發の 時、 巳に 象 數相具 はる， 故に 感じて 天下の 物に 通じ * 思 ひ 

て通ぜ ずと いふ ことなし。 其の 未だ 感ぜず 未だ 應ぜ ざる や、 冲漠 にして 無 朕な り。 然 

も 象數は 悉く 具 はる。 是れ太 極な り。 其の 方寸の 間に 巳に 太 極す、 故に 致 知 格 物の 功" 

正 心 修身の 要， 父子 君臣に、 國に 天下に、 千緖萬 端の 事物 皆 相 通じて 序 あり。 是れ日 

用の 太 極な り。 

師曰 はく， 夫子 易 を 論ずる に 太 極 を 以てし， 理氣妙 合 太 極して、 此の 一箇 裏に 六十 

四卦、 三百 八十 四爻、 其の 象數 悉く 具 はる。 已に兩 儀. 四 象. 八卦 を發 する に 及び、 

終に 六十 四卦に 迄る。 人 皆 其の 著明に して 形 ある を 執りて、 而 して 冲漠 無睽の 時這箇 

の 太 極なる こと を 知らず。 故に 或は 理 便ち 太 極、 性 便ち 太 極と 曰 ひ、 次序 を 立て 太 極 

を 論じて 天地の 先と 爲 すに 至る。 

師曰 はく、 天地 自然、 理氣 混合 するとき は、 其の 象 已に具 はる。 其の 象 已に具 はる 

とき は、 妙 用 ありて 太 極な り。 彼の 作爲妄 制の 事物 は， 理氣妙 用なら ず、 故に 唯 だ 一 

理 にして、 太 極 を 具 ふと 謂 ふべ からず。 聖人 君子の 爲す 所思 ふ 所、 皆 理氣妙 用の 發見 
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なり、 故に 一物 各 ，- 一 太 極な り。 是れ 聖人 君子の み、 德知犬 地に 同じければ なり。 小 

人惡 人の 事物に 應 ずる は、 唯 だ 偏 塞して 敝辟 冬し。 是れ 幽微の 問 象數具 はらず 太 極せ 

ざれば なり。 


二) 莊子 a 

itto  rsj 

の 南 其に 徙る 

や、 水に |» つ 

こ ii  一  I 干 里 * 
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つじ 松 は K 
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IO 九 或 ひと 太 極の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問うて 曰 はく， 太 極 は 形な く 象 なきや。 師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「太 極 は"？？ -數 

未だ 形せ ざるの 前、 其の 象數 悉く 具 はりて 朕な きの 目な り」 と。 此の 一 頁 說き 得て 太 樋 

の說に 近し。 凡そ 象 は 形の 幽微なる ものにして * 形 は 象の 已に著 はるる たり。 無形 無 

象の 處、 何の 論ずる 所 か あらん。 唯 だ象數 含み 萌して 未だ 縣象 著明に 到らず， 此の 裹 

に 於て 這箇 一 太 極な り 。彼の 鳥の 卵、 木の 核、 其の 初 は 一 點子 にして、 而も 見るべく 執 

ふるべき ことなき の 間に、 大鵬の 搏扶搖 、松柏の 棟梁の 器、 旣に太 極す。 一 點 子の 象な 

くして、 太 極 何に 因って 焉れを 論ぜん や。 故に 太 極 象 數已に 具 はりて 發 見の 形な し。 

或 ひと 問うて 曰 はく、 ー點 子の 間 象 數已に 具 はる、 是れ 便ち 天命の 性な り。 天命の 

性 を 以て 太 極と 爲 すか。 師曰 はく， 然ら ず。 ー點 子の 象數は 理氣相 共に 具 はる、 性 も 


亦 其の 裏に 在り。 唯 だ理氣 混合して 相 離れず、 互に 包 持し 來る。 必ず 天命の 性 を 以て 

太 極と 爲す者 は 甚だ 近から ず。 性 も 亦 太 極の 一 事な り。 

或 ひと 問うて 曰 はく、 一  點子又 何れの 處 より 成り 来る や， 其の 成り 來る 所以、 是れ 

太 極なら ず や。 師曰 はく， 一  點子 は、 理氣 混合の 物な り、 混合して 一 點 子たら ざると 

き は、 太 極 を 論ずべ からず。 是れ妙 用なければ なり。 理氣妙 合して ー點 子の 象 ある、 

是れ太 極な り。 

或 ひと 問 ふ、 太 極是れ 象な りと。 然 らば 則ち 太 極 は理氣 相聚の 後に 此の 象 あり。 是 

れ理氣 先にして 太 極 後なる か。 師曰 はく、 理氣妙 合する とき は 太 極 あり、 太 極 あると 

き は 理氣具 はる。 更に 差別せ ず、 叉 先 後 を 論ずべ からず。 1K 地の 相 生る、 先 づ理氣 あ 

りて 而る 後に 天地 あるに 非ず。 此の 理氣妙 合すれば 此の 天地 生ず。 理氣妙 合して 天地 

生ずる とき は 太 極な リ。 此の間 髮 を容れ ず。 曰 はく、 然 らば 太 極 兩儀を 生ずる の 次序 

ある は何ぞ や。 師曰 はく、 太 極 は 幽微に して 象 數已に 具 はるの 象、 其の 已に發 する に 

動靜 あり。 是れ亦 動靜相 因って 更に 分離せ ず、 故に 相對 して 兩儀を 生ずるな り。 其の 

本 を 推す とき は 已に具 はるの 象數今 著明す るな り。 已むを 得ず して 其の 次序 先 後 を 述 
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ぶる、 是れ义 太 極の 理 なり。 

或 ひと 問うて 曰 はく、 太 極 は 專ら靜 を 以てする か。 師曰 はく、 或 ひとの 問 ふ 「南 軒 

の 云 ふ 太 極の 體至靜 なりと は 如何」。 朱 子 曰 はく、 「然ら ず」。 又 問 ふ、 「太 極 は 動靜を 

兼ねて 言 ふや」。 朱 子 曰 はく、 「是れ 太 極が 動靜を 兼ぬ るに あらず、 太 極に 動靜 あるな 

り」。 叉 問 ふ、 「動 靜是れ 太 極の 動靜 なり や、 是れ 陰陽の 動靜 なり や」。 朱 子 臼 はく T 是 

れ理 の動靜 なり」。 曰 はく、 「此の 如く なれば 則ち 太 極 模様 あり や」。 朱 子 曰 はく、 「無 

し」 と。 是れ 等の 數語、 太 極 動 靜の說 を 論ず。 凡そ 太 極 は、 象 數已に 具 はり 理氣妙 用 

しばら とど 

す、 故に 生々 息む ことなくして、 天命の 流行 少 くも 舍 まらず。 今 言 ふ 所の 動靜 は已發 

の動靜 なり。 巳に 形して 模様な きを 以て 靜と爲 し、 模様 ある を W て 動と 爲す。 太 極 は 

象 ある を 以て 靜と爲 し、 生々 息むな きを 以て 動と 爲す。 是れ 便ち 理氣の 妙 用に して、 

已むを 得ず して 然るな り-。 或 ひと 曰 はく、 一 點 子の 象、 何 を 以て か 流行す る や。 師曰 

はく、 是れ 乃ち 二 氣の妙 用に して 言 ふべ からず。 今人の 默靜 せる、 猶 ほ元氣 流行して 

瞬 息の 止まる ことなき がごと し。 是れ 天 地の 流行して 息まず、 四時 行 はれ 百 物 生る の 

謂な り。 尤も 熟 味 十べ し。 


(•：) 朱 子 語 

S5 卷 九十 四周 

子之番 に出づ 

(三) 某 は 朱 

壬， a は 周 子 


或 ひと 問 ふ、 ー點 子の 象是れ 陰陽な り、 陰陽 を 指して 太 極と 謂 はんか。 師曰 はく、 

(二)  (一二.) 

或 ひとの 問 ふ、 「陰陽 便ち 是れ太 極な り や 否や」 と。 朱 子 曰 はく， 「某 は圖を 解して 云 

ふなり、 然れ ども 以て 陰陽 を 離る る こと あるに 非ず， 陰陽に 卽 して 其の 本 體を指 十、 

陰陽 を 離れず して 言を爲 すの み。 太 極 は 只 だ 陰陽の 中に 在りて、 能く 陰陽 を 離る るに 

非ず。 然して 太 極 を 論ずる に 至る とき は、 太 極 は 自ら 是れ太 極、 陰陽 は 自ら 是れ 陰陽 

なり」 と。 是れ朱 子 陰陽に 卽 して、 其の 本體を 指して 太 極と 曰 ひて、 陰陽 を 離れず し 

て 言を爲 すの み。 愚 謂へ らく、 太 極 は 陰陽 及び 其の 本體 共に 具 ふるの 象 を 指 十な り。 

本體を 指して 太 極と 謂 ふとき は、 性 便ち 太 極な り。 性 は本體 にして、 氣質 作用 は 用な 

り。 若し 性 を 指して 太 極と 曰 ふとき は、 氣質 作用 是れ 漏脫 す。 或 ひと 曰 はく- 性 は 則 

ち氣焉 れに屬 すと。 然 らば 叉 理氣を 以て 太 極と 爲 すなり。 共に 本說 ならず。 

或 ひと 問うて 曰 はく、 人の 性、 形象の 見るべき なくして、 而も 衆理を 具へ 萬 事に 應 

ず。 是れ太 極なら ず や。 師曰 はく、 人の 生る る や 理氣妙 合して 一 點 子の 象 を爲 す、 是 

れ 天地 自然の 太 極に して、 此の 生 旣に理 氣の妙 用 を含藏 す、 天命の 性な り。 是れ 一 物 

は 一 太 極 を 具 ふ。 人 も 亦 犬 地の 一 品、 故に 一 身の 主宰 は 妙 用 ありて、 能く 萬 事に 應ず • 
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便ち 一 身の 太 極な り。 直に 性 を 指して 太 極と 謂 ふとき は 差 あり。 

或 ひと 問うて 曰 はく、 朱 子 以下の 諸 儒， 太 極 を 以て 理と爲 十， 此の 理の卞 は 理氣の 

理に 非ず して、 本然の 理を 指す や。 師曰 はく、 本然の 理、 理氣 の理， 何 ぞ 差別 せん 

や。 理氣の 理是れ 本然の 理 なり。 本然の 理を 以て 理氣の 先と 爲す は、 是れ 異端の 空談 

なり。 

I  10 諸 11 太 極の 說を辨 ず 

f  二  たづ 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく 、「極の 名 を 得る 所以 を 原ぬ るに、 蓋し 柩椟 の義に 取る。 聖人 

之れ を 太 極と 謂 ふ は、 夫の 天地 萬 物の 根 を 指す 所以な り」。 叉 曰 はく、 「太 極 は 只だ是 

§  (5 

れー简 の理の 字」。 又 曰 はく、 「太 極は理 なり、 動 靜は氣 なり」。 叉 曰 はく、 「太 極 は 只 

だニ氣 五行の 理、 別に 物 ありて 太 極と 爲 すに 非ず」。 叉 曰 はく. 「動 靜は太 極に 非ず し 

(5  i. て- 動靜 する 所以の 者 乃ち 太 極な り」。 又 曰 はく、 「性 は 猶ほ太 極の ごとく * 心 は猶ほ 

額せ 五^ arc 

條 に出づ  陰陽の ごとし」。 又 曰 はく、 「太 極 は 陰陽 を 生じ、 理は氣 を 生ず」 と。 是れ 等の 數語及 

び 太 極の 岡 解、 各. -理を 以て 太 極と 爲し、 妙 用 を 以て 理と爲 すの 差 なり。 现は氣 を 


兼ね、 氣は理 に 屬十。 言 を 以て 十る とき は 理と曰 ひ 氣と曰 ふ も、 其の 自然の 妙 合は更 

に 分別せ ず。 理を 以て 太 極と 爲す とき は、 性 を 指して 太 極と 曰 ふの 謂な り。 易に、 指 

して 性 理と言 はずして 太 極と 曰 ふ， 是れ 聖人 性理の 說を隱 すか。 今 太 極 を W て 性理と 

爲す、 故に 後 學皆太 極 を 以て 聖學の 淵源と 爲す。 愚 謂へ らく、 太 極 は 易の 象數 生々 無 

息の 本論な り。 是れを 以て 學者 平日の 工夫と 爲す は、 甚だ 差 謬し 了る。 學者聖 舉の德 

知積累 して 思 ひ通ぜ ずと いふ ことなければ， 太 極の 象 數相具 はる。 是れ舉 者の 太 極な 

り。 凡そ 太 極 は作爲 して 何ぞ爲 らん。 唯 だ 理氣妙 合して 自然の 太 極に して 睽 なきな り。 

(六) 朱 £J 師曰 はく、 朱 子 曰 はく  、「太 極 は 便ち 只 だ 陰陽の 裏に 在り。 所謂 陰陽 は 便ち 只 だ 太 極 

1? 卷 七十 五 に 

、一， J 出； Ls、 の 裏に 在り。 今の 人 『是れ 陰陽の 上 別に 一 筒 無形 無 影 裏 あり、 是れ太 極な り』 と說く 

(七) 邵：^ 節 

に- は 非な り」 と。 是れ 等の 語 道 ひ 得て 好し。 只 だ 太 極 は， 幽微の 間 萬 象 共に 太 極す るな 

子 全 iw 卷五、 

^^- « J り。 此の 如く 說き 得る とき は、 何ぞ 一 箇の 別物と 做し 來 らん や。 

^^^D  (七)  r 八) 萍鄉の 人、 字 は叔器 

t,i、SJ^  師曰 はく、 邵子云 はく、 「道 を 太 極と 爲し心 を 太 極と 爲す」 と。 宋の胡 安之 云 はく、 

は 講じ、 C 齋 「先師 文 公 云へ る こと あり、 無 極は卽 ち是れ 無形、 太 極 は卽ち 是れ理 あり、 今 多く 之 

先 In: と Ji す 

れが 詞を爲 すと 雖も、 以て 此の 言 を 易 ふること なし。 邵 子の 道 を 太 極と 爲 すと は， 流 
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■»i  二 仁 才 1* に w  w は？ 名つ一:^ 
+-  «  •  •  « ん す 北5  -.^ 

ぜ •'、•« ぶ 心 !•>  1-：  "？ «  ti 
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行す る 者 を 以て 之れ を 言 ふ。 心 を 太 極と 爲 すと は、 統會 する 者 を 以て 之れ を HI 一 ：！ ふなり。 

流行す る 者 は 萬 物 各-' 一理 を 具へ- 統會 する 者 は萬理 同じく 一原に 出づ。 統會を 知ら 

ざれば以て操^4:することなく、 流行 を識ら ざれば 以て 物に 處 する ことなし」 と。 愚 謂 

へらく、 邵 子が 說く所 亦理を 以て 太 極と 爲す、 故に 道 を 太 極と 爲し心 を 太 極と 爲す。 

然 らば 則ち 理と曰 ひ 道と 曰 ひ、 心と 曰 ひ 太 極と 曰 ふ、 各-只 だ 一 事の 分 名な り。 是れ 

聖舉を 知らず、 推して 一原 を 以て 之れ を 論じ、 次， 序 を 明かに せず、 分 殊を詳 かにせ ず、 

むな 

畢竟 其の 見る 所 甚だ 高く して、 其の 本 づく所 甚だ 虚し。 而 して 日用の 妙 用 を 现會せ ざ 

るな り。 胡 安之が 解 は、 是れ邵 子の 說を 信じて 附會 する の 謂な リ。 太 極の 裹面、 道の 

行 はるる あり、 心の 正しき あり、 理の 明かなる あり、 含蓄せ ざるな し。 只 だ 一事 を 指 

して 太 極 を 謂 ふとき は、 則ち 一物の 一 太 極な り、 易の 太 極に あらず。 

師曰 はく、 陳淳、 字 は 安 卿、 北溪 先生と 稱す、 朱 子に 從 ひて 舉ぶ。 喜 一 が 曰 はく 、「南 

(三) 

來 して 吾が 道 一安 卿 を 得」 と。 嘗て 性理 字義 を 著 はして 曰 はく 、「太 極 は 只 だ 是れ理 を 

以て 言 ふ。 理は 何に 緣っ七 叉 之れ を 極と 謂 ふぞ。 極 は 至な り、 其の 中に 在りて 柩械の 

J„ ^ある を 以てな り。 皇極. 北極 等の 如き、 皆 中に 在る の義 あり。 便ち 極を訓 じて 中と 


t へ 

さ s 

m 


爲 すべから ず。 蓋し 極の 物た る、 常に 物の 中に 在り、 四面 此に 到りて 都て 極まり 至り 

都て 去り 得ず。 屋の^！^梁の如き、 之れ を屋 極と 謂 ふ 者 は、 亦 只 だ 是れ屋 の衆材 四面 湊 

合して 此の 處に 到りて、 皆 其の 中に 極まり、 此の 處に 就きて 分 出し 去って、 衆 材を四 

S) 

面に 布き 爲す。 叉皆^^勻にして偏剩偏欠の所なし。 太 極と 云 ふ 者の 若き、 乃ち 是れ理 

に 就きて 論ず。 天の 萬 古 常に 運る 所以、 地の 萬 古 常に 存 する 所以、 人物の 萬 古 生々 息 

まざる 所以、 是れ 各- - 自ら 恁 地に あらず、 都て 是れ理 其の 中に 在りて 之れ が 主宰た 

X. こ と。 愚 謂へ らく、 是れ 亦理を 認めて 太 極と 爲し、 妙甩を 以て 理と爲 す。 各 ~ 朱 子 

の說に 同じ。 天地人 物の 然る 所以 は、 是れ唯 だ 理氣妙 合の 自然 已むを 得ず して 然るな 

り。 已むを 得ず して 然る、 是れ理 氣の妙 用な り。 太 極 を 以て 論ずべ からず。 

師曰 はく、 陳安卿 曰 はく 、「未だ 天地 萬 物 あらざる 先に 此の 理 あり。 然して 此の 理是 

れ懸 空に して 那 裏に 在る にあらず。 機に 天地 萬 物の 理 あれば、 便ち 天地 萬 物の 氣 あり。 

織に 天地 萬 物の 氣 あれば、 則ち 此の 理 便ち 全く、 天地 萬 物の 中に 在り」 と。 愚 謂 へら 

く、 是れ理 を 以て 先と 爲 すなり、 故に 理を 以て 天地 萬 物の 先と 爲 すなり。 1K 地 萬 物の 

(五)  (六1 

先 を 謂 ふとき は、 則ち 老子 は 「物 あり 混成し、 天地に 先だって 生ず」 と說 き、 莊子 は、 
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(一) a は 含 

に 同じ、 ここ 

は 天地人 もい 


(•：) 象 山 先 

生 全集 «  二、 

與 朱： 兀！ t 窨に 

出づ 

つ 一〕 

九 二  Hul 照、 

朱 子の 門 鬼に 

L て 又 女 JS れ 


辭 傅に、 rse 

にして 天下の 
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是れ空 無 を 立てて 高尙を 論ず、 彼の 理风. -の 弊な. 


夭 地 萬 物の 先、 聖人 は錯 いて 焉れを 論ぜず。 

師曰 はく、 漢 志に 謂 はく、 「太 極 函三は 一 と爲 す」 と。 乃ち 是れ 指して 天地人の 三箇 

氣形已 に 具 はりて、 渾淪未 判 底の 物と 做 十.。 此れ 說き 得て 近し。 只 だ 太 極 は 未發の 象" 

始終 本末 悉く 具 はるの 稱 なり。 

師曰 はく、 象 山の 陸 氏 朱 子に 與 ふる 書に 曰 はく 、「極 は 中な り、 無 極と 一一 n ふとき は是 

れ中 なし」 と。 是れ陸 學は太 極 を 以て 太 中と 爲 すなり C 其の 說 甚だ 差へ り。 勉齋の 黄 

榦、 字 はい 51 卿、 朱 子に 師事す。 太 極 を 注して 云 はく T 極の 字訓 じて 至と 爲 すと 雖も， 

實は 則ち 方 所形狀 ある を 以て 名 を 指すな り。 北極 • 皇極 • 雨 極 • 民 極の 類の 如き、 皆 

(En 

諸れ を此に 取る。 然して 皆 物の 方 所形狀 あり、 適-極に 似る を 以て、 極の 義を具 ふ。 

たと  さと  f 五) 

故に 極 を 以て 之れ を 明かに し、 物 を 以て 物を喩 ふ。 蓋し 曉り 難き ことなし。 惟れ 太傳 

に 易の 至理は 易の 中に 在りて、 衆理の 總會萬 化の 本 原た る を 以てす、 而 して 大 下の 理 

を 擧げて 能く 焉れに 加 ふるな く、 其の 義 得て 名づ くべき なし。 而も 極に 類す る もの あ 

り。 是に 於て 極 を り 之れ に 名 づけて 係く るに 太 を 以てす。 則ち 其の 尊く して 對 する 


ものな きこと、 又 他の 極の 比に 非ず。 然 らば 則ち 太 極 は. 特だ是 の 物を假 りて 以て 是 

の 理を名 づけ、 其の 方 所形狀 あるに 因って 以て 名づ くと 雖も、 而も 方 所 形狀の 求む ベ 

き あるに 非ず、 他 書の 用 ふる 所の 極の 字と、 義を 取る の 思 同じと 雖も、 實を 以て 虚に 

喩へ、 有 を 以て 無に 喩へ、 喻 ふる 所 言外に 在り」 と。 是れ 等の 語， 太 極の 字 を 說き得 

て 甚だ 詳 なり。 其の 說を 解す るに 及んで 曰 はく、 「太 極 は 只 だ 是れ極 至の 理、 形容す ベ 

からず」 と。 是れ說 き 得て 過 了す。 太 極 を 以て 極 至の 理と爲 すと き は、 聖人 何 ぞ說き 

(六) ！ a 德秀、 

！ if」5™s 得て S に 此の 地に 至ら ざらん や。 

IS 仲 方、 臨 師曰 はく、 西 山の 眞氏曰 はく、 「蓋し 極 は 至極の 理 なり、 天下の 物 を 窮めて 尊ぶべく 

?ts の， W 周 責ぶぺ きこと、 孰れ か 此れに 加 ふる 者 あらん。 故に 太 極と 曰 ふなり」 と。 是れ亦 至極 

f 子^ 么の の理を 指して 太 極と 爲 すなり。 朱 子 已下諸 儒の 說、 訓詁 字解に 於て は 取りて 用 ふべ き 

部待郞 を經、  あやま  こ  (七) 

致 ほ 一， I は も、 其の 說を爲 すに 到りて は數. ^差 了て り、 焉れを 執り 用 ふるに 足らず。 臨 川の 吳氏 

KV  ^  ^ に. 事 

isss?., 曰 はく 、「開 物の 前、 渾沌た る 太始混 元の 此の 如き 者、 太 極 之れ を爲 す。 開 物の 後、 天 

性 善 堂 の 著  (<) 

it メ 地 あり 人物 あり、 此の 如き 者、 太 極 之れ を爲 すなり」 と。 山陽の 度 正、 字 は 性 善、 早 

の 名 く 朱 子を師 とす。 太 極 を 解して 曰 はく、 「太 極 は 本然の 妙な り、 初より 方 所の 名づく 

聖學 十一 大原  -  三 七 一 


二)  は 

e; お；？ * 大全 

大 # に 於て、 

*.r^, 新：： if は 

親 W なるべき 

も！ S8 す， 今 素 

行の 文と して 

新 はと ある は 

の？！； か、 

或は « ひて W 

ひたる か、 本 


山 鹿 語類 卷笫 四十 一： 一 

べきな く、 聲 臭の議 十べき なし。 學 者の 之れ を 求む る、 其れ 將た何 を 以て 之れ を 求め 

んゃ。 亦 之れ を 此の 心に 求む るの み。 學者 誠に 能く 自ら 其の 心を識 り、 反って 之れ を 

B 用の 問に 求む ると き は， 將に 得て 言 ふべき 者 あらん。 夫れ 寂然 不動、 喜 怒 哀樂の 未 

だ發 せざる 者、 此れ 心の 體 にして、 太 極 本然の 妙是に 於て か 在るな り。 感じて 遂に 通 

じ、 喜 怒 哀樂の 旣に發 する 者 は、 此の 心の 用に して、 太 極 本然の 妙， 是に 於て 流行 

十」 と。 是れ 等の 說皆 理擧の 弊な り。 凡そ 聖人の 道 は、 日用 平生の 問に 在り。 若し 遠 

く 索め 深く 考 ふるとき は， 道 遂に 隱る。 世の 太 極を說 くもの 皆 高く 驚せ て、 其の 首 詰 

する 所、 得て 言 ふべ からざる に 到り、 甚だ 聖人の 意に 違 ふ。 愚 何 を 以て か 聖人の 意に 

違 ふこと を 知る や。 孔門の 學者は 唯 だ 日用の 切なる のみ。 今の 人 は 口 を 開けば 太 極の 

至 理を談 じ、 手 を 下せば 寂然 不動の 事 を 以てす。 是れ 一 筒の 理の 字に 泥 著し、 敝京 ■ 偏 

ひ，，  つ きぐ 

倚して 聖人の 道 を 知ら ざれば なり。 故に カ行 日に 欠 了し、 . ほ 仁 月に 闕 如し， 唯 だ泥塑 

人の 如し。 畢者 是れを 以て 極と 爲 さば、 那箇 か是れ 修身、 那筒か 是れ新 民、 In- 來れば 

U ハだ 異端の 異端な り。 聖學 旣に泯 びて、 人々 意見 を專ら にす、 尤も 歎息すべし。 

師曰 はく、 後 儒 皆 朱 子の 說に 依り、 太 極 を 以て 理と爲 すなり。 理氣 更に 離れず、 離 

ヽ 


(二)  i 上 

傳 


3 朱 子 語 

類 《 七 十五に 

出づ、 底本 一 

二  _^?SE あるか 


(四) 易お の 

卦の 「上 九、 

とど 

良 まるに 敦 し。 

吉 なり。 象に 

曰 はく、 良 ま 

るに 敦 きの 吉 

は、 終 も 厚く 

する を 以てな 

b」 をい ふ 


るるとき は 妙 用な し。 妙 用なければ 則ち 理氣 なし。 太 極は理 氣相聚 まり、 其の 間に 其 

の 朕な きの 象 あり。 已に發 見して 兩儀を 生ずる、 是れ妙 用の 象， 必ず 發 して 事物に 應 

ずるの 用 あり。 故に 太 極 あるとき は應用 あり、 應 用な きとき は 太 極 は 一 箇の 死物に し 

て- 用 ふるに 足らざる なり。 易に 太 極は兩 儀. 四 象. 八卦の 應用を 生ずる を 論ず。 以 

て 味 ふべ し。 

師曰 はく、 朱 子 曰 はく、 「太 極 は 一木の 生ずる が 如く、 本分れ て 枝 幹と 爲り、 叉 分れ 

て 花 を 生じ 葉 を 生じ、 生々 不窮 にして 果子を 成す に 到り 得て、 而 して 又 生々 無 究の理 

あり、 生じ 將 つて 出で 去る 叉 限りなし。 箇の太 極、 更に 停 息な し。 只 だ 是れ果 實を成 

す 時に 到りて、 叉 却って 略 ぼ 少く歇 む。 是れ 止まる にあらず、 這 裏に 到りて 自ら 合に 

しぱら  (En  ん  - * 

少く 止まるべし。 所謂 萬 物 を 終始す る こと， より 盛なる はなし。 艮止は 是れ生 J の 

意な り」 と。 此の 語譬へ 得て 近し。 太 極 は 一木の 生ずる が 如く、 其の 生 旣に枝 幹 花 葉 

果子を 含む、 是れ太 極な り。 生長す るに 及んで 其の 形 を 見 はす も、 元と 是れ 其の 生ず 

る 時の 含 藏無究 の 象、 今 相 著明す るな り。 r 旣に 果實を 成す の 時、 却って 略 ぼ 少く歇 

あやま 

む. 是れ 止まらず して、 這 裏に 到って 自ら 合に 少く 止むべし」。 此の 語 差 了て り。 果 

聖學十 一 大原 
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實の 時に 到りて は， 果實旣 に 各. - 1 點 子の 象 を 具 ふ、 是れ太 極な り。 生々 無 息な り， 

とど 

少 くも 歇 まざるな り。 少 くも 止まらざる なり。 只 だ 天地の 氣に隨 つて 收藏 する も、 是 

れ亦太 極な り。 一花の 結ぶ や、 其の ー點 の蘂、 紅白 雜品を 具 ふ、 是れ亦 太 極な り。 日 

月 に 長 じて 其の 花 綻び 來る 時， 更に 先 後 甲乙な く、 一般に 長じ來 つて 數般の 模樣を 

さぐ 

爲す。 其の 內旣に 一 果の象 ある も、 見る ベから す 索るべからず。 是れ太 極の 妙 用な り。 

故に 一葉の 落つ る、 旣に 下に 一葉の 太 極 あり、 一花の-おぶ る， 旣に 裏に 一 果の太 極 あ 

り。 生々 無 息- 天地の 理氣、 流行の 機な り。 疑 ふべ からざる のみ。 

師曰 はく、 日本書紀 祌 代の 上に 曰 はく、 「古 天地 未だ 剖れ ず、 陰陽 分れず， ， 渾沌た る 

と 》-「 こ  くぐ も  きざし  す あきらか  たなびき 

こと 戴 子の 如く、 溟 讳 りて 牙 を 含めり。 其の 淸み 陽なる 者 は 薄縻て 天と 爲り、 重く 濁 

れる 者は淹 滞て 地と 爲 るに 及びて、 精し く 妙なる が 合へ る は搏ぎ 易く， 重く 濁れる が 

(二  (二) 

凝りた る は 場り 難し。 故れ 夭 先づ 成りて 而 して 地 後に 定まる。 然して 後に 神聖 其の 巾 

に 生れます」 と。 是の語 道 ひ 得て 好し。 溟 讳 りて 牙 を 含む、 是れ旣 に 象 あるな り。 說 

き 下して 「然して 後に 神聖 其の 中に 生れます」 に 到って は、 其の 語に 弊 あり。 祌聖は 

大地の 神聖、 乃ち 至 神の 聖人な り。 天地の 祌 聖何ぞ 犬 地の 後に 生ぜん。 芽 を 合む の 問、 


天地 乃ち 神聖 具 はる。 是れ芽 を 含む の 時 象 數相具 はる、 乃ち 太 極な り。 人の 天地の 中 一 

に 生ずる、 又 更に 先 後な し。 天地 成る とき は 人物 具 はる。 先 後 を 論ずべ からず。 凡そ 

後世の (ひと) 天地 聖人の 道 を 謂 ふ、 一語 一句の 微は說 き 得て 近き も、 說き 下し 來 るに 一 

及んで 則ち 甚だ 遠し。 是れ 天地 聖人の 道に 通ぜ ずして、 唯 だ 文 義に據 るの みなれば な 一 

くわ 5 しん  よ  一 

り。 師曰 はく、 元の 黄 滑が 太 極の 賦は太 極の 稱美を 謂 ひて 可し。 太 極の 說を謂 ふとき 一 

■  (三) 

2_ にて 1125 は、 則ち 甚だ 遠くして 取る ベ からず。 き gf に g お。 士、 

く. 淸風高 節 

な稱 せらる。 

S 烏 • 日 損  -ー 

11*  ニー 一物 一太 極の 說を 論ず  - 

師曰 はく、 天地の 間 理氣妙 合して 相 生々 する 物 は、 其の 本源 を 同じう す。 故に 萬 物 一 

太 極 を 一 にして、 一 物 又 一 の 太 極 を 具 ふ。 理氣妙 合せず、 人 作 妄爲の 事物 は、 只 だ 一 ： 

物 一 理 にして、 一 物 一 太 極と 謂 ふべ からず。 理氣妙 合の 物 は、 幽微 眇茫の 間と 雖も、 一 

各. -箇の 太 極 あり。 草木の 一花 一葉 文 縷相對 し • 一毫の 差錯 なきが 如く、 一枝の 長、 

一葉の 生、 一花の 包、 ー果の 結、 皆 各. -含 象して 太 極す。 萬 古 常 然として ー點の 過/, 

するな し。 人力 を 待つ とき は 十分に 安 排し撰 作し 來る も、 終に 相似るべからず。 是れ 

8^學十ー 大原  一一 一七 五， 
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理氣の 妙 合 は 天地 自然の 誠に 因りて、 造作す る ことなければ なり。 故に IM ふ、 一物 1 

太 極な りと。 

師曰 はく、 聖人 は 人の 至れるな り盡 せるな り。 天地 を 以て 萬 物の 大 原と 爲し、 聖人 

を 以て 億兆の 大 原と 爲す。 故に 聖人の 事物に 於け る、 各 i 一  太 極に して、 發 して 中ら 

ずと いふ ことなし。 凡そ 未 形の 前， 其の 始終 を 含み 其の 法 象 を丑ハ ふる、 皆 是れ太 極な 

り。 聖人 は 事物 應感の 前 • 旣に 其の 象數 悉く 具 はる、 故に 發 して 節に 中らず とい ふこ 

となし。 其の 事々、 其の物々、 各.' 一 太 極な り。 是れカ を 用 ひ作爲 して 含蒂收 藏を爲 

十に あらず、 這箇の 理氣妙 合して、 其の 已に發 して 此に 到るな り。 故に 事物の 成る は 

太 極に して、 發 すれば 則ち 其の 事物 各-太 極 あり。 然ら ざると きは爲 して 節に 中らず、 

發 して 数-違 ふ。 何ぞ各  >  太 極 あらん や。  、 

I  一  二 或 ひと 一 物 一 太 極の 說を問 ふ を辨ず 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 太 極闌說 (の 解) に 曰 はく、 「萬 物より して 之れ を觀 ると き は、 

あ 物 各-其の 性 を 一 にして- 而も 萬 物 は 一 太 極な り。 蓋し 合せて 之れ を 言 ふとき は、 


萬 物 は統體 一太 極な り。 分けて 之れ を 言へば、 一物 ごとに 各" 一太 極 を 具 ふ」 と。 師 

曰 はく、 是れ朱 子が 太 極 を 以て 性と 爲 すの 說 なり。 今 一 木 を 以て 之れ を譬 へ ん。 一 

木 は 其の 本 原な り、 枝葉 花實は 其の 萬 物な り、 生長 收藏は 其の 應用 なり。 合せて 之れ 

を 言へば、 一木の 太 極已に 其の 萬 物 其の 應用 象數 悉く 具 はる、 是れ 一木の 太 極たり。 

分ち て 之れ を 言 ふとき は， 一枝の 萌芽， 一葉の 含 芽、 一花 ー實の 一 點子、 這 筒の 太 極 

ありて 這箇の 著明 を爲 す、 是れ 一物 各-' 1 太 極 を 具 ふるな り。 性 を 以て 之れ を 論ずる 

とき は、 枝葉 花 實只だ 一木の 性に 本 づき、 刖に 枝葉 花 實の性 あるに あらず。 枝葉 花實 

の 生々 は 一木の 性な り。 枝葉 花實の 折れ 去る は、 只 だ 其の 枝 花の 折れ 去る にして、 其 

の 性 を 損せず、 其の 生々 を 傷 ふの み。 豈太極 を 具 ふるの 意味 あらん や。 今一 筒の 萌芽 

を 折り 去る、 此の 萌芽 許 多の 象 あり， 一 太 極 を 傷 ふなり。 此の 一 太 極、 生々 無 息の 性 

あり、 大厦 高粱の 質 あり、 枝葉 茂 盛の 榮 あり、 是れ 一 箇 萌芽の 太 極な り。 只 だ 其の 性 

あやま 

を 以て 太 極と 爲す とき は 差 了て り。 

或 ひと 問 ふ、 無形の 間 旣に象 數を具 ふ、 是れ太 極なる とき は、 人物 皆 太 極 を 同じく 

十るな り。 人物 差^せ ざらん や。 師曰 はく、 理氣の 妙 合 は、 人物 何ぞ 差別 せん、 唯 だ 
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各.' 一太 極な り。 是れ天 地理 氣の妙 用 なれば なり。 或 ひと 曰 はく， 然 らば 則ち 人物 I 

太 極に して、 人物 妙 用 を 同じう す.、 何ぞ 人物の 日用 差刖 ある や。 師曰 はく、 人物 各- 

其の 理氣妙 合に 隨 ひて、 各自の 太 極を爲 す。 前に 一 木 を 以て 比喩す。 一 木の 眇 たる、 

其の 中に 枝葉 花 實の異 あり、 而 して 各. - 枝葉 花 實の太 極 あり、 更に 錯雑せ ず、 分殊祭 

然 たり。 是れ 一 木の 中に も 這 筒の 差別 あり。 天地 を 以てする とき は、 其の 中の 萬 象 

各- 理氣妙 用して， 萬 象の 差を爲 す。 彼の 日用の 不同 ある は、 是れ 理氣妙 合の 用に 萬 

差 あるの 謂な り。 是れを 以て 太 極 を 論ずべ からず。 

n) 朱 ま 3 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「萬 物の 一 原 を 論ずる とき は、 理 同じく して 氣 異なり。 离 

一に つ  物の 異體 を釵 ると き は、 氣は猜 ほ 相 近くして 理絕だ 同じから ず。 氣相 近き は、 寒 を 知 

り煖を 知り、 飢を識 り 飽を識 り、 生 を 好み 死を惡 み、 利に り 害 を 避く るが 如く、 人 

と 物と 都て 一 般 なり.。 理 同じから ざる は、 蜂 蟻の 君臣- 虎狼の 父子の 如き- 是れ 一 點 

子の 萌 ある も， 其の 他 は 更に 推し 去らず」 と。 是れ 等の 語 * 人と 物 は 性 を 同じう して、 

其の 用 差別 するとき は、 太 極 も 亦 人と 物と 同じから ざる か。 師曰 はく、 人と 物と 相異 

なる は、 是れ 理氣妙 合して、 或は 偏 塞し 或は 正 通す、 故に 其の 性， 氣 質に 內 つて 差^ 


あり。 太 極の 如き は、 人と 物と 各.' 同一 にして、 皆 一 點 子の 間に 象數 あるな り。 人と 

物との 太 極 は、 其の物に 因りて 差別 ありと 雖も、 各 i 一太 極 を 具 ふるの 事 は 異ならず。 

朱 子の 此の 說は、 其の 性 を 指せり。 故に 不同の 論 分明なら ざる もの あり。 

或 ひと 問 ふ、 物々 各 * 一  太 極なる とき は、 是の理 全から ずと いふ ことなき か。 師曰 

0ー) 朱 子 語 はく、 或 ひと 朱 子に 問 ふに 此の 說を 以てす。 朱 子の 曰 はく、  r 理を 以て 之れ を 言 ふと 

類 卷四、 性理 

一に 出づ  き は 全から ずと いふ ことなし。 氣を 以て 之れ を 言 ふとき は 偏な き 能 はず」 と。 是れ朱 

. 子 は理を 以て 太 極と 爲す、 故に 或 ひと 問 ふの 答 明かなら ず。 理を 以て 太 極と 爲す とき 

は、 物々 各-' 一太 極に して、 是の理 人物 共に 全くして 剩偏剩 欠な く、 皆 天地の 正德を 

以てせん。 故に 朱 子 は 理氣を 分ち て 之れ を辨 ずるな り。 愚 謂へ らく、 理氣 更に 分つ ベ 

からず、 只 だ 理氣妙 合の 間、 剩偏剩 欠 正 通 あり、 而 して 其の 太 極 は 乃ち 各-' 同一 太 極 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 西 山の 眞氏曰 はく、 「萬 物 各，' 一 理を具 ふ、 是れ 物々 の 一 太 極な り。 萬 

理 同じく 一 原に 出で、 萬 物 は 一 太 極 を統體 するな リ」 と。 此の 說 一 理を 以て 一 太 極と 

爲す。 師曰 はく、 眞西 山が 所謂 一理 は 一 用の 謂 か。 一 器 各.' 一 器の 用 あり、 一物 各 i 
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山 鹿 語 頻卷第 四十 三  三 八 〇 

一物の 用 あり。 用 を 以て 理と爲 すと き は、 太 極 は 一箇の 淺薄 底な り。 若し-大地の 理を 

以て 一 理と爲 すと き は、 一 箇淺 薄の 器械 何ぞ 這の 深厚の 理 あらん や。 其の 本 原 を 謂 ふ 

とき は、 器械の 成る も 亦 五行の 質に 因る。 是れ 天地 を 離れざる の 謂な り。 何ぞ 至極の 

理を具 へん。 故に 曰 はく， 天地 自然 理氣妙 合の 物 は、 幽微の 象と 雖も 一 太 極 を 具 ふ。 

人力 作爲の 事物 は、 只 だ 一 用の 理を具 ふる も、 一太 極 を ふと は 謂 ふべ からず と。 

或 ひと 問 ふ、 1K 地の 間* 人物 器械 各 > 天 を 上と し 地 を 下と し、 各.' 天地の 氣を 蒙る。 

是れ 一 太 極 を 具す るに 非ず や。 師曰 はく、 是れ只 だ 天地 を 離れざる なり。 离物 大地 を 

W て 父母 大 原と 爲す。 其の 始ゃ 天地に 出で、 其の 終 や •  大地に 歸す。 夭 地 を 以て 太 極と 

爲す とき は 此の 問 あり.。 

或 ひと 問 ふ、 一箇の 器械 も 亦 制作の 理 あり、 五行の 質 あり、 作 爲の用 あり。 太 極 も 

现氣妙 合なる にあらざる か。 師曰 はく、 一箇の 事物 も 更に 理氣を 離れず、 而 して 其の 

妙 用 は 1K 地の 自然に 非 ざれば 成らず。 作 爲の用 は 人力の 用な り、 妙 用と 謂 ふべ からず、 

故に 其の 形 一定して 通ぜ す變ぜ ざるな り。 土石 金玉の 如き も 亦 天地の 妙 用、 其の 形 一 

定す。 然れ ども 人力 を 以て 之れ を爲寸 ベから ず。 


根 ど 百 ああ：:： 

本 も數り b  ^ 
な' 十'' 

り * 字 (お 後 前 
^ な に に に 

のれ 二 説 a 


或 ひと 問 ふ、 今 器械 を 制作し 事象 を謀考 する に、 各 >• 其の 形 事 を 作さざる の 前に、 

先づ 其の 象 數の思 あり、 是れ 一 理か。 師曰 はく. 是 れ先づ 其の 象 數の思 ある、 是れ象 

なり。 一 理 にあらず。 此の 象 始終 本末 を 含蓄 するとき は 太 極と 謂ぶべし。 故に 人の 

事物に 於け る や、 悉く 一  太 極な り。 是れ 天地 聖人 は 同 一 太 極の 相 具 はれば なり。 天地 

生々 の 萬 物 各-^ 一  太 極 を 具へ、 聖人 制作の 事物 各-' 亦 一 太 極 を 具 ふ。 或 ひと 曰 はく、 

器用 を 制作す るの 巧なる 者、 其の 未だ 制作せ ざるの 先に 無量の 思 あり、 而 して 後に 此 

の 器用 を 造る、 是れ太 極 か。 師曰 はく- 器械の 巧 を 得る、 是れ 器械の 制 其の 妙 を 得- 

故に 象數 早く 具 はる。 拔藝術 數者家 も亦然 り。 只 だ 聖人 制作の 器用 は， 實に 天地 同體 

の 太 極 を 得。 一 奇巧 一 技術の 其の 妙 を 得る も、 亦豫め 含藏せ ざれば 全から ず、 其の 象 

太 極の 用に 似たり。 故に 奇 巧技 術は稱 する に 足る も、 直に 指して 一 太 極な りと は 謂 ふ 

ベ からず。 尤も 味 あり 熟翫 すべ し。 

一 一 三 嫌 溪が太 極圖を 論ず 

( 一 _  しう とんい  . 

師曰 はく、 太 極の 圖は、 宋の周 惇願字 は 茂叔が 作る 所な り。 朱 子の 圖說に 曰 はく、 
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「先生の 學 其の 妙 太 極の 一 圖に具 はれり。 通 書の 一一 一一 II も 亦 皆 此の 圖の藉 にして、 程 先生 

あ ひだ 

兄弟の 語 性 命の 際に 及ぶ も、 亦 未だ 嘗て 其の 說に 因ら ずん ば あらず」 と。 又 曰 はく、 

「熹旣 に 此の 說を爲 し， 嘗て 錄 して 以て 廣漢の 張 敬 夫 II のに 寄す。 敬 夫 書 を 以て 来し 

S) 

て 曰 はく、 『二 先生 門人と 講論 問答す る 所の 言、 書に 見 はる 者詳 なり。 其の 西銘に 於け 

おも 

る、 蓋し！ sir 之れ を 言 ふ。 此の 圖に 至りて は 未だ 嘗て 一 言 も 及ばず。 謂 ふに 其れ 必ず 

微意 あらん』 と。 是れ 則ち 固に 然り。 然れ ども 所謂 微意と は 果して 何の 謂ぞ や。 喜： 竊 

に 謂へ らく、 以て 此の 圖の象 を 立て 意 を盡し 幽微 を剖析 する こと を爲十 は、 周 子 巳む 

おもへ 

を 得ず して 作れろ なり。 其の 手づ から 授 くるの 意を觀 るに 以爲 らく、 惟 だ 程 子 能く 之 

れ に當れ りと 爲 すと。 程 子に 至って 言 はざる は、 則ち 其の 未だ 能く 之れ を受 くる 者 あ 

ら ざる を 疑 ふの み。 夫れ 旣に 未だ 言 意の 表に 默識 する こと 能 はざる とき は、 心 を 空 妙 

に馳 せ、 耳に 入れ 口に 出して， 其の 弊 必ず 言 ふに 勝へ ざる 者 あり」 と。 又 曰 はく、 「今 

の 人 多くき 伏の m さ 希 夷 gggf-gl 南、 より 出づる こと を 疑 ふ。 某 曰 はく、 诹溪の 書 

具に 存す、 太 極の 阖 の 如き、 希 夷 如何して 此の 說 あらん」 と。 西 山の 眞氏曰 はく、 「大 

率 此の 理文 公より 盡く 其の 秘を發 し- 已に洞 然として 疑な し。 慮る 所 は學者 自ら 一 等 


の 新奇の 論 を 立てん と 欲して、 文 公の 言に 於て 反って 疑 を 致さん ことなり。 知らず 此 

の老 先生 * 是れ幾 (十) 年の功 を 用て 沉潛 反覆 參貫融 液して、 然る 後に 發 出して 以て 人 

に 示す や。 今 其の 書 を 讀んで 未だ 底蘊を 究竟す る こと 能 はず、 巳に 先づ 其の 說の 未だ 

盡 さざる を 疑 ふ、 愈-' 惑亂 して 明かなる 所な き 所以な り」。 愚 謂へ らく， 周 子 太極圖 

を 作り、 朱 子 圖に據 つて 其の 義を釋 して 圖說を 作る。 後に 諸 儒の 注解 あれ ども、 各 > 

亦 朱 子の 意 を 推す。 凡そ 太 極の 圖 上に 一 圏 を 安んじ、 下に 陰靜陽 動の 圖を 置き、 次に 

五行 循環の 象 あり、 下に ニ圈を 置き、 坤道は 女と 成り 乾 道 は 男と 成り、 萬 物 化生す る 

S 易の Si の 圖と爲 す。 是れ惟 だ 陰陽 五行、 人物 生々 の 一 圖 のみ。 河、 圖を 出し、 洛、 書 を 出す。 

iS 上傳に 出， つ。 

1^1 七 七 K 其の 說已に 至れり 盡 せり、 是れ 何ぞ贅 せんや。 更に 聖道 日用の 功に 益な く、 叉 後世 空 

妙の 說を 起す に 足れり。 天地の 間， 人物の 生、 理氣妙 合して 陰陽 互に 因る、 圖を 以て 

盡 すべから ず。 言 多く 圖詳 なるとき は本理 大いに 違 ふ。 實に 後人の 惑、 理舉 の說、 因 

つて 起る 所な り。 

師曰 はく、 太 極 31 の 最上の 一 圈、 是れ周 子が 所謂 「無 極に して 太 極」 なり。 太 極の 

上 何物の 層 あり や。 I ば I ザの 次に 太 極の 圈、 黑白 左右 行 を 以て、 陰靜陽 動の 象と 爲す。 
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此の 時 只 だ象數 悉く n; 、はりて、 又 別に 黑白 を^って 見るべき の 物な し。 兑 るべき の 形 

あるとき は 已に發 する の 謂な り。 次に 五行 名分の 圖を 設け、 各- 一 小 圈を爲 し、 弊け 

て 以て 交 系す。 是れ 五行 各- 一 太 極 關は舰！；； 太 にして、 環の 端な きが 如きの 說 な.^。 五 

行 根 を I..- にし、 陽 變じ陰 合 ふの 象に して、 問髮 を容れ ず。 岡 を 以て 圈々 を 別ちて 以て 

交 系 十る とき は、 杆 格して 合 一 せず。 下層 は 小圈を 以て 眞 精妙 合と 爲し、 又 一 大圈を 

下して 乾 道 男と 成り 坤道 女と 成る と爲 して、 男女 一 太 極の 儀 を 示し、 最下の 一 太圈は 

^物の 化生と 爲十。 凡そ 陰陽- i 行の 互に 根ざし、 理氣の 妙 合する、 只 だ 一 點 子の 象 あ 

"。 其の 間杆 格な し。 五行 分殊 して 而る 後に 眞 精妙 合する に 非ず。 眞 精妙 合する とき 

は、 人物 悉く 其の 間に 生ず。 先 づ人を 生じて 後に 物 を 生ずる にあらず。 周 子が 此の 圖 

は、 人の 生出胎 託の 象 か。 然 らば 則ち 萬 物 化生の 一 圏 甚だ 差 護す。 人物の 天地の 問に 

生ずる、 各-乾坤 を 父母と 十。 人先づ 生じ 物 後に 生ずる の說、 豈謂 ふべ けんや。 人 も 

亦 犬 地の 一物な り、 只 だ 理氣に 過不及 あり。 或 ひと 曰 はく、 周 子假に 此の 阖を 作りて 

二 程に 示せり。 故に 二 程 も 亦 之れ を 謂 はざる か。 然れ ども 周 子の 舉 多く 無 極 を 以て 本 

意と 爲し、 主靜を W て 工夫と 爲す。 是れ叉 此の 岡の 大原 なり。 假に ゆれけ ざる こと 識る 


ベ し。 

師曰 はく、 永 嘉の權 近" 緒れ も 撰す る 所の 入擧 圖說， 前 集の 初に 天人 心性 合一 の圖幷 

ii 說を爲 り、 其の 所以 は 周 子が 圖に 依る と爲 す。 其の 圖に 天の 字 を 以て 一 圈と爲 し、 

其の 下に 心 字の 圖を爲 り、 左右に 三 圈を幷 ベて 黑 白の 圖を爲 り、 善惡の 別を說 く。 中 

に 一 圈を 置き 敬の 字 を 書き， ^^養省察のェ夫と爲す。 甚だ 詳 にして 益 あるに 似たり。 

愚 謂へ らく、 是れ 聖人の 道 を 知らず、 天地の 妙 用 を 味 はず、 只 だ 意見 を W て經 書に 交 

へ、 交 系して 詳 說を爲 す。 詳は 乃ち 詳 にして- 道 は 益.' 遠く、 理は彌 ~ 暗し。 學者是 

れに 因らば 殆ど 聖學に 違 はん。 玩味すべからず。 1K と 人と は 更に 隔 つべ からず、 只 だ 

同 一 にして * 1K 地 は 人の 大 なる 者， 人 は 天地の 眇 なる ものな り。 天の 元 一： ァ 利貞、 人の 

仁義 禮智 は、 只 だ 一 筒の 妙 用な り、 何 ぞ^ 圖を爲 さん。 氣質相 因り 淸獨相 包む， 何ぞ 

左右 を爲 さん。 善 惡も亦 一 に 出で、 人と 物と 本と 一 氣 なり。 聖人 は 天地と 太 極 を 同じ 

うす、 何ぞ 此の 如く 相别 かたん や。 氣は理 を 離れず、 理も 亦氣に 因り、 一毫の 先 後 差 

なし。 陽 は 陰に 根ざし 陰 は 陽に 根ざして 相 別つべからず。 是れ 天地の 自然な り。 故 

に 其の 大原を 知らず、 漫 りに 口に 利く して 言 を 多くす。 旣に 合一 の 一一 一一 门 あるとき は 道に 
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遠 ふ、 尤も 笑 ふべ し。  • 

師曰 はく、 磐 辭傳に 曰 はく、 「河， 鬪 を 出し、 洛、 書 を 出し、 聖人 之れ に 則る」 と。 

是れ 聖人 大地の 自然に 感じて 易 を 作る 所以な り。 河圖洛 書の 圖 たる、 一 筒の 龍馬 神！^ 

此の 一 阖を負 ふ。 其の 象 只だ數 點の觀 るべき のみ。 此の 象數" 天 地 人物、 陰陽 五行 生 

成の 事、 言 はずして 旣に相 具 はる。 聖々 相績 ぎ、 易の 書 全し。 而 して 其の 源流 始末、 

此の 阖の 象數を 出で ず。 後人 作爲の 圖說， 年 を 同じう して 語るべからず。 凡そ 河 圖* 

洛書， 一 岡の 間. 數を 以て 差別 を爲 す、 而 して 根 を 互にす。 生成 相 因りて 太 極 を 一 に 

するな り。 是れ より 萬 別の 相 生 又 此の 中 を 出で ず。 周 子の 圈々 並べ 置きて 其の 說を作 

爲す るが 如くな らん や。 

2)  ±«  師曰 はく、 弊、 辭に曰 ふ 、「子 曰 はく、 書 は 言を盡 さず、 言 は 意を盡 さず と。 然 らば 則 

ち 聖人の 意 は 其れ 見るべからざる か。 子 曰 はく、 聖人 象 を 立てて 以て 意を盡 し， 补を 

、-に si  ^けて 以て 情 僞を盡 し、 辭を繫 けて 以て 其の 言 を 盡寸。 變 じて 之れ を 通じて 以て 利 を 

盡し、 之れ を 鼓し 之れ を 舞して 以て 神を盡 す」 と。 愚 謂へ らく、 天地 自然の 妙 用 は 言 

を 以て 盡 すべ からず、 況ゃ 其の 書 其の 圖 其の 言 を盡 すべから ず。 易の >9 ^を 立て： を^ 


くわ，.  ニニ) (巧} 

g 一れ 五行の くる、 聖人 已むを 得ず して 畫ー點 して 其の 象 其の 卦相 成るな り。 後世 良 醫の五 運六氣 

p^^^ の 事 を 論ずる や、 脈絡 蟥腑の 象を圖 し、 銅 人の 形 を 著 はして、 細密の 儀を說 く。 然れ 

ども 世の 醫は 一 箇の 脈絡 を 知らず、 況ゃ 蟥腑を や、 や 心氣を や。 是れ 一 箇の 脈絡に 

も 這の 天地 自然の 妙 用 を 具 ふ。 言 を 以て 究め 圖を 以て 看る ベ からざる こと あれば なり。 

繙に 言に 渉れば 扞 格して 通ぜ ず。 聖人 只 だ 卦爻を 以て 其の 數を 象る のみ。 後人 若し 一 

箇の 意見 を 加へば、 天壌 所 を 易 へん。 這 箇の周 子何ぞ 聖人の 未だ 言 はざる の 處を說 く 

こと を 得ん や。 

i)  のっと (六 一  (七)  (八) 

2) 易 ast 辭 師曰 はく、 聖人の 敎は、 大地に 則り、 己れ に克 ちて 鱧に 復り、 廣く 衆を濟 ひ、 天下 

上 傅の 語 

yyJMJ^i 仁に 歸す るの 道の み。 說き 得て 奇なる も 亦 此の 用な きとき は 用 ふるに 足らず。 周 子が 

<-ヒ.>  R 雍也 

|.; 十八 章 太 極の 圖見 來れば 更に 曰 用の 辜に 益な く、 多く 異端の 空 妙に 陷る。 只 だ 人物の 最初 を 

(,) lE.i^3s  f 九, 

一 のこ 圖し來 る も尙ほ 全から ず。 二 程 此の 圖を 得て 門 \ と講論 問答 十る 所， 未だ 嘗て 一 言 も 

と t*^. 尸 頃 tey  ここ 

九 卜 四つ 周 子 焉に 及ばず。 其れ 必ず 微意 あらん。 朱 子 微意 を 以て 未だ 能く 之れ を受 くる 者 あらず と 

之 書に 出づ 

爲す。 是れ太 極の 圖を責 びて 附會の 說を爲 すなり。 二 程 此の 圖を 以て 弊 ありと 爲 すか。 

然れ ども 二 程 も 亦 專ら靜 坐 を 說き主 一 を專ら とす。 其の 說 信ずる に 足らざる なり。 
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師曰 はく- 古人 太 極の 圖を 以て 妄 作と 爲す者 あり、 是れニ 程 指示す るな きを 以て 設 

{ I 一 

n) 其 S 本 と爲す も. 尤も 信ずべ からず。 朱 子 は 書に 於て 緒 正せず とい ふこと なし、 而 して 周 子 

5. に 遡って S  ： 一)  、一-ご 

(VI! 纩 二 書の 解 は 乾 道 九 年に 在り。 已に脫 蘭して 淳 十五 年に り、 始めて 出して 以て， 者 

s-s.as" の 解  〔™n 

E 乃ち 大極 a に授 く。 慶元五 年 三月 將に終 へんと する 前 五 曰、 猶ほ諸 生の 爲に太 極の 岡 を 講じて 夜 

^^M^ 分に 至る、 則ち 其れ 是の 書に 於て 身 を 終れり。 此の 岡 周 子の 作る 所 疑な し。 朱 子 始め 

にして、 

も の.？ 年 はお て 之れ を 信用して 聖學の 淵 原と 爲 せり。 其の 從來 する こと 1=^ だ 久し。 能く^ 人の 道 を 

子 n ト HIS の 

l.if^-f 體^ せざる の 輩 は、 猶ほ 我が 辨を il:^ ずべ からず。 

成り L 十； ハ年 

後に はる 

(£:- 寧 (-ポ の 

slgs"  二 四 據溪が 無 極の 說を 論ず 

師曰 はく、 膝 溪の周 子が 太 極 阖說に 曰 はく、 「無 極に して 太 極」。 又 曰 はく T 太 極 本 

f 五)  こと 

(さ £0 と 無 極な り」。 又 曰 はく、 「無 極の 眞」 と。 朱 子 圖說の 注に 口 はく、 「上天の 載 は ％^ もな 

一  W  ！ ひん ゐ 

にあ. - く  { ^もな くして、 實に迭 化の 祸紐 にして、 品彙の 根柢な り。 故に 『無 極に して 太 極』 

^^^^ と 曰 ふ。 太 極の 外に 復た無 極 あるに 非ず」 と。 叉 曰 はく， 「無 極に して 太械、 正に 恐 

IP  -ケ, 」 15  二  U  も 

ゴ ； らく は 人 太 極を將 つて 一 筒の 形象 ある 底と 做し 看ん こと を。 故に 又 無 極と 說く。 只 


だ是れ 此の 理 なること を 言 ふなり」。 又 曰 はく、 「無 極と 言 はざる とき は、 太 極 は 一物 

に M じうして、 萬 化の 根と 爲 すに 足らず」 と。 又 曰 はく 、「之れ を 無 極と 謂 ふ は、 正に 

其の 方 所形狀 なき を 以てに して、 無 物の 前に 在りと 以爲ふ も、 而も 未だ 嘗て 有 物の 後 

にも 立たざる にあらず。 又 初より 聲臭 影響の 言 ふべき なし」 と。 叉 曰 はく 、「無 極 は、 

只 だ是れ 這の 道理 を說 く。 當初 元と 一 物な く、 只 だ是れ 此の 理 あるの み」。 叉 曰 はく、 

(七)  あきらか  はるか 

(七) 晦麼先 一 無 極の 二字、 乃ち 闺子灼 に 道體を 見る こと、 逾に常 情 を 出づ。 勇往 直前して 人敢へ 

生 朱 文 公文 集 

て說 かざる 底の 道理 を說き 出し、 後の 學者 をして 曉 然として 太 極の 妙 を 見得し、 有無 

このかた 

に屬 せず、 方體に 落ちず、 眞 に千聖 より 以來不 傳の祕 を 得しむ」。 叉 曰 はく、 「太 極の 

上復た 所謂 無 極 あらん や。 近世の 讀者 以て 此れ を識 るに 足らずして、 或は 妄りに 之れ 

.  を議 して、 旣に 以て 先生の 病と 爲す。 史 氏の 先生 を傳 する 者 も、 乃ち 其の 語を增 して 

口 はく、 自， 一 無 極 一而 爲ニ太 極； 則ち 又依据 する 所な し。 而 して 重ねて 以て 夫の 先生 を 

病と 十。 知らず 其れ 何の 据る 所あって 此の 自爲の 二字 を增す や。 若し 此の 字を增 さば 

其れ 前修の 累と爲 り、 後 學の疑 を 啓く こと 益 >  以て 甚 し」。 叉 曰 はく、 「伏 羲が易 を 作 

る、 一審 一より 以下な り。 文 王が 易を演 ぶる、 乾 元より 以下な り。 皆 未だ 嘗て 太 極 を 言 
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はず。 而も 孔子の 易を贊 する、 太 極より 以下な り。 未だ 嘗て 無 極 を 一 頁 はず。 而も 周 子 

之れ を 言 ふ。 先聖 後聖 豈同條 にして 共に 貫か ざらん や」 と。 勉齋の 黄餘曰 はく 、「太 極 

本と 無 極な り、 蓋し 之れ を 極と 謂 ふとき は、 方 所形狀 あり。 故に 又 反って 之れ を 一一 一；：： ひ 

て 無 極と 謂 ひ 云 ふの み。 本と 極の 實 あるに 非ず。 人の 方 所 形狀を 以て 求めず して 當に 

意 を 以て 會 すべき を 欲す」 と。 叉 曰 はく T 猶ほ 形な くして 至 形、 方な くして 太 だ 方と 

HI ふが ごとし」 と。 北 溪の陳 曰 はく T 無 極 は 只 だ 是れ理 の形狀 なく 方體 なき を く 

こと、 摘 ほ無聲 無臭と 言 ふ 類の ごとし」 と。 西 山の 眞德秀 曰 はく、 「無 極に して 太 極と 

いふ、 ？： Ji 太 極の 上 に^に 所謂 無 極 あらん や。 無形 無 象に して 至理存 十と 謂 ふに 過ぎ ざ 

るの み」 と。 謝 方叔曰 はく、  r 考亭の 朱 先生 曰 はく、 『上 大の載 は 無 無臭 J と。 則ち 

周 子の 無 極に して 太 極の 意な り」 と。 又 曰 はく 、「太 極の 外に^に 無 極 あるに 非 ざれば、 

則ち 周 子の 太 極 本と 無 極の 意な り。 是れ 諸氏 周 子が 無 極の 說を注 十。 而も 只 だ 無 極 を 

以て 太 極 を 注す と爲 し、 形象な くして 至理存 十る を 以て 極致と 爲 すなり」。 愚 謂 へら 

く、 周 子 「無 極而」 の 三 字 を 以て 「太 極」 の (十 上に 層ぬ。 甚だ 聖人の 罪人、 後 の異 

端な り。 凡そ 聖んの 道 は 唯だョ 用事 物の 間に 在る のみ。 日用 事物の 間、 格物致知 十る 


とき は、 天地 自然の 妙、 言 はずして 著 はれ、 求めず して 来る。 故に 聖人 恆に 性と-大道 

と を 語らず。 上古の 伏 羲易を 作る， 旣に ー畫を 以てす。 一 畫已に 成る とき は 大地の 象 

著 はる。 ー畫 未だ 成らざる とき は 方形 象數 なし、 何に 据 つて 論ぜん や。 論じて 示す は 

聖人の 意に あらず。 天地 未 分の 空 妙 を 以てし、 不生 不滅の 虚靜を 以てする 者 は、 異端 

(：-) sse 上 の 奥 儀な り。 聖人の 舉、， 物 を 開き 事 を 明かに し 其の 惑を辨 ず。 易に 曰 はく、 「子 曰 はく" 

®  なんす  お ほ 

夫れ 易 は何爲 る者ぞ や。 夫れ 易 は 物 を 開き. 務を 成して 天下の 道 を 冒 ふ、 斯の 如きの 

み」 と。 今 周 子の 所謂 「方形の 見るべき なし」 を 以て 太 極の 上層と 爲す とき は、 聖人 

の 太 極 を 言 ふ 其の 本意 已に失 十。 故に 諸 儒 太 極の 上に 所謂 無 極 あるに 非ず と爲 十。 然 

らば 則ち 太 極 是れ無 極な り。 何ぞ無 極の 言贅 せる や。 太 極 を 以て 一箇の 形象 ありと 爲 

すの 看 を 恐る。， 無 極と 說く とき は、 太 極 は 無形 無 象な り。 是れ 甚だ 聖人の 意 を 失 ふ。 

太 極 は 象 數已に 具 はれり、 何ぞ 方形な きを 以て 焉れを 論ぜん や。 方 象な きとき は 以て 

生くべき 所な し。 聖人 は 唯 だ 象數の 間を詳 にし、 日用の 功 を 正す。 周 子 聖人の 淵 原 を 

知らず、 漫 りに 意見 を 以て 聖人の 語 を 冒す。 是れ 聖人の 罪人な り。 後世の 擧者 此れに 

因って 終に 精祌を 弄し 空 妙に 驚せ、 日用 事物の 舉を 忘れ， 儒に して 老莊、 儒 にして 浮 
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たり。 是れ無 極の 說に 据れ ばな り。 故に 曰 はく、 後學の 異端な りと。 朱子無極の^^ 

を 以て 孔子の 未だ 嘗て 言 はざる 所と 爲し、 先聖 後 聖同條 共 K の稱 あり。 凡そ^ 義易を 

作る、 ー畫 より W 下にして、 文 王 其の 說を演 ぶ。 孔子 其の 象數を 見- 之れを！：^して太 

極の 語 を 下す。 是れ只 だ ー畫の 象數を 以て 辭を緊 くるの み。 先聖の 言 はざる 所 を 謂 ふ 

に 非ず。 周 子が 無 極の 言 は、 聖々 未だ 嘗て 言 はざる の 所な り。 一一 目 はざる に は あらず、 

言 ひて 益な く、 論じて 正しから ざれば なり。 言論 するとき は聖舉 終に 泯 ぶ、 故に 性し」 

天道と は！ K 理 人倫の 大 1^ にして、 猶ほ 常に 語らざる がごと し。 況ゃ無 方 無 象の 說を や。 

朱 子 專ら太 極の 阖を宗 とす、 故に 這の 附會 の稱美 あり。 

一一 五 或 ひと 無 極の 說を問 ふ を辨ず 

n)  或 ひと 問 ふ、 太 極 は 其の 因って 出づる 所な くんば あるべからず。 朱 子 曰 はく 、「是 の 

S-I  (二) 

(二)  3I„-S 理 ありて 而る 後に 此の 氣を 生ず」。 叉 曰 はく、 「理氣 は 先 後の 言 ふべき なし、 然れ ども 

(•-1;)  nil  よ 

,55  一、  必ず 其の 從 つて 來る所 を 推さん と 欲する とき は、 須 らく 先づ 此の 理 あるべし」。 叉 曰 

OS  はく、 「先 づ理 ありて 後に 氣 あるの 說、 此の 如く 說くを 消 ひず。 而今 他の 合 下に 是れ先 


づ理 ありて 後に 氣 あらん や、 後に 理 あり 先に 氣 あらん や、 皆 得て 推究 すべから ざる こ 

と を 知り 5^ て、 然して 意 を 以て 之れ を 度る とき は、 疑 ふらく は 此の 氣は 是れ 這の 理の 

あつ  ここ 

行く に 依 傍し、 此の 氣の聚 まるに 及んで は、 則ち 理も 亦焉に 在り」 と。 是れ 等の 語、 

先 後な くして 又 先 後 あり。 今 臆 計す るに、 一 理先づ 成り. て 物 生ずる、 是れ無 極に して 

太 極 か。 師曰 はく、 一  理先づ 成る と は、 是れ太 極の 象數 なり。 物 生ずと は， 是れ兩 儀 

四象八！^-の並せ生ずるなり。 一 理 未だ 成らざる の 前 は 工夫 を 下す 所な し。 若し H 夫 を 

.  しばら 

下さば 則ち 此の 象數 成るな り。 理氣の 妙 用 は 天地 自然にして、 少 くも 間隔な し。 理は 

氣に 因り、 氣は理 に 因る。 尙ほ强 ひて 之れ を 推す とき は、 象 を 以て 先と 爲す。 ，ほ 犧氏 

の  一 *™ 一は、 大地 人物の 象 を 以てす。 此の 象 を 以てする や 性 心に 在り。 性 心 は 此の 理氣 

妙 合の 象に W1 る。 象に 因らざる とき は 依託して 理の 見るべき なし。 故に 愚 は 象 を 以て 

先と 爲十。 象 を 以て 先と 爲す とき は、 周 子の 無 極何處 にか 焉れを 用 ひん や。 

或 ひと 問 ふ、 諸 儒已に 人の 無 極 說に惑 はんこと を 恐る。 是れ 異端の 虚無 寂滅に 陷溺 

"ほ， L* れ？" し 易き こと を 知れば なり。 然 らば 則ち 無 極の 說も 亦以 あらん か。 師曰 はく、 問 ふ 、「無 

s;H-4, 之 翁 二お  ー ばら  f 五) 

づ - 械は a く 無形 無 象と 做して 說 くこと を 得ん や」。 朱 子 曰 はく、 「形な しと 雖も 却って 理 
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あり」 と。 又 問 ふ、 「無 極 太 極 只 だ是れ 一 物 か」。 朱 子 曰 はく、 「本と 是れ 一 物なる も、 

ん， かく crj とく  ( 一 ) 

他れ に恁 地に 說 かれて 却って 兩 物に 似たり」 と。 又 問 ふ 、「無 極に して 太 極， 同に 是れ 

一物なる も、 禎漸 あり や 否や」。 朱 子 曰 はく、 「積漸 なし」。 曰 はく、 「上に 無栩と 一一 一一：： ひ、 

まさ 

下に 太 極と 言 ふ。 竊に疑 ふ、 上に 無 極 無 究と言 ひ、 下に 此に 至りて 方に 極まる と 言 

ふ」。 朱 子 曰 はく、 「無 極 は 無形、 太 極は理 あり。 周 子 人の 把って 一物と 作し 看ん こと 

を 恐る、 故に 無 極と 云 ふ」 と。 是れ 等の 問答、 無形 無 象の 時， 此の 现 ある を 以て 說を 

立つ、 禪舉 の昭々 靈々、 空 妙の 說， 亦 是れに 外なら ず。 禪も亦 虚空に して 眞な きを W 

て 外道の 25^ と爲 し、 筒め 空虚の 裏靈 妙に して 能 作用 底なる を 認め 得て、 直 指 兌 性と 爲 

十。 諸 儒 無 極に して 太 極の 注、 更に 焉れに 別なら ず。 是れ無 極 を 論ずる が爲 の^な り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「無 極而太 極の 此の 五 字、 一字 を 添 減し 得ず」。 又 曰 はく， 

「此の 而 の字輕 し」 と。 此の 兩說差 あるに 似たり。 師曰 はく、 聖人の 道を說 く、 尤も 

皆緊耍 なり。 更に 文章 を 以てすべからず。 故に 者 一字 を增 減せ ずして 則るべし。 朱 

子 は 周 子の 語 を 以て 聖人の 語と 爲 す、 故に 一 字 を 添 減すべからざる に 及ぶ。 然れ ども 

「而」 の 宇 を： li- 來れ ば、 則ち 太 極の 上 無 極 あるに 似たり。 故に 入の 差^せん こと を 恐 


れて、 「而」 の 字を輕 しとす。 北溪の 陳淳曰 はく、 「而の 字 は 只 だ 輕く接 過して、 此の 

句の 中間に 就きて 截 つて 兩截と 作し 看るべからず」 と。 是れ皆 周 子の 言 は 弊 ありと 爲 

すなり。 

B  S 鬼 朱 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「太 極の 圖 未だ 嘗て 人に 隱 さず、 然れ ども 人の 太 極 を識る 

文 公文 集卷三 

(者 は 少し)、 禪學の 中に 於て 認め 得て、 便ち 此れ は 是れ太 極と 謂 ふ。 而 して 太 極 は 乃 

典 は 太 極 K の-  てん はく 

豳 を 固に 作り、 ち 天 t 寫物 自然の S にして、 古に 互り 今に 互リ、 顚撲 して 破れざる 者なる を 知らず」 

れ然の 理を本 

然の * に 作る と。 叉 曰 はく、  r 舉者易 を 看る と雖 も、 聖人 曾て 學 者に 易 を 看る こと を敎 へず、 詩. 

書. 執禮、 皆 以て 敎と爲 す。 易 は 是れ箇 の 形影な き 底の 物、 如かず、 且く 先づ詩 • 

(五 ^ 

S 朱 子 書. 禮を讀 むの 却って 緊要なる に。 程 子 は 太 極圖を 以て 門人に 授けざる なり」 と。 是 

K5 卷 九十 SI に 

ポづ  れ 等の 語 を 以て 無 極 太 極の 說を 理會 すれば、 則ち 聖人の 學の極 至 か。 師曰 はく、 詩 • 

書. 執 禮は歷 代の 遣 事 聖人の 遺跡、 以て 見るべし。 易 は 包 犧- 文 王. 周 公の、 天地 を 

以て 一 圈 象と 爲し、 一 畫に 始めて 三 ffl 六十 四爻に 終る。 古今 天地の 妙 用斯に 至って 至 

れり盡 せり。 然して 易の 書た る、 其の 辭を繁 くる こと、 唯 だ 事物 日用の 間 を詳究 十る 

に 在り。 一種 玄妙の 說を爲 さず。 周 子が 太 極 圖說の 如き は、 見 来れば 異端に 陷り、 熟 

g,n 學 十一 大 一一 一九 五 


鹿 語 频卷第 四十 一一 一  一一 一九 六 

味 すれば {<H 妙 を 弄 十。 何ぞ 聖人の 書に 比せん や。 二 程の 語 此れに 及ばざる の 事 は^だ 

f 一 )  ひがし  (二  ) 

,へ，ー|に《:ハ、3、 可な り。 M: 與叔 東の かた 程 子に ゆ。 程 子 之れ に 語って 曰 はく、 「橫渠 人に 敎 ふるや • 

H  «^ ぺぃ こ 

二"  J リ 1  一一 M  か- r  二  おも  卜づか 

rJ-Aisi  本と 只た 是れ 世舉膨 同す と 謂 へり、 故に 一 个 の淸虛 一 大を說 く、 只 だ 人 稍に 損得 を 岡 

(：；- 全  —ギり  い 

十 S に 出 り 得、 沒し 去りて 道理に 就き 來る。 然して 人 又 更に 別 所に 走る。 今日 且く只 だ 敬 を 道 

ふ」 と。 程 子の 此の 語說き 得て 好し。 

或 ひと 問 ふ 、「無 極而太 極」 の 「而」 の字輕 きとき は、 無 極 太 極 同一な り。 周 子の 說 

如何。 師 H はく、 周 子の 「而」 の 字 を 下 す^だ 重し。 太 極 は 無 極に 因らざる とき は 出 

でざる の 謂な り。 先 儒 皆 「而」 の 字 を輕ん ず。 愚 は 今 「而」 の 字 を 重んず。 各- -後^ 

の 意： a にして、 周 子の 說 何の 處 にか 落 在す る、 尤も 臆 計し 難し。 然れ ども 先 儒 の 謂 ふ 

所 は、 後 舉の虚 遠に 陷；^ せんこと を 恐る る 故に、 「而」 の 字 を輕ん ず。 是れ周 子が 言 を 

變 ずるな り。 ^；^ずるに、 周 子が 無 極 を 以て 無 形容の 極と 爲し、 是れを 以て 聖擧の 工夫 

と は 十。 是れ周 子の 舉 要な り。 其の ai 說に 「太 極 本 無 極」 を 以てする は、 便ち 太 極の 

^^.^^^ 木 は 無 極に 出づ ると 爲 すなり。 太 極 無 極 同 丁なら ば、 「本」 の 字 を 入るべからず。 

R の. «■ 文-. -ぶ ：ーし 

なり  「中正 仁. 凝 を 以てし、 而 して 靜を 主として 人 極 を 立つ」 と。 是れ靜 を 以て 無 極し， -爲す 


§  (五) 

s  0s なり。 通 書に 、「靜 は 無にして 動 は 有」 * 「 一 と は 無欲な り。 無欲 なれば、 靜 なるとき は 

ヽ -lu  smfeiak  ただ  (六)  とど  み 

通 書 S 虚しく して 動く とき は 直し」、 「其の 背に 及 まると は、 背 は 見 ゆる (所) に 非ず。 靜 なる 

(六) ^..M  (七) 

?|。0-.? 良卦 とき は 則ち 止まる」 等の 言， 皆 靜無を 以て 本と 爲す。 明 道の 程 子 曰 はく 、「昔 學を周 茂 

の 象 や 引いて  00 

i^f* おけ 叔に受 く。 毎に 仲 尼 .顏 子の 樂處 * 樂 とする 所 何事 ぞと 尋ねし む」。 叉 曰 はく、 「再び 

(七) 二  as 語  ，-み 

卷 二に 出. つ 周 茂叔に Hf- えて 後に、 風に 吟じ月 を 弄んで 以て：！ る、 吾れ 點に與 する の 意 あり」。 又 

(八〕 同卷 S  .  £ 一 

JST 同前 曰 はく 、「周 茂叔窓 前の 草 を 除去せ ず。 之れ を 問へば 云 ふ、 自家の 意志と 一 般」 と。 是 

れ 意味な きの 處を 以て 工夫と 爲す。 張 宗範の 亭に名 づけて 養 心と 曰 ふ。 周 子 序 說を作 

つて 云 はく 、「予 謂へ らく， 心 を 養 ふ は， 甚 にして 存す るに 止まらざる のみ。 蓋し， にし 

(一 0> 

2  2 古文 て 以て 無に 至る、 無なる とき は 誠 立ちて 明 通ず」 と。 叉 愛 蓮說を 作って 曰 はく、 「予獨 

^1^^  しげ 

♦  り 蓮の 淤 泥より 出で て 染まず、 淸 漣に 濯うて 妖 ならず、 中 通じ 外 直にして 蔓らず 枝 あ 

らず、 香 遠くして 益 ~淸 く、 亭々 として 淨く植 ち 遠く 觀 るべ くして， 褒 れ^ぶ ベから 

ざる を 愛す」 と。 此の 數 言に 因る とき は、 周 子の 舉は唯 だ 無 極の 二字に 在り。 後 儒 其 

の說の 異端に 近き こと を 厭 ひ、 「而」 の 字 を輕ん ず-。 殆ど 周 子の 意に 非ず、 却って 周 子 

なや 

を 病まし むるな り。 
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一 一六 諸説の 無 極 を 論ず 

師曰 はく、 老子 曰 はく、 「無 極に 復歸 十」 と。 椰子 曰 はく、 「無 極の 極」。 邵康 節： n 

はく、 「無 極の 前、 陰、 陽 を 含む。 有 極の 後、 陽、 陰 を 分つ」 と。 是れ周 子 以前 巳に 無 

極の 說 あり。 北溪 の陳淳 曰 はく 、「其の 主意 同じから ず、 老子 • 柳 子 • 邵 子 は氣を 以て 

言 ひ、 周 子 は 專ら理 を 以て 言 ふなり。 是れ老 • 柳 • 邵皆氣 を 言 ふの 徒 なれば なり。 然 

も 各 >■ 無形 無 象 を 以て 十る とき は、 其の 說 同じ」。 

一 - 一一 )s」 ザ TM-  * 

師曰 はく、 陸 象 山 朱 子に 與 ふる 書の 略に 曰 ふ T 梭山 ■c^gu;^ が^?、 #4??、 謂へ らく、 

太 辆 闘 說は通 書と 類せ ず。 疑 ふらく は、 周 子が 所 爲に非 じ」 と。 此の 言 殆ど 忽に 十べ 

からず。 極 は 中な り、 無 極と 言 ふとき は是れ 中な きなり。 豈 宜しく 無 極の 字 を 以て 太 

極の 上に 加 ふべ けんや。 無 極の 二字 は 老子に 出で て、 聖人の 書に ある ことなき 所な り。 

朱 子の 陸 子に 答 ふる 書の 略に 云 ふ 、「周 子の 之れ を 無 極と 謂 ふ 所以の 者 は， 正に 其の 方 

所な く形狀 なき を 以て、 老子が 無 極に 復歸 十と いふが 如ければ、 乃ち 無窮の 義 にして、 

5) 

周 子の 言 ふ 所の 意の 若き に 非ず」 と。 陸 子 朱 子に 答 ふる 書の 略に 云 ふ、 「老子 は 無を以 


て 天地の 始と爲 し、 有 を 以て 萬 物の 母と 爲し、 常 無 を 以て 妙 を觀、 常 有 を 以て 竅を 觀， 

もつ  た ふざい 

(六) 站す 直に 無の 字 を將て 上面に 搭 在す。 正に 是れ 老子の 舉豈諱 むべ けんや。 尊兄の 所謂 眞體 

はるか 

不 傳の祕 及び ill に 常 情 を 出で 方 外に 超 出す る 等の 語 は、 是れ 曾て 禪宗を 學んで (得る 

5) 晦庵朱 听) 莫 きこと (此の 如し)」。 朱 子の 陸 子に 答 ふる 書の 略に 云 ふ、 「熹、 老子の 有無 を 言 

文 公文 i»J 卷三  ， 

i^I 出 1 陸 子 ふを詳 にす るに、 有無 を 以て 二と 爲す。 周 子の 有無 を 言 ふ は、 有無 を 以て 一 と爲 す。 

正に 南北 水火の 相反す るが 如し。 請 ふ 更に 子細に 眼 を 著け よ、 未だ 容易に 議 評すべ か 

らず。 ： 迥に常 情 を出づ 等の 語 は 只 だ是れ 俗談. なり。 卽ち禪 家の 能く 專 有する 所に 非 

ず」 と。 是れ陸 象 山が 中 を 以て 極と 訓じ、 無 を 以て 虚無と 爲 すの 論な り。 勉齋 の黄躲 

曰 はく  、「後の 讀者 字義 明かなら ずして、 中 を 以て 極と 訓じ、 已に 之れ を 失 ふと 爲す。 

然れ ども 又 極の 字 但だ爲 に譬を 取る こと を 知らず」 と。 是れ 等の 語 象 山が 惑 を 破って、 

己れ が 惑 を 知らず。 極の 字 何 すれ ぞ譬を 取らん。 尤も 信用すべからず。 各 i 聖人の 道 

ほし まま 

を 味 はず、 只 だ 其の 說を 肆 にす。 故に 無 極の 說を 破る こと 正しから ず。 無 極の 說を 

破る を 正す こと も 亦蠤辨 なり 。 

師曰 はく、 或 ひと 問 ふ、 「旣に 易に 太 極 ありと 曰 ふとき は、 之れ を 無と 謂 ふべ から ざ 
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るに、 膝溪 乃ち 無 極の 說 ある は 何ぞ や」。 朱 子 曰 はく、 「太 極 ある は是れ 此の 现 あるな 

り。 無 極 は 是れ形 器 方體の 求むべき なし。 雨 儀 は 象 あり、 太 極 は 則ち 象な し」 と。 是 

れ或 問の 說道ひ 得て 好し。 朱 子の 答 ふる 所 分明なら ず。 §lf。 

師曰 はく、  .E 陽の 度 氏 臼 はく 、「或 者 は 察 を此に 致す こと を 知らず して、 所謂 無械と 

云 ふ 者に 於て、 眞に 以て 無と 爲し、 以て 周 子 立言の 病と 爲し、 之れ を 失する こと 遠し。 

朱 子 

先生 嘗て 正に 語って 曰 はく、 『萬 物 は 五行に 生じ、 五行 は 陰陽に 生じ、 陰陽 は 太 極に 生 

ず。 其の 理此に 至って 極まれり』 云々」。 朱 子の 此の 語說き 得て 好し。 然れ ども 無 極 

を 以てする とき は. 其の 說 終に 言を容 るべ きに 在り。 

師曰 はく， 或 ひと 謂 はく、 「無 極の 二字、 老. 列に 出づ」 と。 或 ひと 謂 はく、 「岡 は 

J/I  L  一.；^ ノノ货 {rl- は： El!l^、  * の 宗東 封して 進士も SI ふ。 «| て こ：：； lb 一  ヒ 0  is.^>  -,H:I:.H/、、  nfajfct. 匕 HlaJ 一  ンて 

ラんォを^^仲 9?李&之に！》ふ。 邵子に至って大ぃに菊はる に，ゃ」 と  一 むと I けく  一  la し マ 

以て 二 程に 示す も、 未だ 曾て 書と 爲る所 あらず」 と。 或 ひと 謂 はく、 「二 程の 言論 文字 

至って 多し。 未だ 嘗て 一 も 無 極の 字に 及ばず。 疑 ふらく は、 周 子の 爲る 所に 非 じ」 と。 

(二)  .  § 

り，、. J ん  そ，. すゐき ぶん 

或 ひと 謂 はく、 「周 子 は 陸誅が 婿な り。 說は 司馬溫 公の 涞水記 聞に 兑ゅ。 一 に 篤 實ぉ厚 

の 人な り。 おん ぞ博授 十る 所な きを 知らん」。 或 ひとは 周チと 胡文定 公と は： じく 鶴 


林 寺の 僧壽 涯を師 とすと 爲す。 是れ 等の 諸說、 偶-無 極の 非 を 論ずれ ども、 皆据を 

求めて 之れ を釓 すに、 實說 ならざる なり。 聖人の 道 は 天地と 同じく、 更に 已 むこと を 

得べ からず。 故に 易に 太 極 ありて 天地の 事物 旣に 極まれり。 又 無 極 を 以てする とき は、 

其の 詞 だ 資せり。 ^せず と爲 すと き は 玄妙 を 弄する に 似たり。 之れ を辨 ずると き は 

多言 數. -窮 まるのみ。 夫子 は 易に 太 極 ある を 以て、 其の 言 簡易に して 辨ぜ ざる も、 理 

明かに 事 至る。 只 だ 字訓 を 以てする とき は、 其の 妙用盡 く。 聖人の 言豈 後人の 能く 及 

ぶ 所な らん や。 


■2) (六) 共 

に K 辭上 « 

(七) i 下 

德 


「J5. 


一一 七 理氣妙 合して 人物 生ずる の說を 論ず 

師曰 はく、 易に 曰 はく、 「太 極 兩儀を 生ず」 と。 叉 曰 はく、 「乾 道 男と 成り 坤道は 女 

？ t 卦  (七) いん. n ん 

と 成る」 と。 叉 曰 はく， 「天地 ありて 然る 後に 萬 物 生ず」 と。 叉 曰 はく、 「大地 絪 縱 し 

て萬物化^§^し、 男女 精 を 構へ て 萬 物 化生す」 と。 竊に 謂へ らく、 象 數已に 太 極して 其 

の發 生す る 者 は 陰陽の 兩 儀な リ。 陰に して 陽 を 含み、 陽に して 陰 を 含みて 四 象 相 生ず。 

陽、 陰に 根ざし- 陰、 陽に 根ざして 更に 問隔 すべから ず。 故に 其の 發生 する や 先 後な 

. 聖學十 一 大原  四 〇 一 
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し。 推して 謂 ふとき は、 動 を 以て 先と 爲 すに 似たり と雖 も、 動 は 是れ靜 に 根ざし、 靜 

旣に動 を 具 ふ。 動究 まると き は靜。 是れ動 は靜を 以て 根と 爲十 なり。 靜 も亦然 り、 更 

に 先 後 を 謂 ふべき なし。 是れ太 極 兩儀を 生ずと いふ 所以な り。 兩儀發 生 するとき は、 

共の 象輕く 上る 者 を 天と 爲し、 其の 形 重く 下る 者 を 地と 爲す。 上下 已に 定まれば 理氣 

謂 ふべ し。 而 して 一 陰 一陽、 一 寒 一 ：： ぶ 往来し， 理氣妙 合して 萬 物 生ず.。 其の 間 陽に 根 

ざすと き は 男と 爲り雄 牡と 爲り、 陰に 根ざす とき は 女と 爲り雌 牝と爲 る。 是れ乾 道 を 

男と 爲し、 坤道を 女と 爲 すなり。 犬 地 萬 物の 生 も 亦 先 後 を 論ずべ からず。 强 ひて 謂 ふ 

とき は、 天地 あり、 而 して 後に 萬 物 あるな り。 是れ萬 物 は： 大地 を 以て 父母と 爲せ ばな 

り。 人の ー體 頭より 足に 至る まで、 其の 間 百骸の 生成  一 二 を 以て 十べ からず。 犬 地 萬 

物の 生成 も 亦 此の 如きな り。  - 

師曰 はく、 理氣妙 合の 間、 叉 過不及な くんば あるべからず。 其の 氣を稟 くるの 過不 

及 は、 異類 品物 を爲 す。 其の 間 剛柔强 弱輕重 あり、 其の 質 各-羽毛 甲麟 爪牙 角の 具、 

！ 1^ 葉花實 の 差 を 異にし * 其の 質 必ず 其の 理に 過ぐ。 故に IK 地の 大道 を 知らず、 其の 理 

を禀 くるの 過不及 は 人と 爲る なり。 其の 間 賢 知 愚；^ 肖 あり、 其の 質 亦 剛,^ 1： 重 あり。 


.il^  二 
k リ 
る 

お穷- 
云 8^ 
ふに 


然して 質 は e に 異物の 能 あるに 及ばず。 其の 德 其の 知 は 各-天地の 大道 を 具 ふ。 愚不 

肖の 至りと 雖も、 猶ほ 異物の 及ぶべき に 非ず。 是れ 人の 萬 物の 靈 たる 所以な り。 唯 だ 

聖人 は 聰明 容智 天地と 其の 德材を 同じう し、 氣は 其の 精秀を 得、 理は 其の 中 を 得て 過 

不及 なきたり。 小人の 權謀 術数に 通じ、 奇巧 謀計に 得る 者 は、 理の 過ぎて 其の 鑿す る 

たり。 凡そ 人物の 差 * 唯 だ 理氣の 過不及に 在り.。 理氣叉 支 離せず、 或は 现に 根ざし 氣 

に 根ざし、 或は 過不及す。 是れ 人物の 間萬殊 ある 所以な り。 

師曰 はく、 人 は 正 氣を禀 け、 物 は 偏 氣を稟 く。 正 氣は理 の 正 を 得る の 謂な り。 偏氣 

は 質の 厚 を 得るな り。 正なる とき は 其の 氣 偏なら ず、 故に 人の 質 一方に 偏なら ず。 偏 

なるとき は 其の 氣通ぜ ずして 一方に 長ず、 故に 物の 質 各 ~ 得る 所 あり。 叉 曰 はく、 人 

は理に 厚く して 氣に 薄く、 物 は 質に 厚く して 理に 薄し。 故に 人の 質に 厚き は 皆 理に薄 

きの 發 著な り。 

師曰 はく、 理は 其の 然る 所以な り。 氣は 陰陽 五行な り。 陰陽 は理 にして 五行 は氣な 

り。 陰陽 は 其の 象に して 五行 は 其の 形な り。 理氣 尤も 差別すべからず。 互に 相 根ざし 

相 因るな り。 唯 だ 其の 妙 合の 間 過不及の 差 あるの み。 其の 差 ある もの は大の 時と 地の 
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直に 因り、 感ずる 所 一 なら ざれば なり。 

一一 < 或 ひと 理氣妙 合して 人物 生ずる の 說を問 ふ を辨ず 

<1) た m 或 ひと 問 ふ、 周 子 曰 はく T 太 橘 動いて 陽 を 生じ、 動 極まりて 靜。 靜 にして 陰 を 生じ- 

ま  (二) 

3 この 没 靜 極まりて 復た 動」 と。 「今 象 數已に 太 極して、 其の 發生 する 者 は 陰陽の. g 儀な り」。 

'索 行の «  」-: 

fto  此の 說周 子が 說に差 ふに 似たり。 師曰 はく、 予が 所謂 其の 發生 する 者 は 陰陽の 儀な 

りと は、 易の 太 極 兩儀を 生ずる の說に 因れり。 象 數已に 太 極して、 其の 發生： r そ 次第 

を 論ぜん。 唯 だ 兩儀相 生ずる、 周 子 は 生 を 以て 動と 爲す、 故に 動いて 陽 を 生ず、 動必 

ず 極まる とき は靜 なり、 靜 にして 陰 を 生ずと いふ。 是れ動 は靜に 根ざし 靜は 動に 根ざ 

して、 更に 間隔な きこと を 知らず、 而 して 太 極 を 以て 方形な きの 理と爲 十。 故に". S 儀 

を 生ずる を 以て、 新に 發 動して 物 云に 生ずと 爲す。 太 極 は 象 數已に 具 はりて 未だ 發見 

せざる の稱。 此の 內 悉く 兩傣四 象 八； 差 萬 別 を 具 ふ。 今時 ありて 長大 發生 するな り。 

其の 象輕く 上る 者 は 自ら 昇りて 人 呼んで" 大と爲 す。 輕く 上りて 自ら 丼る もの あると 

き は、 其の 重く 下りて 形 十る 者 自ら 凝りて、 人 呼んで 地と 爲す。 天先づ 成り 地？ 後に 


成らん や。 輕重 上下 昇降 备. - 陰陽の 相對 偶す るな り。 更に 差別 先 後 を 以て 論ずべ から- 

ず。  故に 易に 太 極 あり、 太 極 兩儀を 生ずるな り。 太 極の 時 只 だ 陰陽 相 合して 萬 品の 象 

あ ひ S だ 

を 含み- 今 已に發 するとき は、 陰陽 其の 形相 定まりて 合せ 論ずべ からず。 是れ 一大 を 4- 

て 地と 爲 すべから ず、 地 を 以て 一大と 爲 すべから ず-、 然も 亦 互に 根ざし、 其の 理氣 離れ 

ず、 天地 相對 偶す。 天 は 地に 因って 流行し、 地 は 天に 因って 生々 す。 是れ太 極 已に發 

あと 

する の說 なり。 故に 太 極の 時 は、 只 だ 象 數相具 はれり、 眹を 以て 論ずべ からず。 兩儀 

を 生ずる の 時、 形成 を 以て 之れ を 論ずべ からず。 深く 味 はざる とき は 通ず ベから ざる. 

なり。 

或 ひと 問 ふ、 繁辭に 曰 はく、 「天 一 地 二」 と。 是れ先 後 を 以て 論ずるな り。 易 は 乾坤 

を 以て 序す。 是れ 次. 序 あるな り。 今 先 後な きの 說を 以てする は何ぞ や。 師曰 はく、 天 

を 以て 一 と爲 し、 乾坤 を 以て 序と 爲す、 是れ 聖人 大地 を 論ずる の 言な り。 今 謂 はんと 

欲する の 辭叉先 後な き 能 はず、 强 ひて 謂 ふとき は 大地 を 以て 次序す。 易の 書た る、 乾 

坤を 以て 大 源と 爲す。 天地に 則り 乾 を 上と し坤を 下と す。 是れ 今日日 用の 道な り。 予. 

が 所謂.^ 後な しと は 其の 大原 を 推すな り. 。 周 子 太 極 の說を 論じて 動 II を 以て 先 後を定 
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^の^！^ぉ上 むる は、 大原を 論じて 其の 說を失 ふなり。 易に 臼 はく T 日月 運行して、 一 たび は 寒く 

1 たび は：^ し」 と。 一 陰 一陽、 各." 兩儀を 生ずる を 以て 之れ を 論ず。 未だ 嘗て 其の 先 

後 を 論ぜざる なり。 

(二)  § 

に；. に 太. S 或 ひと 問 ふ、 周 子 曰 はく 、「無 極の 眞、 二 五の 精、 妙 合して 凝る。 乾 道 は 男と 成り、 

坤道は 女と 成り、 ニ氣 交感して 萬 物 を 化生す」 と。 此の 說 少しく 今說く 所に 差へ り。 

t いひ、 又い 

^はり-^ けの 師曰 はく， 周 子 は 無 極 を 以て 本と 爲す、 故に 眞の字 を 以て 太 極に 充て、 妙 合して 凝る 

を 以て 無 極 は 太 極の 後と 爲し、 妙 合 已前を 以て 一箇の 無聲 無臭の 物と 爲す。 ^だ 差？ い 

十。 凡そ 妙 合して 凝る は、 只 だ 陰陽の 兩儀 なり.。 何ぞ 五行 を 以て 之れ を 論ぜん や。 陰 

陽兩儀 互に 根ざし、 流行して 息まず、 生々 相 具 はり、 五行の 象 亦 具 はる。 今 精の 字 を 

以てする、 是れ味 あるに 似て 甚だ 明なら ず。 此の 時 理氣妙 合して 一 點子を 成す、 是れ 

太 極な り。 此の 妙 合已に 男女の 象 あり、 發 生して 萬 物 化生す。 二 五の 精妙 合して 凝り， 

. 叉ニ氣 交感 十と いふ。 是れ 人と 物と を^つ の 再 言な り。 人物 共に 理氣の 交感な り、 何 

ぞ焉れ を 別たん。 故に 理氣 交感して 人物 生じ、 乾 道 は 男と 成り 坤道 は. V と 成り、 生々 

き はま  (wn 

S  S して 變化究 りなし と 謂ぶべし。 易に 曰 はく、 「萬 物 ありて 然る 後に 男女 あり」 とい ふ， 


是れ なり。 

{ 五 一 

^  或 ひと 問 ふ、 朱 子が 周 子の 說を 註して 曰 はく T 是れ 人物の 始は、 氣化を 以て 生ずる- 

ilML  (六, 

ぶ』 者な り。 氣化形 を 成す とき は、 形 交 はり 氣 感じて 遂に 形 化 を 以て 十。 而 して 人物 生々 

1 す」 に 作 變化窮 りなし」 と。 師曰 はく、 朱 子 は 氣化形 化 を 謂って 曰 はく、 「氣化 は 是れ當 初 一箇 

(七) 朱^K5  たね 

Is- 九十 £、 の 人種な くして 後に 自ら 生 出し 来る^な り。 形 化 は 却って 是れ 此の 一箇の 人 ありて 後 

子之甞 に？ f 

お -XTTJ  (八)  (九) たづ 

r) 同前 に、 乃ち 生々 して 窮まらざる 底」 と。 又 曰 はく、 「天地の 初 如何 ぞ箇の 衝を討 ねん。 自 

-' 力) 原 底てば  1*<さ  い ま  しらみ 

人 ほの 一 ーネ に ら是 れ氣蒸 結して 兩箇の 人と 成り、 後方に 許 多の 物事 を 生ず、 而今 人身 上の .-u に似て、 

作る 

自然に 變 化し 出で 来る」 と。 愚 謂へ らく、 朱子氣 化の 說、 天地の 初め 氣蒸 結して 兩箇 

の 人と 成る と、 是れ 何と 謂 ふこと ぞゃ。 天地 已に發 するとき は、 人物 悉く 具 はる C 其 

の 多少 增減を 謂 はば、 後來 生々 究 りなし。 天地開闢 已後氣 蒸して 人物 生ずる とき は、 

人物 を 以て 天地の 後と 爲す。 人物 は 天地の 有な り。 人物な きとき は 天地 も 亦な し。 天 

地 あるとき は 人物 則ち 生ず.。 故に 理氣妙 合して 天地 已に發 するとき は、 人物 其の 中に 

固有し、 更に 先 後 を 論ずべ からず。 人身 裏の 諸 象 具 はりて 發 生す るに 似たり。 蝨ぽ是 

れ 天地の 間 萬 物の 一品な り。 此の 出生 も 亦 理氣の 妙 合 あり、 一 R^!多子を生じ來るにぁ 
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を こ-;'—. リ あい  しっちゅう 

らず、 此の： ゆ 垢 臭^に、 虫の 象 あり， 理氣の 妙 合 を 得て 悉く 發 生し、 而る 後に 生々. 

無窮な り。 氣 化と 雖も 這の 理氣具 はらざる なし。 形 化 も亦然 り。 

f:) 太故ほ  或 ひと 問 ふ、 周 子 曰 はく、 「淮だ 人の み 其の 秀を 得て 最も 靈 なり。 形旣に 生ずる や * 

»^ の 語 

祌、 知を發 十。 五 性感 動して 善惡 分れ、 萬 事 出づ」 と。 師曰 はく、 人物の 生 は 现氣の 

間にして、 人 は 其の 理を 得る こと 只 だ 厚く、 物 は 其の 氣を 得る こと 只 だ 厚し。 然れど < 

も 人物 理氣を 離れず、 惟 だ 過不及 厚薄 あるの み。 人 は理に 厚し、 故に 祌 知能く 發し * 

物 は氣に 厚し、 故に 形質 能く 利 を 得。 人 は氣に 薄し， 故に 質， 物に 及ばず。 物は理 に. 

薄し、 故に 知、 人に 及ばざる なり。 人 得， ー其秀 一の 四 字 は理を 指す ゃ氣を 指す や。 理氣， 

幷び 指す や。 若し 理を 指す とき は 物 も 亦 此の 靈 あり、 故に 人の 及ぶ 能 はざる の 妙 用 を. 

爲十 こと あり，。 氣を 指す とき は、 人の 質、 物に 及ばず。 理氣 合せ 指す とき は、 人 も 

亦 質の 利 は 物に 及ぶべからざる なり。 「五 性感 動して 善惡 分れ、 萬 事 出づ」 の 語、 說. 

f:)  き 得て：^ し。 ニ氣 交感の 節に 映ず。 

十 2;,  f 一二  さ し 

1 ナ之 *1 に 出 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「其の 氣の 精英を 得る 者 は 人と 爲り、 其の 査 t: を 得る 者 は 

？ --)  ««.0  ,  二 f 

S  物し」 爲る」 と。 又 曰 はく、 「只 だ 一 筒の 陰陽 五行の 氣 大地の 中に.； して、 精英 なる 者 


は 人と 爲り、 査： ぽ なる 者 は 物と 爲る。 精 英の中 叉精英 なる 者 聖賢と 爲り、 精英 の中査 

浮なる 者 愚 不肖と 爲る」 と。 師曰 はく、 淸は 陽な り、 濁 は 陰な り。 淸濁 流行して 上下 

相 分ち * 天地 是れ 成る。 淸を 取り 濁を捨 つると き は、 天 を 論じて 地を錯 くな り。 是れ 

偏 にして 全から ず.。 周 子が 精秀の 字に 因って 誤 了し 來れ り。 氣の淸 濁 を 以て 論ずる. 

とき は 可な リ、 精 英査滓 を 以て 論ずる とき は 不可な り。 査滓 は是れ 無用の 物な り。 其 

の 精英を 撰ぶ とき は 査滓存 す。 人； ^ して 物な くして 可な らん や。 人物 具に # して 大地 

終に 全し。 故に 理氣の 厚薄 を 以て 論ずべ し。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「血 氣知覺 を 有する こと ある 者 は、 禽 獸是れ なり。 血氣知 

覺な きこと ありて 但 だ生氣 ある 者 は、 草木 是れ なり。 生氣 已に絕 えて 但だ 形質 臭味 を 

有する ある 者 は、 枯 稿是れ なり J と。 此の 說 如何。 師曰 はく、 物 は 各. -氣に 厚し. 故 

に 其の 質 甚だ 密 にして 用を爲 すに 足り、 枯槁猶 ほ 用 物と 爲る。 是れ氣 に 厚ければ なり。. 

^獸魚 虫 は、 血氣 知覺. 視聽 言動 あり。 草木 は、 血 氣知覺 ありて 視聽 言な く、 只 だ 動 

用を^4:す。 朱 子 は 草木 を 以て 血 氣知覺 なしと 爲す。 是れ只 だ 疎 41 のみ。 草木 各.' 液汁 

を；；^ し， 能く 寒： ぶ 南北 を 知り、 發 生の 節を覺 る。 折截 すれば 傷 凋し" 培雜 すれば 肥 
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す。 其の血氣知覺！}^0べ し。 生氣 はニ氣 交感の 物に は 須5< も 離るべからず。 是れ 天地" 

息む ことなき の理 な り 。 

或 ひと 問 ふ， 陳北溪 曰 はく 、「若し 人品の 類に 就いて 論ずる とき は、 上 太の； t= 十る 所 

皆 一般にして、 人の 値 ふ 所に 隨ふ。 又 各- -淸濁 厚薄の 齊 しからざる あり。 や 人の 氣を. 

禀 くるが 如き は 至って 淸 めり、 合 下に 便ち 能く 生 知なる 所以な り。 質を賦 する こと 至 

つて 粹 なる、 合 下に 便ち 能く 安行なる 所以な り。 堯舜の 如き は旣に 其の 至淸 ff- 粹を 得、 

聰明 祌 たり、 又 氣の淸 高に して 寛厚なる 者 を 得。 所以に 責 きこと！ K 子たり、 富 四海 

を 有ち、 國を享 くるに 至りて 皆 百 餘歲。 是 れ又氣 の最畏 を 得る 者な り。 夫子の 如き も 

亦 至淸 至粹を 得、 合 下に 便ち 生 知 安行なる なり。 然れ ども 大地の 大氣那 の 時に 到って 

C1) 已 に』：；！^ 微十、 所以に 夫子 稟け 得て 高から ず 厚から ず、 止 だ枘々 として ー旅人と爲る、 

而 して 得る 所の 氣も又 甚だ 長から ず、 僅に 中壽 七十 餘歲を 得て、 堯 舜の髙 に，.^ かず。 

Hit? に 「&3:  つ 

^人より して 下 各- -分數 あり。 顔 子 も亦淸 明純粹 にして 聖人に 亞 げり、 只 だ 氣を禀 け 

at に iss 

得て 長から ざるに 緣り、 所以に 夭死 十」 と。 此の 說 得たり や 否や。 師曰 はく、  入 は、. 

聰明 {馋知 犬 地と 其の 德村を 同じう す。 是れ氣 其の 精秀を 得て、 其の 理 中和 を？， r 過不 


及の 論ずべき なきな り。 壽の 長短 は 氣を禀 くるの 剛柔に 因れり、 富責は 天命に 在り、 

故に 共に 作爲 すべから ず、 氣の厚 長 を 論ずべ からず。 堯舜 及び 夫子と 謂 ふが 若き、 堯 

舜は 其の 氣英 粹、 其の 理溫 和、 天の 命是れ 全し。 夫子 は、 道德高 厚材知 分明に して、 

敎化究 りなく、 天地と 參 たり、 日月 四時と 同じ。 堯舜の 盛 も 亦 夫子に 到りて 著明す。 

天命 至らず して 栖々 たる 一 旅人と 爲る、 是れ叉 萬 世の 師 たるの 命な り。 夫子 命 を 得て 

貴く、 天子と 爲 りて、 寅んで 四海 を 有た ば、 唯 だ ー堯舜 のみ。 一 旅人た る を 以て 詩. 

書 • 禮 . 樂の 書を修 し、 春秋 . 易傳を 作り、 戒示敎 化す。 其の 言行の 少に存 する、 是 

れ 殆ど 聖人の 道 を 知る に 足れり。 人々 夫子 を 祀り德 を 報じ 功に 報 ゆる も、 之れ 盡 くる 

ことなし。 故に 曰 ふ、 「柄々 たる 一 旅人たり」 と。 天命 じて 萬 世の 師と爲 すなり。 富責 

を 以て 論ずる とき は、 足らざる に似て、 其の 德 其の 知の 應用 は、 古今の 人品 を 以てし. 

て も、 吾が 夫子 を 論ずべ からざる なり。 

一 一九 周 子の 太 極圖說 に靜を 主と する の說を 論ず 

師曰 はく、 周 子の 太 極 圖說に 曰 はく、 「聖人 之れ を定 むる に 中正 仁義 を 以てし、 靜 を- 
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主として 人 極 を 立つ」 と。 此の 一 句 周 子 太 極 圖說の 要な り。 中正 仁義の 四 字 甚だ 會せ 

一 rsfi- ず.。 中正の 字 は 易に 對 して 說き出 十と き は 可な り。 聖人 人 極 を 立つ る を 以て 說き 來ら 

Kzr 九 五 <,;: 

章 中. 止 J 、汫 ば 未だ 可なら ず。 易に 中正 を 言 ふ は、 是れ 卦爻を 以て 論ずるな り。 凡そ 中 は. 大地の 屮， 

^M^^ 道の 大本な り。 正の 字 は 邪に 對す るの 言な り、 其の 不正 を 正す の 謂な り。 中と 併せ 論 

V  ずべ からず.。 仁義 は 人心の 應用、 天地の 流行 焉れに 出で ず。 中正 を 以て 體と爲 し、 仁 

義を W て 用と 爲す とき は、 正の 字 を 以て 論ずべ からず。 中 仁 を 以て 體と爲 し、 正義 を. 

3 朱 ま i 以て 用と 爲十 とき は、 仁 は 是れ發 動の 用な り。 朱 子 曰 はく、 「聖人 は 人 極 を 立つ るに、 

！ 九十 EI、 

^si. 仁義 禮智 を說 かずして、 却って 仁義 中正と 說く。 中正 は卽 ち禮智 なり。 中正 尤も 親切 

なれば なり。 中 は 是れ禮 の宜を 得る 處、 正 は 是れ智 の正當 の處 なり」 と。 朱 子 禮智を 

以て 中正と 爲す。 然 らば 則ち 仁義 中正と 說 かずして， 中正 を 以て 仁義の 上に 置く。 此- 

の 說通ぜ ざるに 似たり。  靜を 主と する の說 は、 是れ周 子 無 極 を 以て 主と 爲 十の 實 意な.. 

り。 尾の 乾の 象に 曰 はく 、「天 行 健な り、 君子 以て 日に 彊 めて 息まず」 と。 是れ 聖人： 大 

3  h.0 の 道 を 形容し 来れり、 何 ぞ靜を 以て 主と 爲ん や。 緊辭 に、 「夫れ 乾 は、 其の 靜 なるや 專 

ら にして、 其の 動く や 直な り。 夫れ 坤は、 其の 靜 なるや A3? まり、 其の 動く や^く」 と。. 


2 

下 
傅 


是れ動 II を 論じて 專ら靜 を 論ぜず。 周 子の 學は無 極の 說に 泥み、 無聲 無臭の 意 を 味 ふ。 

是 れ後舉 聖人の 道 を 以て 異端の 工夫 を爲 すの 弊、 因って 起る 所な り。 故に 謂 ふ 、「周 子 

無 極 而の三 字 を 以て 太 極の 字 上に 增す。 甚だ 聖人の 罪人、 後學の 異端な り」 と。 . 

(五) 

師曰 はく、 天地の 間 唯 だ 其の 動に 於て 其の 用 あり。 繁辭に 曰 はく、 「易の 道た る や 

〈六)  あ ひか は 

@g  ノ遷 り、 變 動して 居らず.、 六虚に 周流して 上下 常な く、 剛柔相 易る」 と。 叉 曰 はく、 

(七)  V. だ  (八) 

「動靜 常 ありて、 剛柔斷 まる」 と。 叉 曰 はく TH 往く とき は 月 來リ、 月往 くと き は 日 

來る。 日月 相 推して 明 t 生ず。 寒往 くと き は 來り、 ；：者 往く とき は寒來 る。 寒^ 相 推し 

(九)  す  あ ひう fj 

て歲 成る」 と。 又 曰 はく、 「剛柔 相 摩り、 八卦 相盪 き、 之れ を 鼓す るに 雷藝を 以てし、 

之れ を 潤 ほす に 風雨 を 以てす。 日月 運行して、 一 たび は 寒く 一  たび は 暑し」 と。 象に 

曰 はく、 「雲行き 雨 施して 品物 形 を 流く」 と。 是れ 皆變易 交易して 而る 後に 萬 物の 用 通 

ずるな り。 聖人の 道 天地と 參 なる も、 亦 天下の 故に 感通 すれば なり。 周 子靜を 以て 主 

と爲 す、 甚だ 相 差 謬す。 

師曰 はく、 朱 子 主靜を 注して 曰 はく、 「無欲な り、 故に 靜 なり」 と。 蓋し 無欲の 字 は 

(13 

通 書に 本 づけり。 曰 はく、 「聖學 ぶべき か。 曰 はく、 可な り。 曰 はく 要 あり や。 曰 は 
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く、 あり。 請 ふ 焉れを 聞かん。 曰 はく、 一  を 耍と爲 十。 一 と は 無欲な り。 無欲 なれば、 

靜 なるとき は虚に 動なる とき は 直な り。 靜 なるとき 虚 なれば 则ち 明な り。 明かなる と 

き は 通ず」 と。 是れ なり。 無欲の 說味 あるに 似て 話頭 甚だ 高く、 人 皆異； a に るな り。 

セ 聖人の 舉、 日用 事物の 間、 語 默動靜 の 用 皆 欲な り。 情欲に 於て 大理 に循ひ 私欲の 

弊 を 去り 来る 底の み。 無欲 を 以て 之れ を 論ずる とき は、 槁木 死灰の 謂な り。 人と して 

少 くも 欲な くんば あるべからず。 日用 事物 •  ：f:i 默 動靜、 這 筒是れ 情の 欲な り、 無欲と 

謂 ふべ からず。 靜默は 無欲に 似て 唯 だ靜默 なり、 無欲と 謂 ふべ からず。 無欲の？^ 一た 

び 起って、 聖學を W て 虚無 话 淡の 味と 爲し、 日用 事物の 問 を カ行せ ず、 淸談を 好み^ 

遠に 驚 十。 尤も 周 子の 謬な り。 是れ 易の 無 思 • 無爲. 寂然 不動 等の 語 を 以て、 異 Hf- を 

認爲 して、 聖人 を假 りて 異端 を說 くに 到らし むるな り。 

師曰 はく、 朱 子 曰 ふ T 苟も 此の 心 寂然 無欲に して 靜な るに 非ざる とき は、 义： E を以 

- -ー > 

て か 事物の 變に剛 酢して、 1K 下の 動に 一 ならん や」 と。 是れ朱 子 は 無欲 を 以て， M 然不 

動の 地と 爲 して 之れ を 論ずるな り。 聖人の 靜寂 を說く は、 動 感に對 する のみ。 靜寂は 

動感の 用な り。 靜と 動と、 寂と 感と、 互に 交易して 支 離せず、 陰陽 相 W るが 如し、 專 


ら靜寂 を 主と するとき は、 恬淡 を せんじ 虚無 を 主と するな り。 聖人の 靜寂を 以て、 怙 

淡 虚無と 爲し、 無欲の 地と 爲す とき は、 靜 は是れ 一箇の 死物な り-。 聖人の 靜寂を 説く 

は 全く 活物な り。 若し 靜寂を 以て 未發の 時と 爲十 とき は、 是れ太 極 象 數已に 具 はり、 

流行 息む ことなし。 豈 必ず 主靜を 以て 之れ を 論ぜん や。 唯 だ 動 靜幷び 具へ て 未だ 發せ 

ざるな り。 聖人の 事物の 變に酬 酢す る、 是れ 一箇の 太 極、 能く 象數を 具へ、 能く 事物 

に 通ず るな り。 其の 象眹 なく 形な く、 聲も なく 臭 もた し。 此の 時 動靜を W て 之れ を 論 

ずべ からず、 其の 無胺. 無形. 無聲. 無臭 を 以て、 靜を 主と すと 爲す とき は 非な り。 

是の靜 や 唯だ已 むこと を 得ず、 其の 動 や 唯だ已 むこと を 得ざる なり。 故に 聖人の 靜默 

(ほ 力) 

只 だ 此の 如くして、 更に 求 索 十べ からず。 應 ずべき とき は 則ち 感じ、 默 すべきと き は 

則ち 默し >  靜默を 以て 必 とする 所に 非ざる なり。 今 朱 子 は 周 子の 語 を 以て 附會 して" 

靜寂を 以て 事物の 變に酬 酢す と爲 す。 是れ泥 著して 附會 せるな り。 

師曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「大凡 人須 らく 是れ 沉靜 なるべし。 周 先生 主 靜の說 ある 所以 は 

蒙. 艮のニ ±^ の 如く、 皆靜 止の 體 あり」 と。 是れ朱 子 沉靜を 以て 主と 爲十 なり。 人に 

敎 ふるの 敎戒は 其の 質の 重きに 因って 之れ を 除く。 各 t 必ず 沉靜を 以てせば 未だ^な 
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1 ばら 

ら ざるな り。 動 は靜を 以てし 靜は動 を 以てして 兩般 たし。 夭地日月四時流行少くも^„«- 

まざる は 沉靜と 謂 ふべ からず。 周 子の 通 書 蒙 及の 篇に 終る、 是れ周 子の 意見 を 以てし 

て、 此の ニ卦を 以て 附會 十るな り。 夫子 乾の 卦を 象して 曰 はく、 「天 行 健な り」 と。 坤 

の卦を 象して 曰 はく、 「地の 勢坤 なり」 と。 是れ行 勢の 二字 甚だ 活澄 地な り。 君子の 日 

用 動靜， 唯 だ 天地に 循ふ。 夙に 起き 夜に 寢 ねて、 出入 起居 屈伸 往來、 更に 偏 倚す る 所 

なし。 何 ぞ沉靜 を 以て 必 とせん や。 是れ 等の 弊に 因り、 江 西の 說く 所靜を 主と し、 後 

あ- 

率靜坐 を蓴ら とす。 聖舉の 用 終に 泯沒 す、 於 歎息すべき なり。 

師曰 はく、 朱 子 曰 ふ Tit 溪は主 靜を言 ふ。 靜の字 只 だ 好く 敬の 字に 作りて 看よ。 故 

に义 『無欲な り、 故に 靜 なり』 と 言 ふ。 若し 以て 虚靜 と爲 さば、 恐らく は釋 (老) に 入 

る 者と 一 K はん」 と。 是れ朱 子 も亦靜 寂の；^ I め 難き を 恐る るな り。 伊川 旣に只 だ 箇の敬 

しば. I 

の 字を說 きて 人に 敎ふ。 主 靜の說 を 併せ 言 ふとき は、 少く 執るべき 所 あり。 而れ ども 

敬 も 又 一 箇の 教戒な り。 這 裏 認め 得れば 敬 も 亦 一箇の 添 物と 爲す。 周 子の 靜を 主と す 

ると、 程 子の 敬 を 主と すると、 計 校し 来れば、 敬 を 主と するとき は 聖^の 齊 少し。 靜 

を 主と するとき は聖 8^ 泯カ， « 十。 若し 意味の 高 尙を以 て 之れ を 論ぜば、 敬 を 持 十る は頗 


る 力 を 費す に似て、 無欲 擺脫 する に 如かず。 是れ 異端の 洒落な り。 人 伊川の 說に從 ひ 

て 敬 を 主と するとき は、 朱 子の 所謂 沉靜 底な り。 舉 流の 害 少し。 靜を 主と するとき は 

明鏡止水 を 認 めて 之れ を 味 ふ た り，^ 是れ聖 寧の 泯沒す る 所以な り。 

ニー  0 或 ひと 主 靜の說 を 問 ふ を辨ず 

或 ひと 問. ふ、 中正の 二字、 凇子 以下の 諸 儒 各- 禮智を 以て 中正と 爲す。 中は禮 なり、 

禮は 天理の 節 文な り。 節 なれば 大過な く、 文 なれば 不 及な きなり。 便ち 是れ 中たり。 

智 は 正 に 屬す 、 先 儒 皆 正 を 以て 之れ を訓 ず。 惟 だ 正 な れ ば是 を是 とし 非 を 非と する を 

知り、 確然と して 易へ ずと。 此の 義 如何。 師曰 はく、 周 子の 太 極 圖說に 中 .r^, 仁義き 百 

ひ、 通 書に 叉 仁義 中正 を 言 ふ。 其の 說 錯雑す。 聖人の 人 極 を 立つ る、 禮^ を 以て 先と 

爲し、 仁義 を 以て 後と 爲す や。 殆ど 周 子が 意に 非ず。 周 子 は 唯 だ 中正 を 以て 體，： 爲し， 

ヌ" ヒー 一一 仁義 を 以て 用と 爲す。 故に 曰 はく， 「人の 道 を 立てて 仁と 義と曰 ふ」 と。 是れ 仁義 を 人 

ば-つ  の 道と 爲し、 中正 を 道の 本と 爲寸 なり。 中 は 犬 下の 大本な りヽ 道の 本と 謂ぶべし。 正 

は 其の 不正 を £ 十の 謂に して、 道の 本と 謂 ふべ からず。 唯 だ 其の 敎戒を 指 十たり。 聖 
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人人 極 を 立つ、 豈是れ 等の 一一 目 を 以てせん や。 周 子、 易の 中正 を 以て 之れ を詭 ずるの み。 

後 儒 周. 朱の 言に 因り 附會 論談 し， 究理すべからず、 眼目の 弊な り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく 、「人 動かざる 能 はずと 雖も、 人 極 を 立つ る 者 は 必ず 靜を主 

とす。 惟 だ靜を 主と するとき は、 其の 動に 著 はるる や 節に 中らず とい ふこと なし。 而 

して 其の 本然の 體を失 はず」 と。 又 曰 はく、 「性の 分 は 靜に屬 すと 雖も * 而も 其の は 

動 靜を該 ねて 偏なら ず。 故に 樂 記に 靜を 以て 性と 言 ふ は M ち 可たり。 遂に 靜字を 以て 

天地の 妙 を 形容す る は 則ち 不可な り」 と。 朱 子の 是れ 等の 說は 動靜を 以て 焉れを 論ず 

るな り。 師曰 はく、 朱 子の 動 靜を該 ぬるの 說は 可な り。 然して 人 極 を 立てて は 必ず 靜 

を 主と し， 性の 分 は 靜に屬 すと いふ は、 是れ只 だ 靜寂を 以て 主と 爲 すなり。 人 極 を 立 

つる は 動 靜を該 ねて 節に 中る の 謂な り。 凡そ 人の 日用 は是れ 動靜の 間な り。 靜も亦 動 

の對、 何 ぞ靜を 以て 之れ を 主と せん。 未發を 以て 靜と爲 す は 則ち 不可な り。 未だ 發せ 

.. ざる や、 只 だ太祸 のみ、 靜を 以てすべ からす。 

<1) 上  或 ひと 問 ふ、 易に 曰 はく、 「易 は 思 ふこと なきたり、 爲す ことなき なり、 寂然と して 

動かず、 感じて 遂に IK 下の 故に 通ず。 天下の 至 神に 非 ざれば、 其れ 孰れ か 能く 此れに 


與 からん」 と。 是れ靜 を 以て 主と 爲 すに 非ず や。 師曰 はく、 周 子の 靜を 主と する は、 

尤も 此の 言に 本 づけり。 通 書に 曰 はく、 「聖人 は 思 ふこと なし」 と。 亦 此れに 因れり。 

易 は 聖人の 深 を 極め 幾 を 研く 所以な り。 凡そ 天地の 太 極 は含藏 せず とい ふこと なし、 

あきらか 

故に 發 して 節に 中らず とい ふこと なし。 更に 思慮 造作なく して 事物 來り 感ずれば、 通 

こと 

ぜ ざるな し。 靜寂 にして 思 ふこと なく 爲す ことなき を 求む るに 非ず。 天下の 故 來らざ 

れば 感ずべき なし、 故に 寂然と して 動かず。 天 下の 故來 ると き は 感ぜず とい ふこと な 

し。 若し 靜寂 にして 思爲 なき を 提携し 來る底 は、 是れ 寂然 不動に 非ず、 甚だ 思慮 作爲 

十るな り。 無 思な り無爲 なりと 謂 ふべ からず。 周 子の 說に 因れば、 天下の 故 未だ 來ら 

す  こと 

ざるの 前， 寂然 不動 を 以て 存 養と 爲る とき は、 犬 下の 故來り 感じて 通ぜ ずと いふ こと 

なきの 謂な り。 天下の 故 未だ 來ら ざるの 前、 寂然 不動 を 以て 存 養と 爲る とき は、 心 

數~ 思慮 作爲 ありて 已に 動し 來る。 那箇 か是れ 不動 地な らん。 易の 所謂 寂然 不動と は、 

天下の 故來ら ず應ぜ ず.、 故に 寂然 不動な り。 其の 本 は 太 極な り。 故に 感ずる とき は 通 

ぜず とい ふこと なし。 聖人. と 大地と 參 たり。 其の 日用 事物 天下の 故に 於け る- 皆此 C- 

如し。 動 靜只だ 節に 中る のみ。 周 子 專ら靜 を 主と 十、 甚だ 動し 來 りて， 早く 靜底を 失 
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却す。 後學 此れに 因って 玄妙 を談じ 高尙に 驚せ、 手を寂然不動に下して無聲無^:^.、)求 

むる に、 無聲 無臭 彌 i 遠く 去って、 索むべき の迹 なし。 太 だ 差 IS す。 

(二  に IV や. (主)  (做し s^--) 

或 ひと 問 ふ， 朱 子 曰 はく、 「常に 箇の靜 底に 靠 著して 本と 做す。 夜なければ 晝と 做し 

て 分明 な ら ず 、 秋久 A なけれ ば 舂复 と 做 し 得 て S 茂せ ず、 且つ 人の 終 H 應 接す るが 如き、 

歸り 來り歇 むこと 霄時 にして 却って 出で 去る とき は- 便ち分外の精祌春ー^：^の生投の如 

し C 若し 一向に 恁 地に 去らば、 却って 甚だ 了 期 あらん、 元氣も 也た 須 らく 解^すべし。 

所謂 復は 其れ 天地の 心 を 見る か」 と。 師曰 はく、 勉衡の 黄 餘も亦 云 ふ、 「今人 終ョ 紛擾 

して 心定疊 せず、 須 らく 片時 も那 裏に. £ つ て靜 坐し 這の 心を收 むる を 著 十べ し」 と。 

是れ朱 子の 說と 一般な り。 犬 地の 書 一夜 四時 あり >  動靜 節に 中る、 唯 だ 已むを 得ざる な 

り。 iK 地 必ず 夜陰 秋 冬 を 待ちて， 晝 と春复 と 做し 得るな らん や。 若し 待 得の 思^ あら 

ば、 是れ太 だ 造作し 來 るな.^。 書 一 ある， -きは 夜 あり、 晝は * に應じ 物に 接する も， 夜 

は靜 寂無爲 なる、 是れ 自然の 理な. r。 春 は 生， おし 秋 冬 は牧藏 し， 動靜端たく始終^2^ 

むこと たし C 人の 終日 は 紛擾すべき とき は 紛擾し. 靜坐 すべきと き は靜坐 十。 it し紛 

摱す ベ き の 節靜^ し て 這 C 心 を 收め來 ると 爲 さば- 是れ節 を 失す るな り。 ， ゆ J1 摂 の 時、 


這の 心 放蕩 浮躁 する 者 は 聖人の 道 を 知らず。 太 極の 實を盡 さ ざれば なり。 併 論て るに 

足らず。 唯 だ 語 默動靜 節に 中る のみ。 語 默節を 失 ひ 動 靜時を 違 ふ 底 は、 是れ  一 の 風 

或 ひと 問 ふ、 人 多く 紛擾 するとき は、 心 も 亦 放蕩す。 今 事物の 來る、 默思靜 慮 マる 

とき は 其の 失 少し。 紛擾 放蕩より 爲し 来れば 皆 違 失すと。 是れ主 靜の說 か。 師曰 はく、 

ちょ，、 す&  きふし^-つ 

伊川 易 を 解して 曰 はく、 一. 專ー なら ざれば 直遂 する 能 はず.、 翁聚せ ざれば 發散 十る こと 

能 はず.、 是れ只 だ 天地 造 物の 迹を 見來 るな り。 天地の 間 秋 冬 は是れ 陰靜、 此の 時凝肅 

藏閉 して、 春に 至って 許 多の 氣發 生長 茂す、 其の 胺を見 来れば、 天地 は閉藏 極^に 意 

あるに 似て、 太 だ 生長 牧藏に 意 あるな し。 天地 一 太 極、 生々 息む ことなく、 已むを 得 

ざるの み。 ：， 列 之れ に 感じて 生- 长收藏 あるな り。 人 多く 紛擾 十る とき は、 心 亦 放蕩 十」 

と。 多の 宇 已に差 了す。 紛擾 十べ からず して 紛擾す、 故に 心 放蕩 十るな り。 默思靜 

是れ靜 ならず、 只 だ 形の 靜默 なり。 凡そ 事 豫め太 極 するとき は通ぜ ずと いふ ことたし、 

今 其の 事に 當 りて 俄に 思慮す る 底 は靜默 のみに して 通ず ベ からず。 沉默 して 泥塑 人の 

市中に 坐す るが 如し。 紛擾 浮躁 底の 人 も 亦  一^なり。 聖人の 道 は， 日用 事物の 間 其の 
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理を究 むる に 在り。 其の 理を 究めず 其の 事を盡 さざる とき は、 天 下の がに 更に 感 通す 

ベから ず。 年を累 ね沉默 十と 雖も、 日に 暗く 月に 惑 ひて、 終に 稿 木 死灰の 地に 到らん 

、 0 

力 

或 ひと 問 ふ、 ：： 木 齋の李 氏 曰 はく、 「人生れ て靜 なる は、 性の 木體 なり 」 と。 李 正叔も 

亦 朱 氏の 高弟な り。 此の 說非 か。 師曰 はく、 人 は 生 ありて より 卽ち 知識 あり、 事物 

交-' 來り應 接 暇 あらず。 其の 問 初より 頃刻の 停 息な く、 事物と 應 接せざる の 時 も亦大 

命 流行して 生々 已 まざる の 機、 未だ 嘗て 歇み 去らず、 獨 坐の 間. 目に 觸れ环 に 聞き， 

手足の 物に 接する、 閑 思の 雜盧、 更に 己む ことなし。 假寐の 時 も 亦 流行の 機流轉 す。 

是れ 天地の 本然な り。 人生れ て靜 なる 者 は 未だ 事物に 接せ ざれば なり。 是れを 以て 性 

の 本 體と爲 さば、 性 は是れ 一 箇の沉 默靜恬 の 死物な り。 其の言說き得て皆差ぼ^^。 樂 

記に 「人生れ て靜 なる は 天の 性な り、 物に 感じて 動く は 性の 欲な り」 と 謂 ふが 如き は、 

動 靜を該 ぬるな り。  • 

或 ひと 問 ふ、 周 子の 通 書に 曰 はく、  r 靜は 無にして 動 は 有」 と。 此の 說 如何。 師曰は 

く、 或ひと^^4、「心の本は是れ筒の動物なり、 不. ¥ 未 發の前 は 全く 是れ 寂然と して 靜 


なり、 還って 是れ靜 中に 動 意 あり」 と。 朱 子 曰 はく、 「是 れ靜 中に 動 意 あるに あらず" 一 

周 子が 謂 ふところの 靜は 無にして 動 は 有と は. 是れ 無に あらず、 其の 未だ 形せ ざる を 一 

以て 之れ を 無と 謂 ふ、 動に 因って 而る 後に 有なる に 非ず。 其の： a るべき を 以て 之れ を- 

有と 謂 ふの み。 其の 靜 時に 方り て 動の 理只だ 在り。 伊川の 謂 ゆる 中の 時に 當 つて、 耳. 一 

聞く ことなく 目 見る ことなし- 但だ 見聞の 理 在り、 始めて 動に 及ぶ の 時 を 得る も， 又" 

只 だ是れ 這の 靜底 のみ」 と。 是れ朱 子說き 得て 好し。 周 子が 靜 無の 說 大いに 學者を 過； 一 

了す。 有無 動靜皆 事物の 用な り、 其の 本然な り。 有無 動靜を 以て 論ずべ からず、 只 だへ 

ち だ 

本然の み。 朱 子 は 猶ほ靜 を 以て 主と 爲す、 故に 「其の 靜 時に 方り て 動の 理只だ 在り 一 一 

の 語 あり。  一 

(二  > 

<  ( 1 1  ぴズ ザん む がく 

n)  i 或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「嘗て 試みに 之れ を；^ 然無覺 の 中に 求む るに- 虚明應 物の 

ィ文， な 文集  ：  I 

0^^0 體に 非ざる に 似たり。 而 して 機微の 際 一 たび 覺 あれば、 又 便ち 已發 と爲 り、 而 して 寂.： 

f. 二 ) 诚 t の  こころ  一 

^  然 不動の 謂に 非ず。 是に 於て 退いて 之れ を 日用の 間に 驗む。 凡そ 之れ に 感じて 通じ， 一 

之れ に觸 れて覺 る、 蓋し； 11 然 たる 全體 ありて、 物に 應 じて まらざる 者、 是れ 乃ち 天. 一 

命 流行， 生々 已 まざる の 幾. 一 曰の 間と 雖も 常に 起り 常に 滅 して * 其の 寂然の 本體ほ i 
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未だ 普て 寂然たら すん ば あらず」 と。 米子の此の：^^尤も親5-なるに似たり。 師 IE はく- 

是れ未 發の時 寂然の 本體 を. M 得して、 以て 主と 爲 すの 說 なり。 異端の a- 性 悟入の 意と 

同じく して、 尤も 聖樂の 本意に 非ず。 大命 流行 i.- 々已 まず、 ； 然 たる 全體， 是れ： 大地 

现^ の 妙 合に ra; りて、 此の 如き 底な り。 人物 各- 一 太 極の 具 はれば なり。 ，M 得し 來っ 

て 更に 日用の 功 ある ぺか. りず。 数  > '之れ を；^, 然無覺 の 中に 求む る は. 味 あるに 似て * 

年 を 5}^ 精 十れ ども， 亦 只 だ 心 を 甘んじ 虛を味 ひて、 日用に in 新の 功な く， 事物に 究. 

理の詳 なし。 其の 應接 心と 行と 太た 差， J して * 釋老と 一般な り。 

或 ひと 問 ふ、 西 山の 眞氏曰 はく、 「朱 子 嘗て 論じて 云へ る あり， 明 道 人に 靜坐 を敎 へ， 

(：) 李 先生 も 亦 人に 靜坐 を敎ふ らく 靜 坐して 始めて 能く 收敛 すべし』 と。 又 曰 はく- 

『始舉 の 工夫-まらく 是れ靜 坐して 則ち 本 原 定まるべし』 と。 叉 曰 はく、 『心 未だ * あら 

ざる 時に 於て は、 須 らく 是れ靜 なるべし、 享に 臨んで 方に 用 ひて 便ち 氣カ あり』 と。 

伊川 も靜專 の處を 解して 云 ふ、 『專ー ならざる ときは^ 遂 する こと 能 はず、 閑時須 らく 

是れ收 傚 十べ し。 事 を 做して 便ち 精神 あり』 と。 又 曰 はく、 『^を 爲 十の 工夫 須 らく 靜 

を 要すべし， 靜， みき は 妨げず- ,v に靜 なれば 事 都て： 得す- 然も 總て是 れー茵 の 敬な 


<    三 生："? 

m し -I- 朱 じ 
な 文 二 文 
乙 卞 に 'ト、 晦 
少 ,'fi %  « 
しづ' 卷 -h 


た し タリ 數？ "icj 

り て Jfi 說人; r 
ん': せ を 、 
ImI る %  « 朱 - 
せ に -了- 上 ィ- 
る おがの の 


り』 と。 乂曰 はく. 『靜を 主と する は 其の 動 を 養 ふ 所以な り』 と。 以上の 數條 * 蓋し 周 

(二  ) 

子 主靜の 說を祖 とす。 其の 門人、 靜 坐の 工夫と 彼の 應 接と 同じから ざる を 以て 問を爲 

(朱 i 

十に 至る。 則ち 之れ に 答へ て 一 K はく、 『必ずしも 此の 如くせ ざれ、 反って 坐馳を 成さ 

ん。 伹 だ收斂 して 放逸なら しむる ことな かれ。 究理の 精に 到って 後 は 自然に 思量して 

妄動 に 至 ら ず、 凡 そ 云 ふ 所 も 至理な ら ざ る はなし と 爲十 。 亦何ぞ 必 ず兀然 として 靜坐 

し， 然して 後に 敬 を 持 十る と爲 さん』。 又 曰 はく、 『明 道靜 坐して 以て 學を爲 むべき を 

說き、 上 蔡も亦 多く 靜に 著く を 妨げず と 云 ふ。 此の 說 終に 是れ 少しく 偏せ り。 才に偏 

なれば 病" を 做す。 道理 は 自ら 動なる 時 あり， 自ら 靜 なる 時 あり。 學者只 だ 是れ敬 以て 

を 直く し * 義 以て 外 を 方に す、 世間 を 見得す るに 處 として 是の 道理なら ざる はなし。 

必ずしも 專ら 靜處に 於て 求めず。 所以に 伊川 謂へ らく、 只 だ 敬 を 用 ひて 靜を用 ひずと" 

(朱 i  1  , , 

便ち？？ „i き 得て 平な り』。 又 一 K はく、 『事な きとき は靜 坐し 事 あ ると き は 應， 十』。 其の 南 

軒に 答 ふる 書に 云 ふ、 『來敎 に 謂 はく， 靜を言 ふとき は 虚無に！ i ると。 おれ ども 此の 一 一 

字 佛老の 論の 如きと き は、 誠に 此の 息 あり。 若し-人 现を 以て 之れ を觀 ると き は、 動の 

靜 なき 能 はざる こと. 猶ほ靜 の 動な き 能 はざる がごと きたり。 靜の字 を 下 十と 雖も元 
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と 死物に 非ず、 至 靜の中 自ら 動の 端 あり-。 是れ 乃ち 天地の 心 を 見る 所以の 者に して， 

二) る * の 先王の 至 日に は關を 閉づる 所以な り。 蓋し 此の 時に 當 りて 則ち 安靜 にして 以て 此れ を 

^^^0 養 ふ、 固に 事 を 遠ざかり 物 を 絶ち 目 を 閉ぢ兀 坐して 靜に 偏なる の 謂に 非ず。 ^だ 未だ 

£ー^ か Jits 物に 接せざる の 時、 ち 敬 ありて 以て 其の 中に 主たると き は、 事 至り 物來 りて 善端昭 

は？ な 

i ー卞 ばお、 著な り。 之れ を 察する 所以の 者 益.' 精 明の み』 と。 以上の 數條 則ち 又 程 子 敬 を 主と す 

れはォ つ s< お るの 說に 本づ くも、 而も 專ら靜 を 主と せざる なり」 と。 西 山說き 得て 明かな り。 朱 子 

ふたつ 

も 亦 或は 靜を 主と し 或は 敬 を 主と 十。 師曰 はく、 西 山 は、 朱 子が 靜敬兩 ながらお し 用 

ふること を 論じ- 其の 據る所 尤も 著明な り。 朱 子、 主 靜の說 を 論じ 来れば 弊 あるに 似 

たるが 故に、 敬義夾 持して 間斷 すべから ざるの 意 を 以てす。 是れ 聖人の 道に 通ぜ ず、 

只 だ 周 . 程 等 を 以て 證と爲 し、 遂に 一 せず、 或は 曰 はく 靜、 或は 曰 はく 敬と。 共に 

百 歩 五十 步 にして 其の 實を 得と 謂 ふべ からず。 先に 靜 敬の 說を論 じたれば、 今$ ？れを 

？。 

或 ひと 問 ふ、 勉齋の 黄躲曰 はく、 「苟も 一念の 掛著底 あらば、 都て 是れ 欲に して， 1 

31 の 嗜好の 類の 如き も、 此 は是れ 一路.. 又須 らく 欲を識 得すべし。 其の 中に 沉溺 して 


而る 後に 之れ を 欲と 謂 ふ を 待たず。 程 子 云 はく、 『維に 向 ふ 所 あれば 便ち 是れ 欲』 と。 

たと 

這箇 甚だ 徵 なり。 繊に念 を 起す 處、 便ち 是れ 欲， 辟へば 止水の 上 打ちて 一 たび 動く が 

如きと 相似たり。 若し 酒池肉林に 到りて は 巳に 狼當し 了る」 と。 黄榦が 此の 說 如何。 

師曰 はく、 勉齋の 此の 說皆 異端の 見を認 得し 來れ り。 人と 物と は 各-' 動 生の 物な り。 

念々 相繽し 生々 息む ことなし。 構に 念 を 起し 一 念 向 ふ 所 ある を 以て 欲と 爲 さば、 木石 

瓦礫 を 以て 認 得して 無欲と 爲ん や。 人物 は 天地の 理氣妙 合の 用な り、 止水の 如き を 求 

むべ からず。 止水 は是れ 水の 本然に 非ず、 水 は 潤 下 を 以て 用と 爲す。 飮食 男女の 欲、 

許 多の 情、 皆 已むを 得ざる なり。 是れ 等の 情 を 以て 欲と 爲し、 無欲 を 索め 來 らば、 死 

むすめ 

去の 後に 到ら ざれば 周 子が 無欲 を 得べ からず。 黄餘は 親しく 業 を 考亭に 受け. 朱 子女 

を 以て 之れ に 妻 はす。 其の 學世擧 りて 之れ に與 し、 而も 此の 說を 以てす。 周 子が 

主靜 無欲の 說、 人 を 惑 はすの 甚し きこと 此の 如し。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 則ち 聖人の 舉には 主靜靜 坐な きか。 師曰 はく. 聖人 の^は 只 だ 

日用 事物の 間に 在り。 自己 身心の 運用 は 天地に 循ふ のみ。 靜を必 とするな く、 敬を必 

あ ひま 

とするな し。 事なければ 靜、 事 あれば 動。 動 は是れ 情欲な り。 動 靜相須 ち體用 離れず、 

犁 M 子 十一 大原  四 二 七 
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n) おお 更に 認め 得て- toi 倚 十る ことたし。 子 曰 はく、 「吾れ 嘗て 終日 食 はず 終夜 寢 ねず， 以て 

-«  ふ も 益な し- 毕 ぶに 如かざる なり」 と。 是れ認 得し 來る底 を 破/する の戒 なり。 靜を 

主と し虛靜 寂然 を 以て 道 原と 爲 さば、 更に 日用に 益な し。 心 をが.' して 以て 聖學を 求む 

れば 彌-- 遠し。 何 ぞ靜を 主と し、 或は 靜坐を 事と せんや。 

r-)  <S3 述  或 ひと 問 ふ、 無事の 時 は 聖人 も 亦 閑居 十べ し * 何ぞ靜 坐な からん。 師曰 はく、 「子の 

燕 居 十る や 申々 如たり， 夭々 如たり」 と。 靜坐を 以て 一物と 爲 さず、 只だ靜 かに 坐 十 

るの み。 何 ぞ薛坐 を 以て 教戒と 爲 さんや。 且つ 聖人の 道 は 凡人に 異ならず、 惟 だ 日用 

事物の 應接 能く 節に 中る のみ。 若し 坐 十る に 靜坐を 以てし， 行く に靜を 以て 主と せば 

是れ 一 筒の 奇人の 如し. 1 坐して 靜に偏 十る の 謂な らん。 
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f^it: が 父の 喪 

に 服 しれる 4 

記 1- たるな. 9 

(£) 疾の W 

く t て危 萬に 

近き も 病と： K 


(W)  • 平常 服 


(六) 素行の 

兄の 遣兒千 介 

正 W なり、 後 

出 SI;-: 六 頁 S 

0 

(七) io 

*i 名 


二-一- 

ちん わ ,.. き 

枕 塊 記 上 


寛 文 五 ^ 年 十二月 小 

5, 一 

廿 二日 S 快 霽。 先考 病疾 たり。 

先考 昨廿ー 日より 疾病に して、 醫療 施すべからず。 今日 大いに 病に して 氣息漸 ；衰 

(五) 

r ばり  ォぃ  きんちん 

ふ。 故に 席 を 正し 帳 を 掃 ひ、 襄衣を ぷり衾 枕 を 新に し， 香 を 焚きて 內外 をして 安靜 

ならしめ， 豫め 主人 及び 行事 者を定 む。 

二.. 一  (七. 一 

追って 案ずる に、 主人 は 喪主な り。 喪大 記に 曰 はく T 喪 は 後な きこと あれ ども 主 

なき ことなし」 と。 行事 者 は 喪 を 護る たり。 He そ 喪の 事 は 皆 之れ に禀 く。 喪に 主 

人な きとき は 神 憑る 所な し。 行事 者た きとき は 情に 從， つて 禮を失 ふ。 古來 此の 制 

枕 塊 記 上  M  二 九 
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あり。 子孫の 哀に 過ぐ る、 必ず 其の 失 は 過ぐ るに 在り、 其の 及ばざる や 必ず 疎に 

到る。 行事 者禮を 知り、 幹 能の 者 は 其の 禮を 中す。 豫め定 むる は 孝子の 意に 非ず。 

然れ ども 旣に沒 せば 働哭 して 知る ベ からず、 其の 禮を 失する こと を 恐る" 

主婦 . 予 及び 阿 弟 . 阿 妹 • 1： 孫 . 野^！は 先考の 左右に i^;: して 手足 を 奉じ、 顔色 を 

窥ふ。 llg 舊 古の 侍女 は 席 下に 在り。 他人 を 遠ざけて、 各. -悲泣 働涕 十。 然れど 

も， €を して 發 せし めず， 先考 の 顔色 氣息を 窺 ふ 。 

追って 案ずる に、 古來 擴を屬 けて 以て 氣の絕 ゆる を俟 つ。 纖は 乃ち 搖動を 爲し易 

しる I  ~£ら 

し， 口 鼻の 上に 置きて 以て 候と 爲す。 然れ ども 子孫 少 くも 未だ 嘗て 慈 額 を 窺 はず 

んば あらず、 且つ 纊を屬 くるに 忍びず、 唯 だ 慈顏を 護り 奉りて 永訣 を 悲しむ。 凡 

そ 終りに 臨む は 人の 大 節な り、 動搖 周章 すれば 鬼祌の 憑る 所 正しから ず。 故に』 聲 

を發せ ざら しむ。 

竟に沒 す。 

： 已の 上刻 先考 竟に沒 十。 各-'? 穴擗慟 傷して 聲の發 する に從 す。 將に 絶え入 らんと 

十、 其の 問 尤も し。 權體を 汚し 奉らん こと を 恐れ、 强 ひて-梨 體を正 寢に遷 し- 帳 


を 下し： 復 ふに 新 衾 を 以てし， 新枕 を 置き 北 首す。 予 及び 1: 弟 は 帳の 側 を 護り、 侍女 

た  一 H よ ば ひ 

(二 招魂の  御者 兩人は 靈體の 左右に 在る こと， 生ける 時の 如くして 其の 旁に 復 す。 

行の (ぉ婦 • 阿 妹 • 野婦 をして 別 所に 居らし む。 ，り 良 い 哭 

追って 案ずる に、 古禮に 復の禮 あり、 近來は 其の 詳 かなるな し。 唯 だ 亡者の 姓名 

を 呼ぶ. 是 れ復禮 なり。 少 くも 氣 息の 絡え ざらん こと を 欲する * 是れ 孝子の 意な 

り 0 

此の間 行事 者 は柁を 治め、 沐浴の 具 を 設け， 親戚 友に：.^ 吿し • 主人 を 立て 賓客？ f 

f£ に， V-A 一 BU  o 此の間 太 し、 なし。 行 

者 J^;?^ を禮す 3;者は火^^及び*-常の儀.《4^む。 

沐浴  . 

旣に沒 して 晚 日に 迄れば 生氣 愈-絶 ゆ， 竟 に蘇復 すべから ず。 行事 者强 ひて 沐浴 を 

命ず。 各.' 猶ほ 肯んぜ ずして 生氣を 待つ。 然れ ども 止むを得ずして 行事 者に 從ふ。 

新 器 新 衣 を 説け、 、ふ 御者 を定 む。 ^^^^m^^^ 

.  ぶ すゾ J  4*； らは 

外人 を 遠ざけ W 風 を 設け、 沐浴の 處を構 ふ。 御者 は 靈體を 奉じ、 衾 を 杭げ 糸 を隋に 

して 浴 盤 を 置く。 御者 愼んで 浴。 g を 奉じ * 新 巾 を 用 ひて 謹みて 沐浴 十る こと 平： U の 

塊 記 上  四 三 一 


山 鹿 語 額卷第 四十 四  g: 一二  二 

つ n 

き  ぬぐ  一二  だんた く 

n) 请 なに 如く、 髮を 櫛り 爪 を 剪り、 & ふに 新 巾 明 衣 を 用 ふ。 漠濯を 新盤に 盛り、 坑を 處の 

JI じ 

if  U れ . 潔 地に 掘りて 之れ を棄 つ。 巾櫛髮 爪の 殘りは 皆 白 布 を 袋に して 之れ を 箱む。 監ト • は 

其の 輕棘 動搖悲 淚を戒 む。 

き  べき もくきん わたた ひ 

沐浴の 後に、 御者^に 白 服 新帶を 奉じ. 禮服を 製せ、 慎 目 巾. 綿 被 を 加へ、 腰刀 を 

帶び. 用具 を 佩く こと 生ける 時の 如く 十。 

ニー；；.  ノ  ran  ： , 

2)  i  追って 案ずる に- 古 來は飯 含. 小斂. 大斂の 制 あり- 世俗 之れ を詳 にせず *  R つ 

^S?S5 は  ±1： だ爲 すに 忍びざる の 意 あり。 故に 平 ：n の 如く， 衣服 を • 止し 覆す るに 八 を 以て 

に" 十、 是れ禮 なり。 腰刀. 吊 具 は 皆 側に あり、 今 遺命に 從 ひて 帶 to す。 

ぜキ屮 に^ん 

靈座 を設 く。 

^/  靈體の 服 終りて、 祺： ni 巾 を 深く し. 键體 をして 南面に 座せ しめ、 前に卓子を？^^け* 

s  S. 土 

^^^^  上に，^ g を 置く。 各- -位 を爲 して 拜禮 し- 5 々僻して 哀を盡 す。 |§ ；^， ws。 

I て t し、 -1  i)  こん も かに 

XT にし- * も-  追って 案ずる に、 古禮は 三月に して 葬る。 沐浴の 後 * 嫌 を 尸の 南に や： バ けて 魂.：： 巾 

と爲 し- 卓子 を 設け、 昏^ を 具へ て靈 座と 曰 ふ r 今の所 謂^ は. 體を拜 十るな 

t: に^ 4 て w  ニニ 

に M く  ひ I 

！ nc 世俗 久しく 一 壌す る こと 能 はず、 故に 主婦 子孫 をして 靈 體を拜 せしめ、 水 ひて 爲 


すなり。 尸の 象形 は 人の 爲に惡 まる。 因りて 冒 を 設けて 幌目巾 を 二す、 古 

禮 なり。 

執 友 親 厚の 人 入りて w< 十。 

大斂 

ft 旣に 成る。 各 > '靈座 を拜 十る の 後、 柁を擧 げて堂 中の 少し 東に 置き、 侍女 御者 

體を 奉じ， 衾 を 杭げ 以て 椅 中に 納め- 平生の 用具、 生 時 落す 所の 齒髮 及び Ir る 所の 

爪の 抓お， を： の 角に 實れ、 其の 空 缺の處 を 揣り、 衣を卷 きて 之れ を 紫ぎ- 務めて 充 

實 して 搖 動せ ざら しむ。 • 簽體 をして 端坐 扰 手せ しむる こと 平日の 如くし、， f"、 覆 ふ 

に 新 衾 を 以てして 藎を加 へ 釘 を 下す。 

追って 案ずる に- 古禮は 死の 明日に 小斂 し、 又 明日に g ま f 一一  大斂 し、 柁 中に 納む。 

S?sJf つ  今 俗 禮に從 ふ。 凡そ 柁の制 は 禮經に 出づ。 今 遣 命に 從 つて 松 を 高く す。 其の 高さ 

三尺 七寸、 徑ニ 尺五寸 なり。 是れ 端坐して 傾かず.、 叉寬 にして がざる 爲 なり。 

尤も 厚木 を 用 ふ。 下に 白 布 を 敷き 新褥を 置き、 . 靈體を 安 坐し、 用具 を 實れ、 衣 衾 

を 以て 堅く 之れ を充實 十。 乃ち： を 召して ii^- を 加へ、 大 鐵訂れ を 下す こと 三十 箇 
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,1,  ■  ■  -  U, 


、二)  s« 

に 下げて 境む 

る も 云 ふ。 ほ 

記の H-^ に 出 

づ、 又 後 sai 


< 二) 假め. 位 

にして 後に 

^^ト■乂は！l主 

£ へ ら るる も 

のな h -、 後出 

£ー 二八 


所、 白 布 を 以て 縱 横に 之れ を 結ぶ。 白 布の 端を丧 くして 縣 封の 祐 となす。 古來主 

婦哀 子孫 尸 を 奉じて 棺に納 む。 然れ ども 各，' 働 i 尸、 して 之れ を爲 すに 忍びず * 故に 

御者 を 以てす。 

大斂 して 靈柩 をして 南面せ しむ。 

そ. M へ も ひ 

奐 を^く。 

II め柩の 前に 白 布 を 貼け て、 先考の 姓名 を 書す。 曰旣に 暮れて 燭を 左右に 立て， 卓子 

を^け， 茶 菜の 盞を 具へ て 香 を 焚く。 主婦 以下 位を爲 して 哭擗 する こと 數 なし。 

ニー  > 

追って 案ずる に、 古 禮は木 を 整り て 重と なし， 又 束帛を 用って 祌を 依す， 之れ を 

魂 帛と謂 ふ。 又銘旌 あり。 今の 俗 之れ なし。 白 布 白紙 を 貼りて 其の 姓名 を！ i^i し祌 

を 憑ら しむ- 是れ銘 施な り。 

竞に 葬る。 

期に 前ち 地の 葬るべき 處を擇 ぶ。 行事 者 豫め監 士，， i~ 夫 を宗三 寺に 遣 はし， 地 を 撰び 

W を 穿る。 まお？， 炭 末 を W 底に 布く。 

追って 案ずる に、 古禮 は、 大子諸 1^ 大夫士 の 葬る に 其の 月 あり。 今の 俗は久 


しく-鬚 する こと 能 はず、 多く 卽曰を 用 ふ. - 責族權 門 も亦然 り。 未だ 嘗て 俗に 從は 

rj 一一) 

ずん ば あらず .0  f;| ぼ はぎ 地を擇 ぶこと 古法 あり。 世俗 專ら浮 の 地 を 借る、 故 

き  § 

に擇 ぶべき 所な し。 幸に 遺命 ありて 雲居 山宗三 寺に 葬る。 K^«ilisp§s^v"- 

.^^000sp 寺 地 最も 廣く、 山水 幽閑の 處 あり。 寺 は 江 城 を 去る こ 

と 遠し. 故に 檀越 寡く して 許 多の 卵塔な く、 叉 火災の 恐れな く、 幸に 家 を 去る こ 

」- も ヒ SJ:- - つ f  0 凡そ 葬 地 は 一 の 近き を S んで地 を 接ぶ こと を -  -  •-、  inAS  D  .w^+ltn ヽ V 

とも ？ぉ 力ら 13 詳 にせ ざれば 終に 安から す、 孝子の 實に * す。 坡を^；ヌること ち 體 C 押 は ロ\ た 

浮んで 土 上に 在り、 深き 者 も 僅に 一半 は 地に 入り 半 は 地上に 在る もの あり。 然れ 

ども 塘淺 ければ 盜 之れ を 發き、 嶁蝸虺 蛇 相 侵し， 地氣皆 上に 在りて 其の 腐朽 尤も 

速 かなり。 一 丈に 及ぶ とき は盜發 くべ からず.、 虫 侵すべからず、 草木の 根 入る こ 

(七)  (八) 

と を 得ず、 地氣 少し * 故に 今一 丈 を Zt て 十。 植 弓に、 延 陵の 季子が 長子の 葬に、 

孔子 往 きて 焉 れを觀 る、 「其の 坎の 深さ 泉に K.^ らず」 と。 

發引 

戌の 初 刻、 靈 柩を發 す。 其の 行列 生ける 時の 如し。 

- し  お ほこし 

追って 案ずる に、 刻限に 及びて 柩を 載す るの 奥を納 る。 是れ 古来の 所謂 大譽の 略 
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山 鹿 語； i 卷 iJJ^-s: 十四  四 一 一一 六 

なり。 御者 は 各. -柩を 奉じ、 謹んで 輿に 載 十。 主婦 以下 位を爲 して 擗 si, 、働 哀十。 

行事 者强 ひて 之れ を 制し， 竟に從 者 及び 留守 を 定め、 行列 を詳 にし、 門 戶を掃 ひ 

うなが 

道を淸 め- 發引を 催す。 かれ？ や I？ び- れヒ 各.' 別れ を 吿げ、 淚を 垂れて 靈 

柩を發 十 。 先づ張 燈前巒 一 輩 , お • 主人 lis ば f  * . 長 兵 ss.as  •  ®^ 

雇， マ靈ニ  • 前轅 きれ . 10  P チ 孫 族が を 守りて 行く。 舊友顧 恩の 

輩 葬 に從 はんこと を 欲して _:5し 從十 る もの 數十 人な り。 後驅 後に 在りて 動搖遲 速す 

ろ を 戒め. 宗三 寺に 到る。 堂上 堂 下に 於て. 姐。 經念 あり、 

せパ 〈る. は乂 亡者に *; あらや、 切に 之れ を is-i ん i 欲する とき に>  乃ち お 3  y  t  --  \ -  ^l-l 

に？. S へ =5 も s_? かす、 * も "し 親の まな 安ん ぜす。 i ダ -IgiES 蔽に從 ふ も ^^w^v  ^ノ の： He は 堂 庭に がて RnlnT 

子 を 置き. 靈柩を 安んじ * 四方に！^ 幕 新 席 を 設け、 靈柩の 前に 兩卓 を」 € くして. お 

供 を 具 ふ。 gp-  ,5^ 爐燭 な：？ 置き-  一 W  土 を 左に 祭り、 各~¥て焚き禮拜^ハ、擗 

十。 群參の^£々次を守りて燒香十。 古來は 主婦 兒女步 して 從ふも • 今强 ひて 之れ 

を.^ む。 

躕に 及びて 縣け aj- る。 

追って 案ずる に * に 土 を 祭り 香 を 焚き^れ を吿げ 哀を盡 し  >  お 客 を 遠 ざ. t 匹夫 を 


除き- 膽の邊 を安靜 にして 松明 を 燃やし 張燈を 下し- 詳に塘 の 內を窺 ふ。 然して. 

後に 载紫 を脫 して 靈柩を 出し. 子孫 腦の 四方に 相 列び >  柩に縣 け たる 四 條の布 や/ 

"ん； 下の 割  拜 して 取り、 靈柩を 動せ しめず、 灰隔の 中央に 定め 南面せ しむ。 哭 僻して 

永决を 吿げ、 銘布を 其の上に 加へ、 霊柩の 前後左右 上に 厚く 末 炭！^ 寸 を鋪 き、 縣 

布 張燈を 側に s:! む。 乃ち 土 を 實れて 之れ を 築かず、 墳を 高； して ffl 邊に假 に 竹 離 

を 設け、 新 木に 題して 姓名 を 誌し. 卓子 を 置き 香 を 焚き 葬の 終り を吿 ぐ。 各 ~ 位 

ち *c ゆうちょ- 、 

に 就いて i 尺擗 して 哀を盡 し、 歸 らんと する に 養な く、 踟 跑躅疆 して 衙ほ存 する が 

た 1SC- ひたた すむ 一一 ご 

(二) 朱：. J, の  ，g  )o  一 了 6-^9虽>  て. こ tft-,, つ ンひ 0 古 來明器 jti 石 や ある も 今從 はす。 灰 隔の制 は t ボ^に なり。 今. はク、 

^ に. おり- グ  ，5 し ，w-a!l-.wr5SJ マ u^lf  、レし t しく， せせ す、 故に 其の 法 S に 違す 能 はャ。 唯 だま まと W て 土と 柩 i 

r-.-) きゼり  の す。 又 115 土-を £s るの 祝夂 サ あり， 予哀働 太 だ ?11/^こ0^胃「.&"、.1ー站寸4..-，^-ょ）'- :o 

に _j  SB ま。  切に してせ！： はんと 欲して 辭 なし 、只. や-鬼- W の宥恕 に 在り。 ！.11带に^5^?«^  一  ノは縣 fcHi-.- るな り」 と 

S 棺に观 一 に：：. -ゝ 

を かけて 下し、 R ^"ソ  -i. 

土 を 以て 覆 二  (.A さすつ 

S 純.！：：  各- '家に：！ りて 甚だ 哭擗 して 食せ ず、 尙ほ存 する が 如し。 先づ稿 潔の 白紙 を 撰び、 

慎んで 姓名 を 誌して 堂， に^り、 席 几 を 新に し 卓子 を 設け、 兩燭を 立て 香爐 茶菓 を 

置き， 危坐 拜禮 して 更に 親 を 喪す るの 意な く、 生ける に 事 ふるが 如し。 哀 i 尺 泣 血し 

て 母君 を 慰め、 夜鬧 けて 私に 歸る。 
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追って 案ずる に， 問喪に曰はくT門に入りてH5^んざるなり. 堂に 上りて 义 見え ざ 

るな り、 室に 人 りても 又 見えざる なり。 亡びたり 喪 ひたり、 復た！ るべ からず。 

故に 哭泣擗 踊して 哀を盡 して 止む， 一 と、 是 れ反哭 なり。 古人 は 三月に して 葬る。 

其の 間 木 主 成る。 今 は然ら ず， 故に 假 りに 之れ を設 く。 

lac 曲 SA-J-- ゾ。 凡- V 奸人は 人の-お 怠ち 一 as 二。 喪に 居る と雖 も. 平日の 守 H-G クー 1 にす ベから 

5グー：1^を.11^-も す。 故に 番_4、 火難 GINKt だ にして， 喪中 をして せし；； - ベからで 

喪の 次を定 む、、 

中鬥 の外淨 潔の 處を 掃きて 次を爲 り、 鋪 くに 新 席 を 以て 十。 喪の 用に 非ず、 時-母 

君に 見 ゆるに 非 ざれば、 此の 次 を 出で ず。 

ニニ)  い ろ  (In  とま 

追って 案ずる に， 喪大 記に 曰 はく、 「父母の 喪に は 倚 魔に 居て 塗らず、 苦に 寢ね、 

つちくれ  、  あらよ 

出 を 枕に す。 君 は 慮を爲 りて 之れ を宮 にす。 大夫士 は 之れ を 襟に 十。 s?fs£.^ 

レ^  4c.a- つ 

す。 木 も 倚せ て fi^ と S すなり。 宮は せ：： 塘 の 如きな り。 £ こ； uy- >^  c  Bfs4l  0 先の 時 は 木 を 战に « せて 以て 化と は 

® はおな り、 其の R,^ 露して 椎を W て 之れ を がす。 .S3 に fl^l 「 つ す。 今 は 其の 木 も St に 起し、 之れ を 

•  I  - に .  あきら ふ - る  -, - 

慮 を る こと 顯 かなる 者に 於て せず- 君 大夫士 皆 之れ を宮 にす」。 0. 

喪服 を定 む。 

つす ぐ 乙  かた * ぬ  たび 

毳綿を 染めて 寧； 色と 爲し， 肩 衣. 袴 • 帶 * 複皆 一色な り。 下に 素 綿の 服 を 著け， 上 


に. 誇 服 を 纏ぬ。 嚴寒^*:しければ最下に睐^£服を以てす。 

き 

S  な  追って 案ずる に、 父の 喪に は靳衰 三年、 ill- の 杖 竹 を 用 ふ。 ft 服 は 本朝の 服 色な り-" 

b  ，裁つ たま 

,^0i  其の 色の 厚薄 を 以て 親疎 を 分つ は、 古の 禮 なり。 

喪 貪を定 む。 

朝に 粥 を歜り  >  悉， 突 を 加へ ず。 夕に 疎 食 を 以て 十。 

追って 案ずる に、 古來 未だ 葬ら ざろ の 間 は. 朝ク粥 を歇る こと 各 ~ 1 溢 米な り。 

„j^s 一一 一け s。 粥 を 貪 ふこと 能 は ざれば，  一.^、 に を 以てする も 可な り。 疾 あるとき は 

肉 を 食 ひ 酒 を 飮むも 可な り。 旣に 葬りて 而 して 後に 疏食 水飮し * 茱菜を 食せ ざる- 

しばら 

は是れ 定法な り。 今旣に 葬る。 然れ ども 之れ を 葬れり と爲 すに 忍びず、 少く粥 を 

歜 るの 禮を存 十。 

美食 盥梅を 好まず、 好 甘の 物 を 貪 はず、 酒を飮 まず， 菜 を 食 はず、 濃 茶 を飮 まず， 

魚肉 を 禁じて 家に 入れず、 飽滿逸 食せ ず。 

飮食の 器 及び 米 水の 調 契 悉く 之れ を 潔 維す。 器 多く 新 素 を 用 ひ * 平日の 器 を 用 ひず。. 

喪に 居る の 禮を定 む。 
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とま  てあら /す、 ナす . 、しけ." 

卞：： に. ね 氷 を 枕に し、 夙に 興き：」 喪服 を 整へ、 闲 M ひ 漱 ぎ 櫛り， 兵器 用具 を 傍に し，. 

動靜 起居 生に 事 ふるが 如く 十。 寒 けれども 火 邊圍爐 に 依らす、 一:^ に 八 昔 を 聞かず， ： 

非禮を 聞かず.、 目に 美 色華采 金銀 を 見ず、 遠 51- せず 眺望せ ず、 額 を 正して 視る。 口 笑 一 

：  (一一.)，  一 

はず. 世事 淫 佚非禮 を談ぜ ず、 都曲謠 歌せ ず、 喪の 事に 非 ざれば， みく 言 はず、 手に 器 一 

物を翫 ばず ■* 不 淨に觸 るるとき は 忽ちに Si ひ、 足 非禮の 地を蹈 まず、 顏色溫 順 柔和 

二  5 

にして 怒らず 喜ばず、 手の 容は 是れ拜 拱し， 足の 容は是 れ敬恭 す。 動 容周還 速 かな 一 

らず遲 からず、 專ら禮 を 守って 唯 だ 生に 事 ふるが 如く、 喪 を 終る まで 中 門に 人らず？ 

神主 を 安ん ず る の 處 を 正 しく 十。 

喪の 次の. g:. 潔朴の 處を擇 び. 高く 神主の 座 を 安ん ず。 南面して 戶帳を 設け、 大卓 一 

子 を 立て、 上に 平日 用 ひし 所の 具 を 置く。 是れ祌 主 を 安ん ずるの 處 なり。 ぽ i| 

ら すして、 *1%： 通す る あ .. 

乃ち 神 丄の大 卓上に M  く。  一 

朝夕 t~ の 禮を定 む。  - 

夙に S (き 1- ひ漱ぎ 櫛り 喪服 を 整へ、 卓上に 香爐を 具へ、 而 して 後に 戶帳を 開 上し， 一 

"巧- 

香 を i ^、き！ T- 稽^ 三拜 して 夜旣に 白き こと を吿 ぐ。 自ら 茶 を 奉じ 菓を獻 じて 唯 だ 生に. 一 


as なに 「《K 一 

に は W に 中り」 

w; 作な り。 3 

は セン i 肩む -ー 


につけて «.*! 


對十 るが 如くし. 顔色 を 和げ 往事 を 思 ひ、 si- 擗 して 哀を盡 す。 久しう して 後に 戶！^ 

を 闘 下し- 神主 を 息 はしむ。 i^-s: を 徹し、 菓を 置きて 食 時に 迄る。 ば？ れはー 

2) お ほ 一 1? 古來 肺^ を 設けた る も， 今 之れ に從ら ず。 朝夕. 奐は 陰陽 交際の 時 其の 親 を all 

ふなり。 今 案ずる に. 朝暮を 亡親に 吿 ぐる は 孝子の 情なり。  一 

祌 主を拜 十る の 情 を-止し くす。  一 

朝 ま 曰 ー暮祌 主を拜 十る の 時 >  心に 往事 を 思 ひ. 生に 事 ふる 如くし， 閑 思雜盧 する こ i-i 

f;o  § の. 勿く. 或は 往事 を 告げ. 世事 を談 じ- 生けり と 致す こと も亦爲 すべから ず。 复。 i, で 5 一 

子； w はく、  ！^に之き：之れを死せりと致すは；小^！なり、 すべから す。 死 玄；. iHp: こ ya-41  5  il  ロノ、  I  SK り Jr こ 

に 之 *- て. にれ な *i けりと 致す は...^ 知な り、 Q- すべから す」 とい ふ是れ なり。 ぉム？ ® に 吋る 力 力. く 暴 y タ に- 

在り 土に 在る こと を 思 ひて、 哀を盡 して？ 尺擗 す。  一 

貪 時に 食 を 上る の 禮を定 む。  一 

食 時に 到りて 自ら 盥ひ漱 ぎ 喪服 を 整へ、 案 上に 香 を 焚き、 戶帳を 開き 拜 して 告げ、 . 

やどり  のみもの- 

自ら 膀を 奉ず.。 野 婦兒孫 备~ 菜 蓁 を 奉じて， 喪の 次の 戸外に 在りて 予に傳 ふ。 飮 一 

あつ もの  ， 

羹を 奉る こと 平日の 如し、 唯 だ 一 加す るの み、！ K を 餅む こと 三獻 なり。 貪 頃 久しく 

I 

して を 奉り、 自ら 之れ を 徹す。 餅を獻 ず。 n ほ iif:r の。 茶を點 して 而 して 後に it: 

そ-つき？. 

枕 . 記 上  四 §1  一  j 
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屬を具 ふ。 皆 自ら 獻じ 自ら 徹す。 叉 を 焚き， 少 ffi- して 稽賴 三拜 して 戶帳 を阁 下し， 

篥類を 止む。 凡そ 鶴 in 一 汁 五^、 別に 卓子 を^け、 盛る に 素 器 土器 を 以て 十。 金 

銀 華 飾 を 用 ひず、 中華の 祭器 を 用 ひず、 但だ 平曰飮 4 艮の器 を 用 ふ。 滌^ 嚴潔 にして 

かへ り  なら  ，3.1 -£， 

敬を竭 す。 其の.； 1： 割墜梅 尤も 詳に 十。 古 來牲を 省み 祭器 を陳 ぶる の 儀 あり。 ijf^f 

ると き は ¥ ^ず. を A へ、 三 * 

の 後，：：；： ら， tiffi* 巧し こ 51 く。 

追って 案ずる に、 古來 未だ 葬らざる の 間 は、 朝夕 t~L<K 時に 贫を 上る。 旣に 葬り 

s«5  て 乃ち 虞 祭して 朝夕 贫を 龍 め、 食 を 上らず。 へ， 流 俗 に從 つて 旣に 葬る。 然 れ ども ネ 

子の 意 ® 奠を罷 むる に 忍びす。 故に 五 句 を 以て 朝 タ奠し 食 を 上る。 5 蘭 ゲ.^ i はお ゆ 

ぱ相" 百日の 間 は 唯 だ 朝夕奠 を 以て 十。 ！^? .i ぱ g;f1ifu お。 れ g ば R^てぼ日はiロど 

虞. 祭の 期に 近し， 生 時 不順の 罪 を 謝せん こと を 欲して- 强 ひて 此の * に &ぶ。 

墓前に 詣づ るの 禮を定 む。 

親の 外に 在る を 哀しみ、 親の 土に 在る を 哀しむ は >  孝子の 意に して， 墓 側に 倚- M し， 

つちくれ  i? 

苦に 寢ね； ra を 枕に して、 尙ほ慕 思の 情 止むべからず。 世俗 は然ら ず、 情の 從に すれ 

ば 人 を 1^ かかし， 世に 乖 きて 以て 禮に 中らず。 故に 慕 前に 詣づる も 亦 情に 從 ふこと を 


r!) 亡兄の 

子， 或は^ 行 

e 子た らん 


それがし  ニニ 

得ず。 因りて 某 は 隔日に 墓に 詣で、 其の 間の 日 は 千 介と 二 孫と をして 交- 詣 でしむ。 

五 句の 間然り。 五 句の 後 は 某竊に 隔日に 墓に 詣づ。 凡そ 墓に 詣づる こと 早且を 以て 

十。 故なければ 晝夕を 用 ひず。 情の 從 にして 期 を 定め ざれば、 墓に 詣づる を 以て 遊 

景と爲 すなり。 豈 孝子の 實 ならん や。 寺 門に 入る の 前 は 禮服を 整へ、 公門に 入る が 

如くし >  道路の 間 は 微服 潜行して 人に 逢 は ざらん こと を 耍寸。 凶 服喪 者 は 人の 惡ふ 

所な り、 且つ 今 は 歳暮 年頭の 佳節 あり、 專ら 夙に 詣で潛 かに 行く こと を 用 ふ。 ま 

IBS: 地 K 火 i^J; せ" -の變 に は、 必す « に 行き 其の 安否 を 

見る、 或は 卽： W も W つてし、 或は 明日 を 用って す。 

喪中 沐浴の 禮を定 む。 

或は 湖 望 . 俗 節 • 月，」 -の 前日に 沐浴 十。 身の ！！：？：づ：： の 爲には 之れ を 用 ひざるな り。 

追って 案ずる に、 古來 未だ 葬らざる の 間 は 沐浴せ ず、 已に 葬りて 虞 祭す るの 時 は 

主人 以下 皆 沐浴す。 今旣に 葬る、 故に 焉れに 及ぶ。 

朝夕の 奠と上 食の 間、 休息 及 び 者 に對 する の 禮を定 む 。 

旣に 朝！： _ 、し 食 時に 食 を 上り、 神主の 戶 帳を閱 下して、 而 してす：： に 坐し 少頃 安居す。 

其の 閑 思 は 唯 だ 亡親の 往事に 在り。 哀 至れば 哭す。 案 上に 手澤の 書札 玩器を 置き， 

枕 槐記上  四 四 三 
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に) 机に IE 鱧 書を氤 格に 載せ- I きぼお； g ば I お ば， - 熟 積す。 然れ ども 悲淚 眼に 滿 ちて 

玩味 十 ベ からず、 唯 だ 追 案 を 加 へ 前行 を 悔い、 不ネの 罪 謝 十 ベ きこと なき を歡ず 。 

1 ヒ = の 後 懇„? 及び 深切の 人 あるとき は * 喪の 次. の^, に 招き、 喪服 を 脫ぎ朝 服の 

新しき を 著て 以て 對榭 十。 權門責 族の 使价 或は 寄書 は、 以て は i 

して、 脫？ i して 某に 告げざる こと 勿から しめ、 五 句の 前期 を 以て 報謝す。 

てん ふ け いき や-つ 

貺の 禮を定 む。 

H? 者奠、 胁 あるし-き、 JislisM ぜひ、 其の：^ あれば 焉れを 納れ、 然ら ざると き は 皆 

辭 して 之れ まんけ ず。 核 II？ 鎮： お S お S さ 5 其の 奠 i- は詳に 神主に ぎげ- P  0 

貺 の 鮮新 なる 物 あ る と き は 之 れを萌 む。 

卄； 二  HI  ^, 晴。 朝 t -、 食 時に 食 を 上り、 ダ.， 、禮の 如し。 墓に 詣 でて 哀を盡 十。 

使 价を宗 三 寺に 發し、 白銀,^ &を 贈る。 

卄 四 B":^ 快 I ^。朝夕 .侉 ご. -食を 上る こと、 禮の 如し。 

今日 亡親の 第三 日に 當る。 世俗 は 今日 墓前に 到りて 香を燒 く。 故に 俗に 從 つて 主婦 

子孫 親族 野 婦各. -宗三 寺に せば づ。 墓の 傍に 會席 を^け、 墓前に 卓子 を 置きて，^ 爐花 


^iis-^ を 具へ、 位 を爲り 1^ を 焚きて 哭擗 して 哀を盡 す。 舊友門 生 及び 貴族の 使价、 

群參 し て 燒-^^^禮拜 して 卜 一る。 且 つ ；！^ ：^!,^ あ り 。 

寺 僧 齋會を 設け、 懺法 . 行 道 . 點 i へ 木 . 點=^ あり、 男女 席 を 異にして 座に 著き、 法齋 

終りて 香 を 焚き、 拜？ たして 退く。 

今日 喪服 成る、 の 次に 在 0 て 喪服 を脫 せず.。 

廿五 H  .^ 快 で将。 禮法 前の 如し。 

卄 六日 « 晴。 禮法 前の 如し。 自ら 墓前に 詣 でて 哀を盡 十。 

サ 七日 ^ 晴。 禮法 前の 如し。 

卄 八日 ^ 晴。 禮法 前の 如し。 

今日 亡親の 第 七 H に當 る。 主婦 子孫 各！ 墓前に 詣で、 §  一 e> 棚？、 香 を 焚き 哀を盡 す。 

追って 案ずる に、 七日を以て追^£5:するは浮躇の說なり。 世俗 皆然 り、 ^一お すべ か 

ら ず.。 且つ： H 々に 參詣哭 僻 を 欲せし が、 今幸に此の七日の；：^^めり、 子 少く哀 を 

盡 すに 足れり。 凡そ 世俗、 子 生る る 時 は 七日 五十 日 百日 を 以て 賀祝 を爲 十。 死の 

時 も亦然 り、 少しく 因る 所 あり。 

枕 塊 記 上  四 四 五 
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サ 九日 § 晴、 夜中 微雨。 禮法 前の 如し。 

歲：！^に暮れぬ。 故に夕に盛^^を具へ、 ； € を^み て 神^ を拜 し， へ は 血して；；？ 一 く。 

薄暮に 墓前に 詣で、 卓 を 置き 香 を 焚き、 歳暮 を 告げて？ 人擗 す。 

昨日に 迄る まで- 七箇 日、 晝夜 喪服 を脫 せず、 他人に 對 せず、 寺に 詣で 母君に；；；！ す 

るの 外 は、 喪の 次 を 出で ず， 飮食 喉に f.- る。 然れ ども 世俗 は然ら ず。 聞く 者 をして 

驚；^; せし むる も， 亦 太 だ禮に 過ぐ。 母君 最も 慰勞 す、 故に 他人に 對 して 此の！ S の！^ 

個 を 謝し- 門 生に 向って 情の 切なる を吿 ぐ。 其の 間 は 喪服 を 脫ぎ禮 服の 新なる を 著 

十。 再三の 慰 „e 惠貺 の 書 音 は 以 て 之れ を 報ぜし む。 

明：：： は 元旦な り。 御者 尋 ぬるに 門松の 儀 を 以てす。 予曰 はく、 門松 は 天下の 通禮な 

り、 私の 故 を 以て 之れ を闕 くべ からず、 予が 家禮に 非ず。 外 門に は 之れ を 用 ひて it 

を 以てする も、 內 門に は 之れ を 用 ひず。 家の 佳禮は 悉く 之れ を 除く。 只 だ 哀情 を 

盡寸 のみ。 今日 石碑の 儀を始 む。 

g 文 六 「I 年 正月 大 


.兀 日 *、 晚晴。 朝奠禮 の 如し。 夙に 墓前に 詣で、 年始 を 告げて 哭擗 して 哀を盡 す。 

食 時に 盛驟を 上り、 酒 を斛み 神" 盃を拜 す。 八 凡 4:l_&g§i:lf、 タ奠 す。 

二日 I 曇. 晚雪。 朝. 奐， 食 時に 貪 を 上り、 夕奠 す- 禮の 如し。 

今夜 儺 す、 故に 神主 を 護り 哀を盡 す。  - 

三日 I 雪-夕 止む。 J 朝 奐禮の 如し。 夙に 步 行して 雪 を展み 自ら 墓前の 雪 を 掃 ひ、 

嚴 塞の 亡親 を 侵す こと を 哀しむ。 貪 時に 食 を 上り.、 夕奠 す。 

四日 g 曇、 少雪。 朝奠、 食 を 上り- 夕t^\-、 禮の 如し。 

五日 g 練 雪 降る。 朝奠， 今日 沒後 十三 ョ、 戌の 日な り。 自ら 墓前に 詣で、 光陰の 過 

ぎ 易き こと を 思ひ哭 僻す。 食 を 上り、 夕.# す、 禮の 如し。 

六日 訂 晴。 朝. 气 食 を 上り、 夕. 禽す C. 

第二 七日、 各 ~ 墓前に 詣で、 < ^を 焚き i 尺 僻 十。 

七日 I 晴。 朝奠、 食 を 上り- 夕 す。. ^。り 

八日 ま 晴。 朝. IT 食 を 上り- 夕奠十 。 自 ら 墓前 に 詣づ 。 

九日 I 晴。 前禮の 如し。 

沈 塊 記 L  四 四 七 
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卜 H  J 晴。 前禮の 如し。 自ら 墓前に 詣づ。 

h  "  H  ^ 晴。 前禮の 如し。 

十二 日 5 晴。 前禮の 如し。 自ら 墓前に 詣づ。 

十三 日 I 細^。 前禮の 如し。 

昨夜 再び 地 動す。 且つ 三七日に 當る。 ■ 故に h ら墓 前に^り、 卓 を？ £^け*： を 焚き 禮拜 

I ハ、 擗す。 

+ 四 HI  ^ 細雨。 前 禮の 如し。 石碑 至る。 監士 匹夫 を 遣 はして 石碑 を 奉ぜし め、 •. ^し 

て 自ら 其の 地に 到り、 善く 書す る 者 をして 碑の 銘を 摸せ しむ〕 哀傷 少 からず。 

十五：！：  I  iHr。 前禮の 如し。 ら 墓前に 詣で望 H を 禮す。 石 iiki 銘を 翁る， C ら 行きて 

之 れ を 監し、 碑 を 奉じて： t:: 染 せしめず。 

r^H  • か 晴。 前禮の 如し。  - 

十：， -H  ^ 晴。 前禮の 如し。 自ら 墓前に 詣づ。 石碑 銘旣に 成る。 自ら 墨 漆 を 採りて 哀 

を盡 す。 i ^？。 

ト八 H  前 縛の 如し。 


(1) 土 を as 

みて！ とする 


十九 曰 J-  ft 。前禮 の 如し。 自ら 墓前に 詣づ。 

碑 外に 栗の 柱 を 環り 立てて 藩 垣と 爲十。 其の 外に 著 座の 地 を け、 竹雜を 構へ、 小 

松 樹を植 う。 

廿日 J 昨夜より 疎 雪 降る。 is 禮の 如し。 

自ら 墓前に 詣づ。 四 七日に 當る。 各- 參詣 哭擗 前の 如し。 

卄 一日 § 細雨。 前禮の 如し。  • 

今日 石碑. 石燈 籠. si 水の 石盤. 外 藩 各-成る。 明日 は 月 忌と 爲す。 故に 自ら 墓前 

に 詣で拜 S 广、 して 後に、 掃 漉して 水 を 盤石に 入れ、 火 を石燈 籠に 挑ぐ。 

石碑の 制 

ふ せき 

碑の 高さ 四 尺 有餘、 跌 石の 高さ 八寸、 大盤石 高さ 一尺 五寸、 以上 地上に 出づる こと 

t だ. s- 

六尺、 碑の 厚さ 一 尺 三寸 四方、 四面 同じく 平な り。 上を圓 にし 下 を 方に す。 大盤石 

ひろ  よこた 

博 さ 四 尺 三尺、 大石 ニ箇を 以て 相 合す。 墳上、 土 を 高く して 上に 大栗柱 數株を 横へ 

て 石碑 を 置く、 前 は 南に 向 ふ。 

追って 案ずる に、 古來大 石碑 小石 碑 あり、 皆秦漢 以来の 制な り。 夫子 防 墓の 封 は 

枕 塊 記 上  四 四 九 
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其の 崇さ 四： IT 是れ 聖人の 制な り。 禮は繼 ぎ 難き こと を爲 さず。 何ぞ 必ずしも 石 

ば  かさ 

を 以てせん。 然れ ども 末 俗 填を發 くの 盜 多し。 小石 を 31- ぬれば 發 くに ig^ なり。 故 

こ f^o 别 乂て. UO  E 尺 は 土 を 封す るば の S._J さなり。 一尺； -; 寸は 一 

l^^^^i  X ニ寸も w て銘の 慰と はし、 左右の 餘„? 五分。 

碑の 前に 拜石を M く、 靑片石 を 以てす。 fgj 狀。 碑の 後 左右 共に 小石 を 鋪 く。  "il;^ 

0^. 此の 外に 栗の 柱 五十 株 計り を燎り 建てて 垣 墻と爲 す、 高さ 六尺。 5 お： お。 こ 

碑の 前に 門 を 設けて 開闈 す、 鐵鎖 あり。 其の 外に 小片 石 を 置き 遙拜 處と爲 す。 お 一の 

外 は 皆 小 松 樹若千 を 繞り植 ゑ、 其の 東に 地を畫 りて 竹籬を 設け、 參指 する もの 相 食 

十る の 席と 爲す、 土 を 封 じ 小 松 樹を植 外 門の 構を設 く。  つまお ひせお， 

ザ 木れ gi^sl のつ？ が 石 f 龍の 高さ 五 尺、 石お 還 S 高さ 大きさ 各  >  一尺 五寸， 

碑の 左右に 置く。  |^|^|。 

碑銘 父 は 本 全集 第 十五 卷 七三 rc- 更に 在り、 故に 略す) 

山 鹿修玄 一  IB: 貞以 居士 碑、 孤 子 高 與泣血 立 

先考 者 生 二 大だ乙 九月 庚.^; 沒 II 寬文五 S 季士 一月せ  一 S 曰； 鳴 呼 あ 哉、 一 生 蒙 

而不 n 食 K 勤：. 不， 忘、 晦 二子 孫, 不， 倦、 能 接 Ms*-, 能恤 n 孤獨； 臨、 S 更不」 


平生 之 威儀 一 俄然 逝、 鳴呼哀 哉、 寵々 子孫、 輻壽 i 可 k, 如， 一 其 言行 一 竟不， 可 k 

也， 故勒， 石 、水， 戒， 一 後昆 1 矣、 

寛 文 第 六 f 華 春 正月 日 濺 n 墮淚 之餘滴 I 百 拜謹誌 

石 燈籠銘 

一 燈曉盡 ー燈 曉に盡 きて 

殘 月へ 化 碑 殘月 碑に 1^.5 し。 

jS ふべ 

此日何 夕 此の H 何れの 夕ぞ 

永 無拜期 永く 拜 十る 期な し。 

寬文六 年 正月 日 稽 翻して 書す。 

斑盤銘 

盤 水惟淚 盤 水 惟れ 淚. 

慕 思 H 新 慕 思 曰に 新な り。 

枕 塊纪上  ei 五一 
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ち 4T§,;N ち， ミン、 ちょく 

^0m^ 踟蹦 ii 躧 して" 

如 在斯神 斯の神 在す が 如し。 

寛 文 六 年 正 月日 淚を攬 めて 書す 。 

追って 案ず. るに、 古 來は銘 誌な し。 泰漢ょり以來始めて文士に命じて^§^|.^し， 之 

れを 石に 刻み、 碑銘と 謂 ふ。 降りて 南朝に 及びて 亦銘誌 ありて 之れ を"：！ ^-屮 に む" 

, 皆. お 世の 致す 所な り。 孝子の 心、 亡親 をして 功 德の稱 を 加へ しむる こと は 尤も 欲 

十る 所な り。 而れ ども 巧言 麗詞を 以て 强 ひて 采飾を 加 ふる は、 皆是 れ虚. 涎に して 

禮に 非ざる なり。 唯 だ 其の 始終 を 誌し 其の 姓名 を詳 にす。 若し 子孫 戒守 十べき の 

厚德 あれば， 明かに 之れ を 書し * 子孫 碑を拜 して 以て 戒と爲 す、 是れ銘 の寳な 

り。 其の 作文 筆 畫唯だ 平日の 言辭を 以てして 筆勢 を 巧に すべから ず。 悲哀 泣 血の 

問何ぞ 此の 巧 飾に 及ばん や。 今の 人 少しく 書を讓 むと き は， 父母の 喪に 居て 自ら 

だ.. -ょば ひ C こ 々ば  ぶんく わ 

に， に！ 11a  復 詞祝文 を 作り、 其の 作文 華に 過ぐ。 是れ 喪に 居る の禮を 知らず、 哀の情 を 

】11 一 「4Qlis 

あ. P 

盡 さざる なり。 古人 之れ あるとき は 皆 平日の 言 を 用 ふ、 何ぞ 文の 章 を 借らん や。 

(二)  つ 二 

nti  又 曰 はく、 孤 子の 說は、 雜 記に 曰 はく、 「祭に は 孝子 孝 孫と 稱す。 喪に は 哀子哀 係 


s 後 の 

w 固の 著， 古 

* の 儀 .ig に關 

す る も グ なり 

正しく は 白 虎 

逋義 と- K ふ 

(五) 朱 子の 

朱 文 ヘム. 18 禮 

(六) 郎 £ か、 

後 Jf」 の ゆ 者、 

多し、 今 

.16 す る もの 毛 

• 周？ ！儀 

おなり 


L- 稱 十」。 朱 子 曰 はく、 「父の 喪に は 孤 子と 稱し、 母の 喪に は哀 子と 稱 する は、 溫 

公の 稱 する 所な り。 蓋し 今の 俗に 因りて 以て 父母 を 別ちて、 之れ を棍幷 せんこと 

I ばら 

を 欲せざる なり。 且く 之れ に 從ふも 亦 害な し」 と。 愚 謂へ らく、 禮に哀 子の 稱ぁ 

=, 溫公の5^,饥に從ふべ からず、 然れ ども 予は 母君の 在す あり、 旣に溫 公の 稱 する 

所 を 聞く とき は 乃 ち 哀子 と稱 する に 安から ず、 故 に 孤 子と 稱す 。 

3 一) 

ぼくしゅ 

木 生成る。 

神主の 制- 高さ 您計 一尺 ニ寸、 、ー默 、の Kf;!f^l。 身の 博 さ 三寸、 厚さ 四 分、 i あほ. る 

キ V-  は-つ ふ  そ 

前を勒 みて 額と 爲十。 方趺 四寸、 上 を 殺ぎ て 傾 側せ ざる を 以て 準と 爲す。 

追って 案ずる に、 主 は 古来の 制な り。 之れ を廟に 措き 之れ を 主と 立てて 帝と 曰 ふ。 

春秋に 曰 はく、 「魯の 文 公二 年僖 公の 主 を 作る」 と。 白 虎 通に 曰 はく、 「主 を 有す 

よりどころ 

る 所以の もの は、 神 は依據 なく、 孝子 以て 心を繼 ぐな り。 主 は 木 を 用 ふ。 木は始 

終 あり、 人と 相似れば なり。 蓋し 之れ を 記して 以て 題と 爲し、 後 をして 知る ベ か 

らし めんこと を 欲するな り」 と。 木 主の 制 は 聖人 其の 寸尺を 謂 はず。 家禮に 其の 

制 を 出す。 唯 だ 其の 禮を詳 にし 其の 制 を 正して 可な り。 ，ま 加 卩？. 駅き i おじ JNis 


枕 塊 記 上 
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一 «s 

に、 « 

1 て：：' な 立て 

云 * と 出. 0 

(二) 合せ 祭 

る、 後出 £ 六 

=1 の條 

0 麻 名な 

り、 昭は 太祖 

の 子の 勒、 ほ 

は昭の 子の S 

(四) ffl 公！ -! 

十二 年に、 5 

ヘム も W る は as 

きなり。 主 も 

作る は « に？ 

jf .- るな h- 。 凡 

そせ IS すれば 

して W す， 

M して 主 を 作 

h-、 特に 主 も 

；¥ る- K*U と 

出づ 

S)  i^. 

f 六) の 

集註 . 三 

w*5 宗 . 左 氏 

^  . ヘム： irTBSSf 

.t 入.， wse ふめ W 


IS! に、 前 は 方に 後 は 圓 なりと。 五 & -S 義に云 はく， 主の 狀は 正方に して 中央 を ち ra 方に 連す、 人. たはお さ 尺-: 寸 * 

は 長さ 一尺。 又 曰 ふ、 右 主 は 八寸、 左 主 は 七寸、 E- さ廣さ 三寸、 右 主 は 父 を 謂 ひ、 左 主 は 母 を？ 1 ふ。 ？^;儀に帝€』は九寸、 

？ S 方 後 ra なり、 K り 一尺、 后の 主 は 七 .EO.i!!..H/l.'snns:-^v_a:?so 主 は 15-1« は&を ffl ひ、 股 人 は i£ や n てし、 

寸、 つ wh- 九寸、 木 は 栗 を 用 ふるな りつ i  y 1^.!2<1  「！ ttiltt を ttc  周 人 ほ な w てす。 il は g ほおの ij ときな 

h-o 其の 容貌 1«想 見して 之れ に 事 ふ。 人 正 を 主と する の 意な り。 F ほ 5S ほ 迫の ごときたり" 親 1- くして！ 5- から.."， 地.. 

主.. 0 する の 11^ な. 9。  は ほ戰 栗の ご il-、 謹 敬の 貌 なり、 止 を 主と する の 意な り。 <I-aKi も 用 ふる は、 爪 IS だ tit ぶ 

り. 其の 木容 貴ぶ ベければ なり。 古来 虞 主に 桑 を 用 ひし こと CJ,4J.E&.H つ る. 麦 413sl-i^.4p  ^  I  ,^  0 

あり、 其の 名 i 其の a-g^i ち 取る。 孝- ナの 心に 副 ふ なり。 ヌそ i を， - 、一ぐ ^^-H-3^^^*.^_M. ほ— f  I 

^家 * 虞して 主 を 作る とい ふ是れ なり。 今旣に 葬る、 故に 反哭の 後先 づ主を 立つ。 

今日 木 主 成りて 之れ を 易へ-先に 立てし 主 を 墓の 傍に S む。 J  。におお；^  Jjg おお；" 蘭 

の 祭 oc なり。 孝 ーナ親 始めて 死 するとき a, 、する に 夜 時な し， 葬の後*^^りて乃ち；1事も行ふ" 故に其の 1-な*.の。タ、か*-へ 

て、 55 ほ 胡々 一  SK す。 故に 其の も 謂 ひて 卒 突と？ S す。 卒哭の に ネ： を 立て^に 甜 し、 其の 昭 ME に^ ひ、 W 父に 從 

»».<>  二" こ 

つ て 食す。 卒 して 4f は に？！. りて^ に ® る。 小祥 に. 全り、 ！》1、 主 か # りて 棚に 人 乃 +-1JS1V'«#SS:, のん 

m を 埋め， LIS に埋 む。 故に 鄉. -ム は-、、 て. を 作る。 に 至りて 泰 じて W て組涮 に？ St. 。既に *w り. こ VJi ハ，. に 

かた I ろ  ； 巧：  -  f 五一 

反す。 然して 大夫士 も 亦卒哭 して^す。 而 して 左 傳は唯 だ 人 *；： の卞 ある « に據 b 之れ を 言 ふ-故に M" そな と. ムふ。 法 

に 註して 云 はく. 大夫士 は 主 無き なり。 此に 凡そ 君と 首 ふ は大夫 士に關 せざる こと も 明に するな り。 は « 恩；. ム はく- 

(六 H 七) 

士に は. Hif^ く、  て^す。 "竞 りて；^. に 宮に a り、 小 神に- て 翻に 人る。 xas- に 云 はく、  S は ト道な 


火 夫 

0 


註に、 公 * 傳も 引きて 云 はく、  主 は 桑 も 用 ひ、 楝 主 は， ち- ffl ふ。 則 虔は B にキ： あるに 似たり。 而 してん に. ム ふ、 

さ 

して 卞も 作る と。 >:* 同じから す。 安す るに、 ヘム； tf を說く 者、 SS に雜 ひ； W 巾に は ほ 主 か-作る と。 S なめ Jic*. はノ * の 文 

も W て 其の <s- を a; にす と^も、 則+, 同じく WE 是れ虚 祭榜て 了り て 然る 後に 主 を 作る， - 主 も 作りて « な 去る は St に a し。 故 

なすべ 

に ヘム 羊の 上に 之れ ちほに St け、 之れ ち虔 主と 謂 ふ。 父 キ： も 作 h- て； S の須 と 巧す。 故に 左 氏 はばに « りて 貫 ふ。 古 春秋 

左 氏の 說は、 K に耗 hlelb て S す。 ： 人 子 は 九 虞、 九虚 はま HI も 以てす.' 九虚は 十六 日な り e  ^侯 は 七^ 十二： U なり。 火 夫 

は 五 ほ 八 曰な h -。  士は 一 一： ほ £ 日な り。 旣に « して 然る 後 死者ち 先 死の 者に ^tfs^,.© こ、 .£v4.^0.wtj!;  5 斤、 

^す。 ii して 主ち 作る、 ぉ+^ と 謂 ふ。 期 年に して 然る 後^ 主 も 作るな り。 tf^l? るに iu.* び fe-i; ス. 

鉗して 主 を 作る。 £,^3|れ"*^ま"、てき？ば。じ 禮 家の 虞して 主 を 作る 者と 合 はず。 左 


氏の 失な り，^ 

主に 題す。 

くわん そうしつ 

神主 を 奉じ 高 席 を 設けて 卓上に 置き、 喪服 を 整へ、 盥漱 櫛して 香 を 焚き 三拜 し， 善 

く 書く 者 をして III れぉ 北面して 白粉 を 以て 愼 みて 先考の 姓 字 名 を 題せ しむ。 書 

し畢 りて 乃ち 神主 を 奉じて 南面せ しめ、 香 を 焚き 拜禮 して 哀を盡 十。 

追って 案ずる に、 主に 題す るの 法、 古來 其の 說 あり。 今 唯 だ 姓名 を 誌し 奉 c す。 

某が 名 神主の 左に 在り。 石碑 木 主 は 各 南面して 生に 事 ふるの 禮を 以てす。 I： 斷 

十 巧、 rl.- 震 1： 主 虞 主に 題す る官に 充てら る。 按す るに 後 の禮儀 志に、 ® 木 主 は 尺 ニ寸、 iSI を 書せ す.' X 按す るに，：： t お 

の 通 典に if 註の 虞 祭の e を 載す。 止 だ 太 祝に 主の K も 捧げて， 1. に sa き、 匿 も 前に gL き 神主 を 捧げ 出さん こと を 一一 C ひて， 諡 

し 翻に する の 首 はす。 則 H、 享の！ SMI U 質 明に 太 祝し、 US! 湯 を て 主 を 浴し、 拭 ふに 羅布を 以てし、 _Kk に 

題す るの {C は、 is*,- て 主 も 捧じ榑 に 就き、 神主に 題す。 墨書し 訖 りて 光 漆 を 以て 重ねて 之れ を？ &す 。則ち 是れ m の 制 

にして、 惟 だ； に S3 し、 亦 虞 主に a せざる なり" 是 れ 

古来 If 書 を W てす、 今 は 木 主 も黑； にす， 故に 粉 書す" 

の 制 は 神主 を納 るる を 以て 準と 爲す。 外 頂 座 黑漆を 用 ひて 華 飾 を 用 ひず、 左右 

の 戶開闔 す。 小鐵鎖 あり。 

一一 一一 一) 

とくす つ  ひつ  ケ L 

追って 案ずる に、 家 禮に檳 塞 雜の式 あり、 通 典に 神主の 制 あり。 匱 あり 趺 あり， 

其の K の 底 i 钲倶に 方に して、 底 は 下より 上げ、 は上從 りして 下す、 與に齊 し。 
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今 は 只 だ 方 匱 を R けて 安置 十 るな り。 

义曰 はく、 木 主 石碑の 寸尺は 古 來周尺 を 以てす。 今 は 唯 だ 今 尺 を 以てせし と爲 す。 

明日 は 月 忌な り、 故に 石碑 木 主の 成る こと 今日に 在り。 

圖式 (原書 圖 を^く) 

廿 二日 晚 暴。 

昨日 旣に 沐浴 齋戒 し、 夙に 神主 を拜 す。 朝. 奐し、 食 時に 盛 饌を具 ふ。 巳の 刻に 墓前 

に詣 で、 會 庭に 於て 席 を 設け、 各， '相 會し、 盥漱 して 禮容を 整へ、 垣戶を 開き 卓子 

を 置き、 香爐 花瓶 を 具 ふ。 gK3ss11、 各-位 を 爲り、 11^ 香 を 焚き 拜禮 i 人 僻し 

と ど vi 

て 哀を盡 し、 B 月の 舍ら ざる こと を 歎ず。 

n)  i 寺 僧^ 會を設 く。 碰 I 鬼 此の間 男女 席 を^け て 哀を盡 す。 

^0.^^  夕奠 する こと 禮の 如し。 此の 夕 火 を石燈 籠に 1 ぐ。 

せる. * の. * 供 

* する のま、  追って 案ずる に、 古來 所謂 忌日 は 一年に 一日な り。 今の 俗に 所謂 月 忌 は 中古の 流 

俗に 出づ。 MM」 孝子の 情 は 一 生饋 t~ し、 食 を 上る も 亦 厭 ふべ からず。 や 其の： a 

の 相 類せ る を や。 き .輕 過 せんや。 先王の 此れ を 以てせざる は、 數>- 十る し-き は 一?^ 


< 二)  *s? 城 

さ、 内に」 頭、 

第 十五 卷„5 仃 

s: 人 調 * 照 


しければ なり。 ポ子の 遠き を 追 ふこと を 力む る、 毎月の； 《:,J^ も 以て 忽に 十.、/ から 

ず。 

廿 三日 I 晴， 夜中に 雪 降る。 前禮の 如し。 

廿 四日 S 大雪 終日 止まず、 北風 甚だ 烈し。 前禮の 如し。 

夙に 墓前に 詣で雪 を 掃 ふ。 

廿 五日 晴。 前禮の 如し。 

廿 六日 釘 晴。 前禮の 如し。 自ら 墓前に 詣づ。 舊君淺 野 長 直 主- 老臣 侍醫 近臣 をして 

慰？？ せしめ， a っ廿 五日の 後 は 肉 を 食 ひ 酒 f 飮 むべき を 演説す。 ，s は 命 

を拜 し. 命に 從ふ べきの 旨を復 し、 且つ 愚 情を述 ぶ。 I は 一は； (t ひ 

廿 七日 械 晴。 前禮の 如し。  ，  . 

今日 五 七日に 當る。 各-墓前に 詣づ、 前の 如し。 

廿 八日 配 晴。 前蹭の 如し，^ 

けいきょ-つ 

夙に 舊君 >  近臣 を L て 美 魚 狩 鳥 を惠貺 せし む。 是れ 俗に 從 つて. 4r 曰より 肉 を 食 ひ 

酒 を 飮み， 老母 を 尉むべき の 由な り。 ft 嚴 命を拜 し， 惠貺に 因りて 今朝より 酒 肉 を 
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飮食 十べ きを 謝し- 別に 千 介 正 明 を 遣 はして 懇命 を 謝せし むい 

追って 案ずる に、 世俗 多く 五 七日 を 以て 限りと 爲し、 肉 を 食 ひ を 飲む。 君 再 

命 あり。 然れ ども 酒 肉を飮 食す るに 忍びず * 母君 も 亦 忍びず。 故に 命に 從 ふこと 

を 謝して 尙ほ 前の 如し。 

卄九 u  I 1=。 前禮の 如し。  . 

.la- ョ *^ お 30  J^- 曲 一 t り P ン。 凡- VW 日の： g は 必す人 も 遣 

晦日 亥 晴 、，B^ の 力し は I- て菓！ を 5g  " せし む- 

自ら 墓前に 詣で， 夕に 慕： 邊を 掃き、 火 を石燈 籠に 明かし、 明日の 朔を吿 ぐ。 今 H 母 

君の 虚に 到り 先考の 遺物 を 分つ。 悲淚 止まず。 

二月 大  . 

n- ョ モ ^rao  .^豊 り n  '0  §3* に は 盛 を 具へ 、酒な W む 

； J2,- 曰. ナ ^ ぶ B;^ グ.. し こと： ニ^、 神盃を 拜 して く" 

自ら 墓前に 詣 でて， 月朔を 告げ 哀哭 十。 ゆ 柳 5? 

二日 讀 雨。 前禮の 如し。 

y)  先考の 遣 服 一 領 を；！； 弟義昌 奉じ 奉る。 植戶を 開き 昏を 焚き， 兄弟 神主の， 前に 出,^、 


词 ；!  Q 同 石;; ^麥卷 aa 主；"? 
m  M 守 城 5  m  n  S  "？.  3g  fs  e  c 

乂 -キ. » 市 fi"  'viti 
fi^ は § 照 右 旗 門 第 TO 平 

守 Kiti 河 衞本 人 十 M 戶 

、本 信 ヌ り' 門 ' 調 五 守 《 


に 一』 ttf  三拜 して 遣 服 を 受け、 悲淚 止まず、 優 然として 其の 位 を 見る が 如く、 肅 然として 其 

の聲を 聞く が 如く， 色目に 忘れず、 聲 耳に 絶えず、 哀戚盡 きず、 竟に遣 服 を 新 貧に 

納め、 神主の 座 下に 置く。 

三日 I 雨。 前禮の 如し。 

自ら 墓前に 謁し， 昨 H 遣 服 を拜納 する こと を演べ て哭哀 す。 

.  四日 g 晴、 晚に 細雨。 前禮の 如し。 

今 曰 六 七日に 當る。 自ら 墓前に 詣づ。 朝に 宗三寺 を 招請し、 兄弟 膳 を 奉じ 亡父に 事 

ふるが 如く 十。 

五日 g 晴， 晚に 及びて 北風 烈し。 前禮の 如し。 

(三)  (En 

松 浦大守 及び 石 谷 氏 慰 =9 す。 晚に 及びて 稻垣氏 來书、 各- '閑談 十。 旣 に-ベ じ B を經、 

巳む を 得ず して 談話に 與る。 

六日 晴。 前禮の 如し。 

夙に 墓前に 詣 る-。 咋： Hi.^ 一風に 丙り、 碑石 塵に 埋まり、 哀 I 人悔思 十。 是 れぉ不 おにし 

て 遠き を 追 ひ 誠 を 致 十能 はず、 未だ 俗-お を 終らざる に、 已に 亡親 を 忘れ. 昨：：： の烈 

^ 塊 上  g: 五 九 
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風 此の 如し， ぞ 昨夕 之れ を 掃かざる や。 太 だ 亡親 (を 忘る る) の 情 を 辱づ、 悲淚哀 

哭し， 自ら 掃衝 して 水 を = ^み 石 を 洗 ひ 盤 中に 入れ、 而 して 後に 家に： t る。 

七日 g 晴。 前 f の 如し。 

y 戶). r!^£?  明 八 s..^ に 淸春老 尼 七： 1： の 忌日に 當る。 けいか 使 价を麼 養 寺に 發し， 此の 旨を吿 

げ、^ に 卓子 を 設け 茶 酒 を 具へ 香 を 焚く。 

追って 案ずる に、 喪に 居て 祭らざる は 古の 禮 なり。 老尼 子孫な し、 故に 今人 をし 

.  て 代りて 之れ を 祭らし む。 

夜中 迅雨 疾風、 雷數聲 十。 故に 興き て 神主 を 奉じ 香 を 焚き 燭を g く。 

八日 1  れ 晴。 前禮の 如し。 

自ら 墓前に 詣り 昨夜の 安否 を 省 ひて 哀哭す。 

今日 使价を 發し淸 舂老： ^の 墓前に 燒 香す。 且つ^に 席 を 設け 卓子 を 置き- 美酒 好 茶 

を 具へ、 人 を 遣 はし を 焚き， 朝夕. 奐し食 時に 食を羞 めしむ。 

九日 I 晴、 南風。 前禮の 如し。 .  . 

1： 弟義 sr 宗三寺 を 招請す。 


十日 £  ft。 前禮の 如し。 

自ら 墓前に 詣づ 。 夕に 監士を 遣 はし 掃 漉して 火 を 挑げ しむ。 

夕 奠 の 後 夜甌に 至る まで 哀を盡 す。 世俗の 忌中 は 明日に 限る。 H 月 止まらず、 去る 

ひび 

者 は 日に 疎し、 慕 思哭擗 す。 

十一 日 §  s。 前禮の 如し。 は？； ザ" お 

今日 正に 盡 七日に 當る。 各 ~ 墓前に 詣で 位を爲 り、 哭擗 する こと 前の 如し-" 

寺僧齋 會を設 く。  gigf 其の 間 著 座 前の 如し。 

夕.！^、 の 後 夜半 に is るまで 哀を盡 す。 

追って 案ずる に、 七七日の 忌 は 浮 屠の 說 なり、 天下 皆 俗と 爲す、 乖戾 すべから ず „ 

明： n は 肉 を 食 ひ 酒を飮 む、 尤も 孝子の 情に 非ず。 然れ ども 流 俗は變 ずべ からず、 

且つ 母君 老病に て 久しく 酒 肉に 觸れ ず、 脾胃枯 作す。 我れ 肉 を 食 ひ 酒を飮 まずん 

ば、 乃ち 母君 肯んぜ ず。 是れ禮 の變已 むこと を 得ざる なり。 旣に酒 肉 を 用 ふると 

き は 庖厨 汚れ 齋戒 難し。 故に 明日 已後 百日の 間 は、 唯 だ 朝夕. 禽を存 し、 朔 望月 忌 

1J ばらく 

に 食 時に 食 を 上る のみ。 凡そ 孝子の 心、 死に 事 ふること 生に 事 ふるがおく. 斯須 
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も 其の 親 を 忘れず。 然れ ども 聖人 は禮を 制して 其の 過不及 を 節し • ん々 致 ふべ く 

萬 變す ベから ざる もの を 以て 禮の 中と 爲す。 本朝の 流 俗 は 速 かに 變ず ベ か らず 、 

ともがら  あ  しばら 

汝が 曹 唯 だ 五 句 を 以て 三年に 充てて、 少 くも 怠慢すべからず。 

. ？  に はか 

十二 日 ほ 午の 刻 暴 雨、 頓に 止む。 北風、 夕晴 る。 

へ， H より 唯 だ 朝夕；^ の禮 を； 十。 朝奐の 後训に _^ や、 - 焚き、 酒 を 飮み肉 を 食 ふこと を 

吿ぐ。 

. 中 族 . 門 生 夙に 使を發 して 嘉役數 品 • 狩鳥數 ng  .  i^isl- 數種 を惠貺 す。 故にせ 

君 1： 弟 1： 妹 を 招請す。 各-先 づ 神主の 前に 至り、 香 を 焚き 拜禮 哀哭す。 巳の 剣に^ 

*-* ら 

W の數. 椅を 神主の 前に 連べ、 今日の 簾を吿 ぐ。 而 して 後に 盛 を 以て 母君 を饗 十。 

晚に^ 弟義 nE の-:^ に ：4^- る。 义然 り。 夕に 墓前に 詣 でべ， 曰 酒 肉を飮 貪す る こと を吿 ぐ。 

追って^^^^ずるに、 國俗は 五十 曰 を 以て， お 中と 爲す。 や： 人の 說に 因る とき は、 父の 

(？)  K?.  は 一二 年な り。 本朝の 古例に ると き は， 父の 1^ は 一年 を 以て 浪 りし-ほ ーリ。 親の 

r 寧 *に， 「凡  _ "一 わ ゾ 

IP け  喪に 遭 ふ 者，  一 は官を 解き 職 を. 辭す e 是れ 令の 戒 むる 所たり。 近世 は 唯た 五 旬 

に ゆに 解せ せ 

よ JisT-  の，. 畢れ ば、 巧ち 肉 を 食 ひ： を飮ん で、 平生と 異ならず。 唯 だ 一年の？？ 神^^ 4 


(二) 雜原不 

比 等 


三年 

(四) 一 


(五) 厚く 加 


に觸れ ざるの み。 流 俗 以て 習うて 父子の 情 日に 薄し。 若し 聖人の 敎に志 あらば，. 

巳む こヒ や-得ず して 五 句 を 以て， お 中と 爲し、 其の/ ^公門に 出入す と雖 も、 亦 私に 

歸れば 乃ち 喪服に 復り、 Iffl 肉を飮 食せ ず、 喪の 禮を用 ひ、 全く 大祥， おに 至る、 是 

れネ 子の 實 なり。 然れ ども 人 をして 吾が 喪 を 勤む る こと を 知らし めば、 善に 伐り 

俗 を； ^かすの 嫌 あり。 H だ 微服 潜行して 已むを 得 ずん ば、 乃ち 酒 肉を飮 食す と雖 

も， 忽に 初めに 復 りて 以て 喪 を 終る、 是れ 孝の 至りな り、 心 喪の 實 なり。 世俗の 

輕 薄なる もの は 尤も 行 ひ 難し、 而 して 行 は ざれば 聖 門の 徒に 非ず。 

又 曰 はく， 不比等 令 を 撰して、 一年 を 以て 父母の 喪と 爲す、 少しく 依る 所 あり。 

三年の 喪 は 中華 旣に廢 す、 況ゃ 本朝の 澆季 なる、 竟に行 ふべ からず。 故に 人々 致 

ふべ く 後世に 傳 ふべき の 敎を考 へて、 此の 禮を定 むる か。 禮に曰 はく T 至 親 期 を 

以て 斷っ は是 れ何ぞ や。 SStTSI 、く itigsilK リル 曰 はく、 大地 は 則ち 己に 易 

りぬ、 四時 則ち 已に變 ず。 其の 天地の 中に 在る 者 更始せ ざる 莫し、 是れを 以て 之 

かたど  (五)  しか 

れに 象る。 然 らば 何 を 以て か 三年す る や。 曰 はく、 加隆 する のみな り。 焉 して 之 

れを 倍せ しむ. 故に 再 期す」 と。 此の 言に 因る とき は 一期 是れ 正服に して、 三年 

塊 記 h  四 六 一一 一 
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. は是 れ加隆 なり。 且つ 今の 俗尙ほ 一年の 服 J> "^十る あり * 少しく 治敎 あらば、 一 

.  年の 喪復 すべきな り。 

n)  io  曲 禮に曰 はく、 「君子の 禮を行 ふや、 俗を變 ずる こと を 求めず、 祭， £ の IT 居 喪の 

卞，^ 名 

. .  服、 S 尺 泣の 位、 皆 其の 國の 故の 如くして、 謹みて 其の 法 を 修めて」 ¥ かに 之れ を 行 

ふ」 と。 然 らば 乃ち 汝が曹 五 旬 を 以て 中」 -爲十 も、 謹みて 其の 禮を 修め、 百；！： 

、  (5 

つし を 以て 卒 哭と爲 し、 期 月 を 以て 終と 爲せ。 是れ 本朝の 禮 なり。 予定む る 所の 禮は 

•  其の 至れる や 一年 を 限り、 其の 次 や 百日 を 限り、 其の 下 や 五十： n を 以てす。 有志 

の 薄 は 未だ 嘗て 察せ ずん ば あらず。 

曲 禮に曰 はく、 「生に は來 H を與 ふ、 死に は往 與 ふ」。 おやりお II 

ほ.^ ほに ま？ 「外事に は 剛曰を 以てし *  C 事に は，^ H を 以てす」 と。 瞻 け 

SL. 乙に.，， を * と 巧す。 巡狩 胡 S,K<W の 類 は ョ E  L.lllto  n  に 1 こ； u、<w こ, Islpl^t  r  L  f>-  L  ,c 

外事な り。 内^の 如き は宗 aetr 冠 SI の なり. - B丌ォ：^c,5き太た；；fd■;^に^•ずせさォは.^!才を 

取り 用 ふべ きなり。 然ら ざれば 乃ち 唯 だ 俗に 從 つて 可な り。 

a  (15  、 ， 

2> 喪服な  凡そ 忌中 は 喪服 を脫 がず、 是れ 古の 制な り。 唯 だ 公門に 齊 衰を說 ぐ。 是れ人 をし 

て 吾が 凶 服 を 知らし め、 吾れ 自ら 服 を 省みて 親 を 忘れざる の禮 なり。 世俗 喪中 を 


(£〕  *w 時 

代， $ の， <  夬、 

タ孫 M な h--. 

nr 下に ^づ。 

iK. 十 S  ^桃つ 

.".< く、 、これ 

に 事 へ る こと 

&の 如く， 其 

み 門に 人る 者 

齊. おん-股，..、。 

-- れ * 忖チ "-亂 る 

なり 

(五) 如何な 

る 地位の 人 か 


< 六) 服の 

帶 

f 七) rni 雜 

記 下 «| に T 二 

年の 喪に は Ja 

ろて； f!i らす、 

對へ て 問 はや 

1K々」  is づ 


謂 ひて 服と 稱 する は、 是れ 其の 禮を存 するな り。 今の 人 其の 服を稱 して 多く は 服 

を 著ず， 名實 大いに.^ く。 流 俗は變 ずべ からず。 喪の 次. に 居て は 服を脫 がず、 外 

.  《五/ 

〔巧)  ふ  けラこ  ぬ 

鬥を出で{^??客に對十るときは服を脫ぎて町なり。 季武子 疾に寢 す。 嬌固齊 衰を説 

がず して 入りて 見えて 曰 はく、 「斯の 道 ゃ將に 亡びん とす。 士は唯 だ 公門に 齊赛を 

あら は 

說ぐ のみ」 と。 武子曰 はく、 「亦 善から ず や。 君子の 微を 表す こと や」 と。 是れ古 

人 は 凶 服 を 衣て 疾を問 ふ。 此の 禮將に 亡びん と 十。 1^ 固 以て 此の 將に 亡びん とす 

る を 救 はんと 欲 十。 流 俗の 蔽旣に 久し、 今變 ずべ からざる なり。 

つまだ 

聖人 喪禮を 定め、 之れ に 過ぐ る 者 は 俯して 之れ に 就き、 焉れに 至らざる 者 は跌て 

て 之れ に 及ぶ、 是れ 先王の 制な り。 情の 從に 十れば 修飾の 君子 は 三年 を 以て 綱の 

隙 を 過ぐ るが 若しと 爲し、 邪淫の 人 は 彼れ 朝に 死して 夕に 之れ を 忘る。 故に 之れ 

もつ ぱ 

が 爲に中 を 立て 節 を 制して、 登ら 以て 文理 を 成して、 則ち 之れ で釋 くに 足らし 

てったい と 

め、 喪服 を 制し、 倚 魔に 居り、 粥 を 貪 ひ、 に 寢ね槐 に 枕し、 耗 帶を稅 かず、 截 

奠の 禮を詳 にし- 對 へて 言 はず、 言って 議ら ず， 书者 あれば 哭踊 十。 是れ 哀の容 

體聲音 言語 飮食 居處 衣服に 發は るる ものな り。 此の 如きと き は 無窮の 情 を 節し， 

^  ^  L  四 六 五 
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, ?S£SS いお、 鳥獸 にだ も 若かざる に 至らず。 |:$5ぽま；^^^ば£4|^::^ぉに 聖人 

の 世 を 憂へ 敎を 立つ るの 實 * 竟に 其の 禮 を盡し て 君子 小人 を 分 つ こと 無 か ら し む = 

汝が普 戒め ざらん や。  . 


三月 小 


四月 丄 


且つ 明後日 旣に 百日に 滿っ。 故に 虞 祭の 禮を存 す。 

夕に 監士を 遣 はして 墓 邊を掃 應し燈 火 を 挑げ しむ。 ク 

十。 

貪 を 上る、 三獻 あり、 祝辭を 以て 哀を盡 す。 


朔日 お 晴。 朔 奠、 禮の 如し 

二日 SS 晴。 今日 沐浴 齋戒し 

t 入 の 後 夜^ に 至る まで 哀 を 

三日 ^ 晴。 朝夕. 奥し， 食 時 

祝詞 

.V ど ま  た *f ミ  -. L. 

今日 卒哭 に相當 る。 日月 舍ら ず、 奄 ちに 今日に 及ぶ。 哀慕 尙ほ 切なり。 謹みて 淸 

1 や.、！. r. ラ  -1 ひねが  う 

を 以 て哀 みて む、 尙 はく は 饗け たま はんこと を。 


各-墓前に 詣で 位を爲 りて 祭り、 香 を燒き 哀を盡 す。 

寺僧齋 會を設 く。  §1。 其の 間 著 Is の 如し。 

(一) S0  追って 案ずる に、 古來は 三月に して 葬る。 葬る の 曰 は 曰 中に して 虞 祭す。 柔 日に 

日、 出 四 六 

W.A ま！  遇へば 再 虞し- 剛 曰に 遇へば 三 虞す。 三處 の後剛 曰に 遇へば 卒哭 十。 賴 l、；^i ま リロ 

3 一」 Ksst ゆ。 本朝 近 ョの俗 は、 五 旬の 後 百 箇日を 以て 限りと 爲す。 gil ザ 其 

の禮 正しから ずと 雖 も- 殆ど 卒哭に 幾し。 先考 旣に 葬る、 然れ ども 哀子某 猶ほ朝 

夕の莫 を存 し、 未だ 葬らざる の禮を 以てす。 是れ 哀情 忍ぶ こと 能 はざる なり。 故 

に 今日に 至る まで 粥 を m り 酒 肉 を 禁じて 喪の 次， を 出で ず。 ^^^^^^^s 

の制詞 あらん こと を 恐る。 故に 之れ を密 にし 之れ を： 秘 して 漏 a; せ 

しめす。 此の間 止 むこと を 得すして！ S 肉 も 飲食す る こ i 三度な り。 

叉 曰 はく、 宋 の眞宗 の景德 中に、 明德 皇后 は 百日 を 以て 卒哭 と爲 す" 蓋し 古の 士 

禮は當 に 朝廷に 施すべからず， 詔して 卒哭を 改めて kc:n と爲 十。 是れ より 以後、 

慈 聖光獻 皇！： ^及び 官 一仁 聖烈皇 ！：，= は 百日に 遇 ひ、 並に 外の 禮數 を該 載せす、 皆祌主 

廟に跗 する 以前に 於て 卒？ 尺の 祭 を 行 ふ 。 

Ml 日, 晴。 
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今 a 紺す。 榴 弓に 所謂 卒哭 して # するな り。 fsglltust* 故に 夙に 與 きて 朝 贫を 

はら 

設け、 き 祭の 事を吿 ぐ。 正 .5^ を應ひ ne 卓 を^け、 神主 を 奉じて 曾祖 祖父の 末席に 列 

ね、 香を燒 き拜禮 して 紺 祭の 詞を 祝し、 ^を 進め 酒を獻 ず。 香 を 焚き 饌を 徹して 茶 

菜 を 點ず 。 、の 後神 を 送り主 を 奉じて 故の 處に 還る。 

令 H より 朝夕の を罷 め、 唯 だ 朝夕 神主 を拜 し- に 寢ね木 を 枕に し  >  飽食 飮 水す 

，0ニ，--ム=-0ロ ン。 古の^、  «; か i めて 朝タ す。 本朗踊 ST の^なし。 故に 唯だ拜 キ- の幞を し、 

こと； J0"y  ,f« し .J.. ズ， -ssf. するとき は乂 むる に びざる G 情 あり。 ral つて SOT ほ 茶 i-. ひ wif を S く。 

今日より 13 後 墓に 詣づる は、 唯だ朔 望月-お 事變を 以て 十。 凡そ ぼ U の 間 毎に 墓前に 

^十、 是れ 未だ 葬らざる に 準ずるな り。 尤も 哀情の u むこと を ざれば なり。 ん來 

(1) 0i  死 を 送る の禮は 遠き に卽 きて 近づ. くこと なし。 墓す るに 至れば 終に 事盡 く。 人の子 

ざ かり 一.」、 つと  t  つ. 一 ， 

^ことなしの  ダ， f 思 忘れざる とき は專ら 廟享に 精む るの み。 蓋し 墓 は體^ を藏 む、 而 して 之れ を 生 

、：) 

つに？ しく けりと 致す は是 れ不智 なり。 ま は 以て 神 を 宅 十、 而 して 之れ を 死せ りと 致 十 は是れ 

出？： £ 一な <»  こと 

R  不仁な り。 此れ 聖人 禮を 制して 幽明の 故 を 明かに し、 仁智 合せて 理義 全きな り。 愚 

案ずる に、 哀子 各-墓に 靈 體を藏 むる を 以て， 或は 坊の制 を 飾り、 或は 碑^ を.^ に 

十。 子孫 乂 情に 從 せて： 0 々參 せ ゆして 哀を盡 す。 其の 情實 なりと 雖も禮 に 中らず。 禮 


に 中ら ざれば 祌享 くべ からず。 墓 墳の制 は 唯 だ 其の 藏 むる を 表 はすに 足り、 其の sl^ 一 

くこと を 止む るに 足り. 其の 分限に 應 じて 而 して 後に 可たり。 子孫の 志 道 も 其の. 參： 

Ha-  a^i.r-WA  C  t  .£^£^^ レ fy  \。 喪中 墓に 謁する に 日々 な 以てする も、 亦 哀戒の 情 上に する の • 一 

；^！も亦^を.^ て せ は辦はまんす へ し 謂な y 然れ ども 太 だ 俗に 違 ふ も * 過，.、、 ぐす るに 在り。 _ 

(3  .H 陵の  ns んぇ  ^ 

^  追って 案ずる に、 古 は 墓 祭せ ず、 漢の諸 陵に 皆園寢 ある は秦の 爲す所 を 承 くれば 一 

S こ £ 節  おもへ  - 

お 末の I  なり。 說く 者以爲 らく、 古の 宗廟 は 前に 廟を 制し 後に 寢を 制す。 以て 人の 居の 剪 

に 朝 あり、 後に 寢 あるに 象るな り。 月 令に 「先 づ寢 廟に薦 む」 と あり、 詩に 「寝 

R: 上. J に^. 外 

^^^^^.^^  廟奕々 たり」 と稱 す、 言 は 相 通ず るな り。 廟は 以て 主を藏 め、 四時 を 以て 祭る。 

化 *g にケ る- 寢は 衣冠 化 杖 あり、 生の 具に 象り、 以て 新 物 を 蒲む。 秦の 始め 寢を 出して 墓 側に _ 

之れ を と 

起す。 漢 因りて 改めず、 故に 陵の 上を寢 殿と 稱す。 起居 衣服 • 生 人の 具に 象る。 . 

甲な り  (ran  (五) 

(さ ^^ffl  寝と 名づ くるの 意な り。 漢の 制. 正月 「五 W 畢り 二」 次 を 以て 陵に 上る。 西 都に も 一 

の 水時計に 水  も  i 

問 を  奮と 陵に 上る こと あり、 東都の 儀 は、 百官 • 四姓 . 親 家 • 父母 • 公 主 • 諸 王 • 大： 

f ヒ) ？ 1^ 虔卽  (六>  (七) 

夫 • 外 國の朝 者 侍 子 . 郡 國の計 利、 陵に 食す。 晝 漏に 上水し、 臚に 九賓を 設け- 

役所に 九賓卽  ととの 

も HI  隨 つて 寝殿の 前に 立ち、 鐘 鳴る とき は！ 者禮を 治へ 客 を 引く. 群臣 位に 就きて 學 

くるな り 

(人) 、！^ fei  ひさし  (八) 

ち j 役ぜ  の 如く、 乘輿は 東の 廂 より 下り、 太 常 導き出で、 西に 向って 拜し て^まり、 旋り て 
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^階 を 升り.、 神 座を拜 し、 退きて 東の 鹿の 西に 坐す。 侍 中 • 尙 書. 昨 者 皆祌」 I- の 

たて チっ  t^- の fff- たリ 

後 こ あり。 公卿群臣祌座に：：^？す。 太 {B 食 を 上り、 太 常 樂を矣 す。 食に 文 始* 五行 

0 ジ おな .9 

を H   

の 舞を舉 す。 禮樂闋 りて 君臣 賜を受 く。 食畢 りて 郡 國の上 汁お、 次. を 以て 前み 

ぎに 當 りて、 其の 郡 穀の價 と 民の 疾苦す る 所 を 占 ひ、 神が 其の 動靜を 知らん こ 

あまね 

と を 欲す。 孝子 親に 事へ 禮を盡 す は 敬愛の 心なり、 周 Si 禮の 如し」。 

. が 堂の 胡 氏 曰 はく、 「旣に 以て 形 を 送りて 往 きて 地下に 安んじ、 精 を迎へ て 主 を 制 

中に 反す。 而 して 义隆を 陵 園に 致 十 こと、 元會の 儀の 如し。 食 を 上り 樂を 奏し， 

郡國 計を凑 し、 民の 疾苦 を 言 ふ。 是れ 反りて 陵と 廟 との 理を 易へ て、 體她を 以て 

知 ありと 爲し、 廟 ；购§^,^| は §w る を虚 にして 重ねて 設けず、 復た廟 中の 主 を舉げ 

て 陵 所に 祭る。 皆 禮に違 ふなり。 夫れ 喪 葬 は 遠き に卽 く、 豈已む を 得て 之れ を爲 

んゃ。 沐浴して 斂 せざる ベから ず、 故に 之れ が 斂を爲 す。 斂 して I おせざる ベ から 

ず、 故に 之れ が 爲に瑣 す。 續 して は 葬らざる ベから ず、 故に 之れ が爲に 葬る。 首 

めて 中 制を爲 して 以て 賢者の 過ぎた る を 節し、 不肖 者の 及ばざる を 引くな り。 若 

し 孝子の 思慕 無 究の心 を 遂げし めんに は * 之れ を 葬りて は 之れ 見る こと を 得 ざれ 


(二) 死者の 

n 中に 侦父は 

H„ "を含 i しむ 

な *J なり 

(s;) 後？ S の 

藥 《、 官左中 

郎？ 5 に ..w る。 

中 &?. T あり 

(•0  MM. 

神に へる 1« 

S を 盛る sr 

f«  一  GT  « 物 肉 

ssr  wl、 

.yi^ の や (器。 

「其の 堪牲を 

si; へ、 其の 鼎 

俎を備 ふ」 i 

-：： 山づ、 ™£ 俎 は 

t!w に 供 ふる も 

の を 料 W? する 

道具な り 

f 六) 後 ^« 

この 事 建 寧 五 

年： 止：：； のこと 

i す。 以下 そ 

の 萃 たり 

(七) wjf 長 ■ 

* の 時代 

(八) 丘お， 


ば、 易ぞ 之れ を に存 する の 近し と爲 すに 若かん。 諸れ を 客 位に 濱す るの 近し と 

爲す は、 易ぞ斂 する 勿く、 浴す る 勿く、 鈑 する 勿く、 含す る 勿く、 之れ 1^」吾れ の 

忍びず と稱 すべきに 若かん や。 情に 原 づきて 此に 至る とき は、 大聖 も 至 愚 も不行 

に 均し。 故に 禮に循 ひ 節に 中る の當れ りと 爲 すに 若かざる なり。 漢の明 帝の 永 平 

元年 正月、 公卿 已下を 率 ゐて原 陵 I 醜のに 朝す、 元會の 儀の 如し。 蓋し 原廟を 生け 

(ran  だお 

る ごとくす。 蔡 S3 は 折衷す るに 聖人の 制 を 以てせず して、 直に 其の 情 を 論ず。 情 

豈旣 くる こと あらん や。 明 帝 をして 此の 情 を 四時 太廟の 祭に 移さし めば， 簠簋. 

遙豆. 尊 it  •  i5i 祖は 惟だ禮 之れ (似って、 競々 業々 として、 光武の 成 憲に監 みて 之 

れを 損益 修 明し、 至 治 を 期せば、 其の 孝た る や、 聖 主と 雖も何 を 以て か 諸れ に 加 

ゝ レ  一。 (li 帝の Ks- 元年 正 H;、  ^*镇？》凌に上る。 諸侯 王公 „ ^び 外^ 悉く 焉に 食す、 <r 殿 9 儀 0 如し。 禕樂閱 りて 百お 

へ ん」 賜；^ 受く。 計 吏 次 を W て& に^って 前み、 先帝の 御座に 上り、 具に の 善 惡.^ の 疾苦す る 所 をー苢 す。 司徒蔡 

s§5 然として 嘆 じて 曰 はく、 吾れ 聞く、 古 は 墓 祭な くして 朝廷 上 陵の 禮 此の 如く 其れ 満 はる あり、 の 本意 を 察し 一」 U ち 

孝 明の. 至孝 惻 K は ffi- ひ 易から ざる を 知る と。 或 ひと 曰 はく、 本意と は 何 を 云 ふか。 對 へて 曰 はく  ^一一 の 時 は 其の 帳 得て 

聞くべからざる なり。 光武帝 を 始めて 此に 葬る。 明帝位を嗣ぎ、 年を逾ぇて群ぉ^^正す。 先帝 此の 禮を復 た 55 へ > -;^ を 

感じて、 乃ち 公卿 百 Kiv おぶ 3 て 陵に 就きて 焉に 胡す" 瓜 葛の 親、 男女 *  く- S し、 郡の 計 吏る" 神 Si に 向って ー苢， 1 0: 

は 先帝の 魂 神 之れ を 

間聽 せ させた i へと。 

(^一山の \te 氏 曰 はく T 漢の明 帝 原 陵に 朝す、 是れ 後世 帝王 上 陵の 始 なり。 夫れ 雨露 
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霜雪の 變に 感じて、 思慕 感 念の 誠 を 興し、 展ぉ 拜？？ "の 禮を行 ひ、 其の 體魄 の^ 十 

たん じゃく 

る 所 を 忘れず、 怛若 として 其の 音容の 在 十が 如き， 亦 孝子の 一念に して、 親 を 愛 

して 之れ を 死せ りと する に 忍びざる の 誠、 已む {れ からざる もの あり。 明 帝の 此の 

擧も亦 過ぎたり と爲 さず。 但し 時 序 は 流 易す るに 丙り、 時に 感じて 追慕し， 臣下 

を 率ゐて 以て 禮を 行うて 可な り。 乃ち 元會の 儀の 如く， 樂を突し郡國計を^^5^、し* 

ま 5  よ 

民の 疾苦 を 言す は、 何の 居る と AJ ろぞ。 明 帝の 意 は、 豈 其の 親 を 死せ りと 十る に 

忍びず して 生 事 を 以て 之れ に 事 ふるに 非 ざらん や。 噫、 聖人の 孝 は 死に 事 ふるこ 

と 生に 事 ふるが 如しと 謂 ふ もの は、 蓋し 宗廟 享^の 禮を謂 ふの み、 ？ ざ-朝 の 上、 

そ 生 時事 ふる 所の 事 を 謂 はんや 一。 

愚案ず るに * 禮經に 墓 祭の 文な し。 上 陵の 糟は 三代 以前に 經に 見えず と雖 も、 然 

れ ども 漢 より 以來歷 代 相承け、 率ね 敢 へて 錢 せず。 唐の 開 元の 禮に、 天 子 上 陵の 

儀 注 あり。 宋又舂 秋に 行 ひ、 明叉歲 ごとに 三た び焉 れを舉 ぐ。 朱 子の 家 禮に墓 祭 

を附 十。 人の子と して 其の 親に 於け る、 體 魄の藏 むる 所、 留 骨の 在る 所、 其の 累 

*- うりょう 

累 然として 丘墙に 在る 者、 安ん ぞ死を 以て 之れ を視 るに 忍びん や。 故に 慕 祭 は 古 


に 非ず と 雖も， 案-お 變 移の 際に 當り、 益-用って 感を增 し， 境 墓に 省 謁して 以て 

時 恩の 敬を寓 す。 是れ 孝子の 情の 已 むこと を 得ざる なり。 然れ ども 禮を 以て 其の 

はて 

中 を 節せざる とき は、 其の 蔽ゃ 愚に して 果なし。 故に 古來 其の 祭， ま 皆 禮に循 ふ。 

今卒哭 して 漸く 近くに 在り、 哀戚太 だ 多し。 丁り 墓に 謁する を 以て 快と 爲すも 亦 

情の 過ぎた るな り。 情の 從に すれば 乃ち 禮を 失す。 哀子哀 孫の 祖考に 於け る、 其 

の 靈屍を 奉じて、 せず 葬せ ずと， も、 情豈旣 くる こと あらん や。 然れ ども 竟に之 

れを遂 ぐべ からず、 故に 聖人 は 此の 禮を存 し、 其の 情 を 節し， 此の 制 をして 大下 

萬 世に 於て せし む。 其の 慮 尤も 大 なる 哉。 

世俗 五^ を 以て 忌中と 爲す。 今 百日 を 以て 未だ 葬らざる の 禮に充 つ、 尤も 俗に 違 ふ 

それがし 

(-〕 素 S に 似たり。 某 甲 平 曰 先考の 志に 順 ふこと 能 はず、 不孝の 罪遁 るべ からず。 且つ 我 

身た 指す 

れは 仕官 擾 { 几の 障りな し， 故に 竊に企 望して 此の 禮を存 十。 子孫の 志 ある もの 以て 

戒愼十 ベ きなり。 

追^ 
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予 不幸に して 去年 先考の 爲に棄 てらる。 平 =0,^ 顔 順 聲を盡 す ことなく、 冬く 先 

考の 志に 乖 1:^ 十。 先考 は壽 甚だ 高し。 某祸ほ 怠りて 數- 高壽を 忘る。 不 卓の 罪 大地 

に容 るべ からず。 今に 至りて 悔思 十る も、 更に ハ兪 たし" 遠き を 追 ひ 喪 を 勤め、 f 陬萬 

を 愼み祭 禮を詳 にす る こと * 是れカ を 著くべき の處 なり。 世俗 は 聖人の 敎を 失って 

父母の 喪に 於ても 亦 太 だ 輕 にして、 孝子 も 其の 實を盡 す こと 能 はず。 況ゃ吾 碑の 

.  不^なる を や。 古 は 喪に 居る に禮を 以て 十。 书者も 亦禮を 以てす。 今 は 服な く 次な 

く、  ^者 は 酒 菜 を 以てし， 談笑 を 以てして、 哀情 を 忘れし めんと 欲 十。 ^^ーぉ十れば 

過ぎたり と爲 し- 惴 弱な りと 爲十。 故に 孝心 を存 十る の 徒 も、 n、 り 群 して 亂る。 

喷 曾て 鳥獸だ も 若かざる なり。 是れ 勤め 難き の最 なり。 然れ ども 孝子 孫の 誡敬 ある 

もの， 流 俗に 居て 其の 實を 勤む * 是れ心 喪の 功なる なり。 或は 曰 はく、 公門に 出入 

す、 故に 喪を途 ぐる こと 能 はずと。 或は 曰 はく、 君子の 禮を行 ふ は 俗 を 樊 ずる こと 

を 求めず と。 今の 世に 生れ、 古の 道に 反く 者 は、 聖人の.. 舣 むる 所な り。 是れ皆 思 は 

にし ざるな り。 喪大 記に 曰 はく T 旣に 葬りて 若し 君 食 はし むれば 之れ を 食 ふ、 大夫 父の 

ofe  (二) 

^^i:* 友 食 はし むれば 之れ を 貪 ふ。 t わ 肉 を 辟け ず。 若し 艘 あれば 辭十」 と。 ，肉， 港 然 


らば 五. の 後 公門に 出入し. 止む こと を 得 ざれば 酒 肉 を 辟け すして 飽くまで にせず 

醉に 至らず。 私に 歸れば 乃ち 初に 復る。 友人に 會し 賓客に 對 する こと 平日の 如く 

にして 吉事 佚 樂笑談 に與ら ず。 止む こと を 得 ざれば 少く 之れ に 與るも 亦 可な り。 三 

年の 間 綱の 隙 を 過ぐ るが 若し， 何ぞ 之れ を 勤む る こと 難 からん や。 然れ ども 人 以て 

知る とき は 乃ち 善に 伐り 俗に 變 ずるな り。 親炙の 位 友 も 亦 之れ を 知るべからず、 而 

ともがら  せつまん 

して 後に 孝子の 實と謂 ふべ し。 汝が 曹予が 不敏 不孝に 惯れて 父母の 事 を褻慢 する 勿 

才 

かけ  ぬ 

汝 が曹戒 むべ し。 父母 疾 あれば、 櫛らず 翔らず 衣 帶を脫 がず、 謹みて 疾病 及び 飮食 

起居 を考 へ、 自ら 詳に 之れ を識 して、 良醫を 招く に 誠 を 以てし、 人に 接 はるに 笑 は 

ず 怒らず、 世事 を談ぜ ざれ。 

汝が曹 喪に 遭へば、 聖敎を 期すべし、 後 賢 を 期す る 勿れ。 況ゃ予 の 不敏 不孝なる を 

や。 予に憤 はば、 予が罪 を 重く するな り。 

汝 が曹戒 むべ し。 喪 は 哀を盡 すに 在り。 夫子 曰 はく T 喪禮は 其の 哀 足らずして 禮餘 

り あらんより は、. 禮 足らずして 哀餘り あらんに は 若かず」 と。 
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汝 が督戒 むべ し。. 葬禮は 速に 十る こと 勿れ。 1: 易 なれば 後悔 十。 子 思 曰 はく 、「必ず： 

誠 あり、 必ず 信 ありて、 之れ をして 悔 あらしむ る こと， 刃れ」 と。  一 

汝が曹 亡親の 情 を 期すべし。 子孫の 禮を行 ふに 不平の 處 あれば， 亡親 何ぞ 安ん ぜん。 

汝 が曹戒 むべ し。 葬祭 は禮を 以てして 華 飾 を 欲する 勿れ。 華奢 なれば 觀 にして 哀だ； 

し。 葬祭 は 財の 有無に 稱ふ。 夫子 曰 はく  、「其の 財に 稱 ふとき は 斯れを 之れ 禮と謂 ふ」。 

ttrlT に 曰 はく、  f 个路ロ はく、  しい 哉、 貧しき こと や。 生ける とき は W て S を £2 すなく， 死して は U て^や-はす なしと。 孔 

乎 曰 はく、 莰を らせ夂 * ど 飲ませ、 其の 教び を婁 さしむ。 斯れを 之れ 孝と ほ S ふ。 首足の形な^^めて に りて S: なし。 其 

？ め すす  す 《わか ，わ， 

の 財に 稱ふ とき は斯 

れを 之れ^ と 謂 ふ。  一 

まま 

汝 が曹戒 むべ し。 情の 從 にして 哀に過 ぐれば 聖人の 禮に 背く。 哀過 ぐれば 病みて 身 

を 失 ふ。 其の 葬 喪 を 盛に し 家財 を 顧みざる は、 豈 孝子の 實 ならん や。 疾 あれば 酒 _ 

-  (二)  i 

を 飮み肉 を 食 ひ、 疾.^ みて 初に 復る。 f ザに 孔子 は 伯 魚が S 尺 を しとし * 子路が 婶- 

5 一) 

り lav., ごま， 5、  llt4J5,^AVI ん raf  0  に 曰 はく、 伯 ai が 母 死す。 期に して 稱ほ す。 夫 小 之 れん- SS きて 曰 はく、 鞲 j 

y  孺子？れを^^卵寸. ぞゃ哭 する 者 はと。 門人 曰 はく、  Si なりと" 夫. ナ曰 はく、  i! 其れ W しと。 ^魚 之 

れち閱 き？ < ^に 之れ を 除く。  f.f-i£ 怖の 喪 あり、 以て 之れ も 除くべく して 而も 除かす。 孔 曰 はく、 何ぞ 除かざる やと。 子路 a- 

はく、  れ W-J^J* くし て^び ざれば な" と。 孔子 HI はく 、先-土？ S を 制す、 道 を 行 ふの 人 は ili-w つ ひざるな りと。 や路 之れ 聞き 

(巧) べん 

て *f に 之れ も^く。 弁の 人 其の 母 死して ai 子^す る 者 あり。 孔子 曰 はく、 哀しき こと は 則 V 哀し、 而れ  一 

ど.^ SS ぐ こと を はし 雜 し。 夫れ^ は 傅 ふべき を s: すなり、 8S ぐべき を？！ すなり、 故に 哭 踊に 節 あり. 0。  一 

き 

汝 が曹戒 むべ し。 喪に 居て 勤めず、 饋； 建の 禮を 怠り、 或は 久しく 寢ね 《寢 ね、 或は 一 


哀戚 に^し て 放逸 緩怠な る、 是れ喪 を 利し て 逸樂を 行 ふなり G 

汝 が曹戒 むべ し。 餒奠 の禮 は. 輕 にして 愼 まず、 i: 、を 具 ふるに 味を詳 にせず * 冷 

暧を 嘗めず、 傍に 侍 十 るに 禮容を 以てせず。 動 靜節を 失せば 乃ち 神き 之れ を享 けん 

や。 

汝 が曹戒 むべ し。 喪禮は 子孫の 職分な り。 若し 小節 を 以て 人に 伐り 他 を 貴む る は、 

是れ 親の 喪 を 以て 己れ が 名 を 利す るな り。 君子 は 親の 死 を 利と せんや。 

汝 が曹戒 むべ し。 関門の 事 人 皆 之れ を 知る。 喪に 居て 其の 實を盡 さざる とき は、 御 

者 以て 笑 ふべ し。 侍 御 恥づべ きな くして 而 して 後に 町な り 。 

汝 が曹戒 むべ し。 流 俗、 五^の 喪 は 勤めざる ことなし。 勤め ざれば 鳥 獸の毀 あり。 

毀 を 以て 之れ を 勤む る は、 勤め 得る も 亦 人の 爲 なり。 

汝 が曹戒 むべ し。 ^友 慰 する に、 談笑 常の 如く、 喪 者の 情 をして 亡親の 哀を 忘れ 

しむ。 世俗 之れ を 以て 實と爲 す。 之れ を. せるべからず、 之れ を 貪むべからず、 懇動 

に 交接して 而 して 後に 初に 度る ベ し。 

汝 が曹戒 むべ し。 君命の 重き あり、 或は， を赦 し、 或は 酒 肉 を飮食 十る こと を强ふ 
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ると き は、 速に 命に 從ふ べし >  己れ が 情に 從 ふべ からず。 而 して 亦 心 喪 を 怠る ベ か 

ら ず。 

汝が 前：！ 戒む べし。 一親の 在す あらば、 必ず 哀戚 を藏 し- 愼 みて 慰：？ すべし。 .E ら！^ 

肉 を 以てし、 自ら 談笑 を 以てして 存 親の情 を 散ず。 若し 慰せ に 託して 己れ が 逸樂を 

1: ， いま ま 

放 にせば、 是れ！ K 鑑 明かな り。 私に 歸 らば 乃ち 初に 復る。 

汝 が曹戒 むべ し。 喪に 居て 武業を 忘るべからず。 故に 兵馬 武器 は、 其のん を 以て^ 

時に 之れ を亂 十。 禮に曰 はく 、「旣 に 葬りて 王政 國に 入る。 旣 に卒哭 して 王 * に 服す。 

大夫士 は旣に 葬りて 公 政 家に 入り- 金 革の 事 辟く るな し」。 0. 世俗 久しく. おする 

こと 能 はず、 速 かに 葬る。 故に 五 句の 喪 は 多く 旣に 葬る の 禮に從 ふ。 

汝 が曹戒 むべ し。 浮 1$ を ずべ からず。 浮^ は 輕0^ にして 粧嚴 を專ら とし， 悉く 聖 

\ の禮 に,^ く。 凡そ 親族の 練なる も、 亦 亡者に 於て 其の 情輕 く、 且つ 死 を！： おみ 凶 吸 

I  .リ きん 

を 嫌 ふ、 是れ 人の 通 情なり。 彼れ！ k 一 聞せ ず 親炙せ ず、 唯 だ 喷金を 貪りて 其の 拜禮執 

行 親族の 如く、 其の 閑居す る や 談笑 ：ぬ 逸す。 是れ 其の 致 十 所皆僞 なり。 太 だ 之れ を 

むべ し， 之れ をぷ るべ し。 然れ ども 世俗 皆 之れ に從 ふ。 然ら ざれば 乃ち 公門に^ 


あり， 故に 大底 多く は 浮 w の 說に從 うて 可な り。 

わ と もがら 

汝 が曹戒 むべ し。 吾が 儕 不孝な り、 然れ ども 父母 を 慕 ふの 切なる こと、 寵婦 愛子 も 

及ぶべからず。 今 父の 喪に 居て 其の 勤修 快から ず.、 唯 だ追悔 あり。 汉ゃ平 曰の 慕き： 

吾れ に 如かざる 者、 何ぞ 能く 力 を 喪に 盡 さんや。 

汝 が曹戒 むべ し" 父母 存 するとき は 吾れ 和 順にして、 以て 父母の 悅を受 くべ し。 是 

やや 

れ期 する こと あれば なり。 喪に 居て は 期す る ことなし、 動もすれば 禮容を 失 ひ、 非 

禮行ひ 易し。 愼 まざらん や。 

なみ 

汝 が曹戒 むべ し。 父 を 無す る こと 天下 を 得る とも 致すべからず。 心に 之れ を 致す こ 

と を 欲すと も、 口 言 ふこと を 得ず、 言へば 人 以て 罪すれば なり。 父母の 重き こと、 

天下 も猶ほ 敝蹤の ごとし。 然れ ども 生に 事へ 死に 事へ て盡 さざる は、 其の 實是れ 父 

母 を 愛せ ざれば なり。 父母に 於て 十ら 此の 如きと き は、 其の 他の 能くす る は、 利口 

な り 利欲な り 、 之 れ を 見る ベ からず。 

汝 がき 曰戒 むべ し。 其の 終 を 正しく 十る や、 其の 柑を 制する や、 其の 竟に 葬る や、 饋 

； ザの 實， 時 祭の 誠、 朔 望月 rJ 心 風 雷 塞；：： r 時 變世變 に 親 を 忘るべからず。 情の 從に行 
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はず、 唯 だ禮容 をお す。 

汝 がき 戒む ベし。 吾れ 今 喪に 居て、 今 H は 昨日 を 悔い、 今年 は 去年 を悔 ゆ、 皆 „ ^ば 

ず。 且つ 父母 存 十る とき は 喪祭の 書 を 3- るに 懶 くして、 殆ど 禮容 を， S らず。 唯だ哀 

惰を斛 W して 以て 葬 喪の 間に 居り、 其の- S 、僻 器械 禮制 悉く 闕く。 然れ ども 强 ひて 禮 

制に 從 はんと * 爲ば哀 足らず、 故に 唯 だ 哀情に，？.^ せて 以て 葬 喪 を爲十 も、 追悔少 から 

ず。 因って： if の篇を 誌す。 子孫の 予に慣 は ざらん こと を 欲する たり。 
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枕 塊 記 下 追考 

二) 其の 地 

は 今の *>c 省 

葬 を 薄く する の說 

(一一) ！1?s^代 

漢の成 帝の 時， 昌 陵を營 起し、 數年 成らず， 復た延 陵に？ 一 S 歸す。 制度 奢泰 なり。 光 

り  (二)  (一一  1)  * ズ、， f、  「巧) 

書 龍 祿大夫 劉 向上 疏 して 諫めて 曰 はく、 昔 「孝 文 皇帝 覇 陵に 居り、 北 厠に 臨み、 _KSS;:， 

rierl の は^^ぺ"きまむ。近5.ゅき站！^2§:ま^颜？。 意情恰 悲懷、 顧みて 群臣に 謂 ひて 曰 はく、 『嗟 乎 北 

^者、 w^.^  (五)，、 わく  (六) ちよじょ  きりなら  (七 J 

に 至る 山の 石 を 以て 椁と爲 し、 柠絮を 用 ひて 靳陳 ベ、 其の 間に 漆せば、 豈動 くべ けんや』。 i 

, H^) 夕 

fS  ?i の 人、 釋之 進んで 日 はく、 『其の 屮 をして 欲すべく あらしめば、 南山ば I 很大を まぐ と 雖も猶 ほ. 

文 帝に 仕へ、 ひま  うん 

i^^it 隙 あるべし。 其の 中 をして 欲すべく なから しめば、 石惇 なしと 雖も叉 何 ぞ^へん』 と。 

I-  TTTN すに 

lit 夫れ 死者 は 終極な くして 國家 は廢興 あり、 故に 釋 之が 言 は 無窮の 計を爲 すなり。 孝 文 

(八) K 辭下 こ  さと  (八) 

0  焉れを 霜り て 遂に 葬 を 薄く して 山墳を 起さず。 易に 曰 はく、 『古の 葬る 者 は、 厚く 衣す 
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るに 薪 を 以てし、 之れ を 中 野に 藏め、 封 ぜず樹 せず。 後世の 聖人 之れ に 易 ふるに 柁^ 

を 以て 十』。 析槨の 作 は 黄 帝より 始まれり。 黄 帝 は 橋 山に 葬り、 堯は齊 陰に 葬る。 丘 

®: 皆 小に して 葬具 甚だ 微 なり。 舜は蒼 梧に 葬りて ニ妃從 はず、 禹は 會稽に 葬りて 其の 

列 を 改めず。 figf ケ 殷の？ おは 導む る處 なく、 文- 武. 周 公 は畢に 葬る。 桊の穆 公 

たくせんき う  (二)  ちょり し 

は 雍の棄 泉宮に 葬り、 祈 年 館 下の 樗単： 子 は 武庫に 葬る。 皆 丘 權の處 なし。 此れ 聖帝 明 

王 賢 君 智士が 遠く 覽て獨 り 無窮の 計 を 慮れば なり。 其の 賢臣 孝子 も 亦 命 を 承け 意に 順 

つて 簿く 之れ を 葬る。 此れ 誠に 君 父 を 奉安し、 忠孝の 至な り.。 夫れ 周 公は武 王の 弟に 

して、 兄 を 葬る こと 甚だ 微 なり。 孔子 は 母 を 防に 葬る。 古 は 墓して ぃ坩 せず と稱 十。 ^ 

*J»T\ に 、 Ifc  、五一  I る  つ， - 

賴ー" お』" 曰 はく、 『丘 は 東西南北の 人な り、 識 さざる ベから ず』 と。 四に の 坊を爲 

る。 雨に 遇うて 崩る。 弟子 之れ を 修め 以て 孔子に 吿ぐ。 孔子 涕を 流して 曰 はく、 『吾れ 

之れ を 聞け り、 古 は 墓を修 せず』 と。 蓋し 之れ を 非れ るな り。 延 陵の 1^ 子齊に 適き て 

反る。 其の 子、 厳. 博;^" i の 間に 死 十。 へノォ つて 泉に 及ばず、 敛す るに 時 服 を 以てし * 

封坺 坎を掩 ふ、 其の 高さ 隱十 べし。 而 して 號 して 曰 はく、 『骨肉 土に 歸復 する は 命な り。 

魂 氣は则 ち 之かざる なし』 と。 夫れ！ I  • 博 は吳を 去る こと 干有餘 里に して * 1^ 子 は it 


子 曲禮 子 

にあり 

(七) 人が m 

れる ほどの 高 

さの S 

(八) s.» 

本に、 は 1 

本^に 作， 0,0 

云 ふ、 この 方 

よく 通す 

(九) 孔 f^;l« 

曲！； は 子 W 問 

篇に 出.. つ、 m 

しょ-つ-た ,. 

司 は 向 f.3 

なり。 又： gfS 

とも^す。 孔 

子 を 殺さん と 

せし-一と、 論 

？!? 述. €篇 第二 

十二 章に 出づ 

二 〇) 呂氏 

春秋 今^ ほ ft: 

す 

(二)  ？ 

の 註に、 莊 K 

： 土. t い へり。 

$S 文 王 以下 四 

王の 如し 

(二 じ 狭 西 

省內 にあ h- 


り 葬らず。 孔子 往 きて 觀て曰 はく、 『延 陵の 季子 は禮に 合へ り』 と。 故に 仲； は 孝子に 

して 延陵は 慈， 父な り。 舜禹は 忠臣に して 周 公 は 弟 弟な り。 其の 君 親骨 肉 を 葬る、 皆微 

(八 ス^) よろ  (九- 

薄な り。 苟も：^ を爲 すに 非ず， 誡に體 に 便し きなり。 宋の桓 司 馬石椁 せり。 仲： 曰 は 

く、 『速に 朽ちん に 如かず』 と。 秦の 相呂不 章， 知略の 士を 集めて 春秋 を 造る、 亦 薄 葬 

の義を 言 ふ。 皆 事に 明かなる 者な り。 吳王 阁閬に 至 るに 逮 びて 禮に 違 うて 厚く 葬る。 

あば  一： n 

十有餘 年に して 越 人 之れ を發 く。 秦の惠 文. 武 *昭. 嚴襄の 五 王に 及びて、 皆 大いに 

丘 ® を 作り、 其の 捧藏を 多くす。 咸 盡 く 發掘暴 "露 せらる、 甚だ 悲 むに 足れり。 の 

始 皇は驪 山の 阿に 葬れり、 下 は 三 泉 を 鋼ぎ、 上 は 山 坊を崇 くし， 其の 高さ 五十 餘丈、 

周 囘五虽 有餘、 石 椁を游 館と 爲 し- き：：^ 人魚の 膏を燈 燭と爲 し- 水銀 

を 江 海と 爲し * 黄金 を ませ 雁と 爲し * 珍寶 の藏、 機械の 變、. 柏椁 の麗、 宮 館の 盛、 勝げ 

たづ  つ 

て 原ぬべからず、 又 多く 宮人 を 殺し • 生きながら 工匠 を蕴 むる こと、 計る に 萬 を 以て 

數ふ。 天下 其の 役に 苦しみて 之れ に 反 十。 驪 山の 作 未だ 成らず して 周章 百 萬の 師 其の 

下に 至る。 項籍 其の 宮室 營 宇を潘 き、 柱く 者咸見 て發 掘す。 其の後 牧兒羊 を 亡 ひ- 羊 

其の 黎に 入る。 牧者 火 を 持ちて 照して 羊の 失 を 求めし が、 火 其の 藏淳 を燒 く。 古よ リ 

枕 塊 記 下  四 八コ！ 


王 ^  ill  2 


m 鹿 語 频卷第 四十 五  四 八 四 

W やぶ？ W の 今に 至る まで、 葬 未だ 盛なる こと 始皇の 如き もの あらず。 數 年の 間に 外 は項籍 が災, ざ 

卞 なし な し 

^H^^, 被り、 內 は牧豎 の 禍に離 ふ。 豈 哀しから ざらん や。 是の 故に 德彌. '厚き 者 は 葬 彌-薄 

せ り 

二？；〕 項 M  く、 知 愈-深き 者 は 葬 愈- -微 なり。 德 なく 知 寡き は 其の 葬 愈. - 厚く、 丘 il^彌~ 髙くノ 

うる は 

宮室 愈，' 麗しく、 發掘 必ず 速 かなり。 是れに 由り て 之れ を觀れ ば、 明暗の 效、 葬の 士 a 

凶、 昭 然として 見るべし。 周の 德旣 に衰 へて 奢侈と なり、 宣王 賢に して 中興し， 更に； 

： ). 

に」 宮 窒を儉 にし 寢廟を 小に せる が爲 に、 詩人 之れ を 美と す。 斯 干の 詩是れ なり。 上 章 fc! 

■i は 宮室の 制の 如くなる を 道 ひ、 下 章 には子 孫の 衆多 を 言 ふ。 ir?: の嚴公 g に 及びて 宗廟 

I  { 二) 

一  だいいう  そし  (一一 一) 

-， ま を 刻 飾し、 多く 臺照を 築き、 後嗣 再び 絕ゅ。 舂秋 焉れを 刺る。 周宣は 彼が 如くに して 

昌ぇ、 #1  • 秦は 此の 如くして 絕ゅ。 是れ 則ち 奢儉の 得失な り。 晔下 は-伉に 卽 きて 躬親 

ら 節^し * 始め 初 陵を營 する こと 其の 制約 小な り。 天下 賢明 を稱 せざる なし。 呂 陵に： 

うつ  ひくき  たか 

fn)  徙 すに 及び、 坤を增 して 高き を 爲し土 を 積みて 山と 爲し、 民の 墳墓 を發 き、 積む に 萬 

54^ は 數を 以てす。 營起 りて 邑居 期日に 迫 卒す。 gS* ぉチ 功の 費 大萬百 餘、、 S ば" 死す る 者 

じぬ.？  I な  やな  J 

-^. 下に 恨み、 生ける 者 上に 愁 しみ， 怨氣 感動し、 陰陽 之れ に 因りて 以て 饑錢 となり， 物 

.»*.-- つ；.，；！」  (En 

1911 故し 流離 十る もの 十 萬 を 以て 數ふ。 臣 だ 焉れを 悟 ふ、 死者 を 以て 知る こと 


"；^ 出 初 二; で 文 王^ 項 帝 左 fft  --? 

八 バコホ だ；^ ハ？ >    +    , - 1^-  m  -h. 


年 

の紀 |« 喪 m 
條 S 式 S 
に ふ も 卷の王 


禹 '■ii お- i't 如 る 

•  嚳帝 しも ft 
湯 ° •  •  、ffie々 

•  二/ S  a 五ね の 


ありと 爲 さば、 人の 墓を發 くこと は 其の 害 多し、 若し 其の 知る ことなし とせば、 又 安 

んぞ大 にす る を 用 ひん。 之れ を 賢 知に 謀らば 說 ばず、 以て 衆庶に 示す とき は 之れ に 苦 

しむ。 も 以て 愚夫淫 侈の 人を說 ばし むる が 若き は、 义 何ぞ爲 さんや。 陛下 は 慈 仁 篤 

(五) 

美 甚だ 厚く、 聰明 疏達世 を i 益 ふ。 宜しく 漢 家の 德を弘 め 劉 氏の 美 を 崇め、 五 帝 三 王 を 

光昭すべし。 而 るに 顧 1^ な つて 暴秦亂 君と 競って 奢侈 を爲 し、 丘 態 を 比 方して 愚 夫の 

目を說 ばし め， 一時の 觀を隆 にして 賢 知の 心に 違 ひ、 萬 世の 安き を 亡 ふ。 臣竊に 陛下 

の爲に 之れ を 羞づ。 惟 だ^ 下 上 は明聖 なる 黄 帝 • 堯. 舜. 禹.. • 文. 武. 周 公. 仲 

I  の 制 を覽， 下 は 賢 知なる 穆公 . 延 陵. 樗里 • 張釋 之が 意 を觀、 孝 文 皇帝が 坡を 去り 

Mu^^ 葬 を 薄く し， 儉を 以て 祌を 安ん ず、 以て 則と 爲 すべし。 案の 昭. (始) 皇は山 を 增し厚 

1 た. ひ 之れ も  を さ 

漆して. f」 く藏 め、 侈 を 以て 害 を 生ず、 以て 戒と爲 すに 足る。 初 陵の； il は 宜しく 公卿 大臣の 議 

と出づ  , - 

ilis^s^- に從 ひ、 以て 衆庶 をお はしむべし。 書して 奏す」。 上 甚だ 向が 言に 感ず。 而れ ども 其 

. つ。 S^IW は 成 

陽 m 下の 林に の 計に 從ふ能 は ざり き。 

て お 所と  初 二 年」  (4P) 

ゆ i 餽の文 帝 皇初ニ 年 十月、 首 陽 山の 東に 表して 壽 陵と 爲す。 帝 自ら^ 制 を：^ りて 曰 は 

々しるこ  (八〕 

スー なかり しと  へき つく  ほろ ぶる  一九) 

な り  く、 「禮 に國君 位に 卽 きて 捭を爲 る は、 存 して 亡 を 忘れざる なり。 昔堯 をば 穀 林に 葬り 

ft 塊 記 下  四 八 五 


二〕  hMO 

(二〕  V にて 

IgwJC 代 b に 

し. ttow;- の 

(K)  》 の 人 

(C  »«u 

& する •，*! 

や 二  *；： に 仕 ふ- 

. 平 ヘム €  tJBte 

t なる 

(六) と 

も？、  iVS 

ヘムの « "！ f に 1- 

て に 在. 9 

ぶ X 八 J 椅 

會 は r;2. ぶ •_» 

本に よく 
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て 通じて 之れ に樹 す、 vffi をば 會稽に 葬りて 農 は 畝 を 易へ ず。 故に 山林に 葬る とき は 出 

林に 合す。 封 樹の制 は 上古に 非ざる なり。 吾れ 焉れを 取る ことなし。 壽陵は 山に ほり 

て 體を爲 し >  封 樹を爲 す ことなく、 寢殿を 立て 園邑を 造り 神道 を 通ず る ことたし。 火 

わ 葬は藏 むるな り、 人の Hf- る を 得 ざらん こと を 欲するな り。 骨 は 痛お の 知な く、  、} ^は 

棲祌 の， に 非ず。 鱧に 慕 祭せ ざる は 存亡の 膝れ ざらん こと を 欲するな り。 柁 を爲る 

は 以て 骨 を 朽ちし むる に 足り、 衣 八.^ は 以て 肉 を 朽ちし むる に 足る のみ。 故に 吾れ 此の 

丘 城 を不 食の 地に營 むは、 易代の 後 をして 其の 處を 知ら ざら しめん こと を 欲し、 if ル炭 


を 施 十な く、 金銀 銅鐵を むるな. 


. 瓦 器 を 以て 古の 塗 車 の義に 合し，； 


は但だ 際會を 漆す る こと 三 過， 訳 含 以てする ことなく * 珠玉 施す ことなし レ ^MKK 

は 諸 ~ の 愚 俗の 爲す 所な り。 季孫 は與. を 以て 斂す。 孔子 級 を歷て 之れ を 救 ふ。 之れ 

を K を 中原に 暴す に譬 ふ。 宋公 厚く 葬る。 君子 は 華 元. 樂？ 呂が 不臣 を 謂 ひ * 以て 君 を 

惡に棄 つと 爲す。 漢の文 帝の 霸陵 を發 かれざる は 求む る もの 無ければ なり。 光武の 

陵 を 掘られし は封樹 すれば なり。 霸 陵の 完き は功釋 之に 在り、 原 陵の 掘られし は 罪 明 

<七)2 れ)  さ 2)  、 ， ， 

帝に 在り、 而 して 釋 之が 忠は 以て 君 を 利し， 明 帝の 孝 は 以て 親を辔 す。 忠臣 ネ子 は. {1 


しく 仲 尼 . 丘 明 . 釋 之が 言 を 思 ひ、 華 元 . 樂_«1： . 明 帝の 戒を驟 み、 其の 君 を 安んじ 親. 

しづ 

を定 むる 所以 を存 して、 魂靈 をして 萬 載 無 危なら しむべし。 斯れ 則ち 賢聖の 忠孝な り。 

古より 今に 及ぶ まで、 未だ 亡びざる の國 あらず、 亦 掘られ ざるの 墓な し。 喪亂 以來漢 

氏の 諸陵發 掘せられ ざるた く、 乃ち 玉 1^ 金 樓を燒 取り、 骸骨 幷せ盡 く。 是れ焚 如の 刑 

は な は  (.S  -. 

(九) ---| なり。 豈重だ 痛ま ざらん や。 禍は厚 葬 封樹に 由れ り C 其の 皇后 及び 貴人 以下  >  王の 國 

  5 一 

かん 

に隨 はざる 者 は、 終に 沒 する あれば 皆 澗の西 前に 葬る、 叉 以て 其の 處を 表す。 蓋し 舜 

は 蒼 梧に 葬り、 二 妃は從 はず。 延陵は 子 を 葬る こと 遠く 羸. 博に 在り、 魂 は 而も 靈ぁ 

りて 知らず と 云 ふこと なく、 一  澗の間 も 遠し と爲 すに 足らず。 若し 今の 詔に 違 ひ、 妄. 

0  二) 

りに 變 改造 施す る あらば、 吾れ 厂を 地下に 戮 すと 爲 さん 一 と。 

唐の 貞觀九 年、 高祖 崩ず。 詔して 山陵の 制度 を定 む。 漢の長 陵の 故事に 依り、 0 

I：  す- やか  0 三) 

漏； i, 務めて 崇厚 を.. &し， 時限 旣に 促に して 功役勞 弊す。 虞 世 南 封 事 を 上りて 曰 はく、 

「臣 聞， 


i の 句 あり、 

とほす、 亦 明 

かなら す や」 

(一〇) 川の 

名 . , 

ニー) 前 ar 

ra 八 二 H 參照 

( 一 二) 諫- 志 

引用^ る 

( 一 一一 一) 始め 

隋に 仕へ 後 su 

の 太 i- ポに仕 ふ、 

承 者な り、 歿 

して^ 部 尚 書 

らる。 以 

下の 文 ね ® 

*: の «±i 南傳 

の なり、 

は- & 木と 

め 相； fs を ーポす 


古 の 聖帝明 王 が 薄 葬す る 所以の もの は、 崇高 光明 珍寶 異物 を 以て 其の 親 を 

(畢 く) 

厚く する こと を 欲せざる に は 非ず、 然も 蕃 にして 之れ を 言へ ば、 高 墳厚壟 珍 物の 必ず 

SS  わ-つら ひ 

備 はる は， 此れ 通じて 親の 累を爲 し、 孝と 曰 ふに 非ざる なり。 是を 以て 深く 思 ひ 遠く 

沈 塊. 記 下  四 八 七 


二) 

文 はこの 間に 

約 I の 文 


(二) 馴錄品 
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慮りて、 ^薄に 安んじて 以て 長久 萬 代の 計 を 爲し， 其の 常 情 を 割き 以て 之れ を定 むる 

萬 代の 

. 漢文 


のみ。 今 丘 を爲る こと 此の 如し。 其の 內珍 寶を藏 めず と雖 も、 亦無ハ 倫な り 

後、 人 は 但だ高 坡大冢 を 見れば， 豈 金玉な しと 謂 はんや.^ 臣が 愚計 は 以爲ら 


の 霸陵は 旣に山 勢に 因り 坡を 起さず と雖も 自然に 高敞 な.^  C 今の ト する 所の 地勢 は卽 

ち 平たり * 起さざる ベから ず。 宜しく 白 虎 通に 陳 ぶる 所の 周の 制に 依りて、 三 似の- 坩 

を爲 るべ し。 其の 方、 制度に 中り 事々 减 少して、 事竟 るの 日に、 石 を 陵 側に 刻み、 今 

封)  (E- に し) ニニ  もち 

封の 大小 高下の 式 を 書し， 明 器に 須 ふる 所 は 皆 瓦 木 を 以てし、 禮の 文に 合せ、 一 も 金 

銀 銅 鐵を用 ふる を 得ず、 後代の 子孫 をして 並に 皆 5^ 奉せ しむ。 一通 は 之れ を 宗廟に-威 

む， 豈 美なら ず や。 且つ 臣下の 除服 は 三十 六日 を 用て す。 已に霸 陵に 依り 今 境^ を爲 

ニニ)  ({H5 しとす る 听) 

り、 叉 長 陵 を 以て 法と 爲す、 (恐らく は) 依る 所に 非ざる なり。 伏して 願 はく は * 深く 

古今 を覽て 長久の 慮を爲 さん こと を。 書して 奏す」 と。 報いられず。 虞 世 南 叉 上疏し 

,  ナなは  (五十) 

て 曰 はく、 「漢 家は卽 位の 初め、 便ち 陵墓 を營 み、 近き 者 は 十 餘歲、 遠き 者 は 十五 年 

にして 方に 始めて 成就す。 今數 月の 間 を 以て 數十 年の 事 を 造る。 其の 人力に 於ても 亦 

(S に)  (目) 

以て 勞す。 漢家 は大郡 五十 萬戶， 卽 曰の 人 衆 未だ 往時に 及ばず して、 ェ役 之れ と 一等 


s  の 太 

宗の g 臣、 s 

東 討 ほに 從ひ、 

幽 州に 至り 病 

？  —il ！ 


(五) 公平な 

る判斷 

(六) 《 太宗 

の 名 相、 社 如 

晦と せら 


(七) 天子が 

生前 中 あら か 

じめ しの 陵 

も 作らせし な 


なり。 此れ 臣が疑 を 致す 所な り」。 ヌ 公卿 上奏して 遺 詔に つて 務めて 節 儉に從 はん 

しんぶんほん 

こと を 請 ふ。 太宗 乃ち 中 書侍郞 S 今 文 本に 令して 謂 ひて 曰 はく T 朕 一 に 遺 詔の 如く せん 

と 欲す。 朕が 臣 子の 心 頓に儉 素を爲 すに 忍びず。 如し 朕が 崇 厚の 志に 稱 へんと 欲せば 1 

復た百 代の 後廢毀 の 憂 ある を 免れ ざらん こと を 恐る。 朕 之れ が爲に 自決す る こと 能 は 

S) 

ず、 卿 等の 平 章に 任す。 必ず 所 を 得せし めて 朕 を 不孝の 地に 置く こと 勿れ」 と。 W1 り 

て 虞 世 南が 封 事 を 出し、 所 司に 付して 詳に議 し 以て 聞せ しむ。 司 空房玄 齢等議 して 曰 

はく  、「謹みて 按ずる に、 漢の 高祖の 長 陵 は 高さ 丸 丈、 光武の 陵 は 高さ 六 丈、 漢文. 魏 

つ：  おも  はた は 

文 は 並びに 封せ ず樹 せず、 山に 因りて 陵を爲 る。 竊に以 ふに、 長 陵の 制度 は 過 だ宏侈 

たり、 二 文規を 立て， 叉 俗 を 1? むる を 傷む。 光武 は 中 輿. の 明主に して、 多く 典故に 依 

ところ おも 

り；！^ つて 成 式と 爲す。 實に 宜しき 攸と謂 ふ。 伏して 願 はく は、 仰ぎて故命に；^^ーひ、 俯 

して 禮經に 順 はん」 と。 詔して 曰 はく、 「朕旣 に 子たり， 卿 等は臣 たり、 愛敬 極り く、 

義は猶 ほ ー體の ごとし。 固く 節 儉を陳 ベて 朕 をして 不義に 陷る を容す ことな かれ。 今 

便ち 敬み て 來議に 依らん」 と。 是に 於て 山陵の 制度 頗る 滅省 ありき。 

十八 年、 帝 侍臣に 謂って 曰 はく、 「昔 漢家は 呰先づ 山陵 を迭 り、 旣に 始終 を 達し 身復 
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( 1 ) 今： f K- 


(二)  S 

(三) fr" 


た 親ら 昆る。 又 子孫の 輕驁を 省き， 頓に人 功を费 さず。 古 は 山に 因り 坊を爲 る。 此れ 

き. r そ 5  -ー， L よ-つけい ぜっ  ほ 

誠に 事に 便 あり。 九 緩 山 は-低 聳. 迥絕 なり， 因りて 旁に 山棱を 置くべき 處 を^らば、 朕 

が 終焉の 理 あらん」 と。 乃ち 詔して 山陵 を 九 嫁 山の 上に 營み、 一松 を容 るるに 足る の 

み。 務めて 儉 約に 從ふ。 叉 佐 命の 功臣 は義 深き こと 舟 の ごとし、 在 昔 を 追 念す るに 

何れの 曰か 之れ を 忘れん。 漢 氏の 相將は 陵に 陪す。 义東園 祕器を 給して 終 を 篤く 十る 

の義， 意 深 摩な り。 今より 以後 功臣. 密戚 及び 德業時 を 佐け し 者 は、 如し 化. U あら 

ば や 地 一所 を 賜 はり、 及び 賜 ふに 秘器を 以てし、 窀梦の 時 をして 喪 事に 闕く ことな か 

らしむ。 凡そ 功臣 密戚の 陵 葬に 陪 する を 請 ふ 者 は 之れ を し， 文武 を 以て 分ち て 左む 

'$ ン as の ー！？ さ n 丈 

ふ \Ps し マ. 夕 I?  HT-<E±. 


*- 义！ tjw に 出 


喪 を 短く 十る の 失 

漢の文 帝 後 七 年 夏 六月、 帝 未 央宮に 崩す。 遺 詔して 曰 はく  、「朕 之れ を 聞け り、 娑 i し 

. 犬 下 萬 物の 萌生 十る もの、 死 あらざる 酷し。 死 は 大地の 理， 物の 自然な .r。 奚ぞ^ だ 


哀 むべ. t んゃ。 當 今の 世 は 或 生を嘉 して 死 を惡み  >  葬 を 厚く して 以て 業 を 破り、 服 を 


<■ 五) 喪服の 

一 種 

(六〕 ^服の 

祭 

「七) 後 I* の 

ゆ 者， 

お： 名な 

り。 此の所 謂 

は、 の 註 

に 述べ しと こ 

ろな り 

(八) 劉 ST 

ヘム. ％ ひ なり。 

砵 "a  H タ. g 

巧*^と共に資 

おつ 編み- 

L、 ぉ中^«舍 

人に 1^ る。 以 

下の 文 は 

文 S 紀の 註に 

屮に つ、 恨し 拔 

萃 にして 前後 

も铘 じお る 部 

分 t り 

(九) 被ち た 
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重く して 以て 生 を 傷る、 吾れ だ 取らず。 且つ 朕旣 に不德 にして 以て 百姓 を くる こ 

となく、 今 崩 じて 又 入 をして 重 服 久しく 臨みて 装：： おの 數に 權！ ^1 り， おひ、 人の 父子 を哀 

ましめ、 長老の 忐を慯 ひ、 其の 飮貪 を損ぜ し： め、 鬼神の 祭祀 を 絶た しめ、 以て 吾が 不 

德を 重ねば、 IK 下 何し-か 謂 はん。 朕 は 宗廟 を 保つ を 獲て， 眇々 の 身 を 以て 天下 君 王の 

上に 託する こと 二 ト有餘 年な り。 大の靈 と 社稷の 福に 賴 りて、 方內 安寧 兵 革 ある こと 

麼し。 朕 to^ に 不敏に して 常に 行 を 過ちて 以て 先帝の 遺 德に羞 づるを 畏れ、 惟 だ 年の 久 

長に して 終らざる を懼れ たり。 今 乃ち 幸に 天 年 を 以て、 復た 高廟に 供養 せらる る を？.：： 

たり。 朕が 不明なる や 之れ を嘉 ぶ、 其れ 奚の哀 念す る ことか 之れ あらん。 へ _ ；；: 

讀" 膨れ y は。 其れ 下のお 民に 令して、 到りて 出で 臨まし め、 三日に して 皆 服 を釋き 

婦を 取り 女 を 嫁し、 祠祀飮 IS 食肉 を 禁ずるな し。 服 は大紅 十五 日， 小 紅 十四 曰， 纖七 

i 一  「六 一  した が 

3 こ ^cnK^-it  ~c 紅 は 功な り。 纖は韁 なり。 此の 喪 制 は 文 帝. E ら r しれが 意に 率って 創めて 之れ を爲 す。 周^に 取る 

日に し マ 月 を iiflDJ こと ありし に *ざ るな り。 何 爲れぞ H を W て HT に 易 へん や。 一 一一 年の 喪 は 其の實 二十 七 n: なり、 a 

三十 六 H-_ 力-文 あらん や。 _e は X.V-H: なきな り。 應 S が 所謂 H を 

以て H? に ふるの 說は なり。 近代の * 者 因循して 尤も 差へ. 5。 

(八)  や 

公 非 劉 氏が 曰 はく、 「文 帝の 制に、 此の 喪服の 斷 むる は、 已に 葬りた る 後より なり。 

其 の *f だ 葬ら ざ る 前 に 靳衰 に 服す 。 漢 の 諸 帝 は 崩 じて より 葬に 至る まで 百餘 H: な る も 


^ 鬼 ， し -ト 
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の あり。 未だ 葬ら ざれば 服 除かず。 按ずる に *  方 進の 傳に、 後 母 終る * 旣に 葬りて 

三十 六日に して 起ちて 事を視 ると。 身漢の 相に 備 はるを 以て 敢へ て國 家の 制を踰 えず „ 

此れ 其の 證 なり。 說く者 遂に：： n を 以て 月に 易へ、 又旣 葬の 日 を通ぜ ざる は. 皆 大いに 

あやま  かんが  「七 

終れり。 之れ を ふるに、 文 帝の 意 は旣に 葬りて 重 服 を 除く の 制な り。 大杠. 小 紅 は 

漸く 吉に卽 く 所以の み.  一 C 致 堂の 胡 氏 曰 はく、 一， 文 帝 は 喪 紀を滅 節し， 萬 世の 教貢を 負 

ふ。 小 仁 を 以て 大仁を 害す， 固に 罪 あり。 然れ ども 遣 詔に 論す 所の 者 は- 吏 民 を 謂 ふ 

のみ。 太子 嗣君豈 吏 民な らん や。 而 して 景帝は 此の 文 を 冒し 用 ひて， 乃ち 自ら 三年の 

制 を 短む。 是れ君 父の 爲に 斬衰を 服せ ざる こと 景 帝より 始まれり。 且つ IK 子の 服を遂 

ぐる こと 三年たら ざる 所以の 者 は 何の 謂ぞ や。 政事 を妨 ぐと 謂 はんか、 財 用 を 費す と 

謂 はんか、 攝 政の 入を妨 ぐと 謂 はんか。 政事 を妨 ぐと 謂 はば、 孰れ か國 家の 大 憂より 

先な らん。 財 用 を 費 十と 謂 はば、 卽ち 以て 悅 びと 爲 すべから ざる を 得ず。 財 用 は 固よ 

り 禮を行 ふ 所以 なれば なり。 攝 政の 人を妨 ぐと 謂 はば. 堯舜 より 周の 末に 至る まで、 

未だ 攝 政の 入に して 喪 君の 國を奪 ふ 者 ある を 聞かず。 臣民 _ 嫁 娶祠 祀を爲 すの 故に 至り 

て は， 則ち 輕 きを 用って 重き を 費す ものにして、 尤も^なら ずと 爲す。 之れ を 校る- - 


f 五) sa- 。武 

$ 後出 九 六 

(六) ぉ秀と 

杜 £,。  秀は 

g の武 帝に 仕 

へ lH-i;r: となる。 

この 人の « 後 

に 出づ， 杜； S 

は 晉 の武 帝に 

仕 へ 多く 

に 勒む， 又 a- 

^にして 春秋 

其 他 著述 多し。 

この 事後 出 四 

九九 K» 照 

(じ) ；«s,i 八 

0.  ふ 心 は、 

ぉ狄^ して 

中國の 文化 4 

1^ へしな り 

(八) 朱* の 

有名な 

h . この 引 ffl, 

文^ 通. 卷十 

B:> 玉お 十五 

(九) 化. ま 語 SiH 


理を 以てし、 之れ を稽 ふるに 事 を 以てする に * 1 として 町なる ものな し。 堯舜 三代 を 

法と せず して 乃ち 安然と して 刻薄の 景帝を 以て 師と爲 し- 戒懼 十る 所な し。 特だ謂 ゆ 

る 位 勢 尊隆 にして 以 て 自ら 便な る を 得る ものな り。 是れ理 義の大 た る こと を 知ら ざ る 

なり。 〔？ 《一々 たる 千載， 惟 だ晉武 古制 を 行 はんと 欲して、 裴*杜 が 邪 說に尼 めら る。 獨 

り： g の ネ文は 天性 仁 厚に して 斷 以て 疑 はず、 盡く禮 文に 合せず と雖 も、 而も 哀戚の 情 

杖 緩に 溢れ、 其の 史を讀 む 者、 猶ほ恻 然として 感動す。 其の 人となり を 想 見す るに、 

(七  >  な 

『夷狄の 君 ある は 諸 夏の 亡きに は 如かざる なり』 と 謂 ふべ きなり。 豈 惜しま ざらん 

や」 と。 馬 端 臨 曰 はく、 「後の 儒者 皆 以て 喪 を 短く する こと 孝 文の 遣 詔より 始まれり と 

われ  かんが 

爲 して、 以て 深く 幾る こと を爲 す。 然れ ども 愚 之れ を？ K ふるに、 三年の 喪 は 春秋 戰圏 

f.5  二 0)  (^) ものい 

より 以来 未だ 能く 行 ふ 者 あらず。 子 張 問 ひて 曰 はく、 『書に 云 ふ、 髙宗は 諒闇 三年 言 は 

ずと * 何の 謂ぞ や』。 子 曰 はく、 『何ぞ 必ずしも 高宗 のみな らん、 古の 人皆然 り』 と。 

蓋し 時 君 未だ 三年の 喪 を 行 ふ 者 あらす。 故に 子 張 疑って 之れ を 問 ふ。 而 して 夫子 答 ふ 

るに 古の 禮は皆 然る こと を 以てす。 蓋し 亦 今人の 行 ふこと 能 は る を 嘆くな り。 隙の 

文 公 喪禮を 孟子に 問 ひ、 三年の 喪 を 行 はんと 欲す。 父兄 ぼ宫皆 欲せず して 曰 はく、 吾 

化 jp  F  四 九 一 一一 
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が宗國 #： の 先君 は 之れ を 行 ふこと 莫し、 吾が 先君 も 亦 之れ を 行 ふこと 莫 しと。 は最 

も禮を li?^ るの 國 たり。 夫子 其の ー變 して 以て 道に 至るべき こと <Vj 稱 十る も * 而も W ほ 

此れ を 行 ふ 能 は ざれば、 他國は 知るべし。 漢の 初め、 禮文大 i 皆 秦の舊 を 承く。 

禮義を 無す る 者な り。 其の喪禮固に*^セへ きたし。 然れども杜預が言はく、『に！^-は書籍 

を潘 きて 意に 率せ て 行 ひ、 上に in- し 下 を 抑 ふ。 漢祖は 草創して 因りて 革め ず、 乃ち 天 

下 を 率 ゐて皆 重 服 を 終へ、 旦夕 哀 臨し， 紫 r 鲁を 經摧， し、 嫁^ 飮酒 食肉 を 禁.^ 」 し、 制 情 

に稱 はざる に 至る』。 是を 以て 孝 文 遣 詔して * 斂畢 りて 便ち 葬り、 葬り 畢 りて 杠. B を 

制する の 文 あり。 是れを 以て 之れ を觀 ると き は、 孝 文の 意 は， 大概 "なへの せ 法 を 革む る 

ニニ  ら 

こと を 欲 十る のみ。 蓋し 古人の 所謂 『喪に 方 ふこと 三年』 と は、 所謂 犬 王の 爲に 斬衰 

する もの、 亦 以て 父に 事 ふるに 資 りて 以て 君に 事 ふるな り、 其の 義當然 なり。 然るに 

、三；  ( 巧 . 

^弓に 言 はく 、『天子 は 崩 じて 三日に 祝先づ 服す。 五日に 宫長服 十。 七日に 國 中の 男， i:- 

服す。 三月に-； K 下 服す』 と。 又 言 はく、 『君の 喪 は 諸.' の 達 官の長 杖つ く』 と。 則ち 亦 

未だ 嘗て 其の 官の 崇卑、 情の. Jffi 深に 內 りて 隆殺 十る 所 あらず。 泰は 務めて 君 を 尊び 臣 

を 卒し めんと 欲して、 之れ を驅 るに 一 切の 酷 法 を 以て 十。 意 ふに 其の： y: の 臣民 を 令す 


る 所以の 者 * 哭 臨の 期、 衰 麻の 制、 必ず 刻 急に して 人情に 近から ざる 者 あらん。 是つ J 

lf、)： 前ば 以て 帝 其の 蔽を 矯め、 其の 重 服 を 偉して 大功 小 功の 纖を爲 り、 其の 久臨 を釋 して 三十 

糸パ 糸と 出つ  (六 一 

へ ，：1 L んたぃ  そし 

^  六日と 爲す。 詔 語忠厚 懇惻. 異時振 貸勸課 等の 詔と 與に皆 仁人の 言な り。 豈臂 るべ け 

んゃ。 帝の 詔 は 固に 嗣 君の 爲に 設けず、 而 して 景 帝の 喪 を 短く 十る も 亦 初めより 遣 詔 

に緣ら ざるな り。 何と なれば、 蓋し 古 は大子 七月に して 葬り、 諸侯 五月に して 葬る。 

通 喪 は 必ず 三年 を 以てすと 雖も、 然れ ども 亦 葬 後 を 以て 吉に卽 くの 漸と爲 す。 宋の 

公 卒す。 未だ 葬らず して 喪 公 諸侯に 葵 丘に 會十。 故に 書して 宋 子と 曰 ふ は 之れ を 

(七) たつこ- リ  けき り や-つ 

(七) i なり。 .：！！〕 の igK ム 卒して 旣に 葬る。 未だ 喪 を 終へ ずして 平 公 諸侯に 溟 梁に 會す。 則ち 書 

ヘム 十六 年に 出  『た， 

Jo  する に ぜ侯を 以て 十。 晉の獻 公 卒して 奚齊 未だ 葬らず して 殺に 遇 ふとき は 君の 子 卓 i 

(ん 地) IS へ，； の 稱し， 旣に 葬りて 弑に遇 ふとき は 則ち 君し- 稱す。 未だ 葬らざる とき は 其の 君と 爲 てべ 

からざる こと 明かな り。 春秋より 以來 諸侯 多く 五月の 制 を 守る 能 はず。 蓋し 急に 吉に 

； レと ^する. 5.i!  }  0 袋の 文 ヘム、 -i" ぬに せる。 未だ 命戒 あらす。 蓋し 孟？ 十 海 ふるに 一一 一年の 喪 を W てす と雖 も、 Jsy- 

メ i に/と：？ ミ 文 公 tii に 能： 五 n: 未だ 18；； らざ るの 前 誼1<  の 制 を 守る のみ。 然れ ども 亦- Jpi 時に 無き 所な リ。 秦 

二  0) 今 河 の 始皇に 至りて、 七月 沙丘に 崩ず る を 以て、 九月 葬る。 漢の 高祖 崩 じて 凡そ 二十 三日 

北 半鄉縣 の-  . 

1^  にして 葬る。 葬の 一 日に して 惠 帝位に 卽く。 文 帝 崩 じて 凡そ 七日に して 葬る。 葬の 三 

は 塊 記 下  四 九 五 
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す f やか 

日に して 景 帝位に 卽く。 蓋し 葬 期 愈-促な り。 必ず 葬りて 位に 卽 くもの は、 其の 吉禮 

を 以て 位に 卽くを 知るべし。 必ず 葬 期 を 促に 十る は、 其の してへ.！^ 陰 三年 十る 能 は ざ 

る を 知るべし。 景 帝の  > ぬ ふ 所の もの は惠 帝の 法な り。 惠 帝の； ぬ ふ 所の もの は舂 秋以來 

亡秦に 至る までの 法の み。 豈孝 文の fl 返 詔 之れ を爲 さんや。 劉 公 非が 言 はく、 『楚方 進が 

後 母 死して 葬 後 三十 六日に して、 起ちて 事を視 る。 身漢の 扣に備 はるを 以て 敢 へて！； 

家の 制 を^えず、 以て 明 證と爲 す』 と。 然れ ども 孝 文の 詔を詳 にす るに * 旣に „1 君の 

爲 に^けざる も， 亦 未だ 嘗て 所謂 三十 六日 を 以て 臣下と して 私の 喪に 居る の 限 制と 爲 

さざる なり。 俗吏 孝敬に 薄く して 榮祿に 耽る。 是を 以て 並に 此の 詔の に緣 り、 遂に 

短 喪の 法 を 立て， 以て 其の 私 を 便に 十。 方 進が 時に 至りて 遂に 指して 漢 家の 法と 爲す 

のみ 一。  - 

晉の文 帝の 喪に 臣民 皆權 利に 從ふ、 三日に して 除服す。 旣に 葬りて 武帝も 亦 除 十。 

然れ ども 猶ほ素 冠 蔬食哀 毀して 喪に 居る 者の 如し。 秋 <： 月 帝 將に崇 陽 陵に 謁せん とす"^ 

群臣 奏して 言 ふ、 「秋： ：ぉ 未だ 平 かならず、 帝 悲感摧 傷 せんこと を 恐る」 と 。帝日 はく、 

「朕 山陵 を奉瞻 する こと を ST 體氣 自ら 佳なる のみ」 と。 又 詔して 曰 はく  、「漢文の-. K 


も i  TH 進ス て^' へ ffi 卒 も；? 射 子:^ 
な 多のと し 帝 刚 'じ？^ す 得 ilE  ' 、ご 

R 少 文な てに! H 博 する て 事 都 尚 
じ異 《«1 る 司 化 、-3 ネとゃ 、 書 字 

な 15  。諫へ 蕾に は 、そ 衆 荆右は 
る 補 以校累 のし 休 J ちの 心 州 僕 « 


下 をして 哀を盡 さしめ ざり し は、 亦 帝王 至 謙の 志な り。 當に 山陵 を る、 何ぞ 心に 服 

なからん」 と。 其の 議衰経 を 以て 行 はれ、 群臣 自ら 舊 制に 依る。 尙書令 裴秀奏 して 曰 

はく、 「陛下 旣に 除して 復た 服す、 義 依る 所な し。 若し 君 服して 臣服せ ざれば 亦 之れ 敢 

へて 安ん ぜ ざるたり」 と。 詔に 曰 はく、 「患 情跃 及す る 能 はざる のみ。 衣服 何ぞ 在らん * 

(二)  § 

諸君 勤々 の 至りな り、 5;n#_ り も 相違 はんや」 と。 遂に 止む。 中 軍の 將軍羊 i£、 傅 玄に謂 

つて 曰 はく、 ニニ 年の 喪 は 責と雖 も 服を遂 ぐる は禮 なり。 而 して 漢文 は 之れ を 除き 禮を 

毀り 義を傷 ふ。 今 主上 は 至孝に して 其の 服 を 奪 ふと 雖も、 實に喪 禮を行 ふ。 若し 此れ 

に 因りて 先王の 法を復 せば 亦 善なら ず や」 と。 玄曰 はく、 「日 を 以て 月に 易 ふること 已 

に數 百年、 一 旦 古に 復 さん こと は 行 ひ 難き なり」。 砧曰 はく、 「天下 をして 禮の 如くな 

.  しばら  まさ 

らしむ る 能 はざる も、 且く 主上 をして 服 を 遂げし むる は猶ほ 愈らず や」。 玄曰 はく、 

「主上 除せ ずして 天下 除せば、 此れ 但だ 父子 ありて 復た 君臣な きなり」 と。 乃ち 止む。 

戊辰、 群臣 奏して 服 を 易へ 隨に復 さん こと を 請 ふ。 詔に 曰 はく、；： 幽冥 を感 念す る 毎に、 

そ てつ  ま さ 

S) 喪服に 而も ぼ. 桂の fM を 終る を 得ず， 以て； 5^ 痛と 爲す。 况ゃ稻 を 食 ひ 錦 を 衣る，」 らん や。 適 

用 ふろ 麻繩  ， 

に 其の 心を激 切す るに 足る、 以て 相 解く 所に 非ざる なり。 朕 本と 諸 生な り、 家に 禮を 

枕 塊 記 下  四 九 七 


二)  s.^ 

おは^ 十 一 

S に、 *f 我が 

r 一年の 喪 を 短 

くす る こと を 

孔 f^- に ra ふ。 

孔子お * とし 

て モの な 

るち 述ぶ 

(二) れ下葺 

志に 出づ 

(三) 

小 

菜 

(六) i» 

ち sa- 後の祭 

(七) .& の刘. 

今め-牛 》!E 時 


< 化、 

一部 
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0 へ 來る こと 久し。 何ぞ 一 旦の 便の ために 此の 情 を 所 天に 易 ふるに 至らん。. 相從 ふこ 

と已に 多し。 孔子が 宰 我に 答 ふるの 言 を 試 省せば， 紛；^ を 事と 十るな し」 と。 遂に 疏 

素 を 以て 三年 を 終る。  - 

： 二  111) けん し 

泰始四 年皇太 115 崩ず。 有司 前代の 故事 を 奏す。 (曰 はく) 「倚 1- の 中に &縑を 施き 帳 

薄 は 素な り。 床 は 布巾 を 以て 薪む。 革紹. 蒙 版 *聲 細. 犢車は 皆縑を 施き て凑 む」 

と。 詔して 聽 さず。 但だ布 衣 車 を 以てせし むる のみ。 其の 餘の 喪に 居る の 制 は 禮文を 

き 

改めず。 有司 叉 奏す、 「大行 皇太后 は當に 四月 廿 五日 を 以て 安 暦す。 故事に、 虞に は，； 兹 

(七) 

服 を 著け、 旣に 虞して 除く、 其の 內外 の官寮 は 皆 朝に 就き， 啼に 位に 臨み 服 を 御 しん， 仏 

やど 

りて 各- -.^ る 所に 還り、 衰服を 除す」 と。 詔して 曰 はく T 三年の 喪 は 天下の 逹禮 なり。 

終身の 愛 を 受けて 數 年の 報な し， 奈何 ぞ 葬りて 便ち 吉に卽 かん。 情 忍びざる 所な り」 

と。 有司 又 奏す、 「世に 險易 あり 道に Jif: 降 あり. 遇 ふ 所の 時 異なり * 誠に 由 ある こと 然 

ゆるがせ  お ま 

り、 禮 を^に する に 非ざる なり。 方今 戎馬 未だ 散ぜ ず， 王事 至って 殷く、 交. -ig らく 

聽斷 して 以て 廣績を かすべし。 昔 周の 康王 始めて 翌 室に 登り、 猶ほ 门菟を 戴きて 朝に 

臨む。 漢瑰に 降りて は旣に 葬りて 除釋 す。 諒 陰の 禮は遠 代より 廢十。 ^だ 降下 髙宗の 


制 を 割ぎ て當 時の 宜しき に從 はんこと を」 と。 詔に 曰 はく、 「夫れ 三年の 喪 は 情 を盡し 

禮を 致す 所以な り。 葬りて 巳に 便ち 除く は堪 へざる 所以な り。 吾が 哀懷を 叙ぶ るに 當 

りて、 用て 斷絕 せんこと を 言 ふは柰 何々々」 と。 有司 又 固く 請 ふ。 詔に 曰 はく 、「孝 を 

篤く する 能 はず、 ！^^傷を以て憂と爲す勿れ。 誠に 衣服 は 末 事の みなる を 知る。 然れど 

も 今 思 ふに、 草 土 を存し 率に 當に吉 物 を 以て 之れ を 奪 ふ は、 乃ち 重く 傷む 所以に して， 

心に 見 念す るに 非ざる に 至る。 ；母 代の 禮典質 文 は 皆 同じから ざるの み、 何 爲れぞ 限る 

に 近 制 を 以てして 達 喪 をして 闕然 せしめん や」 と。 群臣 又 固く 請 ふ。 帝流涕 久しくし 

て 乃ち 許す。 然れ ども 翁 ほ 素冠蔬 食して 以て 三年 を 終る こと 文 帝の 喪の 如し。 

同 十 年 武元楊 皇后 崩ず。 旣に 葬りて 帝 及び 群臣 喪 を 除きて 吉に卽 く。 是れ より 先尙 

甞祠部 奏す。 博士 張靖が 議に從 ひ、 皇太子 も 亦 制に 從 つて 倶に服 を釋 く。 博士 陳逵議 

して 以爲 らく、 「今の 制 は 依る 所、 蓋し 漢の 帝の 權制 にして、 事 あるに 與 りて 禮の 正に 

非ず。 皇太子 は國事 あるな し， 自ら 宜しく 服 を 終るべし」 と。 詔 ありて 更に 詳議 せし 

おもへ 

む。 書杜 預以爲 らく、 「古 は 天子 諸侯 三年の 喪、 始め 齊 斬に 同じ、 旣に 葬りて 喪服 を 

りゃう あん 

除き、 諒陰 以て 居る。 心 喪して 終る の 制な り。 士庶 と禮を 同じく せず。 漢氏は 泰の犬 

枕 塊 H 下  四 九九 


1) ？ s の 文 


す は叔， 2、 春 

«! 時代 WI1: の 

Mk^w す 
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下 を 承け て、 -大 子の 爲に 服を修 する こと 三年な り。 漢の文 帝 其の 下 久しく 行 ふべ から 

ざる を 見て * 古制 を 知らず して 更に 意 を 以て 制し、 祥！ e して 喪 を 除き 吉に卽 く。 

は 直ちに 葬 を訖る を 以て 節と 爲す。 嗣 君皆諒 陰して 終る の 制に 復 せず。 m,- 者 之れ を 非 

とする こと 久し。 然れ ども 宽に 經傳 を推究 して 其の 行事 を考 へず、 專ら 王者； 一 U やの 喪 

(SS ふ) -  ごと 

は 衰麻を 以て 二十 五月 を 終るべし と 爲十。 嗣君 苟も 此の 若き とき は、 大 子 群臣 皆 喪 を 

(通じ) 

除く こと を 得ず、 志 は 篤き に 居る に 在りと 雖も、 更に 逼 りて 行 はれず。 今 世に 至りて 

主 皆 漢文に 從 つて、 經 典に 由る 處の制 は 制に 非ず と 十。 今 皇太子 は 尊と M 體 なり。 {且 

しく 古典に 卒哭 して 衰麻を 除き， 諒陰を 以て 終る の 制に 復 すべし。 義に 於て 旣に 除か 

ずん ば ある 應か 、しず。 叉 漢文に 取るな き は 乃ち 喪の 禮に 篤き 所以な り」。 是に 於て-: 1: 

書 僕射盧 叙. 尙書 魏舒、 杜預が 設據の 依る 所 を 問 ふ。 預云 はく  T 傳に稱 す、 三年の 喪 

は 天 子より 達 十と。 此れ "大 子 期 を 絶ちて 惟 だ 三年の 喪 ある こと を 謂 ふ。 喪に 居て 衰服 

2 】 

三年す る こと 士庶と 同じき こと を 謂 ふに 非ず，。 故に 后 世子の 喪に して、 叔向は 三年の 

喪 ありと 稱 十る は 二へ り。 周 公 は高宗 服喪 三年と 言 はずして、 ；：！ f 陰 三年と 一： 二 ふ。 此れ 

服 を釋き て 心 喪 十る の 文たり。 叔向 は景王 の 除 喪 を教ら ずし て 其 の 燕 樂已に 早き を^ 


つ' 搭 る 故人 仲：: ：35^：；7 な 

公な みに 、子 宰 5: り 
ノ；；  I) 物 天 共 は の 
年 。を 子に そ翁官 噴 
に 左 贈よ 残の の 氏 
出 傅れ りす 夫 侯 ' 


(一二) 昭公十 j 

二 年に 出づ < 

S  8 の 君 .1 

この とき子 產 < 

その 喪が すみ" 

て 命 を 聞かん. j 

ことみ- 講 ひし 一 


(七) 贈^が 

後れて 哀 みの 

簿 らき 丸る 頃 

t なる は禝に 

* ざる を 云 ふ 

(八) 黃帝 • 

W 禹 • 商^ 

(九) 晋 * 禮 

？ ゆの 原 本 は 

r 將來… -事 

gsjwv.- るな り」 


る。 旣に 葬る とき は 除す 應 くして 諒 陰の 節に 違 ふ を 明かに するな り。 春秋に， 晉侯諸 

侯を享 十。 子產鄧 伯に 相たり。 時に 簡公 未だ 葬らず、 喪 を 免じて 以て 命を聽 かんこと 

さいけん  (六)  にやみ もの おく 

：一來 りて 惠公. 仲 子が 賵 を歸 る。 傳に曰 


を 請 ふ。 君子 之れ を禮を 得たり と 謂 ふ。 

(t ) 

はく、 『生 を 吊して 哀に 及ばず』 と。 此れ 皆 葬りて 服 を 除く * 諒 陰の 證 なり。 先 儒の 舊 

說往々 亦 見 ゆ。 寧 者 未だ 之れ を 思 はざる のみ。 喪服 は 諸侯が 1K 子の 爲 にも 斬 衰す。 豈 

(八) 

服 を 終る こと 三年と 謂 ふべ けんや。 上 七 代を考 ふるに、 未だ 王者 君臣 上下 衰麻 三年す 

(7.}  (九} 

る 者 を 知らず。 謂 ふに 下に 推して 將に 恐らく は 百世の 主 も 其の 理 一 ならん、 必ずしも 

能 はざる に は 非ず、 乃ち 事 勢 得 ざらん とす。 故に 聖人 は 虚しく 行 はれざる の 制 を 設け 

(5) 

ざる こと を 知る。 仲 尼 曰 はく、 『禮の 損益す る 所 百世と 雖も 知るべし』 と。 此れ 之れ を 

謂 ふなり」。 是に 於て 欽. 舒 之れ に從 つて 遂に 預に 命じて 議奏を 造る。 曰 はく、  11 禮記 

に 『三年の 喪 は 天子より 達す』 と。 又 云 はく、 『父母の 喪 は 貴賤と なく 一 なり』 と。 又 

云 はく、 『端 衰. 喪 車 皆 等な し』 と。 此れ 通じて 天子の 居 喪 衣服の 節 は 凡人に 同じき を 

謂 ふ。 心 喪の 禮は 三年に 終る も、 亦 服喪 三年の 文な し。 然るに 繼體の 君插ほ 多く 荒 寧 

二 〇) 論； 政篇 第-一十-一章、 「子 張 問 ふ 十 知るべき やと。 子 曰 はく， 殷 は の 綾に 因る。 する 所 知るべきな り。 周 は 股の 禮 に H る， 損益す 

?. 所 知るべき なり。 其れ 周に 緻ぐ もの あらば、 百 雖も 知るべき なり」 と 


沈 a*  ド 


五 〇 


：：： し はの 宗；; ^rsi さ ua で 

\^  め-' レ ■"•^ し' ^  し 

ら 、 丁 

戴 さ' 入 短 も 股 m 十 
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は べに 人す? 9； に H 


山 鹿 語類 卷第 四 十五  五 C 二 

( I )  ほ I いま ま 

(一) "下校 自從 にして、 諒 陰の 制 を廢し • 高宗 をして 名を往 代に 擅 にし、 子 張 をして 疑 を當時 

セ i に は 「今に 

ほ に 致さし む。 此れ 乃ち 賢聖の を爲す 所以に して * 犬 子が 服 を て 喪 を 終らざる を^ 

w にし、 や  S か 

は ほた 常 るに 非ず。 ^は 書籍 を潘き 意に 率せ て 行 ひ、 上に 冗し 下 を 抑へ、 漢祖 は草创 して R り 

致す」 isr つ 

て 革め ず、 乃ち 1K 下 を 率 ゐ皆重 服 を 終り、 旦夕 哀 臨し、 寒；： ぶを經 罹し、 嫁娶 飮酒盒 肉 

を禁 寒-し、 制 は 情に 稱 はざる に 至る。 是を 以て 孝 文 遺 詔して、 斂畢 りて 便ち 葬り、 葬 

り畢 りて 紅 禪の除 を 制 ふ，。 高宗諒 陰の 義に 合せず と雖 も、 古典に 近し。 故に 之れ を 幾 

つ 1 ) 

あら かじ  せ ふしん 

嗣に傳 ふ。 時に 預め咬 廟を修 す。 故に 斂葬 は浹 辰の 內に 在る を 得、 因って 以て 制を定 

あきらか (1 一一) 

む。 近 ごろ 明 帝に 至りて 存 に陵寢 なく、 五 <w にして 乃ち 葬る。 安ん ぞ 三十 六日に 在ら 

んゃ。 此れ 當時 經學疏 略に して 前 聖を思 はざる の 病な り。 魏氏 革命して、 旣葬を 以て. 

節と 爲し 古典に 合 ふ。 然れ ども 心を諒 陰に 垂れず、 幾 を 前代に 同じく す。 泰始の 開 元 • 

0^^^. より、 ^下 追うて 諒 陰の 禮に； 追 ひ、 終 を愼み 篤き に 居る。 允に 古制に 棒り 殷宗に 超絶 

h。  X を 小 K  一 五) 

あ ふ。 S す。 1K 下 德を歌 ひ、 誠に 靖 等の 能く 原本と 十る 所に 非ざる なり.。 天 子 諸侯の 禮は、 當 

Rsi を 小 戴お 

に 以て 具 はるべし。 諸侯 は 其の 己れ を 害する を惡 みて 其の 籍を 削り、 今其の^^するも 

は マ の 惟 だ士？ 篇、 ^ 聖記 其の 間に 雜錯 十。 亦 1- て 正 を 取る こと 難し。 天子の 位 は "や. 尊. 


(七) 崩御 さ 

れた ：大+ 


(八) キ はら 

ぎ 


(九) . ぬ 記、 

礎 器 に 出づ、 

字句 多少 異な 


にして， 萬 機の 政 は 至大な り。 群臣の 衆 至って 廣し、 之れ を 凡人に 同じく せず。 故に 

一七) 

大行旣 に 葬り、 廟に耐 祭せば、 疏に 因りて 之れ を 除す， 己れ 除せ ざれば 群臣 敢 へて 除 

十る 莫し。 故に 己れ を 屈して 以て 之れ を 除 十。 而 して 諒 陰して 以て 制 を 終る。 天下の 

人 皆 曰 ふ、 『我が 王の 仁なる や、 己れ を 屈して 以て 宜しき に從 ふ』。 又 皆 曰 ふ、 『我が 王 

の 孝なる や、 旣に 除して 心 喪す。 我が 王 は猜ほ 此の 若く の 篤き なり、 凡そ 臣 子等 も 亦 

焉んぞ 自ら 勉めて 以て 禮を崇 ばざる/ J と を 得ん や』 と。 此れ 乃ち 聖制風 を 移し 俗 を 易 

よ-りき  ただ 

ふるの 本に して、 高宗の 雍熙を 致す 所以な り。 豈 惟に 衰 裳の みならん や。 若し 難しと 

する 者の 如き は、 更に 權制を 以て 自ら 居り、 屈伸 厭 降 を 疑 ひ、 職 事 を 以て 斷を爲 

さんと 欲す-。 則ち 父 在せば 母の 爲に は荐 十.。 父 卒すれば 三年す」 と。 此れ 至 親 を 以て 

至尊に 屈する の義 なり。 出 母の 喪に は 至 親 を 以て 屬と爲 す、 而 して 長子 は 制 ある を 得 

ず。 體尊 くして 義の升 降皆從 ふ。 敢 へて 獨 せざる なり。 況ゃ 皇太子 は 配甙の 至尊に し 

て國と 體を爲 す。 固に 宜しく 遠く 古 禮に遵 ひ、 近く 時制に 同じ、 屈 除して 以て 諸 下に 

？  そ 

寬 くし. 一代の 成典に 協 ふべ し。 君子の 禮に 於け る、 直く して 行 ひ 曲げて 殺ぐ こと あ 

つね  (討)  これ 

り， 經 にして 等しき こと あり、 順って 之れ を 去る こと あり-、 諸 を 內に存 する のみ。 禮 
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と 云 ふ は 玉帛の 謂に 非ず、 喪と 云 ふ は 惟だ哀 麻の 謂な らん や。 此れ 旣に臣 等が 所謂 經 

制の 大義に して、 且つ 實に卽 き 近く 言 ふ も 亦 安から ざる こと あり。 今 皇太子 は 至孝.^? 

がうた う 

添と して 自然に 發し， 號眺の 慕、 宮 に^:^ す。 大行旣 に. 奐し、 往 きて 反らず。 必ず 

へい こ  はう くわう 

y:^ 用 IS 礎 平 故 を 想像し、 寢 殿に 仿偟 せん。 若し 變じ て該 陰に 從 はずん ば、 東宮の 臣 僕は義 とし 

^^^^ て 服を釋 かざらん。 此れ 永， 福の 官屬 は當に 獨り衰 麻して 事に 從ひ殿 省に 出入すべき を 

ばれれ Jf- は 爲十， 亦 以て 繼ぎ 難し。 今の 將吏は 二十 五月の 事 を 蒙 同す と雖 も， 寧ん ぞ 大臣に 至る 

は も 一 S 

I ばり も 亦 其の 制 を 奪 はん。 昔 翟方進 は 自ら 身 を 以て 漢の 相と 爲り、 喪に 居る こと 三十 六 H， 

(マ；) -; n 名、  お も へ 

敢 へて 國 典を踰 えず、 而る を況ゃ 皇太子に 於て を や。 臣 等以爲 く、 皇太子 は {儿 しく 前 

おる 中 

ひ 一 2 るべ 奏の 除服 fiil 陰の 制の 如くすべし」 と。 是に 於て 太子 遂に 厭 降の 議を 以て 國 制に 從 つて 

(S  *s は  一二 

l*OB 衰麻を 除し、 諒 陰して 制 を 終る と。 

名 ** 檷 lb は 字 

よ £/»A、  (二)  そ  しゃくいん 

お I ジ^  魏の文 帝の 太 和 十四 年、 太皇太 媽氏殂 す。. 帝 勺 飮 口に 入らざる こと 五日， 哀^^艚 

^^•-る。 325  0ー1)  〔wn 

Is に出づ に 過ぐ。 中部 曹*  ±书陰の楊^^諫めて曰はく、「陛下は祖宗の業を荷ひ离國の重きに臨むゃ 

「化) た ふれ  .  (五に、 

r ベす； e に、 豈 匹夫の 節と M じくして 以て 價仆を 取る ベ けんや。 群 下 tt- 灼 して 言 ふ 所 を 知る 莫し。 

喪服 £ 制 w に  一お  たと 

S づ  且つ 聖.^ の禮 は， ^る も 性 を： せず。 縱 ひ-降下 自ら 萬 代に 賢な らんと 欲する も、 其の- 


宗廟 を 若 何せん」 と。 帝 其の 言に 感じ 之れ が爲に 一 たび 粥 を 進む。 是に 於て 諸-のま 

S  0,^ 公 等 皆 闕に詣 でて 表 を 上り， 時に 兆 域 を 定め、 及び 漢魏の 故事 並に 太 皇太后の 終 制に 

(<)  くわう-一つ 

にに- >?は，1 依り、 旣に 葬りて 公 除 せんこと を 請 ふ。 詔に 曰 はく 、「禍 罰に 遭 ひて より 慌 II 昨の 如く、 

^Tri  しき ゆう  おも  せんそ 

.^^'^0 梓宮に 奉 侍し、 猶ほ勢 髴を希 ふ。 山陵の 遷厝は 聞く に 忍びざる 所な り 一 と。 冬 十 月 王 

るる，， 、.-棺  ぎ 

公復た 上表して 固く 請 ふ。 詔して 曰 はく 、「山陵 は 典 冊に 依るべし。 衰 服の 宜は 情と レ 

て 未だ 忍びざる 所な り」 と。 帝 親ら 陵 所に 至らん と 欲 十。 戊辰 詔す 、「諸- -の 常に 從ふ 

の 具 は 悉く 之れ を 停むべし。 其の 武衞 の官、 防 侍 は 法の 如くせ よ」 と。 癸 西、 文明 太 

后 を 永 固 陵に 葬る。 甲 戌、 帝陵に 謁す。 王公 固く 公 除 を 請 ふ。 詔に 曰 はく、 「比ろ 當に 

別に 敍 ぶる こと 心に 在り」 と。 己 卯に 叉 陵に 謁す。 庚 辰に 帝 出で て 恩 賢 門の 右に 至り， 

no)  まう 

にに £L まほ 群臣と 與に 相慰勞 す。 太 尉 不一 等 進んで 言して 曰 はく T 臣等 老朽の 年 を 以て 累聖 に歷率 

穿 陰 Hi _ ィ 一 時 

1- お；；；？， こり、  おもん み 

まき 二に す。 國 家の 舊事 頗る 知 聞す る 所な り。 伏して 惟る に、 遠祖 大諱の 日 ありし とき、 唯 だ 

梓宮に 侍 送す る 者 は 凶 服して、 左右 は 皆 盡く吉 に從ふ 。四 祖三宗 は 因りて 改めず。 陛 

下 は 至孝の 性 を 以て 哀毀禮 に 過ぐ。 伏して 聞く、 御す る 所の 三食 半 溢に 滿 たず、 晝夜. 

しばら 

耗 帶を釋 かずと。 臣等心 を 叩き 氣を絕 し， 坐して 席 を 安ん ぜ十。 願 はく は 少く至 慕の 

ft 塊 3- 下  五 〇 五 
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情 を 抑へ て、 先 朝の 舊典を 奉行 せんこと を」 と。 帝 曰 はく、 「哀毀 は 常の 事な り。 豈關 

言す るに 足らん や。 朝夕 粥 を 食し， 粗 ぼ 支 任すべし。 諸 公 何 ぞ憂怖 十る に 足らん。 祖 

こ ひねが 

宗の情 は 武略 を專ら として 未だ 文敎を 修めず。 朕 は 今 仰ぎて 聖 訓を稟 く、 庶 はく は 古 

n)  道 を 習 ひ、 時 を 論ずる に 此の 事 又 先 世と 同じから ず。 投 且つ 懐 ふ 所 を 以て 別に 尙書游 

人、 字は产 S 设、  一一 二 

1  れ Ml( 明 根丄" 问間 等に 問 ふ。 公之れ を聽 くべ し」。 帝 因りて 明 根 等に 謂 ひて 曰 はく、 「聖人 は 

b、 人 Ms 卿 

に 進む  卒哭 の禮、 授 服の 變を 制し、 皆 情 を 奪って 漸す。 今 則ち 旬日の 間、 言 吉に卽 くに 及ぶ、 

(二) 後 魏 の  =ーー) 

文 特だ理 を 傷つく る を 成 十」 と。 對 へて 曰 はく  T 臣等 伏して 金 冊の 遺 旨を尋 ぬるに、 月 

中と なり- 大 を^え て 葬り、 葬りて 吉に卽 く。. 故に 下 葬の 初に 於て、 練 除の 事 を 奏す」。 帝 曰 はく、 

*tg に 進む  f  よ さ 

にじ 「朕 惟 ふに、 中 代 三年の 喪 を 遂げざる 所以 は、 蓋し 君 上世 を 違り て- 繼主 初めて 立ち、. 

1 わた  あまね  こん べん き 

め 喪 す 君德 未だ 流らず、 臣義洽 からず、 故に 身 袞冕を 襲て 卽 位の 禮を行 ふ。 朕 は 誠に 不德に 

る こと  一 i 

fK; 十；： 年 して 在位 紀を 過ぎ、 億兆 をして 君 ある こと を 知らし むる に 足る。 此の 日に 於て 哀慕の 

心 を 遂げず、 情と 禮と をして 倶に 失せし むる は、 深く 痛恨すべし」 と。 髙閭が 曰 はく，. 

r 杜預は .！|!3 の碩 なり、 古より 天子に して 三年の 喪 を 行 ふ 者 ある ことなき を 論じ， 以 

S  * 世  て 漢文の 制 は 開に 古と 合へ りと 爲し、 叔世と 雖も行 ふ 所の 事 は 承け 踵ぐべし とす。 是 


(七) ねん 1 

ろなる « 


(八) 小. おの 

親 を ふ 如き 

を 云 ふ 

(九) 後魏 の 

人、 字 は 道 固、 

孝 文 帝に 仕へ 

秘書 丞 となり、 

後 御史中 a と 


ん こと を 欲す。 情 許すべき に 在 

(八) 

じゅ ぼ  5. 

孺 慕の 君、 諒 陰の 主に 於て、 蓋し 亦誣 ふるな り」。 祕書丞 李 彪曰は 


I 七) 

を 以て 臣等悽 々として 千め 請 ふ」 と。 帝 曰 はく、 「竊に 金 冊の 旨を尋 ぬるに、 臣 子の 心 

を 奪 ひ、 早く  士" に卽 かしむ る 所以の もの は、 政事 を廢絕 せんこと を 慮る の 故な り。 群 

公の 請 ふ 所 其の 志 も亦然 り。 朕 仰ぎて 冊の 命 を 奉じ、 俯して 群 心に 順 ひ、 敢 へて 闇默 

として 言 はずして 以て 庶政 を 荒せ ざらん。 唯だ衰 麻して 吉 禮を廢 し- 朔望哀 誠 を盡さ 

故に 專ら 之れ を 行 はんと 欲す。 杜預が 論の 如き は、 

r 漢の明 德馬后 

は 章 帝 を 保養し、 母子の 道 間然すべき なし。 后の 崩ず るに 及びて、 葬る に 旬を淹 えず、 

尋で已 に 吉に從 ふ。 然して 漢章は 幾 を 受けず， 明 德は名 を 損せず。 願 はく は 陛下 金册 

の 遣 令に 遵ひ、 哀を 割ぎ 議に從 はんこと を」 と。 帝の 曰 はく、 「朕眷 戀衰桎 して 議 とす 

る 所に 從 はざる 所以の もの は、 實情 忍ぶ 能 は ざれば なり。 豈 徒に 苟も 嗤嫌を 免れん の 

みならん や。 今 終り を 奉じ、 儉素 にして 一 に 巳に 遣 冊に 遵 仰す。 伹だ痛 慕の 心事、 予. 

つら -ー ひねが 

に繁 なる、 庶 はく は 聖靈至 願 を 奪 は ざらん のみ」。 高 閬が曰 はく、 「陛下 旣に 上に 除服 

せざる に、 臣等獨 り 下に 除服 するとき は臣 たるの 道 足らず、 叉 親ら 衰麻を 御して 復た 

朝政 を聽く は吉と 凶と 事雜れ り。 臣竊に 疑を爲 す」。 帝日 はく、 「朕 今 遣 冊に 逼られ る.' 
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二)  (二) 

き  うんけ つや  の 

てん .L^f 唯 だ むらく は、 に 至る まで 禮を盡 さず と 雖も蕴 結 差 や 申 びん こと を。 群臣 は 各- 

( し IS*t グ 

如 t  親疎 贵賤 遠近 を 以て 除服の 差を爲 せ。 庶幾く は 稍 や 古に 近く、 今に 行 ひ 易 からん」 と。 

(三) 

先 群臣 又 言 ふ、 「春秋. 8 口の 事 は 廢闕し 難し」。 帝 曰 はく、 「先 朝より 以來、 に 有司 事 を 

S  i  (ひ 巧に 

^ ^^- 行 ふ。 朕 は 慈訓 を 蒙る に 頼り 常に 親ら 敬 を 致す。 今昊 天罰 を 降し 人祌喪 ふ。 特り 宗廟 

之 3..- あ の 靈を想 ふに、 亦 飲 祀を輟 め、 饗薦を 行 ふ を脫れ ば、 恐らく は 冥 旨に 乖 かん」 と。 群 

(五) 祭りな 

ちけ， さと 臣又言 ふ、 「古 は 葬りて 吉に卽 く、 必ずしも 禮を 終へ ず。 此れ 乃ち 二 漢の治 道 を經綸 十 

る 所以に して、 魏. 晉の 庶政 を綱理 する 所 W なり」。 帝 曰 はく、  r 旣に 葬りて む n に卽く 

は、 蓋し 季俗 亂， く 權宜世 を 救 ふの み。 ニ漢の 盛、 ：^*晉 の舆、 豈喪禮 を 簡略に して 

仁 孝 を 遺 忘 十と 曰 はんや。 平 HI の 時、 公卿 毎に 稱す、 『當今 四海：： せ 安、 禮樂 日に 新に、 

以て 美 を 唐！^ に參 し、 盛 を 夏 商に 比すべし』 と。 今^^に^^^?に及び、 卽ち 苦に 朕が 志 

を 奪 はんと 欲し、 魏* 晉に踰 え ざら しむ。 此の 如きの 意 未だ 由る 所 を 解せ ず」 と。 李 

彪曰 はく 、「今 は 治化淸 婆な りと 雖も、 然も 江 南に 未 賓の吳 あり、 漠 北に 不臣の 慮 あり" 

是を W て 臣等祸 ほ 不虞の 慮 を 懐く」。 帝 曰 はく， 「irp<,- は 耗を帶 びて 戎に從 ひ、 .！112 侯 は 

(六) はも 引  も  ふ V 

く W  にして 敵を收 る。 固に 聖賢の 詳に 十る 所な り。 如し 不虞の こと あらば 糾を 越す と 


雖も嫌 ふなし、 而るを 況ゃ衰 麻 を や。 豈晏 安の 辰に 於て 豫め 軍旅の 事 を 念うて、 以て 

喪 紀を廢 すべ，. けんや。 古人 も 亦 王者 衰を 除きて 諒 陰して 喪 を 終る と稱 する 者 あり。 若 

(七 J 

ちょ-:' さい まか  うち 

S 今^,-8 し 朕が 衰服を 許さざる とき は、 當に衰 を 除き 拱默 して 政 を； 萩 宰に委 十べ し。 二 事の 中 

f: 大 it  - 

惟 だ 公卿の 擇ぶ 所の ままな り」。 游明根 曰 はく、  一 淵默 して 言ば ずん ば 大政 將に曠 しか 

ひ  (八) 

< 八) (ぶお らん。 仰いで 聖 心に 順ひ衰 服に 從 はんこと を 請 ふ」。 太 尉 不一 曰 はく、 「臣は 尉元と 五 帝 

仁、 後魏 * 文 •  -,, そ  ，，ら 

おは-へ に歷 事し， 魏 家の 故事 尤も 之れ を諱 る。 後の 三月 必ず 祌を 西に 迎へ. 惡を 北に. 鍵 ひ、 

r 一老に 拜 せら  つぶさ  くわ- リし 

る  具に 吉禮を 行 はん。 皇始 より 以來 未だ 之れ を 或は 改めず」。 帝 曰 はく、 「若し 能く 道 を 

(九) 後魏の  + 

lf|2 ま 以て 神に 事へば、 迎 へずして 自ら 至らん。 苟も 仁義 を 失 はば 迎 ふと 雖も 来ら ざらん。 

まさ 

此れ 乃ち 平日 も 當に行 ふべ からざる 所、 況ゃ 喪に 居る を や。 朕 は 不一 一一 n の 地に 在り， 應 

に 此の 如く t セ々 たるべからず。 但だ 公卿 朕が 情 を 執 奪して 遂に 往復 を 成せり」 と。 追 

もつ  (き 

(一 0」 ^* で 用て 悲絕し 遂に 號慟 す。 群臣 も亦哭 して 辭し 出づ。 

さ 用 終る  = = 

< 二) 名 は  司 馬 公が 曰 はく、 「三年の 喪 は 天. 子より 庶 人に 達す、 此れ 先王の 禮經 にして 百世 不易 

光、 溫 公、 朱  やぶ 

S 名 の 者な り。 漢文 は 心を師 として 舉 ばず、 古 を變じ 禮を壞 り、 父子の 恩を絕 ち、 君臣の 

お 十四、 王^  り * い 

+ 六 efs 用 義を く。 後世の 帝王」 抆戚の 情 を 篤く する こと 能 はずして、 群臣 詔諛 し， 肯 へて 一正 

枕 塊 記 下  五 〇 九 


+-  .  e: 九 七 

(一 ■) 胡 贫， 

一一 一 頁 

* 照， X 獻通 

卷 十四、 王 

IB 十六 €• 引用 

C. じ 一!6 記 喪 

脓 £ 制 篇 に 出 

. つ 

(£J ムの文 

に！ « ぎて _la 

A て 后に 事 行 

はる 4* は S 

つきて 起 つ。 

h. て R に； t は 

,? る 《; は 面！ g 

つく  0 み。 1« 

*" はお： せす、 

5< は^せす、 

は 踊せ す。 

止めす。 そ 

此の-八つの 者 

は 權，！ て M 

す る *; なり」 

i あ h- 
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する 莫く， 晉武に 至りて 獨り H< 性 を 以て 矯めて 之れ を 行 ふ。 不 世の 賢 君と 謂 ふべ し。 

f 1  >  ふるき 

而れ ども 裴 • 傅が 徒 は 固陋の 庸臣 にして， 常に 習 ひ 故を玩 び、 其の 美に 將順 十る 能 は 

ず.。 惜しい 哉」。 

致 堂の 胡 氏 曰 はく、 「孝 文 は 古 を 慕 ひて カ行 尤も 喪禮に 著しく、 其の 始終 情 文 も 亦 祭 

然として 觀る べし。 漢 より 以來 未だ 之れ あらざる なり。 後世 孺 慕の 君、 景仰せ ずして 

先王 是れ顯 はるべ けんや。 孝 文の 三年 を 欲する に 方り て や、 在 廷の臣 一 人と して 能く 

其の 美 を將順 十る 者な く、 帝の 心 を沮遏 せざる 莫し。 所陳 下る ハ 母に、 若し 孝 文の 至情 

いくば，、  /- 一  {ー) 

先づ 定まる に 非 ずん ば、 幾何 か 邪 說の爲 に 惑 はされ ざらん や。 禮に曰 はく、 『百官 備は 

り 百 物 具 はり、 ： 百 はずして 事 行 はるる 者 は、 扶 けて 起つ』 と。 齊衰の 喪 は 蓋し 對 ひて 

i 百 はざる なり。 夫の 八 事の 權の ごとき は 經禮に 非ず。 今 孝 文 は 百官 備 はり In 物 具 はる。 

是れ. {Hi しく 三日に して 粥く ひ、 三日に して 沐し、 期 三月に して 練 冠し、 三年に して 一 I 

し， 禮の廢 せる をして 復た 起る こ と 古の 高宗の 如くなら しむべし U 而 るに 群臣 は漢の 

制に ffi れ， 雜 ふるに 國俗を 以てし、 其の 君 をして 自由 を 得 ざら しむ。 其の 初 は 禮を守 

りて 衆に 違 ひ、 通 喪 を 行 はんと 欲して 甚だ 力めし も、 其の 終 や 三年す る 能 はず。 是に 


0,0 於て 期に して 祥し、 月 を 改めて 罈す。 是れ古 者 父 在せば 母の 爲 にす るの 服 を 用 ふる も 

：-ぴ にで 一 ^5 のにして、 節に 中らざる なり。 無 乃 其の 本 を 得ず とも、 遂に 其の 末 を 殺がん や。 夫れ 

御せ ざる 者 は、  (_f ん) べん  (ち 八.^ け、 

ゆ ば 請？ 鱧 は 惟 だ 其の 當る のみ。 之れ を 施して 當る とき は、 袞 £ 免 を 被りて 鎮圭を 執る が 如く- 

-vi^ にし f*_^ 

！ 5 お， つ-る， 」 之れ を 施して 當ら ざれば、 是れ狐 白裘を 衣て 諸れ を 草莽に 坐す るな り。 豈 惜しま ざら 

(お ：大 子の 

i  んゃ 一。 

(八) 天子の  i 

s,,^ ョ龍  勉齋の 黄 氏 曰 はく、 「按ずる に、 杜預は 大 子 諸侯 は旣に 葬りて 喪服 を 除き， 諒闇 以て 

(一 0)  i. 

.V は 《 卿 . * 居り、 心 喪して 制 を 終り、 士庶 と禮を 同じく せざる の議 なり。 晉 書の 本 傳に見 ゆ。 左 

代の^ 者 *  ^ 

1 ま 卜 £、 氏傳の 註に、 遂に 旣に 葬り 反 虞 するとき は 喪 を 免る るの 說 あり。 司 馬 公 嘗て 其の 失 を 

王 e 十八の 引 

用—  言 ふ。 然して 其の 言に 乃ち 曰 はく、 『衰麻 は 哀戚を 主と す、 然れ ども 庸人に 衰麻 なけれ 

1! 一九 一 i 頁 ii ば哀戚 得て 勉む ベから ず』。 叉 謂 ふ、 『杜預 の辨は 則ち 辨 なり、 陳逵が 言の 質 略に して 

敦實 なる に 若かず』 と。 愚 謂へ らく， 褰 麻の 制 は 乃ち 古 先の 聖人が 孝子の 情に 沿 ひて 

人の 爲に服 を 制するな り。 蓋し 天理 人心の 已む i 谷から ざる 所の もの、 豈專ら 庸人の 爲 

(一二) 

りんえ き 

< ニー)  S に 設けて 以て 其の 哀戚 を勉 めん や。 杜預は 經に違 ひ 禮に悻 り 綱常 を淪敎 す。 當に萬 世 

の 罪人 たるべし。 坐す るに 不孝 莫大の 法 を 以てして、 特だ 其の 陳逵の 言の 質 略に して 

枕 塊 記 下  五一 一 


<-l) #«u 

め夂 公二 年 

に T3S 公の 主 

も 作る」。 傅に 

「很 ヘムの .^4 

作る は、 S な 

ら" さ る も 1* す 

乙な り」 お出 

づ。 X これよ 

h- 先き ffiK ム； -1 

十： 年 ciS に、 

「^ヘム を！^ 乙 

は た h -、 

ぶ を 作る は お 

に i^T さるな h -。 

M- そお • すれ 

ば卒哭 して； m 

す。 W して 主 

な 作り、 特に 

おも る、 S 

に 《ず歸 す」 

と。 は 神主 

なり、 *^は冬 

»r  US は 秋 祭、 

w は 年の R 

終 h-+: る i き 

め 《K 

(：) 

(一 e お； a の 

へ 文 sa 
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敦赏 なる に 若かず と 言 ふ は、 世敎を 明かに 十る 所以に 非ざる なり。 先師 朱 文 公 E はく、 

『左 氏傳 ふる 所、 l„fl 紺して 主 を 作る とき は、 禮 家の 虞して 主 を 作る 者と 合 はず。 廟 

に-力 嘗^ するとき は、 王制の 喪 三年 祭らざる 者と 合 はず。 杜氏 は 左 氏の 失に e: り、 0 

に 國君卒 2 尺して 除す るの 說 あり』 と」。 

馬 端 臨 曰 はく 、「古 は }K 子の 喪 は 七月に して 葬る。 左 傅に 以て 同 軌と爲 す。 苟卿子 曰 

つら 

はく、 『大 子の 喪 は 四海 を 動かし 諸侯 を屬 ぬ』。 又 曰 はく、 『大子 は 七月、 諸侯 は 五月、 

大夫士 は 三月、 皆 其の 須 ちて 事を容 るるに 足らし む。 事 は 成を容 るるに 足り、 成 は 文 

を容 るるに 足り、 文 は 備を容 るるに 足り、 曲 は 物 を 容れ備 ふ、 之れ を 道と 謂 ふ』 と。 

？ な お ほ S 殯 蓋し 萬乘の 尊き、 四海の 廣 きを 以て、 喪の 期 三年 

に 至る とき は、 必ず 物 を備へ 禮を盡 して 以て 其の 孝 を 致し、 之れ を悔 あるな からしめ 

ん のみ。 此れ 古の 孝子の 心なり。 秦漢 より 以來習 ひて 短 喪の 制を爲 し， 旣葬を 以て 服 

ナ f や. A 

を 釋くを 例と す。 是に 於て 惟 だ 葬 期の 促なら ざる を 恐る。 兩漢 より 六 朝に 至り、 人 主 

の 喪 は、 大 行の 噴に 在る こと 雨 月に 及ぶ もの ある こと 少し。 是れ 天子に して 大夫士 の 

禮を行 ふ克 はざる なり。 瑰の孝 文 力めて 古の 道 を 行 ひ、 獨り 三年の 1:^ を爲 十。 而 して 


.«!  二十に 屮 マつ 

(i) 左 3 に 

「人.. 1- 七 巧に 

して 邦る。 軌 

も 5? じ-つして 

く S る」 t 

S づ。 軌 を 同 

じ-つす る こ t 

は raa! の國 か- 

别に すれば な 

(六) 前 出 五 

多少 SW なる 

ぉ卷十 s:、 上 

^十七に S づ 

(八) 害^の 

1. 局の 成 

上の 崩 ぜんと 

せし 時、 其の 

子剑、 後の 康 

• 土 に對す る 遺 

言な h- 

(九) 

典に 出づ 

二 〇) 書 Si 

太 甲 巾 «| に 出 

づ 


其の 臣歷 の 制 に^れて、 间く 服を釋 かんこと を 請 ふ。 重 服を釋 かんと 欲すれば 必ず 

f 六 一  (？« 紫) お * 

先.. つ 葬 期 を 促 十。 而 して 帝の 答 詔に 曰 はく、 『梓宮に 侍 奉 し^ほ 彷彿 を 希 ふ。 山 の遷 

暦 は 聞く に 忍びざる 所な り』 と。 同く 請うて 始めて 葬る。 旣に 葬りて 終に 服を釋 かず。 

賢なる 哉」。 

(七) 

义 E はく、 「先 儒 言 はく、 古 は 天子 崩 じて 太子 位に 卽 くに、 其の 別 四 あり。 始めて 死 

一八- I  すつ  れん 

十る とき は， W 子の 位 を 正 十。 顧 命に 所謂 『子釗 を 南門の 外に 逆へ、 延 きて 翼 室に 入 

る』 とい ふ是れ なり。 旣に f« するとき は 繼體の 位 を 正 十、 顧 命に 所謂、 『王 麻 5^ 黼 裳し 1 

入りて 位に 卽く』 とい ふ是れ なり。 年を臉 えて 改元の 位 を 正す。 春秋に 書す る 所、 『公 

一 *3 一  いた  (一 0- 

位に 卽く』 とい ふ 是れな n。 三年に して 踐 昨の 位 を 正 十。 『舜の 文祖に 格る』， 及び 伊 

^の E 免 服して 太 甲 を 奉じ 亳に歸 ると いふ 是れ なり。 漢以來 短 喪の 制に 5^ ひ、 諒闇の 說 

を廢 し. HI を 以て 月に 易 ふ。 則ち 年を臉 ゆる 三年に して 卽 位の 禮復た 聞かず、 大概 衰 

桎の 中に 於て 綱 服の 吉禮を 行 ふ。 然れ ども 漢の 高祖 は 四月 甲 辰 を 以て 崩 じ、 五月 丙 寅 

に 葬る。 其の 日惠 帝位に 卽く。 則ち 崩 後 二十 三日に 在り。 文 帝 は 六月 己 亥 を 以て 崩 じ， 

乙 巳に 葬る。 景帝は 丁 未 を 以て 位に 卽く。 則ち 崩 後 七日、 葬 後 三 曰に 在り。 蓋し 西 都 

枕 塊. 記 下  五一 三 
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あ， -V じ  しょうか  したが 

(1) .wt の 人 主 皆 預め陵 寢を爲 る。 故に 升 遐の後 復た古 者の 七月の 制に 循 はず， 蓋し 崩より 葬 

に！ 4：： るまで 句： n に 及ばざる もの あり。 是を 以て 嗣 君の 位に 卽くは 多く 旣 葬の 後に 在り- 

東漢に If," れば葬 期 漸く 過し。 是に 於て 始めて 令 を 制して 大 行の 柩 前に 卽位 十る を 以て 

十。 して 歷代 之れ にャぬ ふ。 蓋し 猶ほ旣 の 後に 在り。 魏 の宜武 方に 崩 じて、 太-す 明 

む L ろ.  すみやか 

くる を俟 たずして 位に 卽く。 毋乃太 だ 促なる か。 且つ 當時は 魏の傳 世旣に 久しく、 時 

おそれ  ひ  よも-け 

は 承 平に 屬す。 何の 急迫の 虞 ありて か、 親 肉 未だ 寒えざる の 時に 於て、 旦を恃 たずし 

(二) 奢の e て 其の 位 を 襲がん や。 孝 文 は 賢主に して 力めて 古道 を 追 ひ 以て 親の 喪 を 行 ふ。 肅宗は 

宗 なるべし  I き  1 したが 

幼冲 にして 輔臣識 なく、 之れ を 導きて 以て 乃 祖の行 ふ 攸に率 ふ 能 はずして、 此の 過 摩 

あるな り」。 


可 許 外 格说; 京 東 5;.^1:六ー第11紙8巳 


本 製 山 岡 刷 印 社興椅 


,すま お 。す i ひ涵, 屮, 巾お らた L ま り あが 品た 全完 f;? わ '亂*  丁 港 


S 給 元 SJi1>.^i  H 本 出版 配給 株式 會： « 


昭和 十七 年 二月 十八 日印 刷』， 

昭和 十七 年 二月 二十 三日 發 行 


，頃 - 

いめ 


編 S 者 


發 行者 


df-  0W 者 


鹿 素行 全集 思想 篇 第十卷 

會 費 武阊 五拾錢 * 

ひろ  せ  ゆたか 

廣瀬  豊 

東朿巿 神 WK 一  ッ 81  二 丁 H 三番 地 

岩波 茂 雄 

東. ：11- 市 神 錦^: 一： r:! 十 一 番地 

C: 井 赫太郞 


東 京^神 田 _R 一  ッ橋ニ  丁目 三番 地 


發行所 


rv 波 書 店 

ば- A に ゆ スめ. f 一八 七. 一 八 八 *w 

v.. J. お 3 ご 八 九 • 一  八 〇 番 

替；： 東京 七 £  w  ニハ群 

<„: 员 番婢 一 〇 二 〇 三七號 


